
実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学部生のための経営学入門＜経営学基礎＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 経営学の基礎

授業の目的及び概要
この授業では、経営学を専門としない経済学部生にとって、最低限知っておくべき経営学の知識を学びます。経営学を学ぶ場合、基礎的な知識を項目
ごとに体系的に学んでいく方法もありますが、もともと経営学は、生きている企業を分析していく中で発展してきた学問です。そこでこの授業では、より経
営学に親しみやすいように、具体的なケース（事例）を最初に説明し、そのケースにしたがって経営学の基礎的な概念を説明していく方法を取ります。
ケースで取り上げる企業の多くは聞いたことのある企業だと思います。多くのケースを読み解きながら、経営学の知識が自然と身に付けられるようにし
ます。大学卒業後は多くの人は、企業などの組織で働くことになると思いますが、そうした組織の原理や機能を理解する上でも経営学は役立ちます。

学修の到達目標
・企業とはどういうものかを説明できる。
・企業の戦略で必要な要素について説明できる。
・企業のマネジメントで必要な要素について説明できる。
・社会的存在としての企業のあり方について説明できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシート、課題の結果については、授業内またはLearning Portalでフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業は経済学の分析対象でもありますが、経営学の視点も学んでおけば、企業をより深く理解できるようになります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ケースに学ぶ経営学［第3版］，東北大学経営学グループ，有斐閣，2019年

参考書

9784641184480
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目標や到達目標等についてガイダンスを行います。 【予習】テキスト序章とLearning Portalに掲載する配布資
料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間オンデマンド

第2回 企業の誕生（メルカリの設立と成長）について学びます。 【予習】テキスト第1章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 会社とは誰のものか（カゴメのファン株主拡大戦略）について学びます。 【予習】テキスト第2章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 環境・戦略・組織（フォードとGMの覇権交代）について学びます。 【予習】テキスト第3章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 競争戦略の基本型（マクドナルドとモスバーガーの戦略）について学び
ます。

【予習】テキスト第4章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 事業のリストラクチャリングと組織改革（GEの企業革新）について学び
ます。

【予習】テキスト第5章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 ビジネス・システム（コマツのビジネス・システムの革新とIoT）について
学びます。

【予習】テキスト第6章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 破壊的技術への対応と新規事業創造（富士フイルムの企業変貌）につ
いて学びます。

【予習】テキスト第7章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 プラットフォーム・ビジネス（アップルのApp Storeの展開）について学び
ます。

【予習】テキスト第8章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 グローバル戦略（サムスン電子の統合と適応のジレンマ）について学び
ます。

【予習】テキスト第9章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 経営理念と組織文化（リクルートの起業家精神に基づく組織文化）につ
いて学びます。

【予習】テキスト第10章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 人材のマネジメント（双日の人事管理）について学びます。 【予習】テキスト第11章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 日本的生産システム（トヨタの生産方式）について学びます。 【予習】テキスト第12章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 環境変化期のマーケティング活動（良品計画における危機と克服）につ
いて学びます。

【予習】テキスト第14章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 ビジネスの倫理（JR西日本の新幹線台車亀裂トラブル）について学びま
す。

【予習】テキスト第15章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学を学ぶ基盤を修得する

授業の目的及び概要
本科目は，「経済学」の学修をはじめるにあたって必要最低限の知識を修得することを目指す必修科目です。すなわち，本科目と同じく必修科目であ
る，ミクロ経済学やマクロ経済学の学修に備えて，経済学の専門用語や関連する概念，数的スキルを学びます。
経済学は社会を科学的に分析する優れた体系であり，マスターすれば社会の仕組みが手に取るように分かるようになるでしょう。このためには，経済学
特有の「専門用語」や，経済学の考え方・概念の理解，初歩的な計算スキルが重要です。そこで，本科目では初めて経済学を学ぶ方に向けて，初歩か
ら着実に一連の経済学に関する諸理論・諸概念を学びます。
さらに，本科目で学修した知識を活用することで，経済学部における学びを通じて修得することを目指す「実学としての経済学」を，より円滑に学ぶこと
ができるようになります。

学修の到達目標
1．経済学の学修に必要な基礎的な専門用語を説明できる。
2．経済学の入門的諸概念を説明できる。
3．ミクロ経済学・マクロ経済学の学修に必要な最低限の数学的手法を用いることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回の提出課題について，次回授業で解説等のフィードバックを行います。
・中間試験について，講評等のフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は経済学部の全1年生が履修する必修科目ですので，不合格となれば再履修しなければなりません。
また，他の経済学に関する科目の大多数と深く関連する基礎的内容を扱いますので，毎回の課題提出や復習などにしっかりと取り組んで，授業内容を
十分に理解して，本科目に合格することが，今後の専門学修を円滑に進めるためにも非常に重要です。
毎回の授業をよく聞くだけでなく，分からない箇所があれば積極的に質問するなど，特に力を入れて授業に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は指定しません。
授業内で配付する資料に基づき，講義を進めます。

参考書

必要がある場合，授業中に適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（経済学とは何か？） 授業中の説明を振り返り，授業の進め方を再確認すると
ともに，今後の学修計画を検討してください。

4時間対面

第2回 経済学の登場人物と経済学的意思決定 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第3回 ライフイベントと経済学① 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。特に需要曲線と供
給曲線はグラフをよくて，それぞれの意味を正確に理解す
るように復習してください。

4時間対面

第4回 ライフイベントと経済学② 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。さらに，授業で紹介
した図を参考に，自分自身はどのようなライフイベントに直
面すると思うか考えてみてください。

4時間対面

第5回 需要曲線と供給曲線の図示と，変化要因，傾きの意味 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
授業で解説された数学を用いた計算問題等について，練
習問題等を活用しながら十分に復習を行ってください。

5時間対面
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第6回 市場均衡点の導出 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
授業で解説された数学を用いた計算問題等について，練
習問題等を活用しながら十分に復習を行ってください。
中間試験に向けた復習をはじめてください。

5時間対面

第7回 完全競争市場と市場の失敗 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
これまでの授業回で登場した計算問題が苦手だと感じる
方は，特に時間をかけて復習してください。
中間試験に向けた復習を行ってください。

5時間対面

第8回 中間試験 中間試験の試験対策を行ってください（予習）。
中間試験の問題について振り返りを行ってください（復
習）。

4時間対面

第9回 中間試験の振り返り・講評 中間試験で間違った問題を中心に，再度出題された場合
には解けるように，十分な復習を行ってください。

4時間オンデマンド

第10回 GDP① 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第11回 GDP② 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。さらに関連する新聞
記事がないか探してみてください。

4時間対面

第12回 経済成長と景気循環 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第13回 金融論の基礎 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第14回 国際経済学の基礎（国際的な経済取引と為替レート） 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第15回 総復習 授業で示されたポイントを中心に，定期試験に備えて総復
習を行ってください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学を学ぶ基盤を修得する

授業の目的及び概要
本科目は，「経済学」の学修をはじめるにあたって必要最低限の知識を修得することを目指す必修科目です。すなわち，本科目と同じく必修科目であ
る，ミクロ経済学やマクロ経済学の学修に備えて，経済学の専門用語や関連する概念，数的スキルを学びます。
経済学は社会を科学的に分析する優れた体系であり，マスターすれば社会の仕組みが手に取るように分かるようになるでしょう。このためには，経済学
特有の「専門用語」や，経済学の考え方・概念の理解，初歩的な計算スキルが重要です。そこで，本科目では初めて経済学を学ぶ方に向けて，初歩か
ら着実に一連の経済学に関する諸理論・諸概念を学びます。
さらに，本科目で学修した知識を活用することで，経済学部における学びを通じて修得することを目指す「実学としての経済学」を，より円滑に学ぶこと
ができるようになります。

学修の到達目標
1．経済学の学修に必要な基礎的な専門用語を説明できる。
2．経済学の入門的諸概念を説明できる。
3．ミクロ経済学・マクロ経済学の学修に必要な最低限の数学的手法を用いることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回の提出課題について，次回授業で解説等のフィードバックを行います。
・中間試験について，講評等のフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は経済学部の全1年生が履修する必修科目ですので，不合格となれば再履修しなければなりません。
また，他の経済学に関する科目の大多数と深く関連する基礎的内容を扱いますので，毎回の課題提出や復習などにしっかりと取り組んで，授業内容を
十分に理解して，本科目に合格することが，今後の専門学修を円滑に進めるためにも非常に重要です。
毎回の授業をよく聞くだけでなく，分からない箇所があれば積極的に質問するなど，特に力を入れて授業に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は指定しません。
授業内で配付する資料に基づき，講義を進めます。

参考書

必要がある場合，授業中に適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（経済学とは何か？） 授業中の説明を振り返り，授業の進め方を再確認すると
ともに，今後の学修計画を検討してください。

4時間対面

第2回 経済学の登場人物と経済学的意思決定 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第3回 ライフイベントと経済学① 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。特に需要曲線と供
給曲線はグラフをよくて，それぞれの意味を正確に理解す
るように復習してください。

4時間対面

第4回 ライフイベントと経済学② 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。さらに，授業で紹介
した図を参考に，自分自身はどのようなライフイベントに直
面すると思うか考えてみてください。

4時間対面

第5回 需要曲線と供給曲線の図示と，変化要因，傾きの意味 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
授業で解説された数学を用いた計算問題等について，練
習問題等を活用しながら十分に復習を行ってください。

5時間対面
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第6回 市場均衡点の導出 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
授業で解説された数学を用いた計算問題等について，練
習問題等を活用しながら十分に復習を行ってください。
中間試験に向けた復習をはじめてください。

5時間対面

第7回 完全競争市場と市場の失敗 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
これまでの授業回で登場した計算問題が苦手だと感じる
方は，特に時間をかけて復習してください。
中間試験に向けた復習を行ってください。

5時間対面

第8回 中間試験 中間試験の試験対策を行ってください（予習）。
中間試験の問題について振り返りを行ってください（復
習）。

4時間対面

第9回 中間試験の振り返り・講評 中間試験で間違った問題を中心に，再度出題された場合
には解けるように，十分な復習を行ってください。

4時間オンデマンド

第10回 GDP① 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第11回 GDP② 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。さらに関連する新聞
記事がないか探してみてください。

4時間対面

第12回 経済成長と景気循環 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第13回 金融論の基礎 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第14回 国際経済学の基礎（国際的な経済取引と為替レート） 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第15回 総復習 授業で示されたポイントを中心に，定期試験に備えて総復
習を行ってください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学を学ぶ基盤を修得する

授業の目的及び概要
本科目は，「経済学」の学修をはじめるにあたって必要最低限の知識を修得することを目指す必修科目です。すなわち，本科目と同じく必修科目であ
る，ミクロ経済学やマクロ経済学の学修に備えて，経済学の専門用語や関連する概念，数的スキルを学びます。
経済学は社会を科学的に分析する優れた体系であり，マスターすれば社会の仕組みが手に取るように分かるようになるでしょう。このためには，経済学
特有の「専門用語」や，経済学の考え方・概念の理解，初歩的な計算スキルが重要です。そこで，本科目では初めて経済学を学ぶ方に向けて，初歩か
ら着実に一連の経済学に関する諸理論・諸概念を学びます。
さらに，本科目で学修した知識を活用することで，経済学部における学びを通じて修得することを目指す「実学としての経済学」を，より円滑に学ぶこと
ができるようになります。

学修の到達目標
1．経済学の学修に必要な基礎的な専門用語を説明できる。
2．経済学の入門的諸概念を説明できる。
3．ミクロ経済学・マクロ経済学の学修に必要な最低限の数学的手法を用いることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回の提出課題について，次回授業で解説等のフィードバックを行います。
・中間試験について，講評等のフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は経済学部の全1年生が履修する必修科目ですので，不合格となれば再履修しなければなりません。
また，他の経済学に関する科目の大多数と深く関連する基礎的内容を扱いますので，毎回の課題提出や復習などにしっかりと取り組んで，授業内容を
十分に理解して，本科目に合格することが，今後の専門学修を円滑に進めるためにも非常に重要です。
毎回の授業をよく聞くだけでなく，分からない箇所があれば積極的に質問するなど，特に力を入れて授業に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は指定しません。
授業内で配付する資料に基づき，講義を進めます。

参考書

必要がある場合，授業中に適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（経済学とは何か？） 授業中の説明を振り返り，授業の進め方を再確認すると
ともに，今後の学修計画を検討してください。

4時間対面

第2回 経済学の登場人物と経済学的意思決定 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第3回 ライフイベントと経済学① 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。特に需要曲線と供
給曲線はグラフをよくて，それぞれの意味を正確に理解す
るように復習してください。

4時間対面

第4回 ライフイベントと経済学② 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。さらに，授業で紹介
した図を参考に，自分自身はどのようなライフイベントに直
面すると思うか考えてみてください。

4時間対面

第5回 需要曲線と供給曲線の図示と，変化要因，傾きの意味 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
授業で解説された数学を用いた計算問題等について，練
習問題等を活用しながら十分に復習を行ってください。

5時間対面
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第6回 市場均衡点の導出 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
授業で解説された数学を用いた計算問題等について，練
習問題等を活用しながら十分に復習を行ってください。
中間試験に向けた復習をはじめてください。

5時間対面

第7回 完全競争市場と市場の失敗 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。
これまでの授業回で登場した計算問題が苦手だと感じる
方は，特に時間をかけて復習してください。
中間試験に向けた復習を行ってください。

5時間対面

第8回 中間試験 中間試験の試験対策を行ってください（予習）。
中間試験の問題について振り返りを行ってください（復
習）。

4時間対面

第9回 中間試験の振り返り・講評 中間試験で間違った問題を中心に，再度出題された場合
には解けるように，十分な復習を行ってください。

4時間オンデマンド

第10回 GDP① 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第11回 GDP② 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。さらに関連する新聞
記事がないか探してみてください。

4時間対面

第12回 経済成長と景気循環 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第13回 金融論の基礎 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第14回 国際経済学の基礎（国際的な経済取引と為替レート） 授業で解説された専門用語を中心に，語句の暗記と説明
ができるように復習を行ってください。

4時間対面

第15回 総復習 授業で示されたポイントを中心に，定期試験に備えて総復
習を行ってください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学部生のための法学入門＜法学基礎＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234呉　紅敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学部１年生のための法学入門

授業の目的及び概要
法が現実の社会生活のなかでどのように使われ、どのような働きをもっているかについて、具体例を示しつつ説明していき、社会における法の役割につ
いて、全体的なイメージを作っていきます。そのなかで法律知識・法学的思考方法を身につけていくことで、経済学科生・経営学科生として、生活と学修
を自信と夢をもって進めるための基盤となる知識・スキルを養う。同時に市民としての法律の常識を身に着けることによって、社会人としての基礎力を養
うことになり、就業力育成の土台となります。

学修の到達目標
現代社会に生きる市民として、
①法学の基礎的（ベーシック）な用語・概念を他者にわかりやすく説明することができる。
②各々の法分野に関心・問題意識を持ち、法律系科目を選択する際の基盤をつくる。
③経済学科生・経営学科生として、本科目で得た法学の知識・法的思考方法により、日常生活のできごとやニュースの意味の理解を深めることができ
る。
④社会的な問題について、自分の意見を表明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
①毎回の授業で学んだテキストの内容（とくに法学基礎必須用語の意味・概念）をしっかり確認すること。とくに必須用語は覚えること。②毎回、e-
learningによる法律重要用語の復習をしっかりやってください。③翌週の授業のはじめに教員が、学生たちの書いたコメントシートの疑問・質問に答え、
感想や学んだ点について講評し評価する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法学は、日常生活になじみのない専門用語が沢山出てきます。学生諸君は、初めは戸惑うかもしれませんが、この科目の学修は、より専門的な法学の
学修や社会生活において必ず役に立ちます。ですから、まず、授業に積極的に参加してください。それから、予習・復習をしてください。あせらずに、やっ
てください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

大阪経済法科大学法学部「法学入門」作成委員会著　『経法大新入生のための法学入門』
信山社刊行「法学六法21」【ISBN：9784797257519】

参考書

【ISBN：9784797257519】
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ① ガイダンス
② 法と人間とのかかわり
③ 法を学ぶ意義
④ 「規範」としての法
⑤　法と道徳の区別

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第2回 ① 法の体系
② 法の種類
③ 法律の構造

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第3回 ① 法の解釈の方法
② 法の適用の方法
③ 裁判所による法の解釈

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面
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第4回 ① 「憲法」とは何か
② わが国の統治体制
③ 三権分立

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第5回 第１回〜第４回目までの確認テスト ①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第6回 ① 日本国憲法の理念
② 基本的人権の尊重
③ 新しい権利

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第7回 ① 「民法」とは何か
② 「契約」とは何か
③ 「不法行為」とは何か

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第8回 ①「家族」とは何か
② 婚姻と離婚
③ 親子関係と相続

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第9回 第６回〜第8回目までの確認テスト ①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第10回 ① 「刑法」とは何か
② 「犯罪」とは何か
③ 「犯罪」が成立しない場合

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第11回 ① 「刑罰」とは何か
② 刑罰の正当化
③ 少年法

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第12回 ① 裁判制度と裁判所
② 民事手続
③ 刑事手続
④ 裁判の担い手

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第13回 ① 国際社会（international community）とは何か
② 国家の基本的な権利義務
③ 国家の具体的な権利義務と秩序の回復

①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第14回 第11回〜第13回目までの確認テスト ①予習；テキスト『経法大新入生のための法学入門』を通
読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。

4時間対面

第15回 全体のまとめ；テキストの内容を全部ふり返り、重要用語の概念や疑問
点を洗い出し確認する。

①予習；テキスト全体をふり返り、疑問点を洗い出し自分
で調べてみる通読しておくこと（2時間）。
②復習；(1)毎回の授業に添って、テキストの法学重要用
語を「必須150ワード」を使って、漢字で書けるように覚える
こと、用語の概念を確認しておくこと。(2)e-learningでしっ
かり復習すること（2時間）。(3)「論述問題」対策準備を行う
（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営学総論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学部においてベースとなる経営学全般について、基礎から専門科目へステップアップするための基本内容を学修します。

授業の目的及び概要
経営学概論Ⅰでは、「制度の選択、戦略の形成」を学修し、個別の経営学テーマとして、コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任、競争戦略と事業
システム等について講義を展開します。
経営学概論Ⅱでは、「組織の枠組み作り、組織における人間への対応」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織文化、コンフリクト、リーダーシップ、
モチベーション等について、講義を展開します。
この科目を受講することにより、経営の知識を活かしながら考え、企業、行政、NPOなどでマネジメント能力を発揮し、地域や企業の発展に貢献できる基
本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達目標とします。
・経営学全般にわたり、基礎知識を修得することができる
・関心のある経営学領域を見つけることができる
・自分の進む経営専門領域を定めることができる（経営学科）

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
理解度テスト等については、授業内で解説し、フィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位取得後は直ちにⅡを履修してください。
・多岐にわたりますが、経営科目として必修内容を網羅しているので、十分学修してください。
・また、企業経験も織り混ぜながら実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤田誠(2015)『経営学入門』中央経済社

参考書

井原久光(2008)『テキスト経営学(第3版)』ミネルヴァ書房

978-4-502-13391-6

978-4623051298

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「どのような学問か(1)」
経営学とは何かについて理解するため、①経営学の対象、②経営の枠
組み、について学修します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込み、受講するにあたっての
ポイントについて確認しておいて下さい。また、テキストの
第1章を一通り読み、予習して下さい。
(事後学修)テキストの第1章の当該部分のレジュメ資料、
ノートを読み返し、あらためてポイントになるところは何か
を考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 「どのような学問か(2)」
③経営学の発展、④経営学の特徴について学修します。

(事前学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 「企業と会社の制度的特徴(1)」
企業や会社の制度的・法律的な特徴を理解するため、①企業の種類
（企業形態）、②会社の種類、③会社の特徴について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド
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第4回 「企業と会社の制度的特徴(2)」
④株式会社の特徴、⑤株式会社の機能、⑥所有と経営の分離につい
て学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 「コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任(1)」
コーポレート・ガバナンスの基本的概念と企業倫理、企業の社会的責
任（CSR）について理解するため、①コーポレート・ガバナンスと株式会
社の機関設計、②コーポレート・ガバナンスの論点、③利害関係者の多
様性とコーポレート・ガバナンスについて学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第6回 「コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任(2)」
④企業倫理、⑤企業の社会的責任（CSR）について学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在す
る企業の取り組む戦略についての事例を取り上げ、これまで学修した
理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第3章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。また、第4回用のレジュメ資料を一通り
読み込み、予習して下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 「経営理念、目的と戦略(1)」
経営理念、ビジョン等の概念、企業・組織の目的（目標）、戦略の基本
概念について理解するため、①経営理念・ビジョン、②コーポレート・ス
テートメント、③企業・組織の目的、④経営理念、目的と経営戦略の関
連について学修します。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 「経営理念、目的と戦略(2)」
⑤ドメインと経営戦略の概念、⑥CSR、企業倫理と経営戦略、⑦戦略計
画から創発的戦略へについて学修します。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 「企業戦略(1)」
企業戦略（全社戦略）の基本概念、対象である事業、戦略の方法につ
いて理解するため、①成長ベクトル、②多角化、③事業とは何かについ
て学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 「企業戦略(2)」
④ライフ・サイクルとポートフォリオ・プランニング、⑤ポジショニングと経
営資源・組織能力について学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 「競争戦略と事業システム(1)」
事業戦略（競争戦略）の前提の考え方、基本的類型、事業システムの
概念について理解するため、①経験効果・経験曲線、②ポーターのファ
イブ・フォーシーズ・モデル、③競争戦略の類型について学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 「競争戦略と事業システム(2)」
④事業システム、⑤経営戦略に関する概念について学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在
する企業の取り組む戦略についての事例を取り上げ、これまで学修し
た理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第4章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。

4時間オンデマンド

－12－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営学総論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学部においてベースとなる経営学全般について、基礎から専門科目へステップアップするための基本内容を学修します。

授業の目的及び概要
経営学概論Ⅰでは、「制度の選択、戦略の形成」を学修し、個別の経営学テーマとして、コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任、競争戦略と事業
システム等について講義を展開します。
経営学概論Ⅱでは、「組織の枠組み作り、組織における人間への対応」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織文化、コンフリクト、リーダーシップ、
モチベーション等について、講義を展開します。
この科目を受講することにより、経営の知識を活かしながら考え、企業、行政、NPOなどでマネジメント能力を発揮し、地域や企業の発展に貢献できる基
本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達目標とします。
・経営学全般にわたり、基礎知識を修得することができる
・関心のある経営学領域を見つけることができる
・自分の進む経営専門領域を定めることができる（経営学科）

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
理解度テスト等については、授業内で解説しフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位取得後は直ちにⅡを履修してください。
・多岐にわたりますが、経営科目として必修内容を網羅しているので、十分学修してください。
・また、企業経験も織り混ぜながら実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤田誠(2015)『経営学入門』中央経済社

参考書

井原久光(2008)『テキスト経営学(第3版)』ミネルヴァ書房

978-4-502-13391-6

978-4623051298

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。

「組織構造(1)」
組織構造の諸概念と部門化に関する基本的類型、組織間関係としての
ネットワーク組織について理解するため、①戦略と組織、②組織構造の
基本要因、③官僚制、④部門化の基本形について学修します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、受講するにあ
たってのポイントについて確認しておいて下さい。また、テ
キストの第7章当該部分を一通り読み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第7章当該部分、ノートを読み返し、あらためて
ポイントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 「組織構造(2)」
⑤カンパニー制と持株会社、⑥マトリックス組織とプロジェクト組織、⑦
業務プロセスと部門の統合、⑧組織間関係とネットワーク組織について
学修します。

(事前学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

－13－



第3回 「組織文化(1)」
組織文化の概念と組織変革の基本的考え方について理解するため、
①組織文化の概念、②思考様式、行動様式と組織文化、③強い組織文
化と下位文化について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 「組織文化(2)」
組織文化の概念と組織変革の基本的考え方について理解するため、
④組織文化の機能と逆機能、⑤経営戦略、組織構造と組織文化、⑥組
織文化の変革、⑦機能主義と解釈主義について学修します

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 「コンフリクトのマネジメント(1)」
個人間・部門間コンフリクトの発生原因と対処方法について理解するた
め、①コンフリクトの概念、②コンフリクトの源泉、③下位文化とコンフリ
クトについて学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第6回 「コンフリクトのマネジメント(2)」
④コンフリクト・マネジメント、⑤交渉について、⑥組織変革とコンフリクト
について学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在す
る企業の取り組む組織変革についての事例を取り上げ、これまで学修
した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第9章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 「リーダーシップ(1)」
リーダーシップの基本的概念と理論について理解するため、①リーダー
シップの基本概念、②特性論（資質論）、③スタイル（行動）論について
学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 「リーダーシップ(2)」
④コンティンジェンシー・アプローチ、　⑤リーダーシップ概念の拡張、⑥
リーダーシップの代替性について学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 「モチベーション(1)」
モチベーションに関する諸理論の基本的な考え方について理解するた
め、①内容理論（欲求理論）、②プロセス論、について学修します。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 「モチベーション(2)」
③フローと有能感、④リーダーシップとモチベーション、⑤経済的インセ
ンティブについて学修します。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 「もっと深く経営学を学ぶためには(1)」
①組織能力について学修します。"

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 「もっと深く経営学を学ぶためには(2)」
②イノベーションについて学修します。

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在
する企業の取り組む戦略についての事例を取り上げ、これまで学修し
た理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第10章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。

4時間オンデマンド

－14－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この授業は、組織内個人行動に関する理論と組織の環境適応や構造の変革に関する理論等に大別される経営組織論を学修します。前者をミクロ組織
論といい、後者はマクロ組織論と呼ばれます。この授業では、ミクロ組織論に重点を置いて学修していき、「経営組織論II」で学修することになるマクロ組
織論と合わせて２つの複眼的な視点を持つことにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目
標とします。

学修の到達目標
経営組織論におけるミクロ組織論の基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解できる。
特に代表的な理論や概念について、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図ります。 
また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下さい。 
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握して下さい。 
・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認します。 
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言
及します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

400100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019年

参考書

稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理と組織の論理 第2版，有斐閣，２０２２年

978-4-502-29561-4

978-4-641-22201-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」 
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。 
 
「組織行動論（ミクロ組織論）への招待）」 
組織行動論（ミクロ組織論）とは何かについて理解するため、①組織と
人間の関わり、②組織行動論とは何かについて学修します。

(事前学修) 
この科目のシラバスを読み込むとともに、テキスト第１章、
配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてください（２時
間）。 
(事後学修) 
テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 「モチベーション」
①モチベーションとは何か②何によって動機づけられるか③どのように
動機づけられるか④多様なモチベーション理論とその捉え方について
学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデル、動機付け‐衛生理論、期
待理論、職務特性理論

(事前学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 「組織コミットメント」 
①組織コミットメントとは②組織コミットメントが強いことの意味③組織コ
ミットメントに影響を与える要因④組織コミットメントの変化⑤日本にお
ける組織コミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの変化、見えざる出資

(事前学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面
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第4回 「意思決定と合意形成」 
①「経営人」の意思決定②意思決定におけるヒューリスティックとバイア
ス③合意形成④問題解決の実践と第三者による支援について学修しま
す。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決定、ヒューリスティック、バイア
ス、協調的問題解決

(事前学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 「キャリア・マネジメント」 
①キャリアに対する関心の高まり②キャリアとは③何がキャリアを形づ
くるのか④キャリア・マネジメントにおける今後の課題について学修しま
す。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデル、キャリア・アンカー、「遅い選
抜」、自律的キャリア

(事前学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 「組織ストレス」 
①人間と環境の相互作用としての組織ストレス②組織の中の人間に対
する外圧とその反応③ストレスへの対処④組織ストレスに関する課題
について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイン、モデレータ、ソーシャル・サ
ポート

(事前学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 第1回〜第6回の学修内容の再確認および中間テストⅠ 
第1回〜第6回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点を無くすようにしておいて
下さい。 
(事後学修) 
当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返
し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら復
習して下さい。

4時間対面

第8回 中間テストⅠの解答・解説および「リーダーシップ」 
①リーダーシップとは何か②初期のリーダーシップ研究③フォロワーの
視点を重視するリーダーシップ研究④変革型リーダーシップについて学
修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況アプローチ、特異性－信頼理
論

(事前学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第9回 「組織学習」 
①組織学習とは②誰が学習するのか③どうやって学習するのか④実践
共同体による学習⑤組織学習を進めようについて学修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニング、ルーティン、パラダイム、
ダブル・ループ学習、SECIモデル

(事前学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 「組織文化」 
①組織文化とは②組織文化のメリットとデメリット③組織文化を知る④
組織文化のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化の４タイプ、下位文化、対抗
文化

(事前学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 「組織社会化」 
①組織社会化②組織社会化の概念整理③組織社会化を促進する社会
化エージェント④組織社会化の成果⑤組織社会化の組織への影響⑥
組織社会化の展望について学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内社会化、職業的社会化、文
化的社会化、役割的社会化、メンター、社会化戦術、プロアクティブ行
動

(事前学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 「ダイバーシティ・マネジメント」 
①ダイバーシティ・マネジメントへの注目②ダイバーシティ・マネジメント
の必要性③ダイバーシティ・マネジメントのプロセス④ダイバーシティと
経営成果の関係⑤ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダイバーシ
ティ・マネジメントにおける今後の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社会的カテゴリー理論、統計的差
別理論

(事前学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 第8回～第12回の学修内容の再確認および中間テストⅡ 
第8回～第12回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テス
トを実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）ノー
トを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認しておい
て下さい（２時間）。 
(事後学修) 
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第14回 中間テストⅡの解答・解説および全体の総括（これまでの学修内容の
再確認） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認して
おいて下さい（２時間）。 
(事後学修) 
当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、あら
ためてポイントになるところは何かを考えながら復習して
下さい（２時間）。

4時間対面

第15回 全体の総括（これまでの学修内容の再確認：続） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点がないようにしておいて下
さい（２時間）。 
(事後学修) 
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、配布資
料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して下さい（２時
間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この授業は、組織内個人行動に関する理論と組織の環境適応や構造の変革に関する理論等に大別される経営組織論を学修します。前者をミクロ組織
論といい、後者はマクロ組織論と呼ばれます。この授業では、ミクロ組織論に重点を置いて学修していき、「経営組織論II」で学修することになるマクロ組
織論と合わせて２つの複眼的な視点を持つことにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目
標とします。

学修の到達目標
経営組織論におけるミクロ組織論の基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解できる。
特に代表的な理論や概念について、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図ります。 
また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下さい。 
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握して下さい。 
・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認します。 
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言
及します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

400100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019年

参考書

稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理と組織の論理 第2版，有斐閣，２０２２年

978-4-502-29561-4

978-4-641-22201-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」 
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。 
 
「組織行動論（ミクロ組織論）への招待）」 
組織行動論（ミクロ組織論）とは何かについて理解するため、①組織と
人間の関わり、②組織行動論とは何かについて学修します。

(事前学修) 
この科目のシラバスを読み込むとともに、テキスト第１章、
配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてください（２時
間）。 
(事後学修) 
テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 「モチベーション」
①モチベーションとは何か②何によって動機づけられるか③どのように
動機づけられるか④多様なモチベーション理論とその捉え方について
学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデル、動機付け‐衛生理論、期
待理論、職務特性理論

(事前学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 「組織コミットメント」 
①組織コミットメントとは②組織コミットメントが強いことの意味③組織コ
ミットメントに影響を与える要因④組織コミットメントの変化⑤日本にお
ける組織コミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの変化、見えざる出資

(事前学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面
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第4回 「意思決定と合意形成」 
①「経営人」の意思決定②意思決定におけるヒューリスティックとバイア
ス③合意形成④問題解決の実践と第三者による支援について学修しま
す。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決定、ヒューリスティック、バイア
ス、協調的問題解決

(事前学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 「キャリア・マネジメント」 
①キャリアに対する関心の高まり②キャリアとは③何がキャリアを形づ
くるのか④キャリア・マネジメントにおける今後の課題について学修しま
す。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデル、キャリア・アンカー、「遅い選
抜」、自律的キャリア

(事前学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 「組織ストレス」 
①人間と環境の相互作用としての組織ストレス②組織の中の人間に対
する外圧とその反応③ストレスへの対処④組織ストレスに関する課題
について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイン、モデレータ、ソーシャル・サ
ポート

(事前学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 第1回〜第6回の学修内容の再確認および中間テストⅠ 
第1回〜第6回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点を無くすようにしておいて
下さい。 
(事後学修) 
当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返
し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら復
習して下さい。

4時間対面

第8回 中間テストⅠの解答・解説および「リーダーシップ」 
①リーダーシップとは何か②初期のリーダーシップ研究③フォロワーの
視点を重視するリーダーシップ研究④変革型リーダーシップについて学
修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況アプローチ、特異性－信頼理
論

(事前学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第9回 「組織学習」 
①組織学習とは②誰が学習するのか③どうやって学習するのか④実践
共同体による学習⑤組織学習を進めようについて学修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニング、ルーティン、パラダイム、
ダブル・ループ学習、SECIモデル

(事前学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 「組織文化」 
①組織文化とは②組織文化のメリットとデメリット③組織文化を知る④
組織文化のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化の４タイプ、下位文化、対抗
文化

(事前学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 「組織社会化」 
①組織社会化②組織社会化の概念整理③組織社会化を促進する社会
化エージェント④組織社会化の成果⑤組織社会化の組織への影響⑥
組織社会化の展望について学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内社会化、職業的社会化、文
化的社会化、役割的社会化、メンター、社会化戦術、プロアクティブ行
動

(事前学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 「ダイバーシティ・マネジメント」 
①ダイバーシティ・マネジメントへの注目②ダイバーシティ・マネジメント
の必要性③ダイバーシティ・マネジメントのプロセス④ダイバーシティと
経営成果の関係⑤ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダイバーシ
ティ・マネジメントにおける今後の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社会的カテゴリー理論、統計的差
別理論

(事前学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 第8回～第12回の学修内容の再確認および中間テストⅡ 
第8回～第12回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テス
トを実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）ノー
トを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認しておい
て下さい（２時間）。 
(事後学修) 
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第14回 中間テストⅡの解答・解説および全体の総括（これまでの学修内容の
再確認） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認して
おいて下さい（２時間）。 
(事後学修) 
当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、あら
ためてポイントになるところは何かを考えながら復習して
下さい（２時間）。

4時間対面

第15回 全体の総括（これまでの学修内容の再確認：続） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点がないようにしておいて下
さい（２時間）。 
(事後学修) 
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、配布資
料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して下さい（２時
間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この授業は、組織内個人行動に関する理論と組織の環境適応や構造の変革に関する理論等に大別される経営組織論を学修します。前者をミクロ組織
論といい、後者はマクロ組織論と呼ばれます。この授業では、ミクロ組織論に重点を置いて学修していき、「経営組織論II」で学修することになるマクロ組
織論と合わせて２つの複眼的な視点を持つことにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目
標とします。

学修の到達目標
経営組織論におけるミクロ組織論の基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解できる。
特に代表的な理論や概念について、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図ります。 
また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下さい。 
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握して下さい。 
・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認します。 
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言
及します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

400100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019年

参考書

稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理と組織の論理 第2版，有斐閣，２０２２年

978-4-502-29561-4

978-4-641-22201-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」 
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。 
 
「組織行動論（ミクロ組織論）への招待）」 
組織行動論（ミクロ組織論）とは何かについて理解するため、①組織と
人間の関わり、②組織行動論とは何かについて学修します。

(事前学修) 
この科目のシラバスを読み込むとともに、テキスト第１章、
配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてください（２時
間）。 
(事後学修) 
テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 「モチベーション」
①モチベーションとは何か②何によって動機づけられるか③どのように
動機づけられるか④多様なモチベーション理論とその捉え方について
学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデル、動機付け‐衛生理論、期
待理論、職務特性理論

(事前学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 「組織コミットメント」 
①組織コミットメントとは②組織コミットメントが強いことの意味③組織コ
ミットメントに影響を与える要因④組織コミットメントの変化⑤日本にお
ける組織コミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの変化、見えざる出資

(事前学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面
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第4回 「意思決定と合意形成」 
①「経営人」の意思決定②意思決定におけるヒューリスティックとバイア
ス③合意形成④問題解決の実践と第三者による支援について学修しま
す。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決定、ヒューリスティック、バイア
ス、協調的問題解決

(事前学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 「キャリア・マネジメント」 
①キャリアに対する関心の高まり②キャリアとは③何がキャリアを形づ
くるのか④キャリア・マネジメントにおける今後の課題について学修しま
す。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデル、キャリア・アンカー、「遅い選
抜」、自律的キャリア

(事前学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 「組織ストレス」 
①人間と環境の相互作用としての組織ストレス②組織の中の人間に対
する外圧とその反応③ストレスへの対処④組織ストレスに関する課題
について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイン、モデレータ、ソーシャル・サ
ポート

(事前学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 第1回〜第6回の学修内容の再確認および中間テストⅠ 
第1回〜第6回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点を無くすようにしておいて
下さい。 
(事後学修) 
当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返
し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら復
習して下さい。

4時間対面

第8回 中間テストⅠの解答・解説および「リーダーシップ」 
①リーダーシップとは何か②初期のリーダーシップ研究③フォロワーの
視点を重視するリーダーシップ研究④変革型リーダーシップについて学
修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況アプローチ、特異性－信頼理
論

(事前学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第9回 「組織学習」 
①組織学習とは②誰が学習するのか③どうやって学習するのか④実践
共同体による学習⑤組織学習を進めようについて学修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニング、ルーティン、パラダイム、
ダブル・ループ学習、SECIモデル

(事前学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 「組織文化」 
①組織文化とは②組織文化のメリットとデメリット③組織文化を知る④
組織文化のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化の４タイプ、下位文化、対抗
文化

(事前学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 「組織社会化」 
①組織社会化②組織社会化の概念整理③組織社会化を促進する社会
化エージェント④組織社会化の成果⑤組織社会化の組織への影響⑥
組織社会化の展望について学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内社会化、職業的社会化、文
化的社会化、役割的社会化、メンター、社会化戦術、プロアクティブ行
動

(事前学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 「ダイバーシティ・マネジメント」 
①ダイバーシティ・マネジメントへの注目②ダイバーシティ・マネジメント
の必要性③ダイバーシティ・マネジメントのプロセス④ダイバーシティと
経営成果の関係⑤ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダイバーシ
ティ・マネジメントにおける今後の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社会的カテゴリー理論、統計的差
別理論

(事前学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 第8回～第12回の学修内容の再確認および中間テストⅡ 
第8回～第12回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テス
トを実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）ノー
トを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認しておい
て下さい（２時間）。 
(事後学修) 
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第14回 中間テストⅡの解答・解説および全体の総括（これまでの学修内容の
再確認） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認して
おいて下さい（２時間）。 
(事後学修) 
当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、あら
ためてポイントになるところは何かを考えながら復習して
下さい（２時間）。

4時間対面

第15回 全体の総括（これまでの学修内容の再確認：続） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点がないようにしておいて下
さい（２時間）。 
(事後学修) 
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、配布資
料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して下さい（２時
間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 「組織の基本・内部組織のマネジメント」について学修します。

授業の目的及び概要
経営組織論Ⅰでは、「組織の基本・内部組織のマネジメント」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織の基礎理論、組織デザイン、モチベーション、集
団力学、意思決定等について講義を展開します。
経営組織論Ⅱでは、「組織内外のダイナミクス」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織構造のダイナミクス、組織関係、組織変革、組織のパラドック
ス等について、講義を展開します。
この授業を受講することにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
経営組織論がどのような学問であるか理解したうえで、『組織の基本・内部組織のマネジメントについて説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業内で解説しフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後は直ちにⅡを履修してください。
・企業経験も織り混ぜながら具体的な組織マネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹著『経営組織』(中央経済社, 2019年)

参考書

スティーブン・P・ロビンス著,高木晴夫訳『【新版】組織行動のマネジメント-入門から実践へ-』(ダイヤモンド
社,2009年)

978-4-502-32661-5

978-4478004593

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「組織とは何か(1)」
組織とは何かについて理解するため、①組織の重要性、②組織の役割
について学修します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、受講するにあ
たってのポイントについて確認しておいて下さい。また、テ
キストの第1章を一通り読み、予習して下さい。（2時間程
度）
(事後学修)テキストの第1章の当該部分のレジュメ資料、
ノートを読み返し、あらためてポイントになるところは何か

4時間対面

第2回 「組織とは何か(2)」
③経営資源、④経営資源の獲得と資源化について学修します。

(事前学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第3回 「組織の基礎理論(1)」
組織の基礎理論を理解するため、①古典的組織管理論、②近代組織
理論について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面
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第4回 「組織の基礎理論(2)」
③組織均衡論、④組織理論の現代的意義について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第5回 「組織構造と組織デザイン(1)」
組織構造と組織デザインについて理解するため、①組織デザインの要
諦、②組織の基本構造と特徴について学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第6回 「組織構造と組織デザイン(2)」
③組織デザインの応用と実例、④組織デザインの留意点について学修
します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、具体的
な企業の事例を取り上げ、組織構造の特徴について議論します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第3章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。また、当該部分のレジュメ資料を一通り
読み込み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。（2
時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 「組織におけるモチベーション(1)」
組織におけるモチベーションについて理解するため、①モチベーション
の重要性、②モチベーションの内容理論について学修します。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第9回 「組織におけるモチベーション(2)」
③モチベーションの過程理論、④仕事とモチベーションについて学修し
ます。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第10回 「集団力学(グループ・ダイナミクス)(1)」
集団力学（グループ・ダイナミクス）について理解するため、①集団の概
念、②集団の生産性について学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第11回 「集団力学(グループ・ダイナミクス) (2)」
③集団の意思決定バイアス④集団力学を左右する諸要因について学
修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第12回 「組織の意思決定(1)」
組織の意思決定について理解するため、①合理的な意思決定、②限定
合理性について学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第13回 「組織の意思決定(2)」
③限定合理性を克服する組織④ごみ箱モデルについて学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に
実在する企業の取り組む組織戦略についての事例を取り上げ、これま
で学修した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第4章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。（2時間程度）
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。（2
時間程度）

4時間対面

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。（2時間程度）
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する知識のさらなる定着と、その体系化を目指します。

授業の目的及び概要
この科目は、経営学の基本となる経営管理について学修することを目的とします。本授業では、経営管理の全体像から内部組織と外部環境のマネジメ
ントに関する諸概念や事象などを、テキストを使って説明します。「経営学基礎」で学修した経営学の基礎的知識をより体系的に、新しい項目を加えて学
びます。

学修の到達目標
①経営管理に関する専門用語や基本概念、基礎理論を正しく理解できている。
②経営管理を内部組織と外部環境の枠組みの視点から理解できている。
③これら枠組みを構成する諸概念や事象を体系的に把握し、相互関係を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
知識定着を確認するための中間テストを2回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミングアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果に
ついて講義中にフィードバックを行います。
また毎回実施するミニッツシートについて、優秀またはユニークな回答については講義中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①教科書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するためにコメントシート（ミニッツシート）を提出していただきます。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。試験などを除きほぼ毎回、小テストを実施します。
③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

978-4502190612

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業全体のガイダンス・経営管理論とは
本授業の全体の構成と注意事項をシラバスに基づいてガイダンスを行
います。
また、経営管理論がなぜ必要なのか、どのような歴史を持つのか授業
の各回のテーマと共に概説します。

キーワード：経営管理、マネジメント、管理職能、管理者層、トップマネジ
メント

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認するこ
と。テキスト第1章（pp.12-pp.25）を事前に確認し、キー
ワードについて調べること。
【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的につい
て確認すること。テキストを再度確認し、講義中に作成し
たノートや資料を参考に復習すること。

3.5時間対面

第2回 【企業とはどのような存在か】
企業と一口に言っても様々な形態で存在しています。それはなぜか、国
ごとに異なる特徴はなにか、について学びます。
キーワード：所有と経営の分離、株式会社、有限責任、取締役会、証券
化

【事前学習】テキストの第2章（pp.26-42）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第3回 【マネジメントの誕生】
マネジメントの先駆者であるテイラーの科学的管理法の内容と目的に
ついて、そして、それに対するアンチテーゼとして生み出された人間関
係論について学びます。
この回で学ぶ経営管理理論は一般的に古典的管理論と呼ばれます。

キーワード：科学的管理法、作業効率、ホーソン実験、人間関係論、古
典的管理論

【事前学習】テキストの第３章（pp.43-59）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第4回 【組織マネジメントの展開】
組織とは何か、そして、どのような集団が組織というのでしょうか。また、
組織のメンバーは組織にどのような影響を及ぼされているのでしょう
か。組織の管理について学びます。

キーワード：組織、組織均衡、限定合理性、近代管理論

【事前学習】テキストの第4章（pp.60-76）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第5回 【1〜4回のまとめ】
第1回から第４回の授業内容についてまとめを行います。
経営管理論の全体像について復習します。

【事前学習】テキスト第1章〜第4章（pp.12-77）を確認し、
復習すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第6回 【モティベーション論】
仕事に対する意欲や遊びに対する意欲、違いが出るのはなぜでしょう
か。そして、意欲がそれぞれ異なる人を引っ張っていくにはどうしたらい
いのでしょうか、それらに関する理論を学びます。

キーワード：欲求階層説、動機づけ、期待理論

【事前学習】テキストの第5章（pp.78-92）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第7回 【リーダーシップ論】
リーダーシップという言葉をよく耳にすると思いますが、それは何なので
しょうか、そしてどうしたらそれを発揮できるのでしょうか。それらについ
て学びます。

キーワード：資質論、行動論、コンティンジェンシー理論、

【事前学習】テキストの第6章（pp.93-108）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第8回 【組織構造のマネジメント】
組織を構築する際、どのような構造がよいのでしょうか。組織構造には
どのような特徴があるのでしょうか。組織構造とは何かを学びます。

キーワード：組織構造、組織形態、職能別組織、事業部別組織、マトリッ
クス組織

【事前学習】テキストの第7章（pp.109-125）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 【組織文化のマネジメント】
組織構造が同じでも、同じことが出来るとは限りません。また、その組織
の人は、自然なことでも他の組織に属する人からは、違和感を覚えるこ
とがあります。それはなぜでしょうか。そして、それを変えていくにはどの
ようなことが必要なのでしょうか。
その要素となる組織（企業）文化について学びます。
キーワード：組織文化、下位文化、強い文化、文化の変革

【事前学習】テキストの第8章（pp.126-140）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 【６〜9回のまとめ】
第6回から第9回の授業内容についてまとめを行います。
組織内部をいかに管理するかについて復習します。

【事前学習】テキスト第5章〜第8章（pp.78-139）を確認し、
復習すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 【経営組織の環境適応】
古典的管理論では、どのようなことが見過ごされていたのでしょうか、そ
して、環境に適応するとはどういうことなのでしょうか。それらについて学
びます。

キーワード：経営環境、機械的組織、有機的組織、、クローズドシステ
ム、オープンシステム、コンティンジェンシー理論、分化と統合

【事前学習】テキストの第9章（pp.142-158）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 【企業戦略のマネジメント】
経営戦略とは何でしょうか、そして現代では多くの企業が複数の事業を
行っています。それらを管理するためには、経営戦略が必要とされま
す。それはなぜでしょうか。

キーワード：経営戦略、シナジー、成長ベクトル、三つの意思決定、
PPM、多角化

【事前学習】テキストの第10章（pp.159-173）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 【競争優位のマネジメント】
企業が競争に打ち勝つためにどのような戦略が必要なのでしょうか。そ
れについて学びます。

キーワード：競争戦略、競争優位、ポジショニング・アプローチ、5フォー
ス分析、RBV（経営資源アプローチ）、三つの基本戦略

【事前学習】テキストの第11章（pp.174-188）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 【第10～13回のまとめ】
第10回から第13回の授業内容についてまとめを行います。
企業が外部環境に適応するためにどのようなことを行うかを経営戦略
についてを中心に学びました。
もう一度それらを確認しましょう。

【事前学習】テキストの第9章～第11章（pp.142-188）を事
前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第15回 【全体のまとめ】
本授業全体のまとめと内容の確認

【事前学習】これまでの授業内容に該当するテキストの箇
所をもう一度確認すること。
【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめ
たノートや資料を確認すること。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する知識のさらなる定着と、その体系化を目指します。

授業の目的及び概要
この科目は、経営学の基本となる経営管理について学修することを目的とします。本授業では、経営管理の全体像から内部組織と外部環境のマネジメ
ントに関する諸概念や事象などを、テキストを使って説明します。「経営学基礎」で学修した経営学の基礎的知識をより体系的に、新しい項目を加えて学
びます。

学修の到達目標
①経営管理に関する専門用語や基本概念、基礎理論を正しく理解できている。
②経営管理を内部組織と外部環境の枠組みの視点から理解できている。
③これら枠組みを構成する諸概念や事象を体系的に把握し、相互関係を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
知識定着を確認するための中間テストを2回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミングアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果に
ついて講義中にフィードバックを行います。
また毎回実施するミニッツシートについて、優秀またはユニークな回答については講義中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①教科書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するためにコメントシート（ミニッツシート）を提出していただきます。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。試験などを除きほぼ毎回、小テストを実施します。
③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

978-4502190612

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業全体のガイダンス・経営管理論とは
本授業の全体の構成と注意事項をシラバスに基づいてガイダンスを行
います。
また、経営管理論がなぜ必要なのか、どのような歴史を持つのか授業
の各回のテーマと共に概説します。

キーワード：経営管理、マネジメント、管理職能、管理者層、トップマネジ
メント

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認するこ
と。テキスト第1章（pp.12-pp.25）を事前に確認し、キー
ワードについて調べること。
【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的につい
て確認すること。テキストを再度確認し、講義中に作成し
たノートや資料を参考に復習すること。

3.5時間対面

第2回 【企業とはどのような存在か】
企業と一口に言っても様々な形態で存在しています。それはなぜか、国
ごとに異なる特徴はなにか、について学びます。
キーワード：所有と経営の分離、株式会社、有限責任、取締役会、証券
化

【事前学習】テキストの第2章（pp.26-42）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第3回 【マネジメントの誕生】
マネジメントの先駆者であるテイラーの科学的管理法の内容と目的に
ついて、そして、それに対するアンチテーゼとして生み出された人間関
係論について学びます。
この回で学ぶ経営管理理論は一般的に古典的管理論と呼ばれます。

キーワード：科学的管理法、作業効率、ホーソン実験、人間関係論、古
典的管理論

【事前学習】テキストの第３章（pp.43-59）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第4回 【組織マネジメントの展開】
組織とは何か、そして、どのような集団が組織というのでしょうか。また、
組織のメンバーは組織にどのような影響を及ぼされているのでしょう
か。組織の管理について学びます。

キーワード：組織、組織均衡、限定合理性、近代管理論

【事前学習】テキストの第4章（pp.60-76）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第5回 【1〜4回のまとめ】
第1回から第４回の授業内容についてまとめを行います。
経営管理論の全体像について復習します。

【事前学習】テキスト第1章〜第4章（pp.12-77）を確認し、
復習すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第6回 【モティベーション論】
仕事に対する意欲や遊びに対する意欲、違いが出るのはなぜでしょう
か。そして、意欲がそれぞれ異なる人を引っ張っていくにはどうしたらい
いのでしょうか、それらに関する理論を学びます。

キーワード：欲求階層説、動機づけ、期待理論

【事前学習】テキストの第5章（pp.78-92）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第7回 【リーダーシップ論】
リーダーシップという言葉をよく耳にすると思いますが、それは何なので
しょうか、そしてどうしたらそれを発揮できるのでしょうか。それらについ
て学びます。

キーワード：資質論、行動論、コンティンジェンシー理論、

【事前学習】テキストの第6章（pp.93-108）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第8回 【組織構造のマネジメント】
組織を構築する際、どのような構造がよいのでしょうか。組織構造には
どのような特徴があるのでしょうか。組織構造とは何かを学びます。

キーワード：組織構造、組織形態、職能別組織、事業部別組織、マトリッ
クス組織

【事前学習】テキストの第7章（pp.109-125）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 【組織文化のマネジメント】
組織構造が同じでも、同じことが出来るとは限りません。また、その組織
の人は、自然なことでも他の組織に属する人からは、違和感を覚えるこ
とがあります。それはなぜでしょうか。そして、それを変えていくにはどの
ようなことが必要なのでしょうか。
その要素となる組織（企業）文化について学びます。
キーワード：組織文化、下位文化、強い文化、文化の変革

【事前学習】テキストの第8章（pp.126-140）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 【６〜9回のまとめ】
第6回から第9回の授業内容についてまとめを行います。
組織内部をいかに管理するかについて復習します。

【事前学習】テキスト第5章〜第8章（pp.78-139）を確認し、
復習すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 【経営組織の環境適応】
古典的管理論では、どのようなことが見過ごされていたのでしょうか、そ
して、環境に適応するとはどういうことなのでしょうか。それらについて学
びます。

キーワード：経営環境、機械的組織、有機的組織、、クローズドシステ
ム、オープンシステム、コンティンジェンシー理論、分化と統合

【事前学習】テキストの第9章（pp.142-158）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 【企業戦略のマネジメント】
経営戦略とは何でしょうか、そして現代では多くの企業が複数の事業を
行っています。それらを管理するためには、経営戦略が必要とされま
す。それはなぜでしょうか。

キーワード：経営戦略、シナジー、成長ベクトル、三つの意思決定、
PPM、多角化

【事前学習】テキストの第10章（pp.159-173）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 【競争優位のマネジメント】
企業が競争に打ち勝つためにどのような戦略が必要なのでしょうか。そ
れについて学びます。

キーワード：競争戦略、競争優位、ポジショニング・アプローチ、5フォー
ス分析、RBV（経営資源アプローチ）、三つの基本戦略

【事前学習】テキストの第11章（pp.174-188）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 【第10～13回のまとめ】
第10回から第13回の授業内容についてまとめを行います。
企業が外部環境に適応するためにどのようなことを行うかを経営戦略
についてを中心に学びました。
もう一度それらを確認しましょう。

【事前学習】テキストの第9章～第11章（pp.142-188）を事
前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第15回 【全体のまとめ】
本授業全体のまとめと内容の確認

【事前学習】これまでの授業内容に該当するテキストの箇
所をもう一度確認すること。
【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめ
たノートや資料を確認すること。

4.5時間オンデマンド

－26－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する知識のさらなる定着と、その体系化を目指します。

授業の目的及び概要
この科目は、経営学の基本となる経営管理について学修することを目的とします。本授業では、経営管理の全体像から内部組織と外部環境のマネジメ
ントに関する諸概念や事象などを、テキストを使って説明します。「経営学基礎」で学修した経営学の基礎的知識をより体系的に、新しい項目を加えて学
びます。

学修の到達目標
①経営管理に関する専門用語や基本概念、基礎理論を正しく理解できている。
②経営管理を内部組織と外部環境の枠組みの視点から理解できている。
③これら枠組みを構成する諸概念や事象を体系的に把握し、相互関係を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
知識定着を確認するための中間テストを2回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミングアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果に
ついて講義中にフィードバックを行います。
また毎回実施するミニッツシートについて、優秀またはユニークな回答については講義中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①教科書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するためにコメントシート（ミニッツシート）を提出していただきます。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。試験などを除きほぼ毎回、小テストを実施します。
③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

978-4502190612

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業全体のガイダンス・経営管理論とは
本授業の全体の構成と注意事項をシラバスに基づいてガイダンスを行
います。
また、経営管理論がなぜ必要なのか、どのような歴史を持つのか授業
の各回のテーマと共に概説します。

キーワード：経営管理、マネジメント、管理職能、管理者層、トップマネジ
メント

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認するこ
と。テキスト第1章（pp.12-pp.25）を事前に確認し、キー
ワードについて調べること。
【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的につい
て確認すること。テキストを再度確認し、講義中に作成し
たノートや資料を参考に復習すること。

3.5時間対面

第2回 【企業とはどのような存在か】
企業と一口に言っても様々な形態で存在しています。それはなぜか、国
ごとに異なる特徴はなにか、について学びます。
キーワード：所有と経営の分離、株式会社、有限責任、取締役会、証券
化

【事前学習】テキストの第2章（pp.26-42）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第3回 【マネジメントの誕生】
マネジメントの先駆者であるテイラーの科学的管理法の内容と目的に
ついて、そして、それに対するアンチテーゼとして生み出された人間関
係論について学びます。
この回で学ぶ経営管理理論は一般的に古典的管理論と呼ばれます。

キーワード：科学的管理法、作業効率、ホーソン実験、人間関係論、古
典的管理論

【事前学習】テキストの第３章（pp.43-59）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

－27－



第4回 【組織マネジメントの展開】
組織とは何か、そして、どのような集団が組織というのでしょうか。また、
組織のメンバーは組織にどのような影響を及ぼされているのでしょう
か。組織の管理について学びます。

キーワード：組織、組織均衡、限定合理性、近代管理論

【事前学習】テキストの第4章（pp.60-76）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第5回 【1〜4回のまとめ】
第1回から第４回の授業内容についてまとめを行います。
経営管理論の全体像について復習します。

【事前学習】テキスト第1章〜第4章（pp.12-77）を確認し、
復習すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第6回 【モティベーション論】
仕事に対する意欲や遊びに対する意欲、違いが出るのはなぜでしょう
か。そして、意欲がそれぞれ異なる人を引っ張っていくにはどうしたらい
いのでしょうか、それらに関する理論を学びます。

キーワード：欲求階層説、動機づけ、期待理論

【事前学習】テキストの第5章（pp.78-92）を事前に確認し、
キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第7回 【リーダーシップ論】
リーダーシップという言葉をよく耳にすると思いますが、それは何なので
しょうか、そしてどうしたらそれを発揮できるのでしょうか。それらについ
て学びます。

キーワード：資質論、行動論、コンティンジェンシー理論、

【事前学習】テキストの第6章（pp.93-108）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第8回 【組織構造のマネジメント】
組織を構築する際、どのような構造がよいのでしょうか。組織構造には
どのような特徴があるのでしょうか。組織構造とは何かを学びます。

キーワード：組織構造、組織形態、職能別組織、事業部別組織、マトリッ
クス組織

【事前学習】テキストの第7章（pp.109-125）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 【組織文化のマネジメント】
組織構造が同じでも、同じことが出来るとは限りません。また、その組織
の人は、自然なことでも他の組織に属する人からは、違和感を覚えるこ
とがあります。それはなぜでしょうか。そして、それを変えていくにはどの
ようなことが必要なのでしょうか。
その要素となる組織（企業）文化について学びます。
キーワード：組織文化、下位文化、強い文化、文化の変革

【事前学習】テキストの第8章（pp.126-140）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 【６〜9回のまとめ】
第6回から第9回の授業内容についてまとめを行います。
組織内部をいかに管理するかについて復習します。

【事前学習】テキスト第5章〜第8章（pp.78-139）を確認し、
復習すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 【経営組織の環境適応】
古典的管理論では、どのようなことが見過ごされていたのでしょうか、そ
して、環境に適応するとはどういうことなのでしょうか。それらについて学
びます。

キーワード：経営環境、機械的組織、有機的組織、、クローズドシステ
ム、オープンシステム、コンティンジェンシー理論、分化と統合

【事前学習】テキストの第9章（pp.142-158）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 【企業戦略のマネジメント】
経営戦略とは何でしょうか、そして現代では多くの企業が複数の事業を
行っています。それらを管理するためには、経営戦略が必要とされま
す。それはなぜでしょうか。

キーワード：経営戦略、シナジー、成長ベクトル、三つの意思決定、
PPM、多角化

【事前学習】テキストの第10章（pp.159-173）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 【競争優位のマネジメント】
企業が競争に打ち勝つためにどのような戦略が必要なのでしょうか。そ
れについて学びます。

キーワード：競争戦略、競争優位、ポジショニング・アプローチ、5フォー
ス分析、RBV（経営資源アプローチ）、三つの基本戦略

【事前学習】テキストの第11章（pp.174-188）を事前に確認
し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 【第10～13回のまとめ】
第10回から第13回の授業内容についてまとめを行います。
企業が外部環境に適応するためにどのようなことを行うかを経営戦略
についてを中心に学びました。
もう一度それらを確認しましょう。

【事前学習】テキストの第9章～第11章（pp.142-188）を事
前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】テキストを再度確認し、講義中に作成したノー
トや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第15回 【全体のまとめ】
本授業全体のまとめと内容の確認

【事前学習】これまでの授業内容に該当するテキストの箇
所をもう一度確認すること。
【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめ
たノートや資料を確認すること。

4.5時間オンデマンド

－28－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理全般について、基礎から専門科目へステップアップするための基本内容を学修します。

授業の目的及び概要
経営管理論Ⅰでは、「古典的管理論」と「近代管理論」の議論を検討し経営管理論の全体像を明らかにします。また、モティベーションやリーダーシップ
について講義を展開します。
経営管理論Ⅱでは、「組織内部・外部のマネジメント」等について講義を展開します。
この授業を受講することにより、経営の知識を活かしながら考え、企業、行政、NPOなどでマネジメント能力を発揮し、地域や企業の発展に貢献できる基
本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
・古典的管理論、近代管理論等についての基礎知識を修得することができる。
・関心のある経営管理領域を見つけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業内で解説し、フィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後は直ちにⅡを履修してください。
・企業経験も織り混ぜながら具体的な組織マネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野恭裕・馬場大治編著『経営管理論』(中央経済社,2016年)

参考書

P・ドラッカー著, 上田惇生訳 『マネジメント　基本と原則』(ダイヤモンド社 ,2001年)

978-4-502-19061-2

978-4478410233

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「経営管理論とはどのような学問か(1)」
① 現代社会における基本問題② 管理とは何かについて学修します。"

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込み、受講するにあたっての
ポイントについて確認しておいて下さい。また、テキストの
第1章を一通り読み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第1章の当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第2回 「経営管理論とはどのような学問か(2)」
③経営管理の担い手④経営管理論の歴史について学修します。

(事前学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第3回 「企業とはどのような存在か(1)」
　①企業と会社②株式会社の特徴、について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面
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第4回 「企業とはどのような存在か(2)」
③株式会社におけるトップ・マネジメントの構造④株式会社の実際につ
いて学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第5回 「マネジメントの誕生(1)」
①科学的管理法について学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第6回 「マネジメントの誕生(2)」
②人間関係論③マネジメントへの役立ちについて学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在す
る企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学修
した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第3章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。また、当該部分のレジュメ資料を一通り
読み込み、予習して下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 「組織マネジメントの展開(1)」
①個人と組織②組織の存続条件について学修します。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第9回 「組織マネジメントの展開(2)」
③意思決定のマネジメント④組織マネジメントの価値について学修しま
す。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第10回 「モティベーション論(1)」
①モティベーションとは②実体理論―人は何によって意欲が生まれる
のか―について学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第11回 「モティベーション論(2)」
③プロセス理論④モティベーションを生み出すマネジメントについて学
修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第12回 「リーダーシップ論(1)」
①リーダーシップの基礎②リーダーシップのコンティンジェンシー理論に
ついて学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第13回 「リーダーシップ論(2)」
③トップとミドルのリーダーシップ④リーダーシップ研究の新展開につい
て学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在
する企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学
修した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第4章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間対面

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する所論の歴史的発展経緯を辿り、他の領域との関連性を学びます。

授業の目的及び概要
この科目では、企業をはじめとする組織体の内部要素である、組織構造と組織メンバーのマネジメントについて、その生成と発展の足跡をたどりなが
ら、内部要素のマネジメントにはどのようなバリエーションがあるのか、それらはどのような背景や事情のもとに生まれてきたのか、どのような機能を果
たすのかについて理解を深めることによって、企業をはじめとする組織体の行動を深く理解することを目的とします。この科目の内容は、経営管理論Ⅰ
の内容と併せ、経営管理全体を構成します。
　経営戦略論や経営組織論と関連する経営学を学修するための基本的な科目です。

学修の到達目標
①経営管理論に関する代表的な理論がなぜ生み出されたのか、その特徴とともに理解できる。
②経営管理論に関する代表的な理論を理解し、歴史的経緯を踏まえながら、その応用として管理手法の意義と限界を説明できる。
③経営管理と経営戦略、経営組織との関連性について理解し、企業経営への経営管理の影響を分析できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートでの受講生からの質問や代表的な意見をいくつかとりあげて紹介し、それに対する私の意見を述べます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この経営管理論Ⅱでは、経営管理理論の歴史的発展経緯をメインに説明します。経営組織論や管理モデルについての基礎知識を歴史的経緯と共に
習得したいと考えている受講生さん向けの科目です。ただし、この科目では、経営組織論や経営戦略論と管理モデルの相互関連にも注意して講義して
いきます。履修にあたっては、専門用語や断片的知識をただ集積するのではなく、講義やプリントがどのような話の流れ(論理)で進んでいるのか、話と
話のつながりにつねに留意することが大切です。経営管理論Ⅰの内容を踏まえた構成となりますので、履修にあたり、経営管理論Ⅰを前もって復習す
ることをおすすめします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

特になし。

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業全体の進め方と経営管理論Ⅰとの関連を説明します。

【事前学習】シラバスを確認し、日々発生する企業にかか
わるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】シラバスを確認し復習すること。

3.5時間対面

第2回 組織管理と経営管理
企業の経営において直面する二つの問題について説明し、経営管理と
組織管理は、それらとどのような関連があるかを学びます。

キーワード：集団と組織、経営管理、組織管理

【事前学修】組織管理とは何かを調べ、経営管理との違い
を確認すること。同時に日々発生する企業にかかわる
ニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】経営管理論Iで扱った経営戦略と経営管理と
の関連との違いを確認すること。

4時間対面

第3回 科学的管理法
科学的管理法の歴史的背景、経営管理論の源流とされる理由、その体
系性、当時の社会への影響等について解説し、伝統的管理論の特徴
について学びます。

キーワード：成行管理、組織的怠業、科学的管理法、課業管理、動作研
究、計画部、職能別組織、経済人モデル

【事前学習】F.W.テイラーの科学的管理法について調べ、
それが生み出された背景を確認すること。同時に日々発
生する企業にかかわるニュース・出来事についてチェック
すること。
【事後学修】科学的管理法が必要とされたあるいは必要だ
と思われたのはなぜか、講義内容・ノートを確認して復習
してください。

4時間対面
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第4回 管理原則と管理過程論
伝統的管理論が契機となって生まれてきた多様な管理職能論について
解説し、それらの吟味と帰結について考察します。
出来高給から職務給までの歴史的発展の論理について解説し、伝統
的管理論の基本的考え方について考察します。

キーワード：管理原則、マネジメントサイクル

【事前学習】アンリ・ファヨールの管理原則論を調べ、科学
的管理法からどのように発展したかを確認すること。同時
に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事につい
てチェックすること。
【事後学修】出来高給と職務給の違いについて説明できる
か、マネジメントサイクルについて講義内容・ノートを参照
して復習してください。

4時間対面

第5回 フォードとGM
伝統的管理論の特徴を色濃く反映する２つの現代的な管理への応用
（ケース）について解説し、考察します。

キーワード：移動組み立て方式、奉仕動機、分権組織、フルライン戦略

【事前学習】伝統的管理論を企業経営に取り入れ、より実
践的に修正するとしたらどのようになるか検討すること。
同時に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事に
ついてチェックすること。
【事後学修】ケースでとりあげた二社の違いを講義内容・
ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第6回 ホーソン実験と人間関係論学派
伝統的管理論の検証実験に失敗したホーソン実験と新たに提起された
人間関係モデルについて解説し、このモデルの意義について考察しま
す。

キーワード：社会人モデル、人間関係、動機づけ、非公式組織

【事前学習】伝統的管理論の内容を確認し、その問題点を
検討すること。同時に日々発生する企業にかかわる
ニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】ホーソン実験はどのような実験なのかを講義
内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第7回 自己実現と社会人モデル
モティべーションについてその一般的意義、欲求理論、過程理論につい
て考察します。

キーワード：自己実現欲求、５段階欲求、ERG理論、公平理論、期待理
論

【事前学習】人間関係論学派の内容を確認し、人を動機付
けるにはどうしたらいいかを検討すること。同時に日々発
生する企業にかかわるニュース・出来事についてチェック
すること。
【事後学修】マズローの五段階欲求仮説をはじめとしたモ
ティベーションに関する理論の発展経緯についてを講義
内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第8回 中括
伝統的管理論と人間関係論学派までのまとめ

【事前学習】1920年代～第二次世界大戦前（戦間期）の社
会状況を調べ、企業がどのような状況であったかを確認
すること。同時に日々発生する企業にかかわるニュース・
出来事についてチェックすること。
【事後学修】科学的管理法～人間関係論学派に至るまで
の理論的変遷を講義内容・ノートを参照して復習してくださ
い。

4時間対面

第9回 近代的組織管理論と経営人モデル
従業員の動機付けと組織の管理を両立させるにはどうしたら良いか。
それの論理を提案したのが近代的組織管理論です。ここで示されたモ
デルは、今現在でも非常に大きな影響力を持っています。それについて
説明し、組織と個人の管理ついて考えます。

キーワード：誘因、貢献意欲、個人目標、組織目標、コミュニケーショ
ン、自律型モデル、有効性、効率性

【事前学習】人間関係論と伝統的組織管理論を統合する
方法を検討すること。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】C.I.バーナードの誘因ー貢献モデルやH.A.サ
イモンの経営人モデルについてを講義内容・ノートを参照
して復習してください。

4時間対面

第10回 動機づけと組織学習
動機付けの具体的な方法として、組織学習や欲求仮説が考え出されま
した。それらの内容について説明し、学習効果や動機付けについて考
えます。

キーワード：X理論、Y理論、衛生要因、期待要因、ダブルループ学習、
アンラーニング

【事前学習】どのようなことがあれば意欲が湧くかそして、
新しいことの学習を人に促すにはどうしたら良いかそれを
検討してみてください。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】マクレガーやハーズバーグ、アージリスなどの
諸論についてを講義内容・ノートを参照して復習してくださ
い。

4時間対面

第11回 経営管理と経営戦略
企業が巨大化、複雑化するにつれ、「戦略的経営」が必要だといわれる
ようになってきました。
経営管理のためになぜ経営戦略が必要なのでしょうか？それについて
学習します。

キーワード：経営戦略、戦略的経営、全社戦略、経営理念、意思決定、
乱気流的環境

【事前学習】組織が大きく、複雑になった際、どうやって管
理していけばよいかを検討してみてください。同時に日々
発生する企業にかかわるニュース・出来事についてチェッ
クすること。
【事後学修】経営戦略についてを講義内容・ノートを参照し
て復習してください。

4時間対面

第12回 組織文化と組織構造
1980年代に日本企業が欧米に進出すると欧米の企業とは異なる行動
から、組織構造とは別の組織内の個人の行動へ影響を及ぼす組織文
化に焦点が当てられました。
ここでは、組織内の個人の意識を高めたりするもの組織文化の組織内
の個人への影響や弊害について説明します。

キーワード：組織文化、公式組織、非公式組織、組織文化の逆機能、事
業部制組織、マトリックス組織、SBU、プロジェクト組織、カンパニー制組
織

【事前学習】特定の組織の構造や文化でしにくこと・しやす
いことはあるのでしょうか。それを検討してみてください。
同時に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事に
ついてチェックすること。
【事後学修】組織文化と組織構造や経営理念との関係に
ついてを講義内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第13回 リーダーシップとコミュニケーション
組織内の仕組みを変革しても、そのなかで実際に活動する個人が行動
してくれなければ意味がありません。人の行動を変えるにはどうしたら
良いでしょうか。人と人とのコミュニケーション、あるいは、リーダーシッ
プについて考察します。

キーワード：リーダーシップ、コンティンジェンシー、リーダー、フォロワー

【事前学習】仕組みやルールを変えただけで、それに他人
はついていくでしょうか、人の行動を変えるにはどういうこ
とが必要とされるかを検討してください。同時に日々発生
する企業にかかわるニュース・出来事についてチェックす
ること。
【事後学修】コミュニケーションとリーダーシップについてを
講義内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第14回 企業の国際化と組織管理
国を跨いだ企業において発生する異文化経営について学びます。

キーワード：文化の次元、国際化、異文化理解、グローバル組織、現地
化

【事前学習】国を跨いで組織を拡大させる際には何が必要
とされるかを検討してください。同時に日々発生する企業
にかかわるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】企業組織内で国際化はどのような効果をもた
らすかを講義内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第15回 総括【オンデマンド】
授業全体の総括とまとめを行います。
各回のポイントと要点をおさらいします。これまでの授業資料を参照しな
がら、動画を視聴し、自分のノートをまとめてください。

【事前学習】組織管理と経営管理、そして経営戦略の関連
性を検討してください。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】組織と戦略、そして環境を調整するにはどうし
たら良いかを講義内容・ノートを参照して検討してくださ
い。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理全般について、基礎から専門科目へステップアップするための基本内容を学修します。

授業の目的及び概要
経営管理論Ⅰでは、「古典的管理論」と「近代管理論」の議論を検討し経営管理論の全体像を明らかにします。また、モティベーションやリーダーシップ
について講義を展開します。
経営管理論Ⅱでは、「組織内部・外部のマネジメント」等について、講義を展開します。
この授業を受講することにより、経営の知識を活かしながら考え、企業、行政、NPOなどでマネジメント能力を発揮し、地域や企業の発展に貢献できる基
本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
経営内部・外部のマネジメント等についての基礎知識を見つけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業内で解説し、フィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後は直ちにⅡを履修してください。
・企業経験も織り混ぜながら具体的な組織マネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野恭裕・馬場大治編著『経営管理論』(中央経済社,2016年)

参考書

P・ドラッカー著, 上田惇生訳 『マネジメント　基本と原則』(ダイヤモンド社 ,2001年)

978-4-502-19061-2

978-4478410233

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「組織構造のマネジメント(1)」
①組織構造とは何か②官僚制組織について学修します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、受講するにあ
たってのポイントについて確認しておいて下さい。また、テ
キストの第7章当該部分を一通り読み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第7章当該部分、ノートを読み返し、あらためて
ポイントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間対面

第2回 「組織構造のマネジメント(2)」
③組織形態④組織構造の発展について学修します。

(事前学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第3回 「組織文化のマネジメント(1)」
①組織文化とは何か②組織文化の機能と逆機能③組織文化の形成と
変革について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面
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第4回 「組織文化のマネジメント(2)」
③組織文化の形成と変革について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第5回 「経営組織の環境適応(1)」
①環境適応の必要性②コンティンジェンシー理論の誕生について学修
します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第6回 「経営組織の環境適応(2)」
③コンティンジェンシー理論の発展④コンティンジェンシー理論の意義と
限界について学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在す
る企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学修
した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第9章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 「企業戦略のマネジメント(1)」
①経営戦略とは何か②ドメインの設定について学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第9回 「企業戦略のマネジメント(2)」
③多角化④多角化企業の資源配分について学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第10回 「競争優位のマネジメント(1)」
①競争優位とは何か②ポジショニング・アプローチについて学修しま
す。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第11回 「競争優位のマネジメント(2)」
③経営資源アプローチ④競争優位のタイプについて学修します。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第12回 「イノベーションのマネジメント(1)」
①イノベーションとは何か②イノベーションの発生について学修します。

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第13回 「イノベーションのマネジメント(2)」
③イノベーションの全体像④イノベーション・メカニズムの解明に向けて
について学修します。

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在
する企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学
修した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第10章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間対面

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理の内部要素である組織と個人のマネジメントについて学びます。

授業の目的及び概要
この科目では、計画、組織、命令、調整、統制という経営管理の諸機能について、経営管理論Ⅰで学修した基本的な理論や概念を確かめます。そして、
世の中に実在する企業事例を通じて、企業をはじめとする組織体の行動、マネジャーの役割や直面する課題等を学ぶことで、経営管理に対する理解を
一層深くすることを目的とします。
この科目の内容は、経営管理論Iの内容と併せ、経営管理全体を構成します。 経営戦略論や経営組織論と関連する経営学を学修するための基本的な
科目です。

学修の到達目標
①経営管理論に関する代表的な理論がなぜ生み出されたのか、その特徴とともに理解できる。
②経営管理論に関する代表的な理論から修得した知識を用いて、現実の経営現象が理解できる。
③経営管理の経営戦略や経営組織との関連性、企業経営における経営管理の影響を理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートでの受講生からの質問や代表的な意見をいくつかとりあげて紹介し、それに対する私の意見を述べます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

春学期の経営管理論Ⅰでは、経営管理そのものを理解するため、管理の基盤になる内部マネジメントに関連する組織理論や経営活動に関連する戦略
理論の基本的な内容について学修しました。経営管理論Ⅱでは、計画、組織、命令、調整、統制という経営管理の機能別に講義を進めていき、春学期
で学習した内容を確かめながら、日本や海外の事例を通じて、視野を広げながら経営管理についての理解を深めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

スティーブンP.ロビンス他(2014)『マネジメント入門』ダイヤモンド社.

参考書

①上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
②東北大学経営学グループ(2019)『ケースに学ぶ経営学[第3版]』有斐閣ブックス.

978-4-478-02816-2

①978-4-502-19061-2
②978-4-641-18448-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的や構成、授業の進め方、評価などを説明します。

「マネジャーとマネジメント」
マネジャーやマネジメントの定義、役割、そして必要性について学びま
す。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第1章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第2回 「マネジメント環境」
マネジメントにおける外部環境と組織文化について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第2章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第3回 「マネジメント全般に関わる課題」
グローバリゼーション、社会の期待、そして倫理的行動などマネジメント
全般に関わる課題について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第3章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第4回 「意思決定の基礎」
マネジャーによる意思決定のプロセスや条件、そして課題について学び
ます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第4章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面
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第5回 「計画策定の基本」
マネジメントの主要活動である計画策定の意味、目的、方法について学
びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第5章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第6回 「組織の構造と設計」
組織設計における重要要素、条件、課題について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第6章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第7回 「人材管理」
人材管理のプロセスや影響要因、人材の選抜や評価、そして補償につ
いて学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第7章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第8回 「中間テスト」
第1回～第7回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

【事前学修】
第1回～第7回までのテキストや配布資料（レジュメ）、各自
のノートをよく振り返っておいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第9回 「変革とイノベーションのマネジメント」
組織変革とそのプロセス、そして抵抗について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第8章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第10回 「個人行動の基礎」
組織行動の基礎的概念を理解するため、マネジメントに影響を与える
組織内の個人の態度、性格、認知などについて学びます。

「チームマネジメント」
組織内のグループの発展過程、行動、そして有効なチームマネジメント
について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第9章、第10章を事前に読
むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

5時間対面

第11回 「モチベーション」
モチベーションの定義、理論、課題について学びます。

「リーダーシップとマネジメント・コミュニケーション」
リーダーシップの定義、理論、課題、そして効果的なコミュニケーション
やその影響要因について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第11章、第12章を事前に読
むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

5時間対面

第12回 「コントロール」
コントロールの本質、重要性、そしてその内容や課題について学びま
す。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第14章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第13回 「オペレーション・マネジメント」
バリューチェーン・マネジメントの特性、目的、手法について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第15章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第14回 「日本企業のマネジメント」
日本企業の人のマネジメント、生産管理、コーポレートガバナンスにつ
いて学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、春学期の経営管理論Ⅰのテキストで
あった上野、馬場編著の『経営管理論』の第4部(第13章、
第14章、第15章)を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

5時間対面

第15回 「総括」
授業全体の内容を振り返ることとともに、改めて重要なポイントを確認し
ます。

【事前学習】組織管理と経営管理、そして経営戦略の関連
性を検討してください。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】組織と戦略、そして環境を調整するにはどうし
たら良いかを講義内容・ノートを参照して検討してくださ
い。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人的資源管理論（経営学部）／労務管理論Ⅰ（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理について、学修します。

授業の目的及び概要
人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必
要となります。また、就職活動をする上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解
し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつか
ることと思います。その際に、役立つ知識・考え方を学修します。

学修の到達目標
人的資源管理の理論・概念を理解し、説明することができる。
人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し、実際の事例に当てはめて考えることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストは、採点した上で返却し、講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターンシップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い
頃から様々な人を動かしながら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活用するものです。新聞、雑
誌、ニュース、ドキュメンタリーなどでも「働くこと」は頻繁に取り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、身近な働いている人に「職場が
どのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。
授業では、履修人数によりますが、各回のテーマについて1人、1人と対話をしながら、始めて行きたいと思っていますので、各回のテーマについての予
習は欠かさないようにしていてください。また、期間中に小レポートを提出して頂くことを考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

3002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

人的資源管理（ベーシック＋），上林憲雄編，中央経済社，2016年

参考書

経験から学ぶ人的資源管理 新版，上林憲雄・厨子直之・森田雅也，有斐閣，2018年

9784502169618

9784641184398

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、概要、成績評価の方法など、ガイダンスを行います。
第1章人的資源管理入門
人的資源管理とは何か、役割、特徴

【予習】テキストを購入し、全体を見て、どのような内容が
あるのかを認識しておいてください。テキストの第1章を一
読し、わからない用語などを調べておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第2回 日本的雇用慣行、日本的働き方の仕組み 【予習】日本的雇用慣行、大部屋主義、メンバーシップ型
雇用について調べておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、配付資料を読んで理解し
ておきます。

4時間オンデマンド

第3回 第2章人間モデル
人間モデル、経済人モデル、社会人モデル、テイラーの科学的管理法、
ホーソン実験

【予習】第2章を一読し、わからない用語などを調べておき
ます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第4回 第3章戦略的人的資源管理
企業の戦略と人の管理との関係
第4章組織能力
戦略と競争優位、人的資源管理の関係性

【予習】第3・4章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面
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第5回 第5章組織構造
組織設計、職務設計、分業と調整
第6章モチベーション
マズローの欲求階層説、ハーズバーグの動機付け－衛生理論、マグレ
ガーのX理論・Y理論

【予習】第5・6章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第6回 第7章リーダーシップ
リーダーシップの意義、資質、行動パターン
第8章コミットメント
情緒的コミットメント、功利的コミットメント

【予習】第7・8章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第7回 中間総括
第1回～第6回までの復習

【予習】第1回～第6回までの授業を思い出し復習し、学修
した知識の整理・確認をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。

4時間対面

第8回 中間テスト 【予習】第1回～第7回までの授業を思い出し復習し、学修
した知識の整理・定着をしておきます。
【復習】中間テストの内容を思い出し、解答の自信のな
かった箇所について、テキスト等の該当箇所を読んで知
識の確認をしておきます。

4時間対面

第9回 第9章雇用
人と職務のマッチング、採用、異動、昇進・昇格、退職

【予習】第9章を一読し、わからない用語などを調べておき
ます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第10回 第10章人材育成
OJT、Off-JT、自己啓発、キャリア

【予習】第10章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第11回 第11章評価
目標管理、評価の4要素、評価パイアス

【予習】第11章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第12回 第12章昇進
昇進競争、昇進ルール、キャリアプラトー

【予習】第12章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第13回 第13章賃金
職能給、職務給

【予習】第13章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第14回 第14章労使関係
労働組合、労使交渉、労使協議制
第15章国際人的資源管理
多国籍企業、海外派遣者

【予習】第14章、第15章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第15回 全体総括
第1回～第14回までの復習

【予習】第1回～第14回までの授業を思い出し復習し、学
修した知識の整理をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、自信のない箇所を中心に
テキスト等をもう一度読み込み、知識の定着を図ります。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人的資源管理論（経営学部）／労務管理論Ⅰ（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理について、学修します。

授業の目的及び概要
人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必
要となります。また、就職活動をする上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解
し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつか
ることと思います。その際に、「使える知識・考え方」を学修します。

学修の到達目標
人的資源管理の理論を理解し、説明することができる。
人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し説明することができる。
日本的な働き方について、理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストは、採点した上で返却します。
頂いたコメントには、適宜、回答・補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターンシップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い
頃から様々な人を動かしながら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活用するものです。新聞、雑
誌、ニュース、ドキュメンタリー、ドラマや映画などでも「働くこと」は頻繁に取り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、働いている身近
な人に、「職場がどのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。

なお、
・レジュメなどの紙資料は、印刷の上配付の上、ラーニング・ポータルにも入れておきますので、復習や試験勉強に活用してください。
・評価は、各回授業中のコメント・シートまたは小テストの内容、中間試験、定期試験を以って行ないます。レポートはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

人的資源管理，上林憲雄編著，中央経済社，2016年

参考書

9784502169618
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、概要、成績評価の方法など、ガイダンスを行ないます。

第1章人的資源管理入門
人的資源管理とは何か、役割、特徴

【予習】シラバスを熟読。および、テキスト第1章を一読し、
わからない用語などを調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第2回 第2章人間モデル
人間モデル、経済人モデル、社会人モデル、テイラーの科学的管理法、
ホーソン実験

【予習】テキスト第2章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間オンデマンド

第3回 第3章戦略的人的資源管理
企業の戦略と人の管理との関係

第4章組織能力
戦略と競争優位、人的資源管理の関係性

【予習】テキスト第3・4章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

－39－



第4回 第5章組織構造
組織設計、職務設計、分業と調整

第6章モチベーション
マズローの欲求階層説、ハーズバーグの動機付け－衛生理論、マグレ
ガーのX理論・Y理論

【予習】テキスト第5・6章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第5回 第7章リーダーシップ
リーダーシップの意義、資質、行動パターン

【予習】テキスト第7章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第6回 第8章コミットメント
情緒的コミットメント、功利的コミットメント
　
【小テスト実施】

【予習】テキスト第8章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第7回 中間総括
第1章～第8章までの復習
中間テスト

【予習】テキスト第1～8章までを授業を思い出し復習し、学
修した知識の整理をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。

4時間対面

第8回 第9章雇用
人と職務のマッチング、採用、異動、昇進・昇格、退職

【予習】テキスト第9章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第9回 第10章人材育成
OJT、Off-JT、自己啓発、キャリア

【予習】テキスト第10章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第10回 第11章評価
目標管理、評価の4要素、評価バイアス

【予習】第11章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第11回 第12章昇進
昇進競争、昇進ルール、キャリアプラトー

【予習】テキスト第12章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第12回 第13章賃金
職能給、職務給

【予習】テキスト第13章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第13回 第14章労使関係
労働組合、労使交渉、労使協議制

【予習】テキスト第14章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第14回 第15章国際人的資源管理
多国籍企業、海外派遣者
日本的働き方の仕組み

【小テスト実施】

【予習】テキスト第15章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第15回 全体の総復習。特に日本的な働き方の復習。 【予習】テキストおよび配付資料を使ってこれまでの授業を
思い出し、学修した知識の整理をしておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。（2時間）

4時間対面

－40－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人的資源管理論（経営学部）／労務管理論Ⅰ（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理について、学修します。

授業の目的及び概要
人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必
要となります。また、就職活動をする上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解
し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつか
ることと思います。その際に、「使える知識・考え方」を学修します。

学修の到達目標
人的資源管理の理論を理解し、説明することができる。
人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し説明することができる。
日本的な働き方について、理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストは、採点した上で返却します。
頂いたコメントには、適宜、回答・補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターンシップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い
頃から様々な人を動かしながら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活用するものです。新聞、雑
誌、ニュース、ドキュメンタリー、ドラマや映画などでも「働くこと」は頻繁に取り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、働いている身近
な人に、「職場がどのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。

なお、
・レジュメなどの紙資料は、印刷の上配付の上、ラーニング・ポータルにも入れておきますので、復習や試験勉強に活用してください。
・評価は、各回授業中のコメント・シートまたは小テストの内容、中間試験、定期試験を以って行ないます。レポートはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

人的資源管理，上林憲雄編著，中央経済社，2016年

参考書

9784502169618
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、概要、成績評価の方法など、ガイダンスを行ないます。

第1章人的資源管理入門
人的資源管理とは何か、役割、特徴

【予習】シラバスを熟読。および、テキスト第1章を一読し、
わからない用語などを調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第2回 第2章人間モデル
人間モデル、経済人モデル、社会人モデル、テイラーの科学的管理法、
ホーソン実験

【予習】テキスト第2章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間オンデマンド

第3回 第3章戦略的人的資源管理
企業の戦略と人の管理との関係

第4章組織能力
戦略と競争優位、人的資源管理の関係性

【予習】テキスト第3・4章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

－41－



第4回 第5章組織構造
組織設計、職務設計、分業と調整

第6章モチベーション
マズローの欲求階層説、ハーズバーグの動機付け－衛生理論、マグレ
ガーのX理論・Y理論

【予習】テキスト第5・6章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第5回 第7章リーダーシップ
リーダーシップの意義、資質、行動パターン

【予習】テキスト第7章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第6回 第8章コミットメント
情緒的コミットメント、功利的コミットメント
　
【小テスト実施】

【予習】テキスト第8章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第7回 中間総括
第1章～第8章までの復習
中間テスト

【予習】テキスト第1～8章までを授業を思い出し復習し、学
修した知識の整理をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。

4時間対面

第8回 第9章雇用
人と職務のマッチング、採用、異動、昇進・昇格、退職

【予習】テキスト第9章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第9回 第10章人材育成
OJT、Off-JT、自己啓発、キャリア

【予習】テキスト第10章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第10回 第11章評価
目標管理、評価の4要素、評価バイアス

【予習】第11章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第11回 第12章昇進
昇進競争、昇進ルール、キャリアプラトー

【予習】テキスト第12章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第12回 第13章賃金
職能給、職務給

【予習】テキスト第13章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第13回 第14章労使関係
労働組合、労使交渉、労使協議制

【予習】テキスト第14章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第14回 第15章国際人的資源管理
多国籍企業、海外派遣者
日本的働き方の仕組み

【小テスト実施】

【予習】テキスト第15章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第15回 全体の総復習。特に日本的な働き方の復習。 【予習】テキストおよび配付資料を使ってこれまでの授業を
思い出し、学修した知識の整理をしておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 企業論（経営学部）／企業論Ⅰ（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234奥　康平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 次の2つです。
（１）企業はいつ、どのようにできたのかについて知っていただきます。
（２）21世紀の日本の企業の特徴や課題についても学んでいただきます。

授業の目的及び概要
本講義の目的はただ1つ！「なぜ企業があるのか？」という基本的な問いに対して「平易な言葉で誰にでも回答できるようになること」です。
　講義の概要は、①資料配布による講義形式がメインとなり、②講義中、時折理解度を試す簡単なテストや課題にチャレンジし、③一定期間ごとに、さら
に深い理解を目指すために課題を出題し、それにチャレンジしていただきます、の3点から構成されます。加えて、講義中に、受講生の皆様の意見など
を伺うこともあります。

学修の到達目標
（１）企業と会社の違いを「知識のない人にも」説明できる。
（２）企業の存在意義について「知識のない人にも」説明できる。
（３）21世紀の日本の企業の特徴や抱える課題について自分なりの回答を持つことができる。
の3点を目指したいと考えます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義資料及び講義内容についての質問について、対面講義の場合は、講義開始前・講義終了後及び随時メールにて受け付けますので積極的にご利
用ください。
オンライン（オンデマンド）講義の場合は、メールにて随時お受けいたしますので積極的にご利用ください。
　また、この科目は、小テストや理解度テストなどをしばしば課しますので、その成果によって成績評価をします。
そのフィードバックについては、評価結果の通知や模範解答の公表などを通じて可能な限り行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

（１）評価基準にある通り、授業への積極的な参加度・取組み30％、授業期間中の小テスト、レポート課題等40％で合計70％に達するため、日々の講義
への出席や講義内に課す課題などへの回答が単位取得のために重要となります。逆に言えば、講義に出席し、日々の課題やテストに取り組めばある
程度の点数は保証されるともいえます。
（２）定期のレポート試験、定期試験はありません。あくまで、日々の学修の積み重ねを大事に評価したいと考えています。
（３）その他は、受講生の皆様の興味・関心に応じて適宜微調整、さらには講義内容のより良いものへの修正・変更などもしながら講義を展開して参りた
いと考えます。
（４）お気づきの点などありましたら、いつでもお知らせください。それが良い講義へのヒントになる可能性が高いです。お力お貸しくださいませ。
（５）オンデマンド（遠隔）講義になった場合、（１）についてはWEB配信のテストや課題などにて代替致します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
毎回の講義後、Learning Portalに出
題予定のテスト問題の正解率に応じ
て最大30％として評価致します。

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。必要な配布・配信資料を適宜用いて授業を行います。

参考書

参考書は購入必須ではありません。さらに深い学修を行う場合は、お読みいただけると便利かつ有益かと思
います。
①三戸 浩・池内 秀己・勝部 伸夫，『企業論（第4版）』，有斐閣，2018年
②小松章，『企業形態論（第3版）』，新世社，2006年
③細川 孝・桜井 徹，『転換期の株式会社―拡大する影響力と改革課題 (現代社会を読む経営学)』，ミネル
ヴァ書房，2009年

特になし。

①978-4641221192
②978-4883840984
③978-4623054893

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回：ガイダンス（受講上の注意、成績評価についてなど） 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第2回 第2回：現代企業を見る視点①これまでの企業観～19世紀の企業観 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第3回 第3回：現代企業を見る視点②20世紀の企業観 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第4回 第4回：財・サービスの提供機関としての企業①経済発展と生活の変化 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面
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第5回 第5回：財・サービスの提供機関としての企業②大企業の実態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第6回 第6回：財・サービスの提供機関としての企業③企業の長期戦略 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第7回 第7回：株式会社としての企業①株式会社の機能と特徴 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第8回 第8回：株式会社としての企業②株式会社の現実 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第9回 第9回：大企業としての企業①大企業の支配構造 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第10回 第10回：大企業としての企業②日本の大企業の経営者支配の実態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第11回 第11回：大企業としての企業③コーポレートガバナンス（企業統治） 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第12回 第12回：組織としての企業①官僚制と企業形態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第13回 第13回：組織としての企業②企業組織の諸形態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第14回 第14回：社会的器官としての企業─企業の社会的責任（CSR） 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第15回 第15回：まとめ─企業の社会的責任からSDGsへ─企業は誰のために
あるのか？

【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営情報論Ⅰ（経営学部）／経営情報概論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業におけるIT活用について学修する。

授業の目的及び概要
企業の情報化は、経営情報システムの発展とともに進化を遂げており、経営情報システムは、企業の意思決定、さらには競争力の源泉として活用され
ています。また、デジタル情報技術が劇的に進化した今日のDX（デジタルトランスフォーメーション）環境は、ビジネスの世界だけでなく、われわれ個々
人の多様な日常の社会的活動をあらゆる面で支えています。授業では、企業における情報化の発展の経緯やこれからの情報システムの利活用で重要
な先端ITについて学修します。

学修の到達目標
①経営情報システムの発展過程や基礎的な知識を身につける。
②情報化が企業経営や社会に与える影響について説明することができる。
③今後のITの発展、社会の変革に対応するための情報システムのあるべき姿を説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

事前事後の学修を行い、目的意識を持って授業に臨むようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

0０3010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストの指定は行いません。資料を配布します。

参考書

現代経営情報論、遠山曉、村田潔、古賀広志、有斐閣アルマ、2021年

なし

978-4-641-22178-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
企業におけるデジタルトランスフォーメーションを学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第2回 経営組織論、経営戦略論、システムズアプローチの基礎理論をベース
に「組織能力」「プロセス革新」について学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第3回 経営情報システムの変遷について解説し、今後の展望について学修し
ます。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第4回 情報通信技術の進展について解説し、それが企業や社会にどう影響
し、どのような課題があるかについて学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第5回 情報システムの開発方法論が生まれた背景や意義について解説し、問
題点について学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面
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第6回 情報システムを適切に運用するための組織体制や運用の仕組みにつ
いて学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第7回 企業が競争優位を獲得するために必要とされるビジネスイノベーション
の関連性について学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第8回 ネット・ビジネスについて解説し、今後の展望について学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第9回 情報通信技術によってコミュニケーション活動は大きく変化した。特にコ
ロナ禍によりどのような変化をもたらしたのかについて学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第10回 ビジネスにおけるデータ活用についてビックデータ、データエンジニアリ
ング、データアナリシスについて学修します

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第11回 サプライチェーンにおける物流システムの役割を学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第12回 オムニチャネル戦略における情報システムの役割を学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第13回 IOT,AIがどこまで普及しているのかを学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第14回 企業の情報システム全体像を学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第15回 復習
授業全体の総括を⾏います。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
て、定期試験に備えてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面
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第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面
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第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

－51－



第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面
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第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ AI・データサイエンス時代の統計分析に必要な基礎的素養

授業の目的及び概要
この授業では、AI・データサイエンス時代のビジネスの現場で、経営戦略、ファイナンス、人材マネジメント、マーケティング、財務分析等に汎用的に生か
せる実証分析を修得するため、その基盤を形成すべく、Excelを使用して統計学の基礎と、大量のデータにも対応する計算の考え方を修得する。修得し
た知識が、専門ソフトやプログラミングの学修の基礎となり理解を助けるよう、事後の発展科目への接続にも配慮する。

学修の到達目標
1． Excelを利用して、基本的な関数計算、相対番地、絶対番地を参照して表計算ができる。
2． Excelを利用して、数字のデータを状況に応じてグラフを使い分け、視覚化できる。
3． 実務の現場で使用する売上、構成比、増加率、寄与度などの計算ができる。
4． 平均、分散、相関分析などの基礎統計の概念を理解している。
5． ∑記号やΠ記号などの数式を理解し、Excelを利用して計算できる。
6． 行列やベクトルの概念を理解し、Excelを利用して大量のデータを一度に計算できる。
7． 相関の概念を統計学的、幾何学的に理解し、分析に活用できる。
9． 確率分布や期待値の概念を理解している。
10．Excelを利用して、正規分布を仮定した確率の計算ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストを実施して授業の理解度を確認し、正解を解説すとともにフィードバックします。
試験の点数を気にするよりも、間違えた箇所をできるようになることが大切です。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

私たちは目指す目的地によって、地下鉄、環状線、新快速、などと乗り分けますが、感覚的にいうと、本州の最果て辺りまで統計分析を学びたい人は、
まずはこの授業を履修して下さい。超特急ではないので、のんびりと「ビジネス統計学Ⅱ」「マーケティングリサーチ」に乗り継いで、遠くまで旅をしましょ
う。という気分で履修をお待ちしています。理数系が苦手な人も、学習曲線の形状は非線形で右上がりなので、初期値よりも長く取り組むことが大切だと
考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

300

250450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

資料を配付する

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスとExcelの基本計算１

第１講　ガイダンス
第２講　加減乗除の計算
第３講　べき乗の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第2回 Excelの基本計算２

第1講　角度の計算
第2講　三角関数の計算
第3講　対数関数の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第3回 相対参照・絶対参照による複写計算

第１講　セル番地参照による計算
第２講　オートフィル利用による一括計算
第３講　相対番地参照と絶対番地参照
第４講　2元配置の関数計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面
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第4回 ∑記号の計算

第１講　Σ記号の計算法
第２講　ファイナンスの計算
第３講　マーケティングの計算
第4講　加重平均と期待値
第5講　統計学の初歩的な計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第5回 ベクトルと行列を利用した集計

第１講　CSE関数とベクトルの基本計算　　
第２講　平方和と積和（内積）
第3講　行列の計算ルール　
第4講　ビジネスへの応用（売上げ集計・物価指数）

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第6回 行列の統計計算への応用
　
第1講　行列の積
第2講　逆行列
第3講　分散と共分散
第4講　共分散行列と相関行列
第5講　リスク分散の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第7回 構成比・変化率・指数化とグラフ

第1講　構成比と按分計算
第2講　経済成長率と年率換算
第3講　比の計算
第4講　指数化とデータ調整（実質化、季節調整）
第5講　寄与度と寄与率
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてください
【復習】PC実習課題を提出して下さい

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第8回 顧客満足度分析

第1講　状況設定とアンケート調査概要
第2講　構成比・平均点による分析
第3講　CSポートフォリオ分析
第4講　相関行列の計算
第5講　偏差値変換とポートフォリオ図
第6講　改善度の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

5時間オンデマンド

第9回 中間テスト
第2回～第7回までに学修してきた内容について中間テストを行います。

事前学修として、あらためて参考書の第2章～第5章、当
該部分のレジュメ資料、ノートを一通り読み返しておくこ
と。
事後学修として、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習しておくこと。

4時間対面

第10回 ΣΣ記号の計算と周辺確率、相関分析

第1講　カテゴリデータと数量データ
第2講　カテゴリデータを含む相関指標
第3講　クロス集計
第4講　∑∑記号の計算
第5講　周辺確率と相関比
第6講　クラメールの独立係数とカイ二乗検定

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第11回 Π（総乗）記号の計算

第１講 　Π記号の計算
第２講 　幾何平均
第３講 　金融の計算
第４講 　最尤法
第５講 　順列・組み合わせ
第６講 　2項分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第12回 確率分布とモンテカルロシミュレーション

第1講　モンテカルロシミュレーション
第2講　相対度数分布と累積相対度数分布
第3講　相対度数分布と確率分布
第4講　EXCELによる確率実験
第5講　大数の法則と中心極限定理

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第13回 正規分布を仮定した確率計算

第１講　正規分布の発見
第２講　正規分布と標準正規分布
第３講　定積分記号の計算
第４講　確率密度関数
第５講　正規分布を仮定した確率計算
第６講　実務における正規分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第14回 多様な確率分布の計算

第１講　正規分布と標準正規分布（復習）
第２講　平均と分散
第３講　ニ項分布
第４講　ポアソン分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として授業で配布した資料を事前に読み、予習
しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料と参考書のこれまで
学修した部分を読んで復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスにおいて必要となる基礎統計の理論と手法を理解する。

授業の目的及び概要
PCの普及と分析手法の高度化に促されて、社会に様々なデータが溢れるようになった。ビジネスの世界においても、仕事に生かせるヒントをデータから
獲得することが求められている。そのためには、統計学の知識と手法を身につけておくことは必須の要件である。この授業は、経営戦略、ファイナンス、
人材マネジメント、マーケティング、財務分析等、情報化時代のビジネスの現場で汎用的に生かせる統計学を修得するため、その基盤を形成すべく、統
計の記述の仕方、統計的推測の考え方と技術を養う。並行して、具体的に演習課題に取り組むことによって、履修者に統計的な見方・考え方が身につく
ようにすることを目的とする。

学修の到達目標
1．データ分析の必要性や手順を理解し、説明することができる。
2．データ分析における仮説とサンプリングについて理解し、説明することができる。
3．平均、分散、相関分析などの基礎統計の概念を理解し、Excelを利用して分析を実行できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス業界において、データに基づく戦略の重要性がより強調されています。本講義はデータ分析における必要な基礎統計の概念や手法について説
明します。
とくに統計手法についてExcelを用いて演習します。秋学期のビジネス統計学IIを履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①　１からのマーケティング分析、恩藏直人・冨田健司、碩学舎、2011年 
②　経営・商学のための統計学入門、竹内広宜、講談社、2021年

なし

①　9784502683602
②　9784065251614

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修とし講義資料やノートを読んでビジネス統計学I
の講義の流れを確認しておくこと。

2時間対面

第2回 マーケティング分析の手順
マーケティング分析における問題設定やリサーチ・デザインについて説
明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第2章 マーケティ
ング分析の手順」を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料やノートを読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第3回 仮説検証
仮説の概念や仮説検証の手順について説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第3章 仮説検証」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第4回 サンプリング
母集団とサンプリングについて説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第4章 サンプリン
グ」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第5回 データの収集
分析するデータの収集について解説し、演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 データの前処理
Excelを用いて、データを処理する方法について解説し、演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面
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第7回 グラフ(1)
グラフの種類と読み方、表現法について説明します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第5章 グラフ」を事
前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第8回 グラフ(2)
Excelを用いて、データをグラフで表現する手法を演習します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第5章 グラフ」を事
前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で演習
した内容を復習しておくこと。

4時間対面

第9回 第2回～第8回の学修内容の再確認
第2回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に事
例として取り上げ、これまで学修した理論を使ってどのように考えられる
のかを再確認します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第10回 代表値と分散(1)
データにおいて代表値について説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第6章 平均と標準
偏差」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 代表値と分散(2)
Excelを用いて、平均、分散などのデータの代表値を算出する手法を演
習します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第6章 平均と標準
偏差」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 相関分析(1)
相関関係の概念と相関分析の仕組みについて説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第7章 相関分析」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 相関分析(2)
Excelを用いて、相関分析を演習します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第7章 相関分析」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第14回 正規分布
正規分布について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料やメモを読んで授業で得た知識
を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 最終レポート
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料やメモを読んで授業で得た知識
を復習しておくこと。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会心理学　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

上田　智巳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 社会における人間の心理と行動、他者が個人の行動に及ぼす影響

授業の目的及び概要
わたしたちは、さまざまな他者や集団・組織との関わりの中で、社会生活を営んでいます。この授業では、自己とは何か、他者についての印象はどう
やって形成されるのか、対人関係や対人コミュニケーション、集団心理などについて、事例（実験や調査など）も紹介しつつ、解説します。

学修の到達目標
社会生活における人と人との関わりや、人と社会の関わりの中で生じる事柄を科学的に（研究によって見出された客観的事実に基づいて）理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストについては、実施後に解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

わたしたちは、「ある個人の行動は、主にその人自身が持つ要因（性格、能力、信念など）によって決定される」と考えがちです。しかし、多くの社会心理
学的研究によって、他者の存在が個人の行動や意思決定に大きな影響を及ぼしていることが明らかになりました。社会心理学を学ぶことで、人間とそ
の行動について、以前とは違った見方ができるようになると思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

社会心理学〔補訂版〕，池田謙一・唐沢穣・工藤恵理子・村本由紀子，有斐閣 ，2019年

なし

9784641053878

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 この講義の概要、全体像について学びます。 【予習】シラバスの内容をよく確認しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第2回 社会心理学の定義、成り立ち、研究方法などについて学びます。 【予習】前回の授業資料、ノートを読み直し、前回の内容を
整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第3回 対人認知（他者がどのような人物であるかを推論すること）について学
びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第4回 原因帰属（ある出来事の原因を推論し、自分なりに原因を特定するこ
と）について学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第5回 態度（ある対象に対する感情や評価のこと）について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第6回 自己について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面
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第7回 対人関係について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第8回 これまでの講義内容を振り返ります。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、これまでの
講義で得た知識を再確認・整理してください。

4時間オンデマンド

第9回 コミュニケーションについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第10回 集団・組織について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第11回 集合行動（不特定多数の人々が、それぞれに影響を及ぼし合いつつ、
同様の行動にいたるような現象）について学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第12回 個人の判断や意思決定に他者の存在がどのように影響するかについ
て学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第13回 文化による思考様式等の違いについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第14回 社会心理学と他の学問分野の繋がりや、社会心理学的知見の現実場
面への応用について学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第15回 これまでの講義内容を全体的に振り返ります。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】これまでの授業資料、ノートを読み直し、これまで
の講義で得た知識を総復習してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ミクロ経済学Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 部分均衡理論の基礎

授業の目的及び概要
ミクロ経済学は経済理論の基盤を形成する，近代経済学の基礎となる理論です。必修科目である本科目で学修する理論は，ゲーム理論や行動経済学
などのミクロ経済理論を学ぶ基盤であるとともに，産業組織論や国際経済学，労働経済学，都市経済学などの応用分野に直結し，企業の行動や国際
的な現象など，全てのコースに関連して幅広く社会について考えるための土台となります。
本科目では，商品を購入して使用する消費者の行動と，商品を生産して販売する企業の行動，そして両者が商品をやり取りする市場のメカニズムを中
心に解説します。経済・市場を理解するためにミクロ経済学の学修は必要不可欠であり，本科目で得ることができる知識・思考法は，社会に出てからも
役立つ「実学としての経済学」のひとつであると言えます。
たとえば，社会における様々な出来事が需要と供給にどのような影響を与え，その結果として市場全体では何が起こるのか，社会全体として状況が改
善されるのか，などを理解することができれば，ニュースから今後の状況を推理することができるようになります。
よって本科目では，以上のような人生において役立つ思考法を獲得し，今後の応用科目でも活用できるミクロ経済学の基礎を修得することを目的としま
す。

学修の到達目標
本科目では以下の到達目標を設定します。
1．部分均衡理論と関連するミクロ経済学の諸理論の概要を理解できる
2．グラフや式を用いた経済学的な説明を理解することができる
3．計算を伴う関連する練習問題を解くことができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適宜実施する練習問題やコメントシート等に対して，授業冒頭等の時間を活用してフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ミクロ経済学は数理的に体系化された理論であるため，数学的な要素が授業に登場することは避けられません。しかし，数学が苦手な学生でも授業内
容が理解できるよう，必要な数学については授業内で復習を行います。
また，ミクロ経済学は消費者としての自分自身や身近な企業も分析の対象としています。よって，一見すると現実離れしているように感じる理論も，具体
例を考えてみると日常で直面している現象を論理的に説明しているだけであることに気付くことができると思います。単に用語や計算を暗記するのでは
なく，具体例を考えることで理論を真に理解することができれば，今後の学修にも大いに役立つ力を得ることができるでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
配付する資料に基づき授業を進めます。

参考書

①ミクロ経済学第3版，伊藤元重，日本評論社，2018年（図書館の電子ブックで閲覧することもできます。復習
事項の指示におけるテキストは本書を指します。）
②ミクロ経済学の力，神取道宏， 日本評論社，2014年

なし

①9784535558441
②9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスおよび学修計画の確認
・テキスト（pp. 1－18）または参考書でこれに準じる箇所の
確認

4時間対面

第2回 数学の復習（式とグラフ） ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 19－28）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

3時間オンデマンド

第3回 需要曲線・供給曲線の概要 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 19－28）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキスト（pp. 29－43）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキストp. 43演習問題または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第4回 需要と需要の価格弾力性 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 44－53）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面
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第5回 消費者余剰 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 54－81）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第6回 供給曲線と費用 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 83－89）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第7回 利潤と生産者余剰 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 90－100）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキスト（pp. 100－110）または参考書でこれに準じる箇
所の確認

4時間対面

第8回 費用と長期・短期 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 90－100）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

5時間対面

第9回 中間試験とこれまでの復習 ・中間テスト問題の振り返り・解きなおし 6時間対面

第10回 市場メカニズムと均衡への調整過程 ・授業資料・内容の復習
・消費者・生産者理論の復習
・テキスト（pp. 111－121）または参考書でこれに準じる箇
所の確認

4時間対面

第11回 完全競争均衡と余剰分析 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 122－128）または参考書でこれに準じる箇
所の確認
・消費者・生産者理論の復習

4時間対面

第12回 余剰分析の確認と市場の効率性 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第13回 課税と補助金の効果 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第14回 ミクロ経済学の展開 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第15回 試験に向けた総復習 ・試験対策 6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ミクロ経済学Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 部分均衡理論の基礎

授業の目的及び概要
ミクロ経済学は経済理論の基盤を形成する，近代経済学の基礎となる理論です。必修科目である本科目で学修する理論は，ゲーム理論や行動経済学
などのミクロ経済理論を学ぶ基盤であるとともに，産業組織論や国際経済学，労働経済学，都市経済学などの応用分野に直結し，企業の行動や国際
的な現象など，全てのコースに関連して幅広く社会について考えるための土台となります。
本科目では，商品を購入して使用する消費者の行動と，商品を生産して販売する企業の行動，そして両者が商品をやり取りする市場のメカニズムを中
心に解説します。経済・市場を理解するためにミクロ経済学の学修は必要不可欠であり，本科目で得ることができる知識・思考法は，社会に出てからも
役立つ「実学としての経済学」のひとつであると言えます。
たとえば，社会における様々な出来事が需要と供給にどのような影響を与え，その結果として市場全体では何が起こるのか，社会全体として状況が改
善されるのか，などを理解することができれば，ニュースから今後の状況を推理することができるようになります。
よって本科目では，以上のような人生において役立つ思考法を獲得し，今後の応用科目でも活用できるミクロ経済学の基礎を修得することを目的としま
す。

学修の到達目標
本科目では以下の到達目標を設定します。
1．部分均衡理論と関連するミクロ経済学の諸理論の概要を理解できる
2．グラフや式を用いた経済学的な説明を理解することができる
3．計算を伴う関連する練習問題を解くことができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適宜実施する練習問題やコメントシート等に対して，授業冒頭等の時間を活用してフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ミクロ経済学は数理的に体系化された理論であるため，数学的な要素が授業に登場することは避けられません。しかし，数学が苦手な学生でも授業内
容が理解できるよう，必要な数学については授業内で復習を行います。
また，ミクロ経済学は消費者としての自分自身や身近な企業も分析の対象としています。よって，一見すると現実離れしているように感じる理論も，具体
例を考えてみると日常で直面している現象を論理的に説明しているだけであることに気付くことができると思います。単に用語や計算を暗記するのでは
なく，具体例を考えることで理論を真に理解することができれば，今後の学修にも大いに役立つ力を得ることができるでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
配付する資料に基づき授業を進めます。

参考書

①ミクロ経済学第3版，伊藤元重，日本評論社，2018年（図書館の電子ブックで閲覧することもできます。復習
事項の指示におけるテキストは本書を指します。）
②ミクロ経済学の力，神取道宏， 日本評論社，2014年

なし

①9784535558441
②9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスおよび学修計画の確認
・テキスト（pp. 1－18）または参考書でこれに準じる箇所の
確認

4時間対面

第2回 数学の復習（式とグラフ） ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 19－28）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

3時間オンデマンド

第3回 需要曲線・供給曲線の概要 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 19－28）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキスト（pp. 29－43）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキストp. 43演習問題または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第4回 需要と需要の価格弾力性 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 44－53）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面
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第5回 消費者余剰 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 54－81）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第6回 供給曲線と費用 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 83－89）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第7回 利潤と生産者余剰 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 90－100）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキスト（pp. 100－110）または参考書でこれに準じる箇
所の確認

4時間対面

第8回 費用と長期・短期 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 90－100）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

5時間対面

第9回 中間試験とこれまでの復習 ・中間テスト問題の振り返り・解きなおし 6時間対面

第10回 市場メカニズムと均衡への調整過程 ・授業資料・内容の復習
・消費者・生産者理論の復習
・テキスト（pp. 111－121）または参考書でこれに準じる箇
所の確認

4時間対面

第11回 完全競争均衡と余剰分析 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 122－128）または参考書でこれに準じる箇
所の確認
・消費者・生産者理論の復習

4時間対面

第12回 余剰分析の確認と市場の効率性 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第13回 課税と補助金の効果 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第14回 ミクロ経済学の展開 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第15回 試験に向けた総復習 ・試験対策 6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ミクロ経済学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 部分均衡理論の基礎

授業の目的及び概要
ミクロ経済学は経済理論の基盤を形成する，近代経済学の基礎となる理論です。必修科目である本科目で学修する理論は，ゲーム理論や行動経済学
などのミクロ経済理論を学ぶ基盤であるとともに，産業組織論や国際経済学，労働経済学，都市経済学などの応用分野に直結し，企業の行動や国際
的な現象など，全てのコースに関連して幅広く社会について考えるための土台となります。
本科目では，商品を購入して使用する消費者の行動と，商品を生産して販売する企業の行動，そして両者が商品をやり取りする市場のメカニズムを中
心に解説します。経済・市場を理解するためにミクロ経済学の学修は必要不可欠であり，本科目で得ることができる知識・思考法は，社会に出てからも
役立つ「実学としての経済学」のひとつであると言えます。
たとえば，社会における様々な出来事が需要と供給にどのような影響を与え，その結果として市場全体では何が起こるのか，社会全体として状況が改
善されるのか，などを理解することができれば，ニュースから今後の状況を推理することができるようになります。
よって本科目では，以上のような人生において役立つ思考法を獲得し，今後の応用科目でも活用できるミクロ経済学の基礎を修得することを目的としま
す。

学修の到達目標
本科目では以下の到達目標を設定します。
1．部分均衡理論と関連するミクロ経済学の諸理論の概要を理解できる
2．グラフや式を用いた経済学的な説明を理解することができる
3．計算を伴う関連する練習問題を解くことができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適宜実施する練習問題やコメントシート等に対して，授業冒頭等の時間を活用してフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ミクロ経済学は数理的に体系化された理論であるため，数学的な要素が授業に登場することは避けられません。しかし，数学が苦手な学生でも授業内
容が理解できるよう，必要な数学については授業内で復習を行います。
また，ミクロ経済学は消費者としての自分自身や身近な企業も分析の対象としています。よって，一見すると現実離れしているように感じる理論も，具体
例を考えてみると日常で直面している現象を論理的に説明しているだけであることに気付くことができると思います。単に用語や計算を暗記するのでは
なく，具体例を考えることで理論を真に理解することができれば，今後の学修にも大いに役立つ力を得ることができるでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
配付する資料に基づき授業を進めます。

参考書

①ミクロ経済学第3版，伊藤元重，日本評論社，2018年（図書館の電子ブックで閲覧することもできます。復習
事項の指示におけるテキストは本書を指します。）
②ミクロ経済学の力，神取道宏， 日本評論社，2014年

なし

①9784535558441
②9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスおよび学修計画の確認
・テキスト（pp. 1－18）または参考書でこれに準じる箇所の
確認

4時間対面

第2回 数学の復習（式とグラフ） ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 19－28）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

3時間オンデマンド

第3回 需要曲線・供給曲線の概要 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 19－28）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキスト（pp. 29－43）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキストp. 43演習問題または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第4回 需要と需要の価格弾力性 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 44－53）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面
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第5回 消費者余剰 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 54－81）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第6回 供給曲線と費用 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 83－89）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

4時間対面

第7回 利潤と生産者余剰 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 90－100）または参考書でこれに準じる箇所
の確認
・テキスト（pp. 100－110）または参考書でこれに準じる箇
所の確認

4時間対面

第8回 費用と長期・短期 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 90－100）または参考書でこれに準じる箇所
の確認

5時間対面

第9回 中間試験とこれまでの復習 ・中間テスト問題の振り返り・解きなおし 6時間対面

第10回 市場メカニズムと均衡への調整過程 ・授業資料・内容の復習
・消費者・生産者理論の復習
・テキスト（pp. 111－121）または参考書でこれに準じる箇
所の確認

4時間対面

第11回 完全競争均衡と余剰分析 ・授業資料・内容の復習
・テキスト（pp. 122－128）または参考書でこれに準じる箇
所の確認
・消費者・生産者理論の復習

4時間対面

第12回 余剰分析の確認と市場の効率性 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第13回 課税と補助金の効果 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第14回 ミクロ経済学の展開 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第15回 試験に向けた総復習 ・試験対策 6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ミクロ経済学Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234田中　征史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 初めてミクロ経済学を学ぶ学⽣を対象に、ミクロ経済学の基礎を授業する。

授業の目的及び概要
本科⽬では、はじめて経済学を学ぶ学⽣がミクロ経済学の基本的な考え⽅や分析⽅法を習得し、受講⽣が現実社会で起きている問題を経済学的視点
から考えられるようになることを⽬的としています。ミクロ経済学はあらゆる経済学分野の基礎となっていると⾔っても過⾔ではなく、経済学を専攻する
学⽣にとってミクロ経済理論を理解することは必須となります。本講義では、経済学の前提知識のない学⽣を対象としているため、複雑な数式計算は極
⼒避け、より直感的な解説を中⼼に講義を⾏っていきます。

学修の到達目標
この授業で扱う主なトピックは、需要と供給、政府による政策介⼊の効果、市場の効率性、国際貿易、外部性と公共政策の5つです。各トピックでは、グ
ラフや具体例を使った直感的な解説を⾏いますが、多少の数式計算は避けられません。よって、受講⽣の到達⽬標は以下の3点となります。
1. 各トピックの概要を理解する
2. グラフを使った分析ができるようになる
3. 連⽴⽅程式を解き、経済の均衡を分析できるようになる

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートの答案にコメントを記載のうえ返却する

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この講義を受講するにあたって受講⽣が数学の基礎知識を既に習得していることが受講条件ではありませんが、講義では数式を使った分析を⾏うこと
も多々あります。数学を苦⼿としている⼈は、講義中の解説や小テストを解くことによって、この授業で登場する数式を扱えるようになってください。期末
試験を受ける段階で、関数のグラフの図⽰や連⽴⽅程式の解の導出ができなければ単位を取得することが難しくなります。授業中の私語は固く禁じま
す。ただし、授業中の質問は歓迎しますので、質問がある場合は遠慮なく聞いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

この科目ではテキストは使用しません。

参考書

この科目ではテキストは使用
しません。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回のガイダンスとして、今後の授業の進め⽅やレポート課題、期末試
験等に関してアナウンスをする。残りの時間は、この科⽬のイントロダク
ションとして、経済学の⼗⼤原理について紹介する。テキスト第1章が該
当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第2回 経済学の基本的な考え⽅を紹介する。特に、ミクロ経済学とマクロ経済
学の違い、ストックとフローの違い、⽣産可能性フロンティアを中⼼に解
説していく。また、グラフの描き⽅等に関する数学も説明する。テキスト
第2章が該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 国際間での財の貿易に関する経済学の基本的な考え⽅を紹介する。
特に、絶対優位と⽐較優位の違いについて中⼼的に講義する。テキス
ト第3章が該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第4回 ⽐較優位の応⽤例について紹介する。テキスト第3章が該当範囲とな
る。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第5回 市場の概念と競争の概念について。価格と需要量との関係について解
説を⾏う。テキスト第4章が該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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第6回 価格と供給との関係について解説を⾏う。テキスト第4章が該当範囲と
なる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第7回 需要と供給から市場均衡を分析する。市場均衡の導出に関する演習問
題を解く。テキスト第4章が該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第8回 需要の価格弾⼒性、供給の価格弾⼒性に関して解説する。テキスト第5
章が該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 需要の価格弾⼒性、供給の価格弾⼒性に関して解説する。弾⼒性の
計算に関する演習を⾏う。テキスト第5章が該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第10回 価格規制は市場取引にどのような影響を及ぼすか。テキスト第6章が該
当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第11回 課税は市場取引にどのような影響を及ぼすか。テキスト第6章が該当範
囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第12回 消費者余剰と⽣産者余剰に関する解説を中⼼に⾏う。テキスト第7章が
該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第13回 消費者余剰と⽣産者余剰から市場の効率性を考える。また、市場の効
率性と市場の失敗についても解説を⾏い、同トピックに関する演習を⾏
う。テキスト第7章が該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第14回 税が変化した場合の死荷重と税収について解説する。テキスト第8章が
該当範囲となる。

事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第15回 これまでのまとめとして、扱ったトピックを総復習する。 事前に配布している講義資料をダウンロードし、授業まで
に当該内容に目を通しておくことを予習とする。
総復習の授業内容を復習し、期末試験に向けた学習を行
うこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ミクロ経済学Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 部分均衡分析から一般均衡分析へ

授業の目的及び概要
ミクロ経済学は経済理論の基盤を形成する，近代経済学の基礎となる理論です。本科目で学修する理論は，産業組織論や国際経済学，労働経済学，
都市経済学などの応用分野に直結し，企業の行動や国際的な現象など，幅広く社会について考えるための土台となります。
本科目では，「ミクロ経済学Ⅰ」で解説された部分均衡理論から更に進んで，複数の産業や市場を同時に考えることができる一般均衡理論を扱います。
経済・市場を理解するためにミクロ経済学の学修は必要不可欠であり，本科目で得ることができる知識・思考法は，社会に出てからも役立つ「実学とし
ての経済学」のひとつであると言えます。
たとえば，社会における様々な出来事が需要と供給にどのような影響を与え，その結果として市場全体では何が起こるのか理解することができれば，
ニュースから今後の状況を推理することができるようになります。
本科目では，以上のように人生において役立つ思考法を獲得することができるとともに，「ミクロ経済学Ⅲ」や各コースにおいて学ぶ応用科目でも活用で
きる，ミクロ経済学の基礎を修得することを目的とします。

学修の到達目標
本科目では以下の到達目標を設定します。
1．一般均衡理論と関連するミクロ経済学の諸理論の概要を理解できる
2．グラフや式を用いた経済学的な説明を理解することができる
3．計算を伴う関連する練習問題を解くことができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実施される課題・テスト等の結果について講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は「ミクロ経済学Ⅰ」と比べて使用する数学の難易度が上昇します。しかし，ミクロ経済学は数理的に体系化された理論であるため，数学的な要
素が授業に登場することは避けられません。ただし，数学が苦手な学生でも授業内容が理解できるよう，必要な数学については授業内で復習を行いま
す。
また，ミクロ経済学は消費者としての自分自身や身近な企業も分析の対象としています。よって，一見すると現実離れしているように感じる理論も，具体
例を考えてみると日常で直面している現象を論理的に説明しているだけであることに気付くことができると思います。単に用語や計算を暗記するのでは
なく，具体例を考えることで理論を真に理解することができれば，今後の学修にも大いに役立つ力を得ることができるでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は指定しません。
配付する資料に基づき授業を進めます。

参考書

①ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年（図書館の電子ブックで閲覧することもできます。復
習事項の指示におけるテキストは本書を指します。）
②ミクロ経済学の力，神取道宏，日本評論社，2014年

なし

①9784535558441
②9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
ミクロ経済学Ⅰで用いた数学の復習

・シラバスおよび学修計画の確認（2時間程度）
・ミクロ経済学Ⅰの復習（2時間程度）

4時間対面

第2回 部分均衡理論の復習1
（需給曲線と市場均衡）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・ミクロ経済学Ⅰの復習（2時間程度）

4時間対面

第3回 部分均衡理論の復習2
（余剰分析）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・ミクロ経済学Ⅰの復習（2時間程度）

4時間対面

第4回 消費者理論1
（効用関数と無差別曲線）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 149－165）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第5回 消費者理論2
（予算制約と効用最大化）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 165－173）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第6回 消費者理論3
（効用最大化の復習と所得効果）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 175－183）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

－69－



第7回 消費者理論4
（価格効果とスルツキー分解）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 183－194）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第8回 消費者理論の応用例 ・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 194－204）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第9回 生産者理論1
（生産関数と費用）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 205－221）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第10回 生産者理論2
（費用最小化と利潤最大化）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 221－237）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第11回 一般均衡理論1
（交換経済）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 239－249）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第12回 一般均衡理論2
（生産経済）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・テキスト（pp. 249－256）または参考書でこれに準じる箇
所の確認（2時間程度）

4時間対面

第13回 一般均衡分析3
（一般均衡理論再考）

・授業資料・内容の復習（2時間程度）
・一般均衡理論の復習（2時間程度）

4時間対面

第14回 ミクロ経済学の展開 ・授業資料・内容の復習 4時間対面

第15回 試験に向けた総復習 ・試験に向けた総復習 6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ミクロ経済学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 部分均衡分析から一般均衡分析へ

授業の目的及び概要
ミクロ経済学は、経済学の基礎ですので、大学4年間の勉強にとって非常に重要です。とくに、ミクロ経済理論の手法は経済学の多くの分野で広く用いら
れています。たとえば、産業組織論、貿易理論などは、いずれもミクロ経済学をその主要な分析用具としています。
　この授業では、ミクロ経済学の基礎である消費者（家計）行動の理論と生産者（企業）行動の理論を中心に勉強して行きたいと思います。効用関数、無
差別曲線、限界代替率、予算制約、所得効果、代替効果、費用最小化、利潤最大化などについて学修していきます。授業内容は、ミクロ経済学の入門
レベルにあたります。
実学としての経済学の関係：
この授業を受講することにより、ミクロ経済学の視点から、現実の経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。

学修の到達目標
この授業の到達目標を以下のように設定します。
1.一般均衡分析の概要を理解することができる。
2.与えられたグラフの経済学的な意味を読み取ることができる。
3.練習問題の計算等を通じて、数学というツールを用いて経済に関する諸問題を考えることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実施する練習問題について、授業の復習時間を活用してフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「ミクロ経済学Ⅰ」と「ミクロ経済学Ⅱ」はその両方を履修してはじめて内容が完結しますので、「ミクロ経済学Ⅰ」の修得後には直ちに「ミクロ経済学Ⅱ」
を履修してください。また、「ミクロ経済学Ⅱ」は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得してから履修してください。
　数学が苦手な学生も興味を持てるように工夫を凝らしていますので、一人でも多くの学生が履修することを期待しています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ミクロ経済学第3版，伊藤元重，日本評論社，2018年（図書館の電子ブックで閲覧することもできます。復習事
項の指示におけるテキストは本書を指します。）

参考書

ミクロ経済学の力，神取道宏， 日本評論社，2014年

9784535558441

9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ミクロ経済学Ⅱ」の位置づけ、授業の概要、進め方、授業中の注意
点、成績評価の基準・方法について説明します。
（2回目以降の内容は計画であり、授業の進行に合わせて変更すること
があります）

【予習】教科書第5章を読んで、とくに「無差別曲線と効用」
（教科書ｐp.152〜165）を予習してください。

3時間対面

第2回 消費者行動の理論①：無差別曲線と効用について勉強します。 【予習】教科書第5章を読んで、とくに予算制約（教科書ｐ
p.165〜167）を予習してください。
【復習】教科書第５章を読み直して、授業で学習した内容
を確認してください。

4時間対面

第3回 消費者行動の理論②：予算制約の定義、数式とグラフについて勉強し
ます。

【予習】教科書第5章を読んで、とくに「無差別曲線と効用
最大化」（教科書ｐp.167以降の内容）について予習してく
ださい。
【復習】教科書第５章を読み直して、授業で学習した内容
を確認してください。

4時間対面

第4回 消費者行動の理論③：効用最大化と消費者行動について勉強します。 【予習】これまでの授業内容を復習すると同時に、教科書
第6章を予習してください。
【復習】教科書第５章を読み直して、授業で学習した内容
を確認してください。

4時間対面

第5回 消費者行動理論の展開①：所得の変化と需要について勉強します。 【予習】教科書第6章を読んで、とくに「価格の変化と需要」
（教科書ｐp.183〜195）を予習してください。
【復習】教科書第6章を読み直して、授業で学習した内容を
確認してください。

4時間対面
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第6回 消費者行動理論の展開②：価格の変化と需要について勉強します。 【予習】教科書第6章を読んで、とくに「労働供給の理論」
（教科書ｐp.196〜202）を予習してください。
【復習】教科書第6章を読み直して、授業で学習した内容を
確認してください。

4時間対面

第7回 消費者行動理論の展開③：労働供給の理論について勉強します。 【予習】教科書第7章を読んで、とくに「生産関数としてとら
えた企業」（教科書ｐp.206〜214）を予習してください。
【復習】教科書第6章を読み直して、授業で学習した内容を
確認してください。

4時間対面

第8回 消費者行動理論の展開④：引き続き　労働供給の理論について勉強し
ます。

【予習】教科書第7章を読んで、とくに「生産関数としてとら
えた企業」（教科書ｐp.206〜214）を予習してください。
【復習】教科書第6章を読み直して、授業で学修した内容を
確認してください。

4時間対面

第9回 生産と費用①：生産関数を中心に勉強します。 【予習】教科書第7章を読んで、とくに「生産要素間の代替
と費用」、「費用最小化行動と費用曲線」（教科書ｐp.214〜
228）を予習してください。
【復習】教科書第７章を読み直して、授業で学習した内容
を確認してください。

4時間対面

第10回 生産と費用②：企業の費用最小化行動について勉強します。 【予習】教科書第7章を読んで、とくに「利潤最大化行動」
（教科書ｐp.229〜236）を予習してください。
【復習】教科書第７章を読み直して、授業で学習した内容
を確認してください。

4時間対面

第11回 生産と費用③：企業の利潤最大化行動について勉強します。 【予習】教科書第８章「交換の利益」を読んで予習してくだ
さい。
【復習】教科書第８章を読み直して、授業で学習した内容
を確認してください。

4時間対面

第12回 一般均衡と資源配分①：交換の利益について勉強します。 【予習】教科書第８章「生産活動における資源配分」を読
んで予習してください。
【復習】教科書第8章を読み直して、授業で学習した内容を
確認してください。

4時間対面

第13回 一般均衡と資源配分②：生産活動における資源配分について勉強しま
す。

【予習】教科書第８章「比較優位の理論」を読んで予習して
ください。
【復習】】教科書第8章を読み直して、授業で学習した内容
を確認してください。

4時間対面

第14回 一般均衡と資源配分③：比較優位の理論について勉強します。 【復習】教科書第8章を読み直して、授業で学習した内容を
確認してください。また、授業全体の復習を始めてくださ
い。

4時間対面

第15回 定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信しま
す。

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修
内容の総復習を行ってください。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ミクロ経済学Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234田中　征史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ミクロ経済学Ⅰの受講者を対象に、ミクロ経済学の基礎を授業する

授業の目的及び概要
本科⽬では、はじめて経済学を学ぶ学⽣がミクロ経済学の基本的な考え⽅や分析⽅法を習得し、受講⽣が現実社会で起きている問題を経済学的視点
から考えられるようになることを⽬的としています。ミクロ経済学はあらゆる経済学分野の基礎となっていると⾔っても過⾔ではなく、経済学を専攻する
学⽣にとってミクロ経済理論を理解することは必須となります。本講義では、経済学の前提知識のない学⽣を対象としているため、複雑な数式計算は極
⼒避け、より直感的な解説を中⼼に講義を⾏っていきます。

学修の到達目標
この授業で扱う主なトピックは、企業の費⽤関数、独占と寡占、労働の需要と供給、消費の最適化、情報の⾮対称性の5つです。各トピックでは、グラフ
や具体例を使った直感的な解説を⾏いますが、多少の数式計算は避けられません。よって、受講⽣の到達⽬標は以下の3点となります。
1. 各トピックの概要を理解する
2. グラフを使った分析ができるようになる
3. 連⽴⽅程式を解き、経済の均衡を分析できるようになる

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートの答案にコメントを記載のうえ返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この講義を受講するにあたって受講⽣が数学の基礎知識を既に習得していることが受講条件ではありませんが、講義では数式を使った分析を⾏うこと
も多々あります。数学を苦⼿としている⼈は、講義中の解説やレポート課題を解くことによって、この授業で登場する数式を扱えるようになってください。
期末試験を受ける段階で、関数のグラフの図⽰や連⽴⽅程式の解の導出ができなければ単位を取得することが難しくなります。
授業中の私語は固く禁じます。ただし、授業中の質問は歓迎しますので、質問がある場合は（できれば授業中に、もしくは授業後に）是⾮聞いてくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

この科目では特定のテキストは指定しない。

参考書

この科目では特定のテキスト
は指定しない。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回のガイダンスとして、今後の授業の進め⽅やレポート課題、期末試
験等に関してアナウンスをする。残りの時間は、この科⽬のイントロダク
ションとして、ミクロ経済学Iの内容の簡単なまとめと、本講義で扱うト
ピックの紹介を⾏う。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第2回 機会費⽤や限界・平均費⽤の概念について紹介する。テキスト第13章
が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 短期経済と⻑期経済における費⽤の捉え⽅の違いについても解説す
る。テキスト第13章が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第4回 競争市場の概念について。また、企業の利潤最⼤化⾏動がどのように
分析することができるかを解説する。テキスト第14章が該当範囲とな
る。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第5回 企業の利潤最⼤化をグラフを使って分析する。テキスト第14章が該当
範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第6回 企業の利潤最⼤化⾏動によって供給曲線がどのように導かれるかを解
説する。テキスト第14章が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第7回 企業は⾃社で雇う労働者の数をどのように決定する？労働需要に関す
る解説を⾏う。テキスト第18章が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第8回 労働者は⾃⾝の労働時間をどのように決定する？労働供給に関する
解説を⾏う。テキスト第18章が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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第9回 予算制約線と無差別曲線について。テキスト第21章が該当範囲となる。 講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第10回 消費者にとって最適な消費量とはどのように決定される？消費者によ
る効⽤最⼤化に関して解説を⾏う。テキスト第21章が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第11回 所得や価格の変化が消費者の選択に及ぼす影響について分析する。
テキスト第21章が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第12回 外部性と市場の⾮効率性について解説を⾏う。テキスト第10章が該当
範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第13回 外部性に対する公共政策について解説を⾏う。テキスト第10章が該当
範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第14回 公共財のフリーライダー問題とは。共有資源における共有地の悲劇と
は。テキスト第11章が該当範囲となる。

講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第15回 これまでのまとめとして、扱ったトピックを総復習する。 講義で紹介した重要語句や演習問題の解法に関して⼗
分に復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マクロ経済学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234グスタボ・バルダス

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済全体の生産水準と雇用の決定メカニズムと経済政策の効果

授業の目的及び概要
マクロ経済学Iの主な目的は、国全体の生産水準（GDP）、雇用、賃金、などはどのようなメカニズムによって決定されるか、変動させる要因が何か、そし
て、経済政策が経済にどのような影響を与えるかを勉強することです。マクロ経済学を理解することによって、経済学の各分野である労働・金融・貿易な
どをより広範に理解できるようになります。マクロ経済学では、経済の変動を起こす要因の理論を勉強することと共に、日本経済の現状と将来の見通し
について勉強します。この科目の最終的な目標は、学生が卒業した後、より充実な就職活動もでき、社会に貢献できる人材になることです。
マクロ経済学で勉強するGDP、利子率、為替レート、貿易のつながりのメカニズムは、本学の経済学部が取り組んでいる「実学としての経済学」の内容
を理解するための基本知識です。「実学としての経済学」の取り組みが主に各演習で行い、同トピックスの理解を深め、応用問題の解き方も勉強しま
す。

学修の到達目標
この授業の学修の主な目標は以下の通りです。

１. マクロ経済学の理論を理解する力
２. 日本経済の現状と将来の見通しについて分析できる力
３. 実際の経済を変動させるメカニズを説明する力
４. マクロ経済の諸問題を理解し、解決策を考える力

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された練習問題のなか、正解率の低い問題がある場合、後に同タイプの問題を解説して、フィードバックします。分からない点があれば、自由に質
問してください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

マクロ経済学Iでは、マクロ経済の動きを理解するための基礎的な知識を得ることができますが、合格すれば、「マクロ経済学II」も履修して勉強すること
が望ましいです。マクロ経済学IIでは利子率、株価、債券の価格、企業の設備投資、為替レート、財政政策と金融政策について勉強します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：講義ノートマクロ経済学I　２０２３年版　著者：バルダス グスタボ
テキストのPDFバージョンがLearning Portalの「授業内容/教材」にアップされます。

参考書

①『入門マクロ経済学（第５版）』，中谷巌，日本評論社、2007年
②マンキューマクロ経済学 1 入門篇 第4版，N.グレゴリー マンキュー，東洋経済新報社，2017年
③マンキューマクロ経済学 2 応用篇 第4版，N.グレゴリー マンキュー，東洋経済新報社，2018年

データベース
 内閣府：　https://www.cao.go.jp/
 日本銀行：　https://www.boj.or.jp/
 政府統計の総合窓：https://www.e-stat.go.jp/
 経済産業省：https://www.meti.go.jp/
 財務省：https://www.mof.go.jp/
他のデータベースを授業で紹介します。

なし

① 9784535555136
② 9784492315040
③ 9784492315101

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の案内を行う。 予習：「授業1  授業の案内」を読んでください。
復習：「練習1　マクロ経済学の主なトピックス」を解いて、
オンラインで、回答してください。

1時間対面

第2回 日本経済の現状と将来の見通しについてのデータを紹介します。 予習：「授業2  日本経済の現状と将来の見通し」を読んで
下さい。
復習：「練習2　日本の経済の現状と将来の見通し」を解い
て、オンラインで、回答してください。

4時間オンデマンド

第3回 失業率と有効求人倍率の定義、計算法などについて勉強する。 予習：「授業3  失業率と有効求人倍率 」を読んで下さい。
復習：「練習3　失業率と求人倍率 」を解いて、オンライン
で、回答してください。

4時間対面
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第4回 賃金と労働供給の関係を勉強する。 予習：「授業4  賃金と労働供給 」を読んで下さい。
復習：「練習4　賃金と労働供給  」を解いて、オンラインで
回答してください。

4時間対面

第5回 企業の生産技術、利潤最大化問題、労働需要関数について勉強する。 予習：「授業5  企業の技術と労働需要」を読んで下さい。
復習：「練習5　企業の利潤最大化問題 」を解いて、オンラ
インで、回答してください。

4時間対面

第6回 労働市場、失業の原因、失業を減らす政策について勉強する。 予習：「授業6  労働市場」を読んで下さい。
復習：「練習6　労働市場と失業の原因」を解いて、オンラ
インで回答してください。

4時間対面

第7回 国内総生産（GDP)の定義、原則、三面等価などについて勉強する。 予習：「授業7  GDP 」を読んで下さい。
復習：「練習7　GDP 」を解いて、オンラインで回答してくだ
さい。

4時間対面

第8回 国民総生産（GNP)、国民所得、経済循環の図、投資・貯蓄バランスにつ
いて勉強する。

予習：「授業8  GNP  経済循環の図・ISバランス 」を読んで
下さい。
復習：「練習8　GNPや国民所得など 」を解いて、オンライ
ンで回答してください。

4時間対面

第9回 産業連関表、名目GDP、実質GDP、GDPデフレーターについて勉強す
る。

予習：「授業9  産業連関表 ＧＤＰデフレーター」を読んで
下さい。
復習：「練習9　産業連関表　GDPデフレーター」を解いて、
オンラインで回答してください。

4時間対面

第10回 消費関数について勉強する。 予習：「授業10  消費関数 」を読んで下さい。
復習：「練習10　消費関数 」を解いて、オンラインで回答し
てください。

4時間対面

第11回 ケインズ経済学の乗数モデルによるＧＤＰの均衡の決定の図と、均衡
の計算方法を勉強する。

予習：「授業11  ケインズの乗数モデルによるGDPの均衡
の決定 」を読んで下さい。
復習：「練習11  乗数モデル（均衡の計算） 」を解いて、オ
ンラインで回答してください。

4時間対面

第12回 乗数モデルによる財政政策（政府支出と税金の変化）について勉強す
る。

予習：「授業12  ケインズの乗数モデルによる政策の効
果」を読んで下さい。
復習：「練習12　乗数モデル（政策の効果の計算）」を解い
て、オンラインで回答してください。

4時間対面

第13回 乗数モデルによる波及プロセスと不況の原因について勉強する。 予習：「授業13  波及プロセス・不況の原因」を読んで下さ
い。
復習：「練習13　波及プロセスと不況の原因 」を解いて、オ
ンラインで回答してください。
　　　　試験の準備も行ってください。

5時間対面

第14回 完全雇用の達成と所得税のある乗数モデルについて勉強する。 予習：「授業14  乗数モデルの他のトピックス 」を読んで下
さい。
復習：「練習14　完全雇用の達成政策と所得税 」を解い
て、オンラインで回答してください。
　　　　試験の準備も行ってください。

5時間対面

第15回 開放経済の乗数モデルを勉強する。 予習：「授業15  開放経済の乗数モデル」を読んで下さい。
復習：「練習15   開放経済の乗数モデル  」を解いて、オン
ラインで回答してください。
　　　　オンラインの最後の練習問題を解いて、受講してく
ださい。試験の準備も行ってください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マクロ経済学Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234嶋田　裕光

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ マクロ経済学で登場する基本的な指標(モデル上は変数）とそれぞれの関係の把握、所得水準の決定理論（いわゆる45度線分析）を学ぶ

授業の目的及び概要
家計や企業といった個々の経済主体の合理的な行動に着目するミクロ経済学と異なり、マクロ経済学は景気、経済成長、物価変動、失業といった経済
全体の動きを説明するための理論の体系です。その中で家計や企業、政府、海外経済というように経済主体を大括りのグループで捉え、それぞれの行
動の変化が経済全体にどの様な影響を及ぼすかを理論的に説明するための指標や分析の枠組みを学ぶことになります。
必修科目である本講義では、まず講義前半で、マクロ経済学の理解に不可欠な概念や分析に用いる統計指標からはじめ、基本的な国民所得水準の
決定理論、経済政策の効果などについて説明していきます。講義後半ではマクロ経済学における主体間の関係を掘り下げるために、家計や企業、政府
それぞれの主体の行動の原理や政策の効果などについて説明します。
　この講義全体を通じて、実際の経済全体の動きと各経済主体との相互の連関を統計や理論を活用して体系的に理解できる力を身につけることを目的
とします。

学修の到達目標
本講義では、以下の３点を到達目標とします。
1. マクロ経済学における財市場の均衡を中心とする基礎的理論を身につける。
2.マクロ経済学という体系的な視点をもって具体的な経済事象の相互の関係を理解し、自ら説明できるようになる。
3.公務員試験など各種就職資格試験における関連分野の問題が解けるようになること

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回、ラーニングポータルで確認のための小テストを実施し、解答期間終了後、自動採点により理解度をチェックできるようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に経済企画庁（現内閣府）に入庁し、国家公務員として30年以上のキャリアを積んでいる。また、経済白書や経済計画、
GDP統計、社会福祉政策にも携わった実務経験から、マクロ経済学、財政学、GDP統計、少子化問題を専門領域としている。本科目では、これらの経
験を生かし、経済データを正しく評価する目を養い、社会で役立てるための基本的な理論から実務的なプロセスまで含めた幅広い授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の講義後に、確認のための演習問題をラーニングポータルの小テスト欄に掲載します。わからなかったところについてはその都度潰していくよう心
がけてください。なお、日本経済等、経済事情に関する講義と並行して履修すると相乗的に理解が深まります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①マクロ経済学・入門(第５版）,福田慎一・照山博司,有斐閣,2016年
②入門マクロ経済学【第4版】,井堀利宏 ,新世社,2020年
　かなり平易に書かれているマクロ経済学の基礎的なテキストです。
③入門マクロ経済学【第5版】,中谷巌 ,日本評論社,2007年。
　伝統的なマクロ経済学のテキストとして広く読まれています。

なし

①9784641220669
②9784883843084
③9784535555136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 マクロ経済学で何を対象とするのか基本的な視点を解説します。併せ
て、本講義のガイダンスとして授業計画や参考書、注意点について説
明します。

授業中の説明を振り返り、授業の進め方を再確認すると
ともに、今後の学習計画を検討してください。

2時間対面

第2回 マクロ経済学を身近なものとして関心を持ってもらうために、マクロ経済
に関する代表的な指標（生産、雇用、消費、貿易）を使った、実際の景
気判断や政策決定の現場について解説します。

授業開始までにマクロ経済に関するニュースや記事を集
めて読んでおいて下さい。同時にそのニュースなどを読ん
で疑問点をまず整理してしておいて下さい。後の講義でそ
れらがだんだん理解できるようになります。なお、毎講義
後、ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小
テストを掲載しますので、期限までに必ず解答してくださ
い。

4時間対面

第3回 マクロ経済学で登場する雇用、生産、所得、消費といったマクロ変数た
どのように繋がり、循環しているかを解説します。

マクロ経済学を初めて学習するために不可欠な内容が多
数登場しますので今回講義内容の復習をよく行っておい
てください。講義後、ラーニングポータルのテスト欄で授業
内容に関する小テストを掲載しますので、期限までに必ず
解答してください。

4時間対面

第4回 マクロ経済分析で登場するGDPの概念、国民経済計算の基本的内容
を解説します。

多くの項目が新しく登場しますので今回講義内容の復習
を十分行っておいてください。講義後、ラーニングポータル
のテスト欄で授業内容に関する小テストを掲載しますの
で、期限までに必ず解答してください。

5時間対面

－77－



第5回 前回に引き続き、国民経済計算を用いながら、三面等価の原則、実
質、名目、フローとストックの概念について解説します。

今回も引き続き今後のマクロ経済学の理解に不可欠な概
念の内容となるので、講義内容の復習を十分行って下さ
い。講義後、ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に
関する小テストを掲載しますので、期限までに必ず解答し
てください。

5時間対面

第6回 三面等価の原則やGDPの構成要素について復習した後、需要と供給な
どマクロ経済学上の基本的な概念と枠組みを解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

5時間対面

第7回 財市場の均衡とGDP水準の決定理論（４５度線分析）の基本について
解説します。その際、デフレギャップやインフレギャップの概念について
も説明します。

講義後、ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関す
る小テストを掲載しますので、期限までに必ず解答してく
ださい。また、次回中間テストを行いますので、これまでの
学習内容について改めて復習をしてください。

5時間対面

第8回 第１回目から７回目までの授業内容について中間テストを実施した後、
解答の解説を行います。

中間テストで出来なかったところは、今後の学習の支障に
ならないよう完全に理解できるよう今一度復習しておいて
ください。

5時間対面

第9回 消費にかかる諸仮説とそれに基づく消費関数について解説します。 今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

4時間対面

第10回 企業の設備投資についての仮説や関数について解説します。 今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

4時間対面

第11回 マクロ経済学における政府の役割と財政政策の効果（乗数分析）につ
いて解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。確認のため
の課題（演習問題形式）を課しますので、次回講義日まで
に解答作成、提出して下さい。次回講義で解説、講評しま
す。

4時間対面

第12回 乗数分析を応用して財政政策のパターンの違いによる経済効果の差
や、中立命題など財政赤字の効果について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。確認のため
の課題（演習問題形式）を課しますので、次回講義日まで
に解答作成、提出して下さい。次回講義で解説、講評しま
す。

4時間対面

第13回 貿易（輸出入）を中心とした海外経済との関係を通じて、国内外の経済
の変動がGDP水準にどう影響するか４５度線分析を使って解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

4時間対面

第14回 財市場均衡モデル（４５度線分析）のまとめとして家計（消費）、企業（投
資）、政府、海外経済各主体の行動変化による経済全体への影響をレ
ビューします。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

5時間対面

第15回 これまでマクロ経済学Iで取り上げた内容について何回でも視聴できる
ようにオンデマンド形式で総復習します。併せて経済現象をより深く理
解するために、マクロ経済学IIの履修に向けてさらにどの様な学習が必
要かについても概説します。

定期試験に向けて、講義資料、確認課題等の解答を使っ
て復習をしっかり行ってください。これまで学習した内容
は、マクロ経済学IIやその他の応用科目の理解に不可欠
となりますので、改めて全体をよく復習しておいてくださ
い。通常授業と同様にラーニングポータルのテスト欄で今
回の授業内容に関する小テストを掲載しますので、期限ま
でに必ず解答してください

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マクロ経済学Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ マクロ経済学で登場する基本的な指標(モデル上は変数）とそれぞれの関係の把握、所得水準の決定理論（いわゆる45度線分析）を学ぶ

授業の目的及び概要
家計や企業といった個々の経済主体の合理的な行動に着目するミクロ経済学と異なり、マクロ経済学は景気、経済成長、物価変動、失業といった経済
全体の動きを説明するための理論の体系です。その中で家計や企業、政府、海外経済というように経済主体を大括りのグループで捉え、それぞれの行
動の変化が経済全体にどの様な影響を及ぼすかを理論的に説明するための指標や分析の枠組みを学ぶことになります。
必修科目である本講義では、まず講義前半で、マクロ経済学の理解に不可欠な概念や分析に用いる統計指標からはじめ、基本的な国民所得水準の
決定理論、経済政策の効果などについて説明していきます。講義後半ではマクロ経済学における主体間の関係を掘り下げるために、家計や企業、政府
それぞれの主体の行動の原理や政策の効果などについて説明します。
　この講義全体を通じて、実際の経済全体の動きと各経済主体との相互の連関を統計や理論を活用して体系的に理解できる力を身につけることを目的
とします。

学修の到達目標
本講義では、以下の３点を到達目標とします。
1. マクロ経済学における財市場の均衡を中心とする基礎的理論を身につける。
2.マクロ経済学という体系的な視点をもって具体的な経済事象の相互の関係を理解し、自ら説明できるようになる。
3.公務員試験など各種就職資格試験における関連分野の問題が解けるようになること

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回、ラーニングポータルで確認のための小テストを実施し、解答期間終了後、自動採点により理解度をチェックできるようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の講義後に、確認のための演習問題をラーニングポータルの小テスト欄に掲載します。わからなかったところについてはその都度潰していくよう心
がけてください。なお、日本経済等、経済事情に関する講義と並行して履修すると相乗的に理解が深まります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①マクロ経済学・入門(第５版）,福田慎一・照山博司,有斐閣,2016年
②入門マクロ経済学【第4版】,井堀利宏 ,新世社,2020年
　かなり平易に書かれているマクロ経済学の基礎的なテキストです。
③入門マクロ経済学【第5版】,中谷巌 ,日本評論社,2007年。
　伝統的なマクロ経済学のテキストとして広く読まれています。

なし

①9784641220669
②9784883843084
③9784535555136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 マクロ経済学で何を対象とするのか基本的な視点を解説します。併せ
て、本講義のガイダンスとして授業計画や参考書、注意点について説
明します。

授業中の説明を振り返り、授業の進め方を再確認すると
ともに、今後の学習計画を検討してください。

2時間対面

第2回 マクロ経済学を身近なものとして関心を持ってもらうために、マクロ経済
に関する代表的な指標（生産、雇用、消費、貿易）を使った、実際の景
気判断や政策決定の現場について解説します。

授業開始までにマクロ経済に関するニュースや記事を集
めて読んでおいて下さい。同時にそのニュースなどを読ん
で疑問点をまず整理してしておいて下さい。後の講義でそ
れらがだんだん理解できるようになります。なお、毎講義
後、ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小
テストを掲載しますので、期限までに必ず解答してくださ
い。

4時間対面

第3回 マクロ経済学で登場する雇用、生産、所得、消費といったマクロ変数た
どのように繋がり、循環しているかを解説します。

マクロ経済学を初めて学習するために不可欠な内容が多
数登場しますので今回講義内容の復習をよく行っておい
てください。講義後、ラーニングポータルのテスト欄で授業
内容に関する小テストを掲載しますので、期限までに必ず
解答してください。

4時間対面

第4回 マクロ経済分析で登場するGDPの概念、国民経済計算の基本的内容
を解説します。

多くの項目が新しく登場しますので今回講義内容の復習
を十分行っておいてください。講義後、ラーニングポータル
のテスト欄で授業内容に関する小テストを掲載しますの
で、期限までに必ず解答してください。

5時間対面
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第5回 前回に引き続き、国民経済計算を用いながら、三面等価の原則、実
質、名目、フローとストックの概念について解説します。

今回も引き続き今後のマクロ経済学の理解に不可欠な概
念の内容となるので、講義内容の復習を十分行って下さ
い。講義後、ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に
関する小テストを掲載しますので、期限までに必ず解答し
てください。

5時間対面

第6回 三面等価の原則やGDPの構成要素について復習した後、需要と供給な
どマクロ経済学上の基本的な概念と枠組みを解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

5時間対面

第7回 財市場の均衡とGDP水準の決定理論（４５度線分析）の基本について
解説します。その際、デフレギャップやインフレギャップの概念について
も説明します。

講義後、ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関す
る小テストを掲載しますので、期限までに必ず解答してく
ださい。また、次回中間テストを行いますので、これまでの
学習内容について改めて復習をしてください。

5時間対面

第8回 第１回目から７回目までの授業内容について中間テストを実施した後、
解答の解説を行います。

中間テストで出来なかったところは、今後の学習の支障に
ならないよう完全に理解できるよう今一度復習しておいて
ください。

5時間対面

第9回 消費にかかる諸仮説とそれに基づく消費関数について解説します。 今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

4時間対面

第10回 企業の設備投資についての仮説や関数について解説します。 今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

4時間対面

第11回 マクロ経済学における政府の役割と財政政策の効果（乗数分析）につ
いて解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。確認のため
の課題（演習問題形式）を課しますので、次回講義日まで
に解答作成、提出して下さい。次回講義で解説、講評しま
す。

4時間対面

第12回 乗数分析を応用して財政政策のパターンの違いによる経済効果の差
や、中立命題など財政赤字の効果について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。確認のため
の課題（演習問題形式）を課しますので、次回講義日まで
に解答作成、提出して下さい。次回講義で解説、講評しま
す。

4時間対面

第13回 貿易（輸出入）を中心とした海外経済との関係を通じて、国内外の経済
の変動がGDP水準にどう影響するか４５度線分析を使って解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

4時間対面

第14回 財市場均衡モデル（４５度線分析）のまとめとして家計（消費）、企業（投
資）、政府、海外経済各主体の行動変化による経済全体への影響をレ
ビューします。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、
ラーニングポータルのテスト欄で授業内容に関する小テス
トを掲載しますので、期限までに必ず解答してください。

5時間対面

第15回 これまでマクロ経済学Iで取り上げた内容について何回でも視聴できる
ようにオンデマンド形式で総復習します。併せて経済現象をより深く理
解するために、マクロ経済学IIの履修に向けてさらにどの様な学習が必
要かについても概説します。

定期試験に向けて、講義資料、確認課題等の解答を使っ
て復習をしっかり行ってください。これまで学習した内容
は、マクロ経済学IIやその他の応用科目の理解に不可欠
となりますので、改めて全体をよく復習しておいてくださ
い。通常授業と同様にラーニングポータルのテスト欄で今
回の授業内容に関する小テストを掲載しますので、期限ま
でに必ず解答してください

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マクロ経済学Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234田中　征史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ マクロ経済学を初めて学ぶ学生を対象に、マクロ経済学の基礎を授業する

授業の目的及び概要
本科目では、初級のマクロ経済学を講義します。GDPの成長や物価の変動、景気の変動、貿易収支、財政赤字といった用語は普段テレビや新聞など
のメディアで耳にする言葉でしょう。こういった「経済指標」は、ある国、もしくは、ある地域全体の経済活動を包括的に分析するために用いられるもので
す。マクロ経済学とは、このように個々人の経済活動を集計的に捉え、国や地域全体の経済の変動について分析する学問です。この講義では、マクロ
経済学の基礎を学ぶことで、受講生が現実世界のマクロ経済現象に対して論理的に理解できるようになることを目標としています。

学修の到達目標
この授業で扱う主なトピックは、GDP、物価指数、経済成長、資金市場の分析、中央銀行の役割と金融政策の5つです。各トピックでは、グラフや具体例
を使った直感的な解説を⾏いますが、多少の数式計算は避けられません。よって、受講⽣の到達⽬標は以下の3点となります。
1. 各トピックの概要を理解する
2. グラフを使い、経済の均衡を分析ができるようになる
3. 経済政策に伴う市場の変化を考察できるようになる

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
Learning Portalで提出された小テストや試験の答案に対してコメントを記載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目では15回のすべての授業を遠隔（オンデマンド）で実施するため、受講生からの質問はメールにて対応します。また、質問内容がメールでは返答
できない場合は、日程を決めてZoom等で回答することも可能です。担当教員のメールアドレスは初回授業時に受講生にお知らせします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

マクロ経済学入門 第3版 二神孝一 （著）

参考書

ISBN-13: 978-4535041240
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回のガイダンスとして、今後の授業の進め方やレポート課題、期末試
験等に関してアナウンスをする。残りの時間は、マクロ経済学の役割
や、ミクロ経済学との違いについて解説を行う。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、マクロ経済学の
役割やミクロ経済学との違いについて予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、マクロ経済学
の役割やミクロ経済学との違いについて十分に理解して
おくこと。

4時間オンデマンド

第2回 マクロ経済モデルで分析する経済主体に関して。テキスト第1章が該当
範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んみ、マクロ経済モ
デルで分析する経済主体の役割について予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、マクロ経済モデ
ルで分析する経済主体の役割について十分に理解してお
くこと。

4時間オンデマンド

第3回 生産面で測ったGDPとは？GDPと付加価値に関して解説を行い、その
後、GDPの計算に関して演習問題を解く。テキスト第2章が該当範囲と
なる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、生産面で測った
GDPについて予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、生産面で測っ
たGDPについて十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第4回 所得で測ったGDPと支出で測ったGDPについて解説を行う。また、実質
GDPと名目GDPの定義を解説し、これらの計算に関する演習を行う。テ
キスト第2章が該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、所得で測った
GDPと支出で測ったGDPについて予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、所得で測った
GDPと支出で測ったGDPについて十分に理解ておくこと。

4時間オンデマンド

第5回 物価の定義について。GDPデフレータの定義と計算演習。テキスト第3
章が該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、GDPデフレータ
の定義について予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、GDPデフレータ
の定義について十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド
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第6回 消費者物価指数や企業物価指数の定義と計算演習。テキスト第3章が
該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、消費者物価指
数や企業物価指数の定義について予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、消費者物価指
数や企業物価指数の定義について十分に復習しておくこ
と。

4時間オンデマンド

第7回 世界の国の経済発展の違いは何によって説明されるか？経済成長と
物的資本の関係について。テキスト第4章が該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、世界の国の経
済発展の違いについて予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、世界の国の経
済発展の違いについて十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第8回 ソロー経済成長モデルの解説と演習。テキスト第4章が該当範囲とな
る。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、ソロー経済成長
モデルについて予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、ソロー経済成
長モデルについて十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 金融市場における貯蓄と投資の関係について。テキスト第5章が該当範
囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、金融市場にお
ける貯蓄と投資の関係について予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、金融市場にお
ける貯蓄と投資の関係について十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第10回 利子率の決定について解説を行う。テキスト第5章が該当範囲となる。 授業前に指定教科書の該当箇所を読み、利子率の決定
について予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、利子率の決定
について十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第11回 貨幣の定義と役割について解説を行う。テキスト第6章が該当範囲とな
る。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、貨幣の定義と
役割について予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、貨幣の定義と
役割について十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第12回 中央銀行の役割について解説を行う。テキスト第6章が該当範囲とな
る。

授業前に指定教科書の該当箇所を読み、中央銀行の役
割について予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、中央銀行の役
割について十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第13回 貨幣とインフレーションに関して。テキスト第7章が該当範囲となる。 授業前に指定教科書の該当箇所を読み、貨幣とインフ
レーションについて予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、貨幣とインフ
レーションについて十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第14回 フィッシャー効果とデフレの罠。テキスト第7章が該当範囲となる。 授業前に指定教科書の該当箇所を読み、フィッシャー効
果とデフレの罠について予習をしておくこと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をし、フィッシャー効
果とデフレの罠について十分に理解しておくこと。

4時間オンデマンド

第15回 これまでの講義内容のまとめを講義する。 これまでの授業資料を閲覧することを予習とする。
期末試験に向けてこれまでの授業内容を十分に復習し、
理解すること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マクロ経済学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234グスタボ・バルダス

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ GDP・利子率・為替レートの決定メカニズムと財政政策と金融政策の効果

授業の目的及び概要
マクロ経済学Iの続きとして、マクロ経済学IIの主な目的は、GDP、雇用、賃金、利子率、為替レートなどはどのようなメカニズムによって決定されるか、変
動させる要因が何か、そして経済政策が実体経済にどのような影響を与えるかを勉強することです。特に貨幣市場、債券市場、外貨為替市場、財政政
策と金融政策の効果を勉強します。マクロ経済学を理解することによって、経済学の各分野である労働・金融・貿易などをより広範に理解できるようにな
ります。マクロ経済学では、経済の変動を起こす要因の理論を勉強することと共に、データから日本経済の現状と将来の見通しについて勉強します。こ
の科目の最終的な目標は、学生が卒業した後、より充実な就職活動もでき、社会に貢献できる人材になることです。マクロ経済学で勉強するGDP、利子
率、為替レート、貿易のつながりのメカニズムは、本学の経済学部が取り組んでいる「実学としての経済学」の内容を理解するための基本知識です。「実
学としての経済学」の取り組みが主に各演習で行い、同トピックスの理解を深め、応用問題の解き方も勉強します。

学修の到達目標
この授業の学修の主な目標は以下の通りです。

１. マクロ経済学の理論を理解する力
２. 日本経済の現状と将来の見通しについて分析できる力
３. 実際の経済を変動させるメカニズを説明する力
４. マクロ経済の諸問題を理解し、解決策を考える力

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「マクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された練習問題のなか、正解率の低い問題がある場合、後に同タイプの問題を解説して、フィードバックします。分からない点があれば、自由に質
問してください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

マクロ経済学IIで勉強するトピックスは、特に「大学院に進学したい」、「公務員試験を受けたい」、「銀行で働きたい」などといった進路を望んでいる学生
にとって不可欠な知識であり、「貿易会社」、「商社」、「一般企業」といった他の進路を望んでいる学生にも役に立ちます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストを使用しないが、以下の参考書・データベースの情報を利用して作成した資料をLearning Portalの「授
業内容/教材」にアップします。

参考書

① 中谷巌『入門マクロ経済学（第５版）』日本評論社、2007年
② マンキューマクロ経済学 1 入門篇 第4版、東洋経済新報社
③ マンキューマクロ経済学 2 応用篇 第4版、東洋経済新報社

データベース
 内閣府：　https://www.cao.go.jp/
 日本銀行：　https://www.boj.or.jp/
 政府統計の総合窓：https://www.e-stat.go.jp/
 経済産業省：https://www.meti.go.jp/
 財務省：https://www.mof.go.jp/
他のデータベースを授業で紹介します。

なし

①  4535555133
②  9784492315040
③  9784492315101

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の案内を行う。 予習：「授業1　授業の案内」を読んでください。
復習：「練習1　マクロ経済学の主なトピックス」を解いて、
オンラインで、回答してください。

1時間対面

第2回 日本経済の現状と将来の見通しについて勉強する。 予習：「授業2  日本経済の現状と将来の見通し」を読んで
下さい。
復習：「練習2　日本の経済の現状と将来の見通し」を解い
て、オンラインで、回答してください。

4時間オンデマンド

第3回 投資家が債券や株や不動産貨幣を保有する理由について勉強する。 予習：「授授業3  資産市場・資金調達・貨幣 」を読んで下
さい。
復習：「練習3　 資金調達と貨幣」を解いて、オンラインで、
回答をしてください。

4時間対面
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第4回 資産の価値を計算する方法について勉強する。 予習：「授業4  割引現在価値と資産の価値   」を読んで下
さい。
復習：「練習4　割引現在価値」を解いて、オンラインで、回
答をしてください。

4時間対面

第5回 債券の価格の決定メカニズムについて勉強する。 予習：「授業5  債券の価格」を読んで下さい。
復習：「練習5　債券の価格」を解いて、オンラインで、回答
をしてください。

4時間対面

第6回 株価と株式市場について勉強する。 予習：「授業6  株価 」を読んで下さい。
復習：「練習6 　株価と株式市場」を解いて、オンラインで、
回答をしてください。

4時間対面

第7回 中央銀行がコントロールする貨幣の供給について勉強する。 予習：「授業7  貨幣の供給・金融政策・貨幣の乗数 」を読
んで下さい。
復習：「練習7　貨幣と貨幣の乗数」を解いて、オンライン
で、回答をしてください。

4時間対面

第8回 貨幣需要、貨幣市場とＬＭ曲線について勉強する。 予習：「授業8　貨幣需要関数・貨幣市場・ＬＭ曲線 」を読
んで下さい。
復習：「練習 8   貨幣市場 」を解いて、オンラインで回答し
てください。

4時間対面

第9回 企業の投資プロジェクトと投資関数について勉強する。 予習：「授業9　企業の投資プロジェクトと投資関数」を読ん
で下さい。
復習：「練習 9  投資プロジェクトと投資関数」を解いて、オ
ンラインで回答してください。

4時間対面

第10回 IS-LM曲線モデルによる利子率とGDPの決定と政策の効果について勉
強する。

予習：「授業10   IS-LMモデルによる均衡の決定と政策の
効果 」を読んで下さい。
復習：「練習 10 　IＳ-ＬＭ曲線モデルによる政策分析」を
解いて、オンラインで回答してください。

4時間対面

第11回 IS-LM曲線モデルによる不況の原因、物価の変動の説明、クラウディン
グアウトについて勉強する。

予習：「授業11  不況 、クラウディングアウト、インフレー
ション  」を読んで下さい。
復習：「練習 11 不況とクラウディングアウト 」を解いて、オ
ンラインで回答してください。

4時間対面

第12回 線形IS-LM曲線を使って、均衡の計算方法と経済政策の効果の計算方
法について勉強する。

予習：「授業12   線形IS-LMモデル  」を読んで下さい。
復習：「練習 12  IS-LM線形モデルによる均衡と政策の効
果の計算」を解いて、オンラインで回答してください。
　　　　試験の準備も行ってください。

4時間対面

第13回 IS-LMモデルによる失業の発生、失業を減少させる政策の効果、IS-LM
モデルの特殊なケースについて勉強する。

予習：「授業13   IS-LM曲線のその他のトピックス」を読ん
で下さい。
復習：「練習 13  IS-LM曲線のその他のトピックス  」を解
いて、オンラインで回答してください。
　　　　試験の準備を続けてください。

5時間対面

第14回 変動為替相場制度における為替レートの決定と円安・円高の原因につ
いて勉強する。

予習：「授業14   為替レートと外貨為替市場」を読んで下さ
い。
復習：「練習 14  為替レートと外貨為替市場」を解いて、オ
ンラインで回答してください。
　　　　試験の準備も行ってください。

5時間対面

第15回 開放経済IS-LMモデルにおける経済政策の効果を分析する。 予習：「授業15   開放経済IS-LM曲線モデル」を読んで下
さい。
復習：「練習 15　開放経済IS-LMモデル  」を解いて、オン
ラインで回答してください。
　　　「試験のための練習」を解いて、オンラインで回答して
ください。試験の準備を行ってください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マクロ経済学Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234嶋田　裕光

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 財市場における需給の均衡に加え、貨幣の需要や供給から導かれる金融市場の均衡を組み合わせた理論枠組みとなるIS-LMモデルに習熟する。

授業の目的及び概要
最近「日本銀行の金融政策の変更は経済にどのような影響を与えるのだろうか？」といった話題が経済ニュースでよく取り上げられています。本講義で
は、マクロ経済学Iで学んだ財市場の均衡を中心とする理論の枠組みから、貨幣の需要や供給からなる金融市場における均衡まで織り込んだISー LM
モデルまで分析の枠組みをを拡げ、金融市場も含めた経済全体の動きをより体系的に理解し、上記のような話題も含め実際の経済の動きを理論に即
して説明できる力を身につけることを目的とします。

学修の到達目標
本講義では、以下の３点を到達目標とします。
1. マクロ経済学Iで学んだ財市場の均衡に加え金融市場での均衡も考慮したマクロ経済モデル（IS＝L Mモデル）の基礎的理論を身につける。
2.マクロ経済学で学んだ視点をもって具体的な経済事象の相互の関係や財政金融政策の効果などについても理解し、自ら説明できるようになる。
3.公務員試験など各種就職資格試験における関連分野の問題（より応用的な問題も含め）が解けるようになること

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「マクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎講義後、ラーニングポータルで確認のための小テスト（選択式）を掲載しますので、期限までに解答してもらい、期限終了後、直ちに自動採点によって
理解度をチェックできるようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に経済企画庁（現内閣府）に入庁し、国家公務員として30年以上のキャリアを積んでいる。また、経済白書や経済計画、
GDP統計、社会福祉政策にも携わった実務経験から、マクロ経済学、財政学、GDP統計、少子化問題を専門領域としている。本科目では、これらの経
験を生かし、経済データを正しく評価する目を養い、社会で役立てるための基本的な理論から実務的なプロセスまで含めた幅広い授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本講義はマクロ経済学Iで講義した基礎的なマクロ経済学の知識を前提として講義を行いますので、受講生は必修科目であるマクロ経済学Iの単位を取
得できていることが必要となります。なお、授業が始まるまでに、参考書などでGDPの概念や財市場均衡（４５度線分析）の枠組みまで抑えた予習を行っ
て下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①マクロ経済学・入門(第５版）,福田慎一・照山博司,有斐閣,2016年
②入門マクロ経済学【第4版】,井堀利宏 ,新世社,2020年
　かなり平易に書かれているマクロ経済学の基礎的なテキストです。
③入門マクロ経済学【第5版】,中谷巌 ,日本評論社,2007年。
　伝統的なマクロ経済学のテキストとして広く読まれています。
どの参考書も後半部分が本講義の対象内容に該当します。

なし

①9784641220669
②9784883843084
③9784535555136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回のガイダンスとして、今後の授業の進め方や確認課題（ラーニング
ポータルで実施する小テスト）、中間、期末試験等に関して説明します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。毎講義後、
確認のための小テストをラーニングポータル上に掲載しま
すので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第2回 マクロ経済学Iで学修したGDP統計（国民経済計算）の概要と乗数分析
のおさらいをします。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第3回 マクロ経済学Iで学修した財市場の均衡の変化をもたらす要因について
復習を行います。特に、今後学修する金融市場との繋がりが深い投資
関数について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第4回 金融市場の仕組み、債券と金利（利回り）の関係、株価の形成などにつ
いて解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第5回 貨幣需要の理論としてフィッシャーの交換方程式、マーシャルのkなど古
典的な貨幣理論から始め、ケインズの流動性選好について解説しま
す。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第6回 信用創造を通じた貨幣供給の仕組みと中央銀行による金融政策の効
果について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面
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第7回 貨幣の需要と供給から導き出される貨幣市場の均衡と均衡点の変化を
もたらす要因について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第8回 中間テストを実施し、授業内に解説を行います。 中間テストに備え、これまでの授業内容や演習問題の復
習を十分しておくこと。テスト後は間違えた箇所について
正答が得られるまでよく復習してください。

4時間対面

第9回 財市場の均衡を表すIS曲線と貨幣市場の均衡を表すLM曲線の導出方
法について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第10回 IS-LM分析を用いた財政政策の効果についてそれに付随するクラウ
ディングアウト効果も含め解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第11回 ISーLM分析を用いた金融政策の効果について、「流動性のわな」など
特殊な状況下における効果も含め解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第12回 ISーLM分析を用いた財政金融政策の政策効果、有効性の比較と同時
実施（ポリシーミックス）による効果について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第13回 ISーLM曲線が特殊な形状をしている場合の経済学的な意味と、その場
合の政策効果について解説します。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第14回 ISーLM分析の応用として、開放体系下でのマクロモデルの拡張（マクロ
経済学Ⅲにて学修）についてイントロダクションを行います。

今回講義内容の復習を行っておいてください。講義後、確
認のための小テストをラーニングポータル上に掲載します
ので、期限までに解答するようにしてください。

4時間対面

第15回 これまでの授業のまとめを行います。IS＝LMモデルに関する演習問題
も取り上げ復習します。オンデマンド形式で行いますので、繰り返し視
聴することにより学修内容に対する理解を定着させ、期末試験に臨む
ようにしてください。

期末テストに備え、授業後にこれまでの確認課題や中間
テストの問題も含め、授業内容の復習を十分しておいて
下さい。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マクロ経済学Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234田中　征史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ マクロ経済学Ⅰを履修した学生を対象に、マクロ経済学の基礎を授業する

授業の目的及び概要
本科目では、初級のマクロ経済学を講義します。GDPの成長や物価の変動、景気の変動、貿易収支、財政赤字といった用語は普段テレビや新聞など
のメディアで耳にする言葉でしょう。こういった「経済指標」は、ある国、もしくは、ある地域全体の経済活動を包括的イ分析するために用いられるもので
す。マクロ経済学とは、このように個々人の経済活動を集計的に捉え、国や地域全体の経済の変動について分析する学問です。この講義では、マクロ
経済学の基礎を学ぶことで、受講生が現実世界のマクロ経済現象に対して論理的に理解できるようになることを目標としています。

学修の到達目標
この講義では長期のマクロ経済モデルと短期のマクロ経済モデルについて重点的に解説を行う。この2つのモデルの違いを十分に理解できるようになる
ことがこの授業における到達目標となる。授業の後半では、失業や財政赤字の持続可能性といったトピックについても解説を行う。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
この科目は「マクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
Learning Portalで提出された小テストや試験の答案に対してコメントを記載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目では15回のすべての授業を遠隔（オンデマンド）で実施するため、受講生からの質問はメールにて対応します。また、質問内容がメールでは返答
できない場合は、日程を決めてZoom等で回答することも可能です。担当教員のメールアドレスは初回授業時に受講生にお知らせします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

マクロ経済学入門 第3版 二神孝一 （著）

参考書

ISBN-13: 978-4535041240
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回のガイダンスとして、今後の授業の進め方やレポート課題、期末試
験等に関してアナウンスをする。残りの時間は、春学期開講のマクロ経
済学Iの内容に関して簡単に復習を行う。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第2回 GDPと物価水準の測り方、各市場の均衡に関して解説を行う。テキスト
第1章〜第7章が該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 海外との財の取引や資本の取引について解説を行う。テキスト第8章が
該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第4回 国際取引によって決定される名目為替レートと実質為替レートに関して
解説を行い、応用問題の演習を行う。テキスト第8章が該当範囲とな
る。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第5回 開放経済モデルを紹介する。テキスト第9章が該当範囲となる。 授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第6回 開放経済モデルにおける名目為替レートの決定と政策効果に関して解
説を行い、その後、応用問題の演習を行う。テキスト第9章が該当範囲
となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第7回 総需要と総供給の決定について解説を行う。テキスト第10章が該当範
囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第8回 短期経済モデルの均衡と、短期経済から長期経済にかけての市場調
整に関して解説を行い、その後、応用問題の演習を行う。テキスト第10
章が該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド
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第9回 経済変動の分析を行う。総需要の変動や総供給の変動が経済に与え
る影響を短期、長期ともに分析を行う。テキスト第10章が該当範囲とな
る。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第10回 経済安定化政策に関する分析を行う。テキスト第10章が該当範囲とな
る。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第11回 失業の定義と失業発生のメカニズムについて。テキスト第11章が該当
範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第12回 経済学では失業はどのように説明されるか？代表的な失業モデルを簡
単に紹介する。テキスト第11章が該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第13回 日本の財政赤字の実態に関して解説を行う。特に、アベノミクスによる
金融緩和と財政赤字の関係に関して。テキスト第12章が該当範囲とな
る。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第14回 簡単な経済モデルを使って財政赤字の持続可能性を分析する。残りの
時間で、応用問題の演習を行う。テキスト第12章が該当範囲となる。

授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

第15回 これまでの授業のまとめを行う。 授業前に指定教科書の該当箇所を読んで予習をしておく
こと。
授業後に授業内容・演習問題の復習をしておくこと。

4時間オンデマンド

－88－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会経済学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234西　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 資本主義という経済システムを古典派経済学やマルクス経済学の視点から考える。

授業の目的及び概要
資本主義社会はそれ以前の社会とあきらかに異なる経済社会である。利潤追求が経済活動の中心となるし、人々は日々、労働力を売らなければ生活
ができない。また資本主義に入って人類は初めて経済成長というものを経験するようになった。しかし、他方で資本主義社会にはこれまでの社会と同じ
側面があるのである。この「社会経済学Ⅰ」では、資本主義社会が人間の経済システムとして歴史的に不変的な部分をもちつつも、それが市場や分
業、それに資本賃労働関係を基礎としてなされているがゆえに、それ以前の経済社会とまったく違うものとして現われているということを学ぶ。
この授業を受講することで、ミクロ経済学やマクロ経済学とはまた違った視点から経済現象について考え、それについての自分の意見をもつことができ
るようになるはずです。
なお、最終回はオンデマンド授業を行います。

学修の到達目標
●商品や貨幣の問題について説明することができる。
●社会システムの再生産について説明することができる。
●経済学における価値の問題について説明することができる。
●経済の営みにとって制約となることについて説明することができる。
●搾取の問題について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメント・シートを配布し受講生の理解を確かめ、それを以降の授業にフィードバックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ミクロ経済学やマクロ経済学とは違った、マルクス経済学の資本主義に対する見方とはどのようなものかについて関心をもって授業にのぞんでくださ
い。経済に対する見方は決して一つではありません。さまざまな見方を理解してこそ、経済という対象を理解することができるようになると思われます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

「小テスト・理解度テスト」とはコメント・
シートの提出で行う。900

00100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に定めません(授業の中で配布するプリントを中心に進めます)

参考書

①置塩信雄・鶴田満彦・米田康彦『経済学』大月書店、1988年(ISBN 4-272-11056-X)。
②松尾匡・橋本貴彦『はじめてのマルクス経済学入門』筑摩書房、2016年(ISBN 978-4-480-01636-2)。
その他については、授業中に指示します。

なし

① 427211056X
② 9784480016362

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 はじめに：全体の議論の前提について。 復習：当日の配布プリントについて復習すること（２時間程
度）。

2時間対面

第2回 資本主義の基本的特質について。 予習：生産、分配、消費といったことが何を意味するかを
調べておくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第3回 商品生産と資本主義…商品、そして貨幣。 予習：商品には使用価値と交換価値があることを調べて
おくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第4回 貨幣の問題について。 予習：貨幣のもつ諸機能について調べておくこと（２時間程
度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第5回 価格調整と数量調整。 予習：市場の需要と供給の調整はどのようになされている
か考えておくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面
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第6回 価格の決まり方、つづき。 予習：生産物の価格と資産の価格の決まり方の違いつい
て考えておくこと。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第7回 価値について(1)：効用価値論と労働価値論について。 予習：価値と価格との違いはなにか、調べておくこと（２時
間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第8回 価値について(2)：価値をどう規定するか。 予習：労働価値説とはどのような学説なのかを調べておく
こと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第9回 生産技術と資源との関係について。 予習：「生産関数」、「等量曲線」、「生産可能性集合」など
の用語を調べておくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第10回 価値について(3)：労働価値論をどう使うか。 予習：労働も一つの生産資源であるが、その資本や土地
といった生産資源とどこが違うかを調べておくこと（２時間
程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第11回 価値増殖の観点からみた資本(不変資本と可変資本)。 予習：生産要素の付加価値生産性とはどのようなことか、
調べておくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第12回 賃労働と資本：労働力商品について。 予習：「労働」と「労働力」はどう違うかを調べておくこと（２
時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第13回 剰余労働の搾取について(1)：搾取とはなにか。 予習：「必要」と「剰余」という概念を調べておくこと（２時間
程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第14回 剰余労働の搾取について(2)：絶対的と相対的、その他。 予習：技術革新はわれわれの生活にいかなる影響をもた
らすのか考えておくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第15回 まとめ。これまでの内容を総括します。 予習：これまで配布してきたプリントを読み返しておくこと
（2時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（2時間
程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会経済学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234山垣　真浩

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 資本主義の経済理論：マルクス『資本論』を通して学ぶ資本主義の矛盾と革新性 （資本の生産過程）

授業の目的及び概要
今日の経済学の主流の理論は、「新古典派」つまり皆さんのよく知るミクロ経済学にもとづくものですが、「新古典派」の資本主義観には根強い批判もあ
ります。本授業の目的は、「新古典派」の資本主義観とは全く異なるマルクスの『資本論』を通して、資本主義という矛盾と革新性に満ちた社会の仕組み
を理解することです。
「実学としての経済学」との関係：
　資本主義の仕組みを理解することにより、一例として、あなたが将来労働者になったときに直面する労働問題を理解できるようになります。またこの授
業を受講することにより、論理的思考能力を養うことができます。

学修の到達目標
●商品や貨幣の性質について説明することができる。
●資本主義の「資本」とは何かについて説明することができる。
●剰余価値生産のメカニズムについて説明することができる。
●資本主義社会における資本と労働の対立関係から生じる労働時間問題や賃金問題について説明することができる。
●江戸時代などの他の社会体制と比較して、資本主義社会はなぜ変化が急速なのか説明することができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回、授業の最後に練習問題を解いて終わりますが、次回授業の冒頭において、代表的解答の紹介と解説を行い、前回の復習とします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

マルクスの『資本論』は難解で有名ですが、資本主義を批判的に理解しようとするときには、避けて通れない作品です。『資本論』の内容を平易に解説し
ます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

550

00045

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は指定しません。代わりに毎回授業で使用するプリントを事前にLearning Portalにアップします。

参考書

①現代の経済学入門，松石勝彦編，同成社，2010年
②資本論（第1～4分冊），カール・マルクス，新日本出版社，2019年  
マルクスの『資本論』は非常に難解なため、家庭での学修が欠かせ
ません。１冊目（松石）は『資本論』第１巻に関するわかりやすい解
説書です。また『資本論』の読破にチャレンジするなら、いろいろ
な翻訳が出版されていますが、上に挙げた新日本出版社版を推薦しておきます。

ー

①978-4886215161
②978-4406063753

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】この授業のテーマや進め方、成績評価の方法について説
明します。

復習：当日配布したプリントをよく読んでおくこと。 2時間オンデマンド

第2回 【「商品」の生産――資本主義市場経済の最も基本的な特徴】市場経
済を歴史的に特徴づけるのは、生産物の大部分が自家消費でも強制
徴収でもなく他人との交換目的の「商品」として生産されていることで
す。商品の使用価値や価値、および商品を生産する労働の特徴につい
て学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第1章　商品」の第1～2節に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第3回 【商品の価値表現の発展 → 貨幣の発生（価値形態または交換価値）】
商品の価値はそれに含まれる社会的必要労働時間によりますが、商品
それ自体には投下された労働時間は書いてありません。したがって商
品の価値を表現するには、もうひとつ別の商品を必要とします。価値表
現の究極が貨幣商品を用いた価格表現である、ということを学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第1章　商品」の第3節に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第4回 【商品の呪物的性格とその秘密】＆【商品の交換過程と貨幣の発生】商
品の呪物（物神）的性格について学んだ後、具体的に商品所持者たち
が登場して、商品の交換過程におけるマネーの発生の必然性を学びま
す。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第1章　商品」の第4節ならびに「第2章　交換過
程」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド
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第5回 【マネー――商品流通における貨幣の諸機能】みなさんの大好きなおカ
ネ（貨幣）の機能について学びます。商品の価値を測るものさしとしての
機能や、商品流通を媒介する機能、価値を貯蔵する機能などです。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第３章　貨幣または商品流通」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第6回 【現代の通貨】前回の授業でやり残した『資本論』の説明する貨幣（掛取
引における支払手段としての機能、世界貨幣）について学修したあと、
『資本論』からしばし離れて現代のマネーである中央銀行券と預金通貨
や、銀行の信用創造について学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第３章　貨幣または商品流通」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第7回 【貨幣の資本への転化――「資本」とは何か】日本にいる私たちは「資
本主義社会」に住んでいますが、そもそも「資本」とは何でしょうか。資本
の一般的定式について学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第4章　貨幣の資本への転化」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第8回 【貨幣の資本への転化】（つづき）　資本主義社会では、何でも商品とし
て売買されるようになりますが、さすがに人身（奴隷）売買はやがて禁
止されます。しかしこの社会では便宜的に人間を「人格」と「労働力」に
区別することによって、後者については売買の対象とするのは何ら問題
がないばかりか、むしろこの売買が日常的になされることが資本主義シ
ステムの根幹をなします。この「労働力商品」の特徴について学びま
す。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第4章　貨幣の資本への転化」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第9回 【絶対的剰余価値生産のメカニズム――⊿G発生のしくみ】前回までは
「自由・平等・所有・ベンサム」の原理が支配するエデンの楽園のように
ハッピーな市場（流通過程）を歩いてきました。しかし剰余価値⊿Gの発
生の秘密を探るためには、「部外者立入禁止」の札のかかる工場（生産
過程）の中に入って行かねばならないようです。資本が労働力商品を消
費して剰余価値を生産するしくみについて学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第5章　労働過程と価値増殖過程」に相当しま
す。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第10回 【不変資本と可変資本、および剰余価値率】生産物の価値は、原材料
や機械設備のように生産物に価値移転した旧価値部分と、人件費と剰
余価値からなる新たに形成された付加価値部分からなります。また、前
者は生産の前後でただ価値移転しただけで価値の大きさが変わらない
ので不変資本、後者の人件費に投じられた資本部分は剰余価値を生
み価値の大きさが変わるので可変資本といいます。不変資本と可変資
本の比率は、のちに資本主義の変化を理解するためのキーワードとな
ります。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第6章　不変資本と可変資本」「第7章　剰余価
値率」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第11回 【労働日の延長と法律による規制――労働日決定の理論】おそらく人類
史上で、人間が１日あたり最も長い時間、労働に従事しているのは、資
本主義社会（とくに産業革命期）であると推定されます。どうして資本主
義社会では労働時間が延びるのでしょうか。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第8章　労働日」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第12回 【相対的剰余価値生産のメカニズム――資本主義の驚異的発展の秘
密】江戸時代と比較してみればわかることですが、資本主義社会の発
展、技術進歩のスピードは驚異（脅威）的です。その秘密を探ります。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第10章　相対的剰余価値の概念」に相当しま
す。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第13回 【サイエンスは必ず人々を豊かにするのか？――機械の発明とその資
本主義的利用法】産業革命による機械の登場は労働生産性を飛躍的
に高めました。したがってそれは労働時間を短縮する可能性もあったは
ずですが、実際には劣悪な労働環境を世界中に蔓延させました。なぜ
そうなったのでしょうか。機械の「資本主義的利用法」について学びま
す。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第11章　協業」「第12章　分業とマニュファク
チュア」「第13章　機械設備と大工業」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第14回 【労働賃金】これまで労働者には「労働力の価値」どおりに支払われるこ
とを前提にしてきましたが、現実には短時間非正規労働者が典型的で
すが、労働力の価値以下の賃金しか受け取れない労働者も存在しま
す。「賃金」をめぐる問題について学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第17章　労働力の価値または価格の労賃へ
の転化」「第18章　時間賃金」「第19章　出来高賃金」に相
当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第15回 これまでの内容を総括します。 予習：定期試験に備えて、不明点は質問できるよう、これ
までの配布プリントを全体的によく読んでおくこと。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会経済学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234西　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ マルクス経済学の視点から資本主義のメカニズムについて考える。

授業の目的及び概要
資本主義という経済体制のもつ特質を理解することによってそのなかに生きている自分のありようを理解することが目的となります。自分の存在のあり
ようを理解するということはほかの視点からも行うことができるかもしれませんが、資本主義という歴史的にも特殊的な経済体制のなかで生き生活して
いるということが我々の存在を規定しているということを理解することが重要です。しかし資本主義には経済の再生産という、歴史普遍的な側面もありま
す。よって、「社会経済学Ⅱ」においては、その両面から資本主義を考察し、そのもつメカニズムについて考えます。この授業を履修することによって、わ
れわれがそのなかで生きている資本主義について客観的な視点から考えるためのヒントが得られることと思います。また、経済についての見方は一つ
ではないという視点が得られ、現実を複眼的にみる見方を身につけることができます。なお、「実学としての経済学」という観点からいえば、この授業を履
修すると、社会における格差の問題や日本社会が抱える独自の問題(少子高齢化など)に対して経済学がいかに役に立つのかが理解できるようになり
ます。
なお、最終回はオンデマンド授業を行います。

学修の到達目標
●資本の概念ついて説明することができる。
●資本主義の成長の原因について説明することができる。
●価値と価格の違いについて説明することができる。
●失業についての諸原因について説明することができる。
●近代経済学とマルクス経済学との違いについて説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「社会経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメント・シートを配布して受講生の理解度を確認し、それを以降の授業でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

資本主義のなかで生きていかなければならないわれわれにとって、資本主義の理解は欠かすことができません。たんなる市場や分業に還元されつくす
ことのない資本主義という経済システムについて考えなければならないと思われます。さらには経済についての見方は一つではないという視点を獲得す
ることが重要であると思われます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

「小テスト・理解度テストなど」とはコメ
ント・シートの提出によります。900

00100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に定めません(授業中に配布するプリントで進めます)。

参考書

置塩信雄・鶴田満彦・米田康彦『経済学』大月書店、1988年。
松尾匡・橋本貴彦『これからのマルクス経済学入門』筑摩書房、2016年。

なし

① 427211056X
② 9784480016362

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 はじめに：授業の進め方と、「社会経済学Ⅰ」の復習をします。 復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

2時間対面

第2回 資本とは何か。また社会経済学における資本とは他の経済学のそれと
どう違うのか。

予習：資本の経済学的意味について考えておくこと（２時
間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第3回 資本の回転について。また資本の回転が利潤率にいかなる影響を与え
るのか。

予習：資本の回転とはどういうことかを調べておくこと（２時
間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第4回 価格の一時的決定について。生産価格とは区別されるものとしての一
時的均衡価格について。

予習：経済学における「短期」と「長期」の違いはなにかを
調べておくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面
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第5回 剰余価値と利潤。また総生産と純生産、必要生産物と剰余生産物、必
要労働と剰余労働などの概念について。

予習：「必要」と「剰余」という概念を調べておくこと（２時間
程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第6回 価値と生産価格。価格はなぜ価値からずれるのか。 予習：財の交換比率とはどういうことか調べておくこと（２
時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第7回 経済の再生産について：経済の再生産についての諸学説(リカードvs.マ
ルサス論争など)。

予習：「セイ法則」とはどのような法則なのかを調べておく
こと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第8回 単純再生産について。単純再生産における総生産、純生産等につい
て。

予習：「単純再生産」の意味を調べておくこと（２時間程
度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第9回 拡大再生産について。拡大再生産における総生産、純生産等につい
て。

予習：「拡大再生産」の意味を調べておくこと（２時間程
度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第10回 労働市場と失業。ケインズ型失業、マルクス型失業、新古典派型失業、
等について。

予習：失業の原因にどういうものがあるかを調べておくこと
（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第11回 利潤率の傾向的低下論。資本の有機的構成の高度化論をめぐる諸議
論。柴田＝置塩の定理。相対的過剰人口の累積論。

予習：利潤率が低下することが資本主義にとってどのよう
な意味をもつか、考えておくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第12回 国際価値論について。国際的不等価交換論と搾取。 予習：「国際価値論」の意味を調べておくこと（２時間程
度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第13回 【補論１】利潤の源泉、賃金の水準はどのように決まるかについての学
説史。

予習：利潤はどこから生まれてくるかについて考えておくこ
と（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第14回 【補論２】近代経済学とマルクス経済学とはどう違うのか。 予習：「近代経済学」とは具体的に何を指す用語か調べて
おくこと（２時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（２時間
程度）。

4時間対面

第15回 全体の議論を総括します。 予習：これまで配布してきたプリントを読み返しておくこと
（３時間程度）。
復習：当日配布するプリントについて復習すること（３時間
程度）。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会経済学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234山垣　真浩

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 資本主義の経済理論：マルクス『資本論』を通して学ぶ資本主義の矛盾と革新性 （資本の生産過程〜流通過程〜総過程）

授業の目的及び概要
本授業は社会経済学Ⅰをすでに学修した人が対象です。
　資本主義は本質的に不平等を作り出すシステムであるとする、トマ・ピケティの『21世紀の資本』(仏語版2013年）がベストセラーになりましたが、いま世
界中で資本主義批判の運動が起きています。ニューヨークで2011年9月から始まったOccupy Wall Street（ウォール街を占拠せよ）が代表的ですが、マ
ルクスの『資本論』（Das Kapital、初版1867年）は体系的な“資本主義批判”の理論書です。これを読むと資本主義の“矛盾と革新性”がよく理解できま
す。
「実学としての経済学」との関係：
　資本主義の仕組みを理解することにより、一例として、あなたが将来労働者、社会人となったときに直面する社会問題を理解するのに役立つ知識が
得られます。またこの授業を受講することにより、論理的思考能力を養うことができます。

学修の到達目標
●技術進歩による労働生産性上昇が産業予備軍を生みだすメカニズムについて説明することができる。
●資本制経済の形成過程（本源的蓄積）について説明することができる。
●資本循環の三形態について説明することができる。
●総資本の回転が計算できる。
●社会的総資本の蓄積過程を拡大再生産表式を使って説明することができる。
●競争による平均利潤率・生産価格の形成メカニズムを説明することができる。
●技術進歩のもとで利潤率が傾向的に下落する法則について説明することができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
この科目は「社会経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回、授業の最後に練習問題を解いて終わりますが、次回授業の冒頭において、代表的解答の紹介と解説を行い、前回の復習とします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

マルクスの『資本論』は難解で有名ですが、資本主義を批判的に理解しようとするときには、避けて通れない作品です。『資本論』の内容を平易に解説し
ます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

550

00045

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は指定しません。代わりに毎回授業で使用するプリントを事前にLearning Portalにアップします。

参考書

①現在の経済学入門，松石勝彦編，同成社，2010年
②図解　社会経済学，大谷禎之介，桜井書店，2001年
③資本論（第１～４分冊），カール・マルクス，新日本出版社，1982年
１冊目（松石）は『資本論』第１巻に関するわかりやすい解説書です。但しこの本は第１巻までしかカバーしてい
ないため、第２巻、第３巻は２冊目（大谷）で学修するといいでしょう。『資本論』の読破にチャレンジするなら、
大学生は第１巻まで読めば十分だと思います。いろいろな翻訳が出版されていますが、上に挙げた新日本出
版社版を推薦しておきます。第１巻部分は、第１～４分冊に相当します。

ー

①978-4886215161
②978-4921190088
③978-4406063753

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】本授業の進め方と、「社会経済学Ⅰ」の復習をします。 予習：社会経済学Ⅰで配布した教材をよく復習しておくこ
と。
復習：当日配布したプリントをよく読んでおくこと。

4時間オンデマンド

第2回 【資本蓄積（その１）──単純再生産・拡大再生産と所有問題】単純再
生産の考察を通して、所有の根拠について考えます。あなたのモノは、
なぜあなたのモノなのか？　自己労働にもとづく所有、商品生産の所有
法則、資本主義的取得法則への、矛盾を伴う発展・転回をみます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第１巻　第21章　単純再生産」「第22章　剰余
価値の資本への転化」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第3回 【資本蓄積（その２）──資本制下の技術進歩と産業予備軍の創出】資
本蓄積が失業者や低賃金不安定雇用労働者などの産業予備軍を生み
だすメカニズムを学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第１巻　第23章　資本主義的蓄積の一般的法
則」に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド
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第4回 【資本蓄積（その２）】（つづき）　マルサスの『人口論』や現代の「格差社
会論」をマルクス主義の立場から批判的に紹介します。また時代の制
約からマルクスが取り上げなかった、海外移転を伴う資本蓄積の問題
を学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第5回 【資本の本源的蓄積──資本主義の生成過程】長い人類史からみて資
本主義の歴史はほんの数百年、日本ならわずか150年にすぎません。
理論から歴史に目を転じて、資本主義社会の誕生について考察しま
す。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第１巻　第24章　いわゆる本源的蓄積」に相当
します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第6回 【資本の本源的蓄積】（つづき）　マルクスによれば、社会体制は生き物
と同じように成長と老化、そして寿命があるといいます。マルクスが考え
た資本主義の終焉を紹介します。以上で『資本論』第１巻「資本の生産
過程」は終了です。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第１巻　第24章　いわゆる本源的蓄積」に相当
します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第7回 【資本の循環】ここから『資本論』第２巻の内容で、テーマは「資本の流
通過程」です。人の命は有限ですが、資本は無限につづくことが前提さ
れる循環運動（ゴーイング・コンサーン）です。循環のどこを出発点とみ
るかで、貨幣資本循環、生産資本循環、商品資本循環という3つの見方
があり、さまざまな経済学説に対応していることをみます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第２巻　第1篇　資本の諸変態とそれらの循
環」（第１~６章）に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第8回 【資本の回転】建物、機械設備、原材料、人件費などは生産物に価値移
転されます。価値移転の仕方によって固定資本と流動資本に区別され
ることを学びます。また総資本の回転数は速いほど効率的であることを
理解します。またそれゆえ回転期間を短縮する方法が開発されます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第２巻　第2篇　資本の回転」（第７~17章）に相
当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第9回 【社会的総資本の再生産と流通（その１）】単純再生産の再生産表式を
利用して、社会が維持・再生産される条件について学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第２巻　第３篇　社会的総資本の再生産と流
通」（第18~21章）に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第10回 【社会的総資本の再生産と流通（その２）】拡大再生産の再生産表式を
利用して、社会が維持・再生産される条件について学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第２巻　第３篇　社会的総資本の再生産と流
通」（第18~21章）に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第11回 【拡大再生産表式を使って成長軌道をシミュレーションする】ある数値例
を使って、自身で再生産表式を作成する練習をします。以上で『資本
論』第２巻の内容は終了です。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第２巻　第３篇　社会的総資本の再生産と流
通」（第18~21章）に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第12回 【剰余価値の利潤への転化】ここから『資本論』第３巻の内容で、テーマ
は「資本主義的生産の総過程」です。剰余価値の現象形態としての利
潤の概念について学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第３巻　第１篇　剰余価値の利潤への転化、お
よび剰余価値率の利潤率への転化」（第1～7章）に相当し
ます。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第13回 【利潤の平均利潤への転化】部門間競争を通して、利潤率が均等化し
生産価格が形成されるメカニズムを学びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第３巻　第２篇　利潤の平均利潤への転化」
（第8～12章）に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第14回 【利潤率の傾向的下落法則】資本蓄積とともに平均利潤率は傾向的に
下落していき、資本制経済は不安定化して、資本制経済再生のために
は恐慌の発生を必然とする、というマルクスの有名なテーゼについて学
びます。

予習：事前にプリントを印刷して、よく読んでおくこと。『資
本論』だと「第３巻　第３篇　利潤率の傾向的下落の法則」
（第13~15章）に相当します。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド

第15回 これまでの内容を総括し、『資本論』第３巻の残りの部分について概説
します。

予習：定期試験に備えて、これまでに配布した教材を復習
し、疑問点は質問できるように準備しておくこと。
復習：プリントをよく読んで復習し、とくに用語の意味と論
理展開をしっかり理解すること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス法入門（経営学部）／経営と法（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

田坂　駿佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）の横断的学習

授業の目的及び概要
・ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）を横断的に通覧してそれぞれのイメージをつかみ、専門科目の学修へとつなげる
・企業キャリアコースの導入科目として「ビジネス実務法務検定」３級レベルの法的知識を習得し、２級レベルの法分野の概要を理解する

学修の到達目標
１．ビジネスにかかわる法律の概要を理解し、基本的で重要な概念や事項について、具体例を挙げながら説明できる。
２．ビジネスにかかわる法律の機能、役割、相互の関係について理解し、法知識を実務において活用できる。
３．「ビジネス実務法務検定」３級レベルの法的知識を身に着け、２級レベルの法分野の概要を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・理解度確認のための小テストを、クリッカーを用いたり、ラーニングポータルを通じて複数回実施し、回答について解説を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法律の細かな知識より、全体像を理解することを目指します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。六法は最新のものを必ず持参すること。

参考書

「ビジネス実務法務検定」に関するテキスト（公式のものでなくともよい）を、予習・復習の手がかりとして推奨す
る。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要、授業計画の説明 予習：シラバス等を確認し、本講義で取り扱う内容の確認
をしておくこと。
復習：本講義で取り扱う分野の体系を確認しておくこと。

4時間対面

第2回 事例で学ぶビジネス法 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第3回 契約法総論 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第4回 契約と不履行 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

－97－



第5回 契約の解消１ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第6回 契約の解消２ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第7回 取引の主体：人 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第8回 取引の客体：物 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第9回 権利の移転：物権変動と債権譲渡 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第10回 損害賠償法 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第11回 知的財産法（特許法、意匠法、著作権法） 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第12回 競争法（独占禁止法、消費者法） 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第13回 会社法１ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第14回 会社法２ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第15回 総括 予習（２時間程度）：すべてのレジュメおよび参考書等に一
通り
目を通し、わからない箇所を確認すること。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅱ（経営学部）／経営戦略論（企業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234奥　康平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業戦略（全社戦略）に関する諸理論を企業事例とともに学ぶことで、企業戦略の考え方を理解する。

授業の目的及び概要
経営戦略は、ごく簡単にいうと「多数の企業がある中で、自社が他社との競争に打ち勝つことで利益をあげ続けるための長期の方針」ということができま
す。一般的に、経営戦略には、企業戦略（企業全体の長期方針）、事業戦略（企業が有する各事業ごとに応じた長期方針）、そして職能別戦略（それぞ
れの職場で効率的に事業運営を行うための長期方針）の3つのレベルで説明されます。
　この科目では、企業戦略に注目していきます。具体的には、ドメインの設定にはじまり、それに応じた、多角化戦略、M&A戦略、提携戦略、国際化戦略
などについて、企業事例を交えつつお話していきます。
　これらの講義を通じて、経営戦略の全体像を説明できるようになることに加えて、企業戦略とはどのようなものであるのかを具体的な企業事例を交え
つつ他人に説明できるようになっていただくことを最終目標に設定したいと思います。
　なお、経営戦略Ⅰも履修しておくと、総合的な経営戦略に関する知識がつくと思います。

学修の到達目標
経営戦略及び企業戦略（全社戦略）の重要な概念や理論を説明することができる。
経営戦略及び企業戦略（全社戦略）に関する知識を使用して事例を分析することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義資料及び講義内容についての質問について、対面講義の場合は、講義開始前・講義終了後及び随時メールにて受け付けますので積極的にご利
用ください。
　オンライン（オンデマンド）講義の場合は、メールにて随時お受けいたしますので積極的にご利用ください。
　また、この科目は、小テストや理解度テストなどをしばしば課しますので、その成果によって成績評価をします。
そのフィードバックについては、評価結果の通知や模範解答の公表などを通じて可能な限り行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

対面講義の場合は、資料をもとに、講義形式にて学修をすすめます。資料は事前に印刷またはダウンロードしておくようにしてください。加えて、講義内
容で疑問に思った点、理解が難しかった箇所については、遠慮なく質問などしてください。後日、メールなどでも構いません。
　また、講義内に何度か、理解度を確認するための簡単なテストを実施します。このテストは、評価基準の1つである積極的な受講態度を確認するため
に実施致します。
さらにこの課題は、講義の進捗状況によって適宜実施しますので、講義の何回目に実施するかは講義内に「事前に」ご案内いたします。加えて、本課題
の出来栄え（正解率なども含む）はその他（30％）の評価にもなります。
　当然に、これらの課題は講義への出席が前提となりますのでご留意ください。
その他、受講生様の興味・関心に応じて、講義内容を適宜修正しながら進めて参ります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
Learning Portalに出題予定のテスト
の正解率に応じて最大30％として評
価致します。

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません。適宜資料などを配布、配信致します。

参考書

配布資料は以下の参考書をベースに作成する予定です。参考書は購入必須ではありません。
しかし、より深い学修と理解のために、ご一読いただけますと、さらに深い知識と見識を得ることができます。
①『経営戦略（第3版）』，大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智，有斐閣アルマ，2016年
②『経営戦略の方程式』，松崎和久，税務経理協会，2018年
③『経営戦略の課題と解明』，大月博司編，文眞堂，2019年
④『経営戦略論を学ぶ』，稲田 賢次、伊部 泰弘、名渕 浩史、吉村 泰志，創成社，2015年
⑤『経営戦略をつかむ』，淺羽 茂、牛島 辰男，有斐閣，2010年

特になし。

①9784641220652
②9784419064983
③9784830950308
④9784794424600
⑤9784641177130

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回：ガイダンス─受講上の諸注意と成績評価について 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面
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第2回 第2回：経営戦略基礎講座─身近にある経営戦略の考え方 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第3回 第3回：企業ドメインの設定─経営資源の有効な使い方を学ぶ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第4回 第4回：企業ドメインと全社戦略の重要性─広く浅く？狭く深く？ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第5回 第5回：多角化戦略①─理論編 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第6回 第6回：多角化戦略②─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第7回 第7回：多角化戦略③─競争戦略との関連 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第8回 第8回：M&A戦略①─メリット 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第9回 第9回：M&A戦略②─デメリット 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第10回 第10回：M&A戦略③─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第11回 第11回：提携①─提携の理論 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第12回 第12回：提携②─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第13回 第13回：国際化戦略─世界を市場に 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第14回 第14回：国際化戦略─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第15回 第15回：まとめ─グローバル化と日本企業、そして皆さんの日常生活に
応用してみよう

【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅱ（経営学部）／経営戦略論（企業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略の重要な知識を用いて、象徴的な事例の分析を行います。

授業の目的及び概要
この講義では、経営学基礎、経営戦略論Iで学んだ知識を用いて、事例に分析に応用することを目指します。単に専門用語を知っているだけではなく、
実例をみて、ある理論に当てはめてみると何が言えるのかを考察できるようになるために必要な知識や思考方法を学びます。講義はテキストに沿って
すすめますので、必ずテキストを購入してください。また、単元ごとに小テストを行います。中間試レポートでは、講義で学んだことを文章化することで、更
なる理解に繋げます。定期試験は記述式の試験を行います。事例と専門用語を関連づけ、どのように専門知識を使うのかについてよく理解しましょう。

学修の到達目標
① 経営戦略論の代表的な理論・概念・フレームワークについて、関連する諸概念・事象と関連づけて理解し、説明することができる。
②経営戦略論の諸理論の違いを認識し、実際の事例に当てはめて説明することができる。
③経営戦略の代表的理論・概念・フレームワークに基づいて、企業の戦略について分析・説明することができる。
④企業経営における経営戦略の役割を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間レポートのの採点後、間違いが多かった箇所を説明します。
・ディスカッションの際に巡回し、適宜アドバイスをします。
・アンケート形式のコメントシートを実施し、質問への回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■授業計画について
講義内容や順番は他の科目、学内イベント等を考慮して変更する可能性があります。ただし、修得すべき知識は同じですので、予習をしっかりしましょ
う。
■成績評価について
この科目は、単元ごとの小テスト、中間レポート、定期試験によって成績評価を行います。中間レポートの提出期限を第7回に予定していますが、研究発
表大会、他の科目の中間試験との兼ね合いで、締切日を検討します。大まかな内容について第1回で告知をするので、毎回発表されるミニワークに取り
組んでおきましょう。また、用語を暗記するだけではなく、授業内での事例分析の内容・思考法が小テスト、中間レポート、定期試験に関係してきます。
講義をしっかり聞き、わからないことはその都度聞くようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からの戦略論，嶋口充輝・内田和成・黒岩健一郎，碩学舎，2016年

参考書

9784502167416
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス　
・この授業の流れと勉強の仕方
確認テスト（経営学基礎・経営戦略論Iの復習テストを行います。）

【事前学修】
経営学基礎の経営戦略論パート、経営戦略論Iを復習して
おきましょう。
テキストを購入しておきましょう。
【事後学修】
確認テストでわからなかったことを再度復習しておきましょ
う。

4時間対面

第2回 戦略とは
事例：あさひ

キーワード：フラグメンテッド・インダストリー、戦略の自由度、戦略の要
素

【事前学修】
テキスト序章、第3節を読んでわからない言葉に印をつけ
ておきましょう。
【事後学修】
テキスト序章、第2節を読んで復習をしましょう。

4時間対面

第3回 経営環境① 業界構造
事例：シャープの液晶事業

キーワード：ファイブ・フォース分析、戦略グループ、移動障壁

【事前学修】
テキスト第1章、第3、4、5節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第1章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面
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第4回 経営環境② 環境変化
事例：トヨタ自動車

キーワード：PEST分析、3C分析、SWOT分析、かんばん方式、カイゼ
ン、フルライン戦略

小テスト①

【事前学修】
テキスト第2章、第3、4、5節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第2章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第5回 事業戦略① 基本戦略
事例：しまむら

キーワード：３つの基本戦略、経験曲線、規模の経済性、DX

【事前学修】
テキスト第3章、第3節を読んでわからない言葉に印をつけ
ておきましょう。
【事後学修】
テキスト第3章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第6回 事業戦略② 製品ライフサイクル別戦略
事例：富士ゼロックス

キーワード：PLC

【事前学修】
テキスト第４章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第４章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第7回 事業戦略③ 市場地位別戦略
事例：アサヒビール

キーワード：市場地位別戦略

【事前学修】
テキスト第５章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第５章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第8回 事業戦略④ リソース・ベースド・ビュー
事例：富士フィルム

キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、見えざる資産、暗黙
知と形式知、多角化

【事前学修】
テキスト第６章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第６章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第9回 事業戦略⑤ 事業システム
事例：アスクル

キーワード：バリュー・チェーン、競争優位、勝ちシステム、戦略的提携

小テスト②

【事前学修】
テキスト第７章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第７章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第10回 企業戦略① 事業領域
事例：ふくや

キーワード：事業ドメイン、企業成長

中間レポートのフィードバック

【事前学修】
テキスト第８章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第８章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第11回 企業戦略② 成長戦略
事例：ニコン、キヤノン

キーワード：多角化、シナジー効果、ブルー・オーシャン戦略

【事前学修】
テキスト第９章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第９章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第12回 企業戦略③　資源展開
事例：サントリー

キーワード：PPM、市場成長率、市場占有率、営業利益率

小テスト③

【事前学修】
テキスト第10章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
第7回の講義を復習しておきましょう。
【事後学修】
テキスト第10章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第13回 経営戦略の役割について
動画教材ワーク
・なぜ経営戦略が必要なのか
・マーケティングか戦略か、生産管理か戦略か

【事前学修】
今までに学んだ用語を復習しておきましょう。
【事後学修】
ミニッツレポートを作成しましょう。

4時間対面

第14回 経営戦略論IIのまとめ
第1回から第13回までの復習
模擬テスト

【事前学修】
今までに学んだ用語と事例の関係を復習しておきましょ
う。
【事後学修】
模擬テストでできなかった箇所を復習しておきましょう。

4時間対面

第15回 【オンデマンド】
・今後の学修のために
・定期試験に向けて
今までの復習と試験の勉強方法について説明します。
動画視聴後、忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてく
ださい。

【事前学修】
今までに学んだ用語と事例の関係を復習しておきましょ
う。
【事後学修】
ラーニングポータルの課題をときましょう。模擬テストでで
きなかった箇所を復習しておきましょう。

4時間オンデマンド

－102－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅱ（経営学部）／経営戦略論（企業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略論の緒論についてその発展経緯を辿りながら、それぞれの特徴や違い、関連性を学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略論Ⅱでは、企業全体の組織構造や目的、ミッションなどとも関連する企業戦略を中心に経営戦略論の成り立ちとその対象について学びます。
日本語で言われるいわゆる経営戦略は、対象とする組織レベルによって1.企業戦略 2.事業（競争）戦略 3.競争戦略 4.機能別戦略に分類されます。この
科目では、経営戦略論Ⅰで学んだ諸理論やフレームワークを基盤に、企業目的と経営戦略との関連性、そして戦略的経営などを理論の成り立ちなどの
歴史的背景に基づいて学修します。これらの学修と経営戦略論Ⅰでの学修を合わせることで、経営戦略論の緒論についての専門知識を修得できるよう
になることを目指します。

学修の到達目標
①経営戦略論の理論体系を理解できる。
②経営戦略論の諸理論の違いを認識し、歴史的背景を基に分析できる。
③企業経営における経営戦略の役割を理解し説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートで示された皆さんの代表的意見を適宜取り上げ、その意見に対して私の見解を述べます。
また、授業冒頭にて、皆さんが興味がある時事的なニュース・話題をとりあげ、それについてコメント・議論します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業は、資料をベースに板書とパワーポイントを用いて行います。
その際には、口頭による説明も行うため、休まず出席し、自分でノートをとることが求められます。
また、中間レポートと別に時折、授業内容の理解度を確認するために小テスト・授業内レポートを行います。
授業内レポートは、成績評価に含めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

なし。

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業全体の構成と進め方ついてシラバスを参照しながら説明します。

【事前学習】シラバスを確認し、日々発生する企業にかか
わるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】シラバスを確認し復習すること。

3.5時間対面

第2回 事業戦略と競争戦略
事業戦略と競争戦略の違いについて学びます。

キーワード：企業戦略、事業戦略、競争戦略、機能別戦略、三つの意思
決定

【事前学修】事業戦略と競争戦略は何が違うかを調べて
おいてください。
【事後学修】事業戦略や競争戦略が企業の何を重視して
いるかを確認してください。

4時間対面

第3回 企業目的と企業戦略
企業が何を求めて活動するのか、それが変化することで企業戦略も変
わってきます。
企業目的論の類型と経営理念・ミッションについて説明し、企業戦略に
それらがなぜ必要なのかを学びます。

キーワード：企業理念、経営理念、ミッション、企業目標、利益目標、生
産目標

【事前学習】現代の企業の目的が何かを調べること。同時
に、経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードにつ
いて触れている回について復習すること。また、授業冒頭
で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないよう
に新聞や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】目的を一つに絞ること、たくさんの目的を持つ
ことのメリット・デメリットについて講義中に作成したノート
や資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第4回 企業戦略の策定と事業ポートフォリオ・マネジメント
SWOT分析、事業ポートフォリオ・マネジメント（PPM)・成長マトリックスな
ど企業戦略の策定において用いられる手法について説明し、
企業内の資源をどこに配分すべきかを分析・判断するための理論・ツー
ルを学びます。

キーワード：外部環境分析、内部環境分析、統合環境分析、経営資源、
SWOT分析、PPM、3C分析

【事前学習】経営戦略とはどのようなものか、企業内の誰
が策定にかかわるのか調べること。同時に、経営学基礎・
経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れている
回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】企業戦略を策定するのに必要な能力とその
手順を講義中に作成したノートや資料を参考に復習する
こと。

4時間対面

第5回 組織構造と戦略①
「組織構造が先か企業戦略が先か」。かつて、この命題で議論がなされ
ました。それはそれぞれかつての企業の発展経緯を観察して述べられ
た見解です。
その歴史的経緯を辿り、企業戦略と組織構造の関係を学びます。

キーワード：組織構造、企業戦略、事業部制組織、多角化戦略、戦略的
経営

※この回から歴史的な社会背景とともに経営戦略論の理論を辿りま
す。第４回までの基礎概念をよく確認すること。また、それらは経営学基
礎、経営戦略論Ⅰでも学修した内容です。よく確認すること。

【事前学習】戦間期（第一次世界大戦と第二次世界大戦
の間）～1960年代の欧米・日本の企業や経済状況につい
て調べること。また、授業冒頭で取り上げる時事的ニュー
ス・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・経営関連の
ニュースをチェックすること。
【事後学修】企業が経営環境や経済状況を無視すること
ができる状況とはどのような状況なのかを講義中に作成
したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第6回 組織構造と戦略②
企業戦略が策定・実行されると組織構造にも影響を及ぼすことが分
かってきました。では、うまく企業戦略を策定・実行するには、何を見な
ければならないのでしょうか。
そして、激変する経済環境に適応するにはどうしたらよいのでしょうか。
それらについて学びます。

キーワード：コンティンジェンシー理論、機械的組織、有機的組織、オー
プンシステム、クローズドシステム、分化と統合

【事前学習】1970年代頃から世界の状況が激変しました。
その原因はなにか調べてみましょう。同時に、経営学基
礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れてい
る回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる
時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経
済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】経営戦略論におけるコンティンジェンシー論の
メリット・デメリットを講義中に作成したノートや資料を参考
に復習すること。

4時間対面

第7回 マネージャーの仕事
ミンツバーグ(H.Mintzberg)が示したマネージャーの多岐に渡る役割とそ
の分類を説明し、企業戦略を策定するには、どの役割が不可欠かを学
びます。
ミンツバーグの所論は非常に特徴的であり、様々な経営戦略論の緒論
に影響を及ぼしました。この回では、彼の所論を個別にとりあげます。

キーワード：創発戦略、マネージャーの役割

【事前学習】経営者や企業戦略を策定するためにはどの
ような役割が必要かを調べること。同時に、経営学基礎・
経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れている
回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
し、自分が実際に戦略を策定するとしたらどの役割を担う
割合が多くなるかをイメージしてみること。

4時間対面

第8回 中間レポートの講評と中間のまとめ
これまでの授業で説明した、経営戦略論の基礎概念についてのまとめ
企業戦略論の歴史的経緯のまとめ。

【事前学習】企業戦略の策定プロセスや企業目的、意思
決定などの基礎概念、そしてこれまでの説明した経営戦
略論の歴史的経緯について改めて調べること。また、授
業冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れな
いように新聞や経済・経営関連のニュースをチェックする
こと。
【事後学修】どのような順序で環境分析をするのかや企業
目的が異なると戦略がどう変わるのかを講義中に作成し
たノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 企業戦略と競争戦略
1970～80年代に企業の外部環境の分析を重視する競争戦略論が隆盛
しました。その中心となったポーターの所論を中心に、企業戦略と競争
戦略との関連を学びます。

キーワード：5フォース分析、競争優位、バリューチェーン分析、ポジショ
ニング、三つの基本戦略、ポジショニングスクール

【事前学習】ポーターが主張した三つの基本戦略や5
フォース分析について調べること。同時に、経営学基礎・
経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れている
回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】ポーターの示した競争戦略論の欠点について
講義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 企業戦略と事業戦略
1980年代以降に企業の内部の経営資源の分析を重視する事業戦略
論、RBV(リソース・ベースド・ビュー)が隆盛しました。その中心となった
バーニーの所論を中心に、企業戦略と事業戦略、RBVとの関連を学び
ます。
またそれ以降に生み出されたコア・コンピタンスを重視した戦略論への
影響について学びます。

キーワード：経営資源、VRIO分析、資源の再配置、リエンジニアリング、
組織能力

【事前学習】RBVについて調べること。同時に、経営学基
礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れてい
る回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる
時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経
済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】RBVとポジショニングスクールとの違いと関連
性について講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 知識の管理とコア・コンピタンス経営
地球規模の競争環境の中で、いかにうちかつのか、その方策として、企
業が蓄えている「知識」や「競争優位性」をいかに管理・創造していくか
ということが問題となりました。
それらを管理することあるいは、戦略に組み込むことを目指した経営戦
略の理論について説明します。

キーワード：暗黙知、形式知、SECIモデル、コア・コンピタンス、

【事前学習】暗黙知や形式知について調べること。同時
に、経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードにつ
いて触れている回について復習すること。また、授業冒頭
で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないよう
に新聞や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】SECIモデルとは何か、そして知識の管理が重
要視されるようになった背景について講義中に作成した
ノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 新しい経営戦略論
2000年代に生み出された新しい経営戦略論の理論である、ブルーオー
シャン戦略、ダイナミックケイパビリティ論について学びます。

キーワード：レッドオーシャン、ブルーオーシャン、バリューイノベーショ
ン、戦略キャンパス、ケイパビリティ

【事前学習】2000年代に起きた経済的出来事について調
べること。同時に、経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて、
キーワードについて触れている回について復習すること。
また、授業冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗
り遅れないように新聞や経済・経営関連のニュースを
チェックすること。
【事後学修】ここで挙げた二つの理論がどのような社会状
況を背景に生み出されたのかを講義中に作成したノート
や資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 情報化の発展の経営戦略への影響
情報技術の発展によって可能となった国際分業と分社化、そして新しい
戦略？をとるAmazon、Metaとデジタル技術の特徴を利用した「無料ア
プリ」の戦略

キーワード：「消えゆく手」論、アウトソーショング、プラットホーム戦略、
フリーミアム

【事前学習】情報技術が発達するとどのようなことができ
かを検討してみましょう。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】AmazonやMeta(旧Facebook)はどうやって収
益を上げているのでしょうか？また、無料アプリを配布して
も採算がとれるのでしょうか？その狙いを講義中に作成し
たノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 他の学問領域からの経営戦略論へのアプローチ
経済学の一領域でも経営戦略について検討されています。多角化戦略
を例にそれらを紹介します。

キーワード：取引費用、限定合理性、機会主義、情報の非対称性、囚人
のジレンマ

【事前学習】経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて学んだ多
角化戦略について復習すること。また、授業冒頭で取り上
げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や
経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】経済学からのアプローチでどのようなことが分
かるかを講義中に作成したノートや資料を参考に復習す
ること。

4時間対面

第15回 総括【オンデマンド】
本授業を総括し、各回でのポイントを確認する。
授業全体の流れの説明をしながら、各回のポイントを説明します。

【事前学習】各回の授業内容についてのポイントを自分な
りに整理すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に講義
動画を視聴しながら復習し、経営戦略論の発展過程を歴
史的経緯に確認すること。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

奥　康平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 事業戦略に関する諸理論を企業事例とともに学ぶことで、事業戦略の考え方を理解する。

授業の目的及び概要
経営戦略は、ごく簡単にいうと「多数の企業がある中で、自社が他社との競争に打ち勝つことで利益をあげ続けるための長期の方針」ということができま
す。一般的に、経営戦略は、企業戦略（企業全体の長期方針）、事業戦略（企業が有する各事業ごとに応じた長期方針）、そして職能別戦略（それぞれ
の職場で効率的に事業運営を行うための長期方針）の3つのレベルで説明されます。
　この科目では、事業戦略に注目していきます。具体的には、競争戦略と呼ばれる経営戦略に関わる分野を中心に企業事例を交えながら、各理論の説
明を行っていきます。
流れとしては、経営戦略の定義などを説明した後、事業領域の策定（何を作って販売するのか）、競争戦略（どうやって他社に勝つのか）の2つに絞って
講義を展開していきます。
　これらの講義を通じて、経営戦略の全体像を説明できるようになることに加えて、事業戦略とはどのようなものであるのかを具体的な企業事例を交え
つつ他人に説明できるようになっていただくことを最終目標に設定したいと思います。
　なお、経営戦略論Ⅱも履修しておくと、総合的な経営戦略に関する知識がつくと思います。

学修の到達目標
経営戦略及び事業戦略の重要な概念や理論を説明することができる。
経営戦略及び事業戦略に関する知識を使用して事例を分析することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義資料及び講義内容についての質問について、対面講義の場合は、講義開始前・講義終了後及び随時メールにて受け付けますので積極的にご利
用ください。
　オンライン（オンデマンド）講義の場合は、メールにて随時お受けいたしますので積極的にご利用ください。
　また、この科目は、小テストや理解度テストなどをしばしば課し、その成果によって成績評価をします。
そのフィードバックについては、評価結果の通知や模範解答の公表などを通じて可能な限り行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

対面講義の場合は、資料をもとに、講義形式にて学修をすすめます。資料は事前に印刷またはダウンロードしておくようにしてください。加えて、講義内
容で疑問に思った点、理解が難しかった箇所については、遠慮なく質問などしてください。後日、メールなどでも構いません。
また、講義内に何度か、理解度を確認するための簡単なテストと積極的な受講態度を確認するために、簡単な課題などを課す予定です。この2つは成
績評価の対象となりますので出席が重要となります。
その他、受講生様の興味・関心に応じて、講義内容を適宜修正しながら進めて参ります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
Learning Portalに出題予定の毎回の
講義に関するテストの正解率に応じ
て最大30％として評価致します。

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません。適宜資料などを配布、配信致します。

参考書

配布資料は以下の参考書をベースに作成する予定です。参考書は購入必須ではありません。
　しかし、より深い学修と理解のために、ご一読いただけますと、さらに深い知識と見識を得ることができます。
①『経営戦略（第3版）』，大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智，有斐閣アルマ，2016年
②『経営戦略の方程式』，松崎和久，税務経理協会，2018年
③『経営戦略の課題と解明』，大月博司編，文眞堂，2019年
④『経営戦略論を学ぶ』，稲田 賢次、伊部 泰弘、名渕 浩史、吉村 泰志，創成社，2015年
⑤『経営戦略をつかむ』，淺羽 茂、牛島 辰男，有斐閣，2010年

特になし。

①9784641220652
②9784419064983
③9784830950308
④9784794424600
⑤9784641177130

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回：ガイダンス─受講上の諸注意と成績評価について 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面
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第2回 第2回：戦略とは─孫氏の兵法を読む 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第3回 第3回：戦略から経営戦略へ─戦略は戦争から企業経営へ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第4回 第4回：事業戦略とは─他社に打ち勝つための方針 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第5回 第5回：事業領域の設定─経営資源は有限である 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第6回 第6回：事業領域の変更─外部環境への適応、変わりゆく社会 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第7回 第7回：事業の成長と多角化─企業事例を通じた学修 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第8回 第8回：競争優位の基本─シナジー、コアコンピタンス 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第9回 第9回：競争戦略①─ポーターの競争戦略論 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第10回 第10回：競争戦略②─アンゾフの成長マトリクス 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第11回 第11回：競争戦略③─コトラーの戦略定石 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第12回 第12回：競争戦略④─リーダー、チャレンジャーの戦略 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第13回 第13回：競争戦略⑤─ニッチャーとフォロワーの戦略 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第14回 第14回：競争と協調の戦略─競争戦略から市場創造へ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第15回 第15回：まとめ─経営戦略を日常生活へ応用してみよう 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって
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レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年
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②9784623064410
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ベンチャービジネス論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ベンチャービジネスに関する基本的な考え方を学修し、実践・起業できるセンス及び最低限のノウハウを身につける。

授業の目的及び概要
ベンチャービジネスを起こし発展させるためには、アントレプレナーシップが必要とされます。アントレプレナーとは、独創性と冒険性に富んだ企業家また
は起業家のことを指します。この講義は、ベンチャー企業を起業したり、アントレプレナーシップをもって既存の企業や組織・団体でイノベーションを実践
したいという想いがある受講生に対して、実践的なヒント・ノウハウを提供するものです。
　本講義では、アントレプレナーシップの本質的な理解と起業に向けての構想作りと経営的視点からの企業の運営方法に関する基本的な知識や会社
設立のノウハウを学修します。

学修の到達目標
この授業における到達目標は、アントレプレナーシップの概念を理解し、ベンチャービジネスを起業するための基礎的なノウハウの修得をすることです。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実務家・起業家としての経験則(失敗談を含めて）に基づいて、理論と実務/事例をわかりやすく説明していきますので、安心して受講してください。理屈
を覚えるよりも、身近な事例に目を向け、アントレプレナーシップの「思考」と会社設立の手法を身に付けましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

070

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

講義資料は授業ごとに提示します。

参考書

参考書は授業中に随時指示します

特になし

特になし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
　この講義の進め方や評価方法、ベンチャービジネス論の全体像につ
いて説明いたします。

授業での説明の内容を基に復習してください。 2時間対面

第2回 【アントレプレナーシップとは】　
　ベンチャー・ブームの歴史、ベンチャー企業観の変遷からアントレプレ
ナーシップとは何かの基礎知識を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第3回 【事業構想①】　
　事業機会の認識、アイデア創出等起業に必要な基礎知識を学びま
す。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第4回 【事業構想②】　
　引き続き、事業機会の認識、アイデア創出等起業に必要な基礎知識
を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第5回 【ビジネスモデルの構築①】　
　ビジネスモデルデザインの手法を学び「儲かるビジネス構想」の実践
的手法を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第6回 【ビジネスモデルの構築②】　
　引き続き、ビジネスモデルデザインの手法を学び「儲かるビジネス構
想」の実践的手法を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第7回 【起業・運営①】　
　実際の会社設立の手順、設立後の運営（資金調達含む）の基本的な
知識を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面
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第8回 【起業・運営②】　
　引き続き、実際の会社設立の手順、設立後の運営（資金調達含む）の
基本的な知識を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第9回 【事例研究①】　
　楽天、三木谷にみるアントレプレナーシップの本質を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第10回 【事例研究②】　
　日本のスタートアップ企業事例を通して起業に関する要諦を学びま
す。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第11回 【事例研究③】　
　実際に起業されたゲストスピーカーを招聘し、起業及び経営の本質に
ついて学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第12回 【事例研究④】　
　欧米、アジア等グローバルのスタートアップ企業事例を通して起業に
関する要諦を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第13回 【事業企画書の書き方①】　
　前回までの講義をもとにテーマを設定し、事業企画書及び収益計算
書の書き方を説明します。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第14回 【事業企画書の書き方②】　
　前回までの講義をもとにテーマを設定し、事業企画書及び収益計算
書の作成の個人ワークをして頂きます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第15回 【振り返りとまとめ】　
　1回～14回の授業に関する補足説明と振り返り及び定期試験（事業計
画書作成）の説明を行います。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 6時間オンデマンド

－120－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中小企業政策論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234荒木　康代

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本の中小企業の現状と中小企業政策について理解し、その課題について考える。

授業の目的及び概要
現在、働く人の約7割が中小企業で働いています。企業数では、99％が中小企業です。日本の産業は、このような中小企業によって成り立っていると
いっても過言ではありません。しかし、中小企業は大企業にくらべて資金、人材、設備等の面で圧倒的に劣ります。そこで、国は様々な政策で中小企業
の支援を行ってます。本科目では、そのような中小企業の課題、特質を見据えながら、中小企業にとってどのような支援策が必要なのか、どのような政
策が中小企業の直面する問題を解決できるのか、詳しく見ていきます。本授業では、個々の具体的な事例に基づきながら、激変する現代の産業・経済
のなかで、中小企業が直面する課題について様々な角度から見るととともに、これから必要とされる中小企業政策について考えていきます。

学修の到達目標
・中小企業とは何かについて、定義や事例を用いて説明できる。
・戦後の中小企業政策の歩みについて経済社会環境の変化とともに説明できる。
・近年の中小企業政策について説明できる。
・現代の中小企業が直面する課題とそれに対する政策についての意見が言える。
・今後、中小企業にとって必要な政策とは何か、意見を言うことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業に関する質問・意見等についてはコメントに記入してください。次回授業で質問に答えます。またはメールでも返答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・評価の詳細は以下のようになっていますので、毎回の授業内容をよく理解し、自分なりの意見を持てるように努めてください。
　授業への積極的な参加度（２０％）については、授業全15回中５回以上コメントペーパー（意見、質問等）を提出してもらい、それによって、授
　業内容をどの程度理解しているか判断します。また、授業期間中に、授業で取り上げたテーマについての小レポート（３０％）を課します。
・最新のトピックを取り上げるため、授業内容についての計画を多少変更することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

００50

００3020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回レジュメを配布します。

参考書

以下を参考に用います。
　「202年度版　中小企業施策利用ガイドブック」
　https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/g_book/2022/index.html
　「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」
　　　https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2022/PDF/chusho.html
　「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書概要」
　https://www.meti.go.jp/press/2022/04/20220426003/20220426003-2.pdf
　「21世紀中小企業論」　渡辺幸男他　有斐閣アルマ

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス　授業の内容、進め方、成績評価などについての説明
・中小企業及び中小企業政策について

・「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書概要」「202
年度版　中小企業施策利用ガイドブック」に目を通しておく
こと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第2回 中小企業の現状と課題・中小企業施策 ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第3回 中小企業政策の変遷と歴史① ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面
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第4回 中小企業政策の変遷と歴史➁ ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第5回 中小企業の経営支援① ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第6回 中小企業の経営支援➁ ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第7回 中小企業の経営支援➁ ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第8回 創業・ベンチャー支援 ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第9回 中小企業の雇用・人材活用支援① ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」で「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第10回 中小企業の雇用・人材活用支援➁ ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第11回 中小企業の金融・財務サポート施策 ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第12回 中小商業・地域サポート支援施策 ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第13回 その他の中小企業の支援施策 ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、白書、参考書等で下調べを
しておくこと。（2時間）

4時間対面

第14回 これまでの授業内容の復習・小テスト ・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「202年度版中小企業施策利用ガイドブック」で復
習をしておくこと。（４時間）

4時間対面

第15回 オンデマンド動画を視聴した後、復習問題に回答する事で、これまでの
授業内容の復習をしてください。

・配布レジュメと「2022年版中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版中小企業白書・小規模企業白書」で復
習をしておくこと。（３時間）
・間違った箇所について確認し、復習をしておくこと。（２時
間）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中小企業経営論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234荒木　康代

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 中小企業及び中小企業の経営について理解し、その課題について考える。

授業の目的及び概要
現在、働く人の約7割が中小企業で働いています。企業数では、99％が中小企業です。日本の産業は、このような中小企業によって成り立っていると
いっても過言ではありません。このような中小企業には、大企業とは異なる性質があります。本科目では、そのような特質を見据えながら、中小企業が
日々どのように活動しているのか、どのように直面する問題を解決しているのか、詳しく見ていきます。一口に中小企業といっても、その内容は様々で
す。本授業では、個々の具体的な事例に基づきながら、激変する現代の産業・経済のなかで、中小企業が直面する課題について様々な角度から見るこ
とによって、中小企業の経営について考えていきます。このことは皆さんが社会に出て企業等で働くとき、企業経営や現実の経済について理解する助け
になると考えます。授業レベルとしては、初級に相当しますので、特に専門的知識は必要ありません。

学修の到達目標
・中小企業とは何かについて、定義や事例を用いて説明できる。
・戦後の中小企業の歩みについて経済社会環境の変化とともに説明できる。
・中小製造業の現状と課題について説明できる。
・中小商業の現状と課題について説明できる。
・現代の中小企業が直面する課題とそれに対する方策について意見が言える知識を身に着けている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業に関する質問・意見等についてはコメントシートに記入してください。次回授業で質問に答えます。またはメールでも返答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・評価の詳細は以下のようになっていますので、毎回の授業内容を理解し、自分なりの意見を持てるように努めてください。
　授業への積極的な参加度（２０％）については、授業全15回中５回以上コメントペーパー（意見、質問等）を提出してもらい、それによって、授
　業内容をどの程度理解しているか判断します。また、授業期間中に、授業で取り上げたテーマについての小レポート（３０％）を課します。
・最新のトピックを取り上げるため、授業内容についての計画を多少変更することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０050

００3020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回レジメを配布します。

参考書

以下を参考に用います。
　「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」
　　　https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2022/PDF/chusho.html
　「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書概要」
　https://www.meti.go.jp/press/2022/04/20220426003/20220426003-2.pdf
　「21世紀中小企業論」　渡辺幸男他　有斐閣アルマ

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス　授業の内容、進め方、成績評価などについての説明
・中小企業について

・「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書概要」
https://www.meti.go.jp/press/2022/04
/20220426003/20220426003-2.pdf
　に目を通しておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第2回 中小企業の現状、中小企業の定義、中小企業の範囲、規模等について ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第3回 中小企業の経営とその課題について　外部講師（中小企業診断士）の
話

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面
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第4回 中小企業の環境変化と歴史 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第5回 ・モノづくりと下請けからの脱却 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第6回 モノづくりと下請けからの脱却　外部講師（中小企業経営者）の話 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第7回 中小企業のマーケティング・ネットワーク戦略 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第8回 産業集積とネットワーク ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第9回 中小企業と地域商業① ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第10回 中小企業と地域商業② ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第11回 中小企業の人材活用　外部講師（中小企業診断士・社会保険労務士）
の話

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第12回 事業承継、起業・創業、廃業 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第13回 事業承継、起業業・創業、廃業について、外部講師（中小企業経営者）
の話

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第14回 中小企業の金融調達 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第15回 オンデマンド動画を視聴後、復習問題をすることによって、これまでの授
業内容についての復習をします。

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・これまでの授業内容から自分なりにこれからの中小企業
のありかたについて考え、まとめておくこと。（3時間）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営工学概論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　 34
経営学部　234

辺　成祐

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 本講義では、製造企業が行う活動の流れに沿って、経営工学の基礎的な知識を事例とともに紹介する。

授業の目的及び概要
本講義では、企業の組織的活動がどのようにして企業のパフォーマンスや経済的な成果につながるのか、という「競争力」の視点が強調される。また、
現場の日々の活動を企業や産業の競争力に結び付ける一貫したロジックが必要となる。本講義の中心課題は、こういた「ものづくりの基本ロジック」の
解明にほかならない。

学修の到達目標
受講者は、この授業を履修することによって、以下のことができるようになります。
1）製造企業が行う活動と管理ポイントを、時間軸に沿って分析できる。
2）生産管理のパフォーマンス要素（品質、コスト、納期）の管理特徴について記述できる。
3）輸送問題、線形計画法の定式化ができる。
4）企業間比較分析ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に取り組む演習課題は次回の授業でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

集中講義です。企業活動の流れを、時間軸に沿って説明します。最近の企業事例も紹介します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

辺成祐・具承桓・安酸建二（近刊）『生産マネジメント論：基礎編』ミネルヴァ書房

参考書

特にありません。

未定

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ＜イントロ：経営学と経営工学＞
講義に関するガイダンスを行う。経営学と経営工学との関係、経営工学
とオペレーション・リサーチ（OR）との関係について俯瞰する。

シラバスをよく読み、教科書の第1章を予習しておく（2時間
程度）。
配布する企業のケース資料を復習する（2時間程度）。

4時間対面

第2回 ＜時間軸でみる製造企業の活動の流れ＞
製造企業の活動を、仕事の順番で分類する。需要予測、工場のキャパ
シティー計画と立地選定、生産ランプアップ（生産準備）、大量生産、出
荷・販売の流れについて説明し、経営工学における本講義（経営工学
概論）の視点を紹介する。

教科書の第3章を予習しておく（２時間程度）。
配布する企業のケース資料を復習する（2時間程度）。

4時間対面

第3回 ＜需要予測①需要変動、予測組織、予測精度＞
需要予測の基礎について学ぶ。需要変動の発生要因とパターン、需要
予測を担当する組織、予測の精度と誤差について、実際の企業事例を
交えながら説明する。

教科書の第3章を読んでおく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第4回 ＜需要予測②定性的手法と定量的手法＞
需要予測の手法について詳しく説明する。定性的手法として、デルファ
イ法、ライフサイクル分析、実績類推法を、定量的手法としては、ナイー
ブ予測、移動平均法、指数平滑法、回帰分析（概要）、季節変動要因分
析について説明する。

教科書の第3章を読み返しておく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第5回 ＜生産キャパシティー計画と立地選定＞
工場の最大生産能力である生産キャパシティーの計画手法について説
明する。合わせて、工場の立地を決める上で重要な要素について、最
近のTSMCの熊本工場の事例をあげながら説明する。

教科書の第4章を読んでおく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面
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第6回 ＜生産ランプアップとボトルネック工程管理＞
大量生産に至る最後の段階である生産準備（生産ランプアップ）につい
て説明し、ボトルネック工程管理が持つ重要性について紹介する。

教科書の第5章を読んでおく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第7回 ＜生産管理の競争力と多層評価：自動車産業と鉄鋼産業の比較＞
生産管理のパフォーマンス、つまり競争力の全体像を中心に紹介す
る。具体的には、生産活動の実力を高い品質、安いコスト、早い納期の
面から説明する。

教科書の第6章を読んでおく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第8回 ＜品質管理①公差管理、統計的品質管理＞
品質の概念を整理し、品質と関係するコストの種類について説明する。
また、公差の設定と管理、統計的品質管理（SQC; Statistical Quality 
Control）の手法について紹介する。

教科書の第7章を読んでおく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第9回 ＜品質管理②QCサークル、TQC、TQM、ISO＞
品質管理は、統計専門家だけの領域ではない。QCサークルをはじめ、
品質管理の組織的取り組みを紹介する。最後には、日本企業の品質管
理について、特に過剰品質と品質不正問題を中心に説明する。

教科書の第7章を読み返す（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第10回 ＜コスト管理と生産性向上の手法＞
コストを管理することは、製造原価を管理する活動である。コスト競争力
の背後には、生産性がある。コスト低減と生産性向上との関係について
説明する。

生産性向上に関する配布資料を読んでおくこと（2時間程
度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第11回 ＜納期管理＞
納期に遅れたら、長引くことを喜ぶ顧客はいない。計画とスケジュール
管理のための様々な手法について説明する。中にはシンプルでアナロ
グな管理手法もある一方、最先端のITシステムやソフトウェアを活用す
る手法もある。

教科書の第10章を読んでおく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第12回 ＜在庫管理＞
在庫の機能と管理について説明する。在庫の種類と機能、在庫のコス
ト、定期・定量発注モデルについて詳細に説明する。

教科書の第11章を読んでおく（２時間程度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第13回 ＜輸送問題①定式化、基底解を求める方法＞
輸送問題を通じて、企業の現実問題を抽象化し、定式化する練習を行
う。まずは、需要量と供給量が一致する基本モデルから理解する。

教科書の第10章（輸送問題パート）を読んでおく（２時間程
度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、よく理解しておく
（２時間程度）。

4時間対面

第14回 ＜輸送問題②特殊モデル、線形計画法＞
前回で学んだ輸送問題の特殊モデルを紹介する。需要量と供給量の
一致しない場合と、在庫保管コストを輸送問題化することについて紹介
する。最後には、線形計画法（LP；Linear Programming）について説明
する。

教科書の第11章（輸送問題パート）を読んでおく（２時間程
度）。
授業中に取り組んだ演習課題を復習し、最終レポートを作
成する（２時間程度）。

4時間対面

第15回 ＜経営工学とDX（デジタル・トランスフォーメーション）＞
これまでの内容をまとめる。また、DXの事例を紹介する。

学期を通して、授業中に取り組んだ課題を復習し、よく理
解しておく（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 コーポレートファイナンス論（経営学部）／企業財務論（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業価値の最大化

授業の目的及び概要
この授業は、企業における資金の調達・運用、設備投資等に関して包括的に学び、理論を正確に理解した上で、その応用力を身につけることができる
ことを目的とする。具体的には、会計情報を利用し、問題を解決できること、会計情報を意思決定に利用できること、基本的なファイナンスに関する理
論、企業における資金調達と資本構成の実態、資本コストの考え方やその算出方法、企業における配当政策、債券と株式の評価方法、現在価値の概
念を用いたキャッシュフローの評価方法等に関する知識を修得し、企業財務意思決定の基礎理論を理解することができることなどである。

学修の到達目標
基本的なコーポレートファイナンスの考え方を身につけ、グローバル化する現代ビジネスの諸課題に創造的に対応できる力を身につけることを到達目
標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
確認テストについては授業中に講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

配布資料は、書き込み式です。授業に出席し、抜けているところを埋めてください。授業に出席できなかった場合には、ラーニングポータルの教材を確認
してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『コーポレートファイナンス　戦略と実践』，田中慎一、保田隆明著，ダイヤモンド社，2019年

参考書

『ファイナンス論・入門　イチからわかる証券投資と企業金融』2020　俊野雅司、白須洋子、時岡紀夫著　有斐
閣　
その他の参考書については、授業中に配布プリント等でお知らせします。

ISBN:978-4-478-10541-2

ISBN:978-4-641-16570-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ファイナンスの全体像 【予習】事前にシラバスに目を通しテキストの第1章の部分
を読んでおきましょう。
【復習】テキストの第1章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第2回 会計とファイナンス１　B/SとP/L 【予習】事前にテキストの第2章01及び02の部分を読んで
おきましょう。
【復習】テキストの第2章01及び02の部分や配布資料を読
み返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 会計とファイナンス２　キャッシュフロー 【予習】事前にテキストの第2章03～07の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第2章03～07の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 会計とファイナンス３　財務諸表の活用 【予習】事前にテキストの第3章01～03の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第3章01～03の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 会計とファイナンス４　株式市場での評価 【予習】事前にテキストの第3章04～08の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第3章04～08の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 企業価値１　現在価値 【予習】事前にテキストの第4章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第4章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 企業価値２　資本コスト 【予習】事前にテキストの第5章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第5章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 企業価値３　事業評価 【予習】事前にテキストの第6章01～03の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第6章01～03の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 企業価値４　企業価値 【予習】事前にテキストの第6章04～08の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第6章04～08の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 企業価値５　類似会社比較法 【予習】事前にテキストの第7章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第7章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 企業価値６　M＆A 【予習】事前にテキストの第8章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第8章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 株主還元政策 【予習】事前にテキストの第9章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第9章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 IR戦略 【予習】事前にテキストの第10章の部分を読んでおきま
しょう。
【復習】テキストの第10章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 ベンチャーファイナンス 【予習】事前にテキストの第11章の部分を読んでおきま
しょう。
【復習】テキストの第11章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】事前に確認テストの計算問題や用語について復習
しておきましょう。
【復習】テキストや参考書、配布資料を用いて用語や確認
テストの計算問題について復習し、講義で得た知識を確
認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際経営概論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

四宮　由紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ この講義では、（１）国際経営の基本的な概念や理論を学ぶこと、（２）国際経営が抱える課題と解決について考えること、（３）国際経営の実態を理解す
ること、の３つをテーマとしています。

授業の目的及び概要
この講義では、国際経営の理論と歴史、仕組みと企業活動、実態と様々な課題について知識を深め、国際経営の課題と解決について考えます。国際
経営とは「企業が国境を越えてビジネス活動を行うこと」です。企業はなぜ国際化するのか、また国際経営における戦略、組織、ビジネス活動の特徴は
どのようなものか、日本および海外の企業の国際経営にはどのような特徴がありどのような課題を抱えているのか、これらの視点から国際経営への理
解を深めます。
　この講義の目的は、国際経営とは何か、また国際経営をする企業にはどのような特徴があるのかを理解できるようになることです。初めて国際経営に
ついて学ぶ人でも理解しやすいように、実際の企業の事例を多く用いながら解説します。なお、経営学の基礎的な知識があると、より国際経営について
の理解が深まります。
　具体的には、貿易と直接投資、多国籍企業の歴史と理論、国際経営の所有政策／経営管理／経営組織／技術と研究開発／マーケティング／人的
資源管理／リスク、そして日本や海外の国際経営事例について学びます。

学修の到達目標
国際経営の基礎概念と理論、歴史と現状、および課題について理解し、以下のようなレベルに到達すること。
1.　国際経営の歴史的背景と基礎的な知識を理解し、国際化のメカニズムについて説明することができる。
2.　企業の国際経営について理解を深め、現実の企業活動について分析できるようになる。
3.　日本企業および外資系企業の国際経営の実態や課題を理解し、その解決について考察することができる。
4.　国際的な視野を養い、世界で活躍できる知識を持つことが出来る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の小テストやレポートについて、翌週の授業の冒頭で正答や解答例を解説します。
また、質問やコメントについては授業内でフィードバックし、共有します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ実際の企業の事例を盛り込みながら、理論と実践に関してわかりやすく講義します。
国際経営について実践的で幅広い知識を身につけるとともに、「なぜ国際化するのか」、「国際経営の課題は何か」、「どうすれば解決できるのか」、につ
いて分析し考える力を養いましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①国際経営論への招待、吉原英樹編著、有斐閣ブックス、2002年
②新グローバル経営論、安室憲一編著、白桃書房、2007年
③テキストブック国際経営[新版]、山崎清・竹田志郎、有斐閣ブックス、1993年

なし

①9784641086661
②9784561264668
③9784641085220

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス：国際経営とは】
　この講義の進め方や評価方法、国際経営慨論の授業計画の全体像
について説明する。
　国際経営の概要とデータについてクイズ形式で紹介し、解説する。

国際経営とは何か、考えてみよう。
国際経営に関して身近な企業の例を、ニュースや新聞な
どから調べてみよう。

2時間対面

第2回 【貿易と直接投資】
　「企業の国際化と国際経営」にとって不可欠である貿易と直接投資に
ついて学ぶ。
　また国際貿易の歴史と世界経済の現状についても解説する。

貿易と直接投資の違いについて正しく理解しよう。
日本の貿易と直接投資の規模について調べ、諸外国と比
べてみよう。

4時間対面

第3回 【多国籍企業の誕生と発展】
　多国籍企業の誕生と発展の歴史について学ぶ。また多国籍企業の定
義や形態についても紹介し、時代の変化に伴う変遷についても理解を
深める。
　さらに日本、欧米、新興国の多国籍企業の特徴について考える。

多国籍企業とは何か、説明できるようにしよう。
日本や海外の多国籍企業について調べよう。

4時間対面

第4回 【多国籍企業の理論】
　企業はなぜ国際化するのか、その理論として①プロダクト・ライフサイ
クル、②ダニングの折衷理論、③内部化理論について学ぶ。

企業が国際化する理由や意義について考えよう。
多国籍企業の様々な理論について正しく理解し、その違
いについて整理しよう。

4時間対面
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第5回 【国際経営と所有政策】
　企業が海外に進出する際にどのような形態で国際化するのか、特に
企業の所有方式について学ぶ。
　完全所有、ジョイントベンチャー、M&A等の方式についてそれぞれの
特徴とその方式を選択する背景について解説する。

企業が国際化するときに、どのような所有方式があるの
か、考えてみよう。
それぞれの所有方式のメリット・デメリットを正しく理解し、
実際の企業の事例を調べてみよう。

4時間対面

第6回 【国際経営と経営管理】
　企業が国際化すると、経営管理においてどのような特徴や課題があ
るのか解説する。
　経営管理の中央集権化、現地化（ローカル化）、グローバル化のそれ
ぞれの特徴と、メリット・デメリットについて学ぶ。

中央集権型／現地化／グローバル化の多国籍企業の事
例について調べよう。
経営管理のそれぞれの方式の問題点や課題について分
析しよう。

4時間対面

第7回 【国際経営と組織構造】
　企業が国際化するにつれ、企業の組織の在り方が変化する。国際化
のフェーズと組織構造(事業部制組織／マトリックス組織）について学
ぶ。
　また、国際経営組織のマルチナショナル型／インターナショナル型／
グローバル型／トランスナショナル型、地域統括本社制などについても
解説する。

企業が国際化し、拡大する中で、最適な組織構造は何
か、考えよう。
実際の企業組織の事例から、なぜその組織構造を選択し
たのか分析しよう。

4時間対面

第8回 【国際経営と研究開発】
　企業の成長や発展のために研究開発は不可欠である。国際研究開
発について、その目的と要因、発展段階と現状について学ぶ。
　また、研究開発の国際化においてどのような課題があるのか解説す
る。

研究開発が国際化することで、どのような問題が生じるの
か考えてみよう。
実際の企業の国際研究開発の事例を調べてみよう。

4時間対面

第9回 【国際経営とマーケティング】
　企業が国際化すると、世界中の顧客をターゲットにした国際マーケ
ティング活動が必要になる。
　国際マーケティングの役割と重要性について学び、標準化vs適応化
問題やグローバル・サプライチェーンマネジメントについても言及する。

国際マーケティングの標準化と適応化問題について、そ
れぞれのメリット・デメリットを正しく理解しよう。
世界的に有名な企業のマーケティングについて調べ、そ
の特徴について分析しよう。

4時間対面

第10回 【国際経営と人的資源管理】
　企業が国際化するに従い、人材もグローバル化し、国際的な人的資
源管理が必要である。
　実際の事例を紹介しながら、国際人的資源管理の在り方や特徴、課
題について学び、異文化経営への理解を深める。

多様な国籍や文化的背景を持つ人々が働く企業では、ど
のような人的資源管理が必要か考えよう。
実際の企業の国際人的資源管理について調べ、その特
徴を比較してみよう。

4時間対面

第11回 【国際経営とリスク】
　企業が国際化する中で、多様な国において異なる経済制度や経営習
慣、異文化などに直面し、企業は様々なリスクにさらされている。
　国際経営を取り巻く環境とリスクについて学び、その課題と解決につ
いて考察する。

企業の国際化においてどのようなリスクが考えられるか、
考察しよう。
実際の企業国際化のリスクの事例について調べてみよ
う。

4時間対面

第12回 【日本企業の国際経営事例】
　日本企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した日本企業について挙げてみよう。
日本企業の国際化にはどのような特徴があるか考えよ
う。

4時間対面

第13回 【諸外国の企業の国際経営事例】
　主に、欧米企業と中国企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した外資系企業について挙げてみよう。
欧米企業／中国企業の国際化にはどのような特徴がある
か考えよう。

4時間対面

第14回 【サービス企業の国際化】
　サービス企業の国際化は、製造業の国際化とは異なる特徴やモデル
がある。
　サービス企業の国際化の理論的直腸と事例について学ぶ。

国際化したサービス企業について挙げてみよう。
サービス企業の国際化にはどのような特徴があるか考え
よう。

4時間対面

第15回 【総括】
　これまでの講義を振り返り、今後の国際経営の発展と拡大について
考察する。
オンデマンド動画を視聴して復習し、定期試験に向けて学修する。

配信したオンデマンド動画を見て、これまでの講義で学修
した国際経営の理論や知識について整理しよう。
国際経営の現状と課題について正しく把握し、その解決に
ついて考えよう。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際経営概論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

四宮　由紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ この講義では、（１）国際経営の基本的な概念や理論を学ぶこと、（２）国際経営が抱える課題と解決について考えること、（３）国際経営の実態を理解す
ること、の３つをテーマとしています。

授業の目的及び概要
この講義では、国際経営の理論と歴史、仕組みと企業活動、実態と様々な課題について知識を深め、国際経営の課題と解決について考えます。国際
経営とは「企業が国境を越えてビジネス活動を行うこと」です。企業はなぜ国際化するのか、また国際経営における戦略、組織、ビジネス活動の特徴は
どのようなものか、日本および海外の企業の国際経営にはどのような特徴がありどのような課題を抱えているのか、これらの視点から国際経営への理
解を深めます。
　この講義の目的は、国際経営とは何か、また国際経営をする企業にはどのような特徴があるのかを理解できるようになることです。初めて国際経営に
ついて学ぶ人でも理解しやすいように、実際の企業の事例を多く用いながら解説します。なお、経営学の基礎的な知識があると、より国際経営について
の理解が深まります。
　具体的には、貿易と直接投資、多国籍企業の歴史と理論、国際経営の所有政策／経営管理／経営組織／技術と研究開発／マーケティング／人的
資源管理／リスク、そして日本や海外の国際経営事例について学びます。

学修の到達目標
国際経営の基礎概念と理論、歴史と現状、および課題について理解し、以下のようなレベルに到達すること。
1.　国際経営の歴史的背景と基礎的な知識を理解し、国際化のメカニズムについて説明することができる。
2.　企業の国際経営について理解を深め、現実の企業活動について分析できるようになる。
3.　日本企業および外資系企業の国際経営の実態や課題を理解し、その解決について考察することができる。
4.　国際的な視野を養い、世界で活躍できる知識を持つことが出来る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の小テストやレポートについて、翌週の授業の冒頭で正答や解答例を解説します。
また、質問やコメントについては授業内でフィードバックし、共有します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ実際の企業の事例を盛り込みながら、理論と実践に関してわかりやすく講義します。
国際経営について実践的で幅広い知識を身につけるとともに、「なぜ国際化するのか」、「国際経営の課題は何か」、「どうすれば解決できるのか」、につ
いて分析し考える力を養いましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①国際経営論への招待、吉原英樹編著、有斐閣ブックス、2002年
②新グローバル経営論、安室憲一編著、白桃書房、2007年
③テキストブック国際経営[新版]、山崎清・竹田志郎、有斐閣ブックス、1993年

なし

①9784641086661
②9784561264668
③9784641085220

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス：国際経営とは】
　この講義の進め方や評価方法、国際経営慨論の授業計画の全体像
について説明する。
　国際経営の概要とデータについてクイズ形式で紹介し、解説する。

国際経営とは何か、考えてみよう。
国際経営に関して身近な企業の例を、ニュースや新聞な
どから調べてみよう。

2時間対面

第2回 【貿易と直接投資】
　「企業の国際化と国際経営」にとって不可欠である貿易と直接投資に
ついて学ぶ。
　また国際貿易の歴史と世界経済の現状についても解説する。

貿易と直接投資の違いについて正しく理解しよう。
日本の貿易と直接投資の規模について調べ、諸外国と比
べてみよう。

4時間対面

第3回 【多国籍企業の誕生と発展】
　多国籍企業の誕生と発展の歴史について学ぶ。また多国籍企業の定
義や形態についても紹介し、時代の変化に伴う変遷についても理解を
深める。
　さらに日本、欧米、新興国の多国籍企業の特徴について考える。

多国籍企業とは何か、説明できるようにしよう。
日本や海外の多国籍企業について調べよう。

4時間対面

第4回 【多国籍企業の理論】
　企業はなぜ国際化するのか、その理論として①プロダクト・ライフサイ
クル、②ダニングの折衷理論、③内部化理論について学ぶ。

企業が国際化する理由や意義について考えよう。
多国籍企業の様々な理論について正しく理解し、その違
いについて整理しよう。

4時間対面

－131－



第5回 【国際経営と所有政策】
　企業が海外に進出する際にどのような形態で国際化するのか、特に
企業の所有方式について学ぶ。
　完全所有、ジョイントベンチャー、M&A等の方式についてそれぞれの
特徴とその方式を選択する背景について解説する。

企業が国際化するときに、どのような所有方式があるの
か、考えてみよう。
それぞれの所有方式のメリット・デメリットを正しく理解し、
実際の企業の事例を調べてみよう。

4時間対面

第6回 【国際経営と経営管理】
　企業が国際化すると、経営管理においてどのような特徴や課題があ
るのか解説する。
　経営管理の中央集権化、現地化（ローカル化）、グローバル化のそれ
ぞれの特徴と、メリット・デメリットについて学ぶ。

中央集権型／現地化／グローバル化の多国籍企業の事
例について調べよう。
経営管理のそれぞれの方式の問題点や課題について分
析しよう。

4時間対面

第7回 【国際経営と組織構造】
　企業が国際化するにつれ、企業の組織の在り方が変化する。国際化
のフェーズと組織構造(事業部制組織／マトリックス組織）について学
ぶ。
　また、国際経営組織のマルチナショナル型／インターナショナル型／
グローバル型／トランスナショナル型、地域統括本社制などについても
解説する。

企業が国際化し、拡大する中で、最適な組織構造は何
か、考えよう。
実際の企業組織の事例から、なぜその組織構造を選択し
たのか分析しよう。

4時間対面

第8回 【国際経営と研究開発】
　企業の成長や発展のために研究開発は不可欠である。国際研究開
発について、その目的と要因、発展段階と現状について学ぶ。
　また、研究開発の国際化においてどのような課題があるのか解説す
る。

研究開発が国際化することで、どのような問題が生じるの
か考えてみよう。
実際の企業の国際研究開発の事例を調べてみよう。

4時間対面

第9回 【国際経営とマーケティング】
　企業が国際化すると、世界中の顧客をターゲットにした国際マーケ
ティング活動が必要になる。
　国際マーケティングの役割と重要性について学び、標準化vs適応化
問題やグローバル・サプライチェーンマネジメントについても言及する。

国際マーケティングの標準化と適応化問題について、そ
れぞれのメリット・デメリットを正しく理解しよう。
世界的に有名な企業のマーケティングについて調べ、そ
の特徴について分析しよう。

4時間対面

第10回 【国際経営と人的資源管理】
　企業が国際化するに従い、人材もグローバル化し、国際的な人的資
源管理が必要である。
　実際の事例を紹介しながら、国際人的資源管理の在り方や特徴、課
題について学び、異文化経営への理解を深める。

多様な国籍や文化的背景を持つ人々が働く企業では、ど
のような人的資源管理が必要か考えよう。
実際の企業の国際人的資源管理について調べ、その特
徴を比較してみよう。

4時間対面

第11回 【国際経営とリスク】
　企業が国際化する中で、多様な国において異なる経済制度や経営習
慣、異文化などに直面し、企業は様々なリスクにさらされている。
　国際経営を取り巻く環境とリスクについて学び、その課題と解決につ
いて考察する。

企業の国際化においてどのようなリスクが考えられるか、
考察しよう。
実際の企業国際化のリスクの事例について調べてみよ
う。

4時間対面

第12回 【日本企業の国際経営事例】
　日本企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した日本企業について挙げてみよう。
日本企業の国際化にはどのような特徴があるか考えよ
う。

4時間対面

第13回 【諸外国の企業の国際経営事例】
　主に、欧米企業と中国企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した外資系企業について挙げてみよう。
欧米企業／中国企業の国際化にはどのような特徴がある
か考えよう。

4時間対面

第14回 【サービス企業の国際化】
　サービス企業の国際化は、製造業の国際化とは異なる特徴やモデル
がある。
　サービス企業の国際化の理論的直腸と事例について学ぶ。

国際化したサービス企業について挙げてみよう。
サービス企業の国際化にはどのような特徴があるか考え
よう。

4時間対面

第15回 【総括】
　これまでの講義を振り返り、今後の国際経営の発展と拡大について
考察する。
オンデマンド動画を視聴して復習し、定期試験に向けて学修する。

配信したオンデマンド動画を見て、これまでの講義で学修
した国際経営の理論や知識について整理しよう。
国際経営の現状と課題について正しく把握し、その解決に
ついて考えよう。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 流通産業論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 流通というキーワードを中心として、流通の構造を理解するための基礎知識、役割、政策等を理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、国民経済のなかで流通産業が生産と消費を架橋する必要不可欠な存在であり、流通産業は、流通システムの構造の理解をもとに、身近
なところの例を自ら発見し・理解することを踏まえて、流通産業の全体像を把握することができるようになることを目標とする。流通の「今」を捉えること
は、現在の社会経済の状況について、よりよく理解できるだけでなく、流通ビジネスで活躍したいと考えている履修者の就職展望ともなるようにする。

学修の到達目標
1．流通の役割と分析アプローチを説明することができる。
2．商流、物流、情報流の流通の側面について説明することができる。
3．流通動態や流通の観点の違いについて説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、講義中に説明を基本とし、メールでフィードバックやコメント、アドバイスも行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本講義は商業学を履修した受講生を対象とし、流通構造についてマクロ的な観点から解説することを目的とします。履修の前に商業学の復習を必ず行
なってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①現代流通，矢作敏行，有斐閣アルマ，1996年

なし

①　9784641120143

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として講義資料やノートを読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

2時間対面

第2回 流通の役割
流通の仕組み、需給結合、商業について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第3回 分析アプローチ
流通構造の分析するためのアプローチについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第4回 商流
交換を中心に流通チャネルの組織化について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。 
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第5回 物流
物流の生成とシステムの構築について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第6回 情報流
情報処理のメカニズムや情報伝達のメカニズムについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第7回 小括
第2回から第6回までの講義内容を振り返ります。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間オンデマンド
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第8回 中間試験
第2回から第6回までの講義内容について中間試験を行います。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

6時間対面

第9回 流通動態
流通機能における分化や統合について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第10回 小売流通
小売流通の特質や小売商業構造について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第11回 卸売流通
卸売流通の特質やその動態について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第12回 メーカー流通
メーカー起点の流通チャネルのマネジメントについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第13回 産業財流通
産業財流通の特質や組織購買行動について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第14回 流通政策
流通に関わる様々な政策について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 流通システム論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 流通に関する基本原理と現状の理解

授業の目的及び概要
生産と消費を架橋する流通は、経済活動において重要な役割を果たしています。経済活動において重要な役割を果たしている流通の機能や役割など
流通の基本的枠組みを理解することが本講義の目標です。具体的には、消費者（我々）にとって身近な存在である流通の機能、役割などの基本概念や
百貨店、スーパー、コンビニエンスストアなどの各業態の歴史や現状などについて学習したうえで、流通担当者の活動について理解を深めていきます。
なお、授業は、流通をはじめて学ぶ学生を想定し、流通の基礎から解説していきます。

学修の到達目標
1．流通の機能や役割を理解し、説明することができる
2．各業態の歴史や現状を理解し、説明することができる
3．流通業の現状や流通業者が抱える課題やその対応策について、自分の考えや意見をまとめることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメントを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

我々にとって身近な存在である流通に興味、関心をもち、授業に主体的に参加することを期待します。講義の形式を基本として行いますが、積極的に授
業に参加すること（質疑応答など）を希望します。授業中に教員から質問をしますので、積極的に自ら考え、答えるようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

3001515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。
必要に応じて資料を配布します。

参考書

参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。流
通とは何かについて説明します。

事前学修：シラバスを読み、授業の目的、授業の全体の
流れ等を事前に把握しておいてください。
事後学修：授業で配布した資料を読み、流通システム論
の概略、流通とは何かについて復習してください。

4時間対面

第2回 流通の役割
　流通の役割について学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第3回 卸売業
　卸売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第4回 小売業①
　小売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第5回 小売業②
　小売業の業種と業態を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第6回 百貨店の歴史と現状
　百貨店の歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第7回 スーパーマーケットの歴史と現状
　スーパーマーケットの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面
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第8回 中間試験
　これまでの内容について中間試験を実施します。

事前学習：これまでの配布資料を読み、中間試験の準備
をしてください。
事後学習：確認テストの振り返りをしてください。

4時間対面

第9回 コンビニエンスストアの歴史と現状①
　コンビニエンスストアの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第10回 コンビニエンスストアの歴史と現状②
　コンビニエンスストアの歴史について、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第11回  POSシステム
　POSシステムについて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第12回  各業態の動向
　これまでの内容（各業態の現状）を踏まえたうえで、各業態の動向に
ついて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第13回 事例研究①
　SPAのビジネスモデルについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第14回 事例研究②
　プライベートブランドについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第15回 総括
　これまでのまとめを行います。

事前学習：これまでに配布した授業資料を再度、確認して
ください。
事後学習：これまでの授業内容を復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 流通システム論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 流通に関する基本原理と現状の理解

授業の目的及び概要
生産と消費を架橋する流通は、経済活動において重要な役割を果たしています。経済活動において重要な役割を果たしている流通の機能や役割など
流通の基本的枠組みを理解することが本講義の目標です。具体的には、消費者（我々）にとって身近な存在である流通の機能、役割などの基本概念や
百貨店、スーパー、コンビニエンスストアなどの各業態の歴史や現状などについて学習したうえで、流通担当者の活動について理解を深めていきます。
なお、授業は、流通をはじめて学ぶ学生を想定し、流通の基礎から解説していきます。

学修の到達目標
1．流通の機能や役割を理解し、説明することができる
2．各業態の歴史や現状を理解し、説明することができる
3．流通業の現状や流通業者が抱える課題やその対応策について、自分の考えや意見をまとめることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメントを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

我々にとって身近な存在である流通に興味、関心をもち、授業に主体的に参加することを期待します。講義の形式を基本として行いますが、積極的に授
業に参加すること（質疑応答など）を希望します。授業中に教員から質問をしますので、積極的に自ら考え、答えるようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

3001515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。
必要に応じて資料を配布します。

参考書

参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。流
通とは何かについて説明します。

事前学修：シラバスを読み、授業の目的、授業の全体の
流れ等を事前に把握しておいてください。
事後学修：授業で配布した資料を読み、流通システム論
の概略、流通とは何かについて復習してください。

4時間対面

第2回 流通の役割
　流通の役割について学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第3回 卸売業
　卸売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第4回 小売業①
　小売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第5回 小売業②
　小売業の業種と業態を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第6回 百貨店の歴史と現状
　百貨店の歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第7回 スーパーマーケットの歴史と現状
　スーパーマーケットの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面
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第8回 中間試験
　これまでの内容について中間試験を実施します。

事前学習：これまでの配布資料を読み、中間試験の準備
をしてください。
事後学習：確認テストの振り返りをしてください。

4時間対面

第9回 コンビニエンスストアの歴史と現状①
　コンビニエンスストアの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第10回 コンビニエンスストアの歴史と現状②
　コンビニエンスストアの歴史について、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第11回  POSシステム
　POSシステムについて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第12回  各業態の動向
　これまでの内容（各業態の現状）を踏まえたうえで、各業態の動向に
ついて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第13回 事例研究①
　SPAのビジネスモデルについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第14回 事例研究②
　プライベートブランドについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第15回 総括
　これまでのまとめを行います。

事前学習：これまでに配布した授業資料を再度、確認して
ください。
事後学習：これまでの授業内容を復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 流通システム論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234加藤　司

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 情報化やグローバル化が進む中、私達の生活のなかで流通がどのような役割を果たしているか、その歴的発展や仕組みについて理解します。

授業の目的及び概要
流通システム論は、需要と供給とを「斉合する(matching)」という流通システムの役割について理解することが目的です。情報化とグローバル化が進む
中、流通の役割も変化しています。本講義では、なぜ、どのように変化するか、流通の背後で働いているメカニズムを、主要な流通に関する理論を学ぶ
とともに、具体的な小売業態の発展と結び付けながら、理解することにします。

学修の到達目標
①  流通の基礎理論について理解する。
②  小売業態の歴史的発展プロセスを理解し、業態別の異なる経営課題を理解し、説明できる。
③  小売業の生産を含めたチェーンオペレーションのシステムと課題を理解することができる。
④  小売業のグローバル化の課題を理解する。
⑤  小売業とメーカーとの関係の歴史的変化を理解し、その背後にどのようなメカニズムが働いているかを説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義内容についての質問は、次回の講義で説明します。途中で、理解度を確認するために、小テストを行い、採点したうえで返却し、理解度を自ら確認
できるようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

流通は学生にとっても身近な存在です。しかも、流通の変化や仕組みは、誰にとってもとても面白いものです。常に興味を持って「なぜ」という疑問を持っ
て、講義に参加しほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

040

005010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
必要な資料は、適宜配布します。

参考書

➀はじめての流通,崔容熏・原頼利他,有斐閣, 2014年。
②流通,大阪市立大学商学部編,有斐閣,2002年

なし

➀ 978-4641150102
② 978-4641052680

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回  流通システム論を学ぶ意義ならびに講義全体の流れについて説明す
る

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習すること(２時間)
次回の講義のテーマである「商業の存立根拠論」につい
て事前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは
調べておくこと(２時間)

4時間対面

第2回 商業の存立根拠論:　なぜ、生産者と消費者の間に商業が介在するの
か?

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「品揃え形成の理論」について
事前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調
べておくこと(２時間)

4時間対面

第3回 品揃え形成の理論: 流通の最終目的は、消費者の手元に品揃え物を
形成すること、という考え方を学ぶ

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「中央卸売市場の仕組み」に
ついて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語な
どは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第4回 中央卸売市場の仕組み: 品揃え形成が行われる最も代表的な「場」のメ
カニズムを説明する

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「食品スーパーの仕組み」に
ついて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語な
どは調べておくこと(２時間)

4時間対面
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第5回 食品スーパーの仕組み:多様な業種店が一つ屋根の下に集まった小売
市場→食品スーパーへの発展を消費者の買い物行動から説明する

授業で話題となった企業(関西スーパー)について、自分で
調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「価格を引き下げる仕組み」に
ついて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語な
どは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第6回 DS (価格引き下げの仕組み): 百貨店からディスカウント・ストア(DS)へ
の発展を説明する、価格引き下げは、メーカーの価格政策にどのような
影響を与えるか?

授業で話題となった企業(ドン・キホーテなど)について、自
分で調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「チェーンオペレーションの仕
組み」について事前に配布したレジュメを読み、分からな
い用語などは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第7回 チェーン・オペレーションの仕組み: あらゆる小売業態の発展を支える
チェーン・オペレーションの仕組みを理解する

授業で話題となった企業(ワークマンなど)について、自分
で調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「CVS」について事前に配布し
たレジュメを読み、分からない用語などは調べておくこと(２
時間)

4時間対面

第8回 CVS (情報システムによる在庫と品揃えのトレードオフの克服): なぜ、
CVSでは、売場面積が狭いにもかかわらず、多様な商品を在庫すること
が可能なのか?

授業で話題となった企業(セブンイレブン)について、自分
で調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「SPAの仕組み」について事前
に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調べて
おくこと(２時間)

4時間対面

第9回  SPA (実需の変化に適応する製造小売)　ユニクロなどのSPAというい
われる業態がなぜ成長したのか、その仕組みを理解する

授業で話題となった企業(ユニクロ)について、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「投機・延期の理論」について
事前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調
べておくこと(２時間)

4時間対面

第10回 投機・延期の理論: すべての業界で、できるだけ商品の形態や在庫場
所の決定を消費が行われるギリギリの点まで延期しようとするのか?

授業で話題となった企業(ワールド)について、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「バリーチェーン」について事
前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調べ
ておくこと(２時間)

4時間対面

第11回  バリューチェーンの分析枠組みを使って、企業間の競争を説明する 授業で話題となった企業(タビオ)について、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「チェーンにおける標準化と地
域対応」について事前に配布したレジュメを読み、分から
ない用語などは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第12回  チェーンにおける標準化と地域対応:チェーンは、なぜ地域のニーズに
対応できないのか?

授業で話題となった企業などについて、自分で調べて、復
習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「小売業のグローバル化」につ
いて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語など
は調べておくこと(２時間)

4時間対面

第13回 小売業のグローバル化: 国境を越えて事業を展開する小売業の直面す
る課題を説明する

授業で話題となった企業(イオン)などについて、自分で調
べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「PB」について事前に配布した
レジュメを読み、分からない用語などは調べておくこと(２
時間)

4時間対面

第14回 PBの開発:なぜ、小売業は、自社ブランド(PB)を持とうとするのか? 授業で話題となった企業(トップバリューとセブンプレミア
ム)について、その違いを調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「オムニチャネル」について事
前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調べ
ておくこと(２時間)

4時間対面

第15回 オムニチャネル: リアル店舗とネット通販はどのように競争しているの
か?  講義のまとめをしながら、期末レポートの内容、書き方について指
導する。

講義全体として、何を学んだか復習して、期末レポートに
備える(4時間)

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 市場戦略論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 起業活動におけるマーケティングとマネジメントについて学修します。

授業の目的及び概要
市場戦略は、組織（企業）から市場（顧客）に対して行われる戦略です。
この授業では、特に起業活動におけるマーケティングとマネジメントの役割に焦点を合わせ、主に、環境分析・市場選定・マーケティングミックス、イノ
ベーション、ビジネスモデル等について、「アントレプレナー」の視点から考察します。　
この授業を受講することにより、主要なマーケティングの役割と戦略的思考について理解し、市場（顧客）に対しアプローチしていくための「構想力」を身
に着けることを目的とします。

学修の到達目標
この授業では、主要なマーケティングの役割と戦略的思考について理解し、市場（顧客）に対しアプローチしていくための「構想力」を身に着けることがで
きる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
理解度テスト等については、適宜授業内で解説しフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・起業経験も織り混ぜながら、具体的なマーケティングとマネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。
必要な資料を適宜配布します。

参考書

川名和美・竹元雅彦(2016)『社会人基礎力を養うアントレプレナーシップ』中央経済社

0

978-4502193217

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、受講するにあ
たってのポイントについて確認しておいて下さい。また、テ
キストの第1章を一通り読み、予習して下さい。（2時間程
度）
(事後学修)テキストの第1章の当該部分のレジュメ資料、
ノートを読み返し、あらためてポイントになるところは何か

4時間オンデマンド

第2回 「組織でも求められるアントレプレナーシップ」
アントレプレナーとイントレプレナー・アンゾフの成長モデルと新規事業
について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第3回 「アントレプレナーシップの4つの視点」
マネジメントの視点・マーケティングの視点・イノベーションの視点・ソー
シャルビジネスの視点について学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド
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第4回 「マネジメントの視点」
マネジメントの役割・目標の4要素について学修します。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第5回 「マーケティングの視点(1)」
マーケティングのフレームワークについて学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第6回 「マーケティングの視点(2)」
顧客起点のマーケティングの視点について学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第7回 「マーケティングの視点(3)」
価値創造のための「場づくり」について学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 「イノベーションの視点」
ドラッカーのイノベーションとマーケティング・イノベーションのジレンマに
ついて学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第9回 「社会起業家と地域イノベーション」
ソーシャルビジネスについて学修します。

(事前学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第10回 「ビジネスモデルと戦略的思考(1)」
ビジネスモデルを創造する視点について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 「ビジネスモデルと戦略的思考(2)」
異業種間競争の市場構造について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第12回 「ビジネスプランを支える構想力(1)」
構想力・ビジネスプランの策定について学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第13回 「ビジネスプランを支える構想力(2)
論理的思考について学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第14回 「ビジネスセンスを磨く視点」
ビジネスセンス・計数感覚について学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

〇期末レポート(60点)の解説
 テーマ「社会起業家(ソーシャルビジネス)のビジネスプラン」

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第10章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。（2時間程度）
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。（2時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティングリサーチ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 実証研究事例から学ぶ「消費者心理と購買行動分析」のための多変量解析、共分散分析、調整効果分析、媒介効果分析

授業の目的及び概要
マーケティング・商品開発、行動経済学、人的資源管理、管理会計分野等の卒業論文の作成において、学術的な実証的研究をするために必要な統計
分析手法について手ほどきをする。
授業で採り上げる分析手法については、経営学分野を中心とする様々な社会科学・人文科学系の学会を梯子して拝聴し、最近の学会報告の中で用い
られていた手法の中から比較的易しく、初心者にも扱えそうなものを集めている。「意識・感情」等の目に見えない「構成概念」の統計量の測定や、潜在
的な原因による結果への影響力を分析するためには、社会心理学的なアプローチによる分析手法が有益である。さらに、本学経営学科の教育特色と
する「顧客や同僚など他者の気持ちを推察する」ための分析にもこだわり、人的資源管理における「能力・モチベーション」、財務分析におけるブランドや
社風等の「無形資産」をはじめ、先端的な分析に対応する。
心理統計学を基礎とするマーケティングリサーチではいずれも一般的な手法だが、様々な実証研究事例を暗記するのではなく、アイディアを学び各自
の研究に生かす「応用力」に期待する。

学修の到達目標
到達目標は、マーケティング・商品開発、行動経済学、人的資源管理、管理会計分野の研究で、下記の統計分析手法を理解し、使えるようになることで
ある。具体的な項目に分解すると多くなるが、到達度を測定する項目を予め絞り混み公開する。授業期間中に全てに到達することは想定していない。そ
れぞれの所属ゼミでの研究活動に応用し、実践する中で定着していけば良い。

1．因子分析
・潜在因子を正しく抽出し、測定尺度としての妥当性を判断できる。
・因子得点から標本を類型化できる。
2．重回帰分析
・出力結果からモデルの妥当性を判断し、目的変数への各説明変数の影響力を分析できる。
・単回帰係数、非標準化偏回帰係数、標準化偏回帰係数の意味の違いを説明できる。
・説明変数を過剰に用いた場合に発生する問題を理解し、解決できる。
3．共分散構造分析
・ｔ検定と分散分析を使い分けることができる。
・複数の要因が重なって発生する交互作用の存在を判定できる。
・2要因の比較で、要因以外の条件の違いを統計的に調整して分析できる。
4．調整効果分析
・重回帰分析に、促進要因や抑制要因を加えた場合の説明変数の影響力の変化を分析できる。
5．媒介効果分析
・複数の要因が混ざった原因と結果の因果関係を、直接効果と媒介変数を経由する間接効果とに分解できる。
・間接効果の存在を、ブートストラップ検定により示せる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１．講義内容に関する質問については、授業内で受け付けて回答する。
２．PC実習の質問については、復習時にオンデマンド動画で対応する。
３．テストに対しては、正解と講評を示しフィードバックする。
４．授業改善のためのアンケートを実施し、回答結果に対する改善案を示しフィードバックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

英国で研究をされた亀田教授によれば、世界標準の経営学研究は、理論をより厳密化し科学的に考察するために、統計分析を重視する潮流がみられ
るそうである。
現在では、研究手法が従来のケーススタディを中心とする帰納法的アプローチから、仮説を立ててデータを集め、統計処理して分析する演繹的アプ
ローチが主流になっている。
ここで、研究テーマは無数にあるが、分析に用いる統計手法は限られていることに気づいて欲しい。つまり分野横断的に分析の流れは類似しており、特
にマーケティング分野では、消費者心理、購買行動、商品開発、広告効果、デザイン選好等の分析に心理学的な統計手法が積極的に導入されてきた
のである。

本授業で扱う多変量解析や媒介効果分析等は、大学院生も共通に学んでいる分析手法で、Excelで分析できるレベルを超えているため、PC実習では
専門のフリーソフトを用いる。
原則として、「ビジネス統計学Ⅰ・Ⅱ」の単位を取得し、マーケィングや製品開発の専門職、大学院進学志望、学生研究発表大会や懸賞論文等で勝負に
出たい人等を対象としている。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

300

250450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１章　心についての構成概念の測定①
「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフトウエア１

「態度」とは、体験より獲得する心の状態で、人の周りの対象に対して、
行動を起こしたり変えたりする構成概念である。例えばファンの心理を
直接に測定することはできないが、支援願望、憧憬、到達目標、生き甲
斐、献身・自己犠牲等の感情の度合いより推定される。このようにそれ
自体は直接には観測できないが、現象を説明するのに便利な科学的な
仮定を構成概念という。構成概念の測定法を「態度」を事例として講義
する。
テキストpp.1-18を理解すること。

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】フリーソフトウエアをインストールして、動作を確認
して下さい。

4時間対面

第2回 第１章　心についての構成概念の測定②
「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフトウエア２

第１講　「自尊心」の測定方法
第２講　分析に用いる統計手法
第3講　フリーソフトウエアによるPC実習：　データ読込、データ変換、基
本統計、ヒストグラム、I-T相関

【予習】テキストpp.1-18を熟読してくること
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第3回 第２章　対人認知構造を明らかにする
因子分析1　潜在因子の抽出

無数にある色彩も、わずか３色の原色で構成されている。このように複
雑な観測データ（結果）を、少ない潜在因子（原因とする構成概念）に集
約し、因子の意味を割り出す統計手法を因子分析という。
「他人に対する印象形成の構造解明」を分析事例とし、因子分析の手
法を説明する。
ある人物Aの印象について10項目の質問を行い得られた回答者200人
の評価結果より、人の印象がどのような潜在的要因によって形成され
ているのか、因子分析による構造解明を実習する。
実習では、因子数の決定、計算手法・軸回転手法の選択、出力結果の
解釈の順に通して進めるが、オプション選択の組合せの調整を加えて、
分析結果の向上向けた試行錯誤も必要である。

第1講　他者への印象形成と対人認知次元
第2講　因子分析の考え方
第3講　因子分析を体験してみる
第4講　因子分析のための行列計算

テキストpp.20-28を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第4回 第２章　対人認知構造を明らかにする②
因子分析2　因子得点と尺度得点による類型化とポジショニング

人は幼児期の親子関係から愛情を得るための心の仕組み（愛着）を形
成し（内的作業モデル）、成人後の自己や他者に対して持つ期待や信
念の個人差のことを「成人の愛着スタイル」という。
「成人の愛着スタイル」について、Bartholmew&Hoerwitz(1991)は、「自
己に対する自信」と「他者に対する信頼」の測定尺度による座標系を想
定し、それぞれの回答者を座標上の因子得点（構成概念の測定値）に
位置付け、４タイプに類型化した。ここでは、日本の測定尺度研究事例
の短縮版を用いて、サンプルデータの類型化を実習する。

第１講　因子分析の理論
第２講　因子分析の手順と分析
第３講　パソコン実習（別の動画）
第４講　マーケティングリサーチへの応用

テキストpp.29-39を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】オンデマンドのPC実習動画教材を視聴し。実習課
題を提出して下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 第３章　他者への期待や信念の類型化－尺度の信頼性と妥当性
因子分析3　因子分析のディテールおよび分析結果の評価

前回作成した因子得点を測定する評価尺度の信頼性（安定性と一貫
性）をクローンバックα係数、ω係数等を用いて評価し、妥当性（関連基
準、内容的、構成概念）についても検討をする。

第1項　マーケティングにおける他者理解の意義
第2講　愛着スタイルと先行研究
第3講　実習の分析内容：「学生の恋人に対する想い」
第4講　因子分析３（上級者編）
第5講　尺度の信頼性と妥当性の検討
第6講　被験者の測定結果

テキストpp.40-56を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第6回 STP戦略におけるポジショニング
因子分析の応用

テキストにはありません。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い。
【復習】実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第7回 第４章　似ている人は好き 
回帰分析1　単回帰分析と分析結果の評価

他者のことを好きになることを「対人魅力」という。Byrne＆Nelson
（1965）による「初対面でも、自分と「態度」が似ている人を好きになる」と
する「類似性魅力仮説」の実証事例について、単回帰分析の実習をす
る。単回帰の既習者も多いだろうが、ここではより専門的に、回帰分析
を実行するための前提（残差の独立性・分散均一性・正規性）や予測力
の評価にも留意する。

第1講　類似性魅力仮説
第2講　回帰分析の理論
第3講　本日の実習概要
第4講　出力結果の解釈

テキストpp.57-72を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い。
【復習】実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第8回 第５章　一緒にいたい気持ちを予測する　
回帰分析2　重回帰分析に因子分析の結果を利用する

「ある対象と関りをもちたい」という心理的な強度を「コミットメント」とい
う。Rusbult（1980）は、「対人関係へのコミットメントがどのように形成さ
れるのか」について、「コミットメント＝関係に近づける力−遠避ける力＋
留めようとする力」の葛藤であるとする「投資モデル」を用いて解明し
た。しかし、分析に用いるデータは構成概念であり直接には計測できな
い。そこで因子分析によりこれらの因子得点を測定し、重回帰分析に利
用するのである。
「コミットメントを予測する投資モデル」にいて、３つの説明変数の影響力
を比較し、多重共線性の問題とその解決について検討する。

第1講　イントロダクション
第2講　ラズバルトの投資モデル
第3講　本日の実習概要
第4講　重回帰分析と偏回帰係数
第5講　効果量と標準偏回帰係数
第6講　多重共線性の問題

テキストpp.73-90を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面
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第9回 中間試験の講評と正解

第１講　中間試験の講評
第２講　中間試験の正解
第３講　授業改善アンケート結果報告

試験範囲の復習（3時間）
中間試験を受験（1時間）

4時間オンデマンド

第10回 共第6章　集団への所属意識を予測するものは①
分散分析(ANCOVA)1　効果比較の分析

変数間の因果関係を分析する「共分散構造分析」と、グループ間の平
均との差を検定する「共分散分析」は別な分析手法である。共分散分析
を学ぶ前の準備として、分散分析を復習しておく。

第1講　一要因分散分析
第2講　2要因分散分析とは
第3講　2要因分散分析の理論
第4講　多重比較の補足説明

テキストにはありません
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第11回 第6章　集団への所属意識を予測するものは②
共分散分析(ANCOVA)2　共分散分析と重回帰分析の関係

自分を集団によって定義したり認識することを「社会的アイデンティティ」
といい、それは集団内における他集団との区別の意識の有無より実証
される。「他社との比較」により、「自社への愛着度」が高まるかを共分
散分析により検証する。この分析に必要な不等価群事前事後テスト計
画、余剰変数の統制、共変量などの考え方について講義する。「他社と
の比較」意識による「自社への愛着度」の促進効果について、①実験群
と統制群との

テキストpp.91-106を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い。
【復習】オ実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第12回 第7章　リーダーシップ・スタイルの相乗効果
階層的重回帰分析と調整効果分析1　調整効果分析の概要

三隅(1996)のPM理論では、リーダーシップの機能には、P
（Performance：課題達成）機能と M(Maintenance：関係維持)機能の２つ
があるとし、リーダーシップ・スタイルを両機能の高低の組合せで４つに
類型化した。P型リーダー、M型リーダーによるモチベーション管理にお
いて、残る他方の機能による調整効果（相乗効果）について、階層的重
回帰分析を用いて検証する。単純勾配変化からも検討する。
なお、この考え方を、新製品の開発、顧客満足度改善等、多方面の
マーケティング戦略に応用することを期待している。

第1講　リーダーシップ研究の系譜
第2講　交互作用とは
第3講　ＰＭ理論と本日の分析概要
第4講　調整効果分析の理論

テキストpp.107-125を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第13回 第８章　心の文化差を説明する媒介効果分析
媒介効果分析

「自分に対して、人は危害を加えない」という意識を一般的信頼という。
Yuuki et al.(2007)は、「流動性が高い環境では一般的信頼が必要だ
が、人間関係が固定的な環境では不要」、すなわち、「関係流動性が一
般的信頼に関する文化の差の要因である」とした。「日米間の一般的信
頼の文化の差に、関係流動性が影響している」という仮説について、媒
介分析による4段階の手続きを踏む実証を実習する。さらに「日米間の
一般的信頼の文化の差における関係流動性による間接効果」の有意
性について、①ソベル検定、②ブートストラップ法を用いた検定を実習
する。

テキストpp126-141を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第14回 一般化線形回帰

第１講　一般化線形回帰分析
第２講　ロジスティック回帰分析の考え方
第３講　ロジスティック回帰分析の例題
第４講　シグモインド関数とロジスティック関数
第５講　プロビット回帰分析とトービット回帰分析
テキストにはありません

テキストにはありません
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第15回 総括

後半の授業で学習してきたことを総括し、質疑応答の時間を確保して、
不明な点、研究の相談に対応する。

これまで勉強してきた実習課題を中心に復習し、不明な点
を確認すること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティングリサーチ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 消費者調査の仕組みと分析方法を理解する。

授業の目的及び概要
商品の売り上げは大きくは市場の趨勢に従うが、商品力、価格、販売促進、販売チャネル等のマーケティング戦略にも左右される。この授業は、マーケ
ティング実務において、データから顧客の潜在的な心理を把握するために、統計分析の応用能力を養う。将来の市場規模を定量的に予測するほか、顧
客別の購買予測、ニーズに合致する商品ブランドの提案、商品開発や広報展開のための潜在的ニーズの把握や感性的評価等の定性的な分析に用い
る統計的な手法を修得することを目的とする。具体的には、消費者調査およびデータ収集を行い、分散分析と回帰分析の実践を通して、統計的仮説検
定に立脚したデータ分析の基本的な考え方と技法を学ぶ。実習では具体的な分析課題を想定し、分析結果について考察する。

学修の到達目標
1．消費者調査の進め方について理解し、実践することができる。
2．調査を遂行し、適切な統計的手法を用いて分析することができる。
3．統計的分析の結果をまとめ、プレゼンすることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、ディスカッション、メールでフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本講義はマーケティング・リサーチにおいて実際の消費者調査を行い、分析から結果を読み解く、一連のプロセスを演習します。マーケティング概論を
履修していることが望ましいです。自分自身がめざす進路に向けて、自ら行動し積極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に基本を
学んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

010900

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

参考書の指定は行いません。必要な資料は適宜授業内で指示します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで本講義の流
れを確認しておくこと。

2時間対面

第2回 マーケティングリサーチの進め方
マーケティングリサーチを行うための手順について解説します。

事前学修として配布資料や参考書の第2章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第3回 リサーチ・デザインとデータ形式
調査目的に応じたデザインとデータ形式の決定について解説します。

事前学修として配布資料や参考書の第4章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第4回 リサーチ対象の選定
調査目的にあった対象の選定やサンプルサイズの決め方について解
説します。

事前学修として配布資料や参考書の第5章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第5回 量的調査
量的データの収集方法や調査方法について解説します。

事前学修として配布資料や参考書の第7章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面
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第6回 調査設計(1)
第2回から第5回までの講義内容を振り返り、調査設計を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第7回 調査設計(2)
第2回から第5回までの講義内容を振り返り、調査設計を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第8回 調査実施
第6、7回に設計した調査を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 データの前処理
量的データを分析するために収集したデータを操作します。

事前学修として配布資料や参考書の第8章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第10回 データの分析(1)
データを簡略にまとめる単純集計を実習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 データの分析(2)
調査目的にあった分析手法を用い、データの分析を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 結果の解釈
分析した結果の解釈やまとめ方について解説します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 マーケティング・リサーチのまとめ
調査目的、調査設計、分析、結果の一連のプロセスのまとめ方を実習
します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第14回 最終発表1
まとめた資料を発表します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

5時間対面

第15回 最終発表2
まとめた資料を発表します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

5時間対面

－147－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 広告論＜広告心理論＞（経営学部）／広告心理論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 広告作成のワークを通じた論理的思考力とコミュニケーション力の養成

授業の目的及び概要
「広告はラブレター」と言われます。すぐれた広告とは、伝えたい相手に的確に自分の言いたいことを伝えることです。本授業では、実際の広告制作手法
の基礎を学び、実際のキャッチフレーズ制作を通して、社会人基礎力として重要な論理的思考力やコミュニケーション力を身につけていただくことを目的
としています。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定し、授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得
と目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
就活で使える「自分キャッチフレーズ」など５回の「キャッチフレーズ」の企画及び論理的文章の作成及びそれに対する解説を通して、論理理的思考力を
養うことができます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義後の授業は前回の復習を行います。実践課題はラーニングポータルに提出していただき、講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。
課題が全５回と多い授業のため、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必要。課題未提出では単位取得できません。
※コピーライティング中心の授業のため、日本語が問題なく使える語学力が必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点説明

事前：シラバスをよく読み、受講によって達成したい目標を
考えておくこと（1時間程度）

1時間対面

第2回 ●伝わる広告とは？
広告制作手法の基礎知識

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第3回 ●自分を知る
マーケティング分析手法のひとつ「３Ｃ分析」を学んだ後、将来の仕事を
考える時、どうしても譲れないこと＝自分のキャリアアンカーを知るワー
ク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第4回 ●相手を知る
ターゲット設定方法として「ペルソナ分析」を学ぶワーク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第5回 ●課題①
自分キャッチフレーズ制作（ラーニングポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面
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第6回 ●課題①
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第7回 ●課題②
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第8回 ●課題②
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第9回 ●課題③
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第10回 ●課題③
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第11回 ●課題④
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第12回 ●課題④
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第13回 ●課題⑤
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第14回 ●課題⑤
提出分の中から発表・講評・ディスカッション

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：これまでの資料を復習しておくこと（4時間程度）

5時間対面

第15回 講義の総括。これまでの振り返りをオンデマンド動画で行います。 事前：これまでたてた目標の達成状況を確認しておくこと
（1時間程度）
事後：これまで学んだ事を復習しておく（4時間程度）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 広告論＜広告心理論＞（経営学部）／広告心理論（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 広告作成のワークを通じた論理的思考力とコミュニケーション力の養成

授業の目的及び概要
「広告はラブレター」と言われます。すぐれた広告とは、伝えたい相手に的確に自分の言いたいことを伝えることです。本授業では、実際の広告制作手法
の基礎を学び、実際のキャッチフレーズ制作を通して、社会人基礎力として重要な論理的思考力やコミュニケーション力を身につけていただくことを目的
としています。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と
目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
就活で使える「自分キャッチフレーズ」など５回の「キャッチフレーズ」の企画及び論理的文章の作成及びそれに対する解説を通して、論理理的思考力を
養うことができます。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実践課題はラーニングポータルに提出していただき、次回授業で全体講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。
課題が全５回と多い授業のため、課題未提出者は単位取得できません。
※コピーライティング中心の授業のため、日本語が問題なく使える語学力が必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点説明

事前：シラバスをよく読み、受講によって達成したい目標を
考えておくこと（1時間程度）

1時間オンデマンド

第2回 ●伝わる広告とは？
広告制作手法の基礎知識

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第3回 ●自分を知る
マーケティング分析手法のひとつ「３Ｃ分析」を学んだ後、将来の仕事を
考える時、どうしても譲れないこと＝自分のキャリアアンカーを知るワー
ク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第4回 ●相手を知る
ターゲット設定方法として「ペルソナ分析」を学ぶワーク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第5回 ●課題①
自分キャッチフレーズ制作（ラーニングポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド
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第6回 ●課題①
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第7回 ●課題②
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第8回 ●課題②
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第9回 ●課題③
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第10回 ●課題③
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 ●課題④
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第12回 ●課題④
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第13回 ●課題⑤
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第14回 ●課題⑤
提出分の中から発表・講評。

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：これまでの資料を復習しておくこと（4時間程度）

5時間オンデマンド

第15回 講義の総括 事前：これまでたてた目標の達成状況を確認しておくこと
（1時間程度）
事後：これまで学んだ事を復習しておく（4時間程度）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商品開発論＜製品開発論＞（経営学部）／製品開発論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商品開発のプロセスの学修を通じたマーケティング能力の養成

授業の目的及び概要
商品開発の流れを通してマーケティングの基礎知識を学んだ後、後半はその知識をもとに、具体的な商品開発の企画書を作成し、論理的思考の習得
にもつなげます。マーケティングの基礎知識から講義をするので、マーケティング関連の受講がなくても大丈夫です。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と
目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
あらゆる仕事に役立つマーケティングの考え方を習得するため、SWOT分析、ターゲティング、差別化、ベネフィット、4P分析の各課題をなんらかの根拠
をもって作成することで論理的思考力が身につきます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義授業の翌週は前回の復習を行います。また、提出した課題は受講者にフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。実務で使えるレベルの内容のため、全授業の出席はもとより、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必要。単位取得のみの
目的ではついてこれません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

007030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点について説明

事前：シラバスをよく読み、本授業で達成したい目標を決
めておくこと

1時間対面

第2回 ●商品開発の流れ～マーケティングの基礎知識 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第3回 ●環境分析方法（PEST、3C、SWOT分析） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。（3時間程度）

4時間対面

第4回 ●ベネフィット／ターゲティング／差別化 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第5回 ●４Ｐ分析～Product（アイデア発想法） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第6回 ●４Ｐ分析～Product（商品コンセプト作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面
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第7回 ●４Ｐ分析～Price 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第8回 ●４Ｐ分析～Place/Promotion
これまでの内容についての理解度テストを行います

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。課題をラーニングポータルに提
出（3時間程度）

4時間対面

第9回 ●購買までの流れ～採用される企画書作成のポイント 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第10回 ●実践１～ミッション提示：開発コンセプトから４Ｐ分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
次週に向けて情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第11回 ●実践２～SWOT分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間対面

第12回 ●実践３～ターゲット設定～Product（商品コンセプト文作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間対面

第13回 ●実践４～Price/Place/Promotion企画 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間対面

第14回 ●まとめ
最終の理解度テストに向け、これまで学んだことをおさらい

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：最終理解度テストにむけて復習をしておくこと（3時
間程度）

4時間対面

第15回 全授業の理解度を見るための最終理解度テストをオンデマンド動画で
出題します。理解度テストはラーニングポータルで提出していただきま
す。

事前：最終理解度テストにむけて復習しておくこと 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商品開発論＜製品開発論＞（経営学部）／製品開発論（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商品開発のプロセスの学修を通じたマーケティング能力の養成

授業の目的及び概要
商品開発の流れを通してマーケティングの基礎知識を学んだ後、後半はその知識をもとに、具体的な商品開発の企画書を作成し、論理的思考の習得
にもつなげます。マーケティングの基礎知識から講義をするので、マーケティング関連の受講がなくても大丈夫です。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と
目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
あらゆる仕事に役立つマーケティングの考え方を習得するため、SWOT分析、ターゲティング、差別化、ベネフィット、4P分析の各課題をなんらかの根拠
をもって作成することで論理的思考力が身につきます。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義授業の翌週は前回の復習を行います。また、提出した課題は受講者にフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。実務で使えるレベルの内容のため、全授業の出席はもとより、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必要。単位取得のみの
目的ではついてこれません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

007030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点について説明

事前：シラバスをよく読み、本授業で達成したい目標を決
めておくこと

1時間オンデマンド

第2回 ●商品開発の流れ～マーケティングの基礎知識 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第3回 ●環境分析方法（PEST、3C、SWOT分析） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。（3時間程度）

4時間オンデマンド

第4回 ●ベネフィット／ターゲティング／差別化 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第5回 ●４Ｐ分析～Product（アイデア発想法） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第6回 ●４Ｐ分析～Product（商品コンセプト作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド
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第7回 ●４Ｐ分析～Price 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 ●４Ｐ分析～Place/Promotion
これまでの内容についての理解度テストを行います

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。課題をラーニングポータルに提
出（3時間程度）

4時間オンデマンド

第9回 ●購買までの流れ～採用される企画書作成のポイント 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第10回 ●実践１～ミッション提示：開発コンセプトから４Ｐ分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
次週に向けて情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 ●実践２～SWOT分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間オンデマンド

第12回 ●実践３～ターゲット設定～Product（商品コンセプト文作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間オンデマンド

第13回 ●実践４～Price/Place/Promotion企画 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間オンデマンド

第14回 ●まとめ
最終の理解度テストに向け、これまで学んだことをおさらい

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：最終理解度テストにむけて復習をしておくこと（3時
間程度）

4時間オンデマンド

第15回 全授業の理解度を見るための最終理解度テストを行います。 事前：最終理解度テストにむけて復習しておくこと 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ホスピタリティ論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ホスピタリティの内容を深く理解し、実践する。

授業の目的及び概要
成熟社会となった我が国では、サービス産業のみならず、製造業をはじめとする様々な分野で「顧客満足」を重視しています。また、一部のサービス業
は「ホスピタリティ産業」とも呼ばれるようになりました。
「顧客満足」につながる「ホスピタリティ」とは何であるか、何をすれば達成できるのか、メリット・デメリット、リスクは何かを考察し、社会のニーズを適切に
理解して、将来社会人として職場や顧客とのより良い関係性を構築できる人材、求められる人材になることを目指します。

学修の到達目標
社会や企業から求められる、次のような人になることを到達目標とします。
①「ホスピタリティ」の重要性を理解し、適切なコミュニケーションができる。
②他者の考え方や感じ方を推測し、適切な対応や配慮ができる。
③産業やビジネスにおける「ホスピタリティ」のあり方を理解し、実践できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求めます。
コメントシートで提出された問題や質問、傑出したコメントなどをピックアップし、次回授業で紹介して解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

感動体験を創る！「ホスピタリティ・マネジメント」〔改訂版〕，　山口一美著、創成社，2019年

参考書

指定の参考書はありません。必要な資料はパワーポイントで作成し、ラーニングポータルで公開します。

ISBN:978-4-7944-2555-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、ホスピタリティの基本的な概念について紹介します。

授業後に、テキスト第1章を読んで予習して下さい. 4時間対面

第2回 ホスピタリティとサービス：
ホスピタリティとサービスの違いについて理解し、ホスピタリティ産業で
提供するサービスの特性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章）を復習し、テ
キスト第2章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 経営管理（サービス・マーケティング）：
サービスの特性と、社会における位置づけ、ビジネスシーンにおける役
割を理解し、マーケティングとの関連性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章）を復習し、テ
キスト第3章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第4回 サービス・リカバリー、エンパワーメント：
顧客クレームに対応する考え方、従業員へのエンパワーメント（権限委
譲）の重要性やリスク（メリット・デメリット）について、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章）を復習し、テ
キスト第4章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第5回 顧客満足（1）：
顧客の選択行動を理解し、対応するサービスの品質、リピーターを生む
サービスについて、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）をよく復習し
て下さい。次回は更に関連の内容について考察を深めま
す。

4時間対面

第6回 顧客満足（2）：
サービスの品質、リピーターを生むサービスと、マーケティングとの関連
性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）を復習し、テ
キスト第5章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第7回 従業員満足：
ホスピタリティ産業、サービス業における従業員のモチベーションについ
て考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第5章）を復習し、テ
キスト第6章を読んで予習して下さい。

4時間対面
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第8回 従業員とコミュニケーション（1）：
人のパーソナリティとコミュニケーションについて理解し、言語コミュニ
ケーションと非言語コミュニケーションについて考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章―1,2）を復習
し、テキスト第6章―3を読んで予習して下さい。

4時間対面

第9回 従業員とコミュニケーション（2）：
コミュニケーションとマナーについて、事例を紹介しながら理解を深めま
す。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章-3）を復習し、
テキスト第7章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第10回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：旅行ビジネス
旅行ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第7章）を復習し、テ
キスト第8章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第11回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：航空ビジネス
航空ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第8章）を復習し、テ
キスト第9章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第12回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（1）
宿泊ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第9章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間対面

第13回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（2）
宿泊ビジネスの具体的な事例を研究し、理解を深めます。

授業後に、宿泊ビジネス（テキスト第9章及び事例研究）に
ついて復習し、テキスト第10章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第14回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：テーマパーク・ビジネス（1）
テーマパーク・ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題につい
て学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第10章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間対面

第15回 講義の総括：
講義内容全体を振り返り、ホスピタリティの概念、実践とビジネスシーン
での応用について、総合的に考えます。

授業後に、テキスト全編を振り返って復習して下さい。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ホスピタリティ論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ホスピタリティの内容を深く理解し、実践する。

授業の目的及び概要
成熟社会となった我が国では、サービス産業のみならず、製造業をはじめとする様々な分野で「顧客満足」を重視しています。また、一部のサービス業
は「ホスピタリティ産業」とも呼ばれるようになりました。
「顧客満足」につながる「ホスピタリティ」とは何であるか、何をすれば達成できるのか、メリット・デメリット、リスクは何かを考察し、社会のニーズを適切に
理解して、将来社会人として職場や顧客とのより良い関係性を構築できる人材、求められる人材になることを目指します。

学修の到達目標
社会や企業から求められる、次のような人になることを到達目標とします。
①「ホスピタリティ」の重要性を理解し、適切なコミュニケーションができる。
②他者の考え方や感じ方を推測し、適切な対応や配慮ができる。
③産業やビジネスにおける「ホスピタリティ」のあり方を理解し、実践できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求めます。
コメントシートで提出された問題や質問、傑出したコメントなどをピックアップし、次回授業で紹介して解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

感動体験を創る！「ホスピタリティ・マネジメント」〔改訂版〕，　山口一美著、創成社，2019年

参考書

指定の参考書はありません。必要な資料はパワーポイントで作成し、ラーニングポータルで公開します。

ISBN:978-4-7944-2555-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、ホスピタリティの基本的な概念について紹介します。

授業後に、テキスト第1章を読んで予習して下さい. 4時間オンデマンド

第2回 ホスピタリティとサービス：
ホスピタリティとサービスの違いについて理解し、ホスピタリティ産業で
提供するサービスの特性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章）を復習し、テ
キスト第2章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 経営管理（サービス・マーケティング）：
サービスの特性と、社会における位置づけ、ビジネスシーンにおける役
割を理解し、マーケティングとの関連性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章）を復習し、テ
キスト第3章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 サービス・リカバリー、エンパワーメント：
顧客クレームに対応する考え方、従業員へのエンパワーメント（権限委
譲）の重要性やリスク（メリット・デメリット）について、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章）を復習し、テ
キスト第4章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 顧客満足（1）：
顧客の選択行動を理解し、対応するサービスの品質、リピーターを生む
サービスについて、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）をよく復習し
て下さい。次回は更に関連の内容について考察を深めま
す。

4時間オンデマンド

第6回 顧客満足（2）：
サービスの品質、リピーターを生むサービスと、マーケティングとの関連
性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）を復習し、テ
キスト第5章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 従業員満足：
ホスピタリティ産業、サービス業における従業員のモチベーションについ
て考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第5章）を復習し、テ
キスト第6章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド
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第8回 従業員とコミュニケーション（1）：
人のパーソナリティとコミュニケーションについて理解し、言語コミュニ
ケーションと非言語コミュニケーションについて考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章―1,2）を復習
し、テキスト第6章―3を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 従業員とコミュニケーション（2）：
コミュニケーションとマナーについて、事例を紹介しながら理解を深めま
す。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章-3）を復習し、
テキスト第7章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：旅行ビジネス
旅行ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第7章）を復習し、テ
キスト第8章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：航空ビジネス
航空ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第8章）を復習し、テ
キスト第9章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（1）
宿泊ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第9章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間オンデマンド

第13回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（2）
宿泊ビジネスの具体的な事例を研究し、理解を深めます。

授業後に、宿泊ビジネス（テキスト第9章及び事例研究）に
ついて復習し、テキスト第10章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：テーマパーク・ビジネス（1）
テーマパーク・ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題につい
て学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第10章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間オンデマンド

第15回 講義の総括：
講義内容全体を振り返り、ホスピタリティの概念、実践とビジネスシーン
での応用について、総合的に考えます。

授業後に、テキスト全編を振り返って復習して下さい。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 観光論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 観光の歴史や産業的役割を理解すると共に、ウィズコロナ、アフターコロナ、高齢化、スマート化などを踏まえた新たな時代のツーリズムについて考える

授業の目的及び概要
「観光」は21世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。特に日本では、近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な産
業の成長や発展を促す大きなトレンドとなりました。
しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会
に向かっていることなどを踏まえ、新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まっています。
本講義では、観光学の基礎を理解したうえで、「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決する力」をつ
けることをポイントにしています。観光関連業界を進路として目指すかどうかによらず、「人間力向上」に役立つものです。

学修の到達目標
多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような人になることを到達目標とします。
①社会や環境の変化を適切に分析できる。
②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、プランすることができる。
③関連ビジネスの実践において、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題を解決する力がある。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
また、対面の場合は双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメント
シートの中で提起された問題や質問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。
オンデマンドの場合は毎回のテストで学修内容の確認を行い、理解を深めます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に発言して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①「観光再生」，村山慶輔著，プレジデント社，2020年

参考書

「新・観光学入門」中村忠司・王静（編著）、晃洋書房
〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介しますので、購入の必要はありません〕

①9784833423854

ISBN：978-4-7710-3137-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、「観光」の意義や概念について、紹介します。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、パワーポイントの内容を復習し、次回用パワー
ポイント（第1回時に提供）を読んで予習して下さい。

4時間対面

第2回 観光の歴史、位置づけ：
日本の観光の歴史、世界の観光の歴史、観光事業が関連する分野に
ついて理解を深めます。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、今回のパワーポイント資料の内容を復習し、テ
キスト第1章01～02を読んで予習して下さい。（約1時間）

4時間オンデマンド

第3回 「サステナブル」という視点：サステナブル・ツーリズム、リジェネラティ
ブ・トラベル:
持続可能な観光のガイドライン、「環境にやさしい」だけでなく「環境をよ
くする」取り組みについて、学修します。
また、その分野における世界（フィンランド、メキシコ）の観光の取り組み
を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章01～02）を復
習し、テキスト第1章03～04を読んで予習して下さい。

4時間対面
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第4回 地域教育とシビック・プライド、コミュニティ・ツーリズム：
地域住民が地元に誇りや愛着を持ち、地域をよりよくするために取り組
むツーリズム、地域振興に貢献するアクションについて、学修します。
また、その分野における日本（秋田県、兵庫県）や世界（スペイン、エク
アドル）の取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章03～04）を復
習し、テキスト第1章05～06を読んで予習して下さい。

4時間対面

第5回 観光貢献度の可視化、量から質への「発想の転換」：
観光公害、オーバーツーリズムについて、学修します。
また、「マスツーリズム」からの脱却、「量から質へ」の転換を図るオース
トリア・ウィーンの取り組みを検証します。。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章05～06）を復
習し、テキスト第1章07を読んで予習して下さい。

4時間対面

第6回 BCPの策定：
観光事業におけるリスク管理、リスク対策となるBCP（事業継続計画）に
ついて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章07）を復習し、
テキスト第2章08～09を読んで予習して下さい。

4時間対面

第7回 「新技術」でネクストステップへ進む：マイクロモビリティ、観光型MaaS。
都市型・郊外型など、タイプに合わせた移動手段の導入、SDG’sにつな
がるMaaSについて、学修します。
また、日本（大分、奈良、）や世界（ニュージーランド、スコットランド）の
観光地における具体的な取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章08～09）を復
習し、テキスト第2章10～11を読んで予習して下さい。

4時間対面

第8回 デジタルトランスフォーメーション、スマートツーリズム：
データやデジタルを活用した新たな観光サービス、システムを学修しま
す。
また、シンガポール、スペインでの取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章10～11）を復
習し、テキスト第2章12～13を読んで予習して下さい。

4時間対面

第9回 バーチャルツーリズム、ライブコマース：
オンライン体験とリアル体験の整合、観光分野における「企画力」を学
修します。また、インタラクティブコミュニケーションを導入した「ライブコ
マース」の発展について考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章12～13）を復
習し、テキスト第2章14を読んで予習して下さい。

4時間対面

第10回 AI・ロボット/非接触型機器：
接客やサービスにおけるシステム、ロボットの導入について学修しま
す。
また、メキシコなど世界における導入の現状を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章14）を復習し、
テキスト第3章15～16を読んで予習して下さい。

4時間対面

第11回 観光の新たなトレンドを捉え、対応する：アフターインスタ映え、食の多
様化。
「美味しい、きれい、かわいい」以外の価値、多様化（ベジタリアン、ムス
リム、ヴィーガン、グルテンフリーなど）への観光ビジネスの対応につい
て、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章15～16）を復
習し、テキスト第3章17～19を読んで予習して下さい。

4時間対面

第12回 アドベンチャーツーリズム、ロングステイヤー／ワーケーション、レスポ
ンシブルツーリズム：
ニューノーマルに合致する新たな観光や滞在の形、ビジネスの取り組
みについて、学修します。
また、世界（ニュージーランド、エストニア、アメリカなど）の取り組みを検
証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章17～19）を復
習し、テキスト第4章20～22を読んで予習して下さい。

4時間対面

第13回 「新戦略」で未来のニーズを先取りする：高付加価値化、富裕層マー
ケット、ニューマーケットの開拓。
観光ビジネス、旅行業において不可欠な「高付加価値化」と、ターゲット
となる市場について、学修します。
また、富裕層向けの観光資源に恵まれた日本、観光付加価値の向上
に取り組むタイについて、検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章20～22）を復
習し、テキスト第4章23～24を読んで予習して下さい。

4時間対面

第14回 観光CRM、リスク分散／事業の多様化：
観光ビジネス、観光行政における顧客管理の位置づけ、重要性につい
て、学修します。
また、観光ビジネスの成長を考える上での、リスクや問題を分析し、解
決を考えます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章23～24）を復
習し、テキスト第5章27を読んで予習して下さい。

4時間対面

第15回 ダイバーシティの理解、講義の総括：
観光ビジネスにおける多様化について、考察します。
また、講義内容を総括します。

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り返って
復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 観光論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 観光の歴史や産業的役割を理解すると共に、ウィズコロナ、アフターコロナ、高齢化、スマート化などを踏まえた新たな時代のツーリズムについて考える

授業の目的及び概要
「観光」は21世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。特に日本では、近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な産
業の成長や発展を促す大きなトレンドとなりました。
しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会
に向かっていることなどを踏まえ、新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まっています。
本講義では、観光学の基礎を理解したうえで、「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決する力」をつ
けることをポイントにしています。観光関連業界を進路として目指すかどうかによらず、「人間力向上」に役立つものです。

学修の到達目標
多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような人になることを到達目標とします。
①社会や環境の変化を適切に分析できる。
②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、プランすることができる。
③関連ビジネスの実践において、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題を解決する力がある。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
また、対面の場合は双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメント
シートの中で提起された問題や質問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。
オンデマンドの場合は毎回のテストで学修内容の確認を行い、理解を深めます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①「観光再生」，村山慶輔著，プレジデント社，2020年

参考書

「新・観光学入門」中村忠司・王静（編著）、晃洋書房
〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介しますので、購入の必要はありません〕

①9784833423854

ISBN：978-4-7710-3137-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、「観光」の意義や概念について、紹介します。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、パワーポイントの内容を復習し、次回用パワー
ポイント（第1回時に提供）を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 観光の歴史、位置づけ：
日本の観光の歴史、世界の観光の歴史、観光事業が関連する分野に
ついて理解を深めます。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、今回のパワーポイント資料の内容を復習し、テ
キスト第1章01～02を読んで予習して下さい。（約1時間）

4時間オンデマンド

第3回 「サステナブル」という視点：サステナブル・ツーリズム、リジェネラティ
ブ・トラベル:
持続可能な観光のガイドライン、「環境にやさしい」だけでなく「環境をよ
くする」取り組みについて、学修します。
また、その分野における世界（フィンランド、メキシコ）の観光の取り組み
を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章01～02）を復
習し、テキスト第1章03～04を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド
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第4回 地域教育とシビック・プライド、コミュニティ・ツーリズム：
地域住民が地元に誇りや愛着を持ち、地域をよりよくするために取り組
むツーリズム、地域振興に貢献するアクションについて、学修します。
また、その分野における日本（秋田県、兵庫県）や世界（スペイン、エク
アドル）の取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章03～04）を復
習し、テキスト第1章05～06を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 観光貢献度の可視化、量から質への「発想の転換」：
観光公害、オーバーツーリズムについて、学修します。
また、「マスツーリズム」からの脱却、「量から質へ」の転換を図るオース
トリア・ウィーンの取り組みを検証します。。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章05～06）を復
習し、テキスト第1章07を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第6回 BCPの策定：
観光事業におけるリスク管理、リスク対策となるBCP（事業継続計画）に
ついて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章07）を復習し、
テキスト第2章08～09を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 「新技術」でネクストステップへ進む：マイクロモビリティ、観光型MaaS。
都市型・郊外型など、タイプに合わせた移動手段の導入、SDG’sにつな
がるMaaSについて、学修します。
また、日本（大分、奈良、）や世界（ニュージーランド、スコットランド）の
観光地における具体的な取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章08～09）を復
習し、テキスト第2章10～11を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 デジタルトランスフォーメーション、スマートツーリズム：
データやデジタルを活用した新たな観光サービス、システムを学修しま
す。
また、シンガポール、スペインでの取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章10～11）を復
習し、テキスト第2章12～13を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 バーチャルツーリズム、ライブコマース：
オンライン体験とリアル体験の整合、観光分野における「企画力」を学
修します。また、インタラクティブコミュニケーションを導入した「ライブコ
マース」の発展について考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章12～13）を復
習し、テキスト第2章14を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 AI・ロボット/非接触型機器：
接客やサービスにおけるシステム、ロボットの導入について学修しま
す。
また、メキシコなど世界における導入の現状を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章14）を復習し、
テキスト第3章15～16を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 観光の新たなトレンドを捉え、対応する：アフターインスタ映え、食の多
様化。
「美味しい、きれい、かわいい」以外の価値、多様化（ベジタリアン、ムス
リム、ヴィーガン、グルテンフリーなど）への観光ビジネスの対応につい
て、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章15～16）を復
習し、テキスト第3章17～19を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 アドベンチャーツーリズム、ロングステイヤー／ワーケーション、レスポ
ンシブルツーリズム：
ニューノーマルに合致する新たな観光や滞在の形、ビジネスの取り組
みについて、学修します。
また、世界（ニュージーランド、エストニア、アメリカなど）の取り組みを検
証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章17～19）を復
習し、テキスト第4章20～22を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 「新戦略」で未来のニーズを先取りする：高付加価値化、富裕層マー
ケット、ニューマーケットの開拓。
観光ビジネス、旅行業において不可欠な「高付加価値化」と、ターゲット
となる市場について、学修します。
また、富裕層向けの観光資源に恵まれた日本、観光付加価値の向上
に取り組むタイについて、検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章20～22）を復
習し、テキスト第4章23～24を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 観光CRM、リスク分散／事業の多様化：
観光ビジネス、観光行政における顧客管理の位置づけ、重要性につい
て、学修します。
また、観光ビジネスの成長を考える上での、リスクや問題を分析し、解
決を考えます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章23～24）を復
習し、テキスト第5章27を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 ダイバーシティの理解、講義の総括：
観光ビジネスにおける多様化について、考察します。
また、講義内容を総括します。

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り返って
復習して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際観光論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 国際観光とホスピタリティ、ビジネス、文化とのかかわりを考察し、観光事業の動向、まちづくりについて理解を深める。

授業の目的及び概要
「観光」は21世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。また、人々のグローバルな移動が増加し、特に日本では近年インバ
ウンド観光客が大幅に増加し、様々な産業の成長や発展を促す大きなトレンドとなっています。
しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会
に向かっていることなどを踏まえ、新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まっています。
本講義では、国際観光の基礎を理解したうえで、「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決する力」を
つけることをポイントにしていますので、観光関連業界を進路として目指すかどうかによらず、「人間力向上」に役立つものです。

学修の到達目標
多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような力を習得することを到達目標とします。
①社会や環境の変化を適切に分析できる。
②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、プランすることができる。
③国内外の視点から、インバウンド観光ビジネスについて理解し、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題を解決する力がある。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
また、対面形式では、双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメント
シートの中で提起された問題や質問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。
オンデマンド形式では、毎回の出席確認兼小テストで学修内容を振り返り、理解を深めます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に国際観光を学んで下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①新版「はじめての国際観光学」，山口一美・椎野信雄大〔編著〕，創成社，2018年

参考書

「新・観光立国論」　デービッド・アトキンソン著、東洋経済
〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介しますので、必ずしも購入の必要はありません〕

①9784794425270

ISBN:978-4-492-50275-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、テキスト第1章第3～5節を参照して「国際観光とホスピタリティ・マ
ネジメント」、「ホスピタリティと外国人」について、解説します。

授業後に、テキスト第1章を復習し、テキスト第2章を読ん
で予習して下さい。

4時間対面

第2回 国際観光とホスピタリティ・マネジメント：「ホテル・マネジメント」
ホテルの役割、ホテル産業の歩んできた道について学修し、サービス
業分野への理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章第1～3節）を
読んで復習し、テキスト第2章第4節を読んで予習して下さ
い。

4時間オンデマンド

第3回 観光立国と日本のホテル産業の課題：
宿泊の多様性（ホテル、民泊、IR、など）について学修します。
また、参考書から日本や世界の具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章第4節）を復習
し、テキスト第5章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第4回 国際観光と観光ビジネス：トラベルビジネス：
トラベルビジネスの仕組み、ポスト・マスツーリズム時代の国際観光ビジ
ネスについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第5章）を復習し、テ
キスト第6章第1～6節を読んで予習して下さい。

4時間対面

第5回 交通ビジネス（1）：
国際観光にける交通の位置づけ、訪日外国人に対する交通機関の対
応について、学修します。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章第1～6節）を
復習し、テキスト第6章第7～8節を読んで予習して下さい。

4時間対面
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第6回 交通ビジネス（2）：
日本の国際観光政策と交通ビジネス、訪日外国人にやさしい交通への
取り組みについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章第7～8節）を
復習し、テキスト第7章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第7回 フードビジネス（1）：
インバウンド時代のフードビジネスについて、学修します。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第7章）を復習し、次
回に使用する（今回提供する）パワーポイントを読んで予
習して下さい。

4時間対面

第8回 フードビジネス（2）:：
旅行者の多様化、宿泊の多様化に伴って必要となる、食の多様化につ
いて、パワーポイントで紹介し、学修します。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習し、テ
キスト第8章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第9回 スポーツビジネス：
スポーツビジネスの概要、スポーツツーリズムのありかたについて、学
修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第8章）を復習し、テ
キスト第9章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第10回 国際観光と交流文化：
国際観光と文化のかかわりについて、学修します。
日本のアピールポイントは何であるか、日本人が思う「よいといころ」は
外国人に理解されているのか、など、外国人の視点からも考えます。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第9章）を復習し、次
回に使用する（今回提供する）パワーポイントを読んで予
習して下さい。

4時間対面

第11回 国際観光ビジネスのためのマーケティング：
「観光立国に必要なこと」、「オーストラリアの観光マーケティング例」、
「まだまだ工夫できる日本の観光マーケティング」について、参考書から
引用し、学修します。

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習し、テ
キスト第10章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第12回 交流文化とエコツーリズム：
サステナブル・ツーリズム、エコ・ツーリズムについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第10章）を復習し、
テキスト第11章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第13回 魅力ある文化施設づくり：
ミュージアムの口コミランキングと訪日観光客の動向、魅力ある文化施
設のありかたについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第11章）を復習し、
次回に使用する（今回提供する）パワーポイントを読んで
予習して下さい。

4時間対面

第14回 観光立国のためのコンテンツ：
参考書から引用し、国際観光における文化財の位置づけ、正しい見せ
方、適切な説明について、学びます。また、観光ビジネスにおいて、「発
信力」よりも「文化資源の魅力」が更に大切であることについて、考えま
す。

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習し、こ
れまでの全体を振り返ってわからないところが無いか、確
認して下さい。

4時間対面

第15回 講義内容を総括し、インバウンドビジネスの今後の形について、考察し
ます。

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り返って
復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際観光論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 国際観光とホスピタリティ、ビジネス、文化とのかかわりを考察し、観光事業の動向、まちづくりについて理解を深める。

授業の目的及び概要
「観光」は21世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。また、人々のグローバルな移動が増加し、特に日本では近年インバ
ウンド観光客が大幅に増加し、様々な産業の成長や発展を促す大きなトレンドとなっています。
しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会
に向かっていることなどを踏まえ、新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まっています。
本講義では、国際観光の基礎を理解したうえで、「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決する力」を
つけることをポイントにしていますので、観光関連業界を進路として目指すかどうかによらず、「人間力向上」に役立つものです。

学修の到達目標
多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような力を習得することを到達目標とします。
①社会や環境の変化を適切に分析できる。
②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、プランすることができる。
③国内外の視点から、インバウンド観光ビジネスについて理解し、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題を解決する力がある。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をし、理解を深めます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に学修して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①新版「はじめての国際観光学」，山口一美・椎野信雄大〔編著〕，創成社，2018年

参考書

「新・観光立国論」　デービッド・アトキンソン著、東洋経済
〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介しますので、必ずしも購入の必要はありません〕

①9784794425270

ISBN:978-4-492-50275-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、テキスト第1章第3～5節を参照して「国際観光とホスピタリティ・マ
ネジメント」、「ホスピタリティと外国人」について、解説します。

授業後に、テキスト第1章を復習し、テキスト第2章を読ん
で予習して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 国際観光とホスピタリティ・マネジメント：「ホテル・マネジメント」
ホテルの役割、ホテル産業の歩んできた道について学修し、サービス
業分野への理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章第1～3節）を
読んで復習し、テキスト第2章第4節を読んで予習して下さ
い。

4時間オンデマンド

第3回 観光立国と日本のホテル産業の課題：
宿泊の多様性（ホテル、民泊、IR、など）について学修します。
また、参考書から日本や世界の具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章第4節）を復習
し、テキスト第5章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 国際観光と観光ビジネス：トラベルビジネス：
トラベルビジネスの仕組み、ポスト・マスツーリズム時代の国際観光ビジ
ネスについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第5章）を復習し、テ
キスト第6章第1～6節を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 交通ビジネス（1）：
国際観光にける交通の位置づけ、訪日外国人に対する交通機関の対
応について、学修します。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章第1～6節）を
復習し、テキスト第6章第7～8節を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 交通ビジネス（2）：
日本の国際観光政策と交通ビジネス、訪日外国人にやさしい交通への
取り組みについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章第7～8節）を
復習し、テキスト第7章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 フードビジネス（1）：
インバウンド時代のフードビジネスについて、学修します。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第7章）を復習し、次
回に使用する（今回提供する）パワーポイントを読んで予
習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 フードビジネス（2）:：
旅行者の多様化、宿泊の多様化に伴って必要となる、食の多様化につ
いて、パワーポイントで紹介し、学修します。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習し、テ
キスト第8章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 スポーツビジネス：
スポーツビジネスの概要、スポーツツーリズムのありかたについて、学
修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第8章）を復習し、テ
キスト第9章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 国際観光と交流文化：
国際観光と文化のかかわりについて、学修します。
日本のアピールポイントは何であるか、日本人が思う「よいといころ」は
外国人に理解されているのか、など、外国人の視点からも考えます。
また、参考書から日本や世界での具体的な事例と問題点を引用してパ
ワーポイントで紹介し、理解を深めます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第9章）を復習し、次
回に使用する（今回提供する）パワーポイントを読んで予
習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 国際観光ビジネスのためのマーケティング：
「観光立国に必要なこと」、「オーストラリアの観光マーケティング例」、
「まだまだ工夫できる日本の観光マーケティング」について、参考書から
引用し、学修します。

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習し、テ
キスト第10章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 交流文化とエコツーリズム：
サステナブル・ツーリズム、エコ・ツーリズムについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第10章）を復習し、
テキスト第11章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 魅力ある文化施設づくり：
ミュージアムの口コミランキングと訪日観光客の動向、魅力ある文化施
設のありかたについて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第11章）を復習し、
次回に使用する（今回提供する）パワーポイントを読んで
予習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 観光立国のためのコンテンツ：
参考書から引用し、国際観光における文化財の位置づけ、正しい見せ
方、適切な説明について、学びます。また、観光ビジネスにおいて、「発
信力」よりも「文化資源の魅力」が更に大切であることについて、考えま
す。

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習し、こ
れまでの全体を振り返ってわからないところが無いか、確
認して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 講義内容を総括し、インバウンドビジネスの今後の形について、考察し
ます。

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り返って
復習して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 スポーツマネジメント論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朴　永炅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ スポーツの現状及び課題を習得する。

授業の目的及び概要
スポーツマネジメント論の基礎知識を把握するとともに、スポーツ組織や地域スポーツの経営のあり方について、実践的な理解をしてもらうことを目的と
する。具体的には、学校、地域、民間、そして公共スポーツ施設組織などのスポーツ事業におけるプログラムの構成や演出方法についての理解を深め
るとともに、競技スポーツ及び生涯スポーツの振興を図るための効率的な経営戦略についても追究を行う。

学修の到達目標
授業では、以下の到達目標を掲げる
１．スポーツマネジメントに関する幅広い知識を身につける。
２．スポーツ組織や地域スポーツの経営のあり方についての理解ができる。
３．競技スポーツ及び生涯スポーツの振興を図るための効率的な経営戦略について理解をする。
４．地域社会における文化・社会活動としてのスポーツを理解する力を養う。
５．授業で得られた知識や考え方を自らのキャリアデザインに反映していく。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内に、適時、口頭によるフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

スポーツマネジメントという学問領域を理解するためには、問題意識をもつとともに幅広い知識を身につけることが求められる。そのためにはネットなど
を活用したスポーツマネジメントに関する予備知識、そして授業に臨む学修者の積極的な姿勢が重要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

スポーツ白書2020、笹川スポーツ財団、2020年

参考書

なし

9784915944741

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達⽬標等について、ガイダンスを⾏います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおいてく
ださい。
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第2回 スポーツ政策及び法律について学びます。（国策スポーツとスポーツ法
律—スポーツ基本法、スポーツ振興法、スポーツ立国戦略など—）

【予習】「スポーツ政策及び法律」に関する配布資料を事
前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ政策及び法律」に関する配布資料を読
み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 スポーツグローバルマネジメントについて学びます。（国際化におけるス
ポーツの位置づけ）

【予習】「スポーツグローバルマネジメント」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツグローバルマネジメント」に関する配布
資料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 地域スポーツクラブのマネジメントについて学びます。（総合型地域ス
ポーツクラブのマネジメント）

【予習】「地域スポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください。
【復習】「地域スポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 スポーツボランティアについて学びます。（スポーツボランティアの概念
及びマネジメント）

【予習】「スポーツボランティア」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください。
【復習】「スポーツボランティア」に関する配布資料を読み
直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 スポーツ組織のマネジメントについて学びます。（FIFA/IOCのスポーツ
組織及び経営戦略）

【予習】「スポーツ組織のマネジメント」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ組織のマネジメント」に関する配布資料
を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 ドーピングとスポーツ倫理について学びます。（なぜ，選手がドーピング
に手を出してしまうのかを説明する。スポーツ倫理が求められる理由に
ついて学習する）

【予習】「ドーピングとスポーツ倫理」に関する配布資料を
事前に読んでおいてください。
【復習】「ドーピングとスポーツ倫理」に関する配布資料を
読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 スポーツイベントのマネジメントについて学びます。（オリンピック及びス
ポーツイベントのビジネス）

【予習】「スポーツイベントのマネジメント」に関する配布資
料を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツイベントのマネジメント」に関する配布資
料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 スポーツ事業のプロモーションについて学びます。（スポーツ事業にお
けるプロモーションの概要と計画策定）

【予習】「スポーツ事業のプロモーション」に関する配布資
料を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ事業のプロモーション」に関する配布資
料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 スポーツ施設のマネジメントについて学びます。（スポーツ施設のマネジ
メントー指定管理者制度、エンターテインメント事業など—）

【予習】「スポーツ施設のマネジメント」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ施設のマネジメント」に関する配布資料
を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 スポーツスポンサーシップについて学びます。（スポーツスポンサーシッ
プのロジック）

【予習】「スポーツスポンサーシップ」に関する配布資料を
事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツスポンサーシップ」に関する配布資料を
読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 プロスポーツクラブのマネジメントについて学びます。（プロスポーツクラ
ブの現状と課題）

【予習】「プロスポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください。
【復習】「プロスポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 スポーツの商業化とビジネスについて学びます。（スポーツの商業化—
スポーツビジネス、スポーツとメディアー）

【予習】「スポーツの商業化とビジネス」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツの商業化とビジネス」に関する配布資料
を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 スポーツファイナンスについて学びます。（スタジアムの建設及び施設
整備・維持管理の運営主体のあり方）

【予習】「スポーツファイナンス」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください。
【復習】「スポーツファイナンス」に関する配布資料を読み
直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 授業全体の総括を⾏います。 【予習】これまでの授業回の配布資料を事前に読んでおい
てください。
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、講義で
得た知識を総復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 貿易論Ⅰ（経営学部）／貿易論（貿易基礎）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 貿易に関する理論と実践知識の修得

授業の目的及び概要
現代において、海外との貿易取引なくして日本経済は成り立ちません。将来もグローバルな貿易取引がますます拡大していくものと考えられます。この
ような現状を踏まえ、本科目では貿易取引の基礎的な理論と実践的な知識の習得を目指し、社会において実務に活かせる内容を提供します。
この授業は、貿易の果たす経済効果に対して、貿易に関する諸問題を分析するのに必要な貿易理論や貿易政策についてミクロ的基礎を学びます。そ
して、最新のトピックスである産業内貿易の動向を取りあげ、アジアと欧米の事例を挙げて経済理論の理解を深めることができるようにします。また、外
国為替や国際収支についてマクロ的基礎を学び、さらに、WTOや各EPA等の貿易協定についても触れ、現実の国家間の政策の理解や評価に役立てる
ことを配慮した構成とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達レベルとします。
・貿易の意義を理論的に説明できる
・貿易の種類と内容を説明できる
・輸出入管理の制度を説明できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の理解度テストやレポートについては、ラーニング・ポータルに模範解答を示し、理解の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、海外との国際ビジネスや取引契約から交渉、さらには税関との対応といった貿易実務
およびマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、貿易論における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。商社もしくは企業の海外担当部署や輸出入管理部署に関心があれば、履修することを
勧めます。
２．関連科目として、「国際経営概論」、「ビジネス取引法」を履修することを勧めます。
３．日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の貿易に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
０

400

30０30０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストは指定しませんが、レジュメを配布します）

参考書

①入門・貿易実務＜第３版＞、椿 弘次 、日本経済新聞出版社 、2011年
②図解 貿易実務ハンドブック ベーシック版 第7版 「貿易実務検定®」C級オフィシャルテキスト 、日本貿易実
務検定協会、日本能率協会マネジメントセンター、2020年

なし

①978-4-532112448
②978-4820728016

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行います。
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 【貿易の意義と特色（基礎）】
本科目の概要として、国内取引との違い、貿易取引の流れ、商流/物
流、貿易の便益を理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 【伝統的貿易論（基礎）①】
貿易理論の基本として、アダム・スミスの絶対優位論とリカードの比較
優位論を理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第4回 【伝統的貿易論（基礎）②】
貿易理論の基本として、ヘクシャー=オリーンモデルを理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第5回 【現代の国際貿易論（基礎）】
新しい貿易理論として、規模の経済性や産業内貿易について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第6回 【貿易政策（基礎）】
貿易政策として行われる①関税、②輸入割当、③輸出補助金、④輸入
禁止、⑤輸出自主規制について経済理論から理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 【産業内貿易（基礎）】
垂直的産業内貿易と水平的産業内貿易の違いや、近年盛んな国際分
業について理解する
アジアと欧米の具体的な貿易事例などを紹介する・
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第8回 【世界の貿易体制と日本の貿易】
世界の貿易環境と枠組み、および日本の貿易取引状況について観察
する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第9回 【国際収支統計と為替レート】
貿易による国際収支や為替の影響について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第10回 【貿易の基礎知識】
貿易の流れ、貿易に関する国際ルール、多国籍企業の市場参入につ
いて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第11回 【貿易取引の形態】
貿易の種類（輸出入、三国間貿易、加工貿易）や貿易の形態（売主、買
主、代理人の関係）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第12回 【取引準備と契約交渉】
貿易取引の準備と契約締結に向けた準備について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第13回 【契約条件（インコタームズ）】
貨物の引渡しと危険負担の範囲および費用負担を定めるインコターム
ズについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第14回 【日本の輸出入貿易管理制度】
輸出入管理法令および該非判定などの管理制度について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第15回 【授業の総括】
これまでの内容の総括を行う

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 貿易論Ⅱ（経営学部）／貿易論（貿易実務）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 貿易に関する理論と実践知識の修得

授業の目的及び概要
現代において、海外との貿易取引なくして日本経済は成り立ちません。将来もグローバルな貿易取引がますます拡大していくものと考えられます。この
ような現状を踏まえ、本科目では貿易取引の基礎的な理論と貿易における決済やリスク、保険、クレーム、輸出入通関の手続き等の実践的な知識の習
得を目指し、社会において実務に活かせる内容を提供します。
この授業は、「貿易論Ⅰ」に引き続き、国際貿易の理論的背景をもとに、貿易実務に欠かせない輸出入管理について取り上げます。授業で 、貿易取引
の形態についての特徴や役割等、貿易取引に欠かせない取引準備や契約交渉、代金決済方法、インコタームズ等の各種貿易の具体的な仕組み、そ
れに輸出入規制に関する法令遵守等を説明します。さらに、インボイス等の輸出入通関書類の具体的な内容を説 明しながら輸出入取引の全体的な流
れを理解することを目標とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達レベルとします。
・貿易の目的と意義を理論的に説明できる。
・貿易における決済やリスクと保険、クレームについて理解できる。
・輸出入通関の手続きについて理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の理解度テストやレポートについては、ラーニング・ポータルに模範解答を示し、理解の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、海外との国際ビジネスや取引契約から交渉、さらには税関との対応といった貿易実務
およびマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、貿易論における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１．本科目は、「貿易論Ⅰ（経営学部）」/「貿易論（貿易基礎）（経済学部）」を履修しておくこと
２．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。商社もしくは企業の海外担当部署や輸出入管理部署に関心があれば、履修することを
勧めます。
３．関連科目として、「国際経営概論」、「ビジネス取引法」を履修することを勧めます。
４．日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の貿易に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

30０300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストは指定しないが、適宜レジュメを配布します）

参考書

①入門・貿易実務＜第３版＞、椿 弘次 、日本経済新聞出版社 、2011年
②図解 貿易実務ハンドブック ベーシック版 第7版 「貿易実務検定®」C級オフィシャルテキスト、日本貿易実務
検定協会、  日本能率協会マネジメントセンター、2020年

なし

①978-4-532112448
②978-4820728016

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行います。
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 【貿易の意義と特色（応用）】
貿易の意義と概要および貿易を行う企業と業務について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 【伝統的貿易論（応用）①】
絶対優位論と比較優位論に加えて顕示的比較優位指数と貿易特化係
数について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第4回 【伝統的貿易論（応用）②および現代の貿易理論】
・伝統的貿易論のヘクシャー=オリーンモデルに加えて生産可能性フロ
ンティアについて理解する
・新貿易理論（クルーグマンの新貿易理論やメリッツの新々貿易論）と
産業内貿易について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第5回 【外国為替による代金決済①】
貿易における代金決済方法（L/C決済、D/P、D/A決済）と外国為替に
ついて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第6回 【外国為替による代金決済②】
貿易における代金決済方法（外国為替送金）と外国為替について理解
する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 【運送契約と貨物の受け渡し】
運送契約や船荷証券（B/L）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第8回 【貿易取引のリスクと保険】
貿易における保険（海上保険、貿易保険、P/L保険）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第9回 【契約条件（インコタームズ）】
11種類の規則による費用負担と危険負担の違いについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第10回 【輸出入通関の手続き①】
輸出通関の手続きおよび申告に必要な書類について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第11回 【輸出入通関手続き②】
輸入通関の手続きおよび申告に必要な書類について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第12回 【輸出入通関手続き③】
輸入消費税の仕組みおよび評価申告について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第13回 【運送クレームと貿易クレーム】
貿易におけるクレーム（運送クレームと貿易クレーム）について対処およ
び手続きについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第14回 【税関と事後調査】
税関が貿易を行う企業に対して実施する「事後調査」について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第15回 【授業の総括】
これまでの内容の総括を行う

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 外国為替　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34荒井　敏男

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 外国為替と国際通貨制度…歴史、理論、現状

授業の目的及び概要
昨年、2022年には、円相場が大幅に下落し、物価の高騰などの日本経済の不安定を引き起こす要因の一つとして注目されました。こうした現実の経済
社会の動きに関しては、新聞やニュースで報じられましたが、その内容は簡略的で表層的なものに留まっていました。現実の動向をより的確に理解する
ためには、専門的な知見が必要だと言えます。そこで、講義では、このような現実の経済社会の動向を理解するために、外国為替に関する専門知識を
身につけることを目的とします。また、受講生が大学卒業後も経済問題に興味・関心を抱き、自ら学び、解決できる力、いわば「自学自習」の力を身につ
けられるようにすることも講義の目標です。
　授業では、外国為替取引や外国為替市場などについての基本的な知識についてまず学びます。より具体的には、貿易や資本取引の実例を通じて外
国為替の仕組みを理解し、その上で為替政策に関する知識を学びます。さらに、日本の国際収支統計を事例に、国際収支の意義や現状と課題につい
ても学びます。また、今年度は、演習を通じて、知識のより深い理解と定着をさらにはかっていくことを目指しています。

学修の到達目標
外国為替の変動や国際貿易や投資などに関わる国際経済の動向については、新聞やニュースなどのメディアで常に報じられています。これを受講生
がしっかりと理解できるようになること。また、より専門的な書物を読みこなす力を得ること。さらに統計データを読み取り、考察、分析できるようになるこ
と。自身の見解を明確にレポートできること。最終的には、社会人となって日本経済や国際経済の変動・動向を的確に理解し、直面する経済現象に対し
て自分なりの判断を適切に下せるようになれること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
現実の経済問題についての資料（文献、新聞記事、図表）を取り上げ、課題の発見、解決策の提案を求める機会を持ちたいと考えています。また、講義
の冒頭で前回の復習を必ず実行することで、講義内容のより深い理解・定着をを促すように配慮したいと思います。また、演習の機会を通じて、受講生
が自身で考え、理解することを促し、さらに解説を通じて演習問題の復習を行うことで、知識の定着を促すようにしたいと考えています。昨年度はなかな
か機会を持てませんでしたが、時事的な話題を取り上げて、受講生の意見を聞き、検討するディスカッションの機会をできれば持ちたいと考えています。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

勉強することは、根気が必要な、大変しんどいことだと言えます。また、大学の授業は、難しく、わからないことも多いでしょう。しかし、少しずつ、着実に
学んでいけば、学問の面白さがきっとわかると思います。とりわけ、経済学を学べば、自分が生きる世界が少しは見えるようになります。その一助に、私
の授業がなれるように願っています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０
０

０70

0０300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。時事的な話題に関する資料（論説、新聞記事、統計など）をその都度配布したいと
考えています。

参考書

教科書的な書物（例えば、①『国際金融論』，藤田誠一，有斐閣，2008年）や時事的な書物（例えば、『グロー
バル・タックス』，諸富徹，岩波新書，2020年）を随時、授業の中で紹介したい。

使用しない。

①9784641184077
②9784004318583

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入として、外国為替の定義、歴史について解説することで、外国為替
の基本概念を説明する。

予習：外国為替に関して知っていることは何で、わからな
いことは何か、あらかじめ確認しておく。
復習：授業において時事的な事柄や統計データをインター
ネットを利用して入手する方法について説明するので、講
義の後でインターネットで試しておく。

4時間対面

第2回 為替取引がどのようなものかを基本的に理解するために、貿易取引に
おける為替の利用を事例に説明をしていく。すなわち、貿易取引の仕組
みや決済における為替の役割について、日米間での貿易を具体的な事
例として、わかりやすく説明する。

予習：貿易取引がどのようになされるのかについて、現在
の時点で知っていることを確認しておく。
復習：授業後に、授業で配布した第2回授業資料を読ん
で、外国為替取引を理解するために必要な基本的な枠組
みを、日米貿易の具体例に沿って理解できるように、授業
内容を復習しておく。

4時間対面

第3回 引き続き、貿易取引について説明するが、第3回目の中心は貿易金融
についての解説である。さらに、為替相場の変動を基本の事例の図式
に組み込んで説明していきたい。

予習：前回の講義内容を復習して基本事例の図について
の理解を深めておく、さらに金融とはそもそも何かを考え
ておく。
復習：基本事例の図は、今後も講義の中で取り上げる重
要な事項なので、取引の経緯・財・資金の流れに留意し
て、再度見直しておく。

4時間対面
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第4回 日米間の資本取引を事例にして、対外投資での送金方法を説明する。
国際カードの決済や旅行者小切手の決済などの身近な事例を通じて、
外国為替取引の仕組みを解説する。

予習：海外旅行の経験や国際カードを用いた経験があれ
ば、自身が外貨取引をどのようにしていたのかを考えてお
く。経験がない場合には、外貨取引を想定して、取引にお
いて何が問題になるのかを考えてみること。
復習：日常生活に関連する事項を講義では扱うので、講
義内容を自身の体験と重ねて理解できるように、あるいは
将来に自分が取引当事者になった場合のことを想定し
て、授業後に、授業で配布した第5回授業資料を読んで、
為替市場の特徴について復習する。また、授業で配布し
た資料を事前にまとめておき、小テストに備える。

4時間対面

第5回 対顧客市場や銀行間市場といった外国為替市場の構造や取引主体に
ついて解説する。これまでの学習内容に関する小テストをこの第5回目
に課す予定である。

予習：これまでの講義内容のまとめを事前にやっておき、
演習に備える。
復習：為替市場の特徴について、特に他の市場（財市場
や金融市場）との違いに留意して、復習しておく。また、小
テストについても必ず授業後に見直しておく。

4時間対面

第6回 前週の小テストの答案を返却し、その問題に関する解説を行う。また、
介入政策の意義や目的、当事者、介入資金など介入政策に関する基
本的な事項を説明し、その後、円・ドル相場への介入が実際にどのよう
になされるかを見る。

予習：小テストの問題の見直しを事前に行う。その上で、
次の講義内容に備えるために、これまで学んだ基礎的な
経済理論や経済政策論を復習して、マクロ経済政策につ
いての確認を事前にしておく。もちろん、基礎的な事柄か
ら解説するが、事前に経済学の基礎を復習することが講
義内容をより深く理解するためは大切なことである。
復習：返却された演習の答案を必ず見直しておく。講義で
取り上げられた対外金融政策の「意義」について、配布資
料を参考にするなどして授業内容に照らしてまとめておく。

4時間対面

第7回 委託介入の仕組み、必要性、および実際の事例について解説する。ま
た、不胎化介入や協調介入などの様々な介入政策の方法や為替を巡
る国際通貨協力についてもできるだけ詳しく解説する。

予習：授業資料を事前に読んで、介入操作について理解
しておく。この理解が、今回の講義を的確に把握するため
のベースとなる。
復習：今回、さらに前回の講義で取り上げられた様々な操
作手法について、論点整理をして、操作手法の違いを比
較しつつ、把握しておく。

4時間対面

第8回 国際収支の定義、居住者・非居住者概念といった国際収支を理解する
ための基本的な事項を中心に説明する。また、近年の国際収支統計の
改訂について説明する。また、介入政策に関する小テストを実施する。

予習：そもそも国際収支とは何か、考えておくこと。また、
日本の国際収支の現状について、ネットなどで情報を集
めておく。介入政策の仕組みについての復習を行い、小テ
ストに備える。
復習：理念として国際収支とは何かを理解するために、授
業内容をしっかりと復習しておく。

4時間対面

第9回 経常取引・資本取引の各項目を詳しく見る。また、取引の具体的な事例
に沿った解説を行う。今回は経常取引を取り上げる。

予習：前回の授業内容から国際収支統計の全体像を再
確認して、今回の授業で取り上げられる国際収支統計の
細部についても知識を深められるように準備をしておく。
復習：前回小テストの返却答案を見直しておく。また、講義
で重要点だとされた国際収支についての論点を整理をし
て理解を深めておく。

4時間対面

第10回 経常・資本取引の各内容と分類項目についての続き。資本取引を中心
に解説する。なお、ここで国際収支統計に関する小テストを実施する予
定である。さらに、レポート課題を冬期休暇明けに提出してもらうため
に、レポートのテーマ等の説明を行う。

予習：授業で配布した資料を読んで、国際収支統計の全
般的な理解を確認した上で、とりわけ資本取引について、
これまでの授業での説明に基づいて考えておく。
復習：小テストの見直しを行っておくこと。また、今回の講
義で扱った資本取引についてはしっかりと復習しておく。

4時間対面

第11回 小テストの答案返却と問題解説を実施する。また、現実の国際収支の
状況、および国際収支の不均衡が経済的に意味するところについて解
説する。

予習：国際収支不均衡について考えるためにも、国際収
支統計が意味するところを事前に再度確認しておく。
復習：小テストの解説を参考に、自身の答案を見直してお
く。現状を分析するためにも、国際収支不均衡の何が問
題であるかを、講義内容に沿って見直しておくこと。

4時間対面

第12回 円・ドル相場を事例に、円高・円安といった相場の変化と市場での需給
関係について解説する。なお、続く第13回と第14回で日本経済の現実
を見るが、その準備として外国為替の理論的な基本についての復習も
実施したい。オンディマンドでの授業ではあるが、これまでの講義のまと
めに位置付けられる講義である。講義資料の熟読が必要である。

予習：国際収支と為替相場の変動について理解できるよ
うに、為替相場についての講義（第1回～第5回）に関し
て、資料を見直すなどしっかりと復習しておく。
復習：講義資料を通じて、これまでの講義内容を見直し、
それぞれの講義の関連性を理解しておく。

4時間オンデマンド

第13回 これまでは円高は日本経済に悪影響を及ぼすと考えられてきた。ところ
が、現在の円安局面においては、円安が様々な悪影響を引き起こして
いると指摘されている。では、果たして現実の為替相場の動向が日本
経済にどのように関わっているのであろうか。この点を、企業活動のグ
ローバル化や自動車や家電などの主要輸出産業の現状、そして私たち
の消費生活などを具体的に取り上げて考えていきたい。また、時間が
許せば、中国などのアジア諸国との関わりについても、為替相場や国
際収支の観点から考えていきたい。

予習：　前回の国際収支と為替相場の変動についての講
義内容を見直して、現実の経済問題を考えるための見方
＝視角について自分なりに検討しておく。
復習：　今回の授業資料を読み、国際収支と為替相場に
ついての現状について整理し、確認しておく。さらなる学習
のために、講義で取り扱った時事的な事柄に関連する情
報を自分で収集し、そこで見られる経済的な課題を抽出
し、それに対する自分自身の考えを提出できるように、検
討すること。

4時間対面

第14回 引き続き、現実の円相場と日本経済についての問題を考察するが、例
えば少子高齢化や人口減少といった社会の大きな変化やコロナ禍から
の脱却といった今後の日本社会・日本経済が直面する課題を意識しつ
つ、考察していきたい。そこでは、単純に成長戦略を追求するだけでよ
いのか、あるいは生活や経済のあり方の根本的な変化を追求するべき
か、といった問いかけが重要になるだろう。これらを受講生とともに考え
ていきたい。

予習：これまでの講義で学んだ知識・知見を総合的に現
在の日本経済や国際経済に適用することが求められる。
そこで、これまでどのようなことを学んできたかを、外国為
替替取引・介入政策・国際収支調整といった主要論点に
沿って、自分なりに見直しておく。
復習：自分の考えと講義で取り上げられた諸論点とを突き
合わせ、さらに自身の考えを深めておく。

4時間対面

第15回 講義全体の総括を行ない、その上で小テストで扱った問題の解説を再
度実施する。重要事項の確認を行い、期末試験の内容、出題形式、注
意点なども説明する。さらに、レポート課題の提出も求め、レポートに関
する指導も実施したい。

予習：講義全体を振り返り、不明な点がないか見直してお
く（わかりにくい箇所があれば、必ず授業で質問するこ
と）。
復習：最終試験に備えて、全体的な見直しを実施する。2
回実施した小テストの内容も最終試験に関わるので、講
義での解説を利用して、自身の答案を見直し、さらに理解
を深めるようにする。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 証券論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 証券投資と企業金融

授業の目的及び概要
この授業は、CSR等を念頭に置いた企業の存在意義、その中でも特に株式会社を取り上げ、株式会社の成立過程と資金調達の手段、株式会社の資
金調達手段において重要な役割を果たしている証券市場の仕組み、証券市場における証券会社の役割、証券投資のリスクとリターン、証券の価格形
成及び価格決定の要因といった証券投資に係る基礎知識を理解できることを目標とする。さらに、近年の証券市場の国際的な改編を理解し、その目的
を探ることができることを目標とする。

学修の到達目標
金融経済を中心とする幅広い専門知識や、現代社会における証券投資や証券市場の重要性を理解し、今後の学修や生活の場で活用する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
確認テストについては授業中に講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

配布資料は、書き込み式です。授業に出席し、抜けているところを埋めてください。授業に出席できなかった場合には、ラーニングポータルの教材を確認
してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『ファイナンス論・入門　イチからわかる証券投資と企業金融』，俊野雅司、白須洋子、時岡紀夫著，有斐閣，
2020年

参考書

授業中に提示します。

ISBN:978-4-641-16570-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 金融のしくみ 【予習】事前にシラバスを確認し、テキストのCHAPTER1の
部分を読んでおきましょう。
【復習】テキストのCHAPTER1の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第2回 財務諸表の活用 【予習】事前にテキストのCHAPTER2の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER2の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 ファイナンスの基礎概念 【予習】事前にテキストのCHAPTER3の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER3の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 割引率･現在価値･将来価値 【予習】事前にテキストのCHAPTER4の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER4の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 証券市場とファイナンス論 【予習】事前にテキストのCHAPTER5,6の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER5,6の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

－176－



第6回 証券価格の評価とリスク管理 【予習】事前にテキストのCHAPTER7の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER7の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 アントレプレナーシップと新規株式公開 【予習】起業や新規株式公開について調べてみましょう。
【復習】起業や新規株式公開について調べたことや講義で
得た知識をまとめてみましょう。

4時間対面

第8回 株式の理論価格 【予習】事前にテキストのCHAPTER8の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER8の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 債券の理論価格 【予習】事前にテキストのCHAPTER9の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER9の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 ポートフォリオ理論 【予習】事前にテキストのCHAPTER10の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER10の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 資本資産評価モデル 【予習】事前にテキストのCHAPTER11の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER11の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 デリバティブ取引 【予習】事前にテキストのCHAPTER12の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER12の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 コーポレートファイナンス 【予習】事前にテキストのCHAPTER13の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER13の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 コーポレートガバナンス 【予習】事前にテキストのCHAPTER17の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER17の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】事前にテキストや配布資料をもとに復習しておきま
しょう。
【復習】テキストや配布資料をもとに復習し、講義で得た知
識を確認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 銀行論＜銀行論Ⅰ＞（経営学部）／銀行論（銀行制度）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 銀行の役割とその業務

授業の目的及び概要
この銀行論Ⅰ（銀行制度）を受講することによって、銀行が経済社会で果たしている役割・機能やその業務内容を知識を習得できることはもとより、実務
経験に基づいた講義を通じて、「実学としての経済学」の知識、具体的には社会に出てから必要となる金融全般の知識と、銀行を使った資金の運用・調
達の知識を身につけることを目的としています。
授業では、制度的な面を中心にして、銀行の役割とその業務内容を学修します。
具体的には、まず銀行が金融市場で担っている役割を学び、次いで銀行の預金業務、貸出業務、為替業務、証券業務、国際業務などの業務の内容を
学びます。加えて、明治維新から現在までの銀行制度の歩みや、銀行に対する規制・監督、中央銀行である日本銀行の機能、預金保険制度のしくみを
学ぶことにより、銀行の役割とその業務に対する理解を補強します。

学修の到達目標
以下の３点を学修の到達目標とします。
・金融市場の構造と銀行が果たしている役割・機能を理解できるようになる。
・銀行の主な業務内容を理解できるようになる。
・銀行に対する規制・監督の内容を理解できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
パワーポイントを使った講義中心の授業を行います。パワーポイント資料は、事前にラーニングポータルに「授業レジュメ」として掲載します。
授業中に毎回課題を出しますので、授業終了時にその課題を提出することが必要です。課題の結果は、授業において口頭でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「銀行の経済社会における地位は、あたかも人体における心臓のようなものである」。１９世紀のドイツの学者が述べた言葉です。
戦後のわが国の経済社会は大きな変貌を遂げ、銀行も大きな変化を遂げてきました。そうであっても、銀行が「人、企業、国・自治体などにお金という血
液を送り込む心臓のような存在」であることは、今も昔も変わっていません。むしろ銀行の重要性は、一層高まっていると思います。
そうした銀行の姿を、証券会社など銀行以外の金融機関との比較も加えながら分かりやすく解説します。しっかりと学修してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

550

00450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

➀図説 わが国の銀行，全国銀行協会企画部金融調査室，財経詳報社，2017

なし

➀9784881774434

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の概要や進め方について、ガイダンスを行います。

・参考書の第１章「わが国の金融構造」を予習する。 2時間対面

第2回 金融市場のしくみ
間接金融と直接金融、短期金融市場と長期金融市場などの金融市場
のしくみについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第２章「銀行の基本的機能」、第４章「金融市
場」を予習する。

4時間対面

第3回 金融機関の種類、銀行の機能
金融機関の種類と、銀行の基本的な３つの機能（資金仲介・信用創造・
資金決済）について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第５章「預金業務」を予習する。

4時間対面

第4回 預金業務
銀行の固有業務である預金業務で取り扱っている預金の種類のほか、
信託、利子課税などについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第６章「貸出業務」を予習する。

4時間対面

第5回 貸出業務①
銀行の固有業務である貸出業務の基本５原則と、企業向け貸出の種
類、銀行取引約定書などについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第６章「貸出業務」を予習する。

4時間対面

第6回 貸出業務②
銀行の個人向けローンの種類、貸出のリスク管理、自己査定などにつ
いて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第７章「為替業務」を予習する。

4時間対面
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第7回 為替業務
銀行の固有業務である為替業務の種類のほか、手形・小切手および手
形交換制度のしくみについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第９章「証券業務」、第１０章「デリバティブ・証
券化」、第１１章「銀行の国際業務」を予習する。

4時間対面

第8回 証券業務・国際業務
銀行本体と証券子会社による証券業務の種類と、海外展開を中心とし
た銀行の国際業務について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第9回 銀行制度の歩み①－明治維新から終戦まで
明治維新後の日本における銀行制度の創設から、戦時体制下におけ
る１県１行主義までの銀行制度の歩みについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第10回 銀行制度の歩み②－戦後復興からバブル期まで
戦後の護送船団行政とメインバンク制度から、１９９０年代までの金融
の自由化・国際化・証券化に至るまでの銀行制度の歩みについて学び
ます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第11回 銀行制度の歩み③－バブル崩壊から現在
バブル崩壊による不良債権問題と１９９０年後半の金融ビッグバンか
ら、現在に至るまでの銀行制度の歩みについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１２章「銀行に対する規制・監督」を予習す
る。

4時間対面

第12回 銀行に対する監督・規制
自己資本比率規制や株式保有制限、マネー・ローンダリング規制など
の銀行に対する規制や、銀行の監督官庁である金融庁の監督方針な
どについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１２章「銀行に対する規制・監督」を予習す
る。

4時間対面

第13回 預金保険制度
預金者の保護と破綻金融機関の資金決済の確保を目的とする預金保
険制度のしくみについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第14回 日本銀行の機能
中央銀行である日本銀行の機能と役割について学びます。

・講義資料を復習する。
・学期末の定期試験に向けた春学期全体の復習を行う。

4時間対面

第15回 春学期の総括
春学期の学修内容の総括を行い、学期末の定期試験についての説明
を行います。

・講義資料を復習する。
・学期末の定期試験に向けた春学期全体の復習を行う。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 銀行論Ⅱ（経営学部）／銀行論（銀行政策）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 銀行のビジネスモデル

授業の目的及び概要
この銀行論Ⅱ（銀行政策）を受講することによって、銀行の各業態におけるビジネスモデルの知識を習得できることはもとより、実務経験に基づいた講
義を通じて、「実学としての経済学」の知識、具体的には社会に出てから必要となる金融全般の知識と、銀行を使った資金の運用・調達の知識を身につ
けることを目的としています。
授業では、銀行の収益性という観点から、銀行の各業態におけるビジネスモデルの特徴と現状の課題を学修します。
具体的には、まず、都市銀行、地方銀行、信託銀行における単体の収益構造とその特徴、貸出金利や不良債権の動向について学びます。
それを踏まえて、都市銀行、地方銀行、信託銀行に加えて、信用金庫、信用組合、インターネット専業銀行、ゆうちょ銀行等といった各業態の具体的な
ビジネスモデルについて学びます。
さらに、銀行の各業態におけるグループ経営の特徴の比較検討を行うほか、フィンテックなど新たな金融サービスの動向についても学修します。

学修の到達目標
以下の３点を学修の到達目標とします。
・銀行単体のビジネスモデルを理解できるようになる。
・銀行単体の収益動向とその要因を理解できるようになる。
・銀行のグループ経営の内容を理解できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
パワーポイントを使った講義中心の授業を行います。パワーポイント資料は、事前にラーニングポータルに「授業レジュメ」として掲載します。
授業中に毎回課題を出しますので、授業終了時にその課題を提出することが必要です。課題の結果は、授業において口頭でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本銀行の異次元金融緩和による低金利の下で、銀行の収益環境は厳しい状況が続いています。一方で、フィンテックなどの新しい金融技術が生まれ
ています。
銀行のビジネスモデルは、これまでに大きく変化してきました。そして、今後もその変化は続いていくことが予想されます。それが日本経済にどのような
影響を及ぼすのか。そうした視点も念頭に置いて、しっかりと学修してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

550

00450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

➀図説 わが国の銀行，全国銀行協会企画部金融調査室，財経詳報社，2017年

なし

➀9784881774434

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の概要や進め方について、ガイダンスを行います。

・第２回講義資料「銀行経営の理念」を予習する。 2時間対面

第2回 銀行経営の理念
銀行に求められる公共性・健全性・収益性の３つの経営理念の意味と、
その背景にあるシステミックリスクの内容について学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第３回講義資料「銀行の収益構造」を予習する。

4時間対面

第3回 銀行の収益構造
都市銀行、地方銀行、信託銀行等のそれぞれの基本的な収益構造と
その特徴について学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第４回講義資料「銀行収益の動向」を予習する。

4時間対面

第4回 銀行収益の動向
都市銀行、地方銀行、信託銀行等のそれぞれの収益の推移とその要
因について学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第５回講義資料「銀行の貸出金利」を予習する。

4時間対面

第5回 銀行の貸出金利
銀行の貸出金利の決定要因、貸出金利の動向と銀行収益への影響に
ついて学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第６回講義資料「銀行の不良債権とリスク管理」を予習
する。

4時間対面

第6回 銀行の不良債権とリスク管理
不良債権が銀行収益に及ぼす影響、不良債権に対するリスク管理の
内容について学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第７回講義資料「都市銀行のビジネスモデル」を予習す
る。

4時間対面
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第7回 都市銀行のビジネスモデル
メガバンクなど都市銀行の組織形態・経営戦略の特徴とその違いにつ
いて学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第８回講義資料「地方銀行のビジネスモデル」を予習す
る。

4時間対面

第8回 地方銀行のビジネスモデル
預金量ランキング上位の地方銀行を中心に、その組織形態・経営戦略
の特徴とその違いについて学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第９回講義資料「信託銀行のビジネスモデル」を予習す
る。

4時間対面

第9回 信託銀行のビジネスモデル
信託銀行の組織形態・経営戦略の特徴とその違いについて学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第１０回講義資料「信用金庫・信用組合のビジネスモデ
ル」を予習する。

4時間対面

第10回 信用金庫・信用組合のビジネスモデル
預金量ランキング上位の信用金庫・信用組合を中心に、それぞれの組
織形態・経営戦略の特徴とその違いについて学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第１１回講義資料「インターネット専業銀行等のビジネス
モデル」を予習する。

4時間対面

第11回 インターネット専業銀行等のビジネスモデル
インターネット専業銀行など銀行業に新規参入した銀行の組織形態と
経営戦略の特徴について学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第１２回講義資料「ゆうちょ銀行のビジネスモデル」を予
習する。

4時間対面

第12回 ゆうちょ銀行のビジネスモデル
ゆうちょ銀行の組織形態・経営戦略の特徴について学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第１３回講義資料「銀行のグループ経営」を予習する。

4時間対面

第13回 銀行のグループ経営
銀行持株会社の下で展開されている銀行のグループ経営について具
体的な内容と特徴について学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・第１４回講義資料「金融サービスの新潮流」を予習する。

4時間対面

第14回 金融サービスの新潮流
フィンテック関連、資産運用サービス、コンサルティングサービスなど銀
行が提供する新たな金融サービスについて学びます。

・当日の講義内容を復習する。
・学期末の定期試験に向けた秋学期全体の復習を行う。

4時間対面

第15回 秋学期の総括
秋学期の学修内容の総括を行い、学期末の定期試験についての説明
を行います。

・講義資料を復習する。
・学期末の定期試験に向けた秋学期全体の復習を行う。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 保険論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

伏原　敬三

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ リスクマネジメント論および損害保険論

授業の目的及び概要
日本における経済活動は、個人の活動・社会（事業）の活動を問わず、リスク（危険・危機）の前提の上に成立しています。地震・台風などの天災や交通
事故、あるいはサイバー攻撃等の大きな事故が勃発するたびに高度情報社会の脆い一面が露呈し、リスクからは決して逃れられないことを実感させら
れます。この様なリスクを管理して行く仕組みの一つが「リスクマネジメント」であり「保険」です。この授業では本学の柱である「実学としての経済学」の
観点より、リスクマネジメントの内容および保険の仕組みや機能等を詳細に説明するとともに、日常生活におけるリスク（交通事故・風水害・ケガ）や事
業活動におけるリスク（商取引・債務不履行・偶発的事故）に対する対処方法としての保険を詳細に学んでいきます。併せ、保険がどの様に発展し運営
されていったのかを学ぶとともに、今後時代の変化につれてどの様に変容していくのかを考察します。

学修の到達目標
この授業の到達目標は以下のとおりです。
（１）知識・技能の観点より、リスクマネジメントや保険の基礎知識および実務の実態について正しく理解することができる。
（２）思考力・判断力の観点より、リスクマネジメントや保険に関する正しい応用力・判断力を身につけ、実際の日常生活や社会生活で活用できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説および講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の授業にあたっては、あらかじめ配布します資料（レジュメ）を利用して予習・復習を行ってください。
また、適宜市販されております「リスクマネジメント論」「保険論」の書籍等を読むことを推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

成績評価は90点以上秀、80～89点
優、70点～79点良、60～69点可、59
点以下不可、の5段階基準とします。

700

0００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

市販の書籍・教科書などは使用しません。
あらかじめ作成した資料（レジュメ）を用いて授業を行います。

参考書

特にありません。

テキスト指定は行いません。
必要な資料を適宜配布しま
す。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標などについて、オリエンテーションを行います。 【予習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を読み直し、理解を深めてください。

4時間対面

第2回 「リスクおよびリスクマネジメント」について学びます。 【予習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理
解を深めてください。

4時間対面

第3回 「日常生活におけるリスクと事業生活におけるリスク」について学びま
す。

【予習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を事前に読んでおいてくださ
い。

【復習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を読み直し、授業で取得し
た知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面
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第4回 「保険の仕組み①」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第5回 「保険の仕組み②」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第6回 「保険法・保険業法」について学びます。 【予習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第7回 「保険の『仲介者』」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第8回 「自動車保険・自賠責保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間対面

第9回 「自動車保険・自賠責保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間対面

第10回 「火災保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面

第11回 「火災保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面

第12回 「地震保険」について学びます。 【予習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を事前に読
んでおいてください。

【復習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を読み直し、
授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面

第13回 「その他の保険」について学びます。 【予習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間対面

第14回 「保険の未来像」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間対面

第15回 定期試験に向け、定期試験の内容と授業全体の総まとめの講義動画
をオンデマンドにて実施します。

【予習】配布資料全体を事前に読んでおいてください。

【復習】授業動画でコメントした箇所を重点的に配布資料
を再度精読し、定期試験に備えてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 保険論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

伏原　敬三

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ リスクマネジメント論および損害保険論

授業の目的及び概要
日本における経済活動は、個人の活動・社会（事業）の活動を問わず、リスク（危険・危機）の前提の上に成立しています。地震・台風などの天災や交通
事故、あるいはサイバー攻撃等の大きな事故が勃発するたびに高度情報社会の脆い一面が露呈し、リスクからは決して逃れられないことを実感させら
れます。この様なリスクを管理して行く仕組みの一つが「リスクマネジメント」であり「保険」です。この授業では本学の柱である「実学としての経済学」の
観点より、リスクマネジメントの内容」および保険の仕組みや機能等を詳細に説明するとともに、日常生活におけるリスク（交通事故・風水害・ケガ等）や
事業活動におけるリスク（商取引・債務不履行・偶発的事故等）に対する対処方法としての保険を詳細に学んでいきます。併せ、保険がどの様に発展し
運営されていったのかを学ぶとともに、今後時代の変化につれてどの様に変容していくのかを考察します。

学修の到達目標
この授業の到達目標は以下のとおりです。
（１）知識・技能の観点より、リスクマネジメントや保険の基礎知識および実務の実態について正しく理解することができる。
（２）思考力・判断力の観点より、リスクマネジメントや保険に関する正しい応用力・判断力を身につけ、実際の日常生活や社会生活で活用できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説および講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の授業にあたっては、あらかじめ配布します資料（レジュメ）を利用して予習・復習を行ってください。
また、適宜市販されております「リスクマネジメント論」「保険論」等の書籍を読むことを推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０
成績評価は90点以上秀、80～89点
優、70点～79点良、60～69点可、59
点以下不可、の5段階基準とします。

０70

0０30０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

市販の書籍・教科書などは使用しません。
あらかじめ作成した資料（レジュメ）を用いて授業を行います。

参考書

特にありません。

テキスト指定は行いません。
必要な資料を適宜配布しま
す。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標などについて、オリエンテーションを行います。 【予習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を読み直し、理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第2回 「リスクおよびリスクマネジメント」について学びます。 【予習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理
解を深めてください。

4時間オンデマンド

第3回 「日常生活におけるリスクと事業生活におけるリスク」について学びま
す。

【予習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を事前に読んでおいてくださ
い。

【復習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を読み直し、授業で取得し
た知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド
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第4回 「保険の仕組み①」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第5回 「保険の仕組み②」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第6回 「保険法・保険業法」について学びます。 【予習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第7回 「保険の『仲介者』」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第8回 「自動車保険・自賠責保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第9回 「自動車保険・自賠責保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第10回 「火災保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第11回 「火災保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第12回 「地震保険」について学びます。 【予習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を事前に読
んでおいてください。

【復習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を読み直し、
授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第13回 「その他の保険」について学びます。 【予習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間オンデマンド

第14回 「保険の未来像」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間オンデマンド

第15回 授業全体の総まとめを実施します。 【予習】配布資料全体を事前に読んでおいてください。

【復習】授業でコメントした箇所を重点的に読み直し、授業
で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ファイナンシャル・プランニング　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　久敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

演習（語学）

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ファイナンシャル・プランニングの基礎知識

授業の目的及び概要
当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。
ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知
識」が必要不可欠となる。
そこで当授業の概要としては、教育資金・住宅資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保険・損害保険・金融経済・資産運用・税金・不動産・相続な
ど、それら幅広い「お金の知識」を分かりやすく説明することとなる。
なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講する
ことが望ましい。

学修の到達目標
１．ファイナンシャル・プランニングの基礎知識を身に付けることができる。
　　それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）について、総合的な資産設計を考えることができるようになる。

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定３級レベルの知識を身に付けることができる。
　　この授業では、ＦＰ技能検定３級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベ
ルに達することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。
小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからもほとんどないであろう。
しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

850

00105

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

みんなが欲しかった！FPの教科書３級22-23年版，
・著者名：滝澤ななみ，
・出版社：ＴAC出版，
・出版年：2022年

参考書

―

978-4-3001-0139-1
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難易度、成績評価等について）
・ファイナンシャル・プランニングの意義
・ファイナンシャル・プランナーとは？
・ＦＰ技能検定の概要

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認
FP技能検定について調べ、受検するか否かを考えておく
（受検は任意）

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇所にて
読み込んでおくこと

1時間対面

第2回 ・ライフプランの考え方（キャッシュフロー表、個人バランスシート）
・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・老後資金）

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるようにしておく
人生の３大資金の全体像を把握しておく

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の３大資
金」の箇所にて読み込んでおくこと

1時間対面

第3回 ・社会保険制度（健康保険） 健康保険（公的医療保険）のしくみについて、実生活の中
での関わりを実感しながら、復習しておく

上記を、テキストの「健康保険」の箇所にて読み込んでおく
こと

1時間対面
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第4回 ・社会保険制度（介護保険・労災保険・雇用保険） 介護保険・労災保険・雇用保険のしくみについて、実生活
の中での関わりを実感しながら、復習しておく

上記を、テキストの「介護保険」「労災保険」「雇用保険」の
箇所にて読み込んでおくこと

1時間対面

第5回 ・公的年金制度①（国民年金） 国民年金のしくみについて、被保険者区分や保険料、年
金額など、数字まできっちり把握しておくこと

上記を、テキストの「国民年金」の箇所にて読み込んでおく
こと

1時間対面

第6回 ・公的年金制度②（厚生年金、その他） 厚生年金のしくみについて、年金額など、数字まできっち
り把握しておくこと

上記を、テキストの「厚生年金」の箇所にて読み込んでおく
こと

1時間対面

第7回 ・所得税の基礎知識
・10種類の所得

所得の概念について、しっかり理解・把握すること

上記を、テキストの「所得税の基本」の箇所にて読み込ん
でおくこと

1時間対面

第8回 ・各種所得金額の計算 給与所得や退職所得の金額など、主な所得については、
しっかり計算までできるようにすること

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇所にて
読み込んでおくこと

1時間対面

第9回 ・課税標準の計算
・所得控除

医療費控除の計算や、配偶者控除・扶養控除の金額な
ど、所得控除については正確に理解すること

上記を、テキストの「所得税（所得控除）」の箇所にて読み
込んでおくこと

1時間対面

第10回 ・納付税額の計算
・所得税の申告と納付
・個人住民税と個人事業税

所得税計算の流れについて、しっかり確認しておくこと

上記を、テキストの「所得税（税額の計算・申告と納付）」
の箇所にて読み込んでおくこと

1時間対面

第11回 ・生命保険のしくみと種類 定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類を
しっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

1時間対面

第12回 ・生命保険契約の留意点
・契約者保護のしくみ

生命保険契約の詳細について、契約者の立場から、しっ
かり理解しておくこと

上記を、テキストの「生命保険の契約」の箇所にて読み込
んでおくこと

1時間対面

第13回 ・保険と税金 生命保険料控除のしくみ（金額まで含めて）について把握
しておくこと
保険金にかかる税金の種類を把握しておくこと

上記を、テキストの「生命保険と税金」の箇所にて読み込
んでおくこと

1時間対面

第14回 ・損害保険のしくみと種類 火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険に
ついては、（将来の）自分自身のためにも、しっかりと内容
を理解しておくこと

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

1時間対面

第15回 ・金融経済の基礎知識
・預貯金

金融政策や経済指標といった基本的な金融知識は、書店
等での市販教材（一般向けの分かりやすいもの）なども利
用して復習しておくこと。
市販教材については、適宜アドバイスはする

上記を、テキストの「金融・経済の基本」の箇所にて読み
込んでおくこと

1時間対面

第16回 ・債券のしくみ 債券という金融商品のしくみについて、額面金額・クーポ
ンレート・償還などといったキーワードを含め、しっかり理
解すること
利回り計算は、何度も繰り返しやること

上記を、テキストの「債券」の箇所にて読み込んでおくこと

1時間対面

第17回 ・株式のしくみ 株式取引のしくみについては、興味を持って理解してほし
い
また、PERやPBRといった株式投資指標の計算について
は、何度も繰り返しやること

上記を、テキストの「株式」の箇所にて読み込んでおくこと

1時間対面

第18回 ・投資信託のしくみ 実際に販売されている投資信託のパンフレット等も参考に
しながら（銀行や証券会社の窓口、マネー雑誌等の広告、
ネットなどにて入手可能）、
投資信託を身近に触れてほしい

上記を、テキストの「投資信託」の箇所にて読み込んでおく
こと

1時間対面

第19回 ・外貨預金のしくみ
・預金保険制度

外国為替相場のしくみ（円安や円高等）については、必ず
理解しておくこと

上記を、テキストの「外貨建て商品」の箇所にて読み込ん
でおくこと

1時間対面

第20回 ・不動産登記について 不動産登記のしくみについては、講義での板書等をしっか
り読み返し、完全に理解・納得できるようにすること

上記を、テキストの「不動産登記」の箇所にて読み込んで
おくこと

1時間対面

第21回 ・不動産の取引 不動産売買の留意点（手付金・危険負担・瑕疵担保責任
等）については、授業で触れた項目について、しっかり理
解・納得できるまで確認しておくこと

上記を、テキストの「不動産の取引」の箇所にて読み込ん
でおくこと

1時間対面

第22回 ・不動産の規制（都市計画法と建築基準法） 建築基準法における「建ぺい率と容積率」については、計
算問題を繰り返しやっておくこと

上記を、テキストの「都市計画法」「建築基準法」の箇所に
て読み込んでおくこと

1時間対面
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第23回 ・不動産の税金 マイホーム売却の特例については、授業で紹介したもの
について、きっちり数字まで把握しておくこと

上記を、テキストの「不動産の税金」の箇所にて読み込ん
でおくこと

1時間対面

第24回 ・相続の基礎知識（相続人と法定相続分） 具体的な家族関係図からの、「相続人と、その法定相続
分」については、様々なケースに対応できるようにしておく
こと

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて読み込
んでおくこと

1時間対面

第25回 ・相続税の計算 遺産に係る基礎控除の計算については、必ずできるよう
にしておくこと
また、民法上の相続人と、税法上の相続人の違いについ
ては、きっちり説明できるレベルまで把握しておくこと

上記を、テキストの「相続税」の箇所にて読み込んでおくこ
と

1時間対面

第26回 ・贈与、贈与税 贈与税の計算の流れについては、一通り、把握しておくこ
と

上記を、テキストの「贈与」「贈与税」の箇所にて読み込ん
でおくこと

1時間対面

第27回 ・相続財産の評価 路線価の計算について、繰り返しやっておくこと

上記を、テキストの「相続財産の評価」の箇所にて読み込
んでおくこと

1時間対面

第28回 ・これまで学習した内容の総まとめ（演習問題中心）
　具体的な内容は、それまでの小レポート・小テストの結果から判断す
る

講義でピックアップした演習問題の復習（必ずもう１度、
やっておくこと）。

1時間対面

第29回 ・定期試験に向けた学修を促すため、定期試験の内容と授業の復習の
講義動画を公開する。
　演習問題も含めて、これまでの総まとめとなる。

講義でピックアップした項目の復習。 1時間オンデマンド

第30回 ・定期試験に向けた学修を促すため、定期試験の内容と授業の復習の
講義動画を公開する。
　演習問題も含めて、これまでの総まとめとなる。

講義でピックアップした項目の復習。 1時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 現代企業経営論Ⅰ＜現代産業論Ⅰ＞（経営学部）／現代産業論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 現代における国内外の様々なビジネス（業界）の最新動向の理解

授業の目的及び概要
この授業は、基本的にはマクロの視点からも国内外のビジネス（業界）の最新動向等に関する知識を踏まえ、ビジネス（業界）の全体像を捉えていくこと
を目標としますが、ミクロの視点からビジネス（業界）固有の課題を考察することもします。このため、様々な業種を扱い、理論的・実務的なアプローチか
らの説明を加えていきます。また、企業からも実務者を招いて授業を進めます。
商品（サービス）の概要と提供方法、業界の構造、市場の動向、収益、経営環境の変化、経営戦略、求められる人材、今後の展望等を幅広く学びます。

学修の到達目標
①現代の企業の経営環境・各業界の状況について理解できる。
②現代の産業が抱えている課題について確認し、理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日頃より、経営に関する書籍や新聞、雑誌の経営に関する記事を読み、現代におけるビジネスの現状に対して興味関心を持ちながら授業に臨んでくだ
さい。
また、ゲストスピーカーとの関係から授業内容が入れ替わる可能性があります。その際には、入れ替わりが発生次第、連絡します。
また、ほぼ毎回、授業中に述べたキーワードを理解しているかを確認する小テスト、または授業中レポートを課します。それを念頭に、授業でメモを取る
ことを心掛けてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

講義資料については授業ごとに提示します。

参考書

参考書は授業中に随時指示します

特になし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
　この講義の進め方や評価方法、授業の計画などについて説明いたし
ます。

授業での説明の内容を基に復習してください。 3.5時間対面

第2回 【日本の産業構造の特徴】　
　我が国の産業の見方について学ぶ。また、戦後の我が国の産業の変
化について概観し、同時に最近の変化や国の構想であるSociety5.0に
ついて学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第3回 【環境の変化】　
　我が国の産業に影響を与える諸要因のうち、少子高齢化、グローバ
ル化、デジタル化、脱炭素等を取り上げ、その意味や我が国産業構造
への具体的な影響について学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第4回 【主要産業の動向（小売り・流通業界）】　
　生活に密着した産業として小売り・流通産業の国内外の様々な業態
の企業動向について学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第5回 【主要産業の動向（自動車業界）】　
　戦後のリーディング産業である自動車製造業について、国際事業展
開の動向、環境問題への取り組み、EV化の動きや競争力向上に向け
た取り組み等を学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面
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第6回 【主要産業の動向（物流・倉庫業界）】　
　コロナ禍やネット通販の拡大に伴う取扱量の増大、ドライバー不足
等、深刻な問題を抱える物流業界のDX動向も含めて学びます。
※ゲストスピーカーを予定

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第7回 【主要産業の動向（IT業界）】　
　21世紀の成長産業である情報関連（IT)産業の動向、とりわけ、
GAFA+Mを取り上げて、成長産業として発展した要因について学びま
す。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第8回 【主要産業の動向（エネルギー業界）】　
　電力、ガスに代表されるエネルギー業界、脱炭素時代に向けて様々
な取り組みがされています。その最新動向を学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第9回 【主要産業の動向（電機・家電業界）】　
　高度成長期には白物家電は、成長産業でした。しかし、現在では業界
内での大きな変動が起きています。変貌する電機・家電業界の動向に
ついて学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第10回 【主要産業の動向（中小企業）】　
日本の産業構造の98％を占める中小企業について学びます。
※ゲストスピーカーを予定

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第11回 【主要産業の動向（ヘルスケア産業）】　
　今後期待される成長産業としてヘルスケア関連産業の動向について
学ぶ。ヘルスケア関連産業は、医薬品、介護、医療サービス等多様で
あるが、今年度は製薬企業を中心に学ぶ。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第12回 【主要産業の動向（印刷業界）】　
　年々縮小している市場規模、生き残りをかけた活動を展開している印
刷業界を外観することにより、日本の産業構造の変化について学びま
す。
※ゲストスピーカーを予定

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第13回 【主要産業の動向（建設業界）】　
　3Kの代表と言われた建設業界でもロボットの導入により構造変化が
進んでいます。その最新動向について学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第14回 【SDG’s】　
　持続可能な社会を作るために必要な知識をSDG’sについて学びま
す。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第15回 【まとめ】　
　この講義のまとめを行います。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際ビジネス論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ この授業では、国際ビジネスの本質及びマネジメント全般について国際経営学とグローバルマーケティング理論の枠組みを使って実践に即した内容を
学びます。

授業の目的及び概要
この授業では、国際ビジネスの様々な業種に関する市場環境やビジネスの実態を理論と実践を融合した多角的な視点で分析・考察し、現代の正しい理
解から将来的な戦略的動向をイメージできるようにします。また、国際ビジネスの現場実態を講師のグローバルIT企業での勤務経験やグローバルビジ
ネス経験からわかりやすく学生の皆さんに講義をします。

学修の到達目標
1.国際経営学やグローバルマーケティングに関する基本的な理論について国際ビジネスの実務経験を交えながら理解することができる。
2.主要産業のグローバル市場動向と商品やサービスの世界規模でのビジネスの実態を理解することができる。
3.グローバル市場環境についての最新ニュースや記事にアクセスすることにより、その現実感をもって国際ビジネスを学修することができる。
4.将来的に国際ビジネスにかかわりたいと思えるような知識やパッションを身に付けることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト・レポート課題については優秀なレポートを取り上げ授業内でその着眼点等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実務家としての経験則(失敗談を含めて）に基づいて、理論と実務/事例をわかりやすく説明していきますので、安心して受講してください。理屈を覚える
よりも、身近な事例に目を向け、国際ビジネスの基本を学びましょう。
この授業では最新の事例を取り上げるため、常日頃から新聞・ニュース等で関連の情報収集に努めること。復習については講義ノートで授業外の学修
を行うことが望まれる。
マーケテイング戦略論、国際経営概論を合わせて履修することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しません。

参考書

参考書は授業中に随時指示します

特になし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
この講義の進め方や評価方法、国際ビジネスについて講師の経験談を
通してリアルに楽しく学びます。

授業での説明の内容を基に復習してください。 2時間対面

第2回 【国際ビジネスをイメージする】
最新の国際ビジネスに関するトピックスを取り上げて、国際ビジネスに
ついての概要を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第3回 【国際ビジネスマネジメント(１）】
国際経営学の基本とビジネスマネジメントの概要について学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第4回 【ビジネスマネジメント(2）】
前回に続き国際経営学とビジネスマネジメントの概要について学びま
す。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第5回 【国際ビジネスコミュニケーション】
事例をもとに、コミュニケーションの基本理論とビジネスコミュニケーショ
ンがどのように展開されているかについて考えます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第6回 【多国籍企業】
サプライチェーンマネジメント根幹である製造・販売・在庫のグローバル
規模の仕組みについて学びます

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第7回 【グローバルビジネス事例研究①】
グローバルIT企業でのビジネス企画・開発業務について実務を学び、そ
の時に直面した実際の課題についてグループ討議をして発表します。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面
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第8回 【国際ビジネスの業界動向(自動車）】
TOYOTA、NISSAN、ＧＭ、FORD、ベンツ、BMW等グローバル展開して
いる企業について学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第9回 【国際ビジネスの業界動向(アパレル）】
ZARA、H&M、GAP、ユニクロ等のグローバルに展開している企業動向
について学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第10回 【国際ビジネスの業界動向(IT）】
Google、マイクロソフト、Apple、Amazon、IBM、HPといった外資系ＩＴ企業
動向について学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第11回 【国際ビジネスの業界動向(小売・流通）】
ウオルマート、アマゾンといった外資系小売業の動向について学びま
す。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第12回 【国際ビジネスの業界動向(エネルギー・半導体）】
ウクライナ危機で表面化したエネルギー・半導体の国家戦略的側面に
も焦点を当てつつビジネスの変化を学ぶ。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第13回 【国際ビジネスマネジメントワークショップ実践手法】
今までに習得した知識の整理とアウトプットの実践方法についてコンサ
ルティング理論をベースに学び、講師が示す課題についてコンサルタン
トになったつもりで解決策を立案し発表する。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第14回 【グローバルビジネス事例研究③】
グローバル企業とのビジネスアライアンスについて学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第15回 【振り返りとまとめ】（オンデマンド）
1回～14回の授業に関する補足説明と定期試験に向けた振り返りを行
います。

ここでの説明の内容と、これまでの授業での説明や授業
配布資料を基に復習してください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスプレゼンテーション　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスプレゼンテーションの手法と実践力を身につける。

授業の目的及び概要
ビジネスにおけるプレゼンテーションの手法を理解し、状況に応じたプレゼンの実践力を養うことを目的とします。
実社会でのプレゼンテーションとはどんなものか、構成の立て方・コミュニケーションと表現技術・視覚資料の作り方・動画の撮影や編集方法について講
義を行う。
テーマ毎に資料を作成し発表する。
ディスカッションをしてスキルアップを図る。
※受講人数等によっては授業計画の変更があります。

学修の到達目標
①プレゼンテーションを行うための基本や手法を説明することができる。
②企画書や視覚資料を作りプレゼンテーションができる。
③動画を組み合わせたプレゼンテーションができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
◇初回の授業で、学修意欲を確認した後、ワークとテストにて、２０名程度の受講者を確定します。
全ての授業に出席する意思がある人
パソコンの基本操作ができる。
プレゼンテーションソフト（ＰＰＴ等）の基本操作ができる。
もしくは、独力で習得する意思がある。
毎回、人前でプレゼンテーション・スピーチを実施する意思がある。
人前で、ビデオ撮影・フィードバックを受け、自身のプレゼンテーション技術を改善する意思がある。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間・最終発表でフィードバック・ディスカッションやリポート提出をおこないスキル向上の指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネスはもとより学生生活でも、相手に説明したり説得するにはプレゼンは欠かせません。
デジタルツールはあくまで補助手段ですが、使い方によっては効果的なプレゼンが行えます。
上達にはコミュニケーション及びプレゼンテーション技法を学び、発表とフィードバックを繰り返すことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①必要に応じテキストを配布

参考書

①KP法　シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーション、川嶋直、みくに出版、2018
②瞬時に「話す」「書く」技術、橋本淳司、すばる舎、2011
③論理的に話す技術、山本昭生、ソフトバンククリエイティブ、2014
④ビジネスプレゼンテーション改訂版

なし

①948-4-8403-0532-7
②978-4-88399-986-6
③978-4-7973-5566-6
④978-4-407-32261-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価等について説明し
ます
募集定員20名を越えた場合、選抜試験を行ないます

【事前】
シラバスを読み授業の目標を考えておいてください
【事後】
授業後目標について見直してください

4時間対面

第2回 【コミュニケーション能力】
基礎知識と能力チェック

【事前】
配布資料を読み自分の考えをまとめておく
【事後】
レポート提出

4時間オンデマンド

第3回 【ビジネスプレゼンテーションとは】
目的・事例・ツール等

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第4回 【プレゼンテーションの構成①】
構成のたて方を学ぶ

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面
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第5回 【プレゼンテーションの構成②】
企画書を作る

【事前】
課題の企画書作成
【事後】
企画書を作りプレゼン準備

4時間対面

第6回 【中間発表】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第7回 【コミュニケーションと表現技術】 【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第8回 【プレゼンテーションのツール①】
アナログツールとデジタルツールの使い分け

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第9回 【プレゼンテーションのツール②】
アナログツールとデジタルツールの実習

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第10回 【中間発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第11回 【中間発表②及び中間まとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
ここまでの振り返り

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第12回 【デジタルツール動画①】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第13回 【デジタルツール動画②】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第14回 【最終発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第15回 【最終発表②及びまとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
これまでのまとめと総括

【事前】
発表準備
【事後】
全体を振り返る

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスプレゼンテーション　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスプレゼンテーションの手法と実践力を身につける。

授業の目的及び概要
ビジネスにおけるプレゼンテーションの手法を理解し、状況に応じたプレゼンの実践力を養うことを目的とします。
実社会でのプレゼンテーションとはどんなものか、構成の立て方・コミュニケーションと表現技術・視覚資料の作り方・動画の撮影や編集方法について講
義を行う。
テーマ毎に資料を作成し発表する。
ディスカッションをしてスキルアップを図る。
※受講人数等によっては授業計画の変更があります。

学修の到達目標
①プレゼンテーションを行うための基本や手法を説明することができる。
②企画書や視覚資料を作りプレゼンテーションができる。
③動画を組み合わせたプレゼンテーションができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
◇初回の授業で、学修意欲を確認した後、ワークとテストにて、２０名程度の受講者を確定します。
全ての授業に出席する意思がある人
パソコンの基本操作ができる。
プレゼンテーションソフト（ＰＰＴ等）の基本操作ができる。
もしくは、独力で習得する意思がある。
毎回、人前でプレゼンテーション・スピーチを実施する意思がある。
人前で、ビデオ撮影・フィードバックを受け、自身のプレゼンテーション技術を改善する意思がある。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間・最終発表でフィードバック・ディスカッションやリポート提出をおこないスキル向上の指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネスはもとより学生生活でも、相手に説明したり説得するにはプレゼンは欠かせません。
デジタルツールはあくまで補助手段ですが、使い方によっては効果的なプレゼンが行えます。
上達にはコミュニケーション及びプレゼンテーション技法を学び、発表とフィードバックを繰り返すことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①必要に応じテキストを配布

参考書

①KP法　シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーション、川嶋直、みくに出版、2018
②瞬時に「話す」「書く」技術、橋本淳司、すばる舎、2011
③論理的に話す技術、山本昭生、ソフトバンククリエイティブ、2014
④ビジネスプレゼンテーション改訂版

なし

①948-4-8403-0532-7
②978-4-88399-986-6
③978-4-7973-5566-6
④978-4-407-32261-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価等について説明し
ます
募集定員20名を越えた場合、選抜試験を行ないます

【事前】
シラバスを読み授業の目標を考えておいてください
【事後】
授業後目標について見直してください

4時間対面

第2回 【コミュニケーション能力】
基礎知識と能力チェック

【事前】
配布資料を読み自分の考えをまとめておく
【事後】
レポート提出

4時間オンデマンド

第3回 【ビジネスプレゼンテーションとは】
目的・事例・ツール等

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第4回 【プレゼンテーションの構成①】
構成のたて方を学ぶ

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面
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第5回 【プレゼンテーションの構成②】
企画書を作る

【事前】
課題の企画書作成
【事後】
企画書を作りプレゼン準備

4時間対面

第6回 【中間発表】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第7回 【コミュニケーションと表現技術】 【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第8回 【プレゼンテーションのツール①】
アナログツールとデジタルツールの使い分け

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第9回 【プレゼンテーションのツール②】
アナログツールとデジタルツールの実習

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第10回 【中間発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第11回 【中間発表②及び中間まとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
ここまでの振り返り

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第12回 【デジタルツール動画①】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第13回 【デジタルツール動画②】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第14回 【最終発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第15回 【最終発表②及びまとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
これまでのまとめと総括

【事前】
発表準備
【事後】
全体を振り返る

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や経理関連書類の読み
取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象に商業簿記の基本的な考え方とその計算
実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履
修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

初級簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必須の知識です。また、初級簿記で扱う内容は
ビジネスに関わる人すべてに関わる重要な知識・技能・考え方になります。
【履修にあたっての注意】
・簿記の知識・技能は自主学習なしでは身に付けることは困難です。毎日復習を怠らないようにしてください。
・6月の日商簿記検定3級の合格を目指して講義を進めます。
・会計職基礎講座（Sコース）と連動していますので、Sコースの受講登録を強く推奨します。。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年

参考書

① 9784300104880
② 9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・簿記の基礎
・日常の手続き

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第2回 ・商品売買Ⅰ
・商品売買Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第3回 ・現金・預金
・小口現金

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面
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第4回 ・クレジット売掛金
・手形取引
・電子記録債権債務

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第5回 ・さまざまな帳簿の関係
・その他の取引Ⅰ
・その他の取引Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第6回 ・その他の取引Ⅲ
・訂正仕訳
・試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第7回 ・決算
・決算整理Ⅰ（現金過不足）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第8回 ・決算整理・Ⅱ（貯蔵品・当座貸越）
・決算整理・Ⅲ（売上原価）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第9回 ・決算整理・Ⅳ（貸倒れ）
・決算整理・Ⅴ（減価償却）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第10回 ・決算整理・Ⅵ（経過勘定項目）
・決算整理後残高試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第11回 ・精算表
・帳簿の締め切り（英米式決算）
・損益計算書と貸借対照表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第12回 ・株式の発行
・剰余金の配当と処分

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第13回 ・税金
・証憑と伝票

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第14回 ・仕訳総復習 間違った問題及び迷った問題について、テキスト及び問
題集を使用し復習すること。

4時間対面

第15回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第16回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第17回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第18回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第19回 ・問題演習 【復習】ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロード
し、復習を行うこと。
【予習】中間試験に向けて、仕訳問題を解けるようにする
こと。

4時間対面

第20回 ・中間試験（仕訳問題） 中間試験でわからなかった論点及び迷った論点の復習を
行い、必ずできるようにすること

4時間対面

第21回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第22回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第23回 ・中間試験の解説及び復習 中間試験で間違った問題及び迷った問題について、復習
すること

4時間オンデマンド

第24回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第25回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第26回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第27回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第28回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第29回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間オンデマンド

第30回 まとめ（定期試験に向けて） 定期試験に向けて全てのテーマをできるまで復習すること 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234島本　克彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の基礎的な考え方の学修、計算実践を通して、日商簿記検定３級合格を目指します。

授業の目的及び概要
この授業では、簿記の基本的資格と位置づけられている『日本商工会議所 簿記検定試験３級』に合格するための知識と計算能力に加え、同検定２級
の基礎を身につけてもらうことを目的としています。授業で取り扱う商業簿記を要約すると「商業を営む企業（株式会社）を対象として、当該企業において
日々行われる経済活動を二面的（複式）に把握し、継続的に記録・計算・整理する一連のシステム（複式簿記システム）」のことです。簿記・会計の初学
者を対象として商業簿記の基礎から中級程度までの内容を扱います。

学修の到達目標
この授業では、下記を目標とします。
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト等は採点の上で返却します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

簿記は、自学自習が基本です。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。また欠席は簿記を理解不能にする原因になります。学修上の疑問など小さ
なことでも「まあいいか」と済まさずに相談に来てください。将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦しましょう。本授業でさらに興味が湧けば秋
学期に「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さらに次年度には「上級簿記」「原価計算」を履修して１級にもチャレンジしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

20020０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①TAC簿記検定講座『よくわかる簿記シリーズ　合格テキスト 日商簿記3級　Ver.14.0』TAC出版。
②TAC簿記検定講座『よくわかる簿記シリーズ　合格トレーニング 日商簿記3級　Ver.14.0』TAC出版。

参考書

必要に応じて指示します。

①9784300104880
②9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと簿記を学ぶことの意義についてお話しします。株式会社に
ついて、説明します　テーマ1 　簿記の基礎（「合格テキスト日商簿記３
級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（２時間半程
度）。

4時間対面

第2回 テーマ2　 日常の手続き　仕訳・転記（「合格テキスト日商簿記３級」「合
格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第3回 テーマ2 　日常の手続きー仕訳・転記・試算表（「合格テキスト日商簿記
３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第4回 テーマ3　 商品売買ー売買時の処理（「合格テキスト日商簿記３級」「合
格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）

4時間対面
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第5回 テーマ4 　商品売買ー仕入帳・商品有高帳・売上帳（「合格テキスト日商
簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第6回 テーマ5 　現金・預金、テーマ6 　小口現金（「合格テキスト日商簿記３
級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第7回 第１回から第６回の振り返り（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレー
ニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第8回 テーマ7 　クレジット売掛金、テーマ8 　手形取引（「合格テキスト日商簿
記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第9回 テーマ10 　電子記録債権・債務　、テーマ11 　その他の取引（「合格テ
キスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第10回 テーマ12 　その他の取引、テーマ13 　その他の取引、　テーマ14 　訂
正仕訳（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３
級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第11回 テーマ15　 試算表その１（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニン
グ日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。
事前学修：「合格テキスト日商簿記３級テーマ11」を事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間対面

第12回 テーマ15 　試算表その２（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニン
グ日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。
事

4時間対面

第13回 テーマ17 決算整理I(現金過不足)　、テーマ18 決算整理II(貯蔵品・当座
借越)、　テーマ19 決算整理III(売上原価)、　テーマ20 決算整理IV(貸倒
れ)、テーマ21 決算整理V(減価償却)、テーマ22 決算整理VI(経過勘定
項目)（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第14回 テーマ24　 精算表（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日
商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第15回 テーマ24 精算表（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商
簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第16回 テーマ25 帳簿の締め切り(英米式決算)テーマ26 損益計算書と貸借対
照表（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第17回 テーマ27 株式の発行　テーマ28 剰余金の配当と処分　テーマ29 税金
（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第18回 テーマ30　 証ひょうと伝票（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニ
ング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第19回 日商簿記3級の仕訳の総復習を行います。 事前学修は、「合格テキスト・トレーニング日商簿記３級」
の該当箇所を理解し復習しておいてください（１時間半程
度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間オンデマンド

第20回 日商簿記3級の仕訳の総復習を行います。 事前学修は、「合格テキスト・トレーニング日商簿記３級」
の該当箇所を理解し復習しておいてください（１時間半程
度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、中間試験の範囲を復習し問題演習をしておいてくださ
い（2時間半程度）。

5時間オンデマンド
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第21回 日商簿記検定3級の範囲を対象に、中間試験を実施します。 事前学修は、「日商簿記３級」の予告した決算問題(プリン
ト）を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第22回 「日商簿記３級」の決算問題ーその１ 事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題(プリント）を理
解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第23回 「日商簿記３級」の決算問題ーその２ 事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題(プリント）を理
解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第24回 「日商簿記３級」の決算問題ーその３ 事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題を理解しておく
ようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第25回 総合問題および特殊問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復
習をします。

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」の問題を
使用して演習をしておいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第26回 総合問題および特殊問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復
習をします。

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」の問題を
使用して演習をしておいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第27回 総合問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復習をします。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習をして
おいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第28回 総合問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復習をします。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習をして
おいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第29回 特殊な問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復習をします。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習をして
おいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第30回 日商簿記検定３級の範囲を対象に、まとめ・総括を行います。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、この授業で扱った全範囲について、自身の
特に不得意分野について身につくよう復習してください（２
時間半程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や経理関連書類の読み
取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象に商業簿記の基本的な考え方とその計算
実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履
修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

初級簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必須の知識です。また、初級簿記で扱う内容は
ビジネスに関わる人すべてに関わる重要な知識・技能・考え方になります。
【履修にあたっての注意】
・簿記の知識・技能は自主学習なしでは身に付けることは困難です。毎日復習を怠らないようにしてください。
・6月の日商簿記検定3級の合格を目指して講義を進めます。
・会計職基礎講座（Sコース）と連動していますので、Sコースの受講登録を強く推奨します。。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年

参考書

① 9784300104880
② 9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・簿記の基礎
・日常の手続き

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第2回 ・商品売買Ⅰ
・商品売買Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第3回 ・現金・預金
・小口現金

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面
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第4回 ・クレジット売掛金
・手形取引
・電子記録債権債務

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第5回 ・さまざまな帳簿の関係
・その他の取引Ⅰ
・その他の取引Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第6回 ・その他の取引Ⅲ
・訂正仕訳
・試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第7回 ・決算
・決算整理Ⅰ（現金過不足）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第8回 ・決算整理・Ⅱ（貯蔵品・当座貸越）
・決算整理・Ⅲ（売上原価）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第9回 ・決算整理・Ⅳ（貸倒れ）
・決算整理・Ⅴ（減価償却）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第10回 ・決算整理・Ⅵ（経過勘定項目）
・決算整理後残高試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第11回 ・精算表
・帳簿の締め切り（英米式決算）
・損益計算書と貸借対照表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第12回 ・株式の発行
・剰余金の配当と処分

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第13回 ・税金
・証憑と伝票

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第14回 ・仕訳総復習 間違った問題及び迷った問題について、テキスト及び問
題集を使用し復習すること。

4時間対面

第15回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第16回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第17回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第18回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第19回 ・問題演習 【復習】ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロード
し、復習を行うこと。
【予習】中間試験に向けて、仕訳問題を解けるようにする
こと。

4時間対面

第20回 ・中間試験（仕訳問題） 中間試験でわからなかった論点及び迷った論点の復習を
行い、必ずできるようにすること

4時間対面

第21回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第22回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第23回 ・中間試験の解説及び復習 中間試験で間違った問題及び迷った問題について、復習
すること

4時間オンデマンド

第24回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第25回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第26回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第27回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第28回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第29回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間オンデマンド

第30回 まとめ（定期試験に向けて） 定期試験に向けて全てのテーマをできるまで復習すること 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡野　彩可

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。日商簿記検定3級の合格を目指します。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や
経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象
に商業簿記の基本的な考え方とその計算実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算
手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能
を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験は採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

資格取得を目標とした授業です。
　自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。
　学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。

　将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦してください。本授業でさらに興味がわけば翌学期以降「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さら
に次年度には「上級簿記」「原価計算」を履修して１級にもチャレンジしてください。欠席・遅刻・早退について特段の事情(就職活動、クラブ活動など)があ
る場合には必ず事前に相談してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

①9784300104880
②9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
簿記の基礎

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第2回 日常の手続き 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面
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第3回 日常の手続き／商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第4回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第5回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第6回 現金・預金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第7回 小口現金、クレジット売掛金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第8回 手形取引、電子記録債券債務 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第9回 さまざまな帳簿の関係 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第10回 借入金、貸付金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第11回 有形固定資産、未収入金、未払金、仮払金、仮受金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第12回 給与、訂正仕訳 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第13回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第14回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第15回 中間試験のための復習 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間対面

第16回 中間試験 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間対面

第17回 現金過不足 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第18回 貯蔵品、当座借越、売上原価 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面
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第19回 貸倒、減価償却 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第20回 減価償却、経過勘定 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第21回 経過勘定項目 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第22回 決算整理後残高試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第23回 精算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第24回 帳簿の締め切り 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第25回 損益計算書と貸借対照表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第26回 株式の発行、剰余金の配当と処分 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第27回 税金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第28回 証ひょうと伝票 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第29回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第30回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡野　彩可

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。日商簿記検定3級の合格を目指します。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や
経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象
に商業簿記の基本的な考え方とその計算実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算
手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能
を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験は採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

資格取得を目標とした授業です。
　自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。
　学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。

　将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦してください。本授業でさらに興味がわけば翌学期以降「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さら
に次年度には「上級簿記」「原価計算」を履修して１級にもチャレンジしてください。欠席・遅刻・早退について特段の事情(就職活動、クラブ活動など)があ
る場合には必ず事前に相談してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

①9784300104880
②9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
簿記の基礎

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第2回 日常の手続き 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド
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第3回 日常の手続き／商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第4回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第5回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第6回 現金・預金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第7回 小口現金、クレジット売掛金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第8回 手形取引、電子記録債券債務 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第9回 さまざまな帳簿の関係 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第10回 借入金、貸付金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第11回 有形固定資産、未収入金、未払金、仮払金、仮受金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第12回 給与、訂正仕訳 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第13回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第14回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第15回 中間試験のための復習 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第16回 中間試験 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第17回 現金過不足 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第18回 貯蔵品、当座借越、売上原価 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド
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第19回 貸倒、減価償却 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第20回 減価償却、経過勘定 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第21回 経過勘定項目 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第22回 決算整理後残高試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第23回 精算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第24回 帳簿の締め切り 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第25回 損益計算書と貸借対照表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第26回 株式の発行、剰余金の配当と処分 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第27回 税金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第28回 証ひょうと伝票 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第29回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第30回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中級簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡野　彩可

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ◇商業簿記の中級論点の学習、計算実践。 
◇日商簿記検定２級取得を目指します。

授業の目的及び概要
この授業は、「初級簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定3級」程度の知識を前提に、株式会社の複式簿記について、発
展的内容を理解することが目的である。小規模企業・中規模企業及び連結企業における取引に関する適切な会計処理がで
き、さらにこれら企業の財務諸表作成における基礎知識を修得することを目標とし、この授業を履修することによって、商
業簿記について「日本商工会議所簿記検定2級」程度の技能を修得することができる。

学修の到達目標
・中規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・中規模企業の財務諸表及び連結財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定2級レベルの商業簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験は採点した上で返却します。
（その他提出物は各自採点の上提出）

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

◇「初級簿記」の単位を「秀」「優」で取得した学生、あるいは日商簿記検定3級を取得済であることが強く推奨されます。該当しない学生は、日商簿記検
定3級を合格してから本科目を受講してください。

◇日商簿記検定２級は工業簿記からも出題されます。そのため、本科目の履修者は必ず秋学期に開講される「工業簿記」も履修してください。

◆資格取得を目標とした授業です。
　自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。
　学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

① 9784813299035
② 9784813299066ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスを行います。
簿記一巡の手続きについて学習します。（3級の復習）

「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ00
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第2回 損益計算書と貸借対照表について学習します。
商品売買について学習します。

「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ1～2
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面
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第3回 現金および預金について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ3
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第4回 債券・債務について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ4
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第5回 有価証券について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ5
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第6回 有形固定資産について学習します。（１） 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ6
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第7回 有形固定資産について学習します。（２） 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ7
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第8回 リース取引について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ8
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第9回 無形固定資産等と研究開発費について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ9
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第10回 引当金について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ10
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第11回 外貨換算会計について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ11
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第12回 税金について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ12
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第13回 課税所得の算定と税効果会計について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ13
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第14回 株式の発行について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ14
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第15回 剰余金の配当と処分について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ15
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第16回 決算手続について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ16
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第17回 収益の認識基準について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ17
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第18回 演習問題 予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面
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第19回 演習問題 予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面

第20回 中間試験 出題範囲・・・これまでの全範囲 4時間対面

第21回 本支店会計について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ18
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第22回 合併と事業譲渡について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ19
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第23回 連結会計（１）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ20
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第24回 連結会計（２）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ21
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第25回 連結会計（３）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ22
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第26回 連結会計（４）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ23
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第27回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面

第28回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面

第29回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間オンデマンド

第30回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中級簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の中級論点の学習、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、「初級簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定3級」程度の知識を前提に、株式会社の複式簿記について、発展的内容を理解することが
目的である。小規模企業・中規模企業及び連結企業における取引に関する適切な会計処理ができ、さらにこれら企業の財務諸表作成における基礎知
識を修得することを目標とし、この授業を履修することによって、商業簿記について「日本商工会議所簿記検定2級」程度の技能を修得することができ
る。

学修の到達目標
・中規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・中規模企業の財務諸表及び連結財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定2級レベルの商業簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

中級簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必要な知識です。
【履修にあたっての注意】
中級簿記は日商簿記検定試験２級の範囲を対象としています。そのため、この科目を履修する前に初級簿記の単位を取得していること、又は、日商簿
記検定試験３級に合格していることが望ましいです（第1回の授業で実力確認テストを実施します）。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

―

① 9784813299035
② 9784813299066ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト

【事前学修】初級簿記の総復習（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第2回 簿記の一巡の手続き
財務諸表

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第3回 商品売買
現金および預金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第4回 債権債務
有価証券

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第5回 有形固定資産①
有形固定資産②（前半）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面
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第6回 有形固定資産②（後半）
リース取引

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第7回 無形固定資産等と研究開発費
引当金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第8回 外貨換算会計
税金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第9回 税効果会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第10回 株式の発行
剰余金の配当と処分

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第11回 決算手続
収益・費用の認識基準

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第12回 本支店会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第13回 合併と事業譲渡
連結会計Ⅰ（資本連結）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第14回 連結会計Ⅰ（資本連結）
連結会計Ⅱ（資本連結）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第15回 連結会計Ⅱ（資本連結）
連結会計Ⅲ（成果連結）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第16回 連結会計Ⅳ（連結株主資本等変動計算書）
製造業会計

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第17回 第１回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第18回 第２回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】中間試験に向けて総復習すること（2時間程
度）。

4時間対面

第19回 仕訳問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】中間試験に向けて総復習すること（2時間程
度）。

4時間対面

第20回 中間試験（仕訳問題４０問） 中間試験対策を行ってください。 4時間対面

第21回 第３回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第22回 第４回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第23回 中間試験の解説・復習 中間試験で間違った問題について、周辺論点も含め、復
習するようにしてください。

4時間オンデマンド

第24回 第５回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第25回 第６回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第26回 第７回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第27回 第８回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第28回 第９回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第29回 第１０回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第30回 まとめ 定期試験に向けて復習をすること。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 工業簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234島本　克彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 工業簿記・原価計算の学修

授業の目的及び概要
製造業における工業簿記および原価計算に関する知識と技能の基礎を習得することを目的とします。具体的には日商簿記２級（工業簿記）レベルの範
囲を習得することを目標にしています。

学修の到達目標
本授業では、下記を目標とします。
・工業簿記・原価計算に関する企業の経営活動を理解し、計算・記録・管理を行うことができる。
・日商簿記検定2級レベルの工業簿記・原価計算の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストおよび授業テストは採点の上で返却します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

工業簿記は税理士、公認会計士や企業の経理担当といった会計に関する仕事を考えている方には必要な知識です。また、そうした職業を目指していな
い学生にとっても、工業簿記の知識をもつことで簡単なコスト計算ができるようになります。3級から2級へのステップアップは自主学習が必要なため少し
大変かもしれませんが、その分知識の新しい世界をのぞくことを可能にし,達成感があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

200200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

毎回の授業で下記テキスト・問題集を使うので、必ず購入し、電卓(12桁）も持参してください。
①TAC株式会社編『よくわかる簿記シリーズ　合格テキスト　日商簿記2級工業簿記  Ver.9.1』TAC出版。
②TAC株式会社編『よくわかる簿記シリーズ　合格トレーニング　日商簿記2級工業簿記　Ver.9.1』TAC出版。
なお、適宜練習プリントを配布します。

参考書

プリントで補充しますので、参考書はいりません。

①9784813299042
②9784813299073ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・テーマ1 工業簿記の基礎 事前学修：工業簿記についてテキストを事前に読み、設例
問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第2回 テーマ2 工業簿記の勘定連絡 事前学修：工業簿記の勘定連絡についてテキストを事前
に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第3回 テーマ3 ・４材料費(I)(II) 事前学修：材料費(I)(II)についてテキストを事前に読み、設
例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第4回 テーマ5 労務費(I)
テーマ6 労務費(II)

事前学修：労務費(I)(II)についてテキストを事前に読み、設
例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面
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第5回 テーマ7 経費
テーマ8 個別原価計算(I)

事前学修： 経費・ 個別原価計算(I)についてテキストを事
前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第6回 テーマ9 個別原価計算(II)
テーマ10 部門別個別原価計算(I)テーマ11 部門別個別原価計算(II)

事前学修：  個別原価計算(II)・ 部門別個別原価計算(I)・ 
部門別個別原価計算(II)についてテキストを事前に読み、
設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間対面

第7回 テーマ12 総合原価計算(I)・ 13総合原価計算(II) 事前学修： 総合原価計算(I)・ 13総合原価計算(II)につい
てテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時
間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第8回 テーマ14 総合原価計算(III)仕損・減損 事前学修：総合原価計算(III)仕損・減損についてテキスト
を事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第9回 テーマ15 総合原価計算(IV)工程別総合原価計算 事前学修： 総合原価計算(IV)工程別総合原価計算につ
いてテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2
時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間オンデマンド

第10回 テーマ16 総合原価計算(V)組別総合原価計算 事前学修： テーマ16 総合原価計算(V)組別総合原価計算
についてテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこ
と（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間オンデマンド

第11回 総合原価計算・等級別総合原価計算（テキスト・資料） 事前学修：  総合原価計算・等級別総合原価計算につい
てテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時
間）。
事後学修：授業後にテキスト・資料の該当箇所を読んで復
習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう
一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第12回 テーマ17 財務諸表 事前学修： テーマ17 財務諸表についてテキストを事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第13回 振り返り・授業中テスト 事前学修：指示された授業中テストについてテキストを再
度事前に読み、設例問題を解いて準備しておくこと（2時
間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第14回 標準原価計算(I) 事前学修：標準原価計算(I) についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4.5時間対面

第15回 標準原価計算(II) 事前学修：標準原価計算(II) についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第16回 テーマ19 標準原価計算(II)続きー製造間接費の差異分析 事前学修：テーマ19 標準原価計算(II)続きー製造間接費
の差異分析 についてテキストを事前に読み、設例問題を
解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第17回 テーマ20 直接原価計算(I) 事前学修： 直接原価計算(I)についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第18回 テーマ21 直接原価計算(II) 事前学修:： 直接原価計算(II)についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第19回 テーマ22 本社工場会計 事前学修：本社工場会計についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第20回 振り返りと応用：総合原価計算・仕損・減損 事前学修： 総合原価計算・仕損・減損についてテキストを
再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

5時間対面

第21回 振り返りと応用：工程別総合原価計算 事前学修：工程別総合原価計算についてテキストを再度
事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業テストの準備のためにテキストの該当箇
所を読んで復習しておくこと。また、間違えたトレーニング
の問題をもう一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第22回 振り返りと応用：等級別総合原価計算 事前学修：等級別総合原価計算の問題について、テキス
トを再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業テスト後にテキストの該当箇所を読んで復
習しておくこと。また、間違えた類似問題をトレーニングで
もう一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第23回 振り返りと応用：標準原価計算の総合問題（その１） 事前学修：標準原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面
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第24回 振り返りと応用：標準原価計算の総合問題（その2） 事前学修：標準原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第25回 振り返りと応用：直接原価計算の特殊問題（その１） 事前学修：直接原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第26回 振り返りと応用：直接原価計算の特殊問題（その2） 事前学修：直接原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第27回 振り返りと応用：工業簿記の総論問題―原価の意味・仕訳 事前学修：工業簿記の勘定連絡についてテキストを再度
事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第28回 振り返りと応用：第1回〜27回に関する特殊問題演習1 事前学修：工業簿記についてテキストの指示されたところ
を再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間対面

第29回 振り返りと応用：第1回〜27回に関する特殊問題演習2と定期試験に向
けての連絡

事前学修：工業簿記についてテキストを全体にわたって再
度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、期末試験に向けて間違えたトレーニング
の問題をもう一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第30回 振り返りと応用：第1回〜27回に関する問題演習3 事前学修：工業簿記についてテキストの指示されたところ
を再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

－217－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 工業簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 工業簿記の論点の学修、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、製造業における製品原価等の計算方法ならびに記帳体系を学修するために開設されるものであり、原価計算・工業簿記の基礎から中級
程度を理解することが目的である。「初級簿記」の履修、もしくは「日本商工会議所簿記検定3級」程度の知識を前提に、個別原価計算、部門別原価計
算、総合原価計算、標準原価計算、直接原価計算の基本を学修する。この授業を履修することによって、工業簿記について「日本商工会議所簿記検定
2級」程度の技能を修得することができる。

学修の到達目標
・工業簿記・原価計算に関する企業の経営活動を理解し、計算・記録・管理を行うことができる。
・日商簿記検定2級レベルの工業簿記・原価計算の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

工業簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必要な知識です。
【履修にあたっての注意】
工業簿記は日商簿記検定試験２級の範囲を対象としています。そのため、この科目を履修する前に初級簿記の単位を取得していること、又は、日商簿
記検定試験３級に合格していることが望ましいです。
※初回の授業で実力確認テストを行います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記2級 工業簿記（ver9.1），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記2級 工業簿記（ver9.1），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

① 9784813299042
② 9784813299073ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト

【事前学修】初級簿記の範囲の総復習（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第2回 工業簿記の基礎
工業簿記の勘定連絡

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第3回 材料費Ⅰ
材料費Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第4回 労務費Ⅰ
労務費Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第5回 経費 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面
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第6回 個別原価計算Ⅰ
個別原価計算Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第7回 部門別個別原価計算Ⅰ
部門別個別原価計算Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第8回 総合原価計算Ⅰ
総合原価計算Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第9回 総合原価計算Ⅲ（仕損と減損） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第10回 総合原価計算Ⅳ（工程別総合原価計算）
総合原価計算Ⅴ（組別総合原価計算）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第11回 総合原価計算Ⅵ（等級別総合原価計算） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第12回 財務諸表 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第13回 標準原価計算Ⅰ
標準原価計算Ⅱ（前半）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第14回 標準原価計算Ⅱ（後半）
直接原価計算Ⅰ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第15回 直接原価計算Ⅱ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第16回 本社工場会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第17回 第1回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第18回 第2回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第19回 第3回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第20回 中間試験 【事前学修】中間試験に備えて総復習しておくこと（4時間
程度）。

4時間対面

第21回 第4回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第22回 第5回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第23回 中間試験解説 【事後学修】中間試験で間違った論点（周辺論点を含む）
を復習すること（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第24回 第6回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第25回 第7回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第26回 第8回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第27回 第9回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第28回 第10回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第29回 第11回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第30回 まとめ 定期試験に向けて総復習すること（4時間程度）。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 上級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日商簿記検定1級レベルの商業簿記を学ぶ。

授業の目的及び概要
この授業は、「初級簿記」・「中級簿記」の履修等を通じて、中級程度の商業簿記について十分な学修を行っている学生を対象に開設されるものであり、
会計専門職を目指すための土台となる知識を養うことを目的とする。近年の会計制度の改革とそれに伴う会計基準の整備等により複雑化した会計処
理について、最新の法令・会計基準に基づいた詳細な会計処理を学修する。この授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記検定1級（商業簿
記・会計学）」の基礎を修得することができる。

学修の到達目標
・大企業の取引を理解し、仕訳できる。
・大企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定１級（商業簿記・会計学）等の上級レベルの簿記の問題を解くことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「初級簿記」、「中級簿記」等の簿記科目および会計学関連の科目を履修し、日商簿記検定2級商業簿記以上の知識を確実に有していることが前提とな
ります。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各種問題については、返却後に解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本授業は、今までの簿記のレベルと比較できないほど難易度が上がること、意識の高い受講生が集まることから、遅刻・欠席・途中退室には厳しく対処
する。また、取り扱う内容は日商簿記２級までの範囲を完璧に理解していなければ太刀打ちできないものであり、その知識を前提として授業を進めるの
で、受講生は必ず日商簿記２級までの知識を持ち合わせておくように。
簿記を理解することにより、企業の経理事務に必要な会計知識だけでなく、財務諸表を読む力、基礎的な経営管理や分析力が修得できる。日商簿記の
最高峰である１級の取得は就職活動に有利なステータスとなる。本科目受講生は是非１級取得にチャレンジしてほしい。

なお、本授業を履修するには日商簿記２級資格取得及び「中級簿記」の単位を取得していること。
※第1回目の講義で実力確認テストを実施します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・合格テキスト 日商簿記1級 商業簿記・会計学 (2) Ver.17.0 (よくわかる簿記シリーズ) ，TAC簿記検定講座，
2021年

参考書

①合格テキスト 日商簿記1級 商業簿記・会計学 (1) Ver.17.0 (よくわかる簿記シリーズ) ，TAC簿記検定講座，
2021年
②合格テキスト 日商簿記1級 商業簿記・会計学 (3) Ver.17.0 (よくわかる簿記シリーズ) ，TAC簿記検定講座，
2021年

・9784813298984

①9784813298977
②9784813298991

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・オリエンテーション
・実力確認問題（中級簿記の範囲）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第2回 テーマ１：税金・税効果会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第3回 テーマ２：現金預金
テーマ３：金銭債権・貸倒引当金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第4回 テーマ４：有価証券 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面
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第5回 テーマ５：外貨換算会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第6回 テーマ6：デリバティブ取引 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第7回 テーマ７：有形固定資産 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第8回 テーマ７：有形固定資産（残り） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第9回 テーマ８：リース取引 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第10回 テーマ９：無形固定資産・投資その他の資産 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第11回 テーマ１０：繰延資産、研究開発費等
テーマ１１：引当金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第12回 テーマ１２：退職給付会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第13回 テーマ１３：社債 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第14回 テーマ１４：純資産 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第15回 まとめ（定期試験に向けて） 【事前学修】テキスト及び配布資料全てを事前に読んでお
くこと。
【事後学修】テキスト及び配布資料を全て読み直し、各自
の持っている日商簿記検定問題集等の該当問題を間違う
ことがないレベルまで解き、定期試験に備えること。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学（経営学部）／会計学Ⅰ（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の基本的な知識とスキルを修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、「会計学基礎」で学んだ、財務会計、管理会計、監査といった会計学の各領域における学修の基礎をさらに身につけることを目標としてい
る。会計とは企業活動を取引という形で把握し、一定のルールにしたがって貨幣単位に変換して測定・記録し、会計情報として情報利用者（代表的に
は、一般投資家・株主・債権者）に伝達する行為である。会計学という学問領域の全体像を理解し、経済社会、そして企業経営において果たされるべき
会計の役割について説明できるようになることを目指す。

学修の到達目標
・財務会計に関する基礎理論を中心に会計学に関する専門用語及び理論を理解し、説明できる。
・基本的な指標の理解を前提に、財務諸表分析を行い、その結果を評価できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
確認テストについては、採点後に返却したうえで、解説と講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・授業の【予習】と【復習】を怠らないようにしてください。
・事前に通知した授業回には電卓（12桁以上）を持参してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

9784794415677
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト（会計学基礎の復習）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第2回 財務会計（基礎理論） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第3回 財務会計（利益計算） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第4回 連結会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第5回 中間試験① 【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備をして
おくこと（４時間程度）。

4時間対面

第6回 キャッシュフロー計算書 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面
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第7回 ・中間試験の解説及び復習 【事後学修】中間試験でわからなかったところについて。テ
キストを再度読み、授業での説明事項とともに復習してお
くこと（４時間程度）。

4時間オンデマンド

第8回 財務分析（指標の修得） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第9回 財務分析（指標の修得） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第10回 財務分析（演習） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第11回 財務分析（演習） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第12回 中間試験② 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（４時間程度）。

4時間対面

第13回 ・中間試験の解説
・国際会計

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第14回 監査 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第15回 まとめ 【事前学修】テキストの全頁を再度読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱ったまとめの事項を、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学（経営学部）／会計学Ⅰ（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の基本的な知識とスキルを修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、「会計学基礎」で学んだ、財務会計、管理会計、監査といった会計学の各領域における学修の基礎をさらに身につけることを目標としてい
る。会計とは企業活動を取引という形で把握し、一定のルールにしたがって貨幣単位に変換して測定・記録し、会計情報として情報利用者（代表的に
は、一般投資家・株主・債権者）に伝達する行為である。会計学という学問領域の全体像を理解し、経済社会、そして企業経営において果たされるべき
会計の役割について説明できるようになることを目指す。

学修の到達目標
・財務会計に関する基礎理論を中心に会計学に関する専門用語及び理論を理解し、説明できる。
・基本的な指標の理解を前提に、財務諸表分析を行い、その結果を評価できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験等については、採点後に返却したうえで、解説と講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・授業の【予習】と【復習】を怠らないようにしてください。
・事前に通知した授業回には電卓（12桁以上）を持参してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

9784794415677
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト（会計学基礎レベル）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第2回 財務会計Ⅰ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第3回 財務会計Ⅱ（企業会計を支える仕組み） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第4回 連結会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第5回 キャッシュ・フロー計算書 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第6回 中間試験① 【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備をして
おくこと（４時間程度）。

4時間オンデマンド
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第7回 管理会計（中間試験の解説含む） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第8回 財務諸表分析Ⅰ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第9回 財務諸表分析Ⅱ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第10回 中間試験② 【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備をして
おくこと（４時間程度）。

4時間オンデマンド

第11回 ファイナンス・税務会計（中間試験の解説含む） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第12回 監査 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第13回 監査（分析） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第14回 国際会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第15回 まとめ 【事前学修】テキストの全頁を再度読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱ったまとめの事項を、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 財務会計論Ⅰ＜財務会計論＞（経営学部）／財務会計（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務会計理論の学修

授業の目的及び概要
この授業は、簿記・会計の上級者を対象に開設されるものであり、会計専門職を目指すための土台となる知識を養うことが目的である。「初級簿記」・
「中級簿記」・「上級簿記」といった複式簿記による技術的側面の学修を中心としたものに対し、なぜそのような仕訳をするのかという会計処理の理論的
側面を学修するものである。この授業を履修することによって、会計学の基礎概念や会計基準の構造を理解することができ、税理士試験（財務諸表論）
や公認会計士試験（財務会計）の基礎を修得することができる。

学修の到達目標
・主要な会計基準とその理論的問題や背景を理解し、説明することができる。
・財務会計に関する理論を理解し、会計処理を説明できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験等は採点の上で解説します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目は、「上級簿記」を理論的に支える科目となります。税理士試験（財務諸表論）、公認会計士試験（財務会計）で出題される範囲全般を広く浅く
取り上げる予定です。したがって、これらの受験を考えている人は、必ず履修してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定のテキストはありません。必要な資料（会計基準等）を適宜案内いたします。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・実力確認テスト

会計学、中級簿記、上級簿記等のテキストを使用し、内容
を思い出してくるようにすること。

4時間対面

第2回 ・財務会計の機能
・財務会計の基礎概念

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第3回 ・損益会計 配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第4回 ・資産会計 配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第5回 ・概念フレームワーク（財務報告の目的・会計情報の質的特性） 配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第6回 ・概念フレームワーク（財務諸表の質的特性・財務諸表における認識と
測定）

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。
【中間試験に向けて】
第6回目までの範囲の総復習を行い、中間試験に備える
こと。

4時間対面

第7回 ・中間試験 第6回目までの範囲の総復習を行い、中間試験に備える
こと。

4時間対面

第8回 ・棚卸資産 【事前】棚卸資産に関する簿記の問題を解き、現状の会計
処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面
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第9回 ・中間試験の解説と復習 中間試験で間違った問題を中心に復習すること。 4時間オンデマンド

第10回 ・固定資産 【事前】固定資産に関する簿記の問題を解き、現状の会計
処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第11回 ・リース取引 【事前】リース取引に関する簿記の問題を解き、現状の会
計処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第12回 ・引当金
・資産除去債務

【事前】引当金及び資産除去債務に関する簿記の問題を
解き、現状の会計処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第13回 ・自己株式 【事前】自己株式に関する簿記の問題を解き、現状の会計
処理を確認しておくこと。
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第14回 ・税効果会計 【事前】税効果会計に関する簿記の問題を解き、現状の会
計処理を確認しておくこと。
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第15回 まとめ 定期試験に向けて総復習を行うこと。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 原価計算論（経営学部）／原価計算（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 原価計算の基礎理論及び計算手法を学ぶ。

授業の目的及び概要
この授業は、「工業簿記」の履修等を通じて、中級程度の工業簿記について十分な学修を行っている学生を対象に開設されるものであり、会計専門職
を目指すための土台となる知識を養うことを目的とする。「日本商工会議所簿記検定1級」の検定試験で出題される範囲のみではなく、2級の範囲に含ま
れる論点の復習や要点の整理を含めながら、原価計算の基礎知識を土台として、理論的に応用分野をも学修する。この授業を履修することによって、
「日本商工会議所簿記検定1級（工業簿記・原価計算）」の基礎を修得することができる。

学修の到達目標
・日商簿記検定１級レベルの製品原価計算の技法を修得し、使用できる。
・原価計算の基礎理論を理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各種テスト等は採点の上で解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

原価計算は公認会計士や企業の経理担当といった会計に関する仕事に就くことを目標としている方には必要な知識です。また、原価計算の基礎理論
や計算手法を身に付けることにより、企業のコスト管理を実施できるようになります。
日商簿記の最高峰である１級の取得は就職活動に有利なステータスとなります。本科目受講生は、是非日商簿記１級取得にチャレンジしてください。
【履修にあたっての注意】
本授業は、工業簿記の上位科目として位置付けられることから、履修にあたっては工業簿記の単位を取得していること、又は、日商簿記２級に合格して
いることが望ましいです。また、内容は工業簿記よりかなり難しいものとなるため、日々の自学自習も怠らないようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

日商簿記1級とおるテキスト工業簿記・原価計算Ⅱ 製品原価計算編，桑原知之他，ネットスクール出版，2021
年

参考書

① 日商簿記1級とおるトレーニング工業簿記・原価計算Ⅱ 製品原価計算編，桑原知之他，ネットスクール出
版，2021年
② 日商簿記1級とおるテキスト工業簿記・原価計算Ⅰ 管理会計編，桑原知之他，ネットスクール出版，2020年
③ 日商簿記1級とおるトレーニング工業簿記・原価計算Ⅰ 管理会計編，桑原知之他，ネットスクール出版，
2020年

9784781031729

① 9784781031736
② 9784781031705
③ 9784781031712

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト（工業簿記）

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第2回 工業簿記・原価計算の基礎
費目別計算の基本・応用

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第3回 費目別計算の基本・応用（続き）
製造間接費と部門別計算の基本

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第4回 製造間接費と部門別計算の基本（続き）
製造間接費と部門別計算の基本・応用

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第5回 製造間接費と部門別計算の基本・応用（続き） テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第6回 個別原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第7回 総合原価計算の基本 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第8回 総合原価計算における仕損・減損の処理 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面
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第9回 工程別総合原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第10回 組別総合原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第11回 等級別総合原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第12回 連産品 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第13回 標準原価計算の基本 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第14回 標準原価計算の応用 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第15回 まとめ（定期試験に向けて） 定期試験に向けて総復習を行うこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 監査論（経営学部）／会計監査（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 会計監査の基礎理論を学ぶ

授業の目的及び概要
現代の市場経済では、企業に対して財務内容の開示が求められており、開示の主要な手段である財務諸表については、その適正性に関して独立した
公認会計士又は監査法人による監査が必要とされている。その意味で、財務諸表の監査は、市場経済を支える重要な役割を担っているといえる。この
授業は、財務諸表監査を中心とした監査の目的や機能、我が国における監査制度、監査基準の構成、監査実施のプロセスについて学修し、監査制度
についての理解を深めることが目的である。

学修の到達目標
・職業的専門家が実施する監査の意義や制度を理解し、説明することができる。
・監査の計画、実施及び報告に至る一連のプロセスを理解し、説明することができる。
・財務諸表分析の手法を駆使し、リスク評価ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験等は採点し、解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

監査は資本主義社会において重要なインフラストラクチャーとして機能していることから、監査に関する知識や考え方は、監査の実施者である公認会計
士はもちろんのこと、資本主義社会でビジネスに関わる全ての人が身に付ける必要があるといえます。そのため、監査に興味関心のある学生は、ぜひ
履修してください。
【履修にあたっての注意】
本授業で取り扱う監査論は、会計学に関する基本的な知識を前提とするので、受講生は以下の単位を取得していることが望ましいです。
・中級簿記
・会計学
また、本授業ではディスカッションを実施するため、積極的に参加してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・はじめてまなぶ監査論（第2版），盛田良久・百合野正博・朴大栄 編著，中央経済社，2020年

参考書

・9784502342110
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・財務諸表監査制度の成立とその目的

【予習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」を事前に読んでおくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」を読み直し、講義で得た知識を確認すること（２時
間）。

4時間対面

第2回 ・経済社会を支える財務情報
・監査を要請する法律

【予習】テキスト第２章「経済社会を支える財務情報」、第３
章「監査を要請する法律」を事前に読んでおくこと（２時間
程度）。
【復習】テキスト第２章「経済社会を支える財務情報」、第３
章「監査を要請する法律」を読み直し、講義で得た知識を
確認すること（２時間）。

4時間対面

第3回 ・監査を担当する専門家 【予習】テキスト第４章「監査を担当する専門家」を事前に
読んでおくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第４章「監査を担当する専門家」を読み直
し、講義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第4回 ・監査基準（目的基準と一般基準） 【予習】テキスト第６章「監査基準（目的基準と一般基準）」
を事前に読んでおくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第６章「監査基準（目的基準と一般基準）」
を読み直し、講義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面
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第5回 ・監査の実施 【予習】テキスト第７章「監査の実施」を事前に読んでおくこ
と（２時間程度）。
【復習】テキスト第７章「監査の実施」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第6回 ・中間試験 【予習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」、第２章「経済社会を支える財務情報」、第３章「監
査を要請する法律」、第４章「監査を担当する専門家」、第
6章「監査基準（目的基準と一般基準）」、第７章「監査の実
施」を読み、試験に備えること（2時間程度）。
【復習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」、第２章「経済社会を支える財務情報」、第３章「監
査を要請する法律」、第４章「監査を担当する専門家」、第
6章「監査基準（目的基準と一般基準）」、第７章「監査の実
施」をを読み直し、中間試験範囲

4時間対面

第7回 ・監査の手続① 【予習】テキスト第８章「監査の手続」を事前に読んでおくこ
と（２時間程度）。
【復習】テキスト第８章「監査の手続」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第8回 ・中間試験解説
・監査の手続②

【予習】テキスト第８章「監査の手続」を事前に読んでおくこ
と（２時間程度）。
【復習】テキスト第８章「監査の手続」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間）。

4時間オンデマンド

第9回 ・監査結果の報告① 【予習】テキスト第９章「監査結果の報告」を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第９章「監査結果の報告」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第10回 ・監査結果の報告② 【予習】テキスト第９章「監査結果の報告」を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第９章「監査結果の報告」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第11回 ・ケーススタディ① 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第12回 ・ケーススタディ② 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第13回 ・ケーススタディ③ 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第14回 ・ケーススタディ④ 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第15回 ・まとめ 【予習】テキストとこれまでの配布資料を事前に読んでおく
こと（２時間程度）。
【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営分析Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234向山　敦夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務諸表分析に関する基礎的知識の習得

授業の目的及び概要
われわれが最も簡単に入手でき、かつ最も有用な情報は有価証券報告書です。企業を分析する主体は一般投資家（株主）・証券アナリスト・債権者（銀
行）・ファンドマネジャー・従業員（労働組合）・大学生（潜在的従業員）などさまざまです。企業を分析する視角は、代表的には収益性と安全性ですが、将
来性や成長性、CSR（企業の社会的責任）やESG情報などの重要性が増しています。この授業では、有価証券報告書に掲載されている財務諸表（貸借
対照表と損益計算書）を使ってさまざまな経営分析指標を説明し、また実際に算定することにより、企業を分析する知識の習得を目指します。

学修の到達目標
わが国の会計制度についての理解を深めるとともに、伝統的な経営分析指標について説明します。説明の後、実際の企業の財務諸表を使って指標を
算出し、企業業績・経営内容を分析することができるようになることが講義の目標です。自分が将来働きたいと思う企業や、名前は知っているけれども
企業の内容は知らないという企業の財務諸表をみて、経営内容（経営成績と財政状態）を分析することができる程度には理解を深めたいと思います。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義の進捗に合わせて理解度を確かめるためにミニ・テストをおこない、翌週に返却して解答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義内容の理解を深めるために、期間中に4回のミニ・テスト（小テスト）をおこないます。ミニ・テストは提出のみをチェックし、翌週返却して解答します。
過去の経験から言えば、単位取得率・成績評価は、出席率と強い相関を示しています（すなわち、講義に毎回出席し、きっちりミニ・テストをこなしていれ
ば、講義内容は理解できます）。成績評価の方法は第1回目に詳しく説明します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。PowerPointの資料を使って説明します。

参考書

・太田康広（2018）『ビジネススクールで教える経営分析』日本経済新聞出版（ISBN978-4-532-11386-5）
・佐藤裕一（2012）『ビジュアル 経営分析の基本 〈第5版〉』日経文庫ビジュアル（ISBN978-4-532-11925-6）

なし

・ISBN978-4-532-11386-5
・ISBN978-4-532-11925-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方・評価方法等についてガイダンスをおこないます。 【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。
【復習】PowerPointの資料や参考書などを確認しておいて
ください。

2時間対面

第2回 トライアングル体制と呼ばれた日本の会計制度の現状と歴史について
解説し、財務情報の入手方法について説明します。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「トラ
イアングル体制」や財務情報の入手方法について確認し
ておいてください。

4時間対面

第3回 損益計算書と貸借対照表の構造について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「損
益計算書と貸借対照表の構造」について確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第4回 経営分析の目的と機能について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「経
営分析の目的と機能」について確認しておいてください。

4時間対面

第5回 損益計算書を用いて、企業の収益性分析の指標について説明します 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「収
益性分析の指標」を確認しておいてください。

4時間対面
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第6回 損益計算書を用いて、企業の収益性分析の指標について説明します
（売上と利益の関係）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「売
上高利益率」について確認しておいてください。

4時間対面

第7回 損益計算書を用いて、企業の収益性分析の指標について説明します
（資本と利益の関係）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「資
本利益率」について確認しておいてください。

4時間対面

第8回 貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の指標について説明します
（流動性指標を中心に）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標（とくに流動性指標）」を確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第9回 貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の指標について説明します
（固定性指標を中心に）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標（とくに固定性指標）」を確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第10回 貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の指標について説明します
（資本構成を中心に）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標（とくに資本構成）」を確認しておいてくだ
さい。

4時間対面

第11回 実際の企業の財務諸表を利用して、経営内容を分析します（1）。 【予習】これまでのPowerPointの資料や参考書で財務諸
表を分析するための諸指標について事前に確認しておい
てください。
【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内容を確
認しておいてください。

4時間対面

第12回 実際の企業の財務諸表を利用して、経営内容を分析します（2）。 【予習】これまでのPowerPointの資料や参考書で財務諸
表を分析するための諸指標について事前に確認しておい
てください。
【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内容を確
認しておいてください。

4時間対面

第13回 実際の企業の財務諸表を利用して、経営内容を分析します（3）。 【予習】これまでのPowerPointの資料や参考書で財務諸
表を分析するための諸指標について事前に確認しておい
てください。
【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内容を確
認しておいてください。

4時間対面

第14回 財務諸表分析の意義と限界について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「財
務諸表分析の意義と限界」について確認しておいてくださ
い。

4時間対面

第15回 講義の全体の流れを振り返ります。 【予習】これまでのPowerPointの資料・これまで実施したミ
ニ・テスト等を事前に確認しておくこと。
【復習】これまでのPowerPointの資料・これまで実施したミ
ニ・テスト等を確認し、講義を通じて得られた経営分析の
知識を復習すること。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営分析Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234引地　夏奈子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務諸表分析の基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
【授業の概要】
本講義では、ビジネス会計検定3級を扱う。
【授業の目的】
会計は「ビジネスの言語」といわれ、企業にとって不可欠なものである。すなわち、企業は事業活動の結果を帳簿に記録し、財務諸表を作成しなければ
ならない。財務諸表は、企業を取り巻く利害関係者がその企業の財政状態および経営成績を理解するうえで重要なだけでなく、企業内部での経営管理
にも役立つ。 本講義では、企業が外部に公表している財務諸表を利用して行う財務諸表分析と、企業内部での業績管理（利益管理、資金管理等）のさ
まざまな手法を理解する。

学修の到達目標
・財務諸表の役割や仕組みを説明することができる。
・財務諸表分析の基本的手法を用いて、収益性・安全性、成長性の観点から財務諸表を分析することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストは返却し、解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本講義は「会計学」の次に繋がる講義と位置づけているため、事前に会計学を履修することを推奨する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス会計検定公式テキスト3級， 大阪商工会議所， 中央経済社， 2019年
ビジネス会計検定公式過去問題集3級， 大阪商工会議所， 中央経済社， 2021年

参考書

9784502301810
9784502399312ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
本講義の概要を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる。

4時間対面

第2回 第１章「財務諸表」とは
企業内容開示制度・監査制度を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第3回 第２章「貸借対照表」
貸借対照表の仕組みを理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第4回 第３章「損益計算書」
損益計算書の仕組みを理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第5回 第4章「キャッシュ・フロー計算書」
キャッシュ・フロー計算書の仕組みを理解する。

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面
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第6回 第1回中間試験（第1章から第4章） 【事前】第1章から第４章に目を通し、理解が不十分な点が
ないか確認する。
【事後】理解が不十分であった点についてテキスト等の熟
読により補強しておく。

6時間対面

第7回 第1回中間試験解説
第５章「財務諸表分析」－安全性分析
安全性指標（支払能力）を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第8回 第５章「財務諸表分析」－収益性分析①
収益性指標（利益を稼ぐ力）を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第9回 第５章「財務諸表分析」－収益性分析②
資本利益率の要素分解①を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第10回 第５章「財務諸表分析」－収益性分析③
資本利益率の要素分解②を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第11回 第５章「財務諸表分析」－キャッシュ・フロー分析
キャッシュ・フロー情報（資金のバランス）を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第12回 【テーマ】 第５章「財務諸表分析」－１株当たり分析
１株当たり分析（株価は高いか低いか）を理解する

【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)
について準備をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に
行った課題についてもう一度行い理解を定着させる

4時間対面

第13回 第2回中間試験（第5章） 【事前】第1章から第４章に目を通し、理解が不十分な点が
ないか確認する。
【事後】理解が不十分であった点についてテキスト等の熟
読により補強しておく。

6時間対面

第14回 【事前】テキストに目を通し、指示事項(基本用語の確認)について準備
をする。
【事後】テキストを再読し、理解を定着させる。授業中に行った課題につ
いてもう一度行い理解を定着させる

第2回中間試験解説
定期試験に向けた練習問題

4時間対面

第15回 本講義のまとめ 【事前】テキスト全てに目を通し、理解が不十分な点がな
いか確認する。
【事後】講義全体を通して理解が不十分であった点につい
てテキスト等の熟読により補強しておく。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営分析Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

向山　敦夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務諸表分析に関する応用的知識の習得

授業の目的及び概要
企業を分析する主体は、一般投資家（株主）・証券アナリスト・債権者（銀行）・信用調査会社・ファンドマネジャー・従業員（労働組合）・大学生（潜在的従
業員）などさまざまです。企業を分析する視角は、代表的には収益性や安全性ですが、将来性や成長性、CSR（企業の社会的責任）やESG情報などの
重要性が増しています。この授業では「経営分析Ⅰ」の知識を前提にして、授業の前半（第1回～第8回）は講義形式、授業の後半（第9回～第15回）は
受講生自身でさまざまな経営分析指標を用いて有価証券報告書に掲載されている財務諸表（貸借対照表と損益計算書）を分析するプレゼンテーション
をおこないます。

学修の到達目標
「経営分析Ⅰ」の知識を前提にして、自分が将来働きたいと思う企業や関心のある企業、名前は知っているけれども中味は知らないという企業の財務
諸表をみて、経営内容（経営成績と財政状態）の分析をおこないます。さらに、CSR/ESG情報を分析することにより、多角的に企業を分析・評価すること
ができるための理解を深めたいと思います。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「経営分析Ⅰ」の単位を取得していること。すでに「経営分析Ⅰ」の基礎知識を取得していること前提にして講義を進めます。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義の進捗に合わせて理解度を確かめるためにミニ・テストをおこない、返却して解答します。受講生によるプレゼンテーションに対しては、他の受講生
からコメントシートを提出してもらいます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

第1回目の授業で詳しく説明しますが、一人2回ずつ、PowerPointの資料を作成してプレゼンテーションをおこないますので、PowerPointの使い方に慣れ
ておいてください。
他の受講生の迷惑になる行為は慎むこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

0201010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。PowerPointの資料を使って説明します。

参考書

・太田康広（2018）『ビジネススクールで教える経営分析』日本経済新聞出版（ISBN978-4-532-11386-5）
・佐藤裕一（2012）『ビジュアル 経営分析の基本 〈第5版〉』日経文庫ビジュアル（ISBN978-4-532-11925-6）

なし

・ISBN978-4-532-11386-5
・ISBN978-4-532-11925-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方・評価方法等についてガイダンスをおこないます。 【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。
【復習】PowerPointの資料や参考書などを確認しておいて
ください。

2時間対面

第2回 トライアングル体制と呼ばれた日本の会計制度の変革について解説す
るとともに、財務情報の入手方法について説明します。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「トラ
イアングル体制」や財務情報の入手方法について確認し
ておいてください。

4時間対面

第3回 損益計算書と貸借対照表の構造について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「損
益計算書と貸借対照表の構造」について確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第4回 損益計算書を中心にして、企業の収益性分析の指標について説明しま
す。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「収
益性分析の指標」を確認しておいてください。

4時間対面

第5回 貸借対照表を中心にして、企業の安全性分析の指標について説明しま
す。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標」を確認しておいてください。

4時間対面
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第6回 損益分岐点分析について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「損
益分岐点分析」について確認しておいてください。

4時間対面

第7回 証券投資で用いられる基本的な指標について解説します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で
「PERとPBR」を確認しておいてください。

4時間対面

第8回 CSR（企業の社会的責任）やESG情報の分析について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で
「CSR/ESG情報」について確認しておいてください。

4時間対面

第9回 これまでの講義内容のとりまとめをおこないます。また、第１回目のプレ
ゼンテーションについての説明をおこないます。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

3.5時間オンデマンド

第10回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションをおこないます（１）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第11回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションをおこないます（２）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第12回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションをおこないます（３）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第13回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションで指摘された課題を修正して、第２回目のプレゼン
テーションをおこないます（４）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第14回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションで指摘された課題を修正して、第２回目のプレゼン
テーションをおこないます（５）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第15回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションで指摘された課題を修正して、第２回目のプレゼン
テーションをおこないます（６）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報管理論＜情報管理論Ⅰ＞（経営学部）／情報管理概論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234増本　貴士

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 現代社会の人々の意思決定や行動は、多種多様な情報に基づいてなされている。本講義では「現代社会に溢れる情報を管理することで、どう利潤最大
化をするか」を講義する。

授業の目的及び概要
本講義では、様々な具体的事例を通して、「“情報”をどう“管理”すれば、利潤最大化になるか」を考察する。それにより、現代社会が今後もどう発展す
る可能性があるのかを探り、情報を管理する大切さを学ぶ。特に、理論（学理、解釈）と実践（実務）を融合させて講義を行う。

学修の到達目標
１．理論と実践の融合から、現代社会における「情報をどう管理すれば利潤最大化になるか」に答えられる学力を身に付けること。
２．現代社会での情報管理の現状に関する基礎的知識を習得し、自分がどう情報管理を行えば利潤最大化になるかを考え、答えを出せる学力を身に
付けること。
３．資料や事実を基にした考察を文章表現し、自分自身のオリジナルレポートとして執筆できること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１．グループディスカッションとプレゼンテーションの内容を講評します。
２．レポートの講評を行い、優秀なレポートは授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

情報管理は実際のビジネス活動そのものに直結し、ICTを活用した現代社会で活躍するための必須の知識です。現代社会においては「ヒト・モノ・カネ・
情報・ナレッジ」という経営5資源が今後の経営に大きな影響を与え、この情報とナレッジを本講義では学びます。履修生の皆さんが卒業後に社会で活
躍する基盤になるように、理論と実務を融合した内容で講義します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
グループディスカッション、その解決
提案のプレゼンテーション。左記２つ
の合計が25%、2回行って50%。

030

00200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

レジュメを配布する。

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回　「情報」と「管理」を学ぶとは（オリエンテーション、ガイダンス）

〇担当教員の自己紹介
〇授業の受け方の説明（特に、グループディスカッション、プレゼンテー
ション）
〇授業内容の説明
〇単位認定の仕方の説明（レポート各10点×２、グループディスカッショ
ン及びプレゼンテーション各25点×２、定期試験30点）

復習：授業内容の振り返りを行う 2時間対面

第2回 第2回　情報とは何か①

〇情報の定義
〇情報をどう収集・分析するか
〇情報をどう評価するか

予習：新聞記事検索で、情報の収集・分析・評価について
調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第3回 第3回　情報とは何か②

〇情報からどうメリットを得るか
〇情報をどう活かして行動し、利潤最大化になるか
〇情報経済論から「中古市場」を考える
〇売り手と買い手の情報量から、マーケティングを考える

予習：google検索で、情報経済論、中古市場、売り手と買
い手の情報量について調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第4回 第4回　管理とは何か①

〇CRM（Customer Relationship Management）とは

予習：google検索で、CRMについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面
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第5回 第5回　管理とは何か②

〇顧客価値とは
〇One to Oneマーケティングとは

予習：google検索で、顧客価値、One to Oneマーケティン
グについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第6回 第6回　グループディスカッションの仕方・評価方法

〇グループディスカッションの仕方・評価方法を学ぶ

予習：google検索等で、「問題の構造化」について調べて
おく
復習：グループディスカッションの仕方・評価方法を復習
し、第7回目でのお題について考えておく

6時間オンデマンド

第7回 第7回　グループディスカッションとプレゼンテーション①

〇第2～6回の授業内容を基に、各学生チームが「どう顧客情報を管理
すれば利潤最大化になるか」を考える
〇チームで議論した内容を基にプレゼンテーション資料の原案を作成
する

予習：自分自身で「どう顧客情報を管理すれば利潤最大
化になるか」を考えておく
復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、提出
日までに提出すること

6時間対面

第8回 第8回　グループディスカッションとプレゼンテーション②

〇第8回で作成したプレゼンテーション資料を基に、プレゼンテーション
を行う
〇プレゼンテーション内容のQ&A、担当教員の講評を行う

予習：第7回の内容をまとめ、Q&Aに回答できるようにして
おく
復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資料にす
べく、加筆・修正する

6時間対面

第9回 第9回　データベース①

〇データベースとは
〇なぜ、情報を蓄積し、流通させるのか

予習：新聞記事検索で、データベースについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第10回 第10回　データベース②

〇情報セキュリティの３原則
〇OECDの個人情報８原則

予習：google検索で、情報セキュリティの３原則、OECDの
個人情報８原則について調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第11回 第11回　ナレッジマネジメント①

〇ナレッジマネジメントとは

予習：google検索で、ナレッジマネジメントについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第12回 第12回　ナレッジマネジメント②

〇知識創造のためのナレッジマネジメント

予習：新聞記事検索で、ナレッジマネジメントを活用した企
業の実例について調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第13回 第13回　グループディスカッションとプレゼンテーション③

〇第9～12回の授業内容を基に、各学生チームが「ナレッジマネジメント
で、とある企業の利潤最大化をどう行うか」を考える
〇チームで議論した内容を基にプレゼンテーション資料の原案を作成
する

予習：自分自身が考える「ナレッジマネジメント」について
まとめておく
復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、提出
日までに提出すること

6時間対面

第14回 第14回　グループディスカッションとプレゼンテーション④

〇第13回で作成したプレゼンテーション資料を基に、プレゼンテーション
を行う
〇プレゼンテーション内容のQ&A、担当教員の講評を行う

予習：第13回の内容をまとめ、Q&Aに回答できるようにし
ておく
復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資料にす
べく、加筆・修正する

6時間対面

第15回 第15回　まとめ

〇「情報を管理することで得られる利潤最大化とは何か」に自分自身の
回答を出す
〇優秀レポートの紹介、プレゼンテーション内容の振り返り

予習：「情報を管理することで得られる利潤最大化とは何
か」に自分自身の回答を準備する
復習：これまでの授業を振り返る

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理論Ⅰ（経営学部）／情報処理論（基礎理論）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスで使えるExcelの修得

授業の目的及び概要
企業経営において、環境分析、戦略策定、マーケティング面で、データ分析の役割が大きくなっている。また、新たな価値を創造する上で必要な気づき
を得るためにも、データから有用な知見を如何に抽出するかが社会的な関心となっている。この授業ではデータの可視化、報告、意思決定などのデータ
分析に関連した一連のプロセスを身に付けることを目的とする。授業では実践的な課題に取り組むことで、修得した知識の定着を図る。情報処理の基
礎とデータベースの概要について理解するとともに、Excelを用いたデータ管理・活用の手法を学び、ビジネス現場において必要となる顧客名簿や売り上
げデータ等の多様なデータを適切に管理・活用する技能を身に付ける。

学修の到達目標
①データの可視化、報告、意思決定などのデータ分析に関連した一連のプロセスを理解している。
②データベースの概念や特徴について説明できる。
③Excelをデータベースとして活用し、各種データの管理・検索・集計・分析を行うことができる。
④上記③を実施するため、テーブル作成、データ入力、データの取り込み、データの加工、データの並び替え、データの抽出、関数やピポットテーブルを
用いた集計などExcelの各種機能を使うことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス現場で使えるスキルを身に付けられるよう演習を繰り返してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

030

005020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

できるExcelデータベース 入力・整形・分析の効率アップに役立つ本2019/2016/2013＆Microsoft365対応、早
坂清志＆できるシリーズ編集部、インプレス、2020年

参考書

978-4-295-01028-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンス
データベースの特徴と作り方

テキストの13～22ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第2回 情報処理の基礎理論
・テーブルの作成とデザインの変更
・演習課題

予習：テキストの23～38ページを事前に読んで授業を受て
ください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第3回 効率的なデータ入力
・データ入力、ドロップダウンリスト、入力規制、郵便番号辞書、入力時
のメッセージ等
・演習課題

予習：テキストの39～70ページを事前に読んで授業を受け
てください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第4回 データの取り込み
・データのコピー、貼り付け、CSVデータ、外部データの取り込み等
・演習課題

予習：テキストの71～106ページを事前に読んで授業を受
けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第5回 表記の統一
・TRIM関数、ASC関数、JIS関数、SUBSTITUTE関数、検索と置換、条
件付き書式、COUNTIF関数等
・演習課題

予習：テキストの107～134ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第6回 データの取り出し
・構造化参照式、PHONETIC関数、VLOOKUP関数、INDEX関数、
COUNTA関数、MID関数、LEFT関数
・演習課題

予習：テキストの135～162ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

－240－



第7回 データの並び替え
・複数項目の並び替え、ユーザー設定リスト、セルの文字や色で並び替
え等
・演習課題

予習：テキストの163～182ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第8回 フィルター機能によるデータの抽出
・テキストフィルター、ワイルドカード、数値フィルター、トップテン等
・演習課題

予習：テキストの183～214ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第9回 条件付き書式でデータの傾向を可視化
・上位/下位ルール、セルの協調表示ルール、カラースケール、データ
バー、アイコンセット等
・演習課題

予習：テキストの215～236ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第10回 目標に沿った方法でデータを分析
 ・小計、SUMIF関数、COUNTIF関数等
・演習課題

予習：テキストの237～256ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第11回 ピッポトテーブルによるデータ集計
・ピポットテーブル、クロス集計
・演習課題

予習：テキストの257～274ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第12回 大量データの処理
・Power Queryの機能、データの取得、CSV形式等
・演習課題

予習：テキストの275～305ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第13回 復習
第1章から第５章までの復習を行います。

予習：資料を読んでおいてください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第14回 復習
第６章～第１２章までの復習

予習：資料を読んでおいてください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間オンデマンド

第15回 定期試験レポート作成 【予習】今までの復習をしておいて下さい。
【復習】定期試験レポートで取り組んだ内容を見直して下
さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理論Ⅱ（経営学部）／情報処理論(テクノロジ)（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ Pythonによるデータ分析/機械学習

授業の目的及び概要
この授業は、データ分析ツールやデータ分析システム等を利用することで、実践的な諸問題に対する様々な分析方法を身に付けることを目的とする。近
年の情報処理技術の進歩によりアルゴリズムやデータ構造に関する高度な知識が無くとも、分析ツールや分析システム等を利用することで、膨大な情
報を処理することが可能となった。授業では、これらのツールやシステムを利用しながらデータから新たな知見を抽出する様々な手法ついて学修する。
プログラミング言語は、データ分析に広く使われているPythonを用いる。

学修の到達目標
①データ分析の必要性を理解する。
②Pythonの基本的な文法を理解し、コーディングすることができる。
③Pythonライブラリーを使ってデータ分析をすることができる。
④AIにおける機械学習の基礎を理解する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス現場で使えるスキルを身に付けられるよう演習を繰り返してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

0０4010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

スッキリわかるPythonによる機械学習入門、須藤秋良、インプレス、2021年

参考書

978-4-295-00994-8
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンス
Pythonの基礎文法

テキストの11～20ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第2回 AIと機械学習
・AIの定義
・機械学習の基礎知識
・Pythonの基礎文法①

テキストの31～50ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第3回 機械学習に必要な基礎統計学
・データの種類
・基礎統計量
・統計学でよく使われるグラフ
・Pythonの基礎文法②

テキストの53～74ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第4回 機械学習によるデータ分析の流れ
・目的の明確化
・データの収集と前処理
・モデルの選択と学習
・モデルの評価
・Pythonの基礎文法③

テキストの75～89ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第5回 機械学習体験 第４章（前半）
・pandas入門
・データの前処理
・モデルの準備と機械学習の実行
・モデルの評価

テキストの91～126ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面
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第6回 機械学習体験 第４章（後半）
・pandas入門
・データの前処理
・モデルの準備と機械学習の実行
・モデルの評価

テキストの91～126ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第7回 4章練習問題 テキストの127～130ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第8回 教師あり学習の理解を深める　第５章
事例1：分類　（前半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・決定木の図の作成

テキストの136～177ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第9回 教師あり学習の理解を深める　第５章
事例1：分類　（後半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・決定木の図の作成

テキストの136～177ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第10回 5章練習問題 テキストの178～184ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第11回 教師あり学習の理解を深める　第6章
事例２：回帰　（前半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・回帰式による影響度の分析

テキストの188～229ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第12回 教師あり学習の理解を深める　第6章
事例２：回帰　（後半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・回帰式による影響度の分析

テキストの188～229ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第13回 ６章練習問題 テキストの230～235ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第14回 復習
第４～第６章

テキストの92～235ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間オンデマンド

第15回 定期試験レポート 復習の内容を学修しておいてください。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 学生研究発表大会報告や卒業研究に統計手法を活用しよう

授業の目的及び概要
区間推定、仮説検定、影響分析、予測、最適化等の基礎的な推測統計学をPC実習形式で学びます。現代の経済、経営、社会、心理、教育、医学等の
分野に応用されているので手強そうにみられていますが、扱う統計理論は100年以上も昔、コンピュータも電卓もなかった時代の英国を中心に研究され
たもので、今ではExcelの分析ツールで、誰でも簡単に計算ができてしまいます。授業では統計学的な考え方と出力結果の解釈をしっかり学んで下さ
い。学生研究発表大会や卒業研究にぜひ活用して下さい。ただし、学内で上位入賞を目指すには、上位科目の「マーケティングリサーチ」まで必要で

学修の到達目標
１．標本データの分布状況について、基本統計量を中心とする要約ができる。
２．標本データから、母集団の平均値を区間推定できる。
３．複数の標本のデータ間の統計量の差について、適切な手法を使い分けて仮説検定を行うことができる。
４．分散分析の概念を理解し、分析結果を正確に解釈することができる。
５．分散共分散行列や相関係数行列を使用して、データ分析ができる。
６．最小2乗法を理論的に理解し、回帰分析を用いた分析ができる。
７．Excelのソルバーを利用して、最適化や数値解を求められる。
８．データに基づき原因と結果の間の関係を、数学的に関係づけることができる。
９．単回帰分析の出力結果を正確に解釈できる。
10．回帰分析で初歩的な統計上の問題が生じた場合に、適切な処置ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「ビジネス統計学I」と「ビジネス統計学Ⅱ」の関係は、「初級」と「中級」というよりも、むしろ「手動運転」と「自動運転」の関係に近いイメージです。両方学
ぶことが望ましい。

春学期開講「ビジネス統計学I」（深瀬）：Exclの基本操作（プログラム化されてない）
秋学期開講「ビジネス統計学Ⅱ」（深瀬）Exclのデータ解析ツール（プログラム化）　　　　　　　
春学期開講「マーケティングリサーチ」（深瀬）：Excel非対応の多変量解析（プログラム化）

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

300

2003614

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『Excelで簡単統計学  分析ツールを使いこなそう！』，上田太一郎監修　近藤宏・淵上美喜・末吉正成・村田
真樹，オーム社，2007年，２８００円

参考書

『ビジネスデータの分析リテラシーと活用』、寺島和夫編著、文能照之、西岡久允、小林正樹、伊藤伸一、栢木
紀哉、日野和則、野間圭介、同文館2020年、2900円

9784274066917

9748-4-495-39033-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 基本統計量1

（1）平均
（2）最小、最大、範囲
（3）中央値（メジアン）、最頻値（モード）
（4）標準偏差、分散
（5）尖度、歪度
（6）合計、標本数

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第2回 基本統計量2

第１講　標準偏差と偏差値
第２講　標本抽出
第３講　標準誤差

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面
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第3回 標準誤差の補足説明　

中心極限定理
確率密度関数
区間推定

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第4回 統計分析に用いる数式と確率分布関数

第１講　ガンマ関数
第２講　ベータ関数
第３講　ｔ分布
第４講　Ｆ分布
第５講　χ2乗分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第5回 仮説検定1

第１講　平均の差の検定（1）z検定、　
第２講　分散の差の検定　F検定
第３講　トピックス：Studentのｔ分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第6回 仮説検定2

第１講　平均の差の検定（2）　t検定（等分散／異分散）
第２講　平均の差の検定（3）　t検定（対応あり）

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第7回 中間テスト
第2回～第7回までに学修してきた内容について中間テストを行います。

【予習】今までの授業をよく復習して下さい（3時間）
【復習】動画を視聴して、正解と解き方を確認して下さい（1
時間）

4時間対面

第8回 分散分析（ANOVA)1

第１講　平均周り変動の分解
第２講　一元配置の分散分析

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第9回 分散分析(ANOVA)2

第１講　二元配置の分散分析（繰り返しなし）
第２講　二元配置の分散分析（繰り返しあり）

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間オンデマンド

第10回 相関と共分散

第講　1．共分散と相関
第講　2．行列の積の計算
第講　3．分散共分散行列
第講　4．相関係数行列
第講　5．資産運用への応用

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第11回 回帰分析１

第1講：回帰直線と最小2乗法（OLS）
第2講：Excelソルバーの使い方
第3講：ExcelソルバーによるOLS推定
第4講：Excelソルバーの応用

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第12回 回帰分析２

単回帰分析から重回帰分析へ
第講　(1)最小2乗法の復習と補足説明
第講　(2)Excel分析ツールによる回帰分析
第講　(3)単回帰分析から重回帰分析へ
第講　(4)多重共線性問題

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第13回 回帰分析３

回帰分析の応用１
第講　(1)ダミー変数の利用
第講　(2)数量化理論I類
第講　(3)変数変換と非線形回帰

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第14回 時系列予測

第１講　TCSI要因分解
第２講　移動平均
第３講　指数平滑法
第４講　周波数領域

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として授業で配布した資料を事前に読み、予習
しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料と参考書のこれまで
学修した部分を読んで復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスにおいて必要となる基礎統計の理論と手法を理解する。

授業の目的及び概要
情報化時代のビジネス・経営の世界では、仕事の経験から得られる知識や勘に加え、取組事業の効果検証及び評価、採算性・収益性の予測、経営資
源配分の変化に伴う効率化等々の科学的なデータ分析による支援が、戦略的な意思決定を成功に導く鍵となっている。この授業は、ビジネスの世界で
頻繁に遭遇する問題・課題を取り上げ、分析の幅を広げ、経営戦略上の新たな発見につなげるような知識と手法を身につけることによって、将来に生か
せる統計学を修得することを目的とする。

学修の到達目標
1．データ分析の必要性や手順を理解し、説明することができる。
2．データの分布を理解し、応用することができる。
3．データの特性や目的における適切な分析手法について理解し、Excelを利用して分析を実行できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス業界において、データに基づく戦略の重要性がより強調されています。本講義はデータ分析における必要な基礎統計の概念や手法について説
明します。とくに統計手法についてExcelを用いて演習します。春学期のビジネス統計学Iを受講した方の履修を勧奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0040

00600

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①　１からのマーケティング分析、恩藏直人・冨田健司、碩学舎、2011年 
②　経営・商学のための統計学入門、竹内広宜、講談社、2021年

なし

①　9784502683602
②　9784065251614

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として講義資料を読んでマビジネス統計学IIの講
義の流れを確認しておくこと。

2時間対面

第2回 ビジネス統計学1の振り返り
データの特徴と仮説について説明します。

事前学修として講義義資料や参考書1の「第2章〜第7章」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第3回 データの背景
確率変数、確率分布、期待値について解説します。

事前学修として講義資料や参考書2の「Chapter 10 確率
変数、確率分布、期待値」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第4回 代表的な分布(1)
正規分布、t分布について解説します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第5回 代表的な分布(2)
カイ二乗分布について解説します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第8章 χ2検定」を
 事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 代表的な分布(3)
二項分布、指数分布について解説します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面
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第7回 「第2回～第6回の学修内容の再確認」
第2回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に事
例として取り上げ、これまで学修した理論を使ってどのように考えられる
のかを再確認します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第8回 分布を用いた課題解決(1)
Excelを用いて、正規分布、t分布を用いた課題解決を演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第9回 分布を用いた課題解決(2)
Excelを用いて、カイ二条分布を用いた課題解決を演習します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第8章 χ2検定」を
 事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第10回 分布を用いた課題解決(3)
Excelを用いて、二項分布、指数分布を用いた課題解決を演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 「第8回～第10回の学修内容の再確認」
第8回～第10回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に
事例として取り上げ、これまで学修した理論を使ってどのように考えられ
るのかを再確認します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 データの前処理
Excelを用いて、データを処理する方法について解説し、演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 回帰分析(1)
回帰分析の目的と分析手順について説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第11章 回帰分
析」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第14回 回帰分析(2)
Excelを用いて、回帰分析を演習します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第11章 回帰分
析」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 最終レポート
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済統計学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 記述統計の基礎

授業の目的及び概要
本講義では経済現象の分析に用いられる統計の知識を身に着ける事を目的としています。春学期開講の経済統計学Ⅰでは、調査対象のデータから傾
向や特徴を見出す記述統計学の基礎を学びます。秋学期開講の経済統計学Ⅱでは推測統計学の基礎を学びます。これらを合わせて履修する事に
よって、経済統計学の基礎を一通り学ぶ事ができます。経済統計学の知識を身に着ける事により、本学の経済学部が取り組んでいる「実学としての経
済学」の内容に関連する現実において利用頻度の高い統計データとPC技能を勉強することができるようになります。

学修の到達目標
度数分布表やヒストグラムの作成、データ集団の整理や分析を行える知識を身に着ける事を目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

科目の性質上、数学の知識が不可欠な部分もありますが、極力平易に解説していきます。予習復習をしっかりとこなして計算に慣れてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

はじめての統計学，鳥居泰彦，日本経済新聞出版社，1994年

参考書

初歩からしっかり学ぶ 実習 統計学入門～Excel演習でぐんぐん力がつく，涌井良幸・涌井貞美，技術評論社，
2010年

9784532130749

9784774145075

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回ガイダンスで講義の進め方、試験や成績評価について説明を行
い、統計学の概要を紹介する。

【予習】シラバスをよく読み、指定教科書に目を通しておく
事。（2時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

3時間対面

第2回 度数分布表およびヒストグラムについての解説する。 【予習】テキスト1～9ページまで読み込んでおく事。（1時間
程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

3時間対面

第3回 確率、確率分布について解説する。 【予習】テキスト10～14ページまで読み込んでおく事。（1時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

3時間対面

第4回 母集団、及び標本の概念について解説する。 【予習】テキスト15～31ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第5回 階級データ及び、ヒストグラムの作成について解説する。 【予習】テキスト33～36ページまで読み込んでおく事。ま
た、37～42ページまでの演算を取り扱う補論の内容も確
認しておく事。（1時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

3時間対面
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第6回 平均値、中央値、最頻値の概念を解説し、値を算出する計算を行う。 【予習】テキスト49～62ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第7回 分散、標準偏差、変動係数の概念を解説し、値を算出する計算を行う。 【予習】テキスト63～71ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第8回 中間試験。
試験問題と類似した模擬問題を用いて解法の解説を行う。
試験はオンラインで提出を求める。

【予習】これまでに学習した内容を復習しておく事。（2時間
程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第9回 階乗、順列、組合せの概念を解説し、値を算出する計算を行う。
また、中間試験の解説を行う。

【予習】テキスト77～87ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第10回 確率変数について解説する。 【予習】テキスト88～92ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 二項分布について解説する。 【予習】テキスト93～99ページまで読み込んでおく事。（3時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第12回 ポアソン分布について解説する。 【予習】テキスト100～106ページまで読み込んでおく事。（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第13回 一様分布について解説する。 【予習】テキスト107～110ページまで読み込んでおく事。（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第14回 正規分布について解説する。 【予習】テキスト111～117ページまで読み込んでおく事。（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第15回 正規分布の標準化について解説し、計算を行う。 【予習】テキスト118～124ページまで読み込んでおく事。（2
時間程度）。
【復習】これまでの配布プリント、ノートを読み直し、講義で
得た知識を総復習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済統計学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234内海　正郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 記述統計の基礎

授業の目的及び概要
本講義では経済現象の分析に用いられる統計の知識を身に着ける事を目的としています。春学期開講の経済統計学Ⅰでは、調査対象のデータから傾
向や特徴を見出す記述統計学の基礎を学びます。秋学期開講の経済統計学Ⅱでは推測統計学の基礎を学びます。これらを合わせて履修する事に
よって、経済統計学の基礎を一通り学ぶ事ができます。経済統計学の知識を身に着ける事により、現実の統計データが分析できるようになります。

学修の到達目標
度数分布表やヒストグラムの作成、データ集団の整理や分析を行える知識を身に着ける事を目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

科目の性質上、数学の知識が不可欠な部分もありますが、極力平易に解説していきます。予習復習をしっかりとこなして計算に慣れてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

070

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

はじめての統計学、鳥居泰彦、日本経済新聞出版社、1994年

参考書

ISBN：978-4-532-13074-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回ガイダンスで講義の進め方、試験や成績評価について説明を行
い、統計学の概要を紹介する。

【予習】シラバスをよく読み、指定教科書に目を通しておく
事。（2時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

3時間対面

第2回 度数分布表およびヒストグラムについての解説する。 【予習】テキスト1～9ページまで読み込んでおく事。（1時間
程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

3時間対面

第3回 確率、確率分布について解説する。 【予習】テキスト10～14ページまで読み込んでおく事。（1時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

3時間対面

第4回 母集団、及び標本の概念について解説する。 【予習】テキスト15～31ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第5回 階級データ及び、ヒストグラムの作成について解説する。 【予習】テキスト33～36ページまで読み込んでおく事。ま
た、37～42ページまでの演算を取り扱う補論の内容も確
認しておく事。（1時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

3時間対面

第6回 平均値、中央値、最頻値の概念を解説し、値を算出する計算を行う。 【予習】テキスト49～62ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面
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第7回 分散、標準偏差、変動係数の概念を解説し、値を算出する計算を行う。 【予習】テキスト63～71ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第8回 中間試験。
試験問題と類似した模擬問題を用いて解法の解説を行う。
試験はオンラインで提出を求める。

【予習】これまでに学習した内容を復習しておく事。（2時間
程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第9回 階乗、順列、組合せの概念を解説し、値を算出する計算を行う。
また、中間試験の解説を行う。

【予習】テキスト77～87ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第10回 確率変数について解説する。 【予習】テキスト88～92ページまで読み込んでおく事。（2時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 二項分布について解説する。 【予習】テキスト93～99ページまで読み込んでおく事。（3時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第12回 ポアソン分布について解説する。 【予習】テキスト100～106ページまで読み込んでおく事。（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第13回 一様分布について解説する。 【予習】テキスト107～110ページまで読み込んでおく事。（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第14回 正規分布について解説する。 【予習】テキスト111～117ページまで読み込んでおく事。（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第15回 正規分布の標準化について解説し、計算を行う。 【予習】テキスト118～124ページまで読み込んでおく事。（3
時間程度）。
【復習】これまでの配布プリント、ノートを読み直し、講義で
得た知識を総復習してください（3時間程度）。

6時間対面

－251－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済統計学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 推測統計の基礎

授業の目的及び概要
本講義では経済現象の分析に用いられる統計の知識を身に着ける事を目的としています。春学期開講の経済統計学Ⅰでは、調査対象のデータから傾
向や特徴を見出す記述統計学の基礎を学びます。秋学期開講の経済統計学Ⅱでは推測統計学の基礎を学びます。これらを合わせて履修する事に
よって、経済統計学の基礎を一通り学ぶ事ができます。経済統計学の知識を身に着ける事により、本学の経済学部が取り組んでいる「実学としての経
済学」の内容に関連する現実において利用頻度の高い統計データとPC技能を勉強することができるようになります。

学修の到達目標
まず経済統計学Ⅰで学習した記述統計学について復習を行います。この後、区間推定や仮説検定など推測統計学の内容を学習していきます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

科目の性質上、数学の知識が不可欠な部分もありますが、極力平易に解説していきます。予習復習をしっかりとこなして計算に慣れてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

はじめての統計学，鳥居泰彦，日本経済新聞出版社，1994年

参考書

初歩からしっかり学ぶ 実習 統計学入門～Excel演習でぐんぐん力がつく，涌井良幸・涌井貞美，技術評論社，
2010年

9784532130749

9784774145075

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回ガイダンスで講義の進め方、試験や成績評価について説明を行
い、その後講義全体の概観を説明する。

【予習】シラバスをよく読み、指定教科書に目を通しておく
事（1時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

2時間対面

第2回 平均、分散、標準偏差等の概念と計算方法を解説し、演習を行う。 【予習】テキスト49～68ページまで読み込んでおく事（3時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

4時間対面

第3回 二項分布、ポアソン分布の概念を解説する。 【予習】テキスト79～106ページまで読み込んでおく事（3時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

4時間対面

第4回 一様分布、正規分布の概念を解説する。 【予習】テキスト107～126ページまで読み込んでおく事（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

4時間対面

第5回 信頼係数、有意水準の概念を解説する。 【予習】テキスト131～138ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第6回 標本平均について解説する。 【予習】テキスト139～144ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面
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第7回 母平均の区間推定について解説する。 【予習】テキスト145～150ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第8回 中間試験。
試験問題と類似した模擬問題を用いて解法の解説を行う。
試験はオンラインで提出を求める。

【予習】これまでに学習した内容を復習しておく事（2時間
程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

3時間オンデマンド

第9回 t分布について解説する。
また、中間試験の解説を行う。

【予習】テキスト155～160ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第10回 前回に引き続きｔ分布について解説する。また、応用問題を用いて演習
を行う。

【予習】テキストの前回の範囲、及び講義内容をよく復習し
ておく事（2時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 母平均の推定について解説する。 【予習】テキスト162～169ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第12回 前回に引き続き母平均の推定について解説する。また、応用問題を用
いて演習を行う。

【予習】テキストの前回の範囲を復習しておく事。及び章末
問題に挑戦しておく事（3時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第13回 仮説検定の基本的な概念を解説する。 【予習】テキスト191～196ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第14回 前回に引き続き仮説検定について解説する。 【予習】テキスト197～203ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第15回 これまでの復習を行う。 【予習】前回の講義内容を復習しておく事（3時間程度）。
【復習】これまでの配布プリント、ノートを読み直し、講義で
得た知識を総復習してください（3時間程度）。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済統計学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234内海　正郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 推測統計の基礎

授業の目的及び概要
本講義では経済現象の分析に用いられる統計の知識を身に着ける事を目的としています。春学期開講の経済統計学Ⅰでは、調査対象のデータから傾
向や特徴を見出す記述統計学の基礎を学びます。秋学期開講の経済統計学Ⅱでは推測統計学の基礎を学びます。これらを合わせて履修する事に
よって、経済統計学の基礎を一通り学ぶ事ができます。経済統計学の知識を身に着ける事により、現実の統計データが分析できるようになります。

学修の到達目標
まず経済統計学Ⅰで学習した記述統計学について復習を行います。この後、区間推定や仮説検定など推測統計学の内容を学習していきます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

科目の性質上、数学の知識が不可欠な部分もありますが、極力平易に解説していきます。予習復習をしっかりとこなして計算に慣れてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

070

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

はじめての統計学、鳥居泰彦、日本経済新聞出版社、1994年

参考書

ISBN：978-4-532-13074-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回ガイダンスで講義の進め方、試験や成績評価について説明を行
い、その後講義全体の概観を説明する。

【予習】シラバスをよく読み、指定教科書に目を通しておく
事（1時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

2時間対面

第2回 平均、分散、標準偏差等の概念と計算方法を解説し、演習を行う。 【予習】テキスト49～68ページまで読み込んでおく事（3時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

4時間対面

第3回 二項分布、ポアソン分布の概念を解説する。 【予習】テキスト79～106ページまで読み込んでおく事（3時
間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

4時間対面

第4回 一様分布、正規分布の概念を解説する。 【予習】テキスト107～126ページまで読み込んでおく事（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

4時間対面

第5回 信頼係数、有意水準の概念を解説する。 【予習】テキスト131～138ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第6回 標本平均について解説する。 【予習】テキスト139～144ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面
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第7回 母平均の区間推定について解説する。 【予習】テキスト145～150ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第8回 中間試験。
試験問題と類似した模擬問題を用いて解法の解説を行う。
試験はオンラインで提出を求める。

【予習】これまでに学習した内容を復習しておく事（2時間
程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（1時間程度）。

3時間オンデマンド

第9回 t分布について解説する。
また、中間試験の解説を行う。

【予習】テキスト155～160ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第10回 前回に引き続きｔ分布について解説する。また、応用問題を用いて演習
を行う。

【予習】テキストの前回の範囲、及び講義内容をよく復習し
ておく事（2時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 母平均の推定について解説する。 【予習】テキスト162～169ページまで読み込んでおく事（2
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第12回 前回に引き続き母平均の推定について解説する。また、応用問題を用
いて演習を行う。

【予習】テキストの前回の範囲を復習しておく事。及び章末
問題に挑戦しておく事（3時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第13回 仮説検定の基本的な概念を解説する。 【予習】テキスト191～196ページまで読み込んでおく事（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第14回 前回に引き続き仮説検定について解説する。 【予習】テキスト197～203ページまで読み込んでおく事（3
時間程度）。
【復習】配布プリント、ノートを読み直し、講義で得た知識を
確認してください（2時間程度）。

5時間対面

第15回 これまでの復習を行う。 【予習】前回の講義内容を復習しておく事（3時間程度）。
【復習】これまでの配布プリント、ノートを読み直し、講義で
得た知識を総復習してください（3時間程度）。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外フィールドスタディ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の韓国人学生と交流し「気づき」を得る

授業の目的及び概要
世界の情勢が大きく変化する中でICTビジネスは発展を続けている。その中でもアジアにおけるICTビジネスはアメリカと二分するグローバルビジネスの
中心地である。ICTビジネスのアジアダイナミズム中心地としての韓国には国際的に展開するICT企業が多数ある。ビジネスの分野でグローバルに常に
新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。
学生に事前学習として、ICTまたはコンテンツ産業に関わる課題を設定させ、その情報収集や調査等を事前に取り組組む。現地において想定した課題
についての調査や検討を行い、相違点について考える。IoTやICTビジネス企業（Samsung, Naver等）を訪問しイノベーションの最先端を理解し、グロー
バル・メディア・コンテンツ関連企業（Hibe等）の訪問等を通じてマーケティング戦略の理解を深める。それに加え、現地でのフィールドワークを行うことに
より、政治、経済、文化、言語等の学修をする。

学修の到達目標
（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解を深める。
（２）ICT企業のアジアダイナミクスについて概説できるようになる。
（３）韓国ICT企業視察やKカルチャーのビジネス現場を訪問することで、そのビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、グローバル化するビ
ジネス意義について説明できるようになる。
（４）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じていくことで、その国の特徴や多様性を探る手掛かりを得
る。
（５）現地での韓国語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向
上、並びに国際理解と国際性の涵養を図る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートや発表報告は授業中に紹介したり、良い質問や課題についてはディスカッションしていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思いま
す。そのためにも、学⽣はプログラムにおける積極性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要です。
日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで文化とは
何か、社会とは何かを、普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理や不慣れな状況を体験することで、
国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
現地での研修評価

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 "プログラムの概要説明と意義と意図について理解
渡航に当た っての注意（危機管理オリエンテーション（ビザ情報含む）、
 
・グループ分けと取り組む課題について話し合い、テーマや取り組み方
を決める"

事後学修：韓国現代文化特徴について調べ、自分の関心
をまとめておく

2時間対面

第2回 現代韓国社会と文化について理解を深め、その発展の過程を考える 事前学修：現代韓国社会の特徴とアジアでの経済的発展
について調べる
事後学修：世界的に流行するKカルチャーの強みや戦略
について調べまとめておく

4時間対面

第3回 Kカルチャーのビジネス戦略とその発展について学び、理解を深める 事前学修：日本でのKカルチャーの人気の理由や戦略に
ついて考える
事後学修：文化とビジネスマーケティングの可能性につい
て理解を深めるため、Kカルチャーの事例について調べる

4時間対面

－256－



第4回 アジアダイナミズムと韓国のICTビジネスについて理解を深める 事前学修：サムスン、LG、Naverとはどのような企業で、日
本市場での知名度について調べておく
事後学修：グローバルなICTビジネスとそのビジネス課題
について調べ理解を深める

4時間対面

第5回 日本のICTビジネス企業の特徴について 事前学修：日本におけるICT企業の規模やビジネス内容
について理解を深める
事後学修：韓国と日本のICTビジネスの違いについて調
べ、現地企業訪問で学修したいことを明確にしておく

4時間オンデマンド

第6回 現地での学修
フィールドワーク①

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第7回 現地での学修
現地企業訪問①

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第8回 現地での学修
フィールドワーク②

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第9回 現地での学修
フィールドワーク③

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第10回 現地での学修
現地企業訪問②

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかをかんがえ、企業訪問レポート作成

4時間対面

第11回 現地での学修
フィールドワーク④

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第12回 現地での学修
現地企業訪問③

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第13回 現地での学修
フィールドワーク⑤

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：これまで得られた情報と知識についてまとめ、
グループでプレゼン内容ついてディスカッション

4時間対面

第14回 帰国後のグループワーク
課題発表のまとめ作業

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題についてまと
めておく。
事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレゼン
作成

6時間対面

第15回 成果発表
海外フィールドスタディについての成果発表のフィードバックと総括

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プレゼン
資料等について読み返し、成果と課題について 明らかに
しておく 
事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修にどの
ように生かすかを考える

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （１）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC400点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

０103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法　Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

①9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction：受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、各種
英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
英文の基本：文の種類と条件（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
英文の基本：文の種類と条件（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
英文の基本：文の種類と条件（３）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
英文の基本：主要な品詞（１）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
英文の基本：主要な品詞（２）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
英文の基本：主要な品詞（３）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
英文の基本：文の形・節構造（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
英文の基本：文の形・節構造（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
英文の基本：文の形・節構造（３）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
英文の基本：時制と相（１）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
英文の基本：時制と相（２）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
英文の基本：時制と相（３）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
英文の基本：時制と相（４）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 英文基本の総まとめ ・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅠ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （１）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC400点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

０103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法　Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

①9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction：受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、各種
英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
英文の基本：文の種類と条件（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
英文の基本：文の種類と条件（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
英文の基本：文の種類と条件（３）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
英文の基本：主要な品詞（１）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
英文の基本：主要な品詞（２）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
英文の基本：主要な品詞（３）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
英文の基本：文の形・節構造（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
英文の基本：文の形・節構造（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
英文の基本：文の形・節構造（３）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
英文の基本：時制と相（１）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
英文の基本：時制と相（２）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
英文の基本：時制と相（３）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
英文の基本：時制と相（４）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 英文基本の総まとめ ・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （１）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC400点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

０103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法　Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

①9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction：受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、各種
英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
英文の基本：文の種類と条件（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
英文の基本：文の種類と条件（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
英文の基本：文の種類と条件（３）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
英文の基本：主要な品詞（１）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
英文の基本：主要な品詞（２）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
英文の基本：主要な品詞（３）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
英文の基本：文の形・節構造（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
英文の基本：文の形・節構造（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
英文の基本：文の形・節構造（３）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
英文の基本：時制と相（１）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
英文の基本：時制と相（２）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
英文の基本：時制と相（３）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
英文の基本：時制と相（４）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 英文基本の総まとめ ・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （２）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC500点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

0103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法 Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

ISBN9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction : 受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、評価
方法、各種英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
名詞（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
名詞（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
代名詞（１）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
代名詞（２）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
形容詞、限定詞（１）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
形容詞、限定詞（２）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
副詞（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
副詞（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
接続詞、接続副詞（１）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
接続詞、接続副詞（２）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
前置詞（１）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
前置詞（２）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
総まとめ（１）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 課題テスト（14）
総まとめ（２）
課題（15）

・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （２）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC500点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

0103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法 Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

ISBN9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction : 受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、評価
方法、各種英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
名詞（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
名詞（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
代名詞（１）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
代名詞（２）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
形容詞、限定詞（１）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
形容詞、限定詞（２）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
副詞（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
副詞（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
接続詞、接続副詞（１）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
接続詞、接続副詞（２）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
前置詞（１）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
前置詞（２）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
総まとめ（１）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 課題テスト（14）
総まとめ（２）
課題（15）

・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ ビジネス英語実践（３）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙、文法、構文、表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC６００点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説、小テスト等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本語が母語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

0103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法　Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

ISBN9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction：受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、評価
方法、各種英語検定試験の紹介等
課題（１）

１　授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関
連試験の受験計画を立てる。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　与えられた課題に取り組む。

4時間対面

第2回 課題テスト（１）
テキスト：不定詞（１）　p154－p 176
課題（２）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第3回 課題テスト（２）
テキスト：不定詞（２）　p154－p 176
課題（３）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第4回 課題テスト（３）
テキスト：不定詞（３）　p154－p 176
課題（４）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面
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第5回 課題テスト（４）
テキスト：不定詞（４）　p154－p 176
課題（５）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第6回 課題テスト（５）
テキスト：動名詞（１）　p 169－p 176
課題（６）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第7回 課題テスト（６）
テキスト：動名詞（2）　p 169－p 176
課題（７）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第8回 課題テスト（７）
テキスト：動名詞（3）　p 169－p 176
課題（８）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第9回 課題テスト（８）
テキスト：動名詞（4）　p 169－p 176
課題（９）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第10回 課題テスト（９）
テキスト：分詞（１）p 177－p 190
課題（10）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第11回 課題テスト（10）
テキスト：分詞（２）p 177－p 190
課題（11）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第12回 課題テスト（11）
テキスト：分詞（３）p 177－p 190
課題（12）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第13回 課題テスト（12）
テキスト：分詞（４）p 177－p 190
課題（13）

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第14回 課題テスト（13）
テキスト：今学期の総まとめ
確認テスト

１　今回の授業を振り返り、授業中に取ったノート内容を
参考にまとめ、確認整理する。
２　次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解い
ておく。
３　予習過程で分かりにくかった箇所をマークし、授業中に
質問する用意をする。
４　今日の課題に取り組む。

4時間対面

第15回 課題テスト解答解説
テキスト：今学期の総まとめ

１　今学期全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考にまとめ、確認整理する。
２　今学期全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべき
項目を確認して今後の課題とする。
３　返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組む
べき項目を認識する。
４　今学期最後の課題に取り組む。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Economic Issues in EnglishⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ グローバル経済の現状と先行き
The current global economic situation and prospects

授業の目的及び概要
本授業では，原則として，英語のみを用い，日本（地域）及びグローバル経済に関する基本的知識の習得を図ります．グローバル社会での活躍を目指
す受講生を歓迎します．This course, Economic Issues in English 1, is conducted mainly in English: Japanese who are hoping to study abroad or “to 
be global” are also welcomed. 
実学としての経済学：Economics for practical use：本授業で日本の経済政策に関する基礎の確立を図ります．Students will get basic knowledge of 
Japanese economy.

学修の到達目標
グローバル競争における日本の経済，テクノロジー，文化，社会，企業戦略と諸動向等について，基本的知識を習得すると同時に，プレゼンテーション
スキルを学びます．
This course aims to acquaint the students with basic knowledge of Japanese economy, technology, culture, society and corporate strategies in global 
competition. At the same time, this course aims to improve individual presentation skills.

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
討議やプレゼンに対し，適宜改善点を指摘します．Students will get guidances for their discussions and presentations on the spot.

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は，受講生の自主性を育むため，機微な政治・経済上の問題について，特定の見解を強要しません．賛否両論を歓迎します．そのため，互い
の意見を尊重しつつ，自由闊達に意見を述べ合う姿勢が要求されます．建設的な授業批判・改善案を歓迎します．The lecturer does not force any 
specific opinions for political and economic issues: participants shall respect others opinions. Students are encouraged to participate actively 
through efforts to make class environment as fruitful as possible. Any constructive ideas and opinions for a better class are welcomed.

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

050

020030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AFP World News Report 6 / AFPニュースで見る世界 6，宍戸真・Kevin Murphy・高橋 真理子，成美堂，2022
年
（原則として教員が資料を準備するので、テキストを購入しなくても構いません。）

参考書

ウェブ：以下参照
JETRO: https://www.jetro.go.jp/en
日経Nikkei Asian Review: https://asia.nikkei.com/
APIR: https://www.apir.or.jp/en/research/9096/

9784791972500

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の解説 
Course outlook

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第2回 音声技術:人の声と人工音声
Natural vs Artificial: For AI voice assistance

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第3回 経済事情プレゼン（1） 
Introduction of the country of the origin 1

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第4回 経済事情プレゼン（2） 
Introduction of the country of the origin 2

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

－270－



第5回 感染症:予防対策と経済成長
Disease Prevention vs Economic Growth: Which comes first?

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第6回 経済事情プレゼン（3） 
Introduction of the country of the origin 3

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第7回 経済事情プレゼン（4） 
Introduction of the country of the origin 4

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第8回 教育:課外活動と学習
Extracurricular Activity vs Studying Hard: Discipline for preventing 
crimes

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第9回 経済事情プレゼン（5） 
Introduction of the country of the origin 5

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第10回 経済事情プレゼン（6） 
Introduction of the country of the origin 6

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第11回 貿易:自由と保護
Fair Trade vs Free Trade: What is best for farmers?

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第12回 経済事情プレゼン（7） 
Introduction of the country of the origin 7

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第13回 学生によるプレゼンテーションと質疑応答（１）　
Giving a Presentation and Questions and Answers 1

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第14回 学生によるプレゼンテーションと質疑応答（２）　
Giving a Presentation and Questions and Answers 2

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read  learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第15回 全体総括 Summary ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，試
験に備えてください．
Read through learning materials on the Learning Portal 
for the exam.

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Economic Issues in EnglishⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ グローバル経済の現状と先行き
The current global economic situation and prospects

授業の目的及び概要
本授業では，原則として英語のみを用い，日本（地域）及びグローバル経済に関する基本的知識の習得を図ります．グローバル社会での活躍を目指す
受講生を歓迎します．This course, Economic Issues in English 1, is conducted mainly in English: Japanese who are hoping to study abroad or “to be 
global” are also welcomed. 
実学としての経済学：Economics for practical use：本授業で日本の経済政策に関する基礎の確立を図ります．Students will get basic knowledge of 
Japanese economy.

学修の到達目標
グローバル競争における日本の経済，テクノロジー，文化，社会，企業戦略と諸動向等について，基本的知識を習得すると同時に，プレゼンテーション
スキルに加え，ディベートスキルを学びます．
This course aims to acquaint the students with basic knowledge of Japanese economy, technology, culture, society and corporate strategies in global 
competition. At the same time, this course aims to improve individual presentation skills and debating skills.

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
討議やプレゼンに対し，適宜改善点を指摘します．Students will get guidances for their discussions and presentations on the spot.

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は，受講生の自主性を育むため，機微な政治・経済上の問題について，特定の見解を強要しません．賛否両論を歓迎します．そのため，互い
の意見を尊重しつつ，自由闊達に意見を述べ合う姿勢が要求されます．建設的な授業批判・改善案を歓迎します．The lecturer does not force any 
specific opinions for political and economic issues: participants shall respect others opinions. Students are encouraged to participate actively 
through efforts to make class environment as fruitful as possible. Any constructive ideas and opinions for a better class are welcomed.

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

050

020030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AFP World News Report 6 / AFPニュースで見る世界 6，宍戸真・Kevin Murphy・高橋 真理子，成美堂，2022
年
（原則として教員が資料を準備するので、テキストを購入しなくても構いません。）

参考書

ウェブ：以下参照
JETRO: https://www.jetro.go.jp/en
日経Nikkei Asian Review: https://asia.nikkei.com/
APIR: https://www.apir.or.jp/en/research/9096/

9784791972500

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の解説
Course outlook

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第2回 エネルギー:代替エネルギーと化石燃料
Alternative vs Fossil Energy: Power for the future

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第3回 経済事情プレゼン（1） 
Introduction of the country of the origin 1

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第4回 経済事情プレゼン（2） 
Introduction of the country of the origin 2

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面
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第5回 失業対策:伝統産業と新しい産業
Old vs New Industries: Solving unemployment

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第6回 各国経済事情プレゼン（3）
Student presentation of one country (3)

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第7回 各国経済事情プレゼン（4）
Student presentation of one country (4)

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第8回 料理:伝統とフュージョン
Traditional vs Innovative: Food culture you prefer

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第9回 各国経済事情プレゼン（5）
Student presentation of one country (5)

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第10回 各国経済事情プレゼン（6）
Student presentation of one country (6)

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第11回 温暖化対策:地球温暖化と自然サイクル
Climate Change vs Natural Cycle: Is Earth really warming?

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第12回 経済事情プレゼン（7） 
Introduction of the country of the origin 7

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第13回 学生によるプレゼンテーションと質疑応答（１）　
Giving a Presentation and Questions and Answers 1

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第14回 学生によるプレゼンテーションと質疑応答（2）　
Giving a Presentation and Questions and Answers 2

ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，次
週に備えてください．
Check and read learning materials and websites which 
are introduced at the Learning Portal for the class next 
week.

4時間対面

第15回 全体総括　Summary ラーニング・ポータル上の資料・ウェブサイトで復習し，試
験に備えるてください．
Read through learning materials on the Learning Portal 
for the exam.

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Global Business Communication　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ビジネス英語

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC700点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

0103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法 Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

ISBN9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction : 受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、評価
方法、各種英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
関係詞（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
関係詞（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第4回 課題テスト（３）
比較（１）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第5回 課題テスト（４）
比較（２）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
強調・挿入・同格・倒置・省略・特殊構文
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
助動詞
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
態（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
態（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
進行
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
完了
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
仮定法（１）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
仮定法（２）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
語法
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 課題テスト（14）
総まとめ
課題（15）

・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Global Business Communication　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ビジネス英語

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC700点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

0103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法 Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

ISBN9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction : 受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、評価
方法、各種英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
関係詞（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
関係詞（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第4回 課題テスト（３）
比較（１）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第5回 課題テスト（４）
比較（２）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
強調・挿入・同格・倒置・省略・特殊構文
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
助動詞
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
態（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
態（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
進行
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
完了
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
仮定法（１）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
仮定法（２）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
語法
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 課題テスト（14）
総まとめ
課題（15）

・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Business Economics　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 英語で経済学とビジネスの基礎知識について勉強します。

授業の目的及び概要
この科目の主な目的は、英語で経済学とビジネスの基礎知識について勉強することです。特に、為替レート、利子率、賃金、物価、税金、住宅価格と
いった変数の変動を起こす要因は何か、そして企業、投資家、個人にどのような影響を与えるかについて勉強します。授業で勉強する主なトピックスは
以下の通りです。更に、本学の経済学部が取り組んでいる「実学としての経済学」の内容に関連するGDP、利子率、為替レート、貿易のつながりのメカニ
ズムもBusiness Economicsで、英語で勉強することができます。

学修の到達目標
この授業の学修の主な目標は「経済とビジネス戦略の関係」について英語で考えて、英語で説明できるようになることです。この目標を達成するため
に、授業では以下の力を身につけるようにしたいと思います。
① 経済と企業の経営の関係について英語で考えて、分析できる力
② 経済動向や市場の変化が企業に与える影響について分析ができ、英語で説明できる力
③ 利子率、住宅市場、不動産投資について、英語で話せる力
④ 経済政策が市場や企業に与える影響を予測でき、英語で説明できる力

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時、講義の内容に関する課題を出します。次回講義の際に課題回収の上、解答に対するコメントを通して授業への理解を深めます (2回程度)。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「Business Economics」では英語でマクロ経済の動きとビジネス戦略について勉強するので、特に、「貿易会社に務めたい」、「外資系会社に務めたい」、
「英語圏で留学したい」、「大学院に進学したい」そして、企業の経営・会計に興味がある学生にも是非履修してみてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Business Economics，Andrew Gillespie， Oxford Univ Pr，2013
（原則として教員が資料を配布しますので、テキストを購入しなくても構いません。）

参考書

なし

9780199657995

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Course outlook 予習：「Course outline」を読んで下さい。（1 時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（1 時間）

2時間対面

第2回 Thinking like an economist 予習：「Thinking like an economist」を読んで下さい。（２時
間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第3回 The fundamental economic problems 予習：「The fundamental economic problems」を読んで下
さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第4回 Demand 予習：「Demand」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第5回 Costs and revenues 予習：「Costs and revenues」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第6回 Supply 予習：「Supply」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第7回 Market analysis: shares, currency, and labour market (1) 予習：「Market analysis: shares, currency, and labour 
market (1)」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第8回 Market analysis: shares, currency, and labour market (2) 予習：「Market analysis: shares, currency, and labour 
market (2)」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面
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第9回 Perfect competition, monopoly, and price discrimination 予習：「Perfect competition, monopoly, and price 
discrimination」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第10回 Macroeconomics 予習：「Macroeconomics」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第11回 Government macroeconomic policy 予習：「Government macroeconomic policy」を読んで下さ
い。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第12回 Macroeconomic issues: unemployment and inflation 予習：「Macroeconomic issues: unemployment and 
inflation」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第13回 Macroeconomic issues: growth and balance of payments 予習：「Macroeconomic issues: growth and balance of 
payments」を読んで下さい。（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）

4時間対面

第14回 International business and trade 予習：「International business and trade」を読んで下さい。
（２時間）
復習：授業で学習した内容を復習してくだい。（２時間）
          最終レポートを準備してください。（1時間）

5時間対面

第15回 まとめ 予習：配布資料を確認してください。（1時間）
復習：授業全体を復習してください。（２時間）
        　最終レポートを準備してください。（2時間）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Japanese Economy　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 英語で日本経済の現状と将来の見通しについて勉強します。

授業の目的及び概要
英語で日本経済の現状と将来の見通しについて勉強します。具体的には、日本経済の基本的なデータを分析しながら、生産構造の変化、技術進歩、労
働力動向の特徴を学修します。また、パンデミックの経済への影響、少子高齢化、エネルギー源の輸入依存、国債の拡大といった問題について解説す
るとともに、これらの諸問題を解決するための政策について、教員と履修生が英語で討議をし、理解を深めます。この科目は、国際経済コースを選択し
た学生に求められる日本経済と世界経済の関係を分析する能力、そして英語運用能力を修得するための科目です。
実学としての経済学の関係：
この授業を受講することにより、現実の日本経済の現象を理解できる力を身につけることを目的とします。

学修の到達目標
この授業の学修の主な目標は以下の通りです。

1. 日本経済や世界経済のデータを英語で読んで、分析できる力を高めます。
2. 日本経済の現状について英語で考えて、英語で説明できる力を高めます。
3. 日本経済の将来の見通しについて英語で考えて、英語で話せる力を高めます。
4. 英語でコミュニケーションできる力を高めます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時、講義の内容に関する課題を出します。次回講義の際に課題回収の上、解答に対するコメントを通して授業への理解を深める (2回程度)。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「Japanese Economy」では英語で日本の経済と世界経済の貿易や海外投資について勉強するため、特に、貿易・外資系・観光会社で働きたい、あるい
は、大学院に進学したいと思っている学生にも是非履修してみてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

① The Japanese Economy (second edition)，Takatoshi Ito・Takeo Hoshi，The MIT Press，2020
②Principles of Economics，Greg Mankiw，South-Western Pub，2020
③The Japanese Economy (3rd Edition)，David Flath，Oxford University Press，2017

なし

① 9780262538244
② 9781305585126
③ 9780198702405

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 【予習】講義運営方法のガイダンス（1時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（1時間程
度）

2時間対面

第2回 日本のマクロ経済パフォーマンス 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第3回 需要、供給、均衡とは何か (1) 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第4回 需要、供給、均衡とは何か (2) 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第5回 日本の労働市場の特徴と動向(1) 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第6回 日本の労働市場の特徴と動向(2) 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面
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第7回 マネーとファイナンス(1) 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第8回 マネーとファイナンス(2) 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第9回 バブルとバランスシートの問題 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第10回 日本の財政、税金 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第11回 日本企業の特徴と産業政策 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第12回 日本の人口と社会保障 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第13回 日本の貿易 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第14回 外国為替市場 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】授業全体の復習を始めてください。（3時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（3時間程
度）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公共経済学Ⅰ＜厚生経済学＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34前川　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 厚生経済学について学びます

授業の目的及び概要
この科目では，厚生経済学の基礎について学修します。厚生経済学は経済学の考え方を使って、「社会にとって何が善いのか」を考えていく分野です。
本講義では主に公正な配分や、それをどうやって決めていくのか、ということを解説していきます。通常の経済学が「効率性」を目的とするのに対して、
厚生経済学では「公平性」を追求していくことになります。
経済格差など、「実学としての経済学」に関連した現代の問題をより原理的に深く考えたい人におすすめです。

学修の到達目標
厚生経済学の基本的な考え方を学び、様々な問題に応用できるようになることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅱ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストについては、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

選好や均衡など、ミクロ経済学の基礎的な考え方を利用し、公平性の理論を勉強します。
微分を使用しますので自信のない方は事前に勉強しておいてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

004020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①公共経済学(第２版)，小川光・西森晃，中央経済社，2021年

参考書

①ミクロ経済学，芦谷政浩，有斐閣，2009年，

①ISBN：978-4502411717

①ISBN：978-4641163508

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要 【予習】事前にシラバスによく目を通し，厚生経済学につい
て考えてみましょう（２時間程度）
【復習】シラバスを読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第2回 選好 【予習】「選好」に関する配布資料・テキストの該当部分を
事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「選好」に関する配布資料・テキストの該当部分を
読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間程
度）

4時間対面

第3回 効用 【予習】「効用」に関する配布資料・テキストの該当部分を
事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「効用」に関する配布資料・テキストの該当部分を
読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間程
度）

4時間対面

第4回 無差別曲線 【予習】「無差別曲線」に関する配布資料を事前に読んで
おいてください。（２時間程度）
【復習】「無差別曲線」に関する配布資料を読み直し，講義
で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第5回 効用最大化問題 【予習】「効用最大化問題」に関する配布資料を事前に読
んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「効用最大化問題」に関する配布資料を読み直し，
講義で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面
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第6回 効用最大化問題の続き、小テスト① 【予習】これまでの配布資料・テキストの該当部分を読ん
で復習しておいてください。（２時間程度）
【復習】これまでの配布資料を読み直し，講義で得た知識
を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第7回 小テスト①解説、市場均衡理論① 【予習】「市場均衡理論①」に関する配布資料を事前に読
んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「市場均衡理論①」に関する配布資料を読み直し，
講義で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第8回 市場均衡理論② 【予習】「市場均衡理論②」に関する配布資料・テキストの
該当部分を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「市場均衡理論②」に関する配布資料・テキストの
該当部分を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。（２時間程度）

4時間対面

第9回 エッジワースボックスと契約曲線 【予習】「エッジワースボックスと契約曲線」に関する配布
資料・テキストの該当部分を事前に読んでおいてくださ
い。（２時間程度）
【復習】「エッジワースボックスと契約曲線」に関する配布
資料・テキストの該当部分を読み直し，講義で得た知識を
確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第10回 厚生経済学の第１定理 【予習】「厚生経済学の第１定理」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んでおいてください。（２時間程
度）
【復習】「厚生経済学の第１定理」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第11回 社会的厚生関数 【予習】「社会的厚生関数」に関する配布資料配布資料・
テキストの該当部分を事前に読んでおいてください。（２時
間程度）
【復習】「社会的厚生関数」に関する配布資料を読み直し，
講義で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第12回 社会的厚生関数のつづき、小テスト② 【予習】これまでの配布資料・テキストの該当部分を読ん
で復習しておいてください。（２時間程度）
【復習】これまでの配布資料を読み直し，講義で得た知識
を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第13回 社会選択 【予習】「社会選択」に関する配布資料を事前に読んでお
いてください。（２時間程度）
【復習】「社会選択」の経済学」に関する配布資料を読み直
し，講義で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第14回 アローの不可能性定理 【予習】「アローの不可能性定理」に関する配布資料を事
前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「アローの不可能性定理」に関する配布資料を読
み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間程
度）

4時間対面

第15回 定期試験対策として問題を解きます 【予習】これまでの授業回の配布資料を事前に読んでおい
てください。（２時間程度）
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し，講義で
得た知識を総復習してください。（２時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公共経済学Ⅱ＜公共経済論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34前川　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 公共部門の経済学

授業の目的及び概要
この科目では，公共部門の経済学の役割について学修します。初めに，市場がもつ機能と政府の役割について学びます。その後，公共財について学
び，なぜ政府の介入が必要かについて学びます。また，租税やそれに伴う影響と，年金の制度について学びます。これらの授業を通じて，経済学的視
点から現実の経済で行われている政策や社会問題が発生する要因を理解できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
ミクロ経済学を基礎として，外部効果や自然独占、さらに政府が果たす役割を説明することができるようになります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅱ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義はテキストに則って進めますので、講義前・講義後にテキストを読むことを強く推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①公共経済学(第２版)，小川光・西森晃，中央経済社，2021年

参考書

①ミクロ経済学，芦谷政浩，有斐閣，2009年

①ISBN：978-4502411717

①ISBN：978-4641163508

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要 【予習】事前にシラバスによく目を通し，公共経済学につい
て考えてみましょう（２時間程度）。【復習】シラバスを読み
直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第2回 需要曲線と消費者余剰 【予習】「需要曲線と消費者余剰」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んでおいてください。（２時間程
度）
【復習】「需要曲線と消費者余剰」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第3回 供給曲線と生産者余剰 【予習】「供給曲線と生産者余剰」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んでおいてください。（２時間程
度）
【復習】「供給曲線と生産者余剰」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第4回 市場均衡と総余剰 【予習】「市場の均衡」に関する配布資料・テキストの該当
部分を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「市場の均衡」に関する配布資料・テキストの該当
部分を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２
時間程度）

4時間対面

第5回 外部効果 【予習】「外部効果」に関する配布資料・テキストの該当部
分を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「外部効果」に関する配布資料・テキストの該当部
分を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時
間程度）

4時間対面

－284－



第6回 ピグー税 【予習】「ピグー税」に関する配布資料・テキストの該当部
分を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「ピグー税」に関する配布資料・テキストの該当部
分を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時
間程度）

4時間対面

第7回 コースの定理 【予習】「コースの定理」に関する配布資料・テキストの該
当部分を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「コースの定理」に関する配布資料・テキストの該
当部分を読み直し，講義で得た知識を確認してください。
（２時間程度）

4時間対面

第8回 中間テスト 【予習】これまでの配布資料・テキストの該当部分を事前
に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】これまでの配布資料・テキストの該当部分を読み
直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第9回 中間テストの解説 【予習】これまでの配布資料を事前に読んでおいてくださ
い。（２時間程度）
【復習】これまでの配布資料を読み直し，講義で得た知識
を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第10回 独占市場 【予習】「独占市場」に関する配布資料・テキストの該当部
分を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「独占市場」に関する配布資料・テキストの該当部
分を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時
間程度）

4時間対面

第11回 規模の経済 【予習】「規模の経済」に関する配布資料・テキストの該当
部分を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「規模の経済」に関する配布資料・テキストの該当
部分を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２
時間程度）

4時間対面

第12回 自然独占と価格規制① 【予習】「自然独占と価格規制①」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んでおいてください。（２時間程
度）
【復習】「自然独占と価格規制①」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第13回 自然独占と価格規制② 【予習】「自然独占と価格規制②」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んでおいてください。（２時間程
度）
【復習】「自然独占と価格規制②」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第14回 公平性 【予習】「公平性」に関する配布資料・テキストの該当部分
を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「公平性」に関する配布資料・テキストの該当部分
を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間
程度）

4時間対面

第15回 定期試験対策として問題を解きます 【予習】これまでの授業回の配布資料・テキストを事前に
読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】これまでの授業回の配布資料・テキストを読み直
し，講義で得た知識を総復習してください。（２時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 計量経済学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234加藤　路子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済統計データを利用した計量分析

授業の目的及び概要
この授業は、受講生が経済データを利用した統計的分析を行うことができるようになることを目標としています。
経済データを扱う統計的手法にはさまざまなものがありますが、その中から回帰分析を中心に講義します。
はじめに経済統計データの扱い方などデータ分析の基礎的事項について実際のデータに触れながら学んだ後に、２つの経済データの関係性を捉える
単純回帰分析、3つ以上の経済データの関係性を捉える重回帰分析へと進んでいきます。

学修の到達目標
経済データを正しく読み取り、利活用できるようになることを学修の到達目標としています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に実施する小テストは、授業支援システム(Learning Portal)に解答と講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業では主にエクセルを利用した演算を行いますから、エクセルの操作（簡単な演算や作表・作図）に関する基礎的素養が必須です。
したがってITリテラシー等の関連科目を修得済みであることが望まれます。
また事前に数学、統計学、あるいは、それに関連する科目を修得していると、授業を理解しやすくなります。
実際のデータを使った演習を通じて、さまざまな分析手法を利活用できるようになります。
単に知識を暗記するのではなく、計量経済学的な見方・考え方をしっかり身に着けましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

004020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 44の例題で学ぶ計量経済学, 唐渡広志, オーム社, 2013年

参考書

参考書は随時紹介します

① 978427406931

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【経済データの扱い方１】
経済データの分類と、経済データの変化を知るための加工について解
説した後、テキスト掲載のデータを使って演習に取り組みます。

事前にテキストpp.1-4, pp.8-15を読んで疑問点をまとめて
おきましょう。また経済データの変化を知るための加工に
ついて理解するには指数、対数の知識が必要なので、特
に高校数学でこれらの知識を得ていない場合は事前の予
習が大切になります。
講義後は、指定された章末問題に取り組んで知識の定着
を図ってください。

4時間対面

第2回 【経済データの扱い方２】
名目の実質化、指数データ、デフレータ、GDPの分解といったマクロ
データの扱いについて解説した後、テキスト掲載のデータを使ってエク
セルを利用した演習に取り組みます。
Excel の操作に慣れていない人は、ここでしっかりと学んでください。

事前にテキストのpp.15-22を読んで疑問点をまとめておき
ましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間オンデマンド

第3回 【質的データの整理】
質的データを整理して読み解く方法を学びます。

事前にテキストのpp.4-7を読んで疑問点をまとめておきま
しょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第4回 【量的データの整理】
量的データを整理して読み解く方法を学びます。

事前にテキストのpp.36-38を読んで疑問点をまとめておき
ましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面
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第5回 【不平等の分析】
ローレンツ曲線とジニ係数について解説します。

事前にテキストのpp.39-44を読んで疑問点をまとめておき
ましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第6回 【記述統計量の基礎１】
母集団と標本、標本平均と標本周りの偏差、データの散らばりを示す代
表値、データの変換と標準化について解説します。

事前にテキストのpp.44-56を読んで疑問点をまとめておき
ましょう。
またテキストpp.64-78を読んで、和記号のルールを知って
おきましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第7回 【記述統計量の基礎２】
２つの量的データの関係性を表す指標について学びます。

事前にテキストのpp.56-63を読んで疑問点をまとめておき
ましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第8回 【単純回帰分析】
２つの変数の因果関係を分析する、単純回帰分析と呼ぶ統計手法の
基本を学びます。

事前にテキストのp.94-105を読んで疑問点をまとめておき
ましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第9回 【多重回帰分析】
３つ以上のデータの因果関係を分析する、重回帰分析と呼ぶ統計手法
の基本を学びます。

事前にテキストのpp.126-135を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第10回 【非線形の回帰分析１】
多項式モデル、逆数の説明変数モデルについて解説します。

事前にテキストのpp.125-126, pp.141-142を読んで疑問点
をまとめておきましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第11回 【非線形の回帰分析２】
両側対数モデル、半対数モデル、ロジットモデルについて解説します。

事前にテキストのpp.114-125を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第12回 【確率論の基礎】
確率変数、確率分布という概念について解説した後、代表的な確率分
布として正規分布とｔ分布を紹介します。

事前にテキストのpp.296-301を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第13回 【回帰パラメータの区間推定】
標本変動、回帰パラメータの区間推定について学びます。

事前にテキストのpp.164-167を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第14回 【回帰パラメータのｔ検定】
回帰係数の仮説検定について学びます。

事前にテキストのpp.167-188を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第15回 【回帰パラメータのF検定】
複数の回帰パラメータを同時に検定するF検定について解説します。

事前にテキストのpp.189-197を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 計量経済学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234加藤　路子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 経済統計データを利用した計量分析

授業の目的及び概要
この授業は、受講生が経済データを利用した統計的分析を行うことができるようになることを目標としています。
はじめに計量経済学Ⅰで学んだ回帰分析について基礎的事項を復習します。続いて回帰モデルの「古典的仮定」について学び、仮定が満たされない時
に生じる問題と、対処方法について学んでいきます。
受講生が回帰分析を用いた実証研究に取り組めるようになることが本講義における最大の目標です。

学修の到達目標
経済データを正しく読み取り、利活用できるようになることを学修の到達目標としています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「計量経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に実施する小テストは、授業支援システム(Learning Portal)に解答と講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業ではエクセルのほかに統計解析のための専門ソフトウェア（gretlやR）を使用します。専門ソフトの操作については随時解説します。ひとつずつ
確実に覚えてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

004020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 44の例題で学ぶ計量経済学, 唐渡広志, オーム社, 2013年

参考書

随時、紹介します

① 9784274069314

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【導入】
回帰分析の流れと分析のポイントを再確認します。またgretlの操作に
ついて学びます。

テキスト3章・4章を読んで、疑問点をまとめておいてくださ
い。
gretlをダウンロードして保存する記憶メディアを準備してお
く必要があります。
講義終了後は指定した課題に取り組んで知識の定着を
図ってください。

4時間対面

第2回 【非線形式の回帰分析】
両側対数モデル、半対数モデル、ロジスティック関数モデルについて解
説します。

事前にテキストのpp.114-125を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第3回 【ダミー変数１】
異常値に対するダミー変数について解説します。

事前にテキストのpp.225-231を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第4回 【ダミー変数２】
グループに対するダミー変数について解説します。

事前にテキストのpp.234-238を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第5回 【ダミー変数３】
ダミー変数と多重共線性の問題、および、定数項ダミーと係数ダミーに
ついて解説します。

事前にテキストのpp.231-234, 238-241を読んで疑問点を
まとめておきましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面
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第6回 【古典的仮定・多重共線性】
OLS推定量が望ましい性質を持つ条件（古典的仮定）について解説しま
す。
また誤った多重共線性が発生している場合に生じる問題と、問題の発
見する方法、および、対処方法について解説します。

テキストp.267-279, 318-320を読んでおくこと。
授業後は、与えられた課題に取り組むこと。

4時間対面

第7回 【定式化の誤り】
古典的仮定が満たされないケースの中から、過剰定式化と過少定式化
の問題について解説します。

テキストp.313-318を読んでおくこと。
授業後は、与えられた課題に取り組むこと。

4時間対面

第8回 【分散不均一】
古典的仮定が満たされないケースの中から、分散不均一の問題を解説
します。

テキストp.328-331を読んでおくこと。
授業後は、与えられた課題に取り組むこと。

4時間対面

第9回 【内生変数】
古典的仮定が満たされないケースとして、内生性の問題について解説
します。

事前にテキストのp.291-294, 320-323を読んで疑問点をま
とめておきましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第10回 【連立方程式モデル１】
経済変数の間の複雑な相互依存関係を、複数個の方程式で表した連
立方程式モデルを取り上げます。単純な需要と供給のモデルを例に、
同次方程式モデルにOLSを適用した場合の問題点を解説します。

事前にテキストのp.323-326を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第11回 【連立方程式モデル２】
経済変数の間の複雑な相互依存関係を、複数個の方程式で表した連
立方程式モデルを取り上げます。連立方程式を推計する方法として、間
接最小二乗法と、操作変数法について説明したのち、実際のデータを
利用した演習に取り組みます。

事前にテキストのp.323-326を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第12回 【時系列データ】
四半期ダミー、時間ダミーと、時間効果の推定について解説します。

事前にテキストのp.241-247を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第13回 【系列相関】
時系列データを扱うときに生じる系列相関の問題を取り上げます。

事前にテキストのp.335-341を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第14回 【パネルデータ】
パネルデータを利用して、固定効果を検出する方法を解説します。

事前にテキストのp.247-254を読んで疑問点をまとめてお
きましょう。
講義後は、指定された章末課題等に取り組んで知識の定
着を図ってください。

4時間対面

第15回 【総括】
これまでの講義を振り返り、ポイントを解説します。

テキスト5章・6章・7章を読んで、疑問点をまとめておいてく
ださい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済成長論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34田中　征史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 経済成長の要因、経済成長モデル

授業の目的及び概要
経済成長論とはマクロ経済学の代表的な分野の一つです。皆さんはマクロ経済学の授業で、１年間に生産できる財・サービスの量がGDPだと学んだは
ずです。経済成長とはGDPの成長（GDPが前年に比べてどれだけ増加したか）を意味する言葉です。この経済成長論という科目では、5年や10年、場合
によってはそれよりも長い歳月を対象に、経済成長がどういった要因によって引き起こされるのかを学びます。
この授業の前半部分では、まずは経済成長の要因を理解してもらいます。後半では、ソローモデルと呼ばれる最も基本的な経済成長モデルを紹介しま
す。ソローモデルは学部のマクロ経済学のトピックとしては難易度が高いものになりますので、モデルの具体的な説明に入る前に、マクロ経済学の基礎
を復習します。

学修の到達目標
① 経済成長の要因を理解できること
② 経済成長理論を学ぶための前提知識となるマクロ経済学の基礎を定着させられること
③ 経済成長モデルであるソローモデルの分析手法を学び、経済成長のメカニズムを理論的に理解できるようになること

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された小テストを採点してコメントを加えて返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経済成長理論とはマクロ経済学の理論をベースに構築されるものです。受講生にはこの科目を履修登録する段階で、マクロ経済学Ⅰ・Ⅱの単位が取得
できていることを求めます。同様に、経済学の基礎でもあるミクロ経済学Ⅰ・Ⅱも既に受講していることが望ましいです。
また、この科目では、授業の後半部分でソローモデルと呼ばれる経済成長モデルを解説していきます。このモデルでは数式が登場しますので、受講生
にはある程度の数学力があることが望ましいです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

本科目では特定のテキストを指定することはありません。
経済成長についてより深く学べる教材を読みたいという場合は、参考書欄に記載の書籍を参照してください。

参考書

「経済成長」
デイヴィッド・N. ワイル (著), 早見 弘 (翻訳), 早見 均 (翻訳), 2010/11/1 
ISBN-10: 4864010013
ISBN-13: 978-4864010016

本科目では特定のテキストを
指定することはありません。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【概要】
・授業ガイダンス
・経済成長論を学ぶ上で知っておくべき事実

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第2回 【経済成長の歴史】
・日本の戦後の経済成長
・欧米先進諸国の経済成長
・アジア発展途上国の経済成長
・アフリカの低開発

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第3回 【経済成長の要因１】
・物的資本
・人口成長

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第4回 【経済成長の要因２】
・将来人口
・人的資本

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第5回 【生産性１】
・生産性とは？
・生産性をどのように測るか
・技術革新と生産性の向上

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第6回 【生産性２】
・生産性と効率との関係
・開放経済の成長

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド
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第7回 【経済成長の要因３】
・政府
・所得不平等
・文化

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第8回 【経済成長の要因４】
・地理
・気候
・天然資源

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第9回 【マクロ経済学の復習】
・マクロ経済における家計と企業の役割
・ストックとフロー
・生産面から見たGDP

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第10回 【マクロ経済学の復習】
・支出面から見たGDP
・分配面から見たGDP
・一人当たりGDP

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第11回 【ソローモデル】
・コブ・ダグラス型生産関数
・規模に関して収穫一定
・技術進歩と全要素生産性

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第12回 【ソローモデル】
・物的資本の蓄積
・資本の減耗
・消費と貯蓄、貯蓄率

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第13回 【ソローモデル】
・ソローモデルの定差方程式
・動学モデルの均衡概念

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第14回 【ソローモデル】
・均衡までの移行過程
・人口成長率の経済成長への影響
・貯蓄率の経済成長への影響

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド

第15回 【まとめ】
・レポートの解説
・これまでの授業のまとめ
・期末試験に向けて

事前に講義資料をLearning Portalにアップロードするの
で、その講義資料を予習しすること。また、授業後には確
認小テストに向けて授業内容を復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済数学Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234前川　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 一変数関数の微分法とその経済学への応用

授業の目的及び概要
本科目では，経済学で必要となる数学について学修します。一変数の方程式の2次元平面上での幾何的な解釈を理解し、数式の意味をグラフを通して
理解する方法を学びます。
関数の概念を導入し、独立変数の変化に従って従属変数がどのように変化するかという視点から、経済学にあらわれるいろいろな量の間の関係が、グ
ラフを使って明解に表現されることを理解し、
一変数関数の微分法を学び、経済学にあらわれるいろいろな量の最大・最小、また最適化などについての手法を身につけることを目標とします。
経済学基礎・ミクロ経済学Ⅰに必須の数学的な知識を身に着けることができるため、「実学としての経済学」を学ぶ重要なステップです。

この経済数学Iと経済数学IIは連続した科目として設定されており、この2つを履修することで最終的に経済学で扱われる効用最大化や費用最小化と
いった数学的な問題を解くことができるようになります。したがって、将来大学院等で経済学を学び高度の専門性が求められる職業を目指す者など数学
的な知識が必要になる学生は、経済数学Iと経済数学IIの両方を履修することが強く望まれます。

この経済数学Iでは一変数関数の微分を取り扱い、続く経済数学II（そこでは多変数関数の微分を扱う）の学修のための準備をします。
高校で習得する数学I程度の数式処理能力（方程式が解ける、因数分解ができる、平方完成ができるなど）や、本学での数的処理IA・IBの単位修得可
能なレベルを前提とします。特に微分についての知識は(この講義で学ぶため)要求しませんが、事前に学習しておくことをお勧めします。

学修の到達目標
一変数関数の微分法を習得してそれを経済学に応用し、一変数関数のグラフのある点のまわりでの振る舞いがわかり、極大・極小（最大・最小）の判定
ができ、グラフの概形を描くことができるようになることを目指します。
あわせて、つづく経済数学IIにおいて多変数関数の微分（偏微分）を学修するために必要な知識・技術を習得し、偏微分の学修への準備をします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
高校で習得する数学I程度の数式処理能力（方程式が解ける、因数分解ができる、平方完成ができるなど）を前提とする。特に微分についての知識は仮
定しない。（この講義で初歩から学修する。）

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験の内容について，講義中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義はテキストに則って進めますので、講義前・講義後にテキストを読むことを強く推奨します。
毎回練習問題を解きますので、数学の地力をつけることができます。

本講義に向いていると思われる学生像
・高校では数学が苦手になったが、中学までは得意だった学生
・高校では理系クラスに属していた学生
・数学が得意もしくは好きな学生
・大学院への進学を考慮している学生

なお、授業では前述した通り、高校で習得する数学I程度の数式処理能力（方程式が解ける、因数分解ができる、平方完成ができるなど）や、本学での
数的処理IA・IBの単位修得可能なレベルを前提としますので、自信がない人は事前に復習しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

2002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①改訂版 経済学で出る数学: 高校数学からきちんと攻める，尾山大輔・安田洋祐，日本評論社，2013年
テキストの内容を資料としてまとめて使用するため、毎回持ってくる必要はありませんが、必要に応じて指定し
たページの問題を解かせることがあります。

参考書

①経済学のための数学入門, 浦井憲, 神谷和也, 東京大学出版, 2019年, ISBN: 978-4130091350　
②現代経済学の数学基礎［第４版］（上），A.C.チャン、K.ウエインライト，CAP出版，2020年，ISBN： 978-
4779160042
③現代経済学の数学基礎［第４版］（下），A.C.チャン、K.ウエインライト，CAP出版，2020年，ISBN： 978-
4779160059

①ISBN：978-4535556591

①ISBN：978-4130091350　
②ISBN： 978-4779160042
③ISBN： 978-4779160059

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要 【予習】事前にシラバスによく目を通し，高校数学Ⅰ程度
の数式の処理問題（方程式が解ける，因数分解ができ
る，平方完成ができるなど）を復習してください。（２時間程
度）
【復習】シラバスを読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第2回 １次関数：関数と変数、グラフ 【予習】「関数と変数，グラフ」に関する配布資料・テキスト
の該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「関数と変数，グラフ」に関する配布資料を読み直
し，テキストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第3回 １次関数：連立方程式と市場均衡 【予習】「連立方程式と市場均衡」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程
度）
【復習】「連立方程式と市場均衡」に関する配布資料を読
み直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時間程
度）

4時間対面

第4回 １次関数：連立方程式と余剰分析 【予習】「連立方程式と余剰分析」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程
度）
【復習】「連立方程式と余剰分析」に関する配布資料を読
み直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時間程
度）

4時間対面

第5回 ２次関数 【予習】「２次関数」に関する配布資料・テキストの該当部
分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）。
【復習】「２次関数」に関する配布資料を読み直し，テキスト
の指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第6回 ２次関数：平方完成と利潤最大化問題 【予習】「平方完成と利潤最大化問題」に関する配布資料・
テキストの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時
間程度）
【復習】「平方完成と利潤最大化問題」に関する配布資料
を読み直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時
間程度）

4時間対面

第7回 １次関数・２次関数の確認問題を解きます 【予習】これまでの配布資料・テキストの該当部分を事前
に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】これまでの配布資料を読み直し，テキストの指定
問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第8回 指数・対数① 【予習】「指数・対数」に関する配布資料・テキストの該当
部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「指数・対数」に関する配布資料を読み直し，テキ
ストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第9回 指数・対数② 【予習】「指数・対数」に関する配布資料・テキストの該当
部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「指数・対数」に関する配布資料を読み直し，テキ
ストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第10回 中間テスト 【予習】これまでの配布資料と指定問題について確認を
し，自らの手で解けるようにしておいてください。（２時間程
度）
【復習】試験で解けなかった部分について解けるように手
を動かして理解をしてください。（２時間程度）

4時間対面

第11回 １変数の微分 【予習】「１変数の微分」に関する配布資料・テキストの該
当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「１変数の微分」に関する配布資料を読み直し，テ
キストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第12回 微分演算の性質 【予習】「微分演算の性質」に関する配布資料・テキストの
該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「微分演算の性質」に関する配布資料を読み直し，
テキストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第13回 関数の増減と最大・最小 【予習】「関数の増減と最大・最小」に関する配布資料・テ
キストの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間
程度）
【復習】「関数の増減と最大・最小」に関する配布資料を読
み直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時間程
度）

4時間対面

第14回 利潤最大化問題と供給関数 【予習】「利潤最大化問題と供給関数」に関する配布資料・
テキストの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時
間程度）
【復習】「利潤最大化問題と供給関数」に関する配布資料
を読み直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時
間程度）

4時間対面

第15回 定期試験対策として、これまでの講義のまとめ問題を解きます 【予習】これまでの授業回の配布資料・テキストの該当部
分を確認し，振り返りを行ってください。（２時間程度）
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し，講義で
解けなった問題を復習してください。（２時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済数学Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234前川　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 多変数関数の微分法、確率や積分など、経済学で使用する数学を学びます

授業の目的及び概要
本科目では，経済学で必要となる数学について学びます。一変数関数の微分について簡単に復習したあと、多変数関数の微分、条件付き極値問題を
解くスキルをひととおり身につけ、経済学の世界でどのように応用されているかを、効用最大化問題や費用最小化問題などの最適化問題を解くことで学
修します。
そのため、「実学としての経済学」を学ぶ重要なステップとなります。
講義の後半では確率とリスク、積分といった分野も解説します。

経済数学Iとこの経済数学IIは連続した科目として設定されており、この2つを履修することで最終的に経済学で扱われる効用最大化や費用最小化など
のいわゆる多変数関数の極値問題が解けるようになることを目標としています。
したがって、将来大学院等で経済学を学び高度の専門性が求められる職業を目指す者など数学的な知識が必要になる学生は、経済数学Iと経済数学II
の両方を履修することを強く推奨します。

学修の到達目標
多変数関数の偏微分・条件付き極値問題について学修し、効用最大化問題や費用最小化問題といった経済学における最適化問題を解けるようになる
ことを目標とします。
また、確率や積分など、より応用的な分野の経済学で使用する数学も理解できるようになることを目指します。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「経済数学I」を履修しすでに単位を取得していることが望ましい。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストの内容について，講義中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この講義は経済数学Ⅰ(1変数の微分)の知識を前提として進めますので、微分を知らない・忘れている方は秋学期の経済数学Ⅰを受講してから履修し
てください。
講義はテキストに則って進めますので、講義前・講義後にテキストを読むことを強く推奨します。
また，解けない問題についても繰り返し手を動かして解いてみるようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

2002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①改訂版 経済学で出る数学: 高校数学からきちんと攻める，尾山大輔・安田洋祐，日本評論社，2013年

参考書

①経済学のための数学入門, 浦井憲, 神谷和也, 東京大学出版, 2019年
②現代経済学の数学基礎［第４版］（上），A.C.チャン、K.ウエインライト，CAP出版，2020年
③現代経済学の数学基礎［第４版］（下），A.C.チャン、K.ウエインライト，CAP出版，2020年

①ISBN：978-4535556591

①ISBN： 978-4130091350　
②ISBN： 978-4779160042
③ISBN： 978-4779160059

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要 【予習】事前にシラバスによく目を通し，経済数学Ⅰ程度
の復習してください。（２時間程度）。
【復習】シラバスを読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第2回 1変数の微分① 【予習】「1変数の微分①」に関する配布資料・テキストの
該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「1変数の微分①」に関する配布資料を読み直し，
テキストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第3回 1変数の微分② 【予習】「1変数の微分②」に関する配布資料・テキストの
該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「1変数の微分②」に関する配布資料を読み直し，
テキストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第4回 ベクトル① 【予習】「ベクトル①」に関する配布資料・テキストの該当部
分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「ベクトル①」に関する配布資料を読み直し，テキ
ストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面
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第5回 ベクトル② 【予習】「ベクトル②」に関する配布資料・テキストの該当部
分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「ベクトル②」に関する配布資料を読み直し，テキ
ストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第6回 多変数関数の微分① 【予習】「多変数関数の微分①」に関する配布資料・テキス
トの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程
度）
【復習】「多変数関数の微分①」に関する配布資料を読み
直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第7回 多変数関数の微分② 【予習】「多変数関数の微分②」に関する配布資料・テキス
トの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程
度）
【復習】「多変数関数の微分②」に関する配布資料を読み
直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第8回 多変数関数の微分の確認問題を解きます 予習】「多変数関数の微分①②」に関する配布資料・テキ
ストの該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程
度）
【復習】「多変数関数の微分①②」に関する配布資料を読
み直し，テキストの指定問題を解いてください。（２時間程
度）

4時間対面

第9回 中間テスト 【予習】これまでの配布資料と指定問題について確認を
し，自らの手で解けるようにしておいてください。（２時間程
度）
【復習】試験で解けなかった部分について解けるように手
を動かして理解をしてください。（２時間程度）

4時間対面

第10回 最適化問題① 【予習】「最適化問題①」に関する配布資料・テキストの該
当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「最適化問題①」に関する配布資料を読み直し，テ
キストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第11回 最適化問題② 【予習】「最適化問題②」に関する配布資料・テキストの該
当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「最適化問題②」に関する配布資料を読み直し，テ
キストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第12回 最適化問題の確認問題を解きます 【予習】「最適化問題①②」に関する配布資料・テキストの
該当部分を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「最適化問題①②」に関する配布資料を読み直し，
テキストの指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第13回 積分① 【予習】「積分①」に関する配布資料・テキストの該当部分
を事前に読んで解いてください。（２時間程度）
【復習】「積分①」に関する配布資料を読み直し，テキスト
の指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第14回 積分② 【予習】「積分②」に関する配布資料を事前に読んで解い
てください。（２時間程度）
【復習】「積分②」に関する配布資料を読み直し，テキスト
の指定問題を解いてください。（２時間程度）

4時間対面

第15回 定期試験対策として問題を解きます 【予習】これまでの授業回の配布資料を確認し，振り返り
を行ってください。（２時間程度）
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し，講義で
得た知識を総復習してください。（２時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済史Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234脇村　孝平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済史入門－経済とは何かを歴史から学ぶ

授業の目的及び概要
経済学で使われる基本的なキーワードを、様々な歴史的事例を学ぶなかで理解し自分のものにすることが目標となる。具体的には、主に西洋（ヨーロッ
パ）経済史の諸事例と著名な経済学者が残した言葉を学びつつ、経済学の基本的な概念を理解することが目標となる。
なお、適宜「実学としての経済学」という学修も考慮に入れた講義を行う。本経済学部において「実学としての経済学」の学修とは、具体的にはＧＤＰ・為
替レート・金利などの経済諸指標の連関を理解しつつ、経済諸指標が互いに連動するマクロ経済学的な連関性を学ぶことを意味する

学修の到達目標
「市場」、「貨幣」、「資本主義」、「産業革命」、「社会主義」、「企業」、「政府」、「所得分配」、「グローバル経済」などの基本的な経済学の概念を、歴史的
事例を使いつつ、他者に説明できることようなること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストを数回、実施した後、その解答例を詳しく説明する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本講義では、経済学の基本的な概念を理解してもらうために、歴史的事例をツール（道具）として使うことを心がけるので、「経済学入門」のような科目だ
と思って履修してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0730

001215

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 序論－経済史をなぜ学ぶ必要があるのか？ 【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第2回 「市場」とは何か？ 【予習】資料「アダム・スミスの分業論」を予習しておいてく
ださい。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）とを復習してお
いてください。

4時間対面

第3回 「貨幣」の登場－物々交換の困難 【予習】資料「カール・メンガーの貨幣論」を予習しておいて
ください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第4回 「資本主義」とは何か？ 【予習】資料「世界システム論」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第5回 「市場社会」の出現－労働・土地・資本の商品化 【予習】資料「労働・土地・貨幣の商品化」を予習しておい
てください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第6回 「産業革命」とは何か？－化石エネルギーの利用 【予習】資料「E・A・リグリィの産業革命論」を予習しておい
てください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面
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第7回 「所得分配」をかんがえる－「資本主義」再考 【予習】資料「トマ・ピケティの格差論」を予習しておいてく
ださい。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第8回 「社会主義」－なぜ成功しなかったのか？ 【予習】資料「フリードリッヒ・ハイエクの知識論」を予習して
おいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第9回 「企業」とは何か－経営管理と革新 【予習】資料「ロナルド・コースの企業論」を予習しておいて
ください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第10回 大企業の出現－「株式会社」制度について 【予習】資料「Ａ．Ａ．バーリとＧ．Ｃ．ミーンズの株式会社
論」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第11回 大恐慌と「政府の役割」－不確実性と流動性 【予習】資料「Ｊ・M・ケインズの貨幣論」を予習しておいてく
ださい。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第12回 大恐慌と「政府の役割」（その２）－金融政策 【予習】資料「ミルトン・フリードマンの大恐慌論」を予習し
ておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第13回 グローバル経済（その１）－貿易
復習篇①：市場と貨幣

【予習】資料「比較生産費説」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第14回 グローバル経済（その２）－直接投資
復習篇②：資本主義と企業

【予習】資料「国際収支表」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第15回 復習篇①：市場と貨幣
復習篇②：資本主義と企業
復習篇③：政府－財政政策と金融政策

【復習】資料「復習篇①」、「復習篇②」、「復習篇③」を復
習しておいてください。

6時間オンデマンド

－297－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済史Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234北西　正人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済史入門－経済社会の変容を概観する

授業の目的及び概要
経済社会の変容を学ぶなかで，経済学で使われる基本的な概念を理解するとともに，現代社会の成り立ちを理解することが目的である。たんに経済史
上の出来事を羅列することにとどまらず，諸事象に関する著名な経済学者たちの解釈を紹介しながら，経済社会の変容を説明する。

学修の到達目標
市場や貨幣，資本主義，産業革命，社会主義，企業といった基本的な経済学の概念をふまえて，経済社会の歴史的展開を他者に説明できることを目
指す。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回(出席確認を兼ねた)小テストを実施し，次の授業で解答例を確認する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「歴史」は，たんに年号や出来事を暗記するだけの学問ではありません。これまで人間がどのような経済行為を営んできたかを学ぶことによって，「現
在」を生きるわれわれにとって，「未来」を紡ぐ教訓を得ることができるでしょう。そうした問題意識をもって，履修者には積極的に学ぶ姿勢を期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

070

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。

参考書

―
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 序論―経済史を学ぶ意義 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第2回 経済発展段階論とその批判 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第3回 市場 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第4回 貨幣 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第5回 資本主義と世界システム 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第6回 産業革命 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第7回 大企業の出現 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第8回 社会主義 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド
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第9回 帝国主義の時代 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第10回 大恐慌とその影響 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第11回 戦後国際経済秩序 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第12回 ヨーロッパの統合 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第13回 アジアの経済発展 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第14回 経済と環境 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド

第15回 総括 【予習】事前に掲載する資料をよく読んでおいてください。
【復習】講義内容を整理し，(出席確認を兼ねた)小テストに
回答してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済史Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234脇村　孝平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 近現代アジアにおける貿易と経済発展

授業の目的及び概要
・本講義では、近代アジア経済史を、貿易史を基軸として論じることになる。19世紀半ばから現代までのアジア内の相互の貿易（本講義では、「アジア間
貿易（Intra-Asian Trade）」と呼称する）の変遷に焦点を合わせる。東アジア、東南アジア、南アジアを含むアジア内の貿易を扱うが、日本を中心に置くこ
とになろう。
・本講義は、「国際経済コース」を選択する意思のある人に特にお勧めしたい。「国際経済コース」では、世界経済の中でも、特にアジア諸国の経済状況
について学んでもらうことを重視している。その理由は、日本経済の未来を考えるならば、アジア諸国との貿易や直接投資を通じての経済的な関係が
いっそう重要となるからである。本講義は、近現代アジアの経済発展を、主に「貿易」に焦点を合わせて考察することを目的としているが、アジア諸国の
経済の現状と未来を考える上で意味のある講義にしたいと考えている。

学修の到達目標
・本講義では、貿易史の変遷を概観することによって、同時期のアジア諸地域の経済発展の様相を理解することが目標となる。多くの場合、貿易構造の
変化は、背後に控える産業構造の変化、あるいは経済に関わる諸制度の変化、さらには国家による政策の変化などを映し出している。要するに、貿易
史を通して、近現代における「アジア経済史」の概要を理解することが、本講義での皆さんの到達目標となる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「経済史Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・コメントシートを利用して、学生の皆さんのコメントを基にして、講義中に回答ないしは説明をする。
・電子メールを使用して、質問等を受けつける。それらに対して、適宜お答えする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・歴史の講義であるが、本講義の最終目的は、現代のアジアにおける経済発展の主たる要因とメカニズムを理解してもらう点にある。あくまでも、「現代」
を理解してもらうことが眼目である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0730

001215

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

河崎信樹・村上衛・山本千映『グローバル経済の歴史』有斐閣、2020年。

なし

978-4-641-22148-2

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 近現代アジアにおける貿易と経済発展－序論 【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

2時間対面

第2回 近代以前の東アジア貿易－日本を中心に 【予習】資料「中国への銀の流入」を予習しておいてくださ
い。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第3回 アジア三角貿易 【予習】資料「貿易における決済」を予習しておいてくださ
い。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第4回 不平等条約と居留地貿易 【予習】資料「自由貿易」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第5回 植民地化と貿易－19世紀のインド 【予習】資料「19世紀後半のインドの飢饉と疫病」を予習し
ておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第6回 熱帯アジアの一次産品輸出と低賃金 【予習】資料「労働の無制限供給の理論」を予習しておい
てください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面
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第7回 貿易と工業化－日本 【予習】資料「在来産業論」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第8回 アジア間貿易の形成－綿業基軸体制 【予習】資料「華僑」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第9回 日本の植民地における貿易－朝鮮と台湾 【予習】資料「植民地近代化論」を予習しておいてくださ
い。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第10回 両大戦間期のアジア間貿易 【予習】資料「1930年代の世界貿易」を予習しておいてくだ
さい。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第11回 番外編：「南北問題」再考 【予習】資料「日本の直接投資」を予習しておいてくださ
い。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第12回 昭和恐慌と1930年代の日本経済 【予習】資料「高橋是清」を予習しておいてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第13回 ナショナリズムと輸入代替工業化－1950年代および1960年代のアジア
経済
復習篇①

【予習】資料「ミントの東南アジア経済論」を予習しておい
てください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第14回 新国際分業と環太平洋貿易－1970年代および1980年代のアジア経済
復習篇②

【予習】資料「環太平洋貿易圏」を予習しておいてくださ
い。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

4時間対面

第15回 グローバリズム－1990年代・2000年代
復習篇③

【予習】資料「グローバル・サプライチェーン」を予習してお
いてください。
【復習】講義資料（授業中に配布した資料）を復習しておい
てください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本経済史＜日本経済史Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234浜田　敦也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 近世から近代までの日本経済史を学ぶ

授業の目的及び概要
この授業の目的は、近世から近代までの日本経済史を概観することです。そうすることによって、受講する学生の日本経済史に関わる知識を深め、より
深い日本経済に対する理解を培います。

学修の到達目標
この授業の学修の到達目標は、近世から近代までの日本経済に関わる知識を理解し、またそれらに関わる年表や資料を読み解く能力を身に付けるこ
とです。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については採点後、次回以降の講義内で解説・総評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紹介する参考書や講義資料、インターネット上の関連資料等を用いた予習復習を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。読むべき参考文献などは講義内で指示します。

参考書

特になし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方を説明します。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第2回 近世の経済発展の土台となる、農耕と社会の歴史的関係を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第3回 幕藩体制下の経済を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第4回 幕末の開港から明治維新の周辺までを扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第5回 明治期の経済政策を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第6回 明治期の経済構造を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第7回 明治期の金融事情を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第8回 日清・日露戦争が日本経済に与えた影響を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第9回 第一次世界大戦が日本経済に与えた影響を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第10回 近代を中心とした技術発展による経済への影響を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第11回 大正期を中心とした経済構造を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド
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第12回 昭和恐慌とその回復を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第13回 第二次世界大戦下での戦時統制経済の始まりを扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第14回 第二次世界大戦下での戦時統制経済の終わりを扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第15回 講義内容を総括し、期末レポートに向けた準備を行います。 講義内で出された課題を完成させてください（復習）。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本経済史Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234浜田　敦也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 第二次世界大戦後の日本経済史を学ぶ

授業の目的及び概要
この授業の目的は、第二次世界大戦後の日本経済史を概観することです。そうすることによって、受講する学生の日本経済史に関わる知識を深め、よ
り深い日本経済に対する理解を培います。

学修の到達目標
この授業の学修の到達目標は、第二次世界大戦後から現代に至るまでの日本経済に関わる知識を理解し、またそれらに関わる年表や資料を読み解く
能力を身に付けることです。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については採点後、次回以降の講義内で解説・総評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紹介する参考書や講義資料、インターネット上の関連資料等を用いた予習復習を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。読むべき参考文献などは講義内で指示します。

参考書

特になし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方を説明します。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第2回 第二次世界大戦後のGHQ統治下での政策を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第3回 戦後の経済復興を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第4回 高度経済成長とその期間を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第5回 高度経済成長期までの労使関係の歴史を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第6回 公害問題の歴史を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第7回 石油危機と経済大国化を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第8回 自動車産業の発展を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第9回 バブル経済を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第10回 失われた10年を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第11回 生産構造の歴史を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド
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第12回 労使関係の再編を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第13回 金融危機を扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第14回 昭和・平成史の総括を行い、現代経済の歴史的位置づけを扱います。 講義に関連する文献にあたってください（予習）。講義内で
出された課題を完成させてください（復習）。

4時間オンデマンド

第15回 講義内容を総括し、期末レポートに向けた準備を行います。 講義内で出された課題を完成させてください（復習）。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 欧米経済史　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234北西　正人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 欧米における近代資本主義経済発展の歩みを検証する．

授業の目的及び概要
欧米における近代資本主義経済発展の基本的過程について，中世から現代までの歴史的歩みを概観しつつ，特に産業革命以降の各国の歩みを比較
しながら欧米経済史の全体像へアプローチしてみたい．

学修の到達目標
欧米の各国，各地域における近代資本主義経済発展の基本的過程や，それらの比較およびその全体像について理解することができる．

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については授業内で講評する．

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世界史に関心をもち，歴史からの教訓を学ぶ姿勢を期待する．

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

070

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

馬場哲・山本通・廣田功・須藤功(著)『エレメンタル欧米経済史』晃洋書房

参考書

9784771023406
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1章　欧米経済史の課題
第2章　経済史の基本的枠組み

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：経済史の基本的枠組みと射程を整理する．

2時間対面

第2回 第3章　封建領主制の構造と変容
第4章　中世都市とギルド制

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：中世封建社会における経済活動を整理する．

2時間対面

第3回 第5章　中世ヨーロッパ商業の展開
第6章　封建社会の動揺

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：封建社会の動揺とその経済学的要因を整理す
る．

2時間対面

第4回 第7章　近代世界の成立と大航海時代
第8章　ヨーロッパ大陸におけるプロト工業化
第9章　16・17世紀のヨーロッパ経済

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：中世から近代への過渡期におけるヨーロッパ
の状況を整理する．

2時間対面

第5回 第10章　イングランドの絶対王政，市民革命と重商主義 予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：イングランドにおける市民革命の要因とその意
義を整理する．

2時間対面

第6回 第11章　フランス・ドイツの絶対主義と市民革命 予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：フランス・ドイツにおける市民革命の要因とその
意義を整理する．

2時間対面
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第7回 第12章　「最初の工業国家」イギリス
第13章　イギリスの工業化と人口・農業・商業

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：イギリスが「最初の工業国家」となり得た要因を
整理する．

2時間対面

第8回 第14章　イギリス産業革命とその帰結
第15章　ヨーロッパ大陸の産業革命

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：イギリス産業革命とヨーロッパ大陸に対する影
響を整理する．

2時間対面

第9回 第16章　アメリカ合衆国の独立
第17章　アメリカ合衆国の産業革命

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：アメリカ合衆国独立の過程をふまえて，アメリカ
合衆国における産業革命を整理する．

2時間対面

第10回 第18章　「パックス・ブリタニカ」の時代
第19章　第二次産業革命の時代

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：「パックス・ブリタニカ」の時代における世界情
勢を整理する．

2時間対面

第11回 第20章　世紀転換期のイギリス経済
第21章　世紀転換期のドイツ・フランス経済
第22章　世紀転換期のアメリカ経済

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：世紀転換期における各国の経済情勢を整理す
る．

2時間対面

第12回 第23章　両大戦間期のアメリカ経済(1)
第24章　両大戦間期のヨーロッパ経済(1)

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：第一次世界大戦から世界大恐慌までのアメリ
カ・ヨーロッパ経済を整理する．

2時間対面

第13回 第25章　両大戦間期のアメリカ経済(2)
第26章　両大戦間期のヨーロッパ経済(2)

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：大恐慌から第2次世界大戦までのアメリカ・ヨー
ロッパ経済を整理する．

2時間対面

第14回 第27章　第二次世界大戦後のアメリカ経済
第28章　第二次世界大戦後のヨーロッパ経済

予習内容：教科書の該当範囲を通読し，内容を大まかに
把握する．
復習内容：第二次世界大戦後のアメリカ・ヨーロッパ経済
を整理する．

2時間対面

第15回 総括 予習内容：第1回から第14回の内容を確認する．
復習内容：近代以降のイギリス・フランス・ドイツ・アメリカ
の経済発展の過程を整理する．

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済政策論Ⅰ＜経済政策論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済政策を経済理論に基づいて理解する

授業の目的及び概要
実際に行われている政策には様々な種類があり，その政策の背景や効果について理解することは重要です。経済政策論では，経済政策の背後にある
共通した基礎的な考え方を，ミクロ経済学やマクロ経済学の基本的な知識を用いて考察します。経済政策論を学ぶことで，経済学の視点から現実の経
済で行われている政策の意図・効果を理解できる力を身につけることを目的としています。
さらに，本科目で学修した知識を活用することで，経済学部における学びを通じて修得することを目指す「実学としての経済学」を，より円滑に学ぶこと
ができるようになります。

学修の到達目標
1.　経済政策が実施される目的・理由について説明できる。
2.　経済政策についてミクロ経済学やマクロ経済学の基本的な知識を用いて説明できる。
3.　経済政策が与える効果について数学的手法を用いて計算することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については，授業中に解説および講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

配布資料は、書き込み式です。授業に出席し、抜けているところを埋めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
配布資料を用いて授業を行います。

参考書

①セオリー＆プラクティス経済政策，柳川隆・永合位行・藤岡秀英（編），有斐閣コンパクト，2017年
②ミクロ経済学，芦谷政浩，有斐閣，2009年
③ミクロ経済学の力，神取道宏，日本評論社，2014年

なし

①9784641164994
②9784641163508
③9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要 【予習】事前にシラバスによく目を通し，経済政策について
考えてみましょう（２時間程度）
【復習】シラバスを読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい（２時間程度）

4時間対面

第2回 日本のマクロ経済と経済政策 【予習】「日本のマクロ経済と経済背策」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「日本のマクロ経済と経済背策」に関する配布資料
を読み直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程
度）

4時間対面

第3回 日本経済の構造変化と経済政策 【予習】「日本経済の構造変化と経済政策」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「日本経済の構造変化と経済政策」に関する配布
資料を読み直し，講義で得た知識を確認してください（２時
間程度）

4時間対面

第4回 経済政策の基本課題 【予習】「経済政策の基本課題」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「経済政策の基本課題」に関する配布資料を読み
直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程度）

4時間対面

第5回 経済政策の主体 【予習】「経済政策の主体」に関する配布資料を事前に読
んでおいてください（２時間程度）
【復習】「経済政策の主体」に関する配布資料を読み直し，
講義で得た知識を確認してください（２時間程度）

4時間対面
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第6回 社会問題と社会政策 【予習】「社会問題と社会政策」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「社会問題と社会政策」に関する配布資料を読み
直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程度）

4時間対面

第7回 社会政策と社会保障 【予習】「社会政策と社会保障」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「社会政策と社会保障」に関する配布資料を読み
直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程度）

4時間対面

第8回 マクロ経済政策：基礎 【予習】「マクロ経済政策：基礎」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「マクロ経済政策：基礎」に関する配布資料を読み
直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程度）

4時間対面

第9回 マクロ経済政策：財政政策 【予習】「マクロ経済政策：財政政策」に関する配布資料を
事前に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「マクロ経済政策：財政政策」に関する配布資料を
読み直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程
度）

4時間対面

第10回 マクロ経済政策：金融政策 【予習】「マクロ経済政策：金融政策」に関する配布資料を
事前に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「マクロ経済政策：金融政策」に関する配布資料を
読み直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程
度）

4時間対面

第11回 ミクロ経済政策：基礎 【予習】「ミクロ経済政策：基礎」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「ミクロ経済政策：基礎」に関する配布資料を読み
直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程度）

4時間対面

第12回 ミクロ経済政策：価格規制 【予習】「ミクロ経済政策：価格規制」に関する配布資料を
事前に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「ミクロ経済政策：価格規制」に関する配布資料を
読み直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程
度）

4時間対面

第13回 ミクロ経済政策：市場の失敗 【予習】「ミクロ経済政策：市場の失敗」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください（２時間程度）
【復習】「ミクロ経済政策：市場の失敗」に関する配布資料
を読み直し，講義で得た知識を確認してください（２時間程
度）

4時間対面

第14回 社会保障政策 【予習】「社会保障政策」に関する配布資料を事前に読ん
でおいてください（２時間程度）
【復習】「社会保障政策」に関する配布資料を読み直し，講
義で得た知識を確認してください（２時間程度）

4時間対面

第15回 総復習 【復習】オンデマンド動画を視聴した上で，Learning Portal
に掲載される練習問題を解き，これまでの学修内容の総
復習を行ってください（4時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済政策論Ⅰ＜経済政策論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234田中　征史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済政策と経済理論

授業の目的及び概要
本講義では、ミクロ経済学とマクロ経済学の基礎理論をもとに経済政策の基礎を解説する。現実の政府が実施する政策は多岐にわたるが、消費者の
行動や生産者の行動といった経済活動に影響を及ぼすのが経済政策である。市場経済において非効率な資源配分が実現してしまう原因は何か。ま
た、これらの非効率性に対してどのような政策介入を行うべきか。経済の不況期に有効な経済政策とは何か。こういった疑問に対して、理論分析を行え
るようになることが本講義の目的となります。

学修の到達目標
受講生が現実の経済政策に対して経済理論を使って考える力を身に付けられるようになることが学習の到達目標になります。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎授業で理解度チェックのための小テストを実施し、多かった間違いについては次回の授業内で解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ミクロ経済学やマクロ経済学の基礎知識の復習を徹底するように心掛けてください。
本科目では15回のすべての授業を遠隔（オンデマンド）で実施するため、受講生からの質問はメールにて対応します。また、質問内容がメールでは返答
できない場合は、日程を決めてZoom等で回答することも可能です。担当教員のメールアドレスは初回授業時に受講生にお知らせします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。

参考書

１．セオリー＆プラクティス経済政策，柳川隆・永合位行・藤岡秀英（編），有斐閣コンパクト，2017年
２．ミクロ経済学の力，神取道宏，日本評論社，2014年
３．マンキューマクロ経済学Ⅰ入門編，N・グレゴリー・マンキュー，東洋経済新報社，2003年

指定しません。

１．978-4641164994
２．978-4535557567
３．978-4492313220

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要
・日本のマクロ経済
・経済の構造変化
・経済政策の歴史

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第2回 市場の需要・供給と余剰（1）
・消費者行動
・需要曲線
・消費者余剰

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第3回 市場の需要・供給と余剰（２）
・生産者行動
・供給曲線
・生産者余剰
・総余剰

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第4回 市場の需要・供給と余剰（３）
・市場均衡の効率性
・価格規制

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第5回 税金（１）
・消費者への課税
・生産者への課税
・租税帰着

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド
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第6回 税金（２）
・貿易による余剰の変化
・関税

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第7回 外部性（1）
・外部性に伴う市場の効率性の損失

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 外部性（2）
・課税による負の外部性の解決

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第9回 公共財（1）
・公共財の役割と問題点

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第10回 公共財（2）
・公益事業に対する規制と競争政策

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 IS-LMモデルの基礎（１）
・財市場とIS曲線

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第12回 IS-LMモデルの基礎（２）
・貨幣市場とLM曲線
・IS-LMモデルおける均衡

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第13回 短期マクロ経済政策（１）
・財政政策がIS曲線に与える影響とその帰結
・金融政策がLM曲線に与える影響とその帰結

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第14回 短期マクロ経済政策（２）
・金融政策と財政政策の相互作用, ショックが均衡に与える影響

【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド

第15回 総復習 【予習】Learning Portalに事前にアップロードされた講義資
料を事前に読んでおく（２時間程度）
【復習】授業内で扱った演習問題の復習をし、小テストを
解く（２時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済政策論Ⅱ＜経済政策論応用＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234髙林　喜久生

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 実際の経済政策と経済理論

授業の目的及び概要
実際に行われている経済政策には様々な種類があり，その政策の背景や効果について理解することが重要です。経済政策論Ⅱでは，経済政策の背
後にある共通した基礎的な考え方を，ミクロ経済学やマクロ経済学の基本的な知識を用いて理解したあとで，いくつかの主要な経済政策について経済
学の観点から考察します。経済政策論Ⅱを学ぶことで，経済学の視点から現実の経済で行われている政策とその波及メカニズムを理解できる力を身に
つけることをができ、経済政策の観点から「実学としての経済学」の具体化をはかることを目的とします。また、各回の授業の最後にまとめの課題（練習
問題）を行い授業時間内に提出していただき、理解の確認を行います。第8回終了後をめどに中間まとめの課題レポートを提出していただきます。

学修の到達目標
様々な経済政策について，ミクロ経済学やマクロ経済学の基本的な知識を用いて理解します。
個別の経済政策の背景や波及効果のメカニズムについて理解します。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題（練習問題）については，翌週の授業中に解説および講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、銀行員を1977年から10年以上経験しており、同期間内には、大蔵省に出向し、財政金融研究所主任研究官を務める等の経験も
有している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

事前に講義資料をラーニングポータルにアップしますので読んでおいてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

001525

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

柳川隆・永合位行・藤岡秀英（編）『セオリー＆プラクティス経済政策』有斐閣コンパクト，2017年

参考書

①藤川清史（編）『経済政策入門』法律文化社、2020年
②芦谷政浩『ミクロ経済学』有斐閣，2009年
③神取道宏『ミクロ経済学の力』日本評論社，2014年

9784641164994

①9784589040855
②9784641163508
③9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要：授業の概要、進め方を説明します。また、本
授業全体への準備として日本経済の成長鈍化の要因について概観し
ます。
　※なお、2回目以降は授業の進行によって変更することがあります。

【予習】事前にシラバスによく目を通し，経済政策について
考えてみましょう（２時間程度）
【復習】シラバスを読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。（２時間程度）

4時間対面

第2回 日本経済の歩みと政策：1980年代以降、日本経済がどのように変化し
てきたのかを振り返り、それに対して実際にどのような政策がとられて
きたかを確認します。

【予習】テキストの第1章と「日本経済の歩みと政策」に関
する配布資料を事前に読んでおいてください。（２時間程
度）
【復習】テキストの第1章と「日本経済の歩みと政策」に関
する配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくだ
さい。（２時間程度）

4時間対面

第3回 経済政策論の基礎：経済政策の目的と手段、経済政策の主体、及び経
済政策思想について解説します。

【予習】テキストの第2章と「経済政策論の基礎」に関する
配布資料を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第2章と「経済政策論の基礎」に関する
配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。（２時間程度）

4時間対面

第4回 社会政策論の基礎：社会政策とは社会問題への対策です。社会問題と
は何かを検討した上で、社会保険を中心とする社会保障についての発
展の経緯を述べ、現代の社会問題について考察します。

【予習】テキストの第3章と「社会政策論の基礎」に関する
配布資料を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第3章と「社会政策論の基礎」に関する
配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。（２時間程度）

4時間対面
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第5回 マクロ経済政策の基礎（その1）：マクロ経済政策を検討するための理論
的基礎について解説します。

【予習】テキストの第4章と「マクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第4章と「マクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。（２時間程度）

4時間対面

第6回 マクロ経済政策の基礎（その2）：マクロ経済政策を検討するための理論
的基礎について解説します。

【予習】テキストの第4章と「マクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第4章と「マクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。（２時間程度）

4時間対面

第7回 ミクロ経済政策の基礎（その1）：市場メカニズムの成り立ちや概念を基
礎としてミクロ経済学に立脚した経済政策について解説します。

【予習】テキストの第5章と「マクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第5章と「マクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。（２時間程度）

4時間対面

第8回 ミクロ経済政策の基礎（その2）：市場メカニズムの成り立ちや概念を基
礎としてミクロ経済学に立脚した経済政策について解説します。

【予習】テキストの第5章と「ミクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第5章と「ミクロ経済政策の基礎」に関す
る配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。（２時間程度）

4時間対面

第9回 国民経済計算の基礎：マクロ経済循環を理解するために、経済活動を
多面的かつ体系的にとらえた国民経済計算について基本な見方につ
いて解説します。

【予習】「国民経済計算の基礎」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】「国民経済計算の基礎」に関する配布資料を読み
直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間程度）

4時間対面

第10回 産業政策：産業政策を産業育成政策、競争政策、規制政策に分けて、
理論と実際を解説します。

【予習】テキストの第6章と「産業政策」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第6章と「産業政策」に関する配布資料
を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間
程度）

4時間対面

第11回 農業政策：農業の特殊性や日本の農業政策の理論と実際について解
説します。

【予習】テキストの第7章と「農業政策」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第7章と「農業政策」に関する配布資料
を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間
程度）

4時間対面

第12回 環境政策：環境が破壊される原因を述べ、環境を保護するための政策
手段について解説します。

【予習】テキストの第8章と「環境政策」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第8章と「環境政策」に関する配布資料
を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間
程度）

4時間対面

第13回 労働政策：労働市場の特徴について述べ、賃金や就業・解雇及び失業
に対する政策についての理論と実際について解説します。

【予習】テキストの第9章と「労働政策」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第9章と「労働政策」に関する配布資料
を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２時間
程度）

4時間対面

第14回 社会保障政策：社会保障の必要性について述べ、社会保障の制度、と
くに年金、医療保険、介護保険、生活保護についての考え方と政策の
実際について解説します。

【予習】テキストの第10章と「社会保障政策」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください。（２時間程度）
【復習】テキストの第10章と「社会保障政策」に関する配布
資料を読み直し，講義で得た知識を確認してください。（２
時間程度）

4時間対面

第15回 まとめ：これまでの授業内容について、キーワードを中心に要点解説を
行います。

【予習】テキスト全体とこれまでの授業回の配布資料を事
前に読んでおいてください。（3時間程度）
【復習】テキスト全体とこれまでの授業回の配布資料を読
み直し，講義で得た知識を総復習してください。（3時間程
度）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 産業組織論Ⅰ＜産業組織論（独占）＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 産業組織論入門

授業の目的及び概要
この授業では、産業組織論の入門的内容について学修します。まず基本的なミクロ経済学の内容（完全競争市場）について復習します。次に、不完全
競争市場構造（独占市場や寡占市場）がどのような企業行動を引き起こし、また企業行動がどのように市場構造に影響を与えるか、さらに、その結果と
して資源配分や社会厚生はどうなるのかについて学修します。これらの授業を通じて、公務員や中学校・高等学校の教員にとって必要な産業組織論に
ついての入門的な知識を修得します。

「実学としての経済学」との関連
　この授業を受講することにより、産業組織論の視点から、現実の経済現象を理解できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
（１）ミクロ経済学を基礎として、独占市場における企業行動やその結果としての資源配分や社会厚生について説明することができる。
（２）上記の内容について計算し、グラフに表現することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

配布資料を利用して予習・復習を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、配付資料に基づいて授業を行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：授業の概要や到達目標等 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおいてく
ださい（1時間程度）。
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、確認してく
ださい（1時間程度）。

2時間対面

第2回 ミクロ経済学の復習１ 【予習】参考資料などで無差別曲線、需要曲線について復
習しておいてください（2時間程度）。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください（2時間程度）。

4時間対面

第3回 ミクロ経済学の復習2 【予習】生産者の行動（供給曲線、利潤最大化行動等）に
関する配布資料を事前に読んでおいてください（2時間程
度）。
【復習】生産者の行動（供給曲線、利潤最大化行動等）に
関する配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認してく
ださい（2時間程度）。

4時間対面

第4回 ミクロ経済学の復習3 【予習】「競争均衡の効率性」に関する配布資料を事前に
読んでおいてください（2時間程度）。
【復習】「競争均衡の効率性」に関する配布資料を読み直
し、講義で得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第5回 独占企業(1) 【予習】「独占企業」に関する配布資料を事前に読んでお
いてください（2時間程度）。
【復習】「独占企業」に関する配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面
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第6回 独占企業（2） 【予習】「独占企業」に関する配布資料を事前に読んでお
いてください（2時間程度）。
【復習】「独占企業」に関する配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第7回 独占企業（3） 【予習】「自然独占」に関する配布資料を事前に読んでお
いてください（2時間程度）。
【復習】「自然独占」に関する配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第8回 独占企業（4） 【予習】「自然独占」に関する配布資料を事前に読んでお
いてください（2時間程度）。
【復習】「自然独占」に関する配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第9回 独占的競争（1） 【予習】「独占的競争」に関する配布資料を事前に読んで
おいてください（2時間程度）。
【復習】「独占的競争」に関する配布資料を読み直し、講義
で得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第10回 独占的競争（2） 【予習】「独占的競争」に関する配布資料を事前に読んで
おいてください（2時間程度）。
【復習】「独占的競争」に関する配布資料を読み直し、講義
で得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 価格差別（1） 【予習】「価格差別」に関する配布資料を事前に読んでお
いてください（2時間程度）。
【復習】「価格差別」に関する配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第12回 価格差別（2） 【予習】「価格差別」に関する配布資料を事前に読んでお
いてください（2時間程度）。
【復習】「価格差別」に関する配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第13回 コンテスタブル市場（1） 【予習】「コンテスタブル市場」に関する配布資料を事前に
読んでおいてください（2時間程度）。
【復習】「コンテスタブル市場」に関する配布資料を読み直
し、講義で得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第14回 コンテスタブル市場（2） 【予習】「コンテスタブル市場」に関する配布資料を事前に
読んでおいてください（2時間程度）。
【復習】「コンテスタブル市場」に関する配布資料を読み直
し、講義で得た知識を確認してください（2時間程度）。

4時間対面

第15回 授業全体の総括 【予習】これまでの授業回の配布資料を事前に読んでおい
てください（3時間程度）。
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、総復習
してください（3時間程度）。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 産業組織論Ⅱ＜産業組織論（寡占と競争）＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 寡占市場における企業の行動理論

授業の目的及び概要
産業組織論は企業の競争に関連する行動や，競争の中で生じる社会的な問題に対する規制を分析する学問分野です。このため本講義では，競争的
な状況に直面する企業の行動を議論の主要な対象とします。
本講義では企業間の戦略的な駆け引きを扱いますので，本講義を通じて得られた知識は，卒業後に企業の一員として意思決定を行う場合や，消費者
として企業の思惑を見抜く場合などに活用できます。すなわち，本科目を通じて得られる知識は，企業の行動を理解して実践に活かすことにつながり，
「実学としての経済学」の修得に関連します。

学修の到達目標
寡占市場において企業が直面しうる状況を知り，合理的な意思決定の結果どのような選択が行われるのか考察できるようになることを目標とします。こ
の表現方法として，数式やグラフによって理論を説明することが望ましいです。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
この科目は「ミクロ経済学Ⅰ」の単位を修得していないと履修できません。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出課題に対するコメントを，授業の冒頭等の時間を用いて適宜行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

産業組織論を学ぶと，企業の”思惑”が見えてきます。
企業が意思決定を行う指標は利潤の最大化であっても，利潤追求の方法を論理的に理解するためには，数理モデルに基づく議論が役立ちます。
本科目ではミクロ経済学や初歩的な数学を用いた議論を行いますが，これらの小難しい理論を学ぶと論理的思考力が高まり，卒業後の人生にも大い
に役立ちます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。
必要な資料等は授業中に配付します。

参考書

ミクロ経済学の力，神取道宏，日本評論社，2014年

なし

9784535557567

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスの確認 1時間対面

第2回 数学とミクロ経済学の復習 ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・高校までの参考書等を用いた計算練習（2時間程度）

4時間対面

第3回 独占市場における企業行動の復習 ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・参考書等で独占に関する理論を扱う章を読む（2時間程
度）

4時間対面

第4回 価格差別（１） ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・価格差別の具体例を考える（2時間程度）

4時間対面

第5回 価格差別（２） ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・価格差別の具体例を考える（2時間程度）

4時間対面

第6回 戦略形ゲームの基礎 ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・身近な例をゲームで表す練習（2時間程度）

4時間対面

第7回 戦略形ゲームとナッシュ均衡 ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・ゲーム理論の教科書等を用いたナッシュ均衡を求める
練習（2時間程度）

4時間対面

第8回 クールノーモデル ・授業での配布資料に基づく復習（4時間程度）
特にクールノーモデルにおける利得計算を自分の手で計
算してみてください。

4時間対面
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第9回 クールノー競争による複占市場の分析（１） ・授業での配布資料に基づく復習（4時間程度）
特に余剰分析について十分に時間をかけて復習してくだ
さい。

4時間対面

第10回 クールノー競争による複占市場の分析（２） ・授業での配布資料に基づく復習（4時間程度）
特に余剰分析について十分に時間をかけて復習してくだ
さい。

4時間対面

第11回 ベルトランモデル ・授業での配布資料に基づく復習（4時間程度）
理論的に理解することが大変な部分なので，十分に時間
をかけて復習してください。

4時間対面

第12回 戦略的代替と戦略的補完（１） ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・クールノーモデルを用いて課税政策や補助金政策を分
析する（2時間程度）

4時間対面

第13回 戦略的代替と戦略的補完（２） ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・ベルトランモデルを用いて課税政策や補助金政策を分
析する（2時間程度）

4時間対面

第14回 展開形ゲーム ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・期末試験に備えた総復習（3時間程度）

5時間対面

第15回 シュタッケルベルグ競争，総復習 ・授業での配布資料に基づく復習（2時間程度）
・期末試験に向けた総復習（4時間程度）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 環境経済論＜環境経済学（理論）＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234前鶴　政和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 環境経済学の基礎理論

授業の目的及び概要
この授業は、大気汚染や地球温暖化など、日本や世界が直面する環境問題の原因について、経済学的アプローチから理解し、解決策を考えることを目
的とします。
　この授業では、様々な環境問題を対象とし、環境問題の原因や解決策について、環境経済学の基礎理論を用いて説明します。また、企業に就職する
際に必要となる、企業の環境配慮経営についても説明します。
　この授業は、経済理論コース、国際経済コース、都市経済コースを選択した学生に求められる環境問題と経済活動の関わりを理解する知識・能力を
修得するための科目です。

「実学としての経済学」との関係：
　この授業を受講することにより、環境経済学の視点から、環境問題に関わる現実の経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。

学修の到達目標
①環境問題とは何か、そして環境問題はどのようにして生じるのかについて、経済学の視点から説明できる。
②将来の環境問題解決のために経済活動の中でどのような環境保護の取組が必要かを説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に講評、解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業の内容を理解するために、「ミクロ経済学Ⅰ」の履修を推奨します。
授業に積極的に参加し、配布資料と参考書を用いながら予習と復習を行い、環境問題に関する新聞記事についても日頃から目を通しておいてくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。配布資料を用いて講義を行います。

参考書

①環境経済学の第一歩，大沼あゆみ・柘植隆宏，有斐閣，2021年
②環境経済学をつかむ〔第4版〕，栗山浩一・馬奈木俊介，有斐閣，2020年

なし

①9784641150898
②9784641177291

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方、成績評価等について、ガイダンスを行います。 【予習】シラバスとガイダンスの配布資料を事前に読んで
おいてください。
【復習】シラバスとガイダンスの配布資料の内容を読み直
し、復習しておいてください。

2時間対面

第2回 「ミクロ経済学の基礎」について復習します。 【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learning Portal
の「確認テスト」を解き、参考書①（pp.9-18）を読み直し
て、復習しておいてください。

4時間オンデマンド

第3回 「経済と環境」について説明します。 【予習】「経済と環境」に関する配布資料及び参考書①
（pp.1-9）を事前に読んでおいてください。
【復習】「経済と環境」に関する配布資料及び参考書①
（pp.1-9）を読み直し、復習しておいてください。

4時間対面

第4回 「外部効果とは何か」及び「なぜ市場に任せると失敗するのか？」につ
いて説明します。

【予習】「外部効果とは何か」及び「なぜ市場に任せると失
敗するのか？」に関する配布資料及び参考書①（pp.23-
28）を事前に読んでおいてください。
【復習】「外部効果とは何か」及び「なぜ市場に任せると失
敗するのか？」に関する配布資料及び参考書①（pp.23-
28）を読み直し、復習しておいてください。

4時間対面
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第5回 「社会的最適を実現する方法」について説明します。 【予習】「社会的最適を実現する方法」に関する配布資料
および参考書①（pp.28-35）を事前に読んでおいてくださ
い。
【復習】「社会的最適を実現する方法」に関する配布資料
および参考書①（pp.28-35）を読み直し、復習しておいてく
ださい。

4時間対面

第6回 引き続き、「社会的最適を実現する方法」について説明します。 【予習】「社会的最適を実現する方法」に関する配布資料
および参考書①（pp.28-35）を事前に読んでおいてくださ
い。
【復習】「社会的最適を実現する方法」に関する配布資料
および参考書①（pp.28-35）を読み直し、復習しておいてく
ださい。

4時間対面

第7回 「大気汚染の現状」について説明します。 【予習】「大気汚染の現状」に関する配布資料及び参考書
①（pp.38-41）を事前に読んでおいてください。
【復習】「大気汚染の現状」に関する配布資料及び参考書
①（pp.38-41）を読み直し、復習しておいてください。

4時間対面

第8回 「汚染の経済分析」について説明します。 【予習】「汚染の経済分析」に関する配布資料および参考
書①（pp.41-55）を事前に読んでおいてください。
【復習】「汚染の経済分析」に関する配布資料および参考
書①（pp.41-55）を読み直し、復習しておいてください。

4時間対面

第9回 引き続き、「汚染の経済分析」について説明します。 【予習】「汚染の経済分析」に関する配布資料および参考
書①（pp.41-55）を事前に読んでおいてください。
【復習】「汚染の経済分析」に関する配布資料および参考
書①（pp.41-55）を読み直し、復習しておいてください。

4時間対面

第10回 「地球温暖化の現状と歩み」について説明します。 【予習】「地球温暖化の現状と歩み」に関する配布資料及
び参考書①（pp.64-68）を事前に読んでおいてください。
【復習】「地球温暖化の現状と歩み」に関する配布資料及
び参考書①（pp.64-68）を読み直し、復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第11回 「排出量取引の経済分析」について説明します。 【予習】「排出量取引の経済分析」に関する配布資料およ
び参考書①（pp.68-71）を事前に読んでおいてください。
【復習】「排出量取引の経済分析」に関する配布資料およ
び参考書①（pp.68-71）を読み直し、復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第12回 「地球温暖化に関する制度と政策」について説明します。 【予習】「地球温暖化に関する制度と政策」に関する配布
資料および参考書①（pp.72-78）を事前に読んでおいてく
ださい。
【復習】「地球温暖化に関する制度と政策」に関する配布
資料および参考書①（pp.72-78）を読み直し、復習してお
いてください。

4時間対面

第13回 「企業の環境配慮経営」について説明します。 【予習】「企業の環境配慮経営」に関する配布資料および
参考書①（pp.190-195）を事前に読んでおいてください。
【復習】「企業の環境配慮経営」に関する配布資料および
参考書①（pp.190-195）を読み直し、復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第14回 「環境配慮型製品の需要と供給」について説明します。 【予習】「環境配慮型製品の需要と供給」に関する配布資
料および参考書①（pp.196-205）を事前に読んでおいてく
ださい。
【復習】「環境配慮型製品の需要と供給」に関する配布資
料および参考書①（pp.196-205）を読み直し、復習してお
いてください。

4時間対面

第15回 授業全体の総括を行います。 【予習】これまでの配布資料を事前に読んでおいてくださ
い。
【復習】これまでの配布資料を読み直し、授業で学修した
内容を総復習してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本経済論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本の経済データの読み方

授業の目的及び概要
この授業では、日本経済の現状を把握する上で必要な、経済データ（経済指標）の見方について学びます。まず、データを見る上で必要な基礎知識を
説明し、経済全体の動向を捉えるための経済データとしてGDP（国内総生産）と景気動向指数を取り上げます。次いで、企業部門の動向を捉えるための
経済データ（生産、設備投資など）、家計部門を捉えるための経済データ（消費、雇用など）についてそれぞれ学び、さらに経済の体温とも言うべき物価
について学びます。政府、日銀は、これら経済データの全体から、景気動向を分析する文書を定期的に発表していますが、その読み方も説明します。ま
た、政府、日銀や経済の調査機関（シンクタンク）は、現状を把握した上で、将来の予測を行っていますが、予測手法の基本も学びます。こうした一連の
知識を身に付けることで、新聞の経済面に掲載される経済データに関する記事を読みこなし、生活や将来の仕事に役立てられるようになることを目指し
ます。

学修の到達目標
・経済データを読むための基礎知識を身に付ける。
・経済全体と物価を捉える経済指標について説明できる。
・企業部門、家計部門を捉える経済指標を説明できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシート、課題の結果については、授業内またはLearning Portalでフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経済データの読み方を習得すれば、世の中の流れがわかるようになります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

予測の達人が教える経済指標の読み方，新家義貴，日本経済新聞出版，2017年

参考書

9784532357030
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目標や到達目標等についてガイダンスを行います。 【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間オンデマンド

第2回 何が景気循環をもたらすのかについて学びます。 【予習】テキスト第1章の1～3と配布資料を事前に読んで
おいて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 経済データを読み解くための基礎知識について学びます。 【予習】テキスト第1章の4と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 経済データのチェックポイントについて学びます。 【予習】テキスト第2章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 経済全体の動向を捉える経済データ（GDP、景気動向指数）について学
びます。

【予習】テキスト第3章の1、2と配布資料を事前に読んでお
いて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 企業部門を捉える経済データ（貿易）について学びます。 【予習】テキスト第4章の1と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 企業部門を捉える経済データ（生産、企業収益）について学びます。 【予習】テキスト第4章の2、3と配布資料を事前に読んでお
いて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 企業部門を捉える捉える経済データ（景況感）について学びます。 【予習】テキスト第4章の4と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 企業部門を捉える捉える経済データ（設備投資）について学びます。 【予習】テキスト第4章の5と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 家計部門を捉える経済データ（雇用・賃金）について学びます。 【予習】テキスト第5章の1と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 家計部門を捉える経済データ（消費）について学びます。 【予習】テキスト第5章の2と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 物価を捉える経済データについて学びます。 【予習】テキスト第5章の3と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 月例経済報告について学びます。 【予習】テキストコラム4、コラム5と配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 経済見通しについて学びます。 【予習】テキスト第6章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 経済予測の方法について学びます。 【予習】テキスト第6章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本経済論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 現代日本経済の構造

授業の目的及び概要
この授業では、現代の日本経済を理解する上で重要なトピックスを取り上げ、経済学の知識や分析道具を使って、理解を深めていきます。取り上げるト
ピックスは、日本経済の成長の歩み、労働市場、産業構造、環境・エネルギー、金融、財政、地域、社会保障、グローバル化などです。これら日本経済
の様々な側面は、一見、どうしてそのような状況になったのかを理解しにくい場合でも、経済学の枠組みを使えば、その構造がよくわかることがありま
す。現象の背後に隠れたメカニズムを解き明かしながら、現代の日本経済が直面する課題の全体像に迫っていきます。経済学といっても、使うのは最
低限の基礎的な部分で、その都度必要な知識は説明していきます。経済学的に考えてみる習慣は、普段の生活や将来の仕事にも役立つはずです。

学修の到達目標
・日本経済の成長の歩みについて説明できる。
・日本の労働市場や産業構造、環境・エネルギー問題について説明できる。
・日本の金融や財政、社会保障の問題について説明できる
・日本の地域経済やグローバル化の問題について説明できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシート、課題の結果については、授業内またはLearning Portalでフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本経済の課題の全体像について理解を深めておくことは、個々の専門的な勉強に進んでいく上での基礎となります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

日本経済論（第2版），宮川努・細野薫・細谷圭・川上淳之，中央経済社，2021年

参考書

9784502374814
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目標や到達目標等についてガイダンスを行います。 【予習】テキスト第1章とLearning Portalに掲載する配布資
料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 高度成長はなぜ実現できたのかについて学びます。 【予習】テキスト第2章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 バブルとその後の長期停滞について学びます。 【予習】テキスト第3章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 労働市場の構造変化と所得格差について学びます。 【予習】テキスト第4章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 中小企業・ベンチャー企業の役割について学びます。 【予習】テキスト第5章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 産業構造の変化と日本経済の盛衰について学びます。 【予習】テキスト第6章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 環境・エネルギー問題の克服について学びます。 【予習】テキスト第7章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 日本の金融システムについて学びます。 【予習】テキスト第8章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 デフレと非伝統的金融政策について学びます。 【予習】テキスト第9章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 財政の維持可能性について学びます。 【予習】テキスト第10章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 地域経済と政府の役割について学びます。 【予習】テキスト第11章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 人口減少と社会保障について学びます。 【予習】テキスト第12章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 国際経済の中の日本経済について学びます。 【予習】テキスト第13章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 これからの日本経済（平成経済から令和経済へ）について学びます。 【予習】テキスト第14章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】教科書、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 経済財政白書について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 農業経済論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金子　治平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 主に日本を対象として，歴史的な流れをふまえて食料問題と農業問題を考えます．

授業の目的及び概要
この授業は，主に日本を対象として食料問題と農業問題を理解してもらう目的でおこないます．
この授業を受講することにより，ほかの財や産業と比較した農業や食料の特質，途上国の現状とも通じる日本農業の明治期以降の農業の発展過程，
現在の日本における食料や農業が抱える諸問題についての基本的な知識を身につけます．なお，講義の理解度によって各回の講義内容の入れ替え
等を行う場合があります．

学修の到達目標
食料と農業に関する経済をベースとした専門知識を修得し，主として日本を中心とする現代の食料や農業問題を考察・検討する能力を身につけることを
目標とします．

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業支援システム「Learning Portal」上で質問を受け付けて，翌週の授業で説明します．

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

食料や農業の現状の課題を他産業と比較しながら理解し，経済とどのように関連しているか，に興味を持ってもらいたいと思います．

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

00600

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません．
資料は，授業支援システム「Learning Portal」にアップロードします．

参考書

農林水産省やFAOのWebページなどのほか，配布した資料に適宜，記載します．

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回のガイダンス
ペティ＝クラークの法則とエンゲルの法則

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第2回 農業の生産過程の特徴
　　工業との比較

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第3回 消費者余剰・生産者余剰と，自由貿易 事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第4回 消費者余剰・生産者余剰と，関税や輸入割当などの農業保護 事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第5回 農業保護の根拠の変化
食料自給率と食料自給力

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第6回 農業の多面的機能 事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面
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第7回 フードマイレージ
農業と里山

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第8回 前半部分の振り返り 事前学習として，これまでの授業を振り返り，理解した点
や疑問点などを再度整理しておいてください．

4時間対面

第9回 日本の農地制度の変遷
　　江戸時代から1945年まで

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第10回 日本の農地制度の変遷
　　1945年から1990年代まで

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第11回 日本の農地制度の変遷
　　2000年代以降

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第12回 米価政策と流通
　　戦時体制期から1990年代まで

事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第13回 農業経営の収支の現状 事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第14回 食料・農業・農村基本法による農業政策の変化 事前学習として，授業支援システム「Learning Portal」に
アップロードした資料に目を通しておいてください．
事後学習として，各自の講義ノートと資料を確認して，理
解した点や疑問点などを整理しておいてください．

4時間対面

第15回 まとめ 理解できていない箇所を掘り下げ，よく復習しておくように
してください．

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 農業経済論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234吉田　茂一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 今日の日本の食料問題と日本農業の現状について考える

授業の目的及び概要
この授業は、日本の食料と農業の現状を理解してもらう目的でおこなう。この授業を受講することにより、日本の農業についての基礎的知識を身につけ
るとともに、経済学的な視点から今の日本の農業が抱える諸問題を理解することができる。

学修の到達目標
食料と農業経済に関する専門知識を修得し、経済学的視点から考察する能力を身につけることを目標とする。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
メールにより質問を受け付けます。必要に応じて翌週の授業で説明します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「農業」の知識を「経済学」的な理論でどのように捉えるのか、に興味を持ってもらいたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①農業経済学(第5版)　，荏開津典生・鈴木宣弘，岩波書店，2020年

参考書

ー

①9784000289221
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 初回ガイダンス
1.経済学と農業的世界

テキストの第1章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド

第2回 2.経済発展と農業 テキストの第2章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

5時間オンデマンド

第3回 3.食料の需給と供給 テキストの第3章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド

第4回 4.農業生産と土地 テキストの第4章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

5時間オンデマンド

第5回 5.農業の経営組織 テキストの第5章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド

第6回 6.農産物の市場組織 テキストの第6章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

3時間オンデマンド

第7回 7.農産物貿易と農業保護政策 テキストの第7章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

3時間オンデマンド

第8回 前半部分の振り返り 配布資料をよく確認しておいてください。 5時間オンデマンド

第9回 8.世界の人口と食料 テキストの第8章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド

第10回 9.食生活の成熟とフード・システム テキストの第9章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド

第11回 10.農業の近代化 テキストの第10章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド
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第12回 11.資源・環境と農業 テキストの第11章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド

第13回 12.日本の農業と食料 テキストの第12章を読んでおいてください。
復習として、配布資料を確認しておいてください。

4時間オンデマンド

第14回 後半部分の振り返り 配布資料をよく確認しておいてください。 4時間オンデマンド

第15回 まとめ 理解できていない箇所を掘り下げ、よく復習しておくように
してください。

3時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地域経済論Ⅰ＜地域経済＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 都市経済学と地域経済学の基礎的な内容を学ぶ

授業の目的及び概要
この授業では、地域間の相互関係について、経済学的な視点から勉強します。
地域間の人口移動や土地利用、空間経済学、地方政府の役割などについての入門的な知識を身に着けることを目的とします。
なお、講義内容は授業の進捗状況や受講者の関心に沿って変更することがあります。

学修の到達目標
この授業では、地域経済についての理解を深め、モデルやグラフを用いて説明できるようになることを目標とします。
具体的には、以下の点について達成できることを目指します。
・地域経済についての知識を深める。
・モデルやグラフを用いて地域経済学の様々なトピックについて説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回授業終わりに小テストを実施し、理解度の確認をします。小テストの解説は次回の講義の最初に行います。
中間試験と期末試験を行います。授業内で解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ミクロ経済学Ⅰ、マクロ経済学Ⅰを履修していることが望ましいです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし。

400

40０20０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

都市・地域経済学への招待状，佐藤泰裕，有斐閣ストゥディア，2014年

参考書

参考図書や参考資料は、授業中に適宜紹介します。

978-4-641-15009-6

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション、日本の地域と都市について知る 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第2回 地域の産業構造について、県内総生産の決定要因を学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第3回 産業連関分析について知る 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第4回 地域間人口移動について、ハリス・トダロモデルから考える 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第5回 集積の経済について考える 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第6回 住宅市場についてのモデルと政策を学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第7回 土地利用の分析について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面
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第8回 中間試験 【予習】今までの復習をしましょう。
【復習】中間試験でわからなかった個所を復習し、知識を
定着させましょう。

4時間対面

第9回 都市規模決定のモデルについて学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第10回 地域間交易について考える 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第11回 企業立地の理論を学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第12回 入門的な空間経済学の知識を身に着ける 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第13回 交通サービスと地域経済について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第14回 地方政府の役割について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第15回 授業のまとめ
授業資料を配布します。

【予習】全体の振り返りをしましょう。
【復習】学んだ点をまとめてみましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地域経済論Ⅱ＜地域生活と経済＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　幸則

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 地域生活と経済、地域づくり−関西地域をケースに

授業の目的及び概要
本授業では、私たちに最も身近な地域である「関西」を対象に、その成り立ち、現状と課題、課題に対応するための処方箋について学修してもらいます。
授業全体を通じた問題意識は、少子高齢化、グローバル化、技術革新、社会資本ストックの老朽化、災害の多発化などが進む中で、どのように関西の
地域づくりを進めていくかです。この難しい問いに対して、皆さんも考えていく足がかりとなるよう、経済理論も踏まえた担当教員が考える処方箋を紹介
していきます。

学修の到達目標
以下の3点を到達目標とします。
①関西地域の強みと弱みについて説明できる。
②関西地域が抱える課題とその対応策について、説明と自分なりの提案ができる。
③一つでも多く関西について知り、履修前よりも関西が好きになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト(3回実施)は、授業中に解答を示し、講評を行います。
授業中に適宜質問を受ける時間を設け、その場で回答します。質問内容に応じて、補足して説明すべきことは、翌週の授業の際に解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

社会の現場の問題意識も踏まえ、皆さんが関西の行政機関や企業、団体などで活躍していく上で、有益な知識・視点・考え方を学修してもらいます。
授業内容の理解を深め、知識を定着させるため、各回の授業資料を利用して復習を行ってください。授業後はできれば当日に復習を行うとともに、授業
中に気になった単語や内容について、必ず自分で調べる手間を惜しまないでください。
さらに、より深く理解したい場合は、参考書をぜひ活用して学修してください。参考書には、関西の経済・社会に関する主要なデータも付けられています
（ダウンロード利用可）。
日ごろから、新聞、テレビ、インターネットなどで、関西に関することに関心を持って目を通す機会を増やしてください。関心を持った内容について、授業
の際に質問してもかまいません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
担当教員が作成する授業資料を配布して授業を行います。
配布資料は、Learning Portal にも掲載します。

参考書

アジア太平洋と関西　関西経済白書2022, アジア太平洋研究所, 日経印刷, 2022年

なし

9784865793376

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション：これから関西の話しをしよう
授業の目的、学修の到達目標、進め方、評価方法について説明しま
す。そして、入門的内容として、関西地域の基本的な情報・統計につい
て解説します。

【予習】事前にシラバスに目を通してください。
【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

1.5時間対面

第2回 関西経済の歩み
江戸から平成までの関西経済の歴史を一気に振り返ります(大阪を中
心に)。これから関西の経済や地域のことを学修していくうえで、関西経
済の歴史を知っておくことは欠かせない基礎知識になります。
また、授業終了後、第１回小テストをWebで行います。出題範囲は、第１
回と第２回の授業内容です。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、第１回の
授業資料も読み直してください。

4.5時間オンデマンド

第3回 関西名経営者列伝
関西経済の発展に尽力した経営者を紹介します。2つのショウト（商都、
笑都）の形成に貢献した五大友厚と吉本せいの２人を取り上げます。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第4回 関西経済の長期低迷
1970年代後半からGRPの全国シェアが低下し続けている関西経済の長
期低迷要因について、産業構造、法規制、人口移動などから解説しま
す。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第5回 人口減少と関西
人口動態を知る基礎知識とともに、関西の人口減少や少子高齢化につ
いて解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面
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第6回 女性の活躍と関西経済
全国平均に比べて関西の女性有業率は低くなっています。関西の女性
活躍の現況と課題について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第7回 災害リスク管理からみた関西の課題
地震や水害などの関西が直面する災害リスクと課題について解説しま
す。
また、授業終了後、第２回小テストをWebで行います。出題範囲は第３
回から第７回までの授業内容です。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、出題範囲
の授業資料を読み直してください。

4.5時間対面

第8回 関西企業の強み
意外と知られていない点もある関西企業の強みについて、時価総額の
データ分析などにより解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第9回 貿易構造からみる関西経済
貿易統計検索に関する基礎知識とともに、対中国を中心に貿易構造か
らみる関西経済の特徴について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第10回 関西のインバウンド戦略
関西経済にとってのインバウンド(訪日外国人旅行客)の意義と効果、ポ
ストコロナを見据えた持続可能なインバウンド戦略について解説しま
す。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第11回 スポーツ振興と関西経済
関西のスポーツ振興の歴史と課題、産業面も含めたスポーツ振興戦略
について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第12回 関西の交通インフラの課題
関西の交通インフラである空港、港湾、道路、鉄道の最新動向と課題に
ついて解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、

4時間対面

第13回 関西の建設需要
建築と建設の違い、建設業の役割と構造、建設投資の動向、うめきた2
期などの大阪の都市開発の状況、大阪ビジネス地区のオフィス需給に
ついて解説します。
また、授業終了後、第３回小テストをWebで行います。出題範囲は、第８
回から第13回までの授業内容です。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、出題範囲
の授業資料を読み直してください。

4.5時間対面

第14回 2025年万博・MICE・IRと関西経済
2025年大阪・関西万博、MICE(コンベンション等)、IR(統合型リゾート施
設)の最新動向、関西経済にとっての意義について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第15回 全体総括：関西の未来を考えよう
皆さんが関西の未来を考えられるよう、関西のこれからのホールマーク
イベントやプロジェクト完成に関する未来年表を示したいと思います。関
西の未来を知り、関西の発展に活かしていくためにはどうすればよいか
を考えたいと思います。あわせて、定期試験に向けて、これまでの授業
内容の重要ポイントを復習していきます。

【復習】関西の未来年表に記載されたイベントやプロジェク
トを確認してください。また、定期試験に向けて、授業資料
を読み直すとともに、重要ポイントの知識、考え方を確認
してください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済地理Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 地域経済の発展メカニズムと都市・地域経済について学びます。

授業の目的及び概要
この授業は，あらゆる産業の立地が地域をどのように変えているのかについて，理論および国内外の具体的な事例を紹介しながら考えます。
経済活動が「どこに」「どうして」「どのように」立地しているのかについて，地図や統計を用いて考えることは経済学部の学生にとっては必要な不可欠な
知識のひとつです。
経済地理Ⅰでは，経済地理学とは何か、グローバル化と地域経済について学びます。
なお、講義内容は授業の進捗状況や受講者の関心に沿って変更することがあります。

学修の到達目標
この授業を受けることで学生は，以下の知識・能力を身につけることができます。
１．地図や統計資料，写真の読み取りを通じた地理的技能を習得できる
２．食料自給や国内外の工場立地再編など，時事的かつ日常生活に密着した経済活動のトピックを身近なものとして認識することができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回授業終わりに小テストを実施し、理解度の確認をします。
小テストの解説は次回の講義の最初に行います。
中間試験と期末試験を行います。授業内で解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「経済地理」と聞くと，中学・高校までの「地名・物産の暗記」という無味乾燥なイメージが先行しますが，その内容はきわめて時事的なものも多く，一般
常識を使って説明できるものもあるので親しみやすい科目のひとつです。
高校で「地理」を学んでいなくても十分に対応できます。地域に根ざした経済活動を学びたい学生の積極的な受講に期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし

400

400200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経済地理学への招待，伊藤達也・小田宏信・加藤幸治編，ミネルヴァ書房，2020年

参考書

参考図書や参考資料は、授業中に適宜紹介します。

9784623086917

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション、環境・空間と経済社会 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第2回 経済立地の理論1(産業立地論の古典） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第3回 経済立地の理論2(集積と分散の理論） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第4回 地域経済の発展のメカニズム 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第5回 サービス経済化と広がる地域間格差 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第6回 人々のキャリアと経済空間 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第7回 中間試験と解説 【予習】今までの復習をしましょう。
【復習】中間試験でわからなかった個所を復習し、知識を
定着させましょう。

4時間対面
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第8回 経済のグローバル化と産業立地・地域経済 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第9回 サプライチェーンと南北問題 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第10回 経済を左右する地域の制度・文化 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第11回 都市の発展が生むインナーシティ問題1(日本におけるインナーシティ問
題）

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第12回 都市の発展が生むインナーシティ問題2(インナーシティ問題への様々な
対応）

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第13回 グローバル化時代の都市と都市ネットワーク1(世界都市・グローバル都
市）

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第14回 グローバル化時代の都市と都市ネットワーク2(都市システム） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第15回 授業のまとめ
授業資料を配布します。

【予習】全体の振り返りをしましょう。
【復習】学んだ点をまとめてみましょう。

4時間オンデマンド

－333－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済地理Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 地域と産業集積、地域の持続可能性について学びます。

授業の目的及び概要
この授業は，あらゆる産業の立地が地域をどのように変えているのかについて，理論および国内外の具体的な事例を紹介しながら考えます。
経済活動が「どこに」「どうして」「どのように」立地しているのかについて，地図や統計を用いて考えることは経済学部の学生にとっては必要な不可欠な
知識のひとつです。
経済地理Ⅱでは，産業集積と地域、地域の持続可能性について学びます。
なお、講義内容は授業の進捗状況や受講者の関心に沿って変更することがあります。

学修の到達目標
この授業を受けることで学生は，以下の知識・能力を身につけることができます。
１．地図や統計資料，写真の読み取りを通じた地理的技能を習得できる
２．産業の集積や地域活性化のための取り組みなど，時事的かつ日常生活に密着した経済活動のトピックを身近なものとして認識することができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回授業終わりに小テストを実施し、理解度の確認をします。
小テストの解説は次回の講義の最初に行います。
中間試験と期末試験を行います。授業内で解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「経済地理」と聞くと，中学・高校までの「地名・物産の暗記」という無味乾燥なイメージが先行しますが，その内容はきわめて時事的なものも多く，一般
常識を使って説明できるものもあるので親しみやすい科目のひとつです。
高校で「地理」を学んでいなくても十分に対応できます。地域に根ざした経済活動を学びたい学生の積極的な受講に期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし

400

400200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経済地理学への招待，伊藤達也・小田宏信・加藤幸治編，ミネルヴァ書房，2020年

参考書

参考図書や参考資料は、授業中に適宜紹介します。

9784623086917

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第2回 地域のなかでのものづくり 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第3回 工業化で変わる新興国 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第4回 情報通信業の集積 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第5回 都市に集まる創造産業 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第6回 農業地域の経済力 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第7回 中間試験と解説 【予習】今までの復習をしましょう。
【復習】中間試験でわからなかった個所を復習し、知識を
定着させましょう。

4時間対面
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第8回 ショッピングセンターの功罪 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第9回 中心商店街のゆくえ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第10回 農山村の活性化1(農山村の地域的位置づけ） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第11回 農山村の活性化2(地域住民による「地域づくり」の展開） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第12回 観光・ツーリズムがもたらす地域の変化1(地理学と観光） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第13回 観光・ツーリズムがもたらす地域の変化2(観光・ツーリズムによる持続
可能な開発）

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第14回 環境保全と地域振興は両立できるか 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第15回 授業のまとめ
授業資料を配布します。

【予習】全体の振り返りをしましょう。
【復習】学んだ点をまとめてみましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 都市経済論Ⅰ＜都市経済＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34藤原　幸則

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 日本の都市をめぐる経済現象や都市問題に関する経済分析 － 理論の学修

授業の目的及び概要
国民の大半は都市に住んでおり、さまざまな経済・社会活動が展開されています。こうした現代社会における都市の重要性からみて、経済学の視点か
ら都市を分析することは重要です。授業では、①日本の都市をめぐる経済現象や都市問題について理解すること、②都市問題に対応する政策のあり方
や手法を考えること、ということを目的としています。
なお、授業では、実学の観点から、都市経済論の基礎理論の解説にとどまらず、その理論や考え方を日本・関西の現実の都市問題にも関連づけて解
説していきます。さらに、具体的な都市問題や都市開発、都市政策については、都市経済論Ⅱで学修してもらうことになっています。

学修の到達目標
この授業を通じて、以下の到達目標を定めています。
①都市問題について、その原因と課題を説明することができること。
②都市問題について、対応のあり方や政策を論じることができること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト(３回実施)は、授業中に解答を示し、講評を行います。
授業中に適宜質問を受ける時間を設け、その場で回答します。質問内容に応じて、補足して説明すべきことは、翌週の授業の際に解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

都市政策に携わる公務員志望者はもとより、都市をビジネスのフィールドとして仕事をしたい人や都市問題に関心のある皆さんの受講を歓迎します。
都市経済学の入門的な授業となりますが、授業内容の理解を深め、知識を定着させるため、各回の授業資料を利用して復習を行ってください。授業後
はできれば当日に復習を行うとともに、授業中に気になった単語や内容について、必ず自分で調べる手間を惜しまないでください。
さらに、数学的な理解など、より厳密に理論や考え方を学修したい場合は、参考書を活用してください。
日ごろから、新聞、テレビ、インターネットなどで、都市問題に関することに関心を持って目を通す機会を増やしてください。
なお、都市経済論の理論や考え方を的確に理解するには、経済学の基礎理論、とくにミクロ経済学の理論の知識が必要ですが、授業では、適宜、ミク
ロ経済学の基礎的な部分を解説したり、経済学の独特な考え方に注意を促したりすることによって、ミクロ経済学を十分に学修していない履修者でも都
市経済論の基本的なメッセージが理解できるようにします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
担当教員が作成する授業資料を配布して授業を行います。
配布資料は、Learning Portal にも掲載します。

参考書

都市経済学(第２版),  金本良嗣・藤原　徹,  東洋経済新報社,  2016年

なし

9784492813034

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション：これから都市経済論を学ぼう
授業の目的、学修の到達目標、進め方、評価方法について説明しま
す。そして、入門的内容として、都市とは何か、日本の都市の歴史、都
市化、都市評価、都市力、都市経済学などについて基本的な解説をし
ます。

【予習】事前にシラバスに目を通してください。
【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

1.5時間対面

第2回 都市と都市システム
都市経済学における都市の定義、都市の規模を決める要因、都市の集
まりである都市システムの特徴について解説します。いずれも都市経済
論を学ぶうえで必須の基礎知識です。
また、授業終了後、第１回小テストをWebで行います。第１回と第２回の
授業内容から出題します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、第１回の
授業資料も読み直してください。

4.5時間オンデマンド

第3回 生産者行動の理論
都市の問題から一度離れて、ミクロ経済学の復習となりますが、生産者
行動の理論を解説します。経済活動の中心は生産と消費です。生産者
がどのように行動するかを知ることは、都市のさまざまな経済現象を理
解するうえで不可欠です。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第4回 都市が存在する理由
都市が存在する必要条件、空間の不均質性と都市、規模の経済と都
市、集積の経済と都市について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面
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第5回 消費者行動の理論
住宅や土地の消費に関する消費者の意思決定を考える前に、ミクロ経
済学の復習となりますが、一般的な消費者の意思決定の理論を解説し
ます。住宅や土地の問題は、消費者行動の理論の応用から考えること
ができます。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第6回 都市内土地利用の理論 (1) － 消費者の選択
前回の授業で学んだ消費者行動の理論を用いて、消費者が都市内の
どこに立地しようとするのかを解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第7回 都市内土地利用の理論 (2) － 都市の空間構造
都市の広さと人口が満たす条件、与件が変化したときに住宅地の空間
構造がどのように変化するかを解説します。
また、授業終了後、第２回小テストをWebで行います。第３回と第７回ま
での授業内容から出題します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、出題範囲
の授業資料を読み直してください。

4.5時間対面

第8回 政策的介入が必要な理由
都市を対象に政策的介入が必要になるのは、市場の失敗が起こるとき
と、分配が公正に行われないときです。それらを経済学的に分析し、必
要となる経済政策について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第9回 土地市場
土地の価格は都市の経済活動を規定する重要な要因であるため、都
市経済を理解するにはそれがどのように決まるかを知ることが欠かせ
ません。日本の地価がどのように推移してきたかを振り返ってみたうえ
で、土地がどのようなメカニズムで決まるかを解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第10回 土地政策
日本の土地市場の特徴を概観し、次いで土地政策や土地利用規制に
ついて解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第11回 住宅市場
住宅の特質、住宅の価格は市場でどのように決定されるかを解説しま
す。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第12回 住宅政策
日本の都市における住宅問題を概観し、住宅政策にはどのような種類
があり、どのような効果があるかを解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第13回 都市交通
都市交通が抱える問題をとりあげ、その解決策について解説します。
また、授業終了後、第３回小テストをWebで行います。第８回と第13回ま
での授業内容から出題します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、出題範囲
の授業資料を読み直してください。

4.5時間対面

第14回 都市政策とまちづくり
個々の都市問題とそれらに対応する政策はこれまでの授業でとりあげ
てきましたが、これらの都市問題は都市化の大きな流れのなかで発生
してきたものです。そこで、産業革命以降の都市化と都市問題の展開を
追跡しつつ、都市政策の発展をとらえていく解説をします。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第15回 全体総括
定期試験に向けて、これまでの授業内容の重要ポイントを復習していき
ます。

【復習】定期試験に向けて授業資料を読み直すとともに、
重要ポイントの知識、考え方を確認してください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 都市経済論Ⅰ＜都市経済＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34三重　遷一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 日本の都市形成過程における経済的変容と、人口減少社会における都市の経済活動について

授業の目的及び概要
都市経済は、人、モノ、金、情報が集積する都市での経済活動を分析する学問です。
都市経済は企業の産業活動だけで成り立っているわけではありません。そこには、住民の生活や行政の役割も関係してきます。つまり多数のアクター
の行動選択の中で、一方の側の利益が他方の不利益になることが生じることを意識する必要があります。
人口減少社会において、都市の持続的発展を図るためには、こうした住民、企業、行政の協働が求められています。
本講義では、都市形成史及び都市問題の検討を通して、不動産投資市場分析やまちづくり運動に具体化されるような、①都市問題発生の要因につい
て理解すること、②都市問題に対応する政策の形成とそのあり方を考えること、③都市間の格差の原因と将来的な展望を考える力を養うことを目的とし
ています。

学修の到達目標
この講義を通じて、以下の到達目標を定めています。
①都市問題についてその原因と課題を説明することができること。
②都市問題と行政による規制の関係について論じることができること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストは採点し、解説を行います。
レポートの講評を行い、レポート作成の指導を行います。
優秀なレポートは、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

時代を経るなかで変化する経済的・社会的状況によって、都市のかたちは変わってきます。
この授業を履修するうえで、近所やまちの風景に目を向け、どのように変化しているのかを考えてみてください。
その背景には、授業で学ぶ「人口の変化」、「産業構造の変化」、「土地利用の変化」、「労働の形態」などさまざまな要因が働いています。
そうして、「どんなまちが住み良いのか？働きやすいのか？」を考えるきっかけにしてもらいたいです。

なお、授業に関係ない私語は控えてください。
また、就職・クラブ活動等で講義を受けることができない時は、その旨を申し出てください。申し出た学生に関しては考慮します。
逆に、申し出のない場合には定期試験の答案に書かれていても一切考慮しません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは用いず、配布するレジュメをもとに授業を行います。

参考書

①国際化時代の地域経済学 第4版，岡田 知弘、川瀬 光義、鈴木 誠、富樫 幸一 編著，有斐閣アルマ，2016
年
②入門 現代日本の経済政策，岡田知弘、岩佐和幸 編著，法律文化社，2016年
その他、適時講義の中で、参考書を紹介します。

テキストは用いず、配布する
レジュメをもとに授業を行いま
す。

①9784641220751
②9784589037534

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の方針および内容について説明する。
また、評価方法についても説明します。

シラバスに目を通しておくこと。また、復習として、自分が
住んでいる都市の情報を市役所のHP等を利用して調べ
てみること。

3時間対面

第2回 現代では、都市への人口集中と大都市の形成が進行している。
こうした都市の基本的性質について考察し、なぜ都市に人や企業が集
積するのかを考える。

復習として、参考書の『国際化時代の地域経済学 第4版』
の第1章を読むことで、より専門的な知識を得ることができ
ます。

4時間対面

第3回 「少子化」「高齢化」が叫ばれる中、現代的な都市問題とはどういう問題
があるのかについて考える。

予習として、参考書の『入門 現代日本の経済政策』の「第
Ⅲ部 生活と経済政策」を読むことで、周辺領域を含めて
の学習効果が得られます。
復習として、野澤千絵 著『老いる家 崩れる街 住宅過剰
社会の末路』講談社現代新書、2016年を読むことを勧め
ます。

4時間対面

第4回 都市では様々な経済活動が営まれているが、そのすべてが土地を利用
することで行われている。そのため、土地利用と価格はどのようなメカニ
ズムによって決定されているのかを理論的に解説する。

復習として、『国際化時代の地域経済学 第4版』第3章を
読むことで、講義内容の具体的な日本での歴史的事例を
学ぶことができます。

4時間対面
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第5回 都市が成長する過程には、土地利用をめぐる様々な問題が生じる。
高度経済成長期以降、日本における人口増加と都市の発展の関係に
ついて取り上げ、戦後の土地問題の背景とその問題に対処するために
作られた政策についてみてみる。

予習復習として、参考書の『入門 現代日本の経済政策』
を第3章を読むことで、関連情報を得てより理解度が高ま
ります。

4時間対面

第6回 1980年代の「バブル経済期」における「土地神話」がもたらした日本経
済の状況を取り上げ、もたらされた都市空間の変化と影響について学
ぶ。

復習として、『国際化時代の地域経済学 第4版』第3章の5
を読むことで、バブル期の開発についてより詳しい理解を
得られます。

4時間対面

第7回 バブル経済崩壊以後の1990年代の「平成不況期」に起こった土地市場
と都市政策の変化の特徴について学ぶ。

予習復習として、参考書『国際化時代の地域経済学 第4
版』第2章を読んで、現代日本の都市問題への理解を深
めるようにしてください。

4時間対面

第8回 現代の不動産投資市場の特徴と抱えるリスクについて学び、土地商品
の特質とバブル期以前との違いについて理解を深めることを目的とす
る。

授業内にレポートを課すので、予習としてインターネット等
で「サブリース」「空中族」「Jリート」といった不動産投資に
関する用語について調べておくことが望ましい。

4時間対面

第9回 第8回までの授業の内容の確認のための小テストを行う予定です。
テストの形式は選択肢の中から適切な答えを選ぶ選択形式です。
最終的な評価の30％を占めるので、必ず受けてください。

これまでの講義内容を見直し、小テストに向けて復習して
おく。

5時間オンデマンド

第10回 かつての都市人口が増加していた時代から、人口が減少する時代にお
ける都市の縮小化(コンパクト化)の方法や考え方について学ぶ。

復習として、都市の集約化を行っている都市の事例をイン
ターネットや書物から調べてみて欲しい。

4時間対面

第11回 人口減少社会における「空き家」問題を主に取り上げ、中心市街地の活
性化について考える。

復習として、『入門 現代日本の経済政策』第9章を読むこ
とで、中心市街地活性化の目的であるコミュニティ政策に
ついての理解が高まる。

4時間対面

第12回 人口減少化社会の下で、これまでのような都市拡大は期待できない。
そのために注目される「コンパクトシティ」について、その理念と課題に
ついて取り上げる。

復習として、講義で取り上げた事例についてインターネット
等で、現在の状況について調べてみることで、より理解が
深まる。

4時間対面

第13回 生活スタイルや社会的・経済的環境により、時代ごとに必要とされる都
市の形において、現代的な課題を紹介する。

復習として、授業中に紹介する参考書を読んで、より深い
理解を得ることを勧める。

4時間対面

第14回 地方の経済発展のために「観光を中心としたまちづくり」について、コロ
ナ禍以前と以後の変化について考える。

予習として、日本の観光について、人気のある観光地や、
日本を訪れる外国人数について調べてみる。

4時間対面

第15回 これまでの授業の総括を行い、講義内容に関するポイントの理解の深
化を図る。

これまでの講義内容を見直しておくことで、最終レポートの
準備を始めておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 財政学Ⅰ＜財政学（財政と制度）＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234嶋田　裕光

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 政府の経済活動である財政の役割・機能と制度を学ぶ

授業の目的及び概要
本講義では、まず政府や公共部門の経済活動である財政の果たす役割・機能とその背景にある基礎理論からはじめ、国や地方の財政制度、国と地方
政府との関係、今後の財政を巡る課題について解説し、ニュースなどで報道される内容だけでなく、今後、自らのビジネスや実生活のなかでも経済全体
との関係をおさえながら財政の現状や改革の必要性について正しく理解できる力を身につけることを目的とします。現場での実体験も交えながら講義し
ますので、将来、公務員などを目指す方の参考にもなる内容にしていきます。

学修の到達目標
本講義では以下を到達目標とします。
１. 財政の理論や制度の基本的な知識を身につけ、財政の果たす役割や機能について理解すること
２. 財政と経済全体との相互の関係を整合的に説明できるようになること
３. （特に公務員を目指す方は、）公務員という役割や立場を知ること

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ」を履修していることが望ましい。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎講義後に、内容の理解を確認するための小テストをラーニングポータルに掲載します。解答期間終了後、直ちに自動採点され理解度をチェックできる
ようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に経済企画庁（現内閣府）に入庁し、国家公務員として30年以上のキャリアを積んでいる。また、経済白書や経済計画、
GDP統計、社会福祉政策にも携わった実務経験から、マクロ経済学、財政学、GDP統計、少子化問題を専門領域としている。本科目では、これらの経
験を生かし、経済データを正しく評価する目を養い、社会で役立てるための基本的な理論から実務的なプロセスまで含めた幅広い授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

これまでの教員の実体験も交えながら、財政の世界について、公務員や行政関係ビジネスに携わる会社員、公益事業に携わる団体職員を志望する皆
さんにとって有益な知識、視点、考え方を学修してもらいます。
講義内容の理解を深め、知識を定着させるため、各回の講義後にラーニングポータルで小テストを掲載しますので、資料やノートを見ながら復習しなが
ら回答してください。また、夏場や年末、年度末までの時期に財政が特に話題になるシーズンがあることも抑えながら、日頃から、新聞、インターネット
（志望する役所のHPなども含む）、雑誌などで、財政に関することに関心を持って目を通す機会を増やしてください。
なお、財政の機能の理論の理解を深めるために、ミクロ経済学、マクロ経済学などの講義を併せて履修しておくことを薦めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストの指定はしません。
適宜、講義資料を配布して授業を行います。

参考書

①入門財政学(第2版),  土居丈朗,  日本評論社,  2021年
②図説　日本の財政（令和４年度版）,財経詳報社,2022年
③財政学, 宮澤和俊, 焼田党, 新世社,2021年　（③は特に財政理論に関心のある者向け）

なし

①9784535540071
②9784881774922
③9784883842971

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義内容の計画と授業の進め方について説明します。併せて、最近の
身近なニュースを引用しながら、財政の役割について関心を高めてもら
います。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

2時間対面

第2回 国や地方の経済活動である財政と民間企業活動との相違点について
解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第3回 財政が必要とされる基礎理論を通じて、財政の機能（ミクロ的機能：公
共財の定義とその提供など）について解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第4回 財政が必要とされる基礎理論を通じて、財政の機能（マクロ的機能：経
済安定化、所得再分配政策）について解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第5回 国の財政について、予算制度、歳出内容の概要について解説します。 毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面
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第6回 歳入の基本財源である租税制度の概要について解説します。 毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

5時間対面

第7回 租税制度の原則、租税制度が果たす機能と背景にある理論について
解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第8回 代表的な税である所得税、消費税、法人税の特徴と仕組みの概要をそ
れぞれ解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第9回 財政の基本的機能、国の予算制度と歳出と歳入の内容といったこれま
での講義内容の定着を確認するために中間テストを行います。

中間テストに備えて、これまでの講義内容を、もう一度ノー
トや資料を参照して復習を十分行って下さい。答案回収
後、解説しますので、間違えたところについては、期末テ
ストに向けて再確認して下さい。

4時間対面

第10回 地方財政について国の制度との共通点や違いを含め解説します。 毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第11回 国と地方との関係（地方交付税交付金、国庫補助金など財政資金の流
れを含む）について解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第12回 今後の財政を巡る大きな課題である少子高齢化の影響について解説し
ます。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第13回 国や地方の財政改革の必要性と対策について解説します。 毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第14回 財政と政治の関係、財政再建を巡る論争などについて解説します。 毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第15回 これまでの講義全体における内容の重要ポイントを復習します。 定期試験に備えて、講義全体についてこれまでの確認課
題やノート、配布資料を読み直しながら、十分復習を行っ
て下さい。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 財政学Ⅱ＜財政学（経費と租税）＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234嶋田　裕光

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経費（支出）と租税(収入）の両面から見た財政の直面する課題の考察

授業の目的及び概要
政府など公的部門の経費を賄うための各種租税制度と政策効果、社会保険制度、経費面でその膨張する要因となっている社会保障関係支出の展望、
財政赤字を巡る各種の議論を解説し、本講義を受講することにより、納税者あるいは被保険者としてもビシネスや実生活面で接することになる公的部
門との関係や仕組みについて、公的部門の立場からの視野も持って広く理解できる力を身につけることを目的とします。なお、本講義は、春学期の財政
学I(財政と制度)の内容をさらに掘り下げたものと位置付けられます。

学修の到達目標
本講義では以下を到達目標とします。
１. 日本の財政について、経費や租税の主な項目についての制度の基本的な仕組みとその考え方について理解できること
２. 経済や人口の動向から財政との相互の関係を整合的に説明できるようになること
３. 日本の財政が置かれている課題を理解し、その対応策について自らも意見を持てるようになること

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ」を履修していることが望ましい。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎講義後に、内容の理解を確認するための小テストをラーニングポータルに掲載します。解答期間終了後、直ちに自動採点され理解度をチェックできる
ようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に経済企画庁（現内閣府）に入庁し、国家公務員として30年以上のキャリアを積んでいる。また、経済白書や経済計画、
GDP統計、社会福祉政策にも携わった実務経験から、マクロ経済学、財政学、GDP統計、少子化問題を専門領域としている。本科目では、これらの経
験を生かし、経済データを正しく評価する目を養い、社会で役立てるための基本的な理論から実務的なプロセスまで含めた幅広い授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本講義では、春学期の「財政学I（財政と制度）」の講義に引き続き、より各論的にテーマを取り上げながら今後の財政需要を巡る社会的課題と対応策に
ついて理解を深めることを目的とします。現場での実体験にも基づき講義しますので、将来、公務員を目指す方の参考にもなる内容にしていきます。並
行してマクロ経済学関連科目の履修を薦めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは指定しません。適宜、講義資料を配布します。

参考書

①入門財政学（第2版）,  土居丈朗,  日本評論社,  2021年
②図説　日本の財政（令和４年度版）,財経詳報社, 202２年

なし

①9784535540071
②9784881774922

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義予定の内容全体の概要と進め方について説明します。はじめに現
場経験も交え最近の具体的事例を用いながら財政の巡る課題を取り上
げ関心を高めてもらいます。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

2時間対面

第2回 憲法、財政法などに定められている財政の諸原則について解説しま
す。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第3回 公平、中立、簡素といった租税三原則と租税体系の体系、及び租税特
別措置などの考え方について解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第4回 財政収入における所得税の位置づけ、政策効果（累進制度による効果
や各種減税）、課題について国際比較なども交え解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第5回 財政収入における消費税の位置づけ、政策効果（軽減税率など）、課題
について国際比較も交え解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面
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第6回 法人税の課税と効果の理論（法人実在説、法人擬制説など）、法人税
改革（税率引き下げの経緯）、政策減税、国際的な課税ルールについ
て解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第7回 金融取引課税、資産課税、炭素税、その他最近注目される税目を取り
上げその目的や効果について解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第8回 財政収入（租税関係）に関するこれまでの理解度を確認するために、中
間テストを実施します。テスト後、解説を行います。

中間テストに向け、これまでの講義内容を十分復習してお
いて下さい。テスト後、間違えた部分については、期末テ
ストに向けて再確認して下さい。

5時間対面

第9回 社会保険制度（年金、医療、介護、雇用）、社会保険料負担と国庫負担
との関係など日本の社会保障制度の全体の仕組みと課題について解
説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第10回 社会保障制度のうち、日本の年金制度についてその仕組みと課題につ
いて解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第11回 社会保障制度のうち、医療保険制度、介護保険制度についてその仕組
みの概要と課題について解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第12回 大きな政府か小さな政府かの選択、膨張する社会保障の負担をどのよ
うにシェアしていくのか、その方向性について解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

5時間対面

第13回 社会保障関係費以外に今後負担の増加が見込まれる財政需要（少子
化対策、社会資本老朽化対策、防衛費など）について取り上げます。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第14回 行財政改革の必要性と、その一環として、EBPM(証拠に基づく政策立
案）、PDRCといった行政評価、政策効果の評価手法について具体例も
交えながら解説します。

毎授業後、ラーニングポータルに小テストを掲載しますの
で、復習をかねて期限（次回授業日前日）までに解答して
ください。期限後、直ちに自動採点されますので、理解度
をその都度チェックしながら、学修を進めてください。

4時間対面

第15回 これまでの講義の全体総括を行います。 定期試験に備えて、これまでのノートや講義資料を読み直
すとともに、重要ポイントの知識、考え方を確認するなど
十分復習を行ってください。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地方財政論＜地方財政論Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34藤原　幸則

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 地方財政の理論と地方財政制度の仕組みと運用

授業の目的及び概要
地方財政論は、地方自治体の歳出・歳入を中心とする経済活動を研究する学問です。本授業では、地方財政の理論を踏まえ、わが国の地方財政制度
の現状と問題点、最近の制度改革動向について学修してもらいます。

学修の到達目標
地方財政の諸制度が連関する全体像を理解して、身近な地方自治体の財政運営について考え、財政分析することができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト(３回実施)は、授業中に解答を示し、講評を行います。
授業中に適宜質問を受ける時間を設け、その場で回答します。質問内容に応じて、補足して説明すべきことは、翌週の授業の際に解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

地方自治体の公務員、地方自治体と関係する仕事に携わる会社員や団体職員を志望する皆さんにとって、有益な知識、視点、考え方を学修してもらい
ます。授業内容は入門的ながらも、地方自治体の公務員になってからも日々の仕事に役立つような実務を意識した内容にしています。
授業内容の理解を深め、知識を定着させるため、各回の授業資料を利用して復習を行ってください。授業後はできれば当日に復習を行うとともに、授業
中に気になった単語や内容について、必ず自分で調べる手間を惜しまないでください。
さらに、地方財政の理論や細かな仕組みをより深く理解したい場合は、参考書を活用して学修してください。
日ごろから、新聞、テレビ、インターネットなどで、身近な地方自治体の財政に関することに関心を持って目を通す機会を増やしてください。
国家財政と地方財政は密接に関係しているため、「財政学」を事前または並行して履修することを推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
担当教員が作成する授業資料を配布して授業を行います。
配布資料は、Learning Portal にも掲載します。

参考書

日本の地方財政（第２版）,  神野直彦・小西砂千夫,  有斐閣,  2020年,

なし

9784641165755

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション：これから地方財政を学ぼう
授業の目的、学修の到達目標、進め方、評価方法について説明しま
す。そして、入門的内容として、私たちの暮らしと地方財政、国と地方の
財政関係、地方財政の全体像を解説します。

【予習】事前にシラバスに目を通してください。
【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

1.5時間対面

第2回 地方財政の基礎理論
日本のような集権国家を念頭に置いて、地方自治体の財政活動に関す
る基礎的理論を紹介します。
また、授業終了後、第１回小テストをWebで行います。第１回と第２回の
授業内容から出題します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、第１回の
授業資料を読み直してください。

4.5時間オンデマンド

第3回 地方自治体の収入のあらまし
地方自治体の収入構造、収入の種類、収入の状況について解説しま
す。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第4回 地方税(1)
地方税の基本原則、地方自治体の課税権、地方税の体系と税率につ
いて解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第5回 地方税(2)
地方税の種類、課税自主権、超過課税、法定外税、地方税源の充実と
偏在の是正について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第6回 地方交付税
国から地方への財政移転である地方交付税の意義、基本的枠組み、
交付税の算定の仕組みなどについて解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面
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第7回 国庫支出金
補助金制度、国庫支出金制度の概要、国庫補助負担率、地方分権改
革と国庫補助金の見直しについて解説します。
また、授業終了後、第２回小テストをWebで行います。出題範囲は第３
回から第７回の授業内容です。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、出題範囲
の授業資料を読み直してください。

4.5時間対面

第8回 地方自治体の支出
地方自治体の支出のあらまし、目的別および性質別にみた地方自治体
の支出、財政構造の弾力性について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第9回 地方自治体の借金
地方自治体の借金である地方債の機能、地方債発行の協議制度、地
方債の償還と管理について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第10回 社会保障と地方財政
高齢化社会に進行に伴い支出が増えている社会保障に対する地方財
政のかかわり、社会保障費の負担、社会保険と公的扶助について解説
します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第11回 公共事業と地域活性化
人口減少・高齢化社会時代の地域の抱える課題、地方自治体が行う公
共事業について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第12回 公営事業
地方自治体の企業活動、地方公営企業の存在理由と経営状況につい
て解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第13回 財政健全化法について
財政健全化法の目的や枠組み、健全化法施行後の状況について解説
します。
また、授業終了後、第３回小テストをWebで行います。出題範囲は第８
回から第13回の授業内容です。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。また、小テストを受ける前に、出題範囲
の授業資料を読み直してください。

4.5時間対面

第14回 地方自治体の財政診断
地方自治体の財政運営の仕組み、財政分析について解説します。

【復習】授業資料を読み直し、授業で得た知識、考え方を
確認してください。

4時間対面

第15回 全体総括：これからの地方財政
これからの地方財政について皆さんが考えられるよう、地方分権にふさ
わしい地方財政のあり方のメッセージを示すとともに、これまでの授業
内容の重要ポイントを復習していきます。

【復習】定期試験に向けて、授業資料を読み直すととも
に、重要なポイントや考え方を確認してください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地方財政論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34髙林　喜久生

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 公共サービスのケーススタディ・制度・理論による地方財政の総合的把握。

授業の目的及び概要
地方財政における重要なトピックスを取り上げて、地方財政の現状・制度・理論の理解を深めます。講義は３部構成とし、第１部では身近な公共サービ
スの事例から地方財政の役割を考え直します。第２部では制度の意味を問い直し。第３部では。理論を実践的に修得することを目指します。また、各回
の授業の最後に理解の確認のために簡単な課題（練習問題）提出をしていただきます。「地方財政改革は私たちの暮らしの改革でもある」という観点か
ら、地方財政論における「実学としての経済学」の具体化をはかります。

学修の到達目標
制度・理論・ケーススタディによる地方財政の総合的把握をもとに現実の地方財政運営のあり方を実践的に検討することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
確認テストを行い、授業中に講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、銀行員を1977年から10年以上経験しており、同期間内には、大蔵省に出向し、財政金融研究所主任研究官を務める等の経験も
有している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

地方財政を体系的に学ぶために、「地方財政論Ⅰ」を合わせて履修することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに使用しません。授業担当者が作成した配付資料をもとに授業を行います。

参考書

①新しい地方財政論　新版，中井英雄・齋藤愼・堀場勇夫・戸谷裕之，有斐閣，2020年
②新・地方財政，林宜嗣編，有斐閣，2021年

なし。

①9784641221567
②9784641184565

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと授業の概要。
この授業をどのように進めるかるかについて説明します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第2回 第Ⅰ部　身近な地方公共サービスから地方財政の役割を見直す（その
1）ーごみ処理サービス－
公共財の考え方をもとに、なぜごみ処理サービスの有料化が難しいの
かを考えます。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第3回 第Ⅰ部　身近な地方公共サービスから地方財政の役割を見直す（その
2）ー学校給食－
価値財という考え方をもとに学校給食の必要性を考えます。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第4回 第Ⅰ部　身近な地方公共サービスから地方財政の役割を見直す（その
3）ー水道サービス－
水道サービスがなぜ地方自治体によって供給する必要があるのか考え
ます。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第5回 第Ⅰ部　身近な地方公共サービスから地方財政の役割を見直す（その
4）ー防災－
補完性の原則をもとに防災を考えます。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第6回 第2部　制度・仕組みの理解を深める（その1）－データで見る地方財政
の姿－
最新のデータから見た地方財政の姿を解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面
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第7回 第2部　制度・仕組みの理解を深める（その2）－国と地方の財政関係－
国と地方の政府間の関係に絞って制度を解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第8回 第2部　制度・仕組みの理解を深める（その3）－地方制度の国際比較
－
国によって国･地方の仕組みは大きく異なります。国際比較を通じて日
本の地方制度の特徴を浮かび上がらせます。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第9回 第2部　制度・仕組みの理解を深める（その4）－財政健全化法と財政健
全化指標－
地方自治体の財政の健全度を判断するために提案された様々な財政
健全化指標の見方について解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第10回 第2部　制度・仕組みの理解を深める（その5）－地方公会計改革－
政府部門の会計にも民間企業と同様に発生主義会計の基準を導入す
る動きが広がっています。ここでは地方公会計改革のねらいと現状に
ついて解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第11回 第3部　理論を深く理解する（その1）－地方公共支出の理論－
地方分権定理、足による投票、中位投票者定理などを取り上げ、なぜ
中央集権ではなく地方分権が望ましいのか理論的に解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第12回 第3部　理論を深く理解する（その2）－地方税の理論－
地方税固有の租税原則、税率の上限設定、固定資産税とその影響な
ど税のなかでも地方税に関する理論を解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第13回 第3部　理論を深く理解する（その3）－補助金の理論－
一般補助金（［例］地方交付税）と特定補助金（［例］国庫支出金）の効
果の違いを理論的に解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第14回 第3部　理論を深く理解する（その4）－地方債の理論－
建設地方債による便益と負担の世代間の公平、国債と地方債の違い
について理論的に解説します。

【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返し、講義で得た知識・考え方を
確認してください。

4時間対面

第15回 まとめ：これまでの講義をまとめるとともに、問題演習を行います。 【予習】講義資料を事前に配布しますので、目を通してお
いてください。
【復習】講義資料を読み返すとともに、ディスカッションの
内容を確認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 金融論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 金融市場と金融商品

授業の目的及び概要
この金融論Ⅰは、社会に出てから必要となる金融の知識、すなわち金融リテラシーを身につけることを目的としています。
授業では、預金や信託、生命保険、損害保険、公社債、株式、金融派生商品などの代表的な金融商品についての学修が中心となります。
具体的には、まず貨幣の役割や金利・利回り、金融機関の種類といった金融商品の学修に必要となる基礎的なことを学びます。その上で、各種の金融
商品の具体的な内容とそのリスクを学ぶことに加えて、預金保険制度といった信用秩序維持制度や金融機関への規制のほか、資産選択の理論につい
ても学びます。

学修の到達目標
以下の３点を学修の到達目標とします。
・金融市場の仕組みを理解できるようになる。
・金融機関の種類を理解できるようになる。
・主な金融商品の内容とそのリスクを理解できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
この金融論Ⅰでは、パワーポイントを使った講義中心の授業を行います。パワーポイント用の資料は、事前に「授業レジュメ」としてラーニングポータル
に掲載します。
授業中に毎回課題を出しますので、授業終了時にその課題を提出することが必要です。課題の結果は、授業において口頭でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

金融論で取り扱う研究テーマは、金融政策に関するもの、金融システムに関するもの、ファイナンスに関するもの、国際金融に関するものなど多岐にわ
たっています。
この金融論Ⅰでは、そうした金融論への入門として、金融商品を中心に学修しますが、金融政策やファイナンス、金融システム、国際金融に関するもの
は、秋学期からの金融論Ⅱで取り上げますので、この金融論Ⅰの履修生には、秋学期の金融論Ⅱも履修することを期待しています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

550

00450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

➀金融論（第２版），家森信善，中央経済社，2018年

なし

➀9784502290510

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の概要や進め方について、ガイダンスを行います。

・当日の講義資料を復習する。
・参考書の第２章「貨幣」を予習する。

4時間対面

第2回 貨幣の役割
貨幣の役割のほか、マネーストックの定義や、電子マネーなどの新しい
決済手段、中央銀行デジタルマネーの動向について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「金利」を予習する。

4時間対面

第3回 金利と利回り
金利と利回りの意味、その決定要因などについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第７章「金融システムと金融仲介機関の役割」
を予習する。

4時間対面

第4回 金融市場の種類
金融市場の種類とその特徴のほか、決済システムの概要などについて
学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第８章「銀行以外の金融機関」を予習する。

4時間対面

第5回 金融機関の種類と役割
金融機関の種類と役割に加えて、間接金融と直接金融の違いなどにつ
いて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１２章「間接金融型の金融商品」を予習す
る。

4時間対面

第6回 金融商品の基礎…預金・信託
預金の種類とその特徴、信託の基本的な機能とおもな信託商品につい
て学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１２章「間接金融型の金融商品」を予習す
る。

4時間対面

第7回 金融商品の基礎…生命保険・損害保険
生命保険の種類とその特徴、損害保険の種類とその特徴について学
びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１３章「直接金融型の金融商品」を予習す
る。

4時間対面
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第8回 金融商品の基礎…公社債
公社債市場の内容と、公社債の種類とその特徴について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１３章「直接金融型の金融商品」を予習す
る。

4時間対面

第9回 金融商品の基礎…株式
株式市場の内容と、株式の種類とその特徴、株価の決定要因などにつ
いて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１３章「直接金融型の金融商品」を予習す
る。

4時間対面

第10回 金融商品の基礎…投資信託
投資信託の種類とその特徴について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１３章「直接金融型の金融商品」を予習す
る。

4時間対面

第11回 金融商品の基礎…デリバティブ商品
デリバティブ商品（先物・オプション・スワップ）の内容とその特徴につい
て学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１０章「金融機関の破綻への対応策」を予習
する。

4時間対面

第12回 金融機関の破綻への対応策
預金保険制度、分別管理と投資者保護基金、保険契約者保護につい
て学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１１章「金融市場に関する規制」を予習する。

4時間対面

第13回 金融市場への規制
金融市場への規制の必要性やその内容について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１４章「ファイナンスの基礎理論」を予習す
る。

4時間対面

第14回 資産選択の理論
資産選択の理論に関する基礎的な内容を学びます。

・講義資料を復習する。 2時間対面

第15回 春学期の総括
春学期の講義内容の総括を行います。

・講義資料を復習するとともに、学期末の定期試験に向け
て春学期全体の復習を行う。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 金融論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 金融のしくみと基礎理論

授業の目的及び概要
この金融論Ⅱでは、資産運用や為替レートなど社会に出てから必要となる金融の知識を身につけることを目的としています。
そのため、多岐にわたる金融論の研究テーマ（金融政策に関するもの、金融システムに関するもの、ファイナンスに関するもの、国際金融に関するも
の）のそれぞれの基礎的な内容を学修します。
授業ではまず、金融取引の全体像を資金循環の観点から概観し、次いで銀行の貸出行動、家計の資金運用、企業の資金調達といった部門別の金融
取引について学びます。続いて、中央銀行の役割と機能、金融政策手段、現在の非伝統的金融政策の効果とともに、財政と金融の問題についても学
びます。最後に、国際金融分野では国際通貨制度と為替レートの変動要因を学びます。

学修の到達目標
以下の３点を学修の到達目標とします。
・家計や企業などの部門別の金融取引を理解できるようになる。
・中央銀行の役割と機能、金融政策を理解できるようになる。
・国際通貨制度と為替レートの変動要因を理解できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
この金融論Ⅱでは、パワーポイントを使った講義中心の授業を行います。パワーポイント用の資料は事前に「授業レジュメ」としてラーニングポータルに
掲載します。
授業中に毎回課題を出しますので、授業終了時にその課題を提出することが必要です。課題の結果は、授業において口頭でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この金融論Ⅱでは、春学期の金融論Ⅰで学修した内容を踏まえたうえで、金融政策に関するもの、金融システムに関するもの、ファイナンスに関するも
の、国際金融に関するものなどの基礎的な内容を取り上げますので、金融論Ⅰを履修していることが望ましいと思います。
なお、金融論Ⅰを履修していなくても理解できるように授業は進めていく予定です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

550

00450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

➀誰でもわかる金融論，代田純，学文社，2016年

なし

➀9784762026874

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の概要や進め方について、ガイダンスを行います。

・参考書の第５章「金利と利回り」を予習する。 2時間対面

第2回 景気変動と金利
景気変動による資金の需給バランスと金利との関係について学びま
す。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１章「金融と通貨」を予習する。

4時間対面

第3回 資金循環と金融
各経済主体（家計・企業・政府等）の金融資産・負債、資金運用・調達
額、資金過不足の状況について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１章「金融と通貨」を予習する。

4時間対面

第4回 決済システム
日銀ネットや全銀システムといった決済システムの仕組みについて学
びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第４章「金融機関」を予習する。

4時間対面

第5回 銀行の貸出行動
銀行貸出の種類と特徴、貸出残高の推移、貸出金利の決定要因につ
いて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第２章「家計と金融」を予習する。

4時間対面

第6回 家計の資産運用
家計の貯蓄率の動向や背景、資産運用の特徴、借入の動向について
学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「企業と金融」を予習する。

4時間対面

第7回 企業の資金調達①
企業の資金過不足の動向、資金需要の種類と特徴について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「企業と金融」を予習する。

4時間対面
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第8回 企業の資金調達②
銀行借入や社債といった企業の資金調達の方法と特徴について学び
ます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第６章「中央銀行」を予習する。

4時間対面

第9回 中央銀行の役割と機能
日本銀行の歴史と、日本銀行の３つの役割と機能について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第６章「中央銀行」を予習する。

4時間対面

第10回 中央銀行の金融政策手段
日本銀行の伝統的な金融政策手段の内容について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第６章「中央銀行」を予習する。

4時間対面

第11回 非伝統的金融政策の効果
日本銀行の非伝統的金融政策の内容とその効果、日本銀行の財務状
況について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第８章「財政と金融」を予習する。

4時間対面

第12回 財政政策と金融政策
財政政策の内容と金融政策との関係について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第９章「国際金融」を予習する。

4時間対面

第13回 国際通貨制度の変遷
戦後の固定相場制から変動相場制への国際通貨制度の変遷について
学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第９章「国際金融」を予習する。

4時間対面

第14回 為替レートの変動要因
円ドルレートの推移とその変動要因について学びます。

・講義資料を復習する。 4時間対面

第15回 秋学期の総括
秋学期の講義内容の総括を行います。

・講義資料を復習するとともに、学期末の定期試験に向け
て秋学期全体の復習を行う。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地域金融論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 地域金融の再生

授業の目的及び概要
地域の中で人々のお金を預かり、必要とする企業にお金を貸し出す地域金融機関は、地域の経済を回していく上で重要な役割を果たしています。地域
金融機関には、地銀、第二地銀、信用金庫、信用組合など様々な形態がありますが、その役割を説明した後、地域金融機関で現在必要とされている機
能がどのようなものであるかについて学びます。地域金融機関は、事業性を適正に評価した上で必要な資金を供給するだけではなく、近年は地域にお
いて様々な事業をプロデュース、推進していく役割も求められています。さらに、各種のファンドやプロジェクトファイナンスなどの仕組みを使い、幅広く資
金を調達するためのコーディネーター役としての機能も重要になっています。身近な金融機関の役割を知ることは、日々の生活や将来の仕事に役立つ
でしょう。また、地域経済に主体的に関わることで地域を変え、生き残りを図ろうとする地域金融機関の姿は、地域活性化を志す人々にとっても参考にな
ります。

学修の到達目標
・地域金融機関の類型を説明できる。
・地域金融機関が求められている機能、役割について説明できる。
・ファンドやプロジェクトファイナンスの仕組みについて説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシート、課題の結果については、授業内またはLearning Portalでフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

地域金融機関を就職先として考えている人だけではなく、広く地域に関心を持つ人の受講を勧めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

実践から学ぶ地方創生と地域金融，山口省蔵・江口晋太朗，学芸出版社，2020年

なし

9784761527488

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目標や到達目標等についてガイダンスを行います。 【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第2回 地域金融機関の役割と成り立ちについて学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第3回 地域金融機関の基本業務と経営状況について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第4回 地域金融機関の再編問題について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第5回 中小企業金融の特性について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第6回 新たな審査・融資機能（事業性評価）について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面
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第7回 新たな審査・融資機能（コミュニティローン）について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第8回 地域金融機関の新たな機能（事業者支援）について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第9回 地域金融機関の新たな機能（地域ビジネスプロデュース）について学び
ます。

【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第10回 地域金融機関の新たな機能（地域商社の設立）について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第11回 地域金融機関の新たな機能（まちづくりファンド）について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第12回 地域金融機関の新たな機能（クラウドファンディング）について学びま
す。

【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第13回 地域金融機関の新たな機能（プロジェクトファイナンス）について学びま
す。

【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第14回 地域金融機関の新たな機能（地域通貨）について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間対面

第15回 授業全体の振り返りを行います。
併せて、地域金融の今後について展望します。

【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際経済学Ⅰ＜国際経済学＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 国際貿易の基礎理論と貿易政策の効果、並びに外国為替制度について学ぶ

授業の目的及び概要
経済の国際化が進んでいる中で、モノが国境を越えて移動する貿易については、各国の利害関係が複雑に絡み合って、難しい問題を惹起させている。
さらに、グローバルマネーの動きによって、経済が大きな影響を受ける事態も、頻繁に発生している。
本講義では、貿易をすることでどのようなメリット・デメリットがあるのかを、基礎的な理論をもとに、わかりやすく解説していく。さらに、様々な貿易政策と
その効果についても、経済学的な分析を用いながら説明する。また、為替制度とその決定要因についても学習していくことで、今後の為替の動向やそれ
が貿易や経済に与える影響についても理解を深めていく。
本講義で学んだことは、現実の国際社会で起こっている貿易摩擦の本質を理解するうえで有益であるととともに、国家間の対立に起因した様々な貿易
政策の経済的な効果を予測することにも資する。さらに、為替と貿易・経済の相互関係を理解することで、現在と未来の国際経済の動向を読み解いて
いく力にもなる。
本科目は、国際経済の中核的な分野である、貿易と為替の基礎的な知識と理論を学んでいくことから、国際経済コースを選択する学生にとっては、最
初に受講すべき重要な基本科目となる。

学修の到達目標
（１）なぜ貿易が行われるのかについて、基本的な理論を用いて説明できる。
（２）様々な貿易政策の効果について、経済学的な視点から分析できる。
（３）為替の動向とその経済への影響について理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
テストの内容や解答方法については、授業の中で解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義資料や参考書などを熟読して予習をするとともに、授業中には必ずノートを取ることが重要である。中間テストや定期試験に対応するには、講義内
で出題される練習問題を解くことがカギとなるため、欠かさずに授業に出席し、予習復習をすることが求められる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

200030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは使用しない。毎回の講義資料をラーニングポータル上に掲載するので、各自で取得しておく
こと。

参考書

①国際経済をつかむ 第2版，石川城太・椋寛・菊池徹，有斐閣，2013年
②コア・テキスト国際経済学 第2版，大川昌幸，新世社，2015年

なし

①9784641177192
②9784883842322

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス及び国際収支
講義の進め方や評価の方法を説明し、本講義で取り扱う国際経済の基
本統計でもある国際収支について概説する。

講義資料や参考書①の「序章　国際経済学とは」を熟読し
て予習を行うとともに、授業後は、ノートに書き取った内容
を何度も読み返して、理解度を深めておくこと。また、練習
問題については各自で取り組み、見直しも行っておくこと。

4時間対面

第2回 国際貿易の概況を日本の貿易統計を示しながら学んでいく。 講義資料や参考書①の「第3章　unit 5 産業間貿易と産業
内貿易」と「第9章　unit 17 サービス貿易の定義と現状」を
熟読して予習を行うとともに、授業後は、ノートに書き取っ
た内容を何度も読み返して、理解度を深めておくこと。ま
た、練習問題については各自で取り組み、見直しも行って
おくこと。

4時間対面

第3回 自由貿易とGATT/WTO体制について概説する。 講義資料や参考書①の「第8章　国際貿易のルールと貿
易交渉―GATTとWTO」を熟読して予習を行うとともに、授
業後は、ノートに書き取った内容を何度も読み返して、理
解度を深めておくこと。また、練習問題については各自で
取り組み、見直しも行っておくこと。

4時間対面
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第4回 様々な貿易を制限する政策について学習する。 講義資料や参考書①の「第8章　unit 15 GATTとWTOの
歴史と現状」を熟読して予習を行うとともに、授業後は、
ノートに書き取った内容を何度も読み返して、理解度を深
めておくこと。また、練習問題については各自で取り組み、
見直しも行っておくこと。

4時間対面

第5回 サービス貿易と貿易理論の概念について学ぶ。 講義資料や参考書①の「第1章　unit 1 比較優位と分業の
利益」と「第9章　unit 17 サービス貿易の定義と現状」を熟
読して予習を行うとともに、授業後は、ノートに書き取った
内容を何度も読み返して、理解度を深めておくこと。また、
練習問題については各自で取り組み、見直しも行っておく
こと。

4時間対面

第6回 リカードの比較生産費理論について理解する。 講義資料や参考書①の「第1章　比較優位」を熟読して予
習を行うとともに、授業後は、ノートに書き取った内容を何
度も読み返して、理解度を深めておくこと。また、練習問題
については各自で取り組み、見直しも行っておくこと。

4時間対面

第7回 比較優位を決定する要因は何かについて考察する。 講義資料や参考書①の「第2章　unit 4 比較優位の決定
要因」を熟読して予習を行うとともに、授業後は、ノートに
書き取った内容を何度も読み返して、理解度を深めておく
こと。また、練習問題については各自で取り組み、見直し
も行っておくこと。

4時間対面

第8回 貿易の利益と輸入関税の効果を部分均衡分析を用いて説明する。 講義資料や参考書①の「第2章　unit 3 貿易利益」と「第4
章　unit 7 関税・輸入割当の効果」を熟読して予習を行う
とともに、授業後は、ノートに書き取った内容を何度も読み
返して、理解度を深めておくこと。また、練習問題について
は各自で取り組み、見直しも行っておくこと。

4時間対面

第9回 生産補助金の効果と輸入関税の効果を比較し、検討する。 講義資料や参考書①の「第4章　unit 7 関税・輸入割当の
効果」を熟読して予習を行うとともに、授業後は、ノートに
書き取った内容を何度も読み返して、理解度を深めておく
こと。また、練習問題については各自で取り組み、見直し
も行っておくこと。

4時間対面

第10回 保護貿易を擁護する主張について学ぶ。 講義資料や参考書①の「第4章　unit 8 保護貿易を擁護
する主張」、「第5章　貿易政策　応用I」、「第7章　貿易政
策の政治経済学」を熟読して予習を行うとともに、授業後
は、ノートに書き取った内容を何度も読み返して、理解度
を深めておくこと。また、練習問題については各自で取り
組み、見直しも行っておくこと。

4時間対面

第11回 FTAの現状と制度について解説する。 講義資料や参考書①の「第10章　unit 19 地域貿易協定
の現状と制度」を熟読して予習を行うとともに、授業後は、
ノートに書き取った内容を何度も読み返して、理解度を深
めておくこと。また、練習問題については各自で取り組み、
見直しも行っておくこと。

4時間対面

第12回 FTAの経済的効果について学ぶ。 講義資料や参考書①の「第10章　unit 20 地域貿易協定
の経済学」を熟読して予習を行うとともに、授業後は、ノー
トに書き取った内容を何度も読み返して、理解度を深めて
おくこと。また、練習問題については各自で取り組み、見
直しも行っておくこと。

4時間対面

第13回 外国為替とその変動要因について概説する。 講義資料や参考書②の「第12章　外国為替市場と外国為
替レート」と「第13章　外国為替相場の決定理論」を熟読し
て予習を行うとともに、授業後は、ノートに書き取った内容
を何度も読み返して、理解度を深めておくこと。また、練習
問題については各自で取り組み、見直しも行っておくこと。

4時間対面

第14回 円高・円安による効果と国際通貨制度ついて学んでいく。 講義資料や参考書②の「第12章　外国為替市場と外国為
替レート」を熟読して予習を行うとともに、授業後は、ノート
に書き取った内容を何度も読み返して、理解度を深めてお
くこと。また、練習問題については各自で取り組み、見直し
も行っておくこと。

4時間対面

第15回 定期試験に向けて 定期試験に関する案内に沿って、各自で試験に向けた課
題に取り組んでください。これまでの学習を通して学んだ
こと、分かったこと、発見したこと、難しかったこと、興味や
関心を抱いたこと、などについて振り返りを行ってくださ
い。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復
習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと良いで
しょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際経済学Ⅰ＜国際経済学＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 国際貿易の基礎理論と貿易政策の効果について学びます。

授業の目的及び概要
この講義では、「比較優位の原理」などの国際経済学の基本的な考え方を学ぶことから出発して、「財・サービスの取引（貿易）」に焦点を当てて、世界
経済の基本的な成り立ちを平易に解説し、世界経済の現状を分析していきます。まず、貿易が行われる理論的背景を理解し、国際貿易がもたらす経済
的な恩恵を理論モデルで示し、経済のグローバル化のもとで、現在の世界情勢について触れていきます。
実学としての経済学の関係：
この授業を受講することにより、国際経済学の視点から、世界経済のしくみを理解できる力を身につけることを目的とします。

学修の到達目標
（１）なぜ貿易が行われるのかについて、基本的な理論を用いて説明できます。
（２）様々な貿易政策の効果について、経済学的な視点から分析できます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時、講義の内容に関する課題を出します。次回講義の際に課題回収の上、解答に対するコメントを通して授業への理解を深めます (2回程度)。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義資料や参考書などを熟読して予習をするとともに、授業中には必ずノートを取ることが重要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

国際経済をつかむ 第2版，石川城太・椋寛・菊池徹，有斐閣，2013年

参考書

①コア・テキスト国際経済学 第2版，大川昌幸，新世社，2015年
②グローバル・バリューチェーン 新・南北問題へのま，猪俣哲史，日本経済新聞出版，2019

9784641177192

①9784883842322
②9784532134945

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス及び世界と日本の貿易の現状 【予習】シラバスを確認してください。（1時間程度）
【復習】講義中に紹介されたデータについて、自分なりに
解釈してください。（1時間程度）

2時間対面

第2回 比較優位と国際貿易 【予習】テキストの第1章unit1、unit2を予習してくだい。（2
時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第3回 比較優位の決定要因 【予習】テキストの第2章unit4を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第4回 部分均衡分析 【予習】テキストの第2章unit3を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第5回 規模の経済と産業内貿易 【予習】テキストの第3章unit5、unit6を予習してくだい。（2
時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第6回 関税・輸入割当の効果 【予習】テキストの第4章unit7を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面
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第7回 保護貿易を擁護する主張 【予習】テキストの第4章unit8、第5章unit10、第7章unit13、
unit14を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第8回 国際貿易のルールと貿易交渉 【予習】テキストの6章unit11、unit12、第8章unit15、unit16
を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第9回 地域経済統合の理論と実証分析 【予習】テキストの第10章unit19、unit20を予習してくだい。
（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第10回 多国籍企業と直接投資 【予習】テキストの第11章unit21を予習してくだい。（2時間
程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第11回 国際労働移動 【予習】テキストの第11章unit22を予習してくだい。（2時間
程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第12回 グローバル・バリューチェーン 【予習】配布資料を予習してくだい。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第13回 サービス貿易とIT 【予習】テキストの第12章unit23を予習してくだい。（2時間
程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第14回 貿易と環境 【予習】テキストの第12章unit24を予習してくだい。（2時間
程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】授業全体の復習を始めてください。（3時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（3時間程
度）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 世界経済論（経営学部）／国際経済学Ⅱ＜世界経済論＞（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 世界経済の現状と課題

授業の目的及び概要
経済のグローバル化が進行していく中で、これまでは想定していなかったような多様な課題や問題が惹起してきており、時にそれが国内や地域の経済
社会にも大きな影響を及ぼすような事態へと展開していくことも珍しくなくなっている。
本講義では、国際舞台の上で繰り広げられている様々な経済活動をピックアップして、その状況や実態を解明していくとともに、そこに潜む課題や問題
点をあぶりだし、さらに対策や今後の見通しなどについても探究していくことを目的としている。
本講義を通して、現実の国際社会で起きている主要な経済問題についての理解を深めるとともに、それが国内や地域経済にどのようにリンクしている
かという視座も得られるであろう。こうしたグローバルな視点を涵養していくことで、我々が直面している身近な問題についても、あらゆる角度からより広
く深く思考していくことが可能になるだろう。
本科目は、国際経済コースを選択した学生に求められる、世界経済の主要論点や海外の経済事情への理解を深めていくことを目的としており、本コー
スの基本科目であり中核科目となっている。

学修の到達目標
（１）世界経済の実態について認識を深め、あらゆる角度から説明することができる。
（２）世界が直面している経済問題について、その対応策を導き出すことができる。
（３）世界経済の動向と各国・地域の経済との関係を把握し、グローバルな視点で複雑化する諸課題の本質を読み解くことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
テストの内容や解答方法については、授業の中で解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義資料を熟読して予習をするとともに、授業中には必ずノートを取ることが重要である。中間テストや定期試験に対応するには、講義内で示されるポ
イントを理解しておくことがカギとなるため、欠かさずに授業に出席することが求められる。また、普段から新聞やニュースを通して、世界の政治経済事
情に触れておくと良いでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

350015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは使用しない。毎回の講義資料をラーニングポータル上に掲載するので、各自で取得しておく
こと。

参考書

随時、授業の中で紹介していく。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
講義の進め方や評価の方法を説明し、世界経済の概況を主要な経済
指標を示して解説する。

講義資料に目を通して、学習する内容を把握しておくとと
もに、復習として、ノートに書き取った内容は読み返し、更
に授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは追記
して、ノートやファイルの整理を行いながら、講義の内容を
まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 世界経済の主要な課題である貧困と格差の実態とその要因について
説明する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第3回 途上国の経済発展に向けた取り組みとして行われている先進国による
支援や開発援助について概説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面
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第4回 グローバル経済の象徴ともなっている国際分業とサプライチェーンの現
状とその課題について考えていく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第5回 海外直接投資（FDI）の状況やそのメリット及び課題について日本企業
にも焦点を当てて学んでいく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第6回 移民や難民、出稼ぎなど人が国境を越えて移動している実態ならびに
問題点などについて解説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第7回 アジアア太平洋地域で活況を呈している経済統合に向けた取り組みと
その課題について学習していく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第8回 世界経済にも大きなインパクトを与えているグローバルマネーの動向を
世界の金融システムの仕組みと共に学んでいく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第9回 定期的に惹起する通貨危機や金融危機などの経済危機を主要な事例
を取り上げながら解説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第10回 世界的にも注目されつつある食糧問題とその対応策について日本国内
の状況も考慮しながら説明する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第11回 国際舞台で繰り広げられている資源獲得競争の実態を日本の視点も
取り入れながら概説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第12回 近年顕著になってきた米中間の経済覇権争いについてその状況と今後
の課題及び見通しを考えていく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第13回 異なる体制間での経済競争が激化していく中で整備されてきた経済安
全保障について学習していく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第14回 グローバル化の功罪と世界経済の今後の行方についてこれまでの講
義を振り返りながら考えていく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第15回 定期試験に向けて 定期試験に関する案内に沿って、各自で試験に向けた課
題に取り組んでください。これまでの学習を通して学んだ
こと、分かったこと、発見したこと、難しかったこと、興味や
関心を抱いたこと、などについて振り返りを行ってくださ
い。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復
習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと良いで
しょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際金融論＜国際金融概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34朱　浩良

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 国際的な金融取引や為替レートの動きの要因と影響の考察

授業の目的及び概要
経済がグローバル化する中で、国際的な取引は貿易にとどまらず外国の債券や株の売買など多岐にわたる金融取引が拡大しています。こうした国際
間の資金移動を引き起こす要因やそうした取引に介在する為替レートの果たす役割とその決定要因、また為替レート変動の影響、変動相場制や共通
通貨制度の功罪についても学習します。
実学としての経済学の関係：
本講義を通じて、日常ニュースなどで取り上げられる為替レートの変動や国際的な経済関係に対する認識を深めることを目的とします。

学修の到達目標
本講義では、国際収支の見方に習熟するとともに、例えば「アメリカの金融政策の変更は円安につながっている」とか「最近、50年前と同じ円安水準と
なっている」、あるいは「緊迫するウクライナ情勢でやや円安方向に触れている」といったニュースの真意はそれぞれどういうことなのかなど、円高、円安
など刻々と変化する為替レートの水準や要因、また、その変動の経済への影響について正しい理解と評価ができることを目指します。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
①ミクロ経済学、マクロ経済学をすでに履修し単位を修得していること、②これまでに金融関連の講義を１つでも履修していることを条件とします。
しかし、ミクロ経済学、マクロ経済学の講義はすでに履修していても、金融関連の講義をこれまでに履修したことがない学生さんでも、当講義へ積極的
に参加してくださるのであれば、金融の基礎に関する書籍を自身で事前に読むことを条件に履修可能です。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時、講義の内容に関する課題を出します。次回講義の際に課題回収の上、解答に対するコメントを通して授業への理解を深める (2回程度)。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業では適時、理解を確認するための課題（演習問題形式）を出します。より深い理解を得るために、マクロ経済学系や国際経済学系の講義を履
修することを薦めます。専門的な用語も多数登場しますので、新聞などで触れた場合は講義内容に立ち返って確認してみるのも良い復習となります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

国際金融論をつかむ,　橋本 優子・ 小川 英治・ 熊本 方雄，有斐閣，2019年
（原則として教員が資料を準備するので、テキストを購入しなくても構いません。）

参考書

はじめて学ぶ国際金融論,　永易 淳・江阪 太郎・吉田 裕司，有斐閣.  2015年

9784641177284

9784641150249

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 【予習】講義運営方法のガイダンス（1時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（1時間程
度）

2時間対面

第2回 国際金融取引の基礎 【予習】テキストの第１章unit1、unit2、unit3を予習してくだ
い。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第3回 外国為替の基礎 【予習】テキストの第２章unit4、unit5、unit6を予習してくだ
い。（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第4回 為替レートの決定理論　購買力平価説 【予習】テキストの第３章unit8 unit9を予習してくだい。（2時
間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第5回 為替レートの決定理論　金利平価説 【予習】テキストの第３章unit10を予習してくだい。（2時間
程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第6回 為替レートの決定理論　フローアプローチとアセットアプローチ 【予習】テキストの第4章unit11を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

－360－



第7回 為替レートの決定理論　ポートフォリオバランスモデル 【予習】テキストの第4章unit12を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第8回 マンデルフレミングモデル(1) モデルのフレームワーク 【予習】テキストの第5章unit13、unit14を予習してくだい。
（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第9回 マンデルフレミングモデル(2) 財政政策と金融政策の効果 【予習】テキストの第5章unit15を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第10回 通貨危機(1) 発生メカニズム 【予習】テキストの第6章unit16を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第11回 通貨危機(2) 伝播と対応 【予習】テキストの第6章unit17、unit18を予習してくだい。
（2時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第12回 世界金融危機 【予習】テキストの第7章unit19を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第13回 基軸通貨としてのドル 【予習】テキストの第7章unit20を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第14回 新しい国際金融規制 【予習】テキストの第7章unit21を予習してくだい。（2時間程
度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（2時間程
度）

4時間対面

第15回 授業全体の総復習をします。 【予習】授業全体の復習を始めてください。（3時間程度）
【復習】授業で学習した内容を確認してください。（3時間程
度）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 開発経済論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済発展メカニズムや経済開発における諸問題を、経済学的な視点から勉強する。

授業の目的及び概要
この授業では、経済発展メカニズムや経済開発における諸問題を、経済学的な視点から勉強します。
貧困のメカニズムや人口問題、経済発展と分配の不平等化、貿易や産業政策の役割、政府の役割などの、開発経済学の入門的な知識を身に着けるこ
とを目的とします。
なお、講義内容は授業の進捗状況や受講者の関心に沿って変更することがあります。

学修の到達目標
この授業では、開発経済論について経済学的な視点から理解を深め、現実の事象についてデータをもとに解釈できるようになることを目標とします。
具体的には、以下の点について達成できることを目指します。
・開発における課題や開発のメカニズムについての知識を深める。
・データやグラフから現状を読み解けるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回授業終わりに小テストを実施し、理解度の確認をします。小テストの解説は次回の講義の最初に行います。
中間試験と期末試験を行います。授業内で解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ミクロ経済学Ⅰ、マクロ経済学Ⅰを履修していることが望ましいです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし。

400

40０20０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

開発経済学入門（第3版），渡辺利夫，東洋経済新報社，2010年

参考書

参考図書や参考資料は、授業中に適宜紹介します。

978-4-492-44364-4

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション、散布図の読み方を学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第2回 貧困のメカニズムについて知る 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第3回 人口転換と出生の経済学について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第4回 少子高齢化について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第5回 農業の技術進歩が引き起こされる要因について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第6回 工業発展①農工2部門モデルについて学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第7回 工業発展②工業化政策について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面
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第8回 中間試験 【予習】今までの復習をしましょう。
【復習】中間試験でわからなかった個所を復習し、知識を
定着させましょう。

4時間対面

第9回 貿易と海外直接投資について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第10回 市場経済への転換について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第11回 政府開発援助について学ぶ 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第12回 経済危機について知る 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第13回 経済統合について考える 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第14回 持続可能な開発について考える 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第15回 授業のまとめ
授業資料を配布します。

【予習】全体の振り返りをしましょう。
【復習】学んだ点をまとめてみましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 アジア経済概論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234今井　健一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 躍進するアジア経済発展のメカニズム

授業の目的及び概要
本授業の目的は、アジア経済発展のメカニズムについての理解を深めることである。特に東アジア、および東南アジアの経済に焦点を当てる。本授業で
は、以下の３つのアプローチをとおしてアジア経済への理解を深めていく。第1のアプローチは、1980年代から1990年代までのキャッチアップ型工業化の
時代、そして2000年代以降から現在に至るポスト・キャッチアップの時代におけるアジア経済の大きな変化と課題を考察することである。第2のアプロー
チは、アジア諸国における様々な経済活動が国境を越えて行われていることを踏まえ、様々な経済的現象（例えば生産活動）を国レベルでなく、アジア
という地域レベルから捉えることである。そして、第3のアプローチは、アジアの経済的変化がもたらす格差、環境破壊、少子高齢化といった社会的変化
への対応策を考察することである。

学修の到達目標
日本との相互依存関係がますます強くなりつつあるアジアの現状を理解し、今後のアジアの経済発展について自らの言葉で語ることができるようになる
こと、そして、本授業で学修したことを将来の職業選択や就職活動に資することを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内容を理解できているかを確認するため、そして授業内容の理解を深めるため、以下のことを行なう。（１）授業で出題する質問や課題について、”
自ら能動的に調べ・考える。“　（２）これらの質問や課題の回答については、授業において解説・質疑応答・ディスカッションを行うと共に、優れた回答に
ついてはクラスで紹介していく。また、（３）中間試験については、採点した上で講評・解答解説・質疑応答を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本授業を通して、アジア経済のダイナミズムを感じてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし

500

200030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

現代アジア経済論，遠藤環・伊藤亜聖・大泉啓一郎・後藤健太，有斐閣ブックス，2018年

参考書

① アジア経済とは何か，後藤健太，中央公論新社，2019年
② 老いてゆくアジア, 大泉啓一郎, 中公新書,　2007年
③ 消費するアジア,　大泉啓一郎,　中公新書,　2011年

9784641184428

① 9784121025715
② 9784121019141
③ 978-4121021113

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ① 授業の目的及び概要、学修の到達目標、授業計画等についてのガ
イダンス
②「アジア経済の特徴」およびテキストについて

【予習】シラバスおよびテキスト序章を事前に読んでおくこ
と。
【復習】講義の重要ポイントを確認する。

2時間対面

第2回 「アジア経済はどう論じられてきたか」について学ぶ。 【予習】テキスト「第1章　変貌するアジア」を事前に読んで
おくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第3回 「アジアにおける域内貿易と経済統合の進展」について学ぶ。 【予習】テキスト「第２章　アジア化するアジア」を事前に読
んでおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第4回 「改革開放と経済大国・中国の登場」について学ぶ。 【予習】テキスト「第３章　中国が変えるアジア」を事前に読
んでおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第5回 「アジアのグローバルな分業ネットワークと地場企業の発展」について
学ぶ。

【予習】テキスト「第４章　生産するアジア」を事前に読んで
おくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面
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第6回 「アジア経済の成長と資本フロー」について学ぶ。 【予習】テキスト「第５章　資本がめぐるアジア」を事前に読
んでおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第7回 「相互依存関係の深まりと加速するヒトの流れ」について学ぶ。 【予習】テキスト「第６章　移動するアジア」を事前に読んで
おくこと。
【復習】①講義で学んだ重要ポイントを確認する。②次回
授業で実施される中間試験に備えて、第１回～第7回授業
の講義内容（課題も含む）を復習する。

5時間対面

第8回 ① 中間試験の実施。
②「中所得国化と成長パターンの転換」について学ぶ。

【予習】テキスト「第７章　革新するアジア」を事前に読んで
おくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第9回 ① 中間試験の講評・解答説明・質疑応答
②「アジアのメガリージョン化する都市」について学ぶ。

【予習】テキスト「第８章　都市化するアジア」を事前に読ん
でおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第10回 「アジア経済のもう一つのダイナミズムであるインフォーマル経済」につ
いて学ぶ。

【予習】テキスト「第９章　インフォーマル化するアジア」を
事前に読んでおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第11回 「人口ボーナスから人口オーナス」について学ぶ。 【予習】テキスト「第10章　老いていくアジア」を事前に読ん
でおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第12回 「アジアの貧困と格差」について学ぶ。 【予習】テキスト「第11章　不平等化するアジア」を事前に
読んでおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第13回 「アジアの環境問題」について学ぶ。 【予習】テキスト「第12章　環境問題に向き合うアジア」を事
前に読んでおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認すると共に、講義
で出題された課題がある場合は、答えを次回の授業まで
に考えておくこと。

4時間対面

第14回 「アジアにおける開発協力と相互依存」について学ぶ。 【予習】テキスト「第13章　分かちあうアジア」を事前に読ん
でおくこと。
【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。

4時間対面

第15回 定期筆記試験に備えて、第１回～第14回授業の講義内容（課題内容も
含む）における重要項目についての理解度を再確認することを目的とし
て、オンデマンド授業を実施する。

【予習】事前に配布した資料に目を通し、第１回～第14回
授業の重点ポイントを再度確認する。理解が不十分であ
る項目や質問事項についてはリストアップし、第15回オン
デマンド授業の前日までにLearning Portralより提出のこ
と。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中国経済論＜中国経済論Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234木下　英雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 戦後日中経済関係の歴史

授業の目的及び概要
この授業は、改革開放後、特に経済大国化した後の中国経済の現状と課題について理解することを目標とする。具体的には、国交回復前の日中貿易
の発展とその限界、国交回復後の日中貿易、ODA、日系企業進出等による日本の貢献等について解説する。また今年度は、昨年度に引き続き、米中
経済関係の歴史と一帯一路、米中「新冷戦」についてもみていくこととする。また、北京オリンピックの効果も含めて、現代における中国の著しい経済発
展の要因について理解するとともに、それによって生じる格差、貧困、環境汚染等の問題に焦点をあて、これらの諸問題の解決方法についても考察す
る。

学修の到達目標
2010年代後半には改善傾向が一時的にみられたものの、米国バイデン政権の対中強硬政策の同盟国を巻き込む形の遂行が行われる中、日本は世
界各地での米中対立の持ち込み、敵基地攻撃能力保有で、日中国交回復の50周年を祝うべき年であった昨年には、再び日中関係が険悪化の方向に
進むようになってきました。90年代後半以降、長く険悪な関係が続いてきた日中関係も一時期は非常に良かった時期もありました。1980年代に日中間
の蜜月期を形成した日本から中国へのODA経済援助は、戦後賠償免除とも密接なかかわりがあります。蜜月期には歴史認識問題はそれほど大きくは
問われませんでした。日中間の経済交流の歴史を概観することは、日中関係自体を好転させるのに役立つはずであることはもちろんですが、東アジア
諸国との良好な関係を今後築いていくために何が必要かを考えるヒントも与えてくれるでしょう。今後とも付きまとうと考えられる歴史認識問題への日本
人の取り組み方を考えるとともに、日中間の戦後の経済交流の歴史を、

一、国交のなかった50年代、60年代、
二、国交回復後の良好な関係が築かれていた蜜月期を含む70年代から90年代前半、
三、悪化した関係の続く90年代後半以降

の3つの時期に区分して、それぞれの時期の経済交流の特徴とその交流に与えた日台関係、日米関係、中ソ関係、中米関係、中台関係などの影響な
どを理解する。社会にはいろんな状況に置かれた人たちが存在するが、それぞれの人の置かれた立場から考えて、どのような経済政策、貿易・投資政
策、日中交流の在り方、それぞれの人の社会に向き合う態度が望ましいか、それぞれの人の利益に適うかを考えることが出来るようになることが重要
です。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回授業の最後に質問時間を設けていますが、時間なかったり、質問しにくかったりする場合もあるかと思いますので、毎回の受講票に質問内容を書
いておいてください。学会発表前や新しいプリントの作成の時には出来ないことも出て来るかとは思いますが、出来る限り次の授業で回答するようにし
たいと思います。もし、答えて欲しい質問に回答がなかったり、回答が早く欲しい場合は、目立つように赤色など色のついたペンでもう一度書いておいて
ください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本人学生の皆さんには歴史認識問題に強くなり、日中関係の改善に貢献できる人になってもらえればと思います。中国人の皆さんには日本国内の
現実をよく見て歴史認識問題が根強く残る要因と友好を育む大多数の日本人との付き合い方を考えてもらえればと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

001040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

①国分良成・渋谷芳秀・高原明生・川島真『日中関係史』有斐閣アルマ　2013年
②毛里和子『日中関係』岩波新書、2006年
③服部健治・丸川知雄『日中関係史Ⅱ　1972-2012　経済』東京大学出版会

テキストは使用しません。

①9784641220065
②9784004310211
③9784130230629

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 戦後日中関係を概観するビデオを見てもらいます。 ビデオの内容を中心とした、戦後日中関係を整理したプリ
ントを配布しますので、それを見ておいてください。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第2回 日華平和条約とココムの制約下で始まった日中民間貿易(50年代)。50
年代に国交のない状態で始められた民間の日中貿易はどのような環
境にあったか。その貿易の特徴はどのようなものだったか。貿易協定で
日本と中国、それぞれの基本的姿勢はどのようなものであったか。58年
にいったん全面ストップした原因は?

50年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p39-73 ②p1-14,p21-32,p36-42 ③p5-
9
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド
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第3回 2つのチャンネルで行われた日中貿易(60年代)。60年代の2つの貿易
チャンネルとは?経済政策重視の池田内閣の下で中国側の念願の工業
プラント輸入を実現するためにとられた貿易の方式とは?これは通産省
の役人の支持を取り付けて行われた半官半民の貿易とされるが、それ
に対し政府はどのような態度を取り、これを阻止するために台湾はどの
ような行動に出たか?

60年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p75-104 ②p14-20,p33-35,p43-48 ③
p9-13
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第4回 米中接近と日中国交正常化。米中それぞれのどのような事情が米中接
近へと向かわせたか。60年代後半に工業プラント貿易を可能にした貿
易方式が、台湾の行動で失速していたが、70年の「周恩来四条件」はど
のような効果をもたらしていたか。米中接近後、一気に日中国交正常化
に突き進んだ要因は?

参考書の該当箇所を見ておいてください。参考書①p105-
128②p49-94③55-57
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第5回 対ソ戦略提携と中国近代化路線の下で発展した日中貿易(70年代)。70
年代の日中貿易の発展は、日中双方のどのような経済状況に基づくも
のか。1974年日中貿易協定で、対ソ戦略提携のもと米国が行った貿易
規制緩和をまねたと考えられるその中身とは?1978年長期貿易協定に
より、ようやく日本政府も正式に承認して始められた工業プラント輸入に
いったんストップがかかった要因は?またそれに対して日本側はどのよ
うな手を差しのべたか。

70年代日中関係について説明したまとめプリントを配布し
ますので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいて
ください。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見て
おいてください。参考書①p129-137,p142-145 ②p96-104
③p58-63, p73-80,p123-130 さらに出来ればp81-95
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第6回 改革開放政策とODA援助(80年代)。日本がODA援助を行い、中国がそ
れを受けることになったそれぞれの事情はどういうものか。米国からの
対中ODA援助が少なく日本がダントツだった原因は?ODA援助実施に
当たっては日本の省庁間で諸外国の懸念もあり対立があった。その対
立はどのようなもので、どのような調整が図られたか。ODA援助に対し
て中国人の評価は?80年代の対中直接投資に多かった委託加工とは?

80年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p145-167②p44-45,p104-128③p105-
121,p131-137 さらに出来ればp139-163
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第7回 天安門事件の背後の2つの経済路線勢力と日本。歴史的に重要な第
11期3中全会ののち改革開放が直ちには始まらず、海外からの工業プ
ラント輸入キャンセル問題を惹き起こす原因を作った勢力とは?それに
対し、鄧小平はどのように行動し、日本はそれをどのように支えたか。
天安門事件において学生、民衆は何に抗議していたか、それに対し武
力鎮圧を行った異なる2つの方向の勢力とは?それに対して日本はどの
ような態度で臨んだか?

2つの経済路線勢力と日本の中国関与政策に関するまと
めプリントを配布しますので、授業で用いるレジュメととも
に目を通しておいてください。また、余裕ある人は、参考書
の該当箇所を見ておいてください。参考書①p160-167
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第8回 南巡講話と外資企業、日系外資企業(90年代)。世界的対中投資ブーム
が起こった要因は?90年代に現地法人を設立した外資企業は何を目的
として進出してきた企業が多いか。WTO加盟を果たすためにどのような
規制緩和が行われたか。2000年前後から外資企業の進出目的で増え
てきたのはどのような目的か?90年代後半以降、ODAの重点は環境協
力に移行する。日本の環境協力について見ておく。

90年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p172-181③p22-31,p46-47, p167-181,
さらに出来ればp175-181, p219-243
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第9回 台湾海峡危機、安保再定義、中国の高度経済成長と日中関係の悪
化。95年くらいまでは日中関係は蜜月関係と言われるほど良好であっ
たが、95年前後以降、一気に悪化した。その要因は何だったか。

参考書の該当箇所を見ておいてください。参考書①p181-
201②p130-184
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第10回 中国の海洋経済発展戦略。中国の海洋発展戦略とその土台となってい
る海洋経済発展戦略とはどんなものか。領有権問題における帰属につ
いてどのように考えるべきか。中国、日本はそれぞれどのような根拠に
基づいて自国領有権を主張しているか。

海洋経済発展戦略に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は参考書の該当箇所を見ておいてく
ださい。①p232-247
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第11回 米国の対中関与政策。米国は中国に対し、50年代のココムをはじめとし
て、経済関係の規制を行ってきた。中国からGATT、WTO加盟申請に対
して、米国はどのように対応してきたか。中国がGATT、WTO加盟を申
請するに至るまでおよび申請後、交渉し、実際に加盟を果たす中でどの
ような変化を遂げてきたか。

米国の対中関与政策に関するまとめプリントを配布します
ので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくだ
さい。参考書の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第12回 新たな外資導入政策と中国進出日本企業の特徴(2000年代以降)。
2000年代の政冷経熱、2012年以降の政冷経冷の意味は? 外資企業の
沿海部に集中している状況に対し、中国政府はどのような政策を打ち
出したか。中国に進出した外資企業の中で、日本企業はどのような特
徴を持っているか。

2000年代の日中関係に関するまとめプリントを配布します
ので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくだ
さい。参考書①p203-231 ②p185-223 ③p247-256 p333-
342 さらに出来ればp307-330。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第13回 中国「一帯一路」政策。中国は、米国の制止を振り切って参加してきた
英独仏伊含む70か国もの参加国を集めてAIIB(アジアインフラ投資銀
行)を創設し、中国から欧州までを「シルクロート経済帯」(「一帯」)と「21
世紀海上シルクロード」(「一路」)で結ぶために交通インフラを建設しそ
れを金融面から支えようとしている。具体的進行状況とともにその目的
について見ておきます。

中国「一帯一路」政策に関するまとめプリントを配布します
ので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくだ
さい。参考書の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第14回 米中関係の戦後史を見ることにします。新中国建国間もないころのココ
ム、チンコム対中包囲網、米中接近後のチャイナカード時代、対中関与
政策の時代と「新冷戦」に入る前の米中関係の歴史を見ていきます。

米中関係の歴史に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業プリントとともに目を通しておいてください。参考書
の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第15回 対中関与政策との決別と対中制裁の行方。米国トランプ政権は、TPP
を離脱し、保護貿易政策を打ち出し、世界各国に自国第一主義の貿易
政策、投資政策などを押し付けました。中国との間には米中貿易戦争
など対中制裁が行われました。バイデン政権も、自国第一主義の政策
は廃止したものの対中強硬路線は続いています。対中制裁の背景、具
体的様相と日本への影響を見るとともに、今後あるべき世界経済秩序
について考えることとします。

対中関与政策との決別と対中制裁に関するまとめプリント
を配布しますので、授業で用いるレジュメとともに目を通し
ておいてください。参考書の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中国経済論＜中国経済論Ⅱ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234木下　英雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 戦後日中経済関係の歴史

授業の目的及び概要
この授業は、改革開放後、特に経済大国化した後の中国経済の現状と課題について理解することを目標とする。具体的には、国交回復前の日中貿易
の発展とその限界、国交回復後の日中貿易、ODA、日系企業進出等による日本の貢献等について解説する。また今年度は、昨年度に引き続き、米中
経済関係の歴史と一帯一路、米中「新冷戦」についてもみていくこととする。また、北京オリンピックの効果も含めて、現代における中国の著しい経済発
展の要因について理解するとともに、それによって生じる格差、貧困、環境汚染等の問題に焦点をあて、これらの諸問題の解決方法についても考察す
る。

学修の到達目標
2010年代後半には改善傾向が一時的にみられたものの、米国バイデン政権の対中強硬政策の同盟国を巻き込む形の遂行が行われる中、日本は世
界各地での米中対立の持ち込み、敵基地攻撃能力保有で、日中国交回復の50周年を祝うべき年であった昨年には、再び日中関係が険悪化の方向に
進むようになってきました。90年代後半以降、長く険悪な関係が続いてきた日中関係も一時期は非常に良かった時期もありました。1980年代に日中間
の蜜月期を形成した日本から中国へのODA経済援助は、戦後賠償免除とも密接なかかわりがあります。蜜月期には歴史認識問題はそれほど大きくは
問われませんでした。日中間の経済交流の歴史を概観することは、日中関係自体を好転させるのに役立つはずであることはもちろんですが、東アジア
諸国との良好な関係を今後築いていくために何が必要かを考えるヒントも与えてくれるでしょう。今後とも付きまとうと考えられる歴史認識問題への日本
人の取り組み方を考えるとともに、日中間の戦後の経済交流の歴史を、

一、国交のなかった50年代、60年代、
二、国交回復後の良好な関係が築かれていた蜜月期を含む70年代から90年代前半、
三、悪化した関係の続く90年代後半以降

の3つの時期に区分して、それぞれの時期の経済交流の特徴とその交流に与えた日台関係、日米関係、中ソ関係、中米関係、中台関係などの影響な
どを理解する。社会にはいろんな状況に置かれた人たちが存在するが、それぞれの人の置かれた立場から考えて、どのような経済政策、貿易・投資政
策、日中交流の在り方、それぞれの人の社会に向き合う態度が望ましいか、それぞれの人の利益に適うかを考えることが出来るようになることが重要
です。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回授業の最後に質問時間を設けていますが、時間なかったり、質問しにくかったりする場合もあるかと思いますので、毎回の受講票に質問内容を書
いておいてください。学会発表前や新しいプリントの作成の時には出来ないことも出て来るかとは思いますが、出来る限り次の授業で回答するようにし
たいと思います。もし、答えて欲しい質問に回答がなかったり、回答が早く欲しい場合は、目立つように赤色など色のついたペンでもう一度書いておいて
ください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本人学生の皆さんには歴史認識問題に強くなり、日中関係の改善に貢献できる人になってもらえればと思います。中国人の皆さんには日本国内の
現実をよく見て歴史認識問題が根強く残る要因と友好を育む大多数の日本人との付き合い方を考えてもらえればと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

001040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

①国分良成・渋谷芳秀・高原明生・川島真『日中関係史』有斐閣アルマ　2013年
②毛里和子『日中関係』岩波新書、2006年
③服部健治・丸川知雄『日中関係史Ⅱ　1972-2012　経済』東京大学出版会

テキストは使用しません。

①9784641220065
②9784004310211
③9784130230629

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 戦後日中関係を概観するビデオを見てもらいます。 ビデオの内容を中心とした、戦後日中関係を整理したプリ
ントを配布しますので、それを見ておいてください。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第2回 日華平和条約とココムの制約下で始まった日中民間貿易(50年代)。50
年代に国交のない状態で始められた民間の日中貿易はどのような環
境にあったか。その貿易の特徴はどのようなものだったか。貿易協定で
日本と中国、それぞれの基本的姿勢はどのようなものであったか。58年
にいったん全面ストップした原因は?

50年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p39-73 ②p1-14,p21-32,p36-42 ③p5-
9
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド
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第3回 2つのチャンネルで行われた日中貿易(60年代)。60年代の2つの貿易
チャンネルとは?経済政策重視の池田内閣の下で中国側の念願の工業
プラント輸入を実現するためにとられた貿易の方式とは?これは通産省
の役人の支持を取り付けて行われた半官半民の貿易とされるが、それ
に対し政府はどのような態度を取り、これを阻止するために台湾はどの
ような行動に出たか?

60年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p75-104 ②p14-20,p33-35,p43-48 ③
p9-13
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第4回 米中接近と日中国交正常化。米中それぞれのどのような事情が米中接
近へと向かわせたか。60年代後半に工業プラント貿易を可能にした貿
易方式が、台湾の行動で失速していたが、70年の「周恩来四条件」はど
のような効果をもたらしていたか。米中接近後、一気に日中国交正常化
に突き進んだ要因は?

参考書の該当箇所を見ておいてください。参考書①p105-
128②p49-94③55-57
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第5回 対ソ戦略提携と中国近代化路線の下で発展した日中貿易(70年代)。70
年代の日中貿易の発展は、日中双方のどのような経済状況に基づくも
のか。1974年日中貿易協定で、対ソ戦略提携のもと米国が行った貿易
規制緩和をまねたと考えられるその中身とは?1978年長期貿易協定に
より、ようやく日本政府も正式に承認して始められた工業プラント輸入に
いったんストップがかかった要因は?またそれに対して日本側はどのよ
うな手を差しのべたか。

70年代日中関係について説明したまとめプリントを配布し
ますので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいて
ください。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見て
おいてください。参考書①p129-137,p142-145 ②p96-104
③p58-63, p73-80,p123-130 さらに出来ればp81-95
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第6回 改革開放政策とODA援助(80年代)。日本がODA援助を行い、中国がそ
れを受けることになったそれぞれの事情はどういうものか。米国からの
対中ODA援助が少なく日本がダントツだった原因は?ODA援助実施に
当たっては日本の省庁間で諸外国の懸念もあり対立があった。その対
立はどのようなもので、どのような調整が図られたか。ODA援助に対し
て中国人の評価は?80年代の対中直接投資に多かった委託加工とは?

80年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p145-167②p44-45,p104-128③p105-
121,p131-137 さらに出来ればp139-163
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第7回 天安門事件の背後の2つの経済路線勢力と日本。歴史的に重要な第
11期3中全会ののち改革開放が直ちには始まらず、海外からの工業プ
ラント輸入キャンセル問題を惹き起こす原因を作った勢力とは?それに
対し、鄧小平はどのように行動し、日本はそれをどのように支えたか。
天安門事件において学生、民衆は何に抗議していたか、それに対し武
力鎮圧を行った異なる2つの方向の勢力とは?それに対して日本はどの
ような態度で臨んだか?

2つの経済路線勢力と日本の中国関与政策に関するまと
めプリントを配布しますので、授業で用いるレジュメととも
に目を通しておいてください。また、余裕ある人は、参考書
の該当箇所を見ておいてください。参考書①p160-167
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第8回 南巡講話と外資企業、日系外資企業(90年代)。世界的対中投資ブーム
が起こった要因は?90年代に現地法人を設立した外資企業は何を目的
として進出してきた企業が多いか。WTO加盟を果たすためにどのような
規制緩和が行われたか。2000年前後から外資企業の進出目的で増え
てきたのはどのような目的か?90年代後半以降、ODAの重点は環境協
力に移行する。日本の環境協力について見ておく。

90年代の日中関係に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は、参考書の該当箇所を見ておいて
ください。参考書①p172-181③p22-31,p46-47, p167-181,
さらに出来ればp175-181, p219-243
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第9回 台湾海峡危機、安保再定義、中国の高度経済成長と日中関係の悪
化。95年くらいまでは日中関係は蜜月関係と言われるほど良好であっ
たが、95年前後以降、一気に悪化した。その要因は何だったか。

参考書の該当箇所を見ておいてください。参考書①p181-
201②p130-184
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第10回 中国の海洋経済発展戦略。中国の海洋発展戦略とその土台となってい
る海洋経済発展戦略とはどんなものか。領有権問題における帰属につ
いてどのように考えるべきか。中国、日本はそれぞれどのような根拠に
基づいて自国領有権を主張しているか。

海洋経済発展戦略に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくださ
い。また、余裕ある人は参考書の該当箇所を見ておいてく
ださい。①p232-247
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第11回 米国の対中関与政策。米国は中国に対し、50年代のココムをはじめとし
て、経済関係の規制を行ってきた。中国からGATT、WTO加盟申請に対
して、米国はどのように対応してきたか。中国がGATT、WTO加盟を申
請するに至るまでおよび申請後、交渉し、実際に加盟を果たす中でどの
ような変化を遂げてきたか。

米国の対中関与政策に関するまとめプリントを配布します
ので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくだ
さい。参考書の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第12回 新たな外資導入政策と中国進出日本企業の特徴(2000年代以降)。
2000年代の政冷経熱、2012年以降の政冷経冷の意味は? 外資企業の
沿海部に集中している状況に対し、中国政府はどのような政策を打ち
出したか。中国に進出した外資企業の中で、日本企業はどのような特
徴を持っているか。

2000年代の日中関係に関するまとめプリントを配布します
ので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくだ
さい。参考書①p203-231 ②p185-223 ③p247-256 p333-
342 さらに出来ればp307-330。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第13回 中国「一帯一路」政策。中国は、米国の制止を振り切って参加してきた
英独仏伊含む70か国もの参加国を集めてAIIB(アジアインフラ投資銀
行)を創設し、中国から欧州までを「シルクロート経済帯」(「一帯」)と「21
世紀海上シルクロード」(「一路」)で結ぶために交通インフラを建設しそ
れを金融面から支えようとしている。具体的進行状況とともにその目的
について見ておきます。

中国「一帯一路」政策に関するまとめプリントを配布します
ので、授業で用いるレジュメとともに目を通しておいてくだ
さい。参考書の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第14回 米中関係の戦後史を見ることにします。新中国建国間もないころのココ
ム、チンコム対中包囲網、米中接近後のチャイナカード時代、対中関与
政策の時代と「新冷戦」に入る前の米中関係の歴史を見ていきます。

米中関係の歴史に関するまとめプリントを配布しますの
で、授業プリントとともに目を通しておいてください。参考書
の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド

第15回 対中関与政策との決別と対中制裁の行方。米国トランプ政権は、TPP
を離脱し、保護貿易政策を打ち出し、世界各国に自国第一主義の貿易
政策、投資政策などを押し付けました。中国との間には米中貿易戦争
など対中制裁が行われました。バイデン政権も、自国第一主義の政策
は廃止したものの対中強硬路線は続いています。対中制裁の背景、具
体的様相と日本への影響を見るとともに、今後あるべき世界経済秩序
について考えることとします。

対中関与政策との決別と対中制裁に関するまとめプリント
を配布しますので、授業で用いるレジュメとともに目を通し
ておいてください。参考書の該当箇所なし。
4時間勉強するのが通例だそうです。しっかり勉強しましょ
う。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 アメリカ経済論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ アメリカ経済の現状と課題

授業の目的及び概要
世界第一の経済大国であるアメリカは、紛れもなくグローバル社会の中心的存在として、各国・地域の政治や経済の動向にも大きな影響を及ぼしてい
る。
そのアメリカの経済の状況や構造を学んでいくことは、単にその国についての知識と教養を深めるのみならず、今後のグローバル経済の行方や国際政
治の流れを読み解くうえでも重要なファクターとなる。
本講義では、こうしたアメリカと国際社会との関係にも注視しながら、現在のアメリカ経済の実態を様々な視点から平易に解説し、アメリカが抱えている
経済的な問題や課題についても明らかにしていく。
本科目は、国際経済コースを選択した学生に求められる、国家間の経済関係や諸外国の経済事情への理解を深めていくことを目的としており、本コー
スの基本科目となっている。

学修の到達目標
（１）アメリカ経済の実態について、あらゆる角度から説明できる。
（２）アメリカが直面している経済問題について理解し、その対応策を導き出すことができる。
（３）アメリカ経済と各国・地域の経済との関係を把握し、グローバル経済の行方を考察できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
テストの内容や解答方法については、授業の中で解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義資料や参考書を熟読して予習をするとともに、授業中には必ずノートを取ることが重要である。中間テストや定期試験に対応するには、講義内で示
されるポイントを理解しておくことがカギとなるため、欠かさずに授業に出席することが求められる。また、普段から新聞やニュースを通して、アメリカの政
治経済事情に触れておくと良いでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

350015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは使用しない。毎回の講義資料をラーニングポータル上に掲載するので、各自で取得しておく
こと。

参考書

①現代アメリカ経済分析―理念・歴史・政策，中本悟・宮﨑礼二，日本評論社，2013年
②アメリカ経済論入門　第２版，宮田由紀夫・玉井敬人，晃洋書房，2018年
③入門アメリカ経済Q＆A100，坂出健・秋元英一・加藤一誠，中央経済社，2019年
④現代アメリカ経済史　「問題大国」の出現，谷口明丈・須藤功，有斐閣，2017年

なし

①9784535557604
②9784771030343
③9784502291913
④9784641164925

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
講義の進め方や評価の方法を説明し、本講義で取り扱うアメリカ経済
の主要なトピックスについて概説する。

講義資料に目を通して、学習する内容を把握しておくとと
もに、復習として、ノートに書き取った内容は読み返し、更
に授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは追記
して、ノートやファイルの整理を行いながら、講義の内容を
まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 アメリカ経済の土台となっている基本的な理念や政治との関係について
説明する。

講義資料や参考書①「第1章　資本主義発展と遠ざかる
建国の理念」を熟読して予習を行うとともに、復習として、
ノートに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだこ
とや思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイ
ルの整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良い
でしょう。

4時間対面

第3回 アメリカ経済の発展の経緯をGDP統計と主要な経済イベントに着目して
解説していく。

講義資料や参考書①「第2章　マクロ経済の展開と政策思
想の変遷」を熟読して予習を行うとともに、復習として、
ノートに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだこ
とや思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイ
ルの整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良い
でしょう。

4時間対面
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第4回 産業構造の変化とその特徴について学んでいく。 講義資料や参考書①「第3章　産業構造の再編とその現
段階」を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノートに
書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや思っ
たこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの整
理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第5回 雇用環境と企業システムについて、主要な企業などにも注目して解説
する。

講義資料や参考書①「第3章　産業構造の再編とその現
段階」と「第5章　社会保障制度」を熟読して予習を行うとと
もに、復習として、ノートに書き取った内容は読み返し、更
に授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは追記
して、ノートやファイルの整理を行いながら、講義の内容を
まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第6回 アメリカ経済の大きな問題となっている格差と貧困の状況について学習
する。

講義資料や参考書①「第4章　科学技術政策と教育政
策」、「第5章　社会保障制度」、「第8章　低所得コミュニ
ティの開発と金融」を熟読して予習を行うとともに、復習と
して、ノートに書き取った内容は読み返し、更に授業で学
んだことや思ったこと、考えたことなどは追記して、ノート
やファイルの整理を行いながら、講義の内容をまとめてお
くと良いでしょう。

4時間対面

第7回 政策論争の中心的な課題となりやすい社会保障制度について学んでい
く。

講義資料や参考書①「第5章　社会保障制度」を熟読して
予習を行うとともに、復習として、ノートに書き取った内容
は読み返し、更に授業で学んだことや思ったこと、考えた
ことなどは追記して、ノートやファイルの整理を行いなが
ら、講義の内容をまとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第8回 アメリカの国家予算と財政状況について説明する。 講義資料や参考書①「第6章　オバマ政権と自由裁量的
財政政策の復権」を熟読して予習を行うとともに、復習とし
て、ノートに書き取った内容は読み返し、更に授業で学ん
だことや思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートや
ファイルの整理を行いながら、講義の内容をまとめておく
と良いでしょう。

4時間対面

第9回 2008年に世界経済を揺るがした米国発の金融危機について解説する。 講義資料や参考書①「第7章　金融規制の政治経済学」を
熟読して予習を行うとともに、復習として、ノートに書き取っ
た内容は読み返し、更に授業で学んだことや思ったこと、
考えたことなどは追記して、ノートやファイルの整理を行い
ながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第10回 連邦準備制度と金融政策について学習する。 講義資料や参考書①「第9章　金融システムとアンバンク
ト」を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノートに書
き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや思った
こと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの整理
を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第11回 貿易の状況と自由貿易協定（FTA）政策について概説する。 講義資料や参考書①「第11章　ＮＡＦＴＡと対ラテンアメリカ
ＦＴＡ戦略」を熟読して予習を行うとともに、復習として、
ノートに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだこ
とや思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイ
ルの整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良い
でしょう。

4時間対面

第12回 通商政策とその根幹をなす貿易戦略について学んでいく。 講義資料や参考書①「第10章　多極化のなかの通商政
策」を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノートに書
き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや思った
こと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの整理
を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第13回 国際通貨制度とドルの機能について説明する。 講義資料や参考書①「第12章　グローバルな資金循環と
ドル体制の行方」を熟読して予習を行うとともに、復習とし
て、ノートに書き取った内容は読み返し、更に授業で学ん
だことや思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートや
ファイルの整理を行いながら、講義の内容をまとめておく
と良いでしょう。

4時間対面

第14回 日本とアメリカの経済関係について、これまでの経緯も含めて学んでい
く。

講義資料や参考書①「終章　戦後日米経済関係」を熟読
して予習を行うとともに、復習として、ノートに書き取った内
容は読み返し、更に授業で学んだことや思ったこと、考え
たことなどは追記して、ノートやファイルの整理を行いなが
ら、講義の内容をまとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第15回 定期試験に向けて 定期試験に関する案内に沿って、各自で試験に向けた課
題に取り組んでください。これまでの学習を通して学んだ
こと、分かったこと、発見したこと、難しかったこと、興味や
関心を抱いたこと、などについて振り返りを行ってくださ
い。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復
習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと良いで
しょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ヨーロッパ経済論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234田畑　理一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ヨーロッパ地域形成の歴史を踏まえた上で、ヨーロッパの経済統合とEU(ヨーロッパ連合）の現状について考察し、理解することを目的とする。

授業の目的及び概要
この授業の目的は、ヨーロッパ経済の中心であるEUの成立とその実態の理解である。しかし、それを知るためには、ヨーロッパ世界の形成の歴史を踏
まえておく必要があり、ギリシア・ローマにさかのぼるヨーロッパ文化とキリスト教文化、中世封建制からルネサンスを経て近代ヨーロッパの成立、産業
革命から2つの世界大戦に至る歴史をみる必要がある。そして、第2次大戦以降のEC（EUの前身）の成立からEUへの発展の背景には、EU諸国と政治
的、軍事的に対立してきたソ連ブロックの発展と崩壊、さらにソ連の支配から逃れた東欧諸国のその後のEU加盟がある。今日のEUは27カ国（イギリス
の離脱による）からなる経済統合を達成し、部分的には通貨統合と政治統合にまで進んでおり、この大きな歴史的流れを追いながら、EUの現状を知り、
理解することを目的とする。
古代ギリシア以来の歴史と文化の上に栄えた近代ヨーロッパが今に至るも世界の政治・経済・文化発展の中心にあるEUについて知ることはまさに「実
学としての経済学」を学ぶことにほかならない。

学修の到達目標
ヨーロッパ地域の形成（ギリシア、ローマ）から始まって、ヨーロッパにおける主権国家の成立と戦争の歴史を経て、ヨーロッパにおけるEU(欧州連合)の
成立までの歴史を知った上で、その「拡大と深化」の歴史や超国家機関の経済制度の確立、共通通貨（ユーロ）の創出に至る過程と現状を知ること、こ
れによって「就業力の育成」を図る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回コメントシートを配布し、その回の講義の中心的部分を書いた上で、自分の理解したことに対して意見を書いてもらう。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

新聞でヨーロッパの記事を見かけたら読んでみてください。テレビでヨーロッパのニュースをやっていたら、見てください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

0００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。

参考書

１、『現代ヨーロッパ経済』（現代の世界経済シリーズ第3巻、ミネルヴァ書房、2011年）
２、『EUの知識』（日経文庫、藤井良弘著、2013年）
３、『EU崩壊』（新潮新書、木村正人、2013年）

なし

１、『現代ヨーロッパ経済』（現
代の世界経済シリーズ第3
巻、ミネルヴァ書房、2011年）
 ISBN  4-641-12286-5
２、『EUの知識』（日経文庫、
藤井良弘著、2013年）　 
 ISBN  978-4-532-11290-5
３、『EU崩壊』（新潮新書、木
村正人、2013年）　　　  ISBN 
 978-4-610544-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：通常考えられているヨーロッパとは何か、地理的、歴史的、
文化的な意味でのヨーロッパについて考える。狭い意味でのヨーロッパ
経済とはEC、EU経済であるが、広い意味では、ロシア（ソ連を含む）、東
欧諸国まで含む、EC、EUの発展を含んでいる。

参考書１、２の冒頭部分を読んでおいてもらいたい。 3時間対面

第2回 ヨーロッパの歴史（１）：古代ギリシヤ、古代ローマから中世封建制とカト
リック、ルネサンス、絶対主義、市民革命あたりまでのヨーロッパの歴史
について説明する。
農奴制と宗教改革。

参考書1、およびウェブサイト（たとえばwikipediaなどでもよ
い）でヨーロッパの歴史、キリスト教の歴史について読んで
おく。

4時間対面

第3回 ヨーロッパの歴史（２）：ルネサンス、宗教改革、市民革命の続きを話
す。これはヨーロッパにおける合理主義的思考の発展でもあることを説
明する。

ウェブサイト（たとえばwikipediaなどでもよい）で宗教改
革、市民革命（清教徒革命、名誉革命、フランス革命）に
ついて調べる。

4時間対面

第4回 ヨーロッパの歴史（３）：17～18世紀の市民革命とその後の国民国家の
形成、産業革命、帝国主義の時代の列強の成立と戦争の時代。

ウェブサイト（たとえばwikipediaなどでもよい）で市民革
命、産業革命、帝国主義について調べる。

4時間対面
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第5回 ロシア革命と第1次世界大戦、第2次世界大戦について説明する。第1
次世界大戦の教訓からヨーロッパの政治、経済の統合の構想が生まれ
る。

参考書１と２でヨーロッパの政治・経済の統合構想につい
てみておく。

4時間対面

第6回 ECの成立と発展（１）：ECSC（ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体）、EURATOM
（ヨーロッパ原子力共同体）、EEC（ヨーロッパ経済共同体）が発足。その
後（1968年）EC（ヨーロッパ共同体）へ発展。

参考書１と２でヨーロッパの政治・経済の統合構想につい
てみておく。

4時間対面

第7回 ECの成立と発展（２）：通貨調整メカニズムおよびECUの発足。EC統合
の拡大と深化。市場統合の進展。12カ国体制へ。

参考書１と２によって1960年代から1980年代までのECの
発展を見ておく。

4時間対面

第8回 ECの成立と発展（３）：市場統合の開始と完成（1987年から1992年末）。
ECからEUへ（マーストリヒト条約の締結と通貨統合の開始）

参考書１と２によって1980年代から1990年代前半を見てお
く。市場統合完成の持つ意味の重要性を理解すること。

4時間対面

第9回 ロシア革命とソ連の成立：第1次世界大戦中のロシア革命（社会主義革
命へ）。ソ連成立からスターリン独裁体制の成立。

ウェブサイト（たとえばwikipediaなどでもよい）でロシア革
命とスターリン独裁体制について参照。

4時間対面

第10回 戦後の東欧諸国の社会主義化と冷戦体制：ソ連の復興と東欧諸国へ
の社会主義の拡大。ヨーロッパにおける冷戦体制の成立、ドイツの東西
へ

ウェブサイト（たとえばwikipediaなどでもよい）で戦後の冷
戦体制について参照。

4時間対面

第11回 ペレストロイカとソ連崩壊、東欧のソ連からの）解放：社会主義の行き詰
まりとペレストロイカ。冷戦の終焉とソ連崩壊へ。東欧諸国のソ連からの
解放。東欧諸国の市場経済への移行。

ウェブサイト（たとえばwikipediaなどでもよい）でペレストロ
イカ、冷戦の終焉、ソ連崩壊について参照。

4時間対面

第12回 東欧諸国の市場経済移行とEUへの加盟：旧ソ連諸国および中東欧諸
国の市場経済への移行。中東欧諸国のEUへの加盟。

参考書１と２によって中東欧諸国のEUへの加盟を参照。 3時間対面

第13回 拡大EUとロシア、CIS体制へ：2004年、2007年の旧社会主義国のEU加
盟とEU諸国金融機関の中東欧への金融支配へ

参考書１と２によって拡大EUの実態を確認。 4時間対面

第14回 リーマン・ショックとユーロ危機：リーマン・ショックによるEUの金融危機。
ギリシアの財政・金融危機の深刻化とEUの動揺。ギリシア支援とユーロ
危機。EUの不安定化。

ウェブサイト（たとえばwikipediaなどでもよい）でリーマン・
ショック、ギリシア危機、ギリシア支援、ユーロ危機につい
て参照。

4時間対面

第15回 イギリスのEU離脱とEUの動揺。中東からの移民問題。 授業を参考にして、ウェブサイト（たとえばwikipediaなどで
もよい）を使ってイギリスのEU離脱について理解する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会政策　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 近世から現代のイギリスにおける貧困、失業、労働、外国人労働者、公衆衛生改革などの歴史から社会政策について学ぶ。

授業の目的及び概要
社会政策は、主として社会保障政策と労働政策からなります。本講義では、世界に先駆けて福祉国家を誕生させ、そしてその解体と転換を経験してき
たイギリスの歴史から、社会政策についての理解を深めていきます。この授業を受講することにより、労働者の生活を保護する社会政策の必要性や意
義を、実学としての経済学の一環として理解することを目的とします。

学修の到達目標
第一に、わたしたちが安定した生活を営んでいくうえで欠かすことのできない社会保障政策、労働政策、保健・医療制度が形成されてきた歴史的な筋道
を説明することができる。
第二に、自由放任を旨としたイギリスにおいて福祉国家が誕生し、解体され、転換を迫られた歴史的事象を学ぶことで、国家は民事に介入すべきでな
いという原則をもつ資本主義市場経済において、その原則を修正するような社会政策がなぜ必要とされたのか、具体的な事例や問題を挙げて説明する
ことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業後にレスポンスシートを執筆してもらいます。各授業では、それに対する応答をしたうえで、講義を行っていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日頃から、政治、経済、社会、労働、社会保障のニュースに関心を持って、新聞やTVを視聴するようにしましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。

参考書

参考文献については、適宜授業中に指示します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
前半に授業の進め方について説明し、後半で社会政策とは何かについ
て講義します。

予習：労働や社会保障のニュースに意図的に触れて、自
分なりに社会政策とは何かを考えてみること。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。

4時間対面

第2回 【近世イングランドの貧民対策①】
近世のイングランドにおいて、貧困や貧民が社会問題として浮上してく
る経緯と、それに対する個別の対策について学びます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第3回 【近世イングランドの貧民対策②】
近世のイングランドにおいて、貧困や貧民の問題に対する包括的な対
策として制定された救貧法の内容と実際の施行について学びます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第4回 【19世紀イギリスにおける救貧法の改正】
近世に制定された救貧法のほころびから新たな救貧法の形が希求され
た歴史的な展開を学びます。また、自由放任を是とした19世紀イギリス
における社会保障政策の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第5回 【イギリスの工場法①】
産業革命後のイギリス社会で生じていた劣悪な労働環境（児童労働を
中心に）について学ぶとともに、自由放任を是とした19世紀イギリスにお
ける労働政策の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面
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第6回 【イギリスの工場法②】
産業革命後のイギリス社会で生じていた劣悪な労働環境（女性の労働
を中心）に対してどのような対策が行われたか、とりわけその対策立案
における議論について学びます。また、自由放任を是とした19世紀イギ
リスにおける社会保障政策の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第7回 【19世紀イギリスの公衆衛生改革】
19世紀半ばのイギリスで公衆衛生法が制定されていった過程について
学びます。また、自由放任を是とした19世紀イギリスにおける社会政策
の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第8回 【イギリスの売春規制】
19世紀後半のイギリスにおいて制定された売春規制について学びま
す。また、自由放任を是とした19世紀イギリスにおける社会政策の必要
性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第9回 【19世紀末の貧困調査からリベラル・リフォームへ】
C.ブースとB. S. ラウントリーの貧困調査から19世紀末のイギリスの貧
困状態を学んだうえで、20世紀初頭に制定された国民保険法などの一
連の社会政策立法について理解を深めます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第10回 【近現代イギリスの移民政策と外国人労働者】
1905年の外国人法の制定過程から20世紀転換期のイギリスにおける
移民政策と外国人労働者への対応についての理解を深めます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第11回 【ボーア戦争の衝撃：戦争と社会政策】
ボーア戦争を事例にして、戦争と社会政策との関係について考えます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第12回 【ナショナル・ミニマムをめぐる議論】
「貧困の発見」、「貧困観の旋回」、「新自由主義の台頭」など、貧困や
失業を見る目に大きな変容が生じた19世紀末から20世紀前半のイギリ
スにおけるナショナル・ミニマムをめぐる議論ついて理解を深めます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第13回 【イギリス福祉国家の形成】
ベヴァリッジ報告において描き出されたイギリスの福祉国家構想を学び
ます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第14回 【福祉国家の解体と転換】
小さな政府論が唱えられ、社会保障支出が大幅に削減されていった
サッチャー政権下の社会政策について学びます。

予習：13回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第15回 【まとめと総括】
定期試験に向けて授業を総括する動画教材をオンデマンドで配信しま
す。

【予習】これまでのレジュメを読んで、学んできた内容を整
理すること。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、ラーニングポー
タル上で配布する資料を中心に、これまでの学修内容の
総復習を行うこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会政策　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 近世から現代のイギリスにおける貧困、失業、労働、外国人労働者、公衆衛生改革などの歴史から社会政策について学ぶ。

授業の目的及び概要
社会政策は、主として社会保障政策と労働政策からなります。本講義では、世界に先駆けて福祉国家を誕生させ、そしてその解体と転換を経験してき
たイギリスの歴史から、社会政策についての理解を深めていきます。この授業を受講することにより、労働者の生活を保護する社会政策の必要性や意
義を、実学としての経済学の一環として理解することを目的とします。

学修の到達目標
第一に、わたしたちが安定した生活を営んでいくうえで欠かすことのできない社会保障政策、労働政策、保健・医療制度が形成されてきた歴史的な筋道
を説明することができる。
第二に、自由放任を旨としたイギリスにおいて福祉国家が誕生し、解体され、転換を迫られた歴史的事象を学ぶことで、国家は民事に介入すべきでな
いという原則をもつ資本主義市場経済において、その原則を修正するような社会政策がなぜ必要とされたのか、具体的な事例や問題を挙げて説明する
ことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業後にレスポンスシートを執筆してもらいます。各授業では、それに対する応答をしたうえで、講義を行っていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日頃から、政治、経済、社会、労働、社会保障のニュースに関心を持って、新聞やTVを視聴するようにしましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。

参考書

参考文献については、適宜授業中に指示します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
前半に授業の進め方について説明し、後半で社会政策とは何かについ
て講義します。

予習：労働や社会保障のニュースに意図的に触れて、自
分なりに社会政策とは何かを考えてみること。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。

4時間対面

第2回 【近世イングランドの貧民対策①】
近世のイングランドにおいて、貧困や貧民が社会問題として浮上してく
る経緯と、それに対する個別の対策について学びます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第3回 【近世イングランドの貧民対策②】
近世のイングランドにおいて、貧困や貧民の問題に対する包括的な対
策として制定された救貧法の内容と実際の施行について学びます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第4回 【19世紀イギリスにおける救貧法の改正】
近世に制定された救貧法のほころびから新たな救貧法の形が希求され
た歴史的な展開を学びます。また、自由放任を是とした19世紀イギリス
における社会保障政策の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第5回 【イギリスの工場法①】
産業革命後のイギリス社会で生じていた劣悪な労働環境（児童労働を
中心に）について学ぶとともに、自由放任を是とした19世紀イギリスにお
ける労働政策の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面
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第6回 【イギリスの工場法②】
産業革命後のイギリス社会で生じていた劣悪な労働環境（女性の労働
を中心）に対してどのような対策が行われたか、とりわけその対策立案
における議論について学びます。また、自由放任を是とした19世紀イギ
リスにおける社会保障政策の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第7回 【19世紀イギリスの公衆衛生改革】
19世紀半ばのイギリスで公衆衛生法が制定されていった過程について
学びます。また、自由放任を是とした19世紀イギリスにおける社会政策
の必要性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第8回 【イギリスの売春規制】
19世紀後半のイギリスにおいて制定された売春規制について学びま
す。また、自由放任を是とした19世紀イギリスにおける社会政策の必要
性とそのあり方について解説します。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第9回 【19世紀末の貧困調査からリベラル・リフォームへ】
C.ブースとB. S. ラウントリーの貧困調査から19世紀末のイギリスの貧
困状態を学んだうえで、20世紀初頭に制定された国民保険法などの一
連の社会政策立法について理解を深めます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第10回 【近現代イギリスの移民政策と外国人労働者】
1905年の外国人法の制定過程から20世紀転換期のイギリスにおける
移民政策と外国人労働者への対応についての理解を深めます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第11回 【ボーア戦争の衝撃：戦争と社会政策】
ボーア戦争を事例にして、戦争と社会政策との関係について考えます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第12回 【ナショナル・ミニマムをめぐる議論】
「貧困の発見」、「貧困観の旋回」、「新自由主義の台頭」など、貧困や
失業を見る目に大きな変容が生じた19世紀末から20世紀前半のイギリ
スにおけるナショナル・ミニマムをめぐる議論ついて理解を深めます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第13回 【イギリス福祉国家の形成】
ベヴァリッジ報告において描き出されたイギリスの福祉国家構想を学び
ます。

予習：前回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第14回 【福祉国家の解体と転換】
小さな政府論が唱えられ、社会保障支出が大幅に削減されていった
サッチャー政権下の社会政策について学びます。

予習：13回のレジュメをよく読み、内容を整理しておくこと。
復習：レジュメをよく読み、とくに用語の意味と論理展開を
しっかり理解すること。関心のあるトピックに関しては、レ
ジュメに記載する参考文献にあたってみること。

4時間対面

第15回 【まとめと総括】
定期試験に向けて授業を総括する動画教材をオンデマンドで配信しま
す。

【予習】これまでのレジュメを読んで、学んできた内容を整
理すること。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、ラーニングポー
タル上で配布する資料を中心に、これまでの学修内容の
総復習を行うこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会保障　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234呉　紅敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 社会保障

授業の目的及び概要
社会保障制度の歴史、概念と範囲、機能、財政、制度の体系と概要およびそれらの問題について概観する。
この授業を受講することにより、社会保障制度の現状と課題について理解できる力を身に着けることを目的とする。

学修の到達目標
社会保障制度にかかわる基本的知識、いわば社会保障制度の基礎的な常識をみにつけることを第一目標とし、少子高齢化社会の中で改革が急務と
いわれている社会保障制度の現状や改革議論について、身近な例を挙げながら具体的にわかりやすく説明し、その上で、社会保険制度や社会福祉制
度の個別制度の基礎知識について解説し、社会保障制度の基礎知識を得ることを第二の目標とする。
この授業を通じて、皆さんが大学を卒業し、社会で重責を担う年齢に達したときに、自分自身で社会保障制度の動向を評価できる基礎知識を身につけ
ることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の講義に、コメントカードに質問、意見、提案などを書いてもらい、次の授業中に口頭で回答を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

『社会政策』の科目を履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

古橋エツ子編『新・初めての社会保障論』（第3版）法律文化社、2021年

参考書

ISBN978-4-589-03889-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
何のために社会保障があるの？

専門用語などが多いので、授業前に、予習などをすること
をお勧めします。また、授業後はレジュメを用い、復習して
ください（1時間程度）。
教科書、1～15頁の「社会保障とは」を読んで予習してくだ
さい（2時間程度）。

3時間対面

第2回 社会保障制度にはどんなものがあるんだろう？
社会政策とは何か、何のために社会政策があるの？

授業後は、教科書、1～15頁の「社会保障とは」を読んで
復習してください（2時間程度）。
社会政策とは、別紙でご紹介致します。
また、16頁～20頁の第2章「医療保険」の医療保険とはを
予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第3回 病気になったらどうする？（１）
医療保険の保険関係と財源

授業後は、教科書の16頁～20頁の第2章「医療保険」の
医療保険とはを復習してください（2時間程度）。
また、21頁～37頁の医療保険仕組みと課題について予習
してください（2時間程度）。

4時間対面

第4回 病気になったらどうする？（２）
保険診療の法体系・医療供給体制・保険診療の内容

医療保険制度の課題

授業後は、教科書の21頁～37頁の医療保険仕組みと課
題について復習してください（2時間程度）。
また、38～41頁の第3章「介護保険」について予習してくだ
さい（2時間程度）。

4時間対面

第5回 介護保険
・介護保険とは

授業後は、教科書の38～41頁の第3章「介護保険」につい
て復習してください（2時間程度）。
また、42～57頁の介護保険制度の概要と課題について予
習してください（2時間程度）。

4時間対面
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第6回 介護保険の概要
今後の課題

授業後は、教科書の42～57頁の介護保険制度の概要と
課題について復習してください（2時間程度）。
また、58～69頁の年金制度とは何かを予習してください（2
時間程度）。

4時間対面

第7回 年金制度
年金制度とは何か

授業後は、教科書の58～69頁の年金制度とは何かを復
習してください（2時間程度）。
また、70～85頁の年金制度の仕組みと現状、課題につい
て予習してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 年金制度の仕組みと現状
公的年金制度の課題

授業後は、教科書の70～85頁の年金制度の仕組みと現
状、課題について復習してください（2時間程度）。
これまでの勉強した内容を教科書やレジュメを用い、しっ
かり復習してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 これまでの勉強した内容を総括 授業後は、これまでの勉強した内容を教科書やレジュメを
用い、復習してください（2時間程度）。
また、教科書の86～95頁の労働保険の内容について予
習してください（２時間程度）。

4時間対面

第10回 労働保険
労働者災害補償保険制度とは

授業後は、教科書86頁～95頁の労働者災害保険制度に
ついて復習してください（２時間程度）。
また、96～107頁の雇用保険制度と課題について予習して
ください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 雇用保険制度とは
今後の課題

授業後は、教科書96～107頁の雇用保険制度と課題につ
いて復習してください（2時間程度）。
また、118～124頁の第7章社会福祉とを予習してください
（２時間程度）。

4時間オンデマンド

第12回 社会福祉とは
今後のゆくえ

授業後は、教科書の118～124頁の第7章社会福祉とを復
習してください（2時間程度）。
また、168～183頁の生活保護制度について予習してくださ
い（２時間程度）。

4時間対面

第13回 生活保護制度とは
生活保護制度のしくみ
その課題

授業後は、教科書の168～183頁の生活保護制度につい
て復習してください（2時間程度）。
また、128～135頁の児童福祉について予習してください
（２時間程度）。

4時間対面

第14回 児童福祉
児童福祉とは
児童福祉の仕組みと現状
課題

授業後は、教科書128頁～137頁の児童福祉について復
習してください（2間程度）。
また、159～167頁の第11章の社会手当を予習してくださ
い（２時間程度）。

4時間対面

第15回 社会手当
社会手当とは
社会手当の種類と概要
今後の課題

授業後は、教科書の159～167頁の第11章の社会手当を
復習してください（５時間程度）。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会保障　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234呉　紅敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 社会保障

授業の目的及び概要
社会保障制度の歴史、概念と範囲、機能、財政、制度の体系と概要およびそれらの問題について概観する。
この授業を受講することにより、社会保障制度の現状と課題について理解できる力を身に着けることを目的とする。

学修の到達目標
社会保障制度にかかわる基本的知識、いわば社会保障制度の基礎的な常識をみにつけることを第一目標とし、少子高齢化社会の中で改革が急務と
いわれている社会保障制度の現状や改革議論について、身近な例を挙げながら具体的にわかりやすく説明し、その上で、社会保険制度や社会福祉制
度の個別制度の基礎知識について解説し、社会保障制度の基礎知識を得ることを第二の目標とする。
この授業を通じて、皆さんが大学を卒業し、社会で重責を担う年齢に達したときに、自分自身で社会保障制度の動向を評価できる基礎知識を身につけ
ることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の講義に、コメントカードに質問、意見、提案などを書いてもらい、次の授業中に口頭で回答を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

『社会政策』の科目を履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

古橋エツ子編『新・初めての社会保障論』（第3版）法律文化社、2021年

参考書

ISBN978-4-589-03889-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
何のために社会保障があるの？

専門用語などが多いので、授業前に、予習などをすること
をお勧めします。また、授業後はレジュメを用い、復習して
ください（1時間程度）。
教科書、1～15頁の「社会保障とは」を読んで予習してくだ
さい（2時間程度）。

3時間対面

第2回 社会保障制度にはどんなものがあるんだろう？
社会政策とは何か、何のために社会政策があるの？

授業後は、教科書、1～15頁の「社会保障とは」を読んで
復習してください（2時間程度）。
社会政策とは、別紙でご紹介致します。
また、16頁～20頁の第2章「医療保険」の医療保険とはを
予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第3回 病気になったらどうする？（１）
医療保険の保険関係と財源

授業後は、教科書の16頁～20頁の第2章「医療保険」の
医療保険とはを復習してください（2時間程度）。
また、21頁～37頁の医療保険仕組みと課題について予習
してください（2時間程度）。

4時間対面

第4回 病気になったらどうする？（２）
保険診療の法体系・医療供給体制・保険診療の内容

医療保険制度の課題

授業後は、教科書の21頁～37頁の医療保険仕組みと課
題について復習してください（2時間程度）。
また、38～41頁の第3章「介護保険」について予習してくだ
さい（2時間程度）。

4時間対面

第5回 介護保険
・介護保険とは

授業後は、教科書の38～41頁の第3章「介護保険」につい
て復習してください（2時間程度）。
また、42～57頁の介護保険制度の概要と課題について予
習してください（2時間程度）。

4時間対面
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第6回 介護保険の概要
今後の課題

授業後は、教科書の42～57頁の介護保険制度の概要と
課題について復習してください（2時間程度）。
また、58～69頁の年金制度とは何かを予習してください（2
時間程度）。

4時間対面

第7回 年金制度
年金制度とは何か

授業後は、教科書の58～69頁の年金制度とは何かを復
習してください（2時間程度）。
また、70～85頁の年金制度の仕組みと現状、課題につい
て予習してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 年金制度の仕組みと現状
公的年金制度の課題

授業後は、教科書の70～85頁の年金制度の仕組みと現
状、課題について復習してください（2時間程度）。
これまでの勉強した内容を教科書やレジュメを用い、しっ
かり復習してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 これまでの勉強した内容を総括 授業後は、これまでの勉強した内容を教科書やレジュメを
用い、復習してください（2時間程度）。
また、教科書の86～95頁の労働保険の内容について予
習してください（２時間程度）。

4時間対面

第10回 労働保険
労働者災害補償保険制度とは

授業後は、教科書86頁～95頁の労働者災害保険制度に
ついて復習してください（２時間程度）。
また、96～107頁の雇用保険制度と課題について予習して
ください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 雇用保険制度とは
今後の課題

授業後は、教科書96～107頁の雇用保険制度と課題につ
いて復習してください（2時間程度）。
また、118～124頁の第7章社会福祉とを予習してください
（２時間程度）。

4時間オンデマンド

第12回 社会福祉とは
今後のゆくえ

授業後は、教科書の118～124頁の第7章社会福祉とを復
習してください（2時間程度）。
また、168～183頁の生活保護制度について予習してくださ
い（２時間程度）。

4時間対面

第13回 生活保護制度とは
生活保護制度のしくみ
その課題

授業後は、教科書の168～183頁の生活保護制度につい
て復習してください（2時間程度）。
また、128～135頁の児童福祉について予習してください
（２時間程度）。

4時間対面

第14回 児童福祉
児童福祉とは
児童福祉の仕組みと現状
課題

授業後は、教科書128頁～137頁の児童福祉について復
習してください（2間程度）。
また、159～167頁の第11章の社会手当を予習してくださ
い（２時間程度）。

4時間対面

第15回 社会手当
社会手当とは
社会手当の種類と概要
今後の課題

授業後は、教科書の159～167頁の第11章の社会手当を
復習してください（５時間程度）。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 労働経済学　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234李　慧慧

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場を経済学的視点から学びます。

授業の目的及び概要
この科目では，経済学理論的枠組みとデータに基づき，労働経済学について学修します。
はじめに，労働供給と労働需要を扱います。その後，人的資本および「多様化する働き方」について学びます。
また，家庭内生産活動についても学びます。
これらの授業を通じて，経済学的視点から労働や家族の未来，特に賃金格差の大きい女性労働・非正規雇用のあり方・失業などの社会問題が発生す
る要因を理解できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
この科目の目標は，以下の通り設定しています。
1．ミクロ経済学を基礎として，労働需要や労働供給などの労働市場に関する経済理論と分析枠組みを理解することができる。
2．日本の労働市場を客観的に考えることができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については，授業中に適宜的に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

1．テキストを入手して読み理解することです。
2．時事的問題について受講と平行して自習することです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0040

400020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは以下の通りです。それ以外は，講義の際に紹介します。

労働経済学をつかむ，大森義明・永瀬伸子，有斐閣 ，2021年

また，講義資料も配布します。

参考書

労働経済学ー理論と実証をつなぐ，川口大司，有斐閣 ，2017年

9784641177307

9784641165076

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要と日本の労働市場 【予習】事前にシラバスによく目を通し，労働経済学につい
て考えてみましょう（１時間程度）；テキストの第1章を事前
に読んでおいてください。（１時間程度）
【復習】シラバスとテキストの第1章を読み直し，講義で得
た知識を確認してください。また，講義テーマに関連する
ニュースを日頃から確認してください。（２時間程度）

4時間オンデマンド

第2回 労働供給の導入内容 【予習】テキストの第2章のunit3「労働供給」（ページ25〜
31）を事前に読んでおいてください。（１時間程度）
【復習】テキストの第2章のunit3「労働供給」（ページ25〜
31）および配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認し
てください。また，講義テーマに関連するニュースを日頃
から確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第3回 労働供給 【予習】テキストの第2章のunit3「労働供給」（ページ31〜
38）を事前に読んでおいてください。（１時間程度）
【復習】テキストの第2章のunit3「労働供給」および配布資
料を読み直し，講義で得た知識を確認してください。また，
講義テーマに関連するニュースを日頃から確認してくださ
い。（３時間程度）

4時間オンデマンド
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第4回 労働と家庭内生産 【予習】テキストの第2章のunit4「労働と家庭内生産」を事
前に読んでおいてください。（１時間程度）
【復習】テキストの第2章のunit4「労働と家庭内生産」およ
び配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してくださ
い。また，講義テーマに関連するニュースを日頃から確認
してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第5回 労働需要 【予習】テキストの第3章のunit5「労働者数と労働時間の
決定」を事前に読んでおいてください。（2時間程度）
【復習】テキストの第3章のunit5「労働者数と労働時間の
決定」および配布資料を読み直し，講義で得た知識を確
認してください。また，講義テーマに関連するニュースを日
頃から確認してください。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第6回 教育・訓練と人的資本 【予習】テキストの第4章を事前に読んでおいてください。
（１時間程度）
【復習】テキストの第4章および配布資料を読み直し，講義
で得た知識を確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第7回 長期雇用の賃金決定のメカニズム 【予習】テキストの第5章を事前に読んでおいてください。
（１時間程度）
【復習】テキストの第5章および配布資料を読み直し，講義
で得た知識を確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 転職・就職 【予習】テキストの第6章を事前に読んでおいてください。
（１時間程度）
【復習】テキストの第6章および配布資料を読み直し，講義
で得た知識を確認してください。また，講義テーマに関連
するニュースを日頃から確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第9回 賃金格差 【予習】テキストの第7章を事前に読んでおいてください。
（１時間程度）
【復習】テキストの第7章および配布資料を読み直し，講義
で得た知識を確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第10回 失業と不安定雇用 【予習】テキストの第8章のunit16「不本意な非正規雇用」
を事前に読んでおいてください。（１時間程度）
【復習】テキストの第8章のunit16「不本意な非正規雇用」
および配布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してく
ださい。また，講義テーマに関連するニュースを日頃から
確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 女性労働 【予習】テキストの第9章を事前に読んでおいてください。
（１時間程度）
【復習】テキストの第9章および配布資料を読み直し，講義
で得た知識を確認してください。また，講義テーマに関連
するニュースを日頃から確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第12回 高齢者の就業と引退 【予習】テキストの第10章を事前に読んでおいてください。
（１時間程度）
【復習】テキストの第10章および配布資料を読み直し，講
義で得た知識を確認してください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第13回 労使関係 【予習】テキストの第11章を事前に読んでおいてください。
（１時間程度）
【復習】テキストの第11章および配布資料を読み直し，講
義で得た知識を確認してください。また，講義テーマに関
連するニュースを日頃から確認してください。（３時間程
度）

4時間オンデマンド

第14回 これからの労働 【予習】テキストのunit23「結　これからの労働 」を事前に
読んでおいてください。（１時間程度）
【復習】テキストのunit23「結　これからの労働 」および配
布資料を読み直し，講義で得た知識を確認してください。
また，講義テーマに関連するニュースを日頃から確認して
ください。（３時間程度）

4時間オンデマンド

第15回 まとめ 【予習】これまでの授業回の配布資料を事前に読んでおい
てください。（２時間程度）
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し，講義で
得た知識を総復習してください。（２時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学史Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34西　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学の歴史を学ぶことを通じて、経済学の基本的な考え方を理解することがテーマです。

授業の目的及び概要
履修者が、経済学の歴史の学修を通じて経済学の基本を理解できるようになることを目標とする。経済学の歴史の授業であるから個々の学説の紹介も
重要であるが、それだけでなく、それらと現代の経済問題がどのように関係しているのかに集中して授業を進めていく。また総花的に何人もの学者や諸
学説をとりあげて解説するというのではなく絞ってとり上げ、それらの議論を深く掘り下げていくという方向で考えたい。経済学史Ⅰでとり上げるのは、重
商主義、重農主義、アダム・スミス、デヴィッド・リカードである。この授業を履修することを通じて、市民社会における主体として身につけるべき経済学に
ついての考え方が獲得できます。
　なお、この授業を受講することにより、現実の経済現象について考えてみずからの考察をそれに付け加えることができるようになるはずです。
　最終回はオンデマンド授業を行います。

学修の到達目標
過去の経済学者の学説の学修を学ぶことを、現代の経済学の理解へとつなげていくことが最終的な目標です。もちろん理論だけでなく、その背後にあ
る思想的な部分についても説明しますので、理論との関連で理解してほしいと考えます。そして最終目標は、そのような学びを通じて現実の経済への理
解につながるような知識を身につけることです。この授業の履修を通じて経済学の歴史について説明することができるようになり、そのような知識を通じ
て現実の経済を自分の力で考えていくことができるようになります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中、コメント・シートの提出を求めることがあります。それは返却はしませんが、その内容については次の授業の時にいくつか取り上げ論評するよう
にしたいと考えます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経済学史とは経済学についての昔話などではなく、現実の経済を理解するための方法を獲得するための科目です。そのつもりで、授業にのぞんでくだ
さい。また私語は厳禁です。ご注意ください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0900

0０100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に定めません(授業中に配布するプリントで進めます)。

参考書

①喜多見洋・水田健編著『経済学史』ミネルヴァ書房、2012年(ISBN 978-4-623-05936-2)。
②松尾匡『対話でわかる痛快明解経済学史』日経BP社、2009年(ISBN 978-4-8222-4764-5)。

なし

①9784623059362
②9784822247645

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 経済学とは何か。経済学の歴史を学ぶことの意義とは何か。 予習：「経済学史」とはいかなる学問かについて、記載して
いる参考書などで調べておくこと。復習：オリエンテーショ
ンで述べることの内容について、プリントを読み直して理
解を深めておくこと。なお予習、復習とも1時間程度行うこ
とが望ましい。

4時間対面

第2回 経済学の誕生と資本主義の成立。なぜ資本主義は経済学を発展させ
るきっかけとなったか。

予習：資本主義とはどういう社会であり、またそれは経済
学の成立といかなる関係があるのかが授業で説明される
ので、資本主義とはいかなる経済システムであるかという
ことを各自、調べておくこと。復習：配布プリントを読み直
し、その日の授業内容の再確認をしておくこと。なお予習、
復習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間対面

第3回 スミス以前の経済学について(スミス以前の経済学は豊かさなどをどうと
らえたか)。重商主義と重農主義とは何か。またそれらとスミスとの関
係。

予習：「豊かさ」の意味について考えておくこと。。復習；配
布されたプリントを読み直し、その日の内容を再確認して
おくこと。なお予習、復習とも1時間程度行うことが望まし
い。

4時間対面

第4回 市場の役割(神の見えざる手)。資源配分の効率性とはどういうことか。 予習：市場とはどのような機能をもつのかを調べておくこ
と。また市場の存在が、われわれの日常生活にどのよう
なプラス効果とマイナス効果を与えているかを考えておく
こと。復習：配布プリントを読み直し、その日の授業の内容
を再確認しておくこと。なお予習、復習とも1時間程度行う
ことが望ましい。

4時間対面

－384－



第5回 分業とは何か(組織内分業、国内分業、国際分業)。分業の利点と欠点
はどこにあるのか。分業と市場との関係はどのようになっているのか。

予習：分業(仕事を社会成員全体で手分けしてすること)が
われわれの日常生活に対して与えるプラス効果とマイナ
ス効果について考えておくこと。復習：配布プリントを読み
直し、その日の授業の内容を再確認しておくこと。なお予
習、復習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間対面

第6回 絶対優位の貿易理論。小さな政府論について。 予習：「絶対優位」とはいかなる概念かについて調べておく
こと。また、個々人の経済活動を政府の干渉からの自由
にゆだねるとどのようなよいことがあるか考えておくこと。
復習：配布プリントを読み直し、その日の授業の内容を再
確認しておくこと。なお予習、復習とも1時間程度行うこと
が望ましい。

4時間対面

第7回 経済倫理の違いが人々の経済活動にどのような違いをもたらすのか
(貯蓄は美徳か、消費は美徳か)。スミスの株式会社批判はどのようなも
のか。

予習：貯蓄という行為がどのような意味を持つか(個人レ
ベルで、あるいは社会全体のレベルで)を考えておくこと。
また、「法人」と「自然人」という用語について調べておくこ
と。復習：配布プリントを読み直し、その日の授業の内容を
再確認すること。なお予習、復習とも1時間程度行うことが
望ましい。

4時間対面

第8回 財の交換比率はどう決まるのか(労働量と希少性)。 予習：経済学によく出てくる用語である「価格」と「価値」は
どのように違うのかを調べておくこと。復習：配布プリントを
読み直し、その日の授業の内容を再確認すること。なお予
習、復習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間対面

第9回 生産できる生産要素とできない生産要素との違いの重要性。土地が狭
い国の経済成長の法則とは(希少な生産要素である土地と成長の問
題)。

予習：「生産要素」とはいかなる用語かを調べておくこと。
またそれにはどのようなものがあるのかについても調べて
おくこと。復習：配布プリントを読み直し、その日の授業の
内容の再確認をしておくこと。なお予習、復習とも1時間程
度行うことが望ましい。

4時間対面

第10回 経済的レントの問題。比較優位にもとづく貿易理論とはどのようなもの
か。

予習：「生産要素」の価格はどう決まるのかについてミクロ
経済学のテキストなどを読んで調べておくこと。復習：配布
プリントを読み直し、その日の授業の内容を再確認してお
くこと。なお予習、復習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間対面

第11回 自由貿易の利益とは何か。自由貿易主義と保護貿易主義。 予習：「自由貿易の利益」という用語の意味について調べ
ておくこと。また「保護貿易」という用語についても調べて
おくこと。復習：配布プリントを読み直し、その日の授業の
内容を再確認しておくこと。なお予習、復習とも1時間程度
行うことが望ましい。

4時間対面

第12回 セイ法則とは何か。一般的過剰生産と部分的過剰生産について。 予習：「セイ法則」ということの意味について、提示している
参考書などで調べておくこと。また「過剰生産」という用語
についても調べておくこと。復習：配布プリントを読み直し、
その日の授業の内容を再確認しておくこと。なお予習、復
習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間対面

第13回 価値論の再論。リカードとマルサスの一般的過剰生産をめぐる論争。 予習：貨幣のもつ役割について調べておくこと。復習：配布
プリントを読み直し、その日の授業の内容を再確認してお
くこと。なお予習、復習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間対面

第14回 【補論】資本主義の誕生と経済学の成立過程とはどのように関係してい
るのかを考える。

予習：経済史における「共同体」や「産業革命」とはどのよ
うなものか、調べておくこと。復習：配布プリントを読み直
し、その日の授業の内容を再確認しておくこと。なお予習、
復習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間対面

第15回 これまでの内容を復習し、その流れを説明する。 予習：これまでの授業の全体的な流れをこれまで配布した
プリントを参照しつつ、考えておくこと。復習：まとめプリント
をよみ、授業全体の内容を再確認しておくこと。なお予習、
復習とも1時間程度行うことが望ましい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学史Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34西　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 主に、マルクス、マーシャルとケインズの学説を通じて、経済学を学ぶ。

授業の目的及び概要
この授業では、経済学の基本的な考え方を過去の経済学者たちの学説を通じて考えてみたいと思います。現代において論じられている経済についての
考え方は歴史的なプロセスを通じて形成されてきたものですので、そのプロセスを学ぶことは経済学の基礎的なロジックを身につけるのに役にたちま
す。過去の学説の紹介に終るのではなく、現代の経済をみる力を身につけるのが目的です。とりあげる経済学者は主には、マルクス、マーシャル、ケイ
ンズ、シュムペーターです。この授業の履修を通じて経済をみる目をやしなってください。
この授業を受講することにより、現実の経済の動きを理解し、それについての自分の意見をもつことができるようになるはずです。
なお、最終回はオンデマンド授業を行います。

学修の到達目標
過去の経済学者の学説を学ぶのがこの授業の内容ですが、その理解を現代の経済学の理解へとつなげていくことが最終的な目標です。もちろん理論
だけでなく、その背後にある思想的な部分についても説明します。この授業を履修することによって、経済学、経済思想の歴史について説明することが
でき、またそのような知識によって自分の力で現実の経済について考えることができるようになります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出されたコメント・シートを読んで、それについての意見、論評を次の授業の際に行うようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経済学史Ⅰのシラバスでも書きましたが、経済学史という科目は昔の経済学を学んで終わりという授業ではありません。そうではなく、過去の経済学者
の学説の検討を通じて現代の現実の経済を理解するための方法を獲得するための科目です。そのつもりで、授業にのぞんでください。なお、私語は厳
禁です。ご注意ください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0900

00100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に定めません(授業中に配布するプリントで進めます)。

参考書

喜多見洋・水田健編著『経済学史』ミネルヴァ書房、2012年(ISBN  978-4-623-05936-2)。
松尾匡『対話でわかる痛快明解経済学史』日経BP社、2009年(ISBN 978-4-8222-4764-5)。

なし

①9784623059362
②9784822247645

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 はじめに。 「マルクス」、「マーシャル」、「ケインズ」とは、それぞれど
のような人物か、提示している参考書などで調べておくこ
と。復習：その日の配布プリントを読み直し、授業内容に
ついての理解を深めておくこと。なお、予習、復習はそれ
ぞれ1時間程度は行うことが望ましい。

4時間対面

第2回 カール・マルクスの経済学(1)：剰余労働の搾取とはどういうことか。なぜ
マルクスは搾取の問題を考えたのか。資本主義における搾取の問題。

予習：「搾取」という言葉について調べておくこと。復習：配
布プリントを読み直し、その日の授業内容についての理解
を深めておくこと。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度
は行うことが望ましい。

4時間対面

第3回 カール・マルクスの経済学(2)：資本主義における搾取は、奴隷制社会
や封建制社会のそれに比べてなぜわかりにくいか。史的唯物論とはな
にか。

予習：「歴史法則」というものについて調べておくこと。また
そもそも歴史に法則性があるのかについても考えておくこ
と。復習：配布プリントを読み直し、その日の授業内容に
ついての理解を深めておくこと。なお、予習、復習はそれ
ぞれ1時間程度は行うことが望ましい。

4時間対面

第4回 カール・マルクスの経済学(3)：社会主義論が提起する問題とは何か(平
等性と効率性は両立するのか、それとも対立するのか)。

予習：「社会主義」と「資本主義」とはどう違うのか、調べて
おくこと。復習：配布プリントを読み直し、その日の授業内
容についての理解を深めておくこと。なお、予習、復習は
それぞれ1時間程度は行うことが望ましい。

4時間対面

第5回 アルフレッド・マーシャルの経済学(1)：限界主義の方法論とはなにか、
その特徴(資源の希少性、機会費用、など)。

予習：「限界」という用語の意味を調べておくこと。復習：配
布プリントを読み直し、その日の授業内容についての理解
を深めておくこと。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度
は行うことが望ましい。

4時間対面
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第6回 アルフレッド・マーシャルの経済学(2)：需要と供給の法則について(モノ
の希少性を評価するものとしての価格)。

予習：「希少性」という経済学の用語について調べておくこ
と(普通の辞書に出ている意味ではなく)。復習：配布プリン
トを読み直し、その日の授業内容についての理解を深め
ておくこと。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度は行う
ことが望ましい。

4時間対面

第7回 アルフレッド・マーシャルの経済学(3)：部分均衡と一般均衡。経済学に
おける時間の概念。規模の経済。企業のライフ・サイクル理論。労働組
合は労働者の味方か？

予習：経済学における「短期」や「長期」の意味について、
ミクロ経済学の本などを参照して調べておくこと。復習：配
布プリントを読み直し、その日の授業内容についての理解
を深めておくこと。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度
は行うことが望ましい。

4時間対面

第8回 “ケインズ以前の経済学”とはどのようなものであったか(1)：価格メカニ
ズム。家計と企業の調和的ヴィジョン。失業観。

予習：自由放任主義とはどのような考え方か調べておくこ
と。復習：配布プリントを読みなおし、その日の授業内容に
ついての理解を深めておくこと。なお、予習、復習はそれ
ぞれ1時間程度は行うことが望ましい。

4時間対面

第9回 “ケインズ以前の経済学”とはどのようなものであったか(2)：選択の自由
と自己責任の重視。ただめしはないという経済学。

予習：個々人の経済活動が「政府の干渉から自由」である
とはどういうことか調べておくこと。復習：配布プリントを読
み直し、その日の授業内容についての理解を深めておくこ
と。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度は行うことが
望ましい。

4時間対面

第10回 ジョン・メイナード・ケインズの経済学(1)：有効需要の原理、数量調整。 予習：個々人の経済活動は社会関係(他の人々との関係)
のなかで行われ、その結果がそれぞれの個人にもたらさ
れるが、その中のどれだけの部分がどういう理由で自己
責任だといえるだろうか。考えておくこと。復習：配布プリン
トを読み直し、その日の授業内容についての理解を深め
ておくこと。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度は行う
ことが望ましい。

4時間対面

第11回 ジョン・メイナード・ケインズの経済学(2)：デフレ予想の景気への影響、
企業の意思決定の優位性。

予習：一国の豊かさを決めるのは需要であるという考え方
について調べておくこと。復習：配布プリントを読み直し、
その日の授業内容についての理解を深めておくこと。な
お、予習、復習はそれぞれ1時間程度は行うことが望まし
い。

4時間対面

第12回 ジョン・メイナード・ケインズの経済学(3)：新古典派の側からのケインズ
への批判とそれに対する反批判。民間と政府の混合体制(なぜ自由放
任主義はいけないのか)。

予習：「貨幣」は「交換の潤滑油」であるという考え方と「不
況の原因」であるという考え方がある。それぞれについて
調べておくこと。復習：配布プリントを読み直し、その日の
授業内容についての理解を深めておくこと。なお、予習、
復習はそれぞれ1時間程度は行うことが望ましい。

4時間対面

第13回 ジョン・メイナード・ケインズの経済学(4)：ただめしがあるという経済学。
資産保有の問題。

予習：政府も民間と同じように行動したようが良いという考
え方(小さな政府論)とそれではいけないという考え方があ
る。それぞれの考え方について調べておくこと。復習：配
布プリントを読み直し、その日の授業内容の理解を深めて
おくこと。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度は行うこ
とが望ましい。

4時間対面

第14回 J.A.シュムペーターの経済学：イノベーションと経済発展、利潤、景気循
環との関係。

予習：イノベーションとはどのようなものか調べておくこと。
復習：配布プリントを読み直し、その日の授業内容の理解
を深めておくこと。なお、予習、復習はそれぞれ1時間程度
は行うことが望ましい。

4時間対面

第15回 全体のまとめ。 予習：これまでの配布プリントを読み返すことによって授業
の全体的な流れを理解しておくこと。復習：最後のまとめ
プリントを読み直すことで、全体の復習をしておくこと。な
お、予習、復習はそれぞれ1時間程度は行うことが望まし
い。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会思想　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34北西　正人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 近代国家の根幹となる人権思想が，どのような歴史的背景の中で登場し，現代につながっているかを考える．

授業の目的及び概要
現代は，旧来の秩序が崩れ，パラダイムが揺らぎを見せる社会である．グローバル化が進行するなかで，近代的あるいは普遍的な価値観や制度，経
済合理性に基づく市場システムなどが世界中を包摂し，世界の同質化を進めている．しかしそれと同時に，そうした近代的あるいは普遍的な価値観が，
地域や民族などに表象される多元的あるいは特殊的な価値観と衝突し，世界の異質化を進めているともいえる．現代社会の位相を正しく理解するため
には，「近代的あるいは普遍的な枠組み」と，「多元的あるいは特殊的な枠組み」の双方を踏まえたアプローチを提示することが求められる．この授業で
は，「近代的な」社会の枠組みとはいかなるものかという点について，それが構築されてきた思想史の流れに沿いながら考えていきたい．教科書として
使用する『古典から読み解く社会思想史』は，年代別に紹介されることが多い思想史の教科書とは異なり，テーマ別に論じるという新しいスタイルを採用
している．その中から数名の思想家のテキストを取り上げることで，「近代社会」のありかたを浮き彫りにする．

学修の到達目標
現代におけるさまざまな問題に通じる歴史的背景を理解し，人権についての認識を深める。そのなかで多様な価値観に対する意識を涵養する．

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については授業内で講評する．

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世界史の知識を有している，または世界史に興味をもっていることが望ましい．

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

中村健吾(編著)『古典から読み解く社会思想史』ミネルヴァ出版

参考書

9784623055852
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 社会思想史とは 古代から中世，近代の価値観の変容を理解する． 4時間対面

第2回 古代ギリシャ思想 予習内容：ソクラテス，プラトン，アリストテレスについて調
べる．
復習内容：古代ギリシャ思想における社会思想とその限
界を整理する．

4時間対面

第3回 中世スコラ哲学と宗教改革 予習内容：トマス・アクィナス，ルター，カルヴァンについて
調べる．
復習内容：キリスト教思想の中世から近代への変容を整
理する．

4時間対面

第4回  近代とは何であるのか？――近代人とは何者か？[前編] 予習内容：ホッブズについて調べる．
復習内容：ホッブズを時代背景の中で整理する．

4時間対面

第5回 近代とは何であるのか？――近代人とは何者か？[後編] 予習内容：自然権について調べる．
復習内容：国家設立の過程を整理する．

4時間対面

第6回 近代とは何であるのか？――人間の権利は存在するのか[前編] 予習内容：バークについて調べる．
復習内容：フランス革命に関するバークの態度を整理す
る．

4時間対面

第7回 近代とは何であるのか？――人間の権利は存在するのか[後編] 予習内容：ペインについて調べる．
復習内容：バークとペインの思想を比較検討して整理す
る．

4時間対面
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第8回 近代から現代への変容を診る――個人主義社会における連帯と排除
[前編]

予習内容：デュルケームについて調べる．
復習内容：デュルケームを時代背景の中で整理する．

4時間対面

第9回 近代から現代への変容を診る――個人主義社会における連帯と排除
[後編]

予習内容：個人と社会について考える．
復習内容：個人の連帯について整理する．

4時間対面

第10回 近代から現代への変容を診る――近代政治秩序の形成とその変容 予習内容：ウェストファリア体制について調べる．
復習内容：ヴェーバーとシュミットの思想を比較検討して
整理する．

4時間対面

第11回 近代から現代への変容を診る――公共性，無国籍者，人権[前編] 予習内容：アーレントについて調べる．
復習内容：アーレントを時代背景の中で整理する．

4時間対面

第12回 近代から現代への変容を診る――公共性，無国籍者，人権[後編] 予習内容：「無国籍者」について調べる．
復習内容：アーレントの人権思想を整理する．

4時間対面

第13回 せめぎあう正義・文化・自然――女性の社会進出と自然的差異[前編] 予習内容：J. S. ミルについて調べる．
復習内容：J. S. ミルを時代背景の中で整理する．

4時間対面

第14回 せめぎあう正義・文化・自然――女性の社会進出と自然的差異[後編] 予習内容：性差別について考える．
復習内容：家庭における協働のあり方を整理する．

4時間対面

第15回 総括 予習内容：第1回から第14回までの内容を確認する．
復習内容：支配と人権の関係について整理する．

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論と行動経済学（基礎）
　－経済理論と戦略的思考で社会を考える―

授業の目的及び概要
本科目ではゲーム理論や行動経済学の考え方に基づいて，身近な現象から大規模な社会問題まで，様々な社会現象・社会問題を考えます。
　日常には様々な疑問が満ちています。たとえば，通販会社が「不満なら全額返金」を保証するのはなぜでしょうか。多くの学校で制服の着用が義務付
けられているのはなぜでしょうか。航空券は直前に買うほど高くなるのに，東京スカイツリーの展望台入場券は当日券の方が安いのはなぜでしょうか。
教育において「我慢強さ」が評価される理由を理論的に説明できるでしょうか。
　社会にも様々な疑問を見出すことができます。地球温暖化問題が一向に解決しないのは，なぜでしょうか。政府が企業の競争を促進したり規制したり
するのは，どのような判断基準に基づいているのでしょうか。
　ゲーム理論や行動経済学といった経済理論を学修して戦略的思考力を身につけると，このような疑問に対して確固たる自分の考えを持つことができ
るようになります。そこで本科目では，受講生の関心に応じて，「企業の戦略的行動」，「環境問題」，「公共政策」といった経済学で頻繁に扱われるテー
マを中心に，日常生活における人間の行動等も盛り込んで，経済学的・戦略的思考能力の修得を目指します。
　本科目の学修を通じて，以下の「学修の到達目標」に記載された能力を養うことは，今後の大学での学修に限らず，就業力を高めることにもつながり
ます。

　なお，本科目で主要な分析ツールとするゲーム理論や行動経済学は，日常生活やビジネスの現場に応用することが容易な理論です。本科目での学
修を通じて，人との関わりにおける戦略的関係や，企業の戦略的行動などを理解することで，人生で役立つ経済学，すなわち「実学としての経済学」の
修得につながります。

学修の到達目標
経済理論に基づいて問題の所在を正しく認識し，適切な調査・分析を行った結果をまとめて，他人にも伝わるように発表できる能力を身につけることを
目標とします。このような能力は大学での学修にとどまらず，就業してからも重要な力となります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。また，グループワークの作業を授業中に進める場合には，適宜
進捗を確認しながらフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける研究活動は授業時間中だけで完結するものではなく，授業時
間外での調査・分析も不可欠です。それだけ時間をかける必要がある科目ですが，費やした時間は自身の成長として返ってくるので，努力する価値は
充分にあります。受講者の皆様には積極的な授業参加を強く期待します。

なお，本科目の履修にあたってミクロ経済学・ゲーム理論・統計学といった経済学の分析手法を知っていると便利ですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配付・紹介します。

参考書

研究の状況に応じて適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・授業で作成した目標シート等に基づいて，今後の学修計
画等を詳細に確認してください。
・次回に行うグループワークに向けて，複数のテーマ候補
を各自で考えてください。

4時間対面

第2回 ゲーム理論と行動経済学の諸理論 ・教科書・参考書を用いたゲーム理論・行動経済学に関す
る学修

4時間オンデマンド

第3回 第1回グループワーク（テーマ設定と調査） ・教科書・参考書を用いたゲーム理論・行動経済学に関す
る学修
・グループワークにおいて決められた作業

4時間対面

第4回 第1回グループワーク（課題発見） ・教科書・参考書を用いたゲーム理論・行動経済学に関す
る学修
・グループワークにおいて決められた作業

4時間対面
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第5回 第1回グループワーク（報告資料作成） ・教科書・参考書を用いたゲーム理論・行動経済学に関す
る学修
・グループワークにおいて決められた作業

4時間対面

第6回 第1回グループワーク（報告練習） ・教科書・参考書を用いたゲーム理論・行動経済学に関す
る学修
・グループワークにおいて決められた作業
（各自の報告分担を確認するとともに，円滑な報告ができ
るよう練習を行ってください。）
・次のグループワークで使用するテーマの検討

4時間対面

第7回 第1回グループワーク（報告） ・グループワークの振り返り
・次のグループワークで使用するテーマの検討

4時間対面

第8回 第2回グループワーク（テーマ設定・チーム編成） ・テーマの検討
・グループで決めた作業

4時間対面

第9回 第2回グループワーク（調査１） ・グループで決めた作業
・教科書・参考書等を用いたゲーム理論・行動経済学に関
する学修

4時間対面

第10回 グループワーク（調査２） ・グループで決めた作業
・教科書・参考書等を用いたゲーム理論・行動経済学に関
する学修

4時間対面

第11回 第2回グループワーク（調査３，課題発見） ・グループで決めた作業
・教科書・参考書等を用いたゲーム理論・行動経済学に関
する学修

4時間対面

第12回 第2回グループワーク（課題発見，課題解決案の検討） ・グループで決めた作業
・教科書・参考書等を用いたゲーム理論・行動経済学に関
する学修

4時間対面

第13回 第2回グループワーク（課題解決案の検討，プレゼンテーション準備） ・グループで決めた作業
・教科書・参考書等を用いたゲーム理論・行動経済学に関
する学修

4時間対面

第14回 第2回グループワーク（プレゼンテーション） ・グループで決めた作業
・レポート執筆

4時間対面

第15回 今学期の振り返りを行います。 ・長期休みの目標検討
・今学期の振り返り

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 観光地域づくりについて学ぼう

授業の目的及び概要
「実学としての経済学」の関係:
この授業を受講することにより、観光経済学の視点から現実の経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。

観光は社会学や心理学、歴史学、工学など様々な分野で研究が行われておりますが、
この演習においては、特に、経済学的な視点から分析ができるようになることを目的とします。
観光市場や、個々の主体の経済行動について、経済学の観点から分析を行います。

この演習では、教科書の輪読をとおして、①マクロ経済学とミクロ経済学の基礎的な考え方を復習し、②観光を経済学の視点から分析します。
基礎的なマクロ経済学やミクロ経済学の知識から発展し、地域観光という現実社会の事象をどのようにとらえることができるのか学習します。

学修の到達目標
上記の目的の達成のために、具体的には以下の目標を設定します。
➀マクロ経済学、ミクロ経済学の知識を身に着ける
➁➀を用いて、自身の興味のある地域観光の事象を分析する
③地域観光政策や、観光が抱える課題について理解する

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人で報告をしていただく予定です。
授業内でコメントを通じてフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では、受講生の主体的な授業参加が必要です。
地域観光や経済学について深く考え、積極的に授業に参加し、知識を定着させていきましょう。

事前学修として、毎回対応する教科書の章を読んでおいてください。
事後学修として、学んだ点と疑問に思った点をまとめてみてください。
毎回の演習の積み重ねが大事です。
各回ごとに知識をきちんと定着させて、次の回に臨んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

観光経済学の基礎講義，中平千彦・薮田雅弘，九州大学出版会，2017

参考書

参考文献は下記の他、適宜紹介します。
①ミクロ経済学，奥野正寛，東京大学出版会，2008
②環境経済学をつかむ，栗山浩一・馬奈木俊介，有斐閣，2020
③環境と資源の経済学，時政勗・薮田雅弘・有吉範敏・今泉博国，勁草書房，2007

9784798502045

①9784130421270
②9784641177291
③9784326547845

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（教員と演習受講者の自己紹介、本演習の進め方について
の説明、報告者の割り当て）

【予習】可能であれば、事前にテキストを読み興味や関心
のある章を選んでおいてください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第2回 観光の現状と課題 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第3回 SNAと観光統計 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第4回 消費者行動と観光①需要曲線の導出 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面
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第5回 消費者行動と観光②観光需要と弾力性 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第6回 観光需要①観光需要の実際 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第7回 観光需要②観光需要の弾力性（外部性を中心に） 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第8回 観光サービスの供給①観光サービスの供給 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第9回 観光サービスの供給②寡占市場における供給 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第10回 観光市場の機能①市場均衡と市場調整 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第11回 観光市場の機能②曲線のシフト 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第12回 観光市場の機能③観光財・サービスの価格決定メカニズム 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第13回 観光市場の失敗①外部性、情報の非対称性 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第14回 観光市場の失敗②公共財、コモンプール財 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第15回 オンデマンド形式で行う予定です。
演習のまとめの資料を配布する予定です。

【予習】教科書の勉強した箇所を読みかえしましょう。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間オンデマンド

－393－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ アジア各国の情勢と国際経済の要点を学ぶ（１）

授業の目的及び概要
本演習では、世界経済に関連する様々なテーマを幅広く扱い、平易に分かりやすく学んでいくことで、国際的にはどのような経済問題が潜んでいるの
か、世界の国々はどのような経済状況にあるかなどについて、理解を深めていくことにする。特に、アジア各国の経済社会問題や現実に起きている世
界経済の諸課題に焦点を当て、その背景や本質を考察していく中で、実際に起きている経済現象への認識を深め、現実的な政策対応を検討していく。
本演習での学びを基礎として、国際経済への興味や関心を高めていき、次年時以降の学習や研究課題の探究につなげていく。

学修の到達目標
国際社会やアジアの国々が直面している、経済に関する諸問題を知ることで、アジア経済やグローバル経済の現状や状況について精通していくと共
に、国際経済学の領域において、幅広い理解と基礎的な素養を身に着けていく。また、各自でレジュメや資料を準備して発表してもらい、それらをもとに
皆で議論していくことで、プレゼン力やコミュニケーション能力も獲得していく。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表内容については、授業の中で解説及び講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

常日頃から、新聞やテレビ、ネットにて発信される、国際・経済関連のニュースにアンテナを張って、様々な経済問題や国際事情に関心や興味を持つよ
うに心掛けてください。特に、一般の新聞や経済新聞に、毎日、目を通す習慣を身に着けていくことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
授業内での報告・発表

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは利用しない。

参考書

①アジア動向年2021，アジア経済研究所，日本貿易振興機構アジア経済研究所，2021年
②本当にわかる世界経済，井上恵理菜，日本実業出版社，2019年
③世界経済入門（講談社現代新書），野口悠紀雄，講談社，2018年

なし

①9784258010219
②9784534056863
③9784062884730

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
教員・受講者の紹介、演習の進め方、報告担当箇所の割り振り。

興味や関心のある東アジアの国や地域について、考えて
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 アジア経済を学ぶ　テーマの選定と解説(1) 興味や関心のある東アジアの国や地域について、書籍、
雑誌、新聞、ネットなどにアクセスして、理解を深めておい
てください。授業で学んだことや思ったこと、考えたことな
どは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておく
と良いでしょう。

4時間対面

第3回 アジア経済を学ぶ　テーマの選定と解説(2) 興味や関心のある東アジアの国や地域について、書籍、
雑誌、新聞、ネットなどにアクセスして、理解を深めておい
てください。授業で学んだことや思ったこと、考えたことな
どは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておく
と良いでしょう。

4時間対面

第4回 アジア経済を学ぶ　テーマの選定と解説(3) 興味や関心のある東アジアの国や地域について、書籍、
雑誌、新聞、ネットなどにアクセスして、理解を深めておい
てください。授業で学んだことや思ったこと、考えたことな
どは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておく
と良いでしょう。

4時間対面

第5回 アジア経済を学ぶ　プレゼン資料の作成 報告するテーマについて、関連する書籍や資料などを収
集し、プレゼンの資料を作成してください。授業で学んだこ
とや思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファ
イルに整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間オンデマンド
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第6回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(1) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第7回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(2) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第8回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(3) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第9回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(4) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第10回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(5) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第11回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(6) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第12回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(7) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第13回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(8) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第14回 アジア経済を学ぶ　発表並びに討論(9) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。授業で学んだことや思ったこ
と、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第15回 まとめ並びに総括 これまでの学習を振り返って、学んだこと、分かったこと、
発見したこと、難しかったこと、興味や関心を抱いたこと、
などについて考えておいてください。授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファイル
に整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2朱　東平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論を実戦に生かそう（1）

授業の目的及び概要
この演習では、ゲーム理論の基本的な考え方を理解するとともに、そのビジネス活動での応用、そしてゲーム理論を生かした意思決定プロセスについ
て勉強していきたいと思います。その主な内容は以下の通りです。
1.ゲーム理論とは何か
2.ゲーム理論の歴史とその役割
3.ゲーム理論の基礎
4. 独自のゲームの作成
　この演習は皆さんが社会人として持つべき専門知識・能力の高度化を図る科目です。この授業を受講することにより、ゲーム理論の視点から、現実の
経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。
　また、この演習は、ゲーム理論のもっとも基本的な解き方を学修することに重点を置きますので、ゲーム理論の入門レベルにあたります。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1. ゲーム理論の基本的な考え方を理解することができる。
2. その考え方を用いて、日常生活のさまざまな場面や卒業後のビジネス活動を理解することができる。
3. 就職活動に必要なプレゼン能力をもつことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートは、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゲーム理論は、ミクロ経済学、マクロ経済学を問わず、経済学のほとんどの分野に応用され、経済分析のための基本道具の一つとなっています。さら
に、経済学の分野を超えて政治学など他の社会科学の分野にも広く応用されています。少し難しい学問ですが、力を合わせて頑張りましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0205030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ラーニングポータルで配布される資料を用いて事前・事後学修に活用してください。

参考書

①図解で学ぶゲーム理論入門，天谷研一，日本能率協会マネジメントセンター，2011年
②ビジュアル ゲーム理論，渡辺隆裕，日本経済新聞，2019年

なし

①9784820747185
②9784532119393

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
・担当教員を含むゼミ参加者全員の自己紹介を行います。
・授業内容や運営方法を説明し、参加者の意思統一をはかります。
（受講者数および受講者の希望に応じて、以下の内容を変更することも
ありうる。）

「学修ポートフォリオ」と「ラーニングポータル」の使い方や
掲載資料について確認し、予習してください。

4時間対面

第2回 春学期の目標を設定しましょう
・「学修ポートフォリオ」の使い方について説明（確認）します。
・現状確認をもとに春学期の成長目標について話し合います。

次回の授業までに、「ラーニングポータル」の掲載資料を
読んで予習し、「春学期の目標」を学修ポートフォリオの
「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第3回 グループ学習のスタート
・グループを編成し、グループの運営方法や運営ルール等について話
し合います。

次回の授業までに、配布資料を参考にレジュメを作成し、
「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第4回 ゲーム理論とは何か（１）
・ゲーム理論とは何かについて勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してくださ
い。

4時間対面

第5回 ゲーム理論とは何か（２）
・ゲーム理論の歴史について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し「マイノート」に保存してください。

4時間対面
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第6回 ゲーム理論とは何か（３）
・ゲーム理論の役割について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してくだ
さい。

4時間対面

第7回 ゲーム理論の基礎（１）
・ゲームを構成する４要素について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してくだ
さい。

4時間対面

第8回 ゲーム理論の基礎（２）
・ゲームのルールについて勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してくだ
さい。

4時間対面

第9回 発表を準備しましょう
・発表に向けて、学生研究発表大会の動画をオンデマンドで配信しま
す。いずれかの動画を視聴して発表の参考にしてください。

オンデマンド動画を視聴した上で、発表資料を作成し、レ
ジュメを読み上げるだけの発表にならないよう準備を行っ
てください。

4時間オンデマンド

第10回 独自の事例からゲームを作りましょう（１）
・独自の事例からゲームのルールを考えます。

参加者は事前に日常生活などから独自の事例を見つけ
て、レジュメを作成し、学修ポートフォリオの「マイノート」に
保存してください。

4時間対面

第11回 独自の事例からゲームを作りましょう（２）
・利得の算出について考えます。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、利得の算
出方法について考えてください。

4時間対面

第12回 独自の事例からゲームを作りましょう（３）
・引き続き、利得の算出について考えます。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、利得の算
出方法について考えてください。

4時間対面

第13回 独自のゲームを発表しましょう（１）
・各グループの発表と指導を行います。

発表したグループは、次回の授業までに、レジュメを修正
し、「修正後レジュメ」をマイノートに保存してください。

4時間対面

第14回 独自のゲームを発表しましょう（２）
・各グループの発表と指導を行います。
・グループ間の「修正後レジュメ」を比較し、春学期の優勝グループを選
出します。

次回の授業までに、春学期のレポートを完成し、マイノート
に保存してください。

4時間対面

第15回 まとめ
・期末レポートの提出
・春学期初めに作成した各自の「春学期の目標」の達成度と反省点に
ついて報告し、話し合います。
・夏休み中の勉強内容について話し合います。

夏休み中の課題について取り組んでください。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができるようになる。
実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していくことを
行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学修・研究だけでなく，就職活
動にも役立ちます。

さらに，本科目で学修した知識を活用することで，経済学部における学びを通じて修得することを目指す「実学としての経済学」を，より円滑に学ぶこと
ができるようになります。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通していくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と素
養を習得する。
また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーション・コミュニケーション能力を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
毎回の講義はテキストに基づいて輪読・討論を行います。
（教科書は図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

参考書

①労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
②職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社，2017年

①9784502366413

①9784641165076
②9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・事前にテキストに目を通し，興味のあるテーマについて
考えてください（２時間程度）。
・自身が報告するテキストの対応箇所を把握し，どのよう
に報告を行うか検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第2回 日本の労働市場を学ぶ：働く人（１） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第3回 日本の労働市場を学ぶ：働く人（２） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面
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第4回 日本の労働市場を学ぶ：働く人（３） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第5回 日本の労働市場を学ぶ：働く人（４） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第6回 日本の労働市場を学ぶ：能力・スキル・価値観（１） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第7回 日本の労働市場を学ぶ：能力・スキル・価値観（２） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第8回 日本の労働市場を学ぶ：能力・スキル・価値観（３） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第9回 日本の労働市場を学ぶ：仕事と生活の両立（１） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第10回 日本の労働市場を学ぶ：仕事と生活の両立（２） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第11回 日本の労働市場を学ぶ：仕事と生活の両立（３） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第12回 日本の労働市場を学ぶ：就業状態（１） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第13回 日本の労働市場を学ぶ：就業状態（２） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第14回 日本の労働市場を学ぶ：就業状態（３） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。学期末
レポートの作成を行ってください（２時間程度）。

4時間対面

第15回 振り返り ・オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを行ってく
ださい。
・秋学期の研究発表に向けてどのようなテーマに取り組み
たいか検討するとともに，自身の卒業研究で使えそうな
データセット等を探してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ エネルギー・環境問題を経済学の視点から考える（基礎）

授業の目的及び概要
自治体や国、地域の環境政策に関する課題、問題解決の方策についての知見を高め、自分の考えを明確に表現できるようなプレゼンテーション能力の
向上に資する演習です。

「実学としての経済学」との関係
この演習を履修することにより、経済指標にも影響を与える環境問題、環境政策を分析できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
①パソコンを利用し、情報収集、文献検索の技法を高めるとともに、プレゼン能力、論文作成技法の基礎を学びます。加えて、具体的な環境問題に関す
る基礎的な分析手法を学びます。
②環境問題の様々なトピックスを学びます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による調査・研究報告に対するコメントを通じてフィードバックする。また、グループワークの作業を授業中に進める場合には、適
宜、進捗を確認しながらフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習では将来深堀りして調査・研究するためのテーマ探しを先ず行っていきます。
受講生自らが積極的に関与することを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0305020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

地域から考える環境と経済，八木信一・関耕平，有斐閣，2019年

参考書

9784641150676
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（教員、演習受講者の自己紹介、本演習の進め方） ・事前にテキストに目を通し、興味や関心がある箇所につ
いては丁寧に読んでください。

4時間対面

第2回 自治体のエコタウン事業（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第3回 自治体のエコタウン事業（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第4回 一般廃棄物の処理施設の立地・不法投棄（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第5回 一般廃棄物の処理施設の立地・不法投棄（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第6回 グッズとバッズ（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第7回 グッズとバッズ（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面
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第8回 エネルギー政策の変遷（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第9回 エネルギー政策の変遷（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第10回 地方自治体のエネルギー事業（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第11回 地方自治体のエネルギー事業（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第12回 気候変動政策における緩和策と適応策（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第13回 気候変動政策における緩和策と適応策（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第14回 期末レポート報告会 ・期末レポートの内容をパワーポイント等にまとめておくよ
うにしてください。
・授業中のコメントを反映して期末レポートを提出してくだ
さい。

4時間対面

第15回 まとめ ・今学期の振り返り 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 近世・近代イギリス社会経済史

授業の目的及び概要
近世から近代にかけてのイギリスにおける貧困問題や産業革命と経済成長に関する基礎的なテキストをいくつか輪読します。その一方で、各自の研究
報告も行います。研究報告に関しては、近世・近代イギリス社会経済史を中心にしますが、各自の関心にもとづく研究報告も歓迎します。これらの学修
を通して、社会経済史研究者が研究を進めるうえで行うプロセスを追体験してもらいます。また、本演習では、GDP・為替レート・金利などの「経済諸指標
とその連動についての理解」をサブテーマに設定しています。歴史事象を検討する中で、そうした経済諸指標とその連動の具体例を見出していきます。
そうすることで、現代社会の経済の動きを歴史的な観点から考察する力の涵養を目指します。

学修の到達目標
第一に、社会経済史の手法を理解する。
第二に、一つのテキストをしっかり「読む」力を養成する。
第三に、スライドやレジュメの作成、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通して、テキスト講読から得た知見をまとめ、自身の見解として再構築し
ていくスキルを身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業の中で、スライド、レジュメ、プレゼンテーション、ディスカッションに対してコメントをします。質疑応答の時間もその都度確保します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

遅刻厳禁。履修者は自身がゼミの一員であることを自覚し、責任感をもって授業に参加すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
輪読のレジュメや個別研究のスライド
から判断します。00

003060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。授業で用いるテキストはその都度担当教員から配布します。

参考書

特にありません。研究を進めるうえで必要な参考書については適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のイントロダクション（学術的な文章の作成の作法、文献の収集、
スライドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などについての説
明をします）を行った後に、輪読するテキストの報告担当箇所を決めま
す。

【予習】基礎演習で学修した学術的な文章作成の作法、
文献収集の方法、スライドやレジュメの作成、プレゼン
テーションの方法などを復習しておくこと。
【復習】学術的な文章作成の作法、文献収集の方法、スラ
イドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などを復
習すること。

4時間対面

第2回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第3回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第4回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第5回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第6回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面
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第7回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第8回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第9回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第10回 グループか個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集
を行います。十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきま
す。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第11回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第12回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第13回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けたスライドを完成させます。

【予習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、スライ
ドの作成を進めること。
【復習】スライドについてのディスカッションを続け、必要な
修正を行うこと。報告の練習も行うこと。

4時間対面

第14回 グループあるいは個人での研究報告を行います。また、それぞれの研
究に対する質疑応答を行います。

【予習】スライドの修正や改善のためのディスカッションを
行いつつ、プレゼンテーションの練習をすること。
【復習】研究報告に対して出された疑問や問題点の改善
に努めること。

4時間対面

第15回 これまで輪読してきたテキストの内容についてのまとめをオンデマンドで
配信する動画教材で行う。

動画教材を視聴した上で、ラーニングポータル上で配布す
る資料を中心に輪読したテキストの内容について整理し、
理解を深めること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2二替　大輔

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 産業組織論（基礎）
―産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析―

授業の目的及び概要
本演習では，ミクロ経済学の応用としての産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析の基礎を学んでいきます。産業組織論や企業経済論の
理論の基礎を学修しながら，現実の企業活動を理論的に分析することを目的とします。具体的には，流通業（小売業・卸売業）や観光業（宿泊業，テー
マパーク）などの産業が考えられます。演習では，テキストを輪読することで，産業組織論における理論と具体例の考え方を習得した後，各グループで
興味のある内容について調査し，発表してもらいます。それをもとにして，討論を行います。産業組織論は，企業行動の分析だけでなく，政府の政策の
分析にも大きく関わります。これらの学修を進めていくことで，「実学としての経済学」の修得につながります。

学修の到達目標
この演習は，以下のことを目標とします。
1.　産業組織論（ミクロ経済学・ゲーム理論）に関する基本的知識を習得する。
2.　1で習得した知識をもとにして，現実に起こっている経済現象について分析し説明できる。
3.　分析結果を文章にまとめ，それをプレゼンテーションできる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については，Learning Portalを用いて，添削・採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習は，ミクロ経済学，ゲーム理論の基本的な知識を必要とします。
企業の行動，ビジネスに関するニュースに常に注意を払ってください。
授業時間外に適宜，グループ内でグループ研究に関する議論を行ってください。
演習には積極的に参加して，報告資料，プレゼンテーションの見直しを継続的に行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス・エコノミクス（第2版），伊藤元重，日本経済新聞出版，2021年

参考書

①経営の経済学，丸山雅祥，有斐閣，2017年
②プラクティカル産業組織論，泉田成美・柳川隆，有斐閣，2008年
③ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
④1からの流通論（第2版），石原武政・竹村正明・細井謙一（編著），中央経済社，2018年
⑤1からのマーケティング（第4版），石井淳蔵・廣田章光・清水信年（編著），中央経済社，2019年
その他，参加者の興味に応じて適宜参考文献を紹介します。

9784532323806

①9784641164956
②9784641123724
③9784535558441
④9784502283611
⑤9784502327711

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 【予習】シラバスを事前によく読んでおいてください。
【復習】ガイダンスの内容について復習してください。

2時間対面

第2回 ビジネス・エコノミクスへの招待 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第3回 企業の価格戦略(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第4回 企業の価格戦略(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第5回 企業の価格戦略(3) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面
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第6回 流通からビジネスを考える(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第7回 流通からビジネスを考える(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第8回 流通からビジネスを考える(3) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第9回 市場を理解することがビジネスにつながる(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第10回 市場を理解することがビジネスにつながる(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第11回 市場を理解することがビジネスにつながる(3) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第12回 ゲーム理論が視野を広げる(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第13回 ゲーム理論が視野を広げる(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第14回 ゲーム理論が視野を広げる(3) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】これまで調査した経済現象についてまとめておい
てください。
【復習】テキストで学んだことを復習してください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 金融市場のしくみを学ぶ　～ 家計の資産形成を中心として ～

授業の目的及び概要
この演習ⅠA は、現代日本経済コースの推奨ゼミです。家計の資産形成について学修することに加えて、家計の資産形成を設計するファイナンシャル・
プランニングの知識・技能を身につけることを目的としています。 
授業では、まず、金融について基礎的な学修を行います。それを踏まえて、家計の資産形成について学修し、最後に、ファイナンシャル・プランニングの
学修、すなわち、ライフプランニングと資金計画、リスク管理、金融資産運用、タックスプランニング、不動産、相続・事業承継の６分野の学修を行いま
す。 
そして、その学修の成果として、国家資格である FP 技能検定３級の資格取得を目指します。 
また、この演習ⅠAでは、グループワークやプレゼンテーション、ディスカッション等を通じて、社会に出てから必要となるレポート作成能力、プレゼンテー
ション能力、コミュニケーション能力を身につけることができます。

学修の到達目標
この演習ⅠAでは、以下の３点を学修の到達目標とします。
・家計の資産に関する情報を分析できるようになる。
・家計のライフプランやニーズに合わせたファイナンシャル・プランニングができるようになる。
・説得力のあるプレゼンテーションを行うことができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習は、基本的には、①教員による解説→②グループに分かれて討議→③各グループからの発表→④全体でのディスカッション→⑤教員によるコメン
ト・アドバイスという流れとなります。それを繰り返すことで演習を進めていきます。
課題に対するフィードバックは、プレゼンテーションに対する教員のコメント・アドバイスという形で行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習ⅠAでは、金融市場のしくみを学修することはもとより、ゼミ生全員で力を合わせて、国家資格であるFP技能検定３級の資格取得を目指し、切
磋琢磨していきたいと思います。
意志あるところに、必ず道は開けます。
主体的・積極的に取り組んでください。十分なサポートを行います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0302050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

➀ファイナンシャル・プランニング入門 - for Students - 〔第5版〕，日本FP協会，日本FP協会，2019年

なし

➀9784909303394

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション
演習ⅠＡの進め方を説明します。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「物価の動向」を予習する。

4時間対面

第2回 物価の動向 
動画教材を用いて物価の動向を学修した後、レポート課題に取り組み
ます。

・配布資料を復習する。
・次回授業の事前配布資料「家計の資産形成」を予習す
る。

4時間オンデマンド

第3回 家計の資産形成 
配布資料を用いて家計の資産形成を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「家計の資産形成」を予習す
る。

4時間対面

第4回 家計の資産形成 
配布資料を用いて家計の資産形成を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「金融商品の選択基準」を予
習する。

4時間対面

第5回 金融商品の選択基準 
配布資料を用いて金融商品の選択基準を解説した後、グループワーク
を行い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「金融資産の保有目的」を予
習する。

4時間対面

第6回 金融資産の保有目的 
配布資料を用いて金融資産の保有目的を解説した後、グループワーク
を行い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「長期・積立・分散」を予習す
る。

4時間対面
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第7回 長期・積立・分散 
配布資料を用いて長期・積立・分散を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「長期・積立・分散」を予習す
る。

4時間対面

第8回 長期・積立・分散 
配布資料を用いて長期・積立・分散を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「ライフプランニングと資金計
画」を予習する。

4時間対面

第9回 ライフプランニングと資金計画 
配布資料を用いてライフプランニングと資金計画を解説した後、グルー
プワークを行い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「リスク管理」を予習する。

4時間対面

第10回 リスク管理 
配布資料を用いてリスク管理を解説した後、グループワークを行い、最
後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「金融資産運用」を予習する。

4時間対面

第11回 金融資産運用 
配布資料を用いて金融資産運用を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「タックスプランニング」を予習
する。

4時間対面

第12回 タックスプランニング 
配布資料を用いてタックスプランニングを解説した後、グループワークを
行い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「不動産」を予習する。

4時間対面

第13回 不動産 
配布資料を用いて不動産を解説した後、グループワークを行い、最後
に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「相続・事業承継」を予習す
る。

4時間対面

第14回 相続・事業承継 
配布資料を用いて相続・事業承継を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 4時間対面

第15回 総括
春学期のまとめを行います。

・配布資料を復習する。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2前鶴　政和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済の論点

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済の抱える諸課題を中心に、学修を進めていきます。学期末には、レポートを作成する必要があります。
　この演習は皆さんが経済学の専門知識を深め、社会で活躍するために必要な経済問題の解決について考察する能力の修得を図る科目です。演習
のレベルは、経済学の基礎的なレベルです。 

「実学としての経済学」との関係：
　この演習では、ＧＤＰ、為替レート、金利、などの経済諸指標について学修します。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.1年次までに修得した経済学の専門知識をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.研究テーマを設定し、レポートを作成することができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、就職活動に必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題については、コメントを付して返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習の授業内容は、ミクロ経済学やマクロ経済学の基本的な知識を用いて行われます。そのため、受講生には、これらの科目の履修を望みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
学期末レポート

00

020020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配付します。

参考書

①日本経済30の論点，末廣徹・小黒一正・愛宕伸康，日本経済新聞社，2022年

なし

①9784296115259

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法や内容について説明します。 【予習】この演習のシラバスを事前によく読んでおいてくだ
さい。
【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習してくだ
さい。

2時間対面

第2回 ミクロ経済学及びマクロ経済学の基礎について復習します。 【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learning Portal
の「確認テスト」を解き、復習を行ってください。

4時間オンデマンド

第3回 レポートの作成要領について学修します。 【予習】レポートの作成要領を事前によく読んでおいてくだ
さい。
【復習】授業後に、レポートの作成要領について復習してく
ださい。

4時間対面

第4回 「日本経済の論点①」について学修します。 【予習】「日本経済の論点①」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点①」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 「日本経済の論点②」について学修します。 【予習】「日本経済の論点②」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点②」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 「日本経済の論点③」について学修します。 【予習】「日本経済の論点③」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点③」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 「日本経済の論点④」について学修します。 【予習】「日本経済の論点④」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点④」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 「日本経済の論点⑤」について学修します。 【予習】「日本経済の論点⑤」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点⑤」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 研究テーマの選定を行います。 【予習】研究テーマの選定に関する配付資料を事前に読
んでおいてください。
【復習】研究テーマの選定に関する配付資料を読み直し、
授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 学期末レポートの発表①を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第11回 学期末レポートの発表②を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第12回 学期末レポートの発表③を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第13回 学期末レポートの発表④を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第14回 学期末レポートの発表⑤を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第15回 授業全般にわたる総括を行います。 【予習】これまでの授業回の配付資料等を事前によく読ん
でおいてください。
【復習】授業後に、これまでの授業回の配付資料等につい
て総復習してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 都市・地域から日本経済の課題を学ぶ

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済が直面する様々な課題のうち、都市・地域分野を主たるターゲットとし、その基礎知識と課題発見能力、調査・分析力を身に付
けることを目指します。都市・地域の現状を、「人口移動」、「高齢化」、「都市再生」、「地域活性化」、「地方行政」、「観光振興」、「住宅・土地市場」などの
側面から学び、そうした中から課題を抽出し、分析していきます。演習での報告、ディスカッションやグループワークを通じ、社会人として必要な基礎能力
やコミュニケーション能力を高めていきます。

学修の到達目標
・文献の要点をまとめ、報告できる。
・報告に対し互いに意見を述べ、議論できる。
・都市・地域の現状を理解し、課題を抽出できる。
・グループワークで課題の調査・分析を行い、結果をとりまとめ、報告できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメント、アドバイスします。課題に対しては、コメントを付けて返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

積極的な報告、発言、議論を心掛け、演習での学びを実りあるものにしていきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0０

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

①縮小まちづくり，米山秀隆，時事通信社，2018年
②アフターコロナの都市と住まい，米山秀隆，プログレス，2021年
③地域バリューチェーン 持続可能な地域を創る，板倉宏昭・石丸亜矢子，勁草書房，2021年

なし

①9784788715479
②9784910288109
③9784326504855

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
教員・受講生の自己紹介、演習の内容・進め方、報告の割り振り

【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第2回 都市・地域経済の現状と課題 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 調査・分析の手法と調査事例1 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第4回 調査・分析の手法と調査事例2 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第5回 報告・議論1 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第6回 報告・議論2 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

－410－



第7回 報告・議論3 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第8回 報告・議論4 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第9回 報告・議論5 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第10回 報告・議論6 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第11回 報告・議論7 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第12回 報告・議論8 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。報告者は
報告の準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第13回 グループワーク1：グループ分け、テーマ設定 【予習】グループワークで取り組みたいテーマについて考
えておいて下さい。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 グループワーク2：文献収集 【予習】グループワークに向けて、必要な準備を行って下さ
い。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 グループワーク3：文献収集、夏休み中の課題設定
演習のまとめ

【予習】グループワークに向けて、必要な準備を行って下さ
い。
【復習】グループワークを振り返り、夏休みで取り組むこと
を整理して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2方　鉄峰

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学の基礎と応用

授業の目的及び概要
経済学について初めて勉強する学生も理解できるよう、具体的な事例を挙げながら丁寧に解説する。授業中に発表、討論を重ね、理論的思考力を鍛え
ると同時にプレゼン能力を高める。

学修の到達目標
①経済学学修への興味・関心を高めること
②経済学の基礎知識を身につけること
③経済学の知識を用いて、市場変動および政策変更などについての分析を通し、その根拠を理解すること
④日本語の読む能力と、作文能力を高めること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
テストやレポート等で授業度理解度を高める。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本授業の学修において、①経済学に興味を持つこと、②社会の経済現象に興味を持つことが大事である。授業では初めて接する経済専門用語が多く、
十分に理解するためには課外での復習も重要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
最終レポートなど

00

002040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

配布資料を用いて授業を行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 新学期にあたって これからよい留学生活を送るために 授業後に、授業で配布した資料を読み復習すること 2時間対面

第2回 経済学基礎知識の勉強　GDP、GNPなど 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの内容確認（1時間程度）

4時間対面

第3回 経済学基礎知識の勉強　インフレ 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第4回 経済学基礎知識の勉強　デフレ 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第5回 経済学基礎知識の勉強　貯蓄と投資 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第6回 日米貿易不均衡について 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第7回 日本とアメリカのマクロ経済 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第8回 経済学基礎知識の勉強　財政政策、金融政策 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面
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第9回 経済学基礎知識の勉強　購買力平価 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第10回 経済学基礎知識の勉強　物価と為替レート 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第11回 経済学基礎知識の勉強　国際通貨制度 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第12回 理解度テストに向けた復習やまとめを行う授業回
※理解度テストに向けた授業内容の纏め動画を公開し、視聴後に復習
やまとめに取り組ませる。

復習やまとめ（6時間程度） 6時間オンデマンド

第13回 理解度テスト 理解度テストの振り返り（1時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

2時間対面

第14回 国際通貨制度解説、アジア経済危機関連VTR 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第15回 春学期の纏め 自分が肝心を持っている経済・経営に関するテーマを選
び、レポートを作成。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2脇村　孝平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ アジア経済入門－ポスト・コロナ（コロナ後）を見据えて

授業の目的及び概要
コロナ禍で約３年、世界経済は大きなマイナスの影響を受けてきました。アジア諸国の経済もまた少なからず影響を受けました。本演習は、ポスト・コロ
ナ（コロナ後）のアジア経済について、皆さんと一緒に考えることを目標とします。そのためにも、アジア経済に関する基本的な事項を学ぶことから始めた
いと思います。
私の演習では、経済学を基盤にしつつも、歴史的なアプローチ（政治、社会、文化なども含む多元的要因を考慮に入れて、長期的な時間軸の中で考察
すること）でテーマに迫ることを目指しています。経済史Ⅰあるいは経済史Ⅱを受講して歴史的なアプローチが面白いと思った人、あるいは国際経済
コースを選択しようとする人を大いに歓迎します。

なお、本演習では、適宜、「実学としての経済学」という学修も行います。本経済学部において「実学としての経済学」の学習とは、具体的にはＧＤＰ・為
替レート・金利などの経済諸指標の連関を理解しつつ、経済諸指標が互いに連動するマクロ経済学的な連関性を学ぶことを意味します。

学修の到達目標
とてもシンプルです。「文献を読解する」こと、「問題発見をする」こと、「議論をする」こと、「文章を書く」こと、「研究発表をする」ことなど、これらの能力を
身につけてもらいます。
加えて、本経済学部の学修目標の一つである「実学としての経済学」を習得も大きな目標となります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
学期を通して、数多くの機会に、課題を提示して、小文を書いてもらうことになります。それに対して、毎回、コメントを付して返却いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習への積極的な参加の姿勢、議論における発言、研究発表の内容、レポートなど、総合的な取り組みが求められます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0255025

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

後藤健太『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』（中公新書、2019年）。

参考書

遠藤 環・伊藤 亜聖・大泉 啓一郎・後藤 健太（編）『現代アジア経済論－「アジアの世紀」を学ぶ』有斐閣、
2018年。

9784121025715

9784641184428

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・オリエンテーション－そもそも「演習」科目とは何のために存在するの
か。
・本演習のテーマ「アジア経済入門－ポスト・コロナ（コロナ後）の時代を
考える」に関する趣旨説明

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキストである『アジア経済とは何か－躍進のダイ
ナミズムと日本の活路』の「まえがき」の部分を読んできて
ください。

4時間対面

第2回 ・アジア経済について知っていること、興味を有することについて話し合
おう。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキストである『アジア経済とは何か－躍進のダイ
ナミズムと日本の活路』の第１章「『日本一極』の20世紀」
の部分を読んできてください。演習履修者が全員、一読す
ること。ただし、そのうち二人の学生が分担して、次回の
演習で概要を説明する準備をする。

4時間対面

第3回 『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』の第１章
「『日本一極』の20世紀」の検討。その概要紹介を担当した学生は、レ
ジュメを使って説明すること。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキストである『アジア経済とは何か－躍進のダイ
ナミズムと日本の活路』の第２章「アジアの21世紀はいか
に形成されたのか」の部分を読んできてください。演習履
修者が全員、一読すること。ただし、そのうち二人の学生
が分担して、次回の演習で概要を説明する準備をする。

4時間対面
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第4回 『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』の第２章「ア
ジアの21世紀はいかに形成されたのか」の検討。その概要紹介を担当
した学生は、レジュメを使って説明すること。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキストである『アジア経済とは何か－躍進のダイ
ナミズムと日本の活路』の第３章「グローバル・バリュー
チェーンの時代」の部分を読んできてください。演習履修
者が全員、一読すること。ただし、そのうち二人の学生が
分担して、次回の演習で概要を説明する準備をする。

4時間対面

第5回 『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』の第３章「グ
ローバル・バリューチェーンの時代」の検討。その概要紹介を担当した
学生は、レジュメを使って説明すること。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキストである『アジア経済とは何か－躍進のダイ
ナミズムと日本の活路』の第４章「なぜ日本は後退し、アジ
ア諸国は躍進したのか」の部分を読んできてください。演
習履修者が全員、一読すること。ただし、そのうち二人の
学生が分担して、次回の演習で概要を説明する準備をす
る。

4時間対面

第6回 『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』の第４章「な
ぜ日本は後退し、アジア諸国は躍進したのか」の検討。その概要紹介
を担当した学生は、レジュメを使って説明すること。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキストである『アジア経済とは何か－躍進のダイ
ナミズムと日本の活路』の第５章「もう一つのアジア経済」
の部分を読んできてください。演習履修者が全員、一読す
ること。ただし、そのうち二人の学生が分担して、次回の
演習で概要を説明する準備をする。

4時間対面

第7回 『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』の第５章「も
う一つのアジア経済」の検討。その概要紹介を担当した学生は、レジュ
メを使って説明すること。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキストである『アジア経済とは何か－躍進のダイ
ナミズムと日本の活路』の終章「アジアの時代を生き抜く
ために」の部分を読んできてください。演習履修者が全
員、一読すること。ただし、そのうち一人の学生が分担し
て、次回の演習で概要を説明する準備をする。

4時間対面

第8回 『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』の終章「ア
ジアの時代を生き抜くために」の検討。その概要紹介を担当した学生
は、レジュメを使って説明すること。
次回以降の授業の課題の説明：個人研究（自分のテーマを見つけよう）

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】テキスト『アジア経済とは何か』の中で論じられてい
る諸問題、自分自身が最も興味深く思ったテーマ（問題）、
あるいは最も重要だと思ったテーマを、次回までに各人が
考えてくる。

4時間対面

第9回 テキスト『アジア経済とは何か』の中で論じられている諸問題、自分自身
が最も興味深く思ったテーマ（問題）、あるいは最も重要だと思ったテー
マを各人が簡単に報告する。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】自分のテーマに関する参考文献（新書レベルの文
献）を、本学図書館のOPACを使って探索する。

4時間対面

第10回 図書館（花岡）にて、自らが選んだテーマに対する最も適切な参考文献
（新書レベルの文献）を実際に見つけ出し、借り出すという実践を行う。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】選んだ本の序論の部分を読んでくる。

4時間対面

第11回 個人発表（１）－選んだ本の序論に基づいて、概要を紹介する。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】選んだ本の本論部分を読み始める。

4時間対面

第12回 書評論文の書き方－学期末小論文の課題として、自分が選んだ参考
文献に関して書評形式の小論文を書いてもらうことになるが、この課題
の意図を説明する。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】選んだ本の本論部分に関する内容紹介の準備を
する。

4時間オンデマンド

第13回 個人発表（２）－選んだ本の本論部分に関する内容紹介を行う（その
１）。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】選んだ本の本論部分に関する内容紹介の準備を
する。

4時間対面

第14回 個人発表（２）－選んだ本の本論部分に関する内容紹介を行う（その
２）。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】選んだ本の本論部分に関する内容紹介の準備を
する。

4時間対面

第15回 個人発表（２）－選んだ本の本論部分に関する内容紹介を行う（その
３）。

【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】書評形式の小論文の執筆をする（学期末小論文と
して提出してもらう）。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論と行動経済学（基礎）
　－経済理論と戦略的思考で社会を考える―

授業の目的及び概要
本科目ではゲーム理論や行動経済学の考え方に基づいて，身近な現象から大規模な社会問題まで，様々な社会現象・社会問題を考えます。
日常には様々な疑問が満ちています。たとえば，通販会社が「不満なら全額返金」を保証するのはなぜでしょうか。多くの学校で制服の着用が義務付け
られているのはなぜでしょうか。航空券は直前に買うほど高くなるのに，東京スカイツリーの展望台入場券は当日券の方が安いのはなぜでしょうか。教
育において「我慢強さ」が評価される理由を理論的に説明できるでしょうか。
社会にも様々な疑問を見出すことができます。地球温暖化問題が一向に解決しないのは，なぜでしょうか。政府が企業の競争を促進したり規制したりす
るのは，どのような判断基準に基づいているのでしょうか。
ゲーム理論や行動経済学といった経済理論を学修して戦略的思考力を身につけると，このような疑問に対して確固たる自分の考えを持つことができる
ようになります。そこで本科目では，受講生の関心に応じて，「企業の戦略的行動」，「環境問題」，「公共政策」といった経済学で頻繁に扱われるテーマ
を中心に，日常生活における人間の行動等も盛り込んで，学生研究発表大会への参加等を通じて，経済学的・戦略的思考能力の修得を目指します。
本科目の学修を通じて，以下の「学修の到達目標」に記載された能力を養うことは，今後の大学での学修に限らず，就業力を高めることにもつながりま
す。

なお，本科目で主要な分析ツールとするゲーム理論や行動経済学は，日常生活やビジネスの現場に応用することが容易な理論です。本科目での学修
を通じて，人との関わりにおける戦略的関係や，企業の戦略的行動などを理解することで，人生で役立つ経済学，すなわち「実学としての経済学」の修
得につながります。

学修の到達目標
経済理論に基づいて問題の所在を正しく認識し，適切な調査・分析を行った結果をまとめて，他人にも伝わるように発表できる能力を身につけることを
目標とします。このような能力は大学での学修にとどまらず，就業してからも重要な力となります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。また，グループワークの作業を授業中に進める場合には，適宜
進捗を確認しながらフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける研究活動は授業時間中だけで完結するものではなく，授業時
間外での調査・分析も不可欠です。それだけ時間をかける必要がある科目ですが，費やした時間は自身の成長として返ってくるので，努力する価値は
充分にあります。受講者の皆様には積極的な授業参加を強く期待します。
なお，本科目の履修にあたってミクロ経済学・ゲーム理論・統計学といった経済学の分析手法を知っていると便利ですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配付・紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスの確認（30分程度）
・今学期の目標設定（90分程度）
・グループワークのテーマ検討（2時間程度）

4時間対面

第2回 関連する諸理論の復習 ・提示する教材に基づき，復習を行ってください。 4時間オンデマンド

第3回 グループワーク（調査） ・テキスト・参考書等を用いたゲーム理論・行動経済学に
関する学修（2時間程度）
・グループワークの作業（2時間程度）
各自で必要と思われる情報を調査してください。
集めた情報はグループ内で共有してください。

4時間対面
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第4回 グループワーク（調査，分析） ・テキスト・参考書等を用いたゲーム理論・行動経済学に
関する学修（2時間程度）
・グループワークの作業（2時間程度）
各自で必要と思われる情報を調査してください。
集めた情報はグループ内で共有してください。
集めた情報を基に，発表内容を準備してください。

4時間対面

第5回 グループワーク（分析，中間報告準備） ・グループワークの作業
各自で必要と思われる情報を調査してください。
中間報告に備えて発表資料を作成してください。
集めた情報はグループ内で共有してください。

4時間対面

第6回 中間報告会１ ・グループワークの作業（2時間程度）
中間報告の準備を行ってください。
・中間報告会の振り返り（2時間程度）
報告後は，コメント等を資料に反映させてください。

4時間対面

第7回 中間報告会２ ・グループワークの作業（2時間程度）
中間報告の準備を行ってください。
・中間報告会の振り返り（2時間程度）
報告後は，コメント等を資料に反映させてください。

4時間対面

第8回 最終報告に向けた準備1 ・グループワークの作業
報告内容やスライド等の改善を行ってください。

4時間対面

第9回 最終報告に向けた準備2 ・グループワークの作業
報告内容やスライド等の改善を行ってください。

4時間対面

第10回 最終報告・最終報告の振り返り ・最終報告に向けた準備（2時間程度）
・最終報告の振り返り（2時間程度）

4時間対面

第11回 グループワーク1 ・テーマの検討（2時間程度）
・グループワークの作業（2時間程度）

4時間対面

第12回 グループワーク２ ・グループワークの作業（2時間程度）
・期末レポートの執筆（2時間程度）

4時間対面

第13回 グループワーク３ ・グループワークの作業（2時間程度）
・期末レポートの執筆（2時間程度）

4時間対面

第14回 グループワーク４ ・グループワークの作業（2時間程度）
・期末レポートの執筆（2時間程度）

4時間対面

第15回 振り返り ・今学期の振り返り（2時間程度）
・長期休み中の計画立案（2時間程度）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 観光地域づくりについて学ぼう

授業の目的及び概要
「実学としての経済学」の関係:
この授業を受講することにより、観光経済学の視点から現実の経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。

観光は社会学や心理学、歴史学、工学など様々な分野で研究が行われておりますが、
この演習においては、特に、経済学的な視点から分析ができるようになることを目的とします。
観光市場や、個々の主体の経済行動について、経済学の観点から分析を行います。

この演習では、教科書の輪読をとおして、①マクロ経済学とミクロ経済学の基礎的な考え方を復習し、②観光を経済学の視点から分析します。
基礎的なマクロ経済学やミクロ経済学の知識から発展し、地域観光という現実社会の事象をどのようにとらえることができるのか学習します。

学修の到達目標
上記の目的の達成のために、具体的には以下の目標を設定します。
➀マクロ経済学、ミクロ経済学の知識を身に着ける
➁➀を用いて、自身の興味のある地域観光の事象を分析する
③地域観光政策や、観光が抱える課題について理解する

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人で報告をしていただく予定です。
授業内でコメントを通じてフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では、受講生の主体的な授業参加が必要です。
地域観光や経済学について深く考え、積極的に授業に参加し、知識を定着させていきましょう。

事前学修として、毎回対応する教科書の章を読んでおいてください。
事後学修として、学んだ点と疑問に思った点をまとめてみてください。
毎回の演習の積み重ねが大事です。
各回ごとに知識をきちんと定着させて、次の回に臨んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

観光経済学の基礎講義，中平千彦・薮田雅弘，九州大学出版会，2017

参考書

参考文献は下記の他、適宜紹介します。
①ミクロ経済学，奥野正寛，東京大学出版会，2008
②環境経済学をつかむ，栗山浩一・馬奈木俊介，有斐閣，2020
③環境と資源の経済学，時政勗・薮田雅弘・有吉範敏・今泉博国，勁草書房，2007

9784798502045

①9784130421270
②9784641177291
③9784326547845

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（本演習の進め方についての説明、報告者の割り当て） 【予習】可能であれば、事前にテキストを読み興味や関心
のある章を選んでおいてください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第2回 観光の課題と将来 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第3回 経済成長と観光①ソローモデル 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第4回 経済成長と観光②具体例による説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

－418－



第5回 貧困と観光①経済学的な説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第6回 貧困と観光②具体例による説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第7回 文化財と観光政策①経済学的な説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第8回 文化財と観光政策②具体例による説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第9回 世界遺産と観光①経済学的な説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第10回 世界遺産と観光②具体例による説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第11回 エコツーリズム①経済学的な説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第12回 エコツーリズム②具体例による説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第13回 離島の観光①経済学的な説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第14回 離島の観光②具体例による説明 【予習】教科書の授業でとりあげる箇所を読み込みましょ
う。
報告者は資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第15回 オンデマンド形式で行う予定です。
演習のまとめの資料を配布する予定です。

【予習】教科書の勉強した箇所を読みかえしましょう。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ アジア各国の情勢と国際経済の要点を学ぶ（２）

授業の目的及び概要
本演習では、世界経済に関連する様々なテーマを幅広く扱い、平易に分かりやすく学んでいくことで、国際的にはどのような経済問題が潜んでいるの
か、世界の国々はどのような経済状況にあるかなどについて、理解を深めていくことにする。
特に、アジア各国の経済社会問題や現実に起きている世界経済の諸課題に焦点を当て、その背景や本質を考察していく中で、実際に起きている経済
現象への認識を深め、現実的な政策対応を検討していく。
国際経済コースを選択した学生にとっては、本演習での学びを基礎として、国際経済への興味や関心を高めていき、次年時以降の学習や研究課題の
探究につなげていくうえで有益となろう。

学修の到達目標
国際社会やアジアの国々が直面している、経済に関する諸問題を知ることで、アジア経済やグローバル経済の現状や状況について精通していくと共
に、国際経済学の領域において、幅広い理解と基礎的な素養を身に着けていく。また、各自でレジュメや資料を準備して発表してもらい、それらをもとに
皆で議論していくことで、プレゼン力やコミュニケーション能力も獲得していく。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表内容については、授業の中で解説及び講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

常日頃から、新聞やテレビ、ネットにて発信される、国際・経済関連のニュースにアンテナを張って、様々な経済問題や国際事情に関心や興味を持つよ
うに心掛けてください。特に、一般の新聞や経済新聞に、毎日、目を通す習慣を身に着けていくことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
授業内での報告・発表

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは利用しない。

参考書

①アジア動向年2021，アジア経済研究所，日本貿易振興機構アジア経済研究所，2021年
②本当にわかる世界経済，井上恵理菜，日本実業出版社，2019年
③世界経済入門（講談社現代新書），野口悠紀雄，講談社，2018年

なし

①9784258010219
②9784534056863
③9784062884730

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の進め方、報告担当箇所の割り振り。

興味や関心のある国際経済分野のテーマについて、考え
ておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第2回 国際経済を学ぶ　テーマの選定と解説(1) 興味や関心のある国際経済分野のテーマについて、書
籍、雑誌、新聞、ネットなどにアクセスして、理解を深めて
おいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第3回 国際経済を学ぶ　テーマの選定と解説(2) 興味や関心のある国際経済分野のテーマについて、書
籍、雑誌、新聞、ネットなどにアクセスして、理解を深めて
おいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第4回 国際経済を学ぶ　テーマの選定と解説(3) 興味や関心のある国際経済分野のテーマについて、書
籍、雑誌、新聞、ネットなどにアクセスして、理解を深めて
おいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面
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第5回 国際経済を学ぶ　プレゼン資料の作成 報告するテーマについて、関連する書籍や資料などを収
集し、プレゼンの資料を作成してください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間オンデマンド

第6回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(1) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第7回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(2) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第8回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(3) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第9回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(4) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第10回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(5) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第11回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(6) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第12回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(7) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第13回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(8) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第14回 国際経済を学ぶ　発表並びに討論(9) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連する書物や記事、情報等に触れて、理
解を深めておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第15回 まとめ並びに総括 これまでの学習を振り返って、学んだこと、分かったこと、
発見したこと、難しかったこと、興味や関心を抱いたこと、
などについて考えておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2朱　東平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論を実戦に生かそう（2）

授業の目的及び概要
この演習では、ゲーム理論の基本的な考え方を理解するとともに、そのビジネス活動での応用、そしてゲーム理論を生かした意思決定プロセスについ
て勉強していきたいと思います。その主な内容は以下の通りです。
1. 支配戦略均衡
2. ナッシュ均衡
3. 囚人のジレンマと「共有地の悲劇」
4. 繰り返しゲーム
5.合理的な豚とフリーライダー
　この演習は皆さんが社会人として持つべき専門知識・能力の高度化を図る科目です。この授業を受講することにより、ゲーム理論の視点から、現実の
経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。
　また、この演習は、ゲーム理論のもっとも基本的な解き方を学修することに重点を置きますので、ゲーム理論の入門レベルにあたります。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.授業で勉強した主なゲームの説明ができる。
2.ゲーム理論の基本的な考え方を理解することができる。
3.その考え方を用いて、日常生活のさまざまな場面や卒業後のビジネス活動を理解することができる。
4.就職活動に必要なプレゼン能力をもつことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートは、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゲーム理論は、ミクロ経済学、マクロ経済学を問わず、経済学のほとんどの分野に応用され、経済分析のための基本道具の一つとなっています。さら
に、経済学の分野を超えて政治学など他の社会科学の分野にも広く応用されています。少し難しい学問ですが、力を合わせて頑張りましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0205030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ラーニングポータルで配布される資料を用いて事前・事後学修に活用してください。

参考書

①図解で学ぶゲーム理論入門，天谷研一，日本能率協会マネジメントセンター，2011年
②ビジュアル ゲーム理論，渡辺隆裕，日本経済新聞，2019年

なし

①9784820747185
②9784532119393

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 学生研究発表大会出場チームの選出
・夏休み中の宿題を点検します。
・経済学部学生研究発表大会出場チームの選出。
（受講者数および受講者の希望に応じて、以下の内容を変更することも
ありうる。）

次回の授業までに、研究発表大会報告用レジュメを完成
してください。

4時間対面

第2回 経済学部学生研究発表大会入賞チームの発表動画をオンデマンドで
配信します。
・所属するコースに応じて、いずれかのセッションの動画を視聴して、良
い発表とは何かについて考えてください。

オンデマンド動画を視聴した上で、入賞チームの発表を参
考に発表資料を修正し、レジュメを読み上げるだけの発表
にならないよう準備を行ってください。

4時間オンデマンド

第3回 出場チームの指導
・経済学部学生研究発表大会出場チームに対して指導を行います。

次回の授業までに、研究発表大会報告用レジュメを完成
し、PPTを作成してください。

4時間対面

第4回 秋学期の目標を設定しましょう
・春学期に蓄積した「マイノート」のファイルを整理するとともに、春学期
末の感想文をもとに、春学期の成長した点、秋学期の課題について話
し合います。

次回の授業までに、研究発表大会の発表内容について確
認し、「秋学期の目標」を、秋学期末にチェック可能なよう
に作成して「マイノート」に保存してください。

4時間対面
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第5回 グループ学習の改善
・秋学期のグループ運営の改善方法について話し合います。

次回の授業までに、配布資料を参考にレジュメを作成し、
発表に備えるとともに、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第6回 支配戦略均衡
・支配戦略均衡について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、発表に備えるとともに、学修ポートフォリオの「マイ
ノート」に保存してください。

4時間対面

第7回 ナッシュ均衡
・ナッシュ均衡について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、発表に備えるとともに、学修ポートフォリオの「マイ
ノート」に保存してください。

4時間対面

第8回 「囚人のジレンマ」
・「囚人のジレンマ」について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、発表に備えるとともに、「マイノート」に保存してく
ださい。

4時間対面

第9回 「囚人のジレンマ」と「共有地の悲劇」
・「共有地の悲劇」は回避できるかについて勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、発表に備えるとともに、「マイノート」に保存してく
ださい。

4時間対面

第10回 「繰り返しゲーム」（１）
・「囚人のジレンマ」を克服する「繰り返しゲーム」について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、発表に備えるとともに、「マイノート」に保存してく
ださい。

4時間対面

第11回 「繰り返しゲーム」（２）
・引き続き　「繰り返しゲーム」について勉強します。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、発表に備えるとともに、「マイノート」に保存してく
ださい。

4時間対面

第12回 「合理的な豚」
・「合理的な豚」について勉強し、「囚人のジレンマ」との相違点を理解し
ます。

参加者は事前に配布資料を読み込んだうえで、レジュメを
作成し、発表に備えるとともに、「マイノート」に保存してく
ださい。

4時間対面

第13回 「合理的な豚」とフリーライダー
・「合理的な豚」を用いてフリーライダー問題を解明します。

参加者は資料を収集し、秋学期のレポート作成の準備を
始めてください。

4時間対面

第14回 秋学期のまとめ（１）
・秋学期初めに作成した各自の「秋学期の目標」の達成度と反省点に
ついて話し合います。
・春休み中の勉強内容について話し合います。

次回の授業までに、秋学期のレポートを完成し、マイノート
に保存してください。

4時間対面

第15回 秋学期のまとめ（２）
・期末レポートの提出
・春休み中の勉強内容について合意します。

今年度の学修成果を踏まえ、次年度の目標について考え
てください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができるようになる。
実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していくことを
行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学修・研究だけでなく，就職活
動にも役立ちます。

さらに，本科目で学修した知識を活用することで，経済学部における学びを通じて修得することを目指す「実学としての経済学」を，より円滑に学ぶこと
ができるようになります。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通していくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と素
養を習得する。
また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーション・コミュニケーション能力を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学。マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
毎回の講義はテキストに基づいて輪読・討論を行います。
（教科書は図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

参考書

①労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
②職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社，2017年

①9784502366413

①9784641165076
②9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・事前にテキストに目を通し，興味や関心のあるテーマに
ついて考えてください（２時間程度）。
・自身が報告するテキストの対応箇所を把握し，どのよう
に報告を行うか，どのような先行研究があるかを調べてく
ださい（２時間程度）。

4時間対面

第2回 日本の労働市場を学ぶ：就業状態（１） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第3回 日本の労働市場を学ぶ：就業状態（２） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面
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第4回 日本の労働市場を学ぶ：就業状態（３） ・授業で扱うテーマに対応したテキストの箇所を事前に読
んでおいてください。報告担当者は，報告資料の準備を
行ってください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第5回 日本の労働市場を学ぶ：各自の興味・関心のある内容についての報告
（１）

・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第6回 日本の労働市場を学ぶ：各自の興味・関心のある内容についての報告
（２）

・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第7回 日本の労働市場を学ぶ：各自の興味・関心のある内容についての報告
（３）

・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 日本の労働市場を学ぶ：各自の興味・関心のある内容についての報告
（４）

・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 日本の労働市場を学ぶ：発表・討論（１） ・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第10回 日本の労働市場を学ぶ：発表・討論（２） ・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第11回 日本の労働市場を学ぶ：発表・討論（３） ・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第12回 日本の労働市場を学ぶ：発表・討論（４） ・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第13回 日本の労働市場を学ぶ：発表・討論（５） ・報告担当者は，各自が興味・関心がある研究内容につ
いての報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告を行って受けたコメントをもとに報告資料の修正を
行ってください。また，授業の中で得た情報や知識を確認
してください（２時間程度）。

4時間対面

第14回 日本の労働市場を学ぶ：発表・討論（６） ・報告担当者は，前回報告時のコメントを踏まえたうえで
報告資料の準備を行ってください（２時間程度）。
・報告時にもらった指摘を反映させて，報告資料の改善を
行ってください。学期末レポートの作成を行ってください（２
時間程度）。

4時間対面

第15回 振り返り ・オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを行ってく
ださい。
・次年度の研究向けてどのようなテーマに取り組みたいか
検討するとともに，自身の卒業研究で使えそうな先行研究
等を探してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ エネルギー・環境問題を経済学の視点から考える（基礎）

授業の目的及び概要
自治体や国、地域の環境政策に関する課題、問題解決の方策についての知見を高め、自分の考えを明確に表現できるようなプレゼンテーション能力の
向上に資する演習です。

「実学としての経済学」との関係
この演習を履修することにより、経済指標にも影響を与える環境問題、環境政策を分析できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
①パソコンを利用し、情報収集、文献検索の技法を高めるとともに、プレゼン能力、論文作成技法の基礎を学びます。加えて、具体的な環境問題に関す
る基礎的な分析手法を学びます。
②環境問題の様々なトピックスを学びます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による調査・研究報告に対するコメントを通じてフィードバックする。また、グループワークの作業を授業中に進める場合には、適
宜、進捗を確認しながらフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習ⅠAで学んだ様々なテーマを更に掘り下げ、研究を進めます。研究成果は学生研究発表大会（グループ）および学期末レポート（個人）で発表しま
す。
受講生自らが積極的に関与することを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0305020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。
適宜、資料を配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（本演習の進め方） ・学生研究発表大会のテーマを各自で考えておいてくださ
い。

4時間対面

第2回 学生研究発表大会のためのテーマ選定 ・学生研究発表大会のテーマを各自で考えておいてくださ
い。
・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第3回 学生研究発表大会のための調査（１） ・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第4回 学生研究発表大会のための調査（２） ・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第5回 学生研究発表大会のための調査（３） ・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第6回 学生研究発表大会のためのパワーポイント作成（１） ・グループのメンバーの作成分担を決め，次回までに各自
で分担した個所のパワーポイント資料をまとめておくよう
にしてください。

4時間対面

第7回 学生研究発表大会のためのパワーポイント作成（２） ・グループのメンバーの作成分担を決め，次回までに各自
で分担した個所のパワーポイント資料をまとめておくよう
にしてください。

4時間対面

第8回 学生研究発表大会のための発表練習 ・授業中のコメントを踏まえて各自発表の練習をしてくださ
い。

4時間対面
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第9回 学生研究発表大会の振り返り
個人研究の研究目的の発表（１）

・学生研究発表大会におけるコメントをメモしておいてくだ
さい。
・個人研究の研究目的に対するコメントを反映して，期末
レポートの作成に取りかかってください。

4時間対面

第10回 個人研究の研究目的の発表（２） ・個人研究の研究目的に対するコメントを反映して，期末
レポートの作成に取りかかってください。

4時間対面

第11回 個人研究の発表（１） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第12回 個人研究の研究目的の発表（２） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第13回 個人研究の発表（３） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第14回 個人研究の発表（４） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第15回 まとめ ・今学期の振り返りを各自まとめて提出してください。 4時間オンデマンド

－427－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 近世・近代イギリス社会経済史

授業の目的及び概要
演習ⅠAの学修を踏まえたうえで、グループや個人ごとに研究テーマを設定し、個別研究を行います。また、演習ⅠA同様に近世から近代にかけてのイ
ギリスにおける貧困問題や産業革命と経済成長に関する基礎的なテキストの輪読も行います。これらの学修を通して、社会経済史研究者が研究を進
めるうえで行うプロセスを追体験してもらいます。また、本演習では、GDP・為替レート・金利などの「経済諸指標とその連動についての理解」をサブテー
マに設定しています。歴史事象を検討する中で、そうした経済諸指標とその連動の具体例を見出していきます。そうすることで、現代社会の経済の動き
を歴史的な観点から考察する力の涵養を目指します。

学修の到達目標
第一に、社会経済史の手法を理解する。
第二に、一つのテキストをしっかり「読む」力を養成する。
第三に、スライドやレジュメの作成、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通して、テキスト講読から得た知見をまとめ、自身の見解として再構築し
ていくスキルを身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業の中で、スライド、レジュメ、プレゼンテーション、ディスカッションに対してコメントをします。質疑応答の時間もその都度確保します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

遅刻厳禁。履修者は自身がゼミの一員であることを自覚し、責任感をもって授業に参加すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
個別研究や輪読のスライドあるいは
レジュメから判断します。00

003060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。授業で用いるテキストはその都度担当教員から配布します。

参考書

特にありません。研究を進めるうえで必要な参考書については適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のイントロダクション（学術的な文章作成の作法、文献の収集、ス
ライドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などについての説明
をします）を行った後に、グループか個人ごとの研究テーマを設定しても
らいます。

演習ⅠAで学修した、学術的な文章の作成の作法、文献
収集の方法、スライドやレジュメの作成、プレゼンテーショ
ンの方法などを復習しておくこと。また、自分が関心ある
研究テーマに関連する文献の調査を行うこと。

4時間対面

第2回 グループか個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集
を行います。十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきま
す。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第3回 グループか個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集
を行います。十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきま
す。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第4回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第5回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面
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第6回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第7回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。また、スライドなどの作成を進めること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、スライ
ドの作成を進めること。

4時間対面

第8回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けたスライドを完成させます。

【予習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、スライ
ドの作成を進めること。
【復習】スライドについてのディスカッションを続け、必要な
修正を行うこと。

4時間対面

第9回 グループあるいは個人で研究報告に向けたスライドを完成させ、その修
正や改善のためのディスカッションとプレゼンテーションの練習を行いま
す。

【予習】スライドについてのディスカッションを続け、必要な
修正を行うこと。
【復習】修正や改善のためのディスカッションを行いつつ、
プレゼンテーションの練習をすること。

4時間対面

第10回 グループあるいは個人での研究報告を行います。また、それぞれの研
究に対する質疑応答を行います。

【予習】スライドの修正や改善のためのディスカッションを
行いつつ、プレゼンテーションの練習をすること。
【復習】研究報告に対して出された疑問や問題点の改善
に努めること。

4時間対面

第11回 演習ⅠAで扱った問題の応用的なテキストの輪読を行います。担当者
がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対して履修者全員でディス
カッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第12回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第13回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第14回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第15回 これまで輪読してきたテキストの内容についてのまとめをオンデマンドで
配信する動画教材で行う。

動画教材を視聴した上で、ラーニングポータル上で配布す
る資料を中心に輪読したテキストの内容について整理し、
理解を深めること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2二替　大輔

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 産業組織論（基礎）
―産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析―

授業の目的及び概要
本演習では，ミクロ経済学の応用としての産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析の基礎を学んでいきます。産業組織論や企業経済論の
理論の基礎を学修しながら，現実の企業活動を理論的に分析することを目的とします。具体的には，流通業（小売業・卸売業）や観光業（宿泊業，テー
マパーク）などの産業が考えられます。演習では，テキストを輪読することで，産業組織論における理論と具体例の考え方を習得した後，各グループで
興味のある内容について調査し，発表してもらいます。それをもとにして，討論を行います。産業組織論は，企業行動の分析だけでなく，政府の政策の
分析にも大きく関わります。これらの学修を進めていくことで，「実学としての経済学」の修得につながります。

学修の到達目標
この演習は，以下のことを目標とします。
1.　産業組織論（ミクロ経済学・ゲーム理論）に関する基本的知識を習得する。
2.　1で習得した知識をもとにして，現実に起こっている経済現象について分析し説明できる。
3.　分析結果の内容をまとめ，プレゼンテーションできる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については，Learning Portalを用いて，添削・採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習は，ミクロ経済学，ゲーム理論の基本的な知識を必要とします。
企業の行動，ビジネスに関するニュースに常に注意を払ってください。
授業時間外に適宜，グループ内でグループ研究に関する議論を行ってください。
演習には積極的に参加して，報告資料，プレゼンテーションの見直しを継続的に行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス・エコノミクス（第2版），伊藤元重，日本経済新聞出版，2021年

参考書

①経営の経済学，丸山雅祥，有斐閣，2017年
②プラクティカル産業組織論，泉田成美・柳川隆，有斐閣，2008年
③ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
④1からの流通論（第2版），石原武政・竹村正明・細井謙一（編著），中央経済社，2018年
⑤1からのマーケティング（第4版），石井淳蔵・廣田章光・清水信年（編著），中央経済社，2019年
その他，参加者の興味に応じて適宜参考文献を紹介します。

9784532323806

①9784641164956
②9784641123724
③9784535558441
④9784502283611
⑤9784502327711

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 【予習】シラバスを事前によく読んでおいてください。
【復習】ガイダンスの内容について復習してください。

2時間対面

第2回 インセンティブとはなにか(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第3回 インセンティブとはなにか(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第4回 インセンティブとはなにか(3) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第5回 行動経済学とビジネス(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面
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第6回 行動経済学とビジネス(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第7回 戦略をより深く理解する(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第8回 戦略をより深く理解する(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第9回 イノベーションがすべてを変える(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第10回 イノベーションがすべてを変える(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第11回 グループワーク(1)テーマの設定 【予習】これまで調査した経済現象に関する分析をまとめ
グループで取り扱うテーマを設定してください報告資料を
作成してください。
【復習】討論での指摘をもとにしてテーマの問題意識を修
正してください。

4時間対面

第12回 グループワーク(2)調査と分析 【予習】調査した経済現象に関する分析をまとめた報告資
料を作成してください。
【復習】討論での指摘をもとにして報告資料を修正してくだ
さい。

4時間対面

第13回 グループワーク(3)調査と分析 【予習】調査した経済現象に関する分析をまとめた報告資
料を作成してください。
【復習】討論での指摘をもとにして報告資料を修正してくだ
さい。

4時間対面

第14回 グループワーク(4)最終報告 【予習】討論の指摘で修正し，追加調査した経済現象に関
する分析をまとめた報告資料を作成してください。
【復習】討論での指摘をもとにして報告資料を修正してくだ
さい。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】これまで調査した経済現象についてまとめておい
てください。
【復習】これまで学んだことを復習してください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 金融市場のしくみを学ぶ　～ 家計の資産形成を中心として ～

授業の目的及び概要
この演習ⅠB は、現代日本経済コースの推奨ゼミです。家計の資産形成を設計するファイナンシャル・プランニングの知識・技能を身につけることを目
的としています。 
授業では、春学期の演習ⅠA で取り組んだファイナンシャル・プランニングの学修内容を、より高度なレベルに引き上げた学修を行います。 
そして、その学修の成果として、学生研究発表大会で報告を行うとともに、国家資格である FP 技能検定２級（または３級）の資格取得を目指します。 
また、この演習ⅠBでは、グループワークやプレゼンテーション、ディスカッション等を通じて、社会に出てから必要となるレポート作成能力、プレゼンテー
ション能力、コミュニケーション能力を身につけることができます。

学修の到達目標
この演習ⅠBでは、以下の３点を学修の到達目標とします。
・家計の資産に関する情報を分析できるようになる。
・家計のライフプランやニーズに合わせたファイナンシャル・プランニングができるようになる。
・説得力のあるプレゼンテーションを行うことができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習は、基本的には、①教員による解説→②グループに分かれて討議→③各グループからの発表→④全体でのディスカッション→⑤教員によるコメン
ト・アドバイスという流れとなります。それを繰り返すことで演習を進めていきます。
課題に対するフィードバックは、プレゼンテーションに対する教員のコメント・アドバイスという形で行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習ⅠBでは、春学期に引き続き、ゼミ生全員で力を合わせて、国家資格であるFP技能検定２級（または３級）の資格取得を目指して、切磋琢磨し
ていきたいと思います。
意志あるところに、必ず道は開けます。
主体的・積極的に取り組んでください。十分なサポートを行います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0302050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

➀ファイナンシャル・プランニング入門 - for Students - 〔第5版〕，日本FP協会，日本FP協会，2019年

なし

①9784909303394

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション
演習ⅠBの進め方を説明します。

・配布資料を復習する。 
・調査研究テーマを検討する。

4時間対面

第2回 グループワーク 
各グループで調査研究テーマの検討・設定を行います。

・調査研究テーマに関する資料収集や分析を行う。 4時間対面

第3回 グループワーク 
各グループで調査研究テーマに関する資料収集や分析を行います。

・調査研究テーマに関する資料収集や分析を行う。 4時間対面

第4回 グループワーク 
各グループで調査研究テーマに関する資料収集や分析を行います。

・調査研究テーマに関する報告資料をパワーポイントで作
成する。

4時間対面

第5回 グループワーク 
各グループで調査研究テーマに関する報告資料をパワーポイントで作
成します。

・調査研究テーマに関する報告資料をパワーポイントで作
成する。

4時間対面

第6回 グループワーク 
各グループで調査研究テーマに関する報告資料をパワーポイントで作
成します。

・作成したパワーポイントの報告資料を用いたプレゼンの
準備を行う。

4時間対面

第7回 プレゼン 
各グループからパワーポイントの報告資料を用いてプレゼンを行いま
す。

・作成したパワーポイントの報告資料を用いたプレゼンの
準備を行う。

4時間対面

－432－



第8回 プレゼン 
各グループからパワーポイントの報告資料を用いてプレゼンを行いま
す。

・学生研究発表大会のプレゼンの最終準備を行う。 
・次回授業の事前配布資料「ライフプランニングと資金計
画」を予習する。

4時間対面

第9回 ライフプランニングと資金計画 
動画教材を用いてタックスプランニングを学修した後、課題に取り組む。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「リスク管理」を予習する。

4時間オンデマンド

第10回 リスク管理 
配布資料を用いてタックスプランニングを解説した後、グループワークを
行い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「金融資産運用」を予習する。

4時間対面

第11回 金融資産運用 
配布資料を用いて金融資産運用を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「タックスプランニング」を予習
する。

4時間対面

第12回 タックスプランニング 
配布資料を用いてタックスプランニングを解説した後、グループワークを
行い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「不動産」を予習する。

4時間対面

第13回 不動産 
配布資料を用いて不動産を解説した後、グループワークを行い、最後
に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 
・次回授業の事前配布資料「相続・事業承継」を予習す
る。

4時間対面

第14回 相続・事業承継 
配布資料を用いて相続・事業承継を解説した後、グループワークを行
い、最後に全体でディスカッションします。

・配布資料を復習する。 4時間対面

第15回 総括
秋学期のまとめを行います。

・配布資料を復習する。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2前鶴　政和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済の論点

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済の抱える諸課題を中心に、学修を進めていきます。学期末には、レポートを作成する必要があります。
　この演習は皆さんが経済学の専門知識を深め、社会で活躍するために必要な経済問題の解決について考察する能力の修得を図る科目です。演習
のレベルは、経済学の基礎的なレベルです。

「実学としての経済学」との関係：
　この演習では、ＧＤＰ、為替レート、金利などの経済諸指標について学修します。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.1年次までに修得した経済学の専門知識をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.研究テーマを設定し、レポートを作成することができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、就職活動に必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題については、コメントを付して返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習の授業内容は、ミクロ経済学やマクロ経済学の基本的な知識を用いて行われます。そのため、受講生には、これらの科目の履修を望みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
学期末レポート

00

020020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配付します。

参考書

①日本経済30の論点，末廣徹・小黒一正・愛宕伸康，日本経済新聞社，2022年

なし

①9784296115259

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法や内容について説明します。 【予習】この演習のシラバスを事前によく読んでおいてくだ
さい。
【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習してくだ
さい。

2時間対面

第2回 演習ⅠAで学修した内容について復習します。 【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learning Portal
の「確認テスト」を解き、復習を行ってください。

4時間オンデマンド

第3回 「日本経済の論点⑥」について学修します。 【予習】「日本経済の論点⑥」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点⑥」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 「日本経済の論点⑦」について学修します。 【予習】「日本経済の論点⑦」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点⑦」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 「日本経済の論点⑧」について学修します。 【予習】「日本経済の論点⑧」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点⑧」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 「日本経済の論点⑨」について学修します。 【予習】「日本経済の論点⑨」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点⑨」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 「日本経済の論点⑩」について学修します。 【予習】「日本経済の論点⑩」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点⑩」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 「日本経済の論点⑪」について学修します。 【予習】「日本経済の論点⑪」に関する配付資料を事前に
読んでおいてください。
【復習】「日本経済の論点⑪」に関する配付資料を読み直
し、授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 研究テーマの選定を行います。 【予習】研究テーマの選定に関する配付資料を事前に読
んでおいてください。
【復習】研究テーマの選定に関する配付資料を読み直し、
授業で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 学期末レポートの発表①を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第11回 学期末レポートの発表②を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第12回 学期末レポートの発表③を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第13回 学期末レポートの発表④を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第14回 学期末レポートの発表⑤を行います。 【予習】レポートの作成要領に基づいて、学期末レポートを
事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて学
期末レポートを修正してください。

4時間対面

第15回 授業全般にわたる総括を行います。 【予習】これまでの授業回の配付資料等を事前によく読ん
でおいてください。
【復習】授業後に、これまでの授業回の配付資料等につい
て総復習してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 都市・地域から日本経済の課題を学ぶ

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済が直面する様々な課題のうち、都市・地域分野を主たるターゲットとし、その基礎知識と課題発見能力、調査・分析力を身に付
けることを目指します。都市・地域の現状を、「人口移動」、「高齢化」、「都市再生」、「地域活性化」、「地方行政」、「観光振興」、「住宅・土地市場」などの
側面から学び、そうした中から課題を抽出し、分析していきます。演習での報告、ディスカッションやグループワークを通じ、社会人として必要な基礎能力
やコミュニケーション能力を高めていきます。

学修の到達目標
・文献の要点をまとめ、報告できる。
・報告に対し互いに意見を述べ、議論できる。
・都市・地域の現状を理解し、課題を抽出できる。
・グループワークで課題の調査・分析を行い、結果をとりまとめ、報告できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメント、アドバイスします。課題に対しては、コメントを付けて返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

積極的な報告、発言、議論を心掛け、演習での学びを実りあるものにしていきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0０

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

①縮小まちづくり，米山秀隆，時事通信社，2018年
②アフターコロナの都市と住まい，米山秀隆，プログレス，2021年
③地域バリューチェーン 持続可能な地域を創る，板倉宏昭・石丸亜矢子，勁草書房，2021年

なし

①9784788715479
②9784910288109
③9784326504855

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習の内容・進め方、春学期の復習 【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第2回 都市・地域経済の現状と課題 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことを整理
して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 グループワーク1：調査・分析 【予習】グループワークに向けて、必要な準備をしておいて
下さい。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面

第4回 グループワーク2：調査・分析 【予習】グループワークに向けて、必要な準備をしておいて
下さい。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面

第5回 グループワーク3：調査・分析 【予習】グループワークに向けて、必要な準備をしておいて
下さい。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面

第6回 グループワーク4：調査・分析、中間報告準備 【予習】グループワークに向けて、必要な準備をしておいて
下さい。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面
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第7回 グループワーク5：中間報告 【予習】中間報告の準備をしておいて下さい。
【復習】中間報告での議論の結果を整理し、次回に向けた
作業に取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 グループワーク6：追加の調査・分析 【予習】グループワークに向けて、必要な準備をしておいて
下さい。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 グループワーク7：追加の調査・分析、最終報告準備 【予習】グループワークに向けて、必要な準備をしておいて
下さい。
【復習】グループワークの結果を整理し、次回に向けた作
業に取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 グループワーク8：最終報告 【予習】最終報告の準備をしておいて下さい。
【復習】最終報告での議論の結果を整理して下さい。

4時間対面

第11回 個人課題研究1：個人の課題設定 【予習】自分がレポートとして取りまとめたい課題を考えて
おいて下さい。
【復習】課題に関する情報取集を行って下さい。

4時間対面

第12回 個人課題研究2：調査・分析 【予習】課題に関する調査・分析を行って下さい。
【復習】調査・分析を終え、報告の準備をして下さい。

4時間対面

第13回 個人課題研究3：報告 【予習】報告の準備をして下さい。
【復習】コメントを反映させてレポートを作成して下さい。

4時間対面

第14回 個人課題研究4：報告 【予習】報告の準備をして下さい。
【復習】コメントを反映させてレポートを作成して下さい。

4時間対面

第15回 演習のまとめ 【予習】演習全体の内容を振り返り、得られた点や反省点
などを考えておいて下さい。
【復習】演習全体で得た知識、情報、自分で考えたことな
どを整理して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2方　鉄峰

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学の基礎と応用

授業の目的及び概要
経済学について初めて勉強する学生も理解できるよう、具体的な事例を挙げながら丁寧に解説する。授業中に発表、討論を重ね、理論的思考力を鍛え
ると同時にプレゼン能力を高める。

学修の到達目標
①経済学学修への興味・関心を高めること
②経済学の基礎知識を身につけること
③経済学の知識を用いて、市場変動および政策変更などについての分析を通し、その根拠を理解すること
④日本語の読む能力と、作文能力を高めること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
テストやレポート等で授業度理解度を高める。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本授業の学修において、①経済学に興味を持つこと、②社会の経済現象に興味を持つことが大事である。授業では初めて接する経済専門用語が多く、
十分に理解するためには課外での復習も重要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
プレゼン発表など

00

002040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

配布資料を用いて授業を行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 新学期にあたって これからよい留学生活を送るために 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること

2時間対面

第2回 経済学基礎知識の勉強　−　比較優位性
●比較的優位性関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの内容確認（1時間程度）

4時間対面

第3回 経済学基礎知識の勉強　−　価格弾力性
●価格弾力性関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第4回 経済学基礎知識の勉強　−　労働市場
●労働市場関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第5回 経済学基礎知識の勉強　−　貧困と格差①
●規制緩和関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第6回 経済学基礎知識の勉強　−　貧困と格差②
●環境税関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第7回 経済学基礎知識の勉強　−　規制緩和
●情報の非対称性関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第8回 経済学基礎知識の勉強　−　環境税 授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

－438－



第9回 経済学基礎知識の勉強　−　情報の非対称性
●貧困と格差関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第10回 経済学基礎知識の勉強　−　資本市場及び個人投資
●資本市場及び個人投資関連のVTR鑑賞

授業後に、授業で配布した資料を読み直し、講義内容を
理解すること（3時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

4時間対面

第11回 理解度テストに向けた復習やまとめを行う授業回
※理解度テストに向けた授業内容の纏め動画を公開し、視聴後に復習
やまとめに取り組ませる。

授業内容の復習やまとめ（6時間程度） 6時間オンデマンド

第12回 理解度テスト 理解度テストの振り返り（1時間程度）
時事ワークシートの事前予習（1時間程度）

2時間対面

第13回 プレゼンのテーマ発表、チーム分け、プレゼン準備開始 プレゼン資料作成 6時間対面

第14回 学生プレゼン準備 プレゼン資料作成 6時間対面

第15回 学生プレゼン発表
秋学期の纏め

感想文やレポート作成 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2脇村　孝平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ アジア経済入門－ポスト・コロナ（コロナ後）を見据えて

授業の目的及び概要
コロナ禍で約３年、世界経済は大きなマイナスの影響を受けてきました。アジア諸国の経済もまた少なからず影響を受けました。本演習は、ポスト・コロ
ナ（コロナ後）のアジア経済について、皆さんと一緒に考えることを目標とします。そのためにも、アジア経済に関する基本的な事項を学ぶことから始めた
いと思います。
私の演習では、経済学を基盤にしつつも、歴史的なアプローチ（政治、社会、文化なども含む多元的要因を考慮に入れて、長期的な時間軸の中で考察
すること）でテーマに迫ることを目指しています。経済史Ⅰあるいは経済史Ⅱを受講して歴史的なアプローチが面白いと思った人、あるいは国際経済
コースを選択しようとする人を大いに歓迎します。

なお、本演習では、適宜、「実学としての経済学」という学修も行います。本経済学部において「実学としての経済学」の学習とは、具体的にはＧＤＰ・為
替レート・金利などの経済諸指標の連関を理解しつつ、経済諸指標が互いに連動するマクロ経済学的な連関性を学ぶことを意味します。

学修の到達目標
とてもシンプルです。「文献を読解する」こと、「問題発見をする」こと、「議論をする」こと、「文章を書く」こと、「研究発表をする」ことなど、これらの能力を
身につけてもらいます。
加えて、本経済学部の学修目標の一つである「実学としての経済学」を習得も大きな目標となります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
学期を通して、数多くの機会に、課題を提示して、小文を書いてもらうことになります。それに対して、毎回、コメントを付して返却いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習への積極的な参加の姿勢、議論における発言、研究発表の内容、レポートなど、総合的な取り組みが求められます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0050

025025

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

後藤健太『アジア経済とは何か－躍進のダイナミズムと日本の活路』（中公新書、2019年）。

参考書

遠藤 環・伊藤 亜聖・大泉 啓一郎・後藤 健太（編）『現代アジア経済論－「アジアの世紀」を学ぶ』有斐閣、
2018年。

9784121025715

9784641184428

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の目標の説明ー「研究発表大会への参加」と「個人研究」 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】研究発表大会における発表テーマを考えてくる。

4時間対面

第2回 テーマとグループの決定 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】研究発表のための資料（文献など）探索の準備を
する。

4時間対面

第3回 図書館（花岡）にて、資料（文献など）の探索を行う。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】グループ単位で役割分担して、資料の読解を始め
る。

4時間対面

第4回 グループ単位で役割分担して、資料の読解・分析を行う。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】グループ単位で役割分担して、発表内容の検討を
始める。

4時間対面

第5回 グループ単位で役割分担して、発表内容の検討を行う（その１）。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】グループ単位で役割分担して、発表内容の検討を
始める。

4時間対面

第6回 グループ単位で役割分担して、発表内容の検討を行う（その２）。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】グループ単位で役割分担して、プレゼンテーション
作成を始める。

4時間対面
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第7回 グループ単位で役割分担して、プレゼンテーション作成を行う。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】グループ単位で役割分担して、プレゼンテーション
の役割分担を考えてくる。

4時間対面

第8回 各グループごとに、プレゼンテーションの予行演習を行う。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】研究発表大会の反省と総括に関する小文を書い
てくる。

4時間対面

第9回 研究発表大会の反省と総括を行う。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。 4時間対面

第10回 個人研究とは何かについて、考える。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】個人研究のテーマについて、各人が考えてくる。

4時間対面

第11回 個人研究のテーマについて各人が話をする。 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】個人研究のための資料（文献など）探索の準備を
する。

4時間対面

第12回 図書館（花岡）にて、個人研究のための資料（文献など）探索 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】個人研究発表のための構想を考えてくる。

4時間対面

第13回 論文の書き方－序論、本論、結論について 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】個人研究発表の準備をする。

4時間オンデマンド

第14回 個人研究発表（１）－学期末小論文の構想 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】個人研究発表の準備をする。

4時間対面

第15回 個人研究発表（２）－学期末小論文の構想 【復習】演習で使った資料を復習しておいてください。
【予習】学期末小論文の執筆をする。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3荒木　康代

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 労働と働く人々の生活から、日本の経済・社会を考える

授業の目的及び概要
演習Ⅱの荒木ゼミでは、現代日本の労働問題や社会問題を人々の生活の視点から考えることによって、日本の経済社会を理解することを目指します。
コロナ感染の拡大は、私たちの生活や働き方、また働くことに対する私たちの意識を大きく変えました。これまで当たり前と考えられてきた通勤というス
タイルが当たり前ではなくなり、テレワークという働き方も可能であることを証明しました。通勤時間がなくなり、家庭にいる時間が増えることによって、働
くことと個人の生活の両立を改めて考えると同時に、自分で自分の時間を管理することが必要になりました。
　現在、社会をとりまく環境は大きく変わっています。産業構造の変化やグローバル化、地球温暖化による災害の多発、少子高齢化やそれによる労働
力の不足、またIT化の進展は私たちの生活や労働に大きく影響します。また、非正規労働者の増加による格差の拡大、子どもの貧困、といった社会問
題もクローズアップされています。その一方で、ワークライフバランスという言葉に代表されるように、特に若い人を中心に働くことに対する意識も変わっ
てきています。働く女性が増えるとともに、男性も女性も生活を重視する傾向が強まっています。育児休暇の取得を希望する男性も増えています。本演
習では、このような様々な課題について取り上げていきます。その中から自分の興味かんしんのあるテーマを発見してください。

学修の到達目標
・日本の労働問題・社会問題（少子高齢化、労働力減少、社会保障、正規非正規格差、男女賃金格差、長時間労働、その他）について理解している。
・働くことと生活との関連（ワークライフバランス、男性の育休、労働時間その他）について理解している。
・働くことと生活との関連について経済学の視点から見ることができる。
・テーマに基づいて調べたことをまとめ、発表できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義内容についての質問はその都度受け付けます。また、授業における研究発表に対しては教員からコメントをします。また、提出されたレポートに対
しては、コメントを付して返却します。また、メールによる質問についても、いつでも受け付けて返事をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日頃から興味関心のあるトピックにアンテナを張って、新聞記事などを保陣しておいてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０００

０403030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回、レジメ・資料を配布します。

参考書

必要な資料はその都度、授業内容に応じて推奨します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（自己紹介、授業内容、授業の進め方等） 新聞・雑誌・TVニュース・ネットニュースなどで社会・経済・
労働問題について関心を持って調べておいてください。

4時間対面

第2回 新聞記事等を利用して、日本の社会・経済・労働問題について学ぶ。 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間対面

第3回 新聞記事等を利用して、日本の社会・経済・労働問題について学ぶ。 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間対面
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第4回 新聞記事等を利用して、日本の社会・経済・労働問題について学ぶ。 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間対面

第5回 新聞記事等を利用して、日本の社会・経済・労働問題について学ぶ。 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間対面

第6回 ・研究資料の探し方について講義
・グループワーク　グルーごとにテーマを決めて、関連資料を収集する。

・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間対面

第7回 ・研究資料の探し方について講義
・グループワーク　グルーごとにテーマを決めて、関連資料を収集し、ま
とめる。

・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間対面

第8回 ・研究資料の探し方について講義
・グループワーク　グルーごとにテーマを決めて、関連資料を収集し、ま
とめる。

・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間対面

第9回 ・トピックに関連する研究資料の収集の仕方、まとめ方について動画で
解説。
・動画視聴後、関連資料を収集し、まとめる。（課題）
・課題を提出する。

・研究に関連するトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで
調べ、まとめる。（３時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）

4時間オンデマンド

第10回 ・グループワーク　調べたことをPPに作成する ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（2時間）
・調べたことを整理し、まとめる（1時間）

4時間対面

第11回 ・グループワーク　調べたことをPPに作成する ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（2時間）
・調べたことを整理し、まとめる（1時間）

4時間対面

第12回 ・グループワーク　調べたことをPPに作成する ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめ、パワーポイントを作成、修
正する（2時間）

4時間対面

第13回 パワーポイントによるクラス発表 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめ、パワーポイントを作成、修
正する（2時間）

4時間対面

第14回 ・グループワーク　PPの修正 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめ、パワーポイントを作成、修
正する（2時間）

4時間対面

第15回 ・パワーポイントによる発表 ・取り上げたテーマについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめる（1時間）
・コメントをもとに、パワーポイントを修正する（２時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論と行動経済学（応用）
　―ゲーム理論・行動経済学で戦略的行動を考える―

授業の目的及び概要
本科目ではゲーム理論や行動経済学を応用して，身近な現象から大規模な社会問題まで，様々な社会現象・社会問題を考えます。
ゲーム理論や行動経済学は，多様な社会現象・社会問題を分析することが可能です。たとえば，労使関係や，ライバル企業との競争関係なども考えら
れますし，様々な政策の効果や個人の意思決定も分析できます。
理論的な分析を行うと，様々な疑問に答えを得ることができます。たとえば，新卒採用で業務と直接関係ない資格取得やボランティアの経験が評価され
る場合があるのはなぜでしょうか。航空券は出発直前になるほど高額になるのに，東京スカイツリーの展望台入場券は当日券の方が安いのはなぜで
しょうか。夏休みの宿題を計画通りに進められないのはなぜでしょうか。どうすれば年金保険料の未納率を下げることができるようになるのでしょうか。
ゲーム理論や行動経済学は，このような疑問への答えを考えるために便利な道具です。本科目では卒業研究のために，主にゲーム理論を用いた戦略
的思考を学び，これを活用する能力を養うことを目的とします。このため授業ではゲーム理論を学びつつ，どのような状況に理論を応用できるか考える
練習を受講者のプレゼンテーションを中心に行います。

また，本科目でも経済学部で設定される演習Ⅱのサブテーマである「実学としての経済学」を扱います。「実学としての経済学」では，GDP，為替レート，
金利などの経済諸指標の連関について学修し，この理解を通じて経済の動きを見通す力を養います。このような能力はビジネスや私生活でも役立てる
ことができます。本科目のメインテーマであるゲーム理論もビジネスや私生活に応用しやすい理論体系であるため，両者の学修を通じて「役に立つ経済
学」の修得を目指します。

学修の到達目標
本科目で最初に達成すべき目標は，ゲーム理論および行動経済学の基礎知識を修得することです。次に，学修した理論を現実の様々な現象に応用で
きる力を身につけることを目標とします。最終的に，社会問題・社会現象等に対してゲーム理論または行動経済学の考え方を適用し，他者と協働しなが
ら自分の考えを整理して発信する能力を身につけ，卒業研究を行うことができる能力の修得を目指します。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。また，グループワークの作業を授業中に進める場合には，適宜
進捗を確認しながらフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける研究活動は授業時間中だけで完結するものではなく，授業時
間外での調査・分析も不可欠です。それだけ時間をかける必要がある科目ですが，費やした時間は自身の成長として返ってくるので，努力する価値は
充分にあります。受講者の皆様には積極的な授業参加を強く期待します。
なお，本科目の履修にあたってミクロ経済学・ゲーム理論・統計学といった経済学の分析手法を知っていると便利ですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配付・紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスの確認（30分程度）
・今学期の目標設定（90分程度）
・グループワークのテーマ検討（2時間程度）

4時間対面

第2回 経済学に関する基礎理論の確認 ・授業資料の復習 4時間オンデマンド

第3回 グループワーク（調査） ・専門書等を用いたゲーム理論・行動経済学に関する学
修（2時間程度）
・グループワークの作業（2時間程度）
各自で必要と思われる情報を調査してください。
集めた情報はグループ内で共有してください。

4時間対面
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第4回 グループワーク（調査，分析） ・専門書等を用いたゲーム理論・行動経済学に関する学
修（2時間程度）
・グループワークの作業（2時間程度）
各自で必要と思われる情報を調査してください。
集めた情報はグループ内で共有してください。
集めた情報を基に，発表内容を準備してください。

4時間対面

第5回 グループワーク（分析，中間報告準備） ・グループワークの作業
各自で必要と思われる情報を調査してください。
中間報告に備えて発表資料を作成してください。
集めた情報はグループ内で共有してください。

4時間対面

第6回 中間報告会１ ・グループワークの作業（2時間程度）
中間報告の準備を行ってください。
・中間報告会の振り返り（2時間程度）
報告後は，コメント等を資料に反映させてください。

4時間対面

第7回 中間報告会２ ・グループワークの作業（2時間程度）
中間報告の準備を行ってください。
・中間報告会の振り返り（2時間程度）
報告後は，コメント等を資料に反映させてください。

4時間対面

第8回 最終報告に向けた準備1 ・グループワークの作業
報告内容やスライド等の改善を行ってください。

4時間対面

第9回 最終報告に向けた準備2 ・グループワークの作業
報告内容やスライド等の改善を行ってください。

4時間対面

第10回 最終報告・最終報告の振り返り ・最終報告に向けた準備（2時間程度）
・最終報告の振り返り（2時間程度）

4時間対面

第11回 グループワーク1 ・テーマの検討（2時間程度）
・グループワークの作業（2時間程度）

4時間対面

第12回 グループワーク２ ・グループワークの作業（2時間程度）
・期末レポートの執筆（2時間程度）

4時間対面

第13回 グループワーク３ ・グループワークの作業（2時間程度）
・期末レポートの執筆（2時間程度）

4時間対面

第14回 グループワーク４ ・グループワークの作業（2時間程度）
・期末レポートの執筆（2時間程度）

4時間対面

第15回 振り返り ・今学期の振り返り（2時間程度）
・長期休み中の計画立案（2時間程度）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 国際経済の課題と政策対応

授業の目的及び概要
グローバル化の進展が目覚ましい昨今にあって、たとえ一国内の問題であったとしても、広く国際社会や他国の政治・経済へとその影響が波及していく
事態は、決して珍しい現象ではなくなってきている。まさにグローバル経済の真っただ中にある日本並びに他のあらゆる地域や国々は、時にこうした国
際化の波に直面しながら、様々な経済問題や課題と向き合っている。本講義では、このような世界経済に関連する諸課題を見つけ、その本質を解明し
ていく作業を、各自の調査・発表と全体での議論・討論を通して行っていく。
経済学部の全クラスの演習ⅡA/Bにおけるサブテーマとして、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、金利、などの経済諸指標の連関
を学修します。経済諸指標が互いに連動する関係を知っておくと、経済の動きが見通せて、ビジネス・私生活を営む上で実に役に立つからです。

学修の到達目標
日本を含む世界各国・地域や国際社会が直面している経済問題について、自ら情報収集し考察していく中で、課題発見能力と分析力を磨いていく。ま
た、各自でレジュメや資料を準備して発表してもらい、それらをもとに皆で議論していくことで、プレゼン力やコミュニケーション能力も獲得していく。最終
的には、レポートという形で文章にまとめていくことで構成力や表現力、文章力を高めていくと共に、次年時の卒業レポートや卒業論文の執筆につなげ
ていく。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表内容については、授業の中で解説及び講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「国際経済学」「世界経済論」「国際金融論」「開発経済論」などの国際経済に広く関連する科目を受講しておくことが望ましい。また、「アジア経済概論」
「中国経済論」「アメリカ経済論」「ヨーロッパ経済論」など、世界のあらゆる国や地域の経済について学ぶ講義を履修しておくこともお勧めする。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは利用しない。

参考書

随時、授業の中で紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
教員・受講者の紹介、演習の進め方、参考書の紹介、報告担当箇所の
割り振り。

新聞やニュース記事などに目を通し、興味のあるテーマや
課題について、考えておいてください。授業で学んだこと
や思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファイ
ルに整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 国際経済の課題と政策対応：テーマ選定(1) 新聞やニュース記事などに目を通し、興味のあるテーマや
課題について、考えておいてください。また、参考となる書
籍や論文、雑誌・新聞記事などを調査しておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第3回 国際経済の課題と政策対応：テーマ選定(2) 新聞やニュース記事などに目を通し、興味のあるテーマや
課題について、考えておいてください。また、参考となる書
籍や論文、雑誌・新聞記事などを調査しておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第4回 国際経済の課題と政策対応：テーマ選定(3) 新聞やニュース記事などに目を通し、興味のあるテーマや
課題について、考えておいてください。また、参考となる書
籍や論文、雑誌・新聞記事などを調査しておいてください。
授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復習と
してノートやファイルに整理して、まとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面
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第5回 国際経済の課題と政策対応：プレゼン資料の作成 報告するテーマについて、関連する書籍や資料などを収
集し、プレゼンの資料を作成してください。授業で学んだこ
とや思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファ
イルに整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間オンデマンド

第6回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(1) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第7回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(2) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第8回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(3) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第9回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(4) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第10回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(5) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第11回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(6) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第12回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(7) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第13回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(8) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第14回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(9) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第15回 まとめ並びに総括 これまでの学習を振り返って、学んだこと、分かったこと、
発見したこと、難しかったこと、興味や関心を抱いたこと、
などについて考えておいてください。授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファイル
に整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 証券市場のしくみを学ぶ

授業の目的及び概要
この演習ⅡAは、現代日本経済コースの推奨ゼミです。証券市場のしくみを学修することによって、社会に出てから必要となる金融指標や証券投資の知
識を身につけることを目的としています。
証券市場は有価証券が発行され流通している市場ですが、春学期の演習ⅡAでは、有価証券の中で代表的な有価証券の一つである株式の発行・流通
市場のしくみを中心に学修を行います。
また、この演習ⅡAでは、レポート作成やグループ討議、プレゼンテーション、ディスカッションなどを行います。社会に出てから必要となるレポート作成能
力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけることを目的としています。
加えて、経済学部の全クラスの演習ⅡA/Bにおけるサブテーマとして、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、金利などの経済諸指標
の連関を学修します。経済諸指標が相互に連動する関係を学修することで、社会に出てから必要となる「経済を見る力」を身につけることを目的としてい
ます。

学修の到達目標
この演習では、以下の３点を学修の到達目標とします。
・経済諸指標が相互に連動する関係が理解できるようになる。
・金融指標の動きが理解できるようになる。
・説得力のあるプレゼンテーションを行うことができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
基本的には、①教員による課題の解説→②グループに分かれて討議→③各グループからの発表→④全体でのディスカッション→⑤教員によるコメン
ト・アドバイスという流れとなります。それを繰り返すことで演習を進めていきます。
課題に対するフィードバックは、プレゼンテーションに対する教員のコメント・アドバイスという形で行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習ⅡAでの学修の成果として、たとえば日本証券業協会が実施している二種外務員資格や、国家資格であるＦＰ技能検定２級・３級といった金融
関連の資格取得を目指していただきたいと思っています。
意志あるところに、必ず道は開けます。
主体的・積極的に取り組んでください。十分なサポートを行います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0302050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。
適宜、資料を配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション
演習ⅡAの進め方を説明します。

・次回の授業課題「実学としての経済学」及び「練習問題
Ａ」を予習する。

2時間対面

第2回 実学としての経済学➀
「実学としての経済学」及び「練習問題A」を学修します。

・練習問題Aを復習する。
・次回の授業課題「練習問題B」を予習する。

6時間オンデマンド

第3回 実学としての経済学②
練習問題Bを学修します。

・練習問題Bを復習する。
・次回の授業課題「証券市場の概要、株式会社の資金調
達方法」を予習する。

4時間対面

第4回 証券市場の概要、株式会社の資金調達方法
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「証券取引所と株式上場制度」を予習す
る。

4時間対面

第5回 証券取引所と株式上場制度
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「株主としての権利、株式売買のルー
ル」を予習する。

4時間対面

第6回 株主としての権利、株式売買のルール
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「リスクとリターン、ポートフォリオ」を予
習する。

4時間対面
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第7回 リスクとリターン、ポートフォリオ
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「企業の財務諸表の見方…ROE、ROA
など」を予習する。

4時間対面

第8回 企業の財務諸表の見方…ROE、ROAなど
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「株式指標の分析…PER、PBRなど」を
予習する。

4時間対面

第9回 株式指標の分析…ＰＥＲ、ＰＢＲなど
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「株式指標の分析…配当性向、配当利
回りなど」を予習する。

4時間対面

第10回 株式指標の分析…配当性向、配当利回りなど
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「株式指標の分析…β値」を予習する。

4時間対面

第11回 株式指標の分析…β値
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「個別企業の株式分析」を予習する。

4時間対面

第12回 個別企業の株価分析
グループワークで個別企業の株価分析を行い、その結果をグループご
とに発表します。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「個別企業の株式分析」を予習する。

4時間対面

第13回 個別企業の株価分析
グループワークで個別企業の株価分析を行い、その結果をグループご
とに発表します。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「ESG投資、インパクト投資」を予習す
る。

4時間対面

第14回 ESG投資、インパクト投資
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。 4時間対面

第15回 総括
春学期の総括を行います。

・配布資料を復習する。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ エネルギー・環境問題を経済学の視点から考える（応用）

授業の目的及び概要
自治体や国、地域の環境政策に関する課題、問題解決の方策についての知見を高め、自分の考えを明確に表現できるようなプレゼンテーション能力の
向上に資する演習です。

「実学としての経済学」との関係
この演習を履修することにより、経済指標にも影響を与える環境問題、環境政策を分析できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
①パソコンを利用し、情報収集、文献検索の技法を高めるとともに、プレゼン能力、論文作成技法の基礎を学びます。加えて、具体的な環境問題に関す
る基礎的な分析手法を学びます。
②環境問題の様々なトピックスを学びます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による調査・研究報告に対するコメントを通じてフィードバックする。また、グループワークの作業を授業中に進める場合には、適
宜、進捗を確認しながらフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習では将来深堀りして調査・研究するためのテーマ探しを先ず行っていきます。
受講生自らが積極的に関与することを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0305020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

地域から考える環境と経済，八木信一・関耕平，有斐閣，2019年

参考書

9784641150676
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（教員、演習受講者の自己紹介、本演習の進め方） ・事前にテキストに目を通し、興味や関心がある箇所につ
いては丁寧に読んでください。

4時間対面

第2回 自治体のエコタウン事業（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第3回 自治体のエコタウン事業（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第4回 一般廃棄物の処理施設の立地・不法投棄（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第5回 一般廃棄物の処理施設の立地・不法投棄（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第6回 グッズとバッズ（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第7回 グッズとバッズ（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面
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第8回 エネルギー政策の変遷（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第9回 エネルギー政策の変遷（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第10回 地方自治体のエネルギー事業（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第11回 地方自治体のエネルギー事業（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第12回 気候変動政策における緩和策と適応策（１） ・授業で扱うテーマが記載されたテキスト該当箇所を事前
に読んでおいてください。
・翌週の報告資料をグループ毎にまとめておくようにしてく
ださい。

4時間対面

第13回 気候変動政策における緩和策と適応策（２） ・各グループは、報告資料を準備してください。
・報告に対するコメントを反映して報告資料を提出してくだ
さい。

4時間対面

第14回 期末レポート報告会 ・期末レポートの内容をパワーポイント等にまとめておくよ
うにしてください。
・授業中のコメントを反映して期末レポートを提出してくだ
さい。

4時間対面

第15回 まとめ ・今学期の振り返り 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 都市・地域経済学と観光について考える

授業の目的及び概要
「実学としての経済学」の関係:
この授業を受講することにより、観光経済学の視点から現実の経済現象を分析できる力を身につけることを目的とします。

この演習においては、観光を経済学的な視点から分析ができるようになることを目的とします。
この演習では、受講生の興味関心に合わせて①先行研究の解題を行い、②必要な統計的手法を身に着け、③グループまたは個人で分析を行います。

学修の到達目標
上記の目的の達成のために、具体的には以下の目標を設定します。
・言いたいことの根拠となるようなデータを収集することができる
・目的に応じたデータ分析を行うことができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人で報告をしていただく予定です。
授業内でコメントを通じてフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

PCを持参してください。
受講生の主体的な授業参加を求めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

新・社会調査のためのデータ分析入門―実証科学への招待，土田昭司・山川栄樹，有斐閣，2011年

参考書

参考文献は授業中に適宜紹介します。

978-4-641-17379-8

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（教員と演習受講者の自己紹介、本演習の進め方について
の説明、担当箇所の設定）

【予習】都市・地域経済学と観光に関連したテーマで、どの
ような内容を考えてみたいかまとめておいてください。授業
内で伺います。
【復習】教科書の担当箇所を読み込んで準備しましょう。

4時間対面

第2回 根拠を示す重要さについて学ぶ（教科書第1章、第2章） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう。

4時間対面

第3回 データの集め方について学ぶ（教科書第3章、第4章） 【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第4回 測定とは何か（教科書第5章）
記述統計量を求めてみましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第5回 関連性とは何か（教科書第6章）
クロス集計表にまとめてみましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面
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第6回 差の検定（教科書第7章）
クロス集計から、2つの群の差は意味のある差だと言えるか検討してみ
ましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第7回 分散分析（教科書第8章）
3群以上の平均値の差を検定してみましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第8回 回帰分析①単回帰分析（教科書第9章）
データを用いて予測してみましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第9回 回帰分析②重回帰分析（教科書第9章）
説明変数を2つ以上用いて予測してみましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第10回 因子分析（教科書第10章）
共通する変動を取り出してみましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第11回 クラスタ分析（教科書11章）
似通ったデータごとに分類してみましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第12回 コレスポンデンス分析（教科書第12章）
質的データを用いた分析について勉強しましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第13回 論文の解題と報告①
習った分析方法が使われている論文を探して報告しましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第14回 論文の解題と報告②
習った分析方法が使われている論文を探して報告しましょう

【予習】教科書の授業で取り上げる箇所を読み込みましょ
う。
　　　　担当者は報告資料を準備してください。
【復習】学んだ点と疑問に思った点をまとめてみましょう

4時間対面

第15回 オンデマンド形式で行う予定です。
演習のまとめの資料を配布する予定です。

【復習】勉強した内容を振り返りましょう 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

合わせて，本科目では経済学部で設定される演習Ⅱのサブテーマ「実学としての経済学」を扱います。「実学としての経済学」では，GDP，為替レート，
金利などの経済諸指標の関連について学修し，この理解を通じて経済の動きを見通す力を養います。このような能力はビジネスや私生活でも役立てる
ことができます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通していくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と素
養を習得する。
また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーション・コミュニケーション能力を身につける。これらを通じて，卒業研究を進める能力を
習得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社 ,2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・事前に参考文献に目を通し，興味のあるテーマについて
考えてください（２時間程度）。
・今学期の目標を決めるとともに，グループワークテーマ
の検討をしてください（２時間程度）。

4時間対面

第2回 データ分析入門（データの把握１） ・事前にデータ分析入門の資料を読んでおいてください（２
時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。
・グループワークテーマの検討（２時間程度）

4時間対面

第3回 データ分析入門（データの把握２） ・事前にデータ分析入門の資料を読んでおいてください（２
時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。
・グループワークテーマの検討（２時間程度）

4時間対面

第4回 データ分析入門（回帰分析１） ・事前にデータ分析入門の資料を読んでおいてください（２
時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。
・グループワークテーマの検討（２時間程度）

4時間対面
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第5回 データ分析入門（回帰分析２） ・事前にデータ分析入門の資料を読んでおいてください（２
時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。
・グループワークテーマの検討（２時間程度）

4時間対面

第6回 グループワーク１（テーマ設定と報告準備） ・報告に向けて報告資料の準備を行ってください（２時間
程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認し，報告資料に反映
してください（２時間程度）。

4時間対面

第7回 グループワーク２（報告資料準備） ・報告に向けて報告資料の準備を行ってください（２時間
程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認し，報告資料に反映
してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 グループワーク３（報告） ・報告に向けて報告資料の準備を行ってください（２時間
程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認し，報告資料に反映
してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 グループワーク４（テーマ設定とグループ分け） ・グループワークのテーマについて考えてください（２時間
程度）。
・グループで決定したテーマをどのように分析していくか検
討してください（２時間程度）。

4時間対面

第10回 グループワーク５（資料収集） ・グループテーマについて関連する書籍・論文等を調べて
研究方法を検討してください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第11回 グループワーク６（分析） ・グループテーマについて関連する書籍・論文等を調べて
研究方法を検討してください（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第12回 グループワーク７（報告準備） ・グループテーマに関して報告資料の作成を行ってくださ
い（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（２時間
程度）。

4時間対面

第13回 グループワーク（報告１） ・報告担当者は，報告資料の準備を行ってください（２時間
程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください（2時間程
度）。

4時間対面

第14回 グループワーク（報告２） ・報告担当者は，報告資料の準備を行ってください（２時間
程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。学期末
レポートの作成を行ってください（2時間程度）。

4時間対面

第15回 振り返り ・オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを行ってく
ださい。
・秋学期の研究向けてどのようなテーマに取り組みたいか
検討するとともに，自身の卒業研究で使えそうな先行研究
等を探してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3山垣　真浩

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 社会政策論（労働経済および社会保障）

授業の目的及び概要
担当教員の専攻分野は社会政策（労働政策と社会保障）です。わかりやすくいえば、仕事や暮らしにかかわる問題と政策を研究しています。 春学期に
は、テキストを使って、社会政策の専門知識を学修しますが、それはあなた自身の研究テーマ探しの作業でもあります。秋学期には、社会政策に関する
テーマで「学生研究発表大会」に出場するための準備をします。 本ゼミ履修者はいくつかのチームに分かれて、「学生研究発表大会」に出場します。「大
会」への出場を通して、専門知識の修得、仲間との協働などを実践的に学修します。大会終了後は、個人の卒業研究を開始します。
　またサブテーマとして時々、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、金利、などの経済諸指標の連関・連動を学修します。経済諸指標
が互いに連動する関係を知っておくと、経済の動きが見通せて、ビジネス・私生活を営む上で実に役に立つからです。

学修の到達目標
３年次の１年間の目標は、（1）社会政策にかんする専門知識を獲得すること、（2）１つの問題を選択して「学生研究発表大会」に出場すること、（3）卒業
研究を開始して2000字レポートにまとめること、（4）「実学としての経済学」すなわち経済諸指標間の連動の関係をマスターすること、などです。こうして４
年次の卒業研究につなげていきます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは講義とは違って、学生と教員、あるいはグループワークなどでは学生と学生との、対面型授業です。信頼関係をつくることを強く意識してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

どうする日本の労働政策，櫻井純理編，ミネルヴァ書房，2021年

参考書

①どうする日本の福祉政策，埋橋孝文編，ミネルヴァ書房，2020年
②どうする日本の家族政策，落合恵美子編，ミネルヴァ書房，2021年

978-4623091140

① 978-4623089611
② 978-4623092819

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
ゼミの進め方、ゼミ生の自己紹介。

テキストの序章（予定、以下同じ）を読み、報告の準備をす
る。

4時間対面

第2回 社会政策の全体像 テキストの第１章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第3回 賃金 テキストの第２章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第4回 「実学としての経済学」つまり経済諸指標間の連動を理解する。例え
ば、アメリカで金利が上がると、為替レートが円安になって、輸出は増え
るが、輸入品価格が上昇する、などの諸指標間の連関を理解する。

「実学としての経済学」の解説動画をみて、練習問題に挑
戦する

4時間オンデマンド

第5回 労働時間 テキストの第３章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第6回 労使関係 テキストの第４章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第7回 人的資源管理 テキストの第５章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第8回 非正規雇用 テキストの第６章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第9回 最低賃金制度 テキストの第７章を読み、報告の準備をする。 4時間対面
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第10回 中小企業の労働力不足 テキストの第８章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第11回 外国人労働 テキストの第９章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第12回 若者の労働問題 テキストの第12章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第13回 フリーランスの労働問題 テキストの第14章を読み、報告の準備をする。 4時間対面

第14回 ジェンダー平等 これまでの学修を参考に、秋学期以降の研究テーマ（学
生研究発表大会＆個人の卒業研究）を考える。

4時間対面

第15回 総括
まとめ。グループごとに学生研究発表大会のテーマを決めて、夏休みに
調べます。

これまでの内容を復習する。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3朱　東平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済の課題を考える

授業の目的及び概要
この演習は、専門知識・能力の高度化を図る科目です。演習では、主要な新聞（とくに「日本経済新聞」）や雑誌の経済記事に対して問題提起と討論を
行うことによって、皆さんがこれまでに修得してきたさまざまな専門知識、とくにマクロ経済学とミクロ経済学の基礎知識を日本経済の分析に応用するこ
とに重点をおきます。この授業を受講することにより、日経新聞を読める力を身につけ、経済学部を卒業した社会人として持つべき経済学的思考を身に
つけることを目的としています。
　春学期には、限られた90分間の授業時間中にできるだけ多くのテーマを「浅く・広く」扱います。そのなかで自らが関心を持つテーマを少しずつ明確に
してもらいます。そのうえで、秋学期には、参加者の興味あるテーマについて、深く掘り下げていくように指導を行います。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.１年次と２年次に修得した経済学の基礎理論をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.上記の目標を目指す中で、卒業論文のテーマを選定し、そのための資料収集を行うことができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、一社会人として、また、就職活動にも必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートは、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

皆で楽しく勉強できるゼミを作っていきましょう。

　経済学的な分析は、ミクロ経済学やマクロ経済学など基礎理論のもとで行われます。そのため、受講生には、この2科目の履修を望みます。ただし、演
習でも必要に応じて指導しますので、とくに予備知識をもたなければ履修できないことはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0205030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ラーニングポータルで配布される資料を用いて事前・事後学修に活用してください。

参考書

予習・復習に役立つ教材として、報告内容に応じて以下の参考書の関連内容について理解するようにしてくだ
さい。
①ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
②入門マクロ経済学（第5版），中谷巌，日本評論社，2007年

なし

①9784535558441
②9784535555136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
・担当教員を含むゼミ参加者全員の自己紹介を行います。
・授業内容や運営方法を説明し、参加者の意思統一をはかります。
（受講者数および受講者の希望に応じて、以下の内容を変更することも
ありうる。）

・「学修ポートフォリオ」の使用方法と「ラーニングポータ
ル」の掲載資料について確認し、予習してください。
・春学期の目標について話し合ってください。

3時間対面

第2回 プレゼンテーションの技法を確認します。
・経済学部学生研究発表大会3年生の発表動画をオンデマンドで配信
します。所属するコースに応じて、いずれかのセッションの動画を視聴し
てください。

・オンデマンド動画を視聴した上で、発表資料の作成など
プレゼンテーションの技法を確認し、ラーニングポータル
「テスト」欄の課題に答えてください。

4時間オンデマンド

第3回 グループ学習のスタート
・グループを編成し、グループの運営方法や運営ルール等について話
し合います。

・次回の授業までに、「ラーニングポータル」の掲載資料に
ついて確認し、予習してください。
・グループの運営方法や運営ルール等について話し合
い、確認してください。

3時間対面

第4回 経済記事を読む（１）
・選ばれた経済記事について順番に発表・議論し、経済学理論の見地
から理解を深めます。

・参加者は、事前に新聞・雑誌の経済記事を選択し、自ら
の理解に基づいてレジュメを作成して学修ポートフォリオ
の「マイノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面
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第5回 経済記事を読む（２）
・選ばれた経済記事について順番に発表・議論し、経済学理論の見地
から理解を深めます。

・参加者は、事前に新聞・雑誌の経済記事を選択し、自ら
の理解に基づいてレジュメを作成して学修ポートフォリオ
の「マイノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第6回 経済記事を読む（３）
・選ばれた経済記事について順番に発表・議論し、経済学理論の見地
から理解を深めます。

・参加者は、事前に新聞・雑誌の経済記事を選択し、自ら
の理解に基づいてレジュメを作成して学修ポートフォリオ
の「マイノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第7回 経済記事を読む（４）
・選ばれた経済記事について順番に発表・議論し、経済学理論の見地
から理解を深めます。

・参加者は、事前に新聞・雑誌の経済記事を選択し、自ら
の理解に基づいてレジュメを作成して学修ポートフォリオ
の「マイノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第8回 経済記事を読む（５）
・選ばれた経済記事について順番に発表・議論し、経済学理論の見地
から理解を深めます。

・参加者は、事前に新聞・雑誌の経済記事を選択し、自ら
の理解に基づいてレジュメを作成して学修ポートフォリオ
の「マイノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第9回 経済記事を読む（６）
・選ばれた経済記事について順番に発表・議論し、経済学理論の見地
から理解を深めます。

・参加者は、事前に新聞・雑誌の経済記事を選択し、自ら
の理解に基づいてレジュメを作成して学修ポートフォリオ
の「マイノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第10回 経済記事を読む（７）
・選ばれた経済記事について順番に発表・議論し、経済学理論の見地
から理解を深めます。

・参加者は、事前に新聞・雑誌の経済記事を選択し、自ら
の理解に基づいてレジュメを作成して学修ポートフォリオ
の「マイノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第11回 研究テーマの選定（１）
・各自の研究テーマの一次案を決定していきます。

・参加者は、事前にこれまでの発表内容をもとに、関連資
料を整理し、各自の研究テーマを決定して報告できるよう
に準備してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。参加者は、１回目の
報告後の進捗状況をまとめて報告する必要があります。

4時間対面

第12回 研究テーマの選定（２）
・各自の研究テーマの一次案を決定していきます。

・参加者は、事前にこれまでの発表内容をもとに、関連資
料を整理し、各自の研究テーマを決定して報告できるよう
に準備してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。参加者は、１回目の
報告後の進捗状況をまとめて報告する必要があります。

4時間対面

第13回 研究テーマの選定（３）
・各自の研究テーマの一次案を決定していきます。

・参加者は、事前にこれまでの発表内容をもとに、関連資
料を整理し、各自の研究テーマを決定して報告できるよう
に準備してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。参加者は、１回目の
報告後の進捗状況をまとめ、春学期のレポート作成の準
備を始めてください。

6時間対面

第14回 まとめ（１）
・春学期初めに作成した各自の「春学期の目標」の達成度と反省点に
ついて話し合います。
・夏休み中の勉強内容について話し合います。

・これまでの配布資料とマイノートに保存している自らの成
果物を事前に読んでおいてください。
・次回の授業までに、春学期のレポートを完成し、マイノー
トに保存してください。

5時間対面

第15回 まとめ（２）
・期末レポートの提出
・夏休み中の勉強内容について合意します。

・これまでの配布資料とマイノートに保存している自らの成
果物を事前に読んでおいてください。
・夏休み中の課題について取り組んでください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 近世・近代イギリス社会経済史－貧困問題を中心に―

授業の目的及び概要
近世から近代にかけてのイギリスにおける貧困問題や産業革命と経済成長に関する基礎的なテキストをいくつか輪読していきます。その一方で、各自
の研究報告も行います。研究報告に関しては、近世・近代イギリス社会経済史を中心にしますが、各自の関心にもとづく研究報告も歓迎します。これら
の学修を通して、社会経済史研究者が研究を進めるうえで行うプロセスを追体験してもらいます。また、本演習では、GDP・為替レート・金利などの「経済
諸指標とその連動についての理解」をサブテーマに設定しています。歴史事象を検討する中で、そうした経済諸指標とその連動の具体例を見出してい
きます。そうすることで、現代社会の経済の動きを歴史的な観点から考察する力の涵養を目指します。

学修の到達目標
第一に、社会経済史の手法を理解する。
第二に、一つのテキストをしっかり「読む」力を養成する。
第三に、スライドやレジュメの作成、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通して、テキスト講読から得た知見をまとめ、自身の見解として再構築し
ていくスキルを身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業の中で、スライド、レジュメ、プレゼンテーション、ディスカッションに対してコメントをします。質疑応答の時間もその都度確保します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

遅刻厳禁。履修者は自身がゼミの一員であることを自覚し、責任感をもって授業に参加すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
輪読のレジュメや個別研究のスライド
から判断します。00

003060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。授業で用いるテキストはその都度担当教員から配布します。

参考書

特にありません。研究を進めるうえで必要な参考書については適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のイントロダクション（学術的な文章作成の作法、文献の収集、ス
ライドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などについての説明
をします）を行った後に、輪読するテキストの報告担当箇所を決めます。

【予習】基礎演習や演習Ⅰで学修した学術的な文章作成
の作法、文献収集の方法、スライドやレジュメの作成、プ
レゼンテーションの方法などを復習しておくこと。
【復習】学術的な文章作成の作法、文献収集の方法、スラ
イドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などを復
習すること。

4時間対面

第2回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第3回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第4回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第5回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第6回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面
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第7回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第8回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第9回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第10回 グループか個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集
を行います。十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきま
す。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第11回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第12回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けたスライドの完成を目指します。

【予習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、スライ
ドの作成を進めること。
【復習】スライドについてのディスカッションを続け、必要な
修正を行うこと。報告の練習も行うこと。

4時間対面

第13回 グループあるいは個人で研究報告に向けたスライドを完成させ、その修
正や改善のためのディスカッションとプレゼンテーションの練習を行いま
す。

【予習】スライドについてのディスカッションを続け、必要な
修正を行うこと。
【復習】修正や改善のためのディスカッションを行いつつ、
プレゼンテーションの練習をすること。

4時間対面

第14回 グループあるいは個人での研究報告を行います。また、それぞれの研
究に対する質疑応答を行います。

【予習】スライドの修正や改善のためのディスカッションを
行いつつ、プレゼンテーションの練習をすること。
【復習】研究報告に対して出された疑問や問題点の改善
に努めること。

4時間対面

第15回 これまで輪読してきたテキストの内容についてのまとめをオンデマンドで
配信する動画教材で行う。

動画教材を視聴した上で、ラーニングポータル上で配布す
る資料を中心に輪読したテキストの内容について整理し、
理解を深めること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2二替　大輔

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 産業組織論（応用）
―産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析―

授業の目的及び概要
本演習では，ミクロ経済学の応用としての産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析の応用を学んでいきます。演習では，テキストを輪読す
ることで，産業組織論における応用的な知識を習得したあとで，グループで興味のある内容について調査し，発表してもらいます。それをもとにして，討
論を行います。最終的に，その経済現象を産業組織論・企業経済論の理論を用いた分析についてレポートをまとめプレゼンテーションを行います。産業
組織論は，企業行動の分析だけでなく，政府の政策の分析にも大きく関わります。これらの学修を進めていくことで，「実学としての経済学」の修得につ
ながります。

学修の到達目標
この演習は，以下のことを目標とします。
1.　産業組織論（ミクロ経済学・ゲーム理論）に関する応用的知識を習得する。
2.　1で習得した知識をもとにして，現実に起こっている経済現象についてまとめモデルを用いた分析ができるようになる。
3.　分析結果を文章にまとめ，それをプレゼンテーションできるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については，Learning Portalを用いて，添削・採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習は，ミクロ経済学，ゲーム理論の基本的な知識を必要とします。
企業の行動，ビジネスに関するニュースに常に注意を払ってください。
授業時間外に適宜，グループ内でグループ研究に関する議論を行ってください。
演習には積極的に参加して，報告資料，プレゼンテーションの見直しを継続的に行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

産業組織のエッセンス，明城聡・大西宏一郎，有斐閣，2022年

参考書

①経営の経済学，丸山雅祥，有斐閣，2017年
②プラクティカル産業組織論，泉田成美・柳川隆，有斐閣，2008年
③ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
④1からの流通論（第2版），石原武政・竹村正明・細井謙一（編著），中央経済社，2018年
⑤1からのマーケティング（第4版），石井淳蔵・廣田章光・清水信年（編著），中央経済社，2019年
その他，参加者の興味に応じて適宜参考文献を紹介します。

9784641151000

①9784641164956
②9784641123724
③9784535558441
④9784502283611
⑤9784502327711

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 【予習】シラバスを事前によく読んでおいてください。
【復習】ガイダンスの内容について復習してください。

2時間対面

第2回 産業組織の基礎(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第3回 産業組織の基礎(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第4回 企業の価格戦略(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第5回 企業の価格戦略(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面
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第6回 ゲーム理論と企業行動(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第7回 ゲーム理論と企業行動(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第8回 寡占市場の分析(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第9回 寡占市場の分析(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第10回 垂直的な取引関係とプラットフォーム・ビジネス(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第11回 垂直的な取引関係とプラットフォーム・ビジネス(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第12回 イノベーションと研究開発(1) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第13回 イノベーションと研究開発(2) 【予習】テキストの該当箇所を読んで疑問点をまとめてお
いてください。報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第14回 各自興味のある研究テーマの発表 【予習】これまでの内容から考えた研究テーマについて報
告資料をまとめておいてください。
【復習】研究を進めるために必要なことをまとめてくださ
い。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】これまで調査した経済現象についてまとめておい
てください。
【復習】テキストで学んだことを復習してください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3荒木　康代

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 労働と働く人々の生活から、日本の経済・社会を考える

授業の目的及び概要
演習Ⅱの荒木ゼミでは、現代日本の労働問題や社会問題を人々の生活の視点から考えることによって、日本の経済社会を理解することを目指します。
コロナ感染の拡大は、私たちの生活や働き方、また働くことに対する私たちの意識を大きく変えました。これまで当たり前と考えられてきた通勤というス
タイルが当たり前ではなくなり、テレワークという働き方も可能であることを証明しました。通勤時間がなくなり、家庭にいる時間が増えることによって、働
くことと個人の生活の両立を改めて考えると同時に、自分で自分の時間を管理することが必要になりました。
　現在、社会をとりまく環境は大きく変わっています。産業構造の変化やグローバル化、地球温暖化による災害の多発、少子高齢化やそれによる労働
力の不足、またIT化の進展は私たちの生活や労働に大きく影響します。また、非正規労働者の増加による格差の拡大、子どもの貧困、といった社会問
題もクローズアップされています。その一方で、ワークライフバランスという言葉に代表されるように、特に若い人を中心に働くことに対する意識も変わっ
てきています。働く女性が増えるとともに、男性も女性も生活を重視する傾向が強まっています。育児休暇の取得を希望する男性も増えています。本演
習では、このような様々な課題について取り上げていきます。その中から自分の興味かんしんのあるテーマを発見してください。

学修の到達目標
・日本の労働問題・社会問題（少子高齢化、労働力減少、社会保障、正規非正規格差、男女賃金格差、長時間労働、その他）について理解している。
・働くことと生活との関連（ワークライフバランス、男性の育休、労働時間その他）について理解している。
・働くことと生活との関連について経済学の視点から見ることができる。
・テーマに基づいて調べたことをまとめ、発表できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義内容についての質問はその都度受け付けます。また、授業における研究発表に対しては教員からコメントをします。また、提出されたレポートに対
しては、コメントを付して返却します。また、メールによる質問についても、いつでも受け付けて返事をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日頃から興味関心のある記事などにアンテナを張って保存しておいてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０００

０403030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回、レジメ・資料を配布します。

参考書

必要な資料はその都度、授業内容に応じて推奨します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（自己紹介、授業内容、授業の進め方等）
グループワーク　資料収集、まとめ、ディスカッション、パワーポイント作
成

テーマに基づき、新聞・雑誌・TVニュース・ネットニュース
などで調べておいてください。

4時間対面

第2回 グループワーク　資料収集、まとめ、ディスカッション、パワーポイント作
成

・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（１時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）
・パワーポイント作成（２時間）

4時間対面

第3回 パワーポイント作成、発表 ・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（１時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）
・パワーポイント作成（２時間）

4時間対面

第4回 パワーポイント作成、発表 ・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（１時間）
・興味のある新聞記事・ニュースなどを保存しておく（1時
間）
・パワーポイント作成（２時間）

4時間対面
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第5回 パワーポイント作成、発表 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（１時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（１時間）
・パワーポイント作成、修正（２時間）

4時間対面

第6回 パワーポイント作成、発表 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（１時間）
・・パワーポイント作成、修正（２時間）

4時間対面

第7回 パワーポイント作成、発表 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（１時間）
・・パワーポイント作成、修正（２時間）

4時間対面

第8回 ・パワーポイント作成、発表 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、まとめる。（１時間）
・パワーポイント作成、修正（２時間）

4時間対面

第9回 ・卒業研究のテーマ決定、情報収集の方法について講義 ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調べ
る。（2時間）
・卒業研究のテーマを決める（１時間）

4時間対面

第10回 ・卒業研究のテーマ決定、情報収集、まとめ
・卒業研究計画作成

・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、まとめる（1時間）。
・卒業研究計画書作成（2時間）

4時間対面

第11回 ・卒業研究計画書の作成・提出（オンデマンド） ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しまとめる。（１時間）
・卒業研究計画書を作成する（２時間）

4時間オンデマンド

第12回 ・卒業研究についての情報収集、まとめ、発表、ディスカッション ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめ、修正する（2時間）

4時間対面

第13回 ・卒業研究の情報収集、まとめ、発表、ディスカッション ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめ、修正する（2時間）

4時間対面

第14回 ・卒業研究の情報収集、まとめ、発表、ディスカッション ・授業内容について配布資料などをもとに復習する。（1時
間）
・取り上げたトピックについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめる（2時間）

4時間対面

第15回 ・卒業研究の情報収集、まとめ、発表、ディスカッション ・取り上げたテーマについて新聞・雑誌・ネットなどで調
べ、保存しておく。（１時間）
・調べたことを整理し、まとめる（1時間）
・コメントをもとに、論文原稿を作成する（２時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論と行動経済学（応用）
　―ゲーム理論・行動経済学で戦略的行動を考える―

授業の目的及び概要
本科目ではゲーム理論や行動経済学を応用して，身近な現象から大規模な社会問題まで，様々な社会現象・社会問題を考えます。
ゲーム理論や行動経済学は，多様な社会現象・社会問題を分析することが可能です。たとえば，労使関係や，ライバル企業との競争関係なども考えら
れますし，様々な政策の効果や個人の意思決定も分析できます。
理論的な分析を行うと，様々な疑問に答えを得ることができます。たとえば，新卒採用で業務と直接関係ない資格取得やボランティアの経験が評価され
る場合があるのはなぜでしょうか。航空券は出発直前になるほど高額になるのに，東京スカイツリーの展望台入場券は当日券の方が安いのはなぜで
しょうか。夏休みの宿題を計画通りに進められないのはなぜでしょうか。どうすれば年金保険料の未納率を下げることができるようになるのでしょうか。
ゲーム理論や行動経済学は，このような疑問への答えを考えるために便利な道具です。本科目では卒業研究のために，主にゲーム理論を用いた戦略
的思考を学び，これを活用する能力を養うことを目的とします。このため授業ではゲーム理論を学びつつ，どのような状況に理論を応用できるか考える
練習を受講者のプレゼンテーションを中心に行います。

また，本科目でも経済学部で設定される演習Ⅱのサブテーマである「実学としての経済学」を扱います。「実学としての経済学」では，GDP，為替レート，
金利などの経済諸指標の連関について学修し，この理解を通じて経済の動きを見通す力を養います。このような能力はビジネスや私生活でも役立てる
ことができます。本科目のメインテーマであるゲーム理論もビジネスや私生活に応用しやすい理論体系であるため，両者の学修を通じて「役に立つ経済
学」の修得を目指します。

学修の到達目標
本科目で最初に達成すべき目標は，ゲーム理論および行動経済学の基礎知識を修得することです。次に，学修した理論を現実の様々な現象に応用で
きる力を身につけることを目標とします。最終的に，社会問題・社会現象等に対してゲーム理論または行動経済学の考え方を適用し，他者と協働しなが
ら自分の考えを整理して発信する能力を身につけ，卒業研究を行うことができる能力の修得を目指します。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。また，グループワークの作業を授業中に進める場合には，適宜
進捗を確認しながらフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゲーム理論を学ぶと，意思決定の基準とする直感や経験に対して，論理的な根拠を与えることができるようになります。さらに自分が置かれている状況
を整理する能力を鍛えることもできるので，意思決定を助けるツールとして，社会に出てからも役に立つでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配付・紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスの確認（30分程度）
・夏休みの振り返り（30分程度）
・秋学期の目標設定（1時間程度）
・グループワークテーマの検討（2時間程度）

4時間対面

第2回 グループワーク１ ・グループワークテーマの検討（2時間程度）
・テーマに関連する調査（2時間程度）

4時間対面

第3回 グループワーク２ ・グループワークに関する調査（2時間程度）
・ゲーム理論・行動経済学に関する理論学修（2時間程
度）

4時間対面

第4回 グループワーク３ ・グループワークに関する調査（2時間程度）
・ゲーム理論・行動経済学に関する理論学修（2時間程
度）

4時間対面

第5回 グループワーク４ ・グループワークに関する調査（2時間程度）
・ゲーム理論・行動経済学に関する理論学修（2時間程
度）

4時間対面
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第6回 グループワーク５ ・グループワークに関する調査（2時間程度）
・ゲーム理論・行動経済学に関する理論学修（2時間程
度）

4時間対面

第7回 グループワーク６ ・グループワークに関する調査（2時間程度）
・ゲーム理論・行動経済学に関する理論学修（2時間程
度）

4時間対面

第8回 グループワーク７ ・グループワークに関する調査 4時間対面

第9回 グループワーク８ ・グループワークに関する調査（2時間程度）
・ゲーム理論・行動経済学に関する理論学修（2時間程
度）

4時間対面

第10回 グループワーク９ ・グループワークに関する調査 4時間対面

第11回 グループワークの総括・振り返り ・グループワークにおける研究成果に対する振り返り（2時
間程度）
・グループワークの方法・チームとして協働する力に関す
る振り返り（2時間程度）

4時間対面

第12回 研究計画の策定１
（卒業論文テーマの考え方，期末レポートの書き方）

・卒業論文のテーマの検討（2時間程度）
・興味のあるテーマに関する文献調査（1時間程度）
・期末レポートの執筆（1時間程度）

4時間オンデマンド

第13回 研究計画の策定２ ・卒業論文のテーマの検討
・興味のあるテーマに関する文献調査
・期末レポートの執筆

6時間対面

第14回 研究計画の策定３ ・期末レポートの執筆 6時間対面

第15回 まとめ ・期末レポートの執筆 6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 国際経済の課題と政策対応

授業の目的及び概要
グローバル化の進展が目覚ましい昨今にあって、たとえ一国内の問題であったとしても、広く国際社会や他国の政治・経済へとその影響が波及していく
事態は、決して珍しい現象ではなくなってきている。まさにグローバル経済の真っただ中にある日本並びに他のあらゆる地域や国々は、時にこうした国
際化の波に直面しながら、様々な経済問題や課題と向き合っている。本講義では、このような世界経済に関連する諸課題を見つけ、その本質を解明し
ていく作業を、各自の調査・発表と全体での議論・討論を通して行っていく。
経済学部の全クラスの演習ⅡA/Bにおけるサブテーマとして、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、金利、などの経済諸指標の連関
を学修します。経済諸指標が互いに連動する関係を知っておくと、経済の動きが見通せて、ビジネス・私生活を営む上で実に役に立つからです。

学修の到達目標
日本を含む世界各国・地域や国際社会が直面している経済問題について、自ら情報収集し考察していく中で、課題発見能力と分析力を磨いていく。ま
た、各自でレジュメや資料を準備して発表してもらい、それらをもとに皆で議論していくことで、プレゼン力やコミュニケーション能力も獲得していく。最終
的には、レポートという形で文章にまとめていくことで構成力や表現力、文章力を高めていくと共に、次年時の卒業レポートや卒業論文の執筆につなげ
ていく。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表内容については、授業の中で解説及び講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「国際経済学」「世界経済論」「国際金融論」「開発経済論」などの国際経済に広く関連する科目を受講しておくことが望ましい。また、「アジア経済概論」
「中国経済論」「アメリカ経済論」「ヨーロッパ経済論」など、世界のあらゆる国や地域の経済について学ぶ講義を履修しておくこともお勧めする。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0304030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは利用しない。

参考書

随時、授業の中で紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の進め方、報告担当箇所の割り振り。

自分が取り上げたテーマや課題について、関連する新聞
やニュース記事などに目を通して、最新の情報を収集して
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 国際経済の課題と政策対応：発表の準備（1） 自分が取り上げたテーマや課題について、情報をアップ
デートしておくとともに、その対応策や解決手段について
考えておいてください。授業で学んだことや思ったこと、考
えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理して、ま
とめておくと良いでしょう。

4時間対面

第3回 国際経済の課題と政策対応：発表の準備（2） 自分が取り上げたテーマや課題について、情報をアップ
デートしておくとともに、その対応策や解決手段について
考えておいてください。授業で学んだことや思ったこと、考
えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理して、ま
とめておくと良いでしょう。

4時間対面

第4回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(1) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面
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第5回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(2) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第6回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(3) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第7回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(4) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第8回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(5) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第9回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(6) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第10回 国際経済の課題と政策対応：課題レポートの執筆 研究テーマについて、口頭発表で作成したパワーポイント
資料の内容を参考にして、課題レポートの作成に取り組
んでください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこと
などは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間オンデマンド

第11回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(7) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第12回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(8) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第13回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(9) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第14回 国際経済の課題と政策対応：発表並びに討論(10) 報告担当者は、パワーポイントを作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第15回 まとめ並びに総括 これまでの学習を振り返って、学んだこと、分かったこと、
発見したこと、難しかったこと、興味や関心を抱いたこと、
などについて考えておいてください。授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファイル
に整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 証券市場のしくみを学ぶ

授業の目的及び概要
この演習ⅡBは、現代日本経済コースの推奨ゼミです。証券市場のしくみを学修することによって、社会に出てから必要となる金融指標や証券投資の知
識を身につけることを目的としています。
春学期の演習ⅡAでは株式市場を中心に学修しましたが、秋学期の演習ⅡBでは、投資信託と債券市場のしくみを中心に学修を行います。
また、レポート作成やグループ討議、プレゼンテーション、ディスカッションなどを行います。社会に出てから必要となるレポート作成能力、プレゼンテー
ション能力、コミュニケーション能力を身につけることを目的としています。
加えて、この演習ⅡBにおいても、経済学部の全クラスの演習ⅡA/Bにおけるサブテーマとして、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、
金利などの経済諸指標の連関を学修します。経済諸指標が相互に連動する関係を学修することで、社会に出てから必要となる「経済を見る力」を身に
つけることを目的としています。

学修の到達目標
この演習では、以下の３点を学修の到達目標とします。
・経済諸指標が相互に連動する関係が理解できるようになる。
・金融指標の動きが理解できるようになる。
・説得力のあるプレゼンテーションを行うことができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
基本的には、①教員による課題の解説→②グループに分かれて討議→③各グループからの発表→④全体でのディスカッション→⑤教員によるコメン
ト・アドバイスという流れとなります。それを繰り返すことで演習を進めていきます。
課題に対するフィードバックは、プレゼンテーションに対する教員のコメント・アドバイスという形で行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習ⅡBでの学修の成果として、たとえば日本証券業協会が実施している二種外務員資格や、国家資格であるＦＰ技能検定２級・３級といった金融
関連の資格取得を目指していただきたいと思っています。
意志あるところに、必ず道は開けます。
主体的・積極的に取り組んでください。十分なサポートを行います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0302050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。
適宜、資料を配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション
演習ⅡＢの進め方を説明します。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「実学としての経済学・練習問題」を予
習する。

2時間対面

第2回 実学としての経済学
「実学としての経済学・練習問題」を学修します。

・練習問題を復習する。
・次回の授業課題「投資信託の基本的なしくみ」を予習す
る。

4時間オンデマンド

第3回 投資信託の基本的なしくみ
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「投資信託のメリットとリスク」を予習す
る。

4時間対面

第4回 投資信託のメリットとリスク
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「投資信託の事例研究」を予習する。

4時間対面

第5回 投資信託の事例研究
グループワークで投資信託の事例研究を行い、その結果をグループご
とに発表します。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「投資信託の事例研究」を予習する。

4時間対面

第6回 投資信託の事例研究
グループワークで投資信託の事例研究を行い、その結果をグループ毎
に発表します。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「投資信託の事例研究」を予習する。

4時間対面
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第7回 投資信託の事例研究
グループワークで投資信託の事例研究を行い、その結果をグループ毎
に発表します。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「債券市場の基本的なしくみ」を予習す
る。

4時間対面

第8回 債券市場の基本的なしくみ
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「債券の種類、債券の利回りと価格」を
予習する。

4時間対面

第9回 債券の種類、債券の利回りと価格
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「先物取引の概要」を予習する。

4時間対面

第10回 先物取引の概要
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・次回の授業課題「オプション取引の概要」を予習する。

4時間対面

第11回 オプション取引の概要
配布資料を用いて解説した後、グループワークを行い、最後に全体で
ディスカッションします。

・配布資料を復習する。
・研究のテーマ設定を行い、プレ研究計画書を作成する。

4時間対面

第12回 研究テーマの設定・概要の発表
各自の研究テーマをプレゼンテーションし、全体でディスカッションしま
す。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第13回 研究テーマの設定・概要の発表
各自の研究テーマをプレゼンテーションし、全体でディスカッションしま
す。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第14回 研究テーマの設定・概要の発表
各自の研究テーマをプレゼンテーションし、全体でディスカッションしま
す。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第15回 総括
秋学期演習のまとめを行います。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。
・研究レポート（2,000字）を作成する。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ エネルギー・環境問題を経済学の視点から考える（応用）

授業の目的及び概要
自治体や国、地域の環境政策に関する課題、問題解決の方策についての知見を高め、自分の考えを明確に表現できるようなプレゼンテーション能力の
向上に資する演習です。

「実学としての経済学」との関係
この演習を履修することにより、経済指標にも影響を与える環境問題、環境政策を分析できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
①パソコンを利用し、情報収集、文献検索の技法を高めるとともに、プレゼン能力、論文作成技法の基礎を学びます。加えて、具体的な環境問題に関す
る基礎的な分析手法を学びます。
②環境問題の様々なトピックスを学びます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による調査・研究報告に対するコメントを通じてフィードバックする。また、グループワークの作業を授業中に進める場合には、適
宜、進捗を確認しながらフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習ⅡAで学んだ様々なテーマを更に掘り下げ、研究を進めます。研究成果は学生研究発表大会（グループ）および学期末レポート（個人）で発表しま
す。
受講生自らが積極的に関与することを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0305020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。
適宜、資料を配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（本演習の進め方） ・学生研究発表大会のテーマを各自で考えておいてくださ
い。

4時間対面

第2回 学生研究発表大会のためのテーマ選定 ・学生研究発表大会のテーマを各自で考えておいてくださ
い。
・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第3回 学生研究発表大会のための調査（１） ・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第4回 学生研究発表大会のための調査（２） ・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第5回 学生研究発表大会のための調査（３） ・グループのメンバーの調査分担を決め，次回までに各自
で調査した内容をまとめておくようにしてください。

4時間対面

第6回 学生研究発表大会のためのパワーポイント作成（１） ・グループのメンバーの作成分担を決め，次回までに各自
で分担した個所のパワーポイント資料をまとめておくよう
にしてください。

4時間対面

第7回 学生研究発表大会のためのパワーポイント作成（２） ・グループのメンバーの作成分担を決め，次回までに各自
で分担した個所のパワーポイント資料をまとめておくよう
にしてください。

4時間対面

第8回 学生研究発表大会のための発表練習 ・授業中のコメントを踏まえて各自発表の練習をしてくださ
い。

4時間対面
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第9回 学生研究発表大会の振り返り
個人研究の研究目的の発表（１）

・学生研究発表大会におけるコメントをメモしておいてくだ
さい。
・個人研究の研究目的に対するコメントを反映して，期末
レポートの作成に取りかかってください。

4時間対面

第10回 個人研究の研究目的の発表（２） ・個人研究の研究目的に対するコメントを反映して，期末
レポートの作成に取りかかってください。

4時間対面

第11回 個人研究の発表（１） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第12回 個人研究の発表（２） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第13回 個人研究の発表（３） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第14回 個人研究の発表（４） ・授業中のコメントを反映して，期末レポートの改善に取り
組んでください。

4時間対面

第15回 まとめ ・今学期の振り返りを各自まとめて提出してください。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3高尾　美鈴

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 都市・地域経済学と観光について考える

授業の目的及び概要
「実学としての経済学」の関係:
この授業を受講することにより、観光経済学の視点から現実の経済現象を分析できる力を身につけることを目的とします。

この演習においては、観光を経済学的な視点から分析ができるようになることを目的とします。
この演習では、受講生の興味関心に合わせて①先行研究の解題を行い、②必要な統計的手法を身に着け、③グループまたは個人で分析を行います。

学修の到達目標
上記の目的の達成のために、具体的には以下の目標を設定します。
➀先行研究を探すことができる
➁言いたいことの根拠となるようなデータ分析を行うことができる
③分析結果を解釈できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人で報告をしていただく予定です。
授業内でコメントを通じてフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では、グループワークを中心に進める予定です。
受講生の主体的な授業参加を求めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Excel データ分析の教科書 仕事に役立つデータの準備・分析・グラフ化の方法，日花 弘子，SBクリエイティ
ブ，2022年

参考書

参考文献も適宜紹介します。

978-4815612337

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（教員と演習受講者の自己紹介、本演習の進め方について
の説明、グループワークの設定）

【予習】都市・地域経済学と観光に関連したテーマで、どの
ような内容を考えてみたいかまとめておいてください。授業
内で伺います。
【復習】授業内で選んだテーマについて考えてみましょう。

4時間対面

第2回 分析テーマとグループの確定 【予習】分析したい内容を明らかにしておいてください。
【復習】先行研究を探してみましょう。

4時間対面

第3回 先行研究の探し方について学ぶ 【予習】先行研究を探してみましょう。
【復習】先行研究をまとめてみましょう。

4時間対面

第4回 先行研究の解題と報告① 【予習】先行研究を読み込み、まとめてください。
【復習】学んだ点と次に調べるべき点をまとめてみましょ
う。

4時間対面

第5回 先行研究の解題と報告② 【予習】先行研究を読み込み、まとめてください。
【復習】学んだ点と次に調べるべき点をまとめてみましょ
う。

4時間対面

第6回 分析したい内容の確定とデータの収集 【予習】どのような分析を行いたいか、考えてみましょう。
【復習】データを収集してみましょう。

4時間対面

第7回 データ分析について学ぶ 【予習】データの整理をしておいてください。
【復習】どのような分析ができそうか、分析を試してみま
しょう。

4時間対面
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第8回 論文の章構成を行う 【予習】先行研究を複数読み、どのような章構成で書かれ
ているか見てみましょう。
【復習】章構成をより良いものにしましょう。

4時間対面

第9回 論文の作成①先行研究のレビュー 【予習】先行研究をまとめてみましょう。
【復習】行いたい分析との違いを明らかにして、先行研究
をレビューしましょう。

4時間対面

第10回 論文の作成②データ分析 【予習】データ分析をしてみましょう。
【復習】分析結果を解釈し、先行研究と比較しましょう。

4時間対面

第11回 論文の作成③分析結果の解釈 【予習】データ分析をしてみましょう。
【復習】分析結果を解釈し、先行研究と比較しましょう。

4時間対面

第12回 論文の作成④まとめとプレゼンテーションの作成 【予習】自身の論文をよく読んでおいてください。
【復習】プレゼンテーションを作成しましょう。

4時間対面

第13回 成果発表①プレゼンテーション 【予習】報告の練習をしましょう。
【復習】コメントを反映させてよりよい論文にしましょう。

4時間対面

第14回 成果発表②プレゼンテーション 【予習】報告の練習をしましょう。
【復習】コメントを反映させてよりよい論文にしましょう。

4時間対面

第15回 オンデマンド形式で行う予定です。
演習のまとめの資料を配布する予定です。

【予習】勉強した内容を振り返りましょう
【復習】自身の論文を磨き上げましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

合わせて，本科目では経済学部で設定される演習Ⅱのサブテーマ「実学としての経済学」を扱います。「実学としての経済学」では，GDP，為替レート，
金利などの経済諸指標の関連について学修し，この理解を通じて経済の動きを見通す力を養います。このような能力はビジネスや私生活でも役立てる
ことができます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通をしていくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と
素養を習得する。
また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を身につける。
これらを通じて，卒業研究を進める能力を習得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社，2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③ 9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・事前に参考文献に目を通し，興味のあるテーマについて
考えてください（２時間程度）。
・今学期の目標を決めるとともに，グループワークテーマ
の検討をしてください（２時間程度）。

4時間対面

第2回 グループワーク１ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第3回 グループワーク２ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第4回 グループワーク３ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面
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第5回 グループワーク４ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第6回 グループワーク５ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）。
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第7回 グループワーク６ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 グループワーク７ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 グループワーク８ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第10回 グループワーク９ ・グループワークに関連する調査（２時間程度）
・授業の中で得た情報や知識を確認してください。テーマ
の掘り下げ方を検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第11回 グループワーク（総括・振り返り） ・グループワークでこれまで調べたことを振り返ってくださ
い（２時間程度）。
・グループワークの方法やテーマの掘り下げ方に関する
振り返りを行ってください（２時間程度）。

4時間対面

第12回 研究計画の策定１ ・卒業研究のテーマの検討，興味関心のあるテーマに関
する書籍・論文の調査（２時間程度）。
・期末レポートの執筆（２時間程度）。

4時間対面

第13回 研究計画の策定２ ・卒業研究のテーマの検討，興味関心のあるテーマに関
する書籍・論文の調査（２時間程度）。
・期末レポートの執筆（２時間程度）。

4時間対面

第14回 研究計画の策定３ ・卒業研究のテーマの検討，興味関心のあるテーマに関
する書籍・論文の調査（２時間程度）。
・期末レポートの執筆（２時間程度）。

4時間対面

第15回 振り返り ・オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを行ってく
ださい。
・次年度の研究向けてどのようなテーマに取り組みたいか
検討するとともに，期末レポートの執筆と長期休みの目標
を検討してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3山垣　真浩

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 社会政策論（労働経済および社会保障）

授業の目的及び概要
担当教員の専攻分野は社会政策（労働政策と社会保障）です。わかりやすくいえば、仕事や暮らしにかかわる問題と政策を研究しています。 春学期に
は、テキストを使って、社会政策の専門知識を学修します。秋学期には、社会政策に関するテーマで「学生研究発表大会」に出場するための準備をしま
す。 本ゼミ履修者はいくつかのチームに分かれて、全員が「学生研究発表大会」に出場しなければなりません。「大会」への出場を通して、専門知識の
修得、仲間との協働などを実践的に学修します。以上が本演習のメインテーマです。
　また、サブテーマとして、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、金利、などの経済諸指標の連関を学修します。経済諸指標が互いに
連動する関係を知っておくと、経済の動きが見通せて、ビジネス・私生活を営む上で実に役に立つからです。

学修の到達目標
３年次の１年間の目標は、（1）社会政策にかんする専門知識を獲得すること、（2）１つの問題を選択して「学生研究発表大会」に出場すること、（3）卒業
研究を開始して2000字レポートにまとめること、（4）「実学としての経済学」すなわち経済諸指標間の連動の関係をマスターすること、などです。こうして４
年次の卒業研究につなげていきます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは講義とは違って、学生と教員、あるいはグループワークなどでは学生と学生との、対面型授業です。信頼関係をつくることを強く意識してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

25
学生研究発表大会への取り組み

00

025050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

どうする日本の労働政策，櫻井純理編，ミネルヴァ書房，2021年

参考書

①どうする日本の福祉政策，埋橋孝文編，ミネルヴァ書房，2020年
②どうする日本の家族政策，落合恵美子編，ミネルヴァ書房，2021年

978-4623091140

① 978-4623089611
② 978-4623092819

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 夏休みの研究報告の発表 夏休みの研究報告の準備（４時間程度）。 4時間対面

第2回 研究発表大会の準備作業
グループごとに行います。

グループごとにテーマを決め、文献を収集する（４時間程
度）。

4時間対面

第3回 研究発表大会の準備作業
グループごとに行います。

グループごとにテーマを決め、文献を収集し、読んでいく
（４時間程度）。

4時間対面

第4回 研究発表大会の準備作業
グループごとに行います。

グループごとにテーマを決め、文献を収集し、読んでいく
（４時間程度）。

4時間対面

第5回 研究発表大会の準備作業
グループごとに行います。

研究発表大会のリハーサルの準備をする（４時間程度）。 4時間対面

第6回 学生研究発表大会のリハーサル
ＰＰＴを使って第1回目のリハーサルを行います。

研究発表大会の報告準備をする（４時間程度）。 4時間対面

第7回 「実学としての経済学」を学修します。 教材を視聴して、練習問題に挑戦する（４時間程度）。 4時間オンデマンド

第8回 学生研究発表大会のリハーサル
ＰＰＴを使って第2回目のリハーサルを行います。

研究発表大会の報告準備をする（４時間程度）。 4時間対面

第9回 学生研究発表大会のリハーサル
ＰＰＴを使って第3回目のリハーサルを行います。

研究発表大会の報告準備をする（４時間程度）。 4時間対面

第10回 卒業研究のテーマ決め
研究発表大会終了後は、卒業研究に着手します。

卒業研究のテーマを決め、文献を収集する（４時間程
度）。

4時間対面
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第11回 卒業研究のテーマ決め
研究テーマを決定します。

卒業研究のテーマを決め、文献を収集し、報告の準備を
する（４時間程度）。

4時間対面

第12回 卒業研究の報告
卒業論文の報告。報告では、テーマと予定章構成と、言いたいこと、及
びこのテーマに関する代表的な学説について、説明できるようにした
い。

卒業研究の報告の準備をする（４時間程度）。 4時間対面

第13回 卒業研究の報告
卒業論文の報告。報告では、テーマと予定章構成と、言いたいこと、及
びこのテーマに関する代表的な学説について、説明できるようにした
い。

卒業研究の報告の準備をする（４時間程度）。 4時間対面

第14回 卒業研究の報告
卒業論文の報告。報告では、テーマと予定章構成と、言いたいこと、及
びこのテーマに関する代表的な学説について、説明できるようにした
い。

卒業研究の報告の準備をする（４時間程度）。 4時間対面

第15回 総括
まとめ。

卒業研究の報告の準備をする（４時間程度）。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3朱　東平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済の課題を考える

授業の目的及び概要
この演習は、専門知識・能力の高度化を図る科目です。演習では、主要な新聞（とくに「日本経済新聞」）や雑誌の経済記事に対して問題提起と討論を
行うことによって、皆さんがこれまでに修得してきたさまざまな専門知識、とくにマクロ経済学とミクロ経済学の基礎知識を日本経済の分析に応用するこ
とに重点をおきます。この授業を受講することにより、日経新聞を読める力を身につけ、経済学部を卒業した社会人として持つべき経済学的思考を身に
つけることを目的としています。
　演習ⅡBでは、演習ⅡAで各自が選定した研究テーマを深く掘り下げていくように指導を行います。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.１年次と２年次に修得した経済学の基礎理論をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.上記の目標を目指す中で、卒業論文のテーマを選定し、そのための資料収集を行うことができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、一社会人として、また、就職活動にも必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートは、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

皆で楽しく勉強できるゼミを作っていきましょう。
　経済学的な分析は、ミクロ経済学やマクロ経済学など基礎理論のもとで行われます。そのため、受講生には、この2科目の履修を望みます。ただし、演
習でも必要に応じて指導しますので、とくに予備知識をもたなければ履修できないことはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0205030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ラーニングポータルで配布される資料を用いて事前・事後学修に活用してください。

参考書

予習・復習に役立つ教材として、報告内容に応じて以下の参考書の関連内容について理解するようにしてくだ
さい。
①ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
②入門マクロ経済学（第5版），中谷巌，日本評論社，2007年

なし

①9784535558441
②9784535555136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の目標を設定しましょう
・春学期に蓄積した「マイノート」の内容を整理するとともに、春学期末
の感想文をもとに、春学期の成長した点、秋学期の課題について話し
合います。
（授業の進行状況と皆さんの希望に応じて、以下の内容を変更すること
もありうる）

・春学期に蓄積した「マイノート」の内容を整理するととも
に、春学期末の感想文をもとに、春学期の成長した点、秋
学期の課題について考えてください
・次回の授業までに、「秋学期の目標」を、秋学期末に
チェック可能なように作成して「マイノート」に保存してくださ
い。

3時間対面

第2回 より良い研究発表を目指して
・経済学部学生研究発表大会入賞チームの発表動画をオンデマンドで
配信します。
・所属するコースに応じて、いずれかのセッションの入賞チームの動画
を視聴してください。

・オンデマンド動画を視聴した上で、入賞チームの発表を
参考に良い発表とは何かについて考え、ラーニングポータ
ル「テスト」欄の課題に答えてください。

4時間オンデマンド

第3回 より多くの文献を読む①
・演習ⅡAで選定した研究テーマへの理解を深めていきます。

・次回の授業までに、演習ⅡAで選定した研究テーマを中
心に文献を整理し追加したうえで、レジュメを作成して「マ
イノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第4回 より多くの文献を読む②
・演習ⅡAで選定した研究テーマへの理解を深めていきます。

・次回の授業までに、演習ⅡAで選定した研究テーマを中
心に文献を整理し追加したうえで、レジュメを作成して「マ
イノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面
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第5回 より多くの文献を読む③
・演習ⅡAで選定した研究テーマへの理解を深めていきます。

・次回の授業までに、演習ⅡAで選定した研究テーマを中
心に文献を整理し追加したうえで、レジュメを作成して「マ
イノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第6回 より多くの文献を読む④
・演習ⅡAで選定した研究テーマへの理解を深めていきます。

・次回の授業までに、演習ⅡAで選定した研究テーマを中
心に文献を整理し追加したうえで、レジュメを作成して「マ
イノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第7回 より多くの文献を読む⑤
・演習ⅡAで選定した研究テーマへの理解を深めていきます。

・次回の授業までに、演習ⅡAで選定した研究テーマを中
心に文献を整理し追加したうえで、レジュメを作成して「マ
イノート」に保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第8回 期末レポートの作成①
・期末レポートをまとめていきます。

・発表時に受けた指導に基づき、文献研究を深め、これま
での研究成果を期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第9回 期末レポートの作成②
・期末レポートをまとめていきます。

・発表時に受けた指導に基づき、文献研究を深め、これま
での研究成果を期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第10回 期末レポートの作成③
・期末レポートをまとめていきます。

・発表時に受けた指導に基づき、文献研究を深め、これま
での研究成果を期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第11回 期末レポートの作成④
・期末レポートをまとめていきます。

・発表時に受けた指導に基づき、文献研究を深め、これま
での研究成果を期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第12回 期末レポートの作成⑤
・期末レポートをまとめていきます。

・発表時に受けた指導に基づき、文献研究を深め、これま
での研究成果を期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第13回 期末レポートの作成⑥
・期末レポートをまとめていきます。

・発表時に受けた指導に基づき、文献研究を深め、これま
での研究成果を期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、期末レポートとして完了する。その結果を「マイノート」
に保存してください。

5時間対面

第14回 期末レポートの作成⑦
・期末レポートをまとめていきます。

・発表時に受けた指導に基づき、文献研究を深め、これま
での研究成果を期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、期末レポートとして完了する。その結果を「マイノート」
に保存してください。

5時間対面

第15回 まとめ
・授業全般にわたる総括を行います。

・マイノートに保存しているこれまでの成果物を事前に読
んで、現時点での到達点と不足する点など、自らの成長
ぶりを確認してください。
・今年度の学修成果を踏まえ、次年度の目標について考
えてください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 近世・近世イギリス社会経済史

授業の目的及び概要
演習ⅡAの学修を踏まえたうえで、グループや個人ごとに研究テーマを設定し、個別研究を行います。また、演習ⅡA同様に近世から近代にかけてのイ
ギリスにおける貧困問題や産業革命と経済成長に関する基礎的なテキストの輪読も行います。これらの学修を通して、社会経済史研究者が研究を進
めるうえで行うプロセスを追体験してもらいます。また、本演習では、GDP・為替レート・金利などの「経済諸指標とその連動についての理解」をサブテー
マに設定しています。歴史事象を検討する中で、そうした経済諸指標とその連動の具体例を見出していきます。そうすることで、現代社会の経済の動き
を歴史的な観点から考察する力の涵養を目指します。

学修の到達目標
第一に、社会経済史の手法を理解する。
第二に、一つのテキストをしっかり「読む」力を養成する。
第三に、スライドやレジュメの作成、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通して、テキスト講読から得た知見をまとめ、自身の見解として再構築し
ていくスキルを身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業の中で、スライド、レジュメ、プレゼンテーション、ディスカッションに対してコメントをします。質疑応答の時間もその都度確保します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

遅刻厳禁。履修者は自身がゼミの一員であることを自覚し、責任感をもって授業に参加すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
個別研究や輪読のスライドあるいは
レジュメから判断します。00

003060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。授業で用いるテキストはその都度担当教員から配布します。

参考書

特にありません。研究を進めるうえで必要な参考書については適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のイントロダクション（学術的な文章作成の作法、文献の収集、ス
ライドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などについての説明
をします）を行った後に、グループか個人ごとの研究テーマを設定しても
らいます。

【予習】演習ⅡAで学修した、学術的な文章作成の作法、
文献収集の方法、スライドやレジュメの作成、プレゼン
テーションの方法などを復習しておくこと。また、自分が関
心ある研究テーマに関連する文献の調査を行うこと。
【復習】学術的な文章作成の作法、文献収集の方法、スラ
イドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などを復
習すること。また、自分が関心ある研究テーマに関連する
文献の調査を行うこと。

4時間対面

第2回 グループか個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集
を行います。十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきま
す。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第3回 グループか個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集
を行います。十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきま
す。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第4回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

－482－



第5回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第6回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第7回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けた作業を進めます（研究テーマに関するディスカッションやスライド
などの作成）。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。また、スライドなどの作成を進めること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、スライ
ドの作成を進めること。

4時間対面

第8回 研究に必要な文献を精読しつつ、グループあるいは個人で研究報告に
向けたスライドを完成させます。

【予習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、スライ
ドの作成を進めること。
【復習】スライドについてのディスカッションを続け、必要な
修正を行うこと。

4時間対面

第9回 グループあるいは個人で研究報告に向けたスライドを完成させ、その修
正や改善のためのディスカッションとプレゼンテーションの練習を行いま
す。

【予習】スライドについてのディスカッションを続け、必要な
修正を行うこと。
【復習】修正や改善のためのディスカッションを行いつつ、
プレゼンテーションの練習をすること。

4時間対面

第10回 グループあるいは個人での研究報告を行います。また、それぞれの研
究に対する質疑応答を行います。

【予習】スライドの修正や改善のためのディスカッションを
行いつつ、プレゼンテーションの練習をすること。
【復習】研究報告に対して出された疑問や問題点の改善
に努めること。

4時間対面

第11回 演習ⅡAで扱った問題の応用的なテキストの輪読を行います。担当者
がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対して履修者全員でディス
カッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第12回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第13回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第14回 テキストの輪読。担当者がレジュメを作成して内容紹介をし、それに対し
て履修者全員でディスカッションを行う。

【予習】輪読するテキストを事前に精読しておくこと。
【復習】輪読したテキストの内容について整理し、理解を深
めること。

4時間対面

第15回 これまで輪読してきたテキストの内容についてのまとめをオンデマンドで
配信する動画教材で行う。

動画教材を視聴した上で、ラーニングポータル上で配布す
る資料を中心に輪読したテキストの内容について整理し、
理解を深めること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2二替　大輔

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 産業組織論（応用）
―産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析―

授業の目的及び概要
本演習では，ミクロ経済学の応用としての産業組織論・企業経済学に基づいた企業行動の分析の応用を学んでいきます。演習では，テキストを輪読す
ることで，産業組織論における応用的な知識を習得したあとで，グループで興味のある内容について調査し，発表してもらいます。それをもとにして，討
論を行います。最終的に，その経済現象を産業組織論・企業経済論の理論を用いた分析についてレポートをまとめプレゼンテーションを行います。産業
組織論は，企業行動の分析だけでなく，政府の政策の分析にも大きく関わります。これらの学修を進めていくことで，「実学としての経済学」の修得につ
ながります。

学修の到達目標
この演習は，以下のことを目標とします。
1.　産業組織論（ミクロ経済学・ゲーム理論）に関する応用的知識を習得する。
2.　1で習得した知識をもとにして，現実に起こっている経済現象についてまとめモデルを用いた分析ができるようになる。
3.　分析結果を文章にまとめ，それをプレゼンテーションできるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については，Learning Portalを用いて，添削・採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習は，ミクロ経済学，ゲーム理論の基本的な知識を必要とします。
企業の行動，ビジネスに関するニュースに常に注意を払ってください。
授業時間外に適宜，グループ内でグループ研究に関する議論を行ってください。
演習には積極的に参加して，報告資料，プレゼンテーションの見直しを継続的に行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

産業組織のエッセンス，明城聡・大西宏一郎，有斐閣，2022年

参考書

①経営の経済学，丸山雅祥，有斐閣，2017年
②プラクティカル産業組織論，泉田成美・柳川隆，有斐閣，2008年
③ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
④1からの流通論（第2版），石原武政・竹村正明・細井謙一（編著），中央経済社，2018年
⑤1からのマーケティング（第4版），石井淳蔵・廣田章光・清水信年（編著），中央経済社，2019年
その他，参加者の興味に応じて適宜参考文献を紹介します。

9784641151000

①9784641164956
②9784641123724
③9784535558441
④9784502283611
⑤9784502327711

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 【予習】シラバスを事前によく読んでおいてください。
【復習】ガイダンスの内容について復習してください。

2時間対面

第2回 グループワーク(1)調査と分析 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第3回 グループワーク(2)調査と分析 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第4回 グループワーク(3)調査と分析 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第5回 中間報告(1) 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第6回 中間報告(2) 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面
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第7回 中間報告(3) 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第8回 グループワーク(4)追加の調査と分析 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第9回 グループワーク(5)追加の調査と分析 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第10回 グループワーク(6)追加の調査と分析 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第11回 最終報告(1) 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第12回 最終報告(2) 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第13回 最終報告(3) 【予習】報告担当者は資料を準備してください。
【復習】理解できた内容および疑問が残った内容をまとめ
ておいてください。

4時間対面

第14回 期末レポートの作成 【予習】期末レポートに関する報告資料を準備してくださ
い。
【復習】討論の指摘をもとに期末レポートを修正してくださ
い。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】修正した期末レポートに関する報告資料を準備し
てください。
【復習】最終レポートを完成させてください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 環境問題を経済学の視点から考える（応用）

授業の目的及び概要
自治体や国、地域の環境政策に関する課題、問題解決の方策についての知見を高め、自分の考えを明確に表現できるようなプレゼンテーション能力の
向上に資する演習です。

「実学としての経済学」との関係
この演習を履修することにより、経済指標にも影響を与える環境問題、環境政策を分析できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
１．環境経済学の基礎を再確認し，独力で環境問題を分析できるようになる。
２．他者の報告を聴いて，自らの意見を踏まえた建設的な提案ができるようになる。
３．卒業論文等，学術的な文章を作成する基礎的な能力を習得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は大学4年間の集大成となる卒業論文の執筆に直結する科目です。卒業論文の執筆には膨大な時間が必要となりますので，早い段階から計画
的に研究を進めるように心がけてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0305020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配布，紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス シラバスの確認（30分程度）
今学期の計画立案（90分程度）
先行研究の読み込み（2時間程度）

4時間対面

第2回 先行研究の報告1 先行研究の読み込み（4時間程度） 4時間対面

第3回 先行研究の報告2 先行研究の読み込み（4時間程度） 4時間対面

第4回 先行研究の報告3 先行研究の読み込み（4時間程度） 4時間対面

第5回 先行研究の報告4 先行研究の読み込み（4時間程度） 4時間対面

第6回 先行研究の報告5 先行研究の読み込み（4時間程度） 4時間対面

第7回 先行研究の報告6 先行研究の読み込み（4時間程度） 4時間対面

第8回 研究計画書の報告1 研究計画書の作成（2時間程度）
研究計画書の修正（2時間程度）

4時間対面

第9回 研究計画書の報告2 研究計画書の作成（2時間程度）
研究計画書の修正（2時間程度）

4時間対面

第10回 研究計画書の報告3 研究計画書の作成（2時間程度）
研究計画書の修正（2時間程度）

4時間対面
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第11回 学期末レポートの報告1 学期末レポートの作成（2時間程度）
学期末レポートの修正（2時間程度）

4時間対面

第12回 学期末レポートの報告2 学期末レポートの作成（2時間程度）
学期末レポートの修正（2時間程度）

4時間対面

第13回 学期末レポートの報告3 学期末レポートの作成（2時間程度）
学期末レポートの修正（2時間程度）

4時間対面

第14回 学期末レポートの報告4 学期末レポートの作成（2時間程度）
学期末レポートの修正（2時間程度）

4時間対面

第15回 授業全体の総括 学期末レポートの最終版の作成（4時間程度） 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4嶋田　裕光

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済の展望と諸課題について考える

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済や地域が抱える諸問題を考えたり今後の展望を行うことを中心に、３年時の演習II Bで各自選択したテーマについての研究方
針に従って、卒業研究内容の充実を図ることを目指します。秋学期に卒業論文を完成させることを想定しますので、その準備として、研究の骨格、要旨
を今学期中に固めます。この演習を通じて、経済現象をデータを用いながら自ら分析し、考えをまとめるという力を身につけることが目的となります。

学修の到達目標
１. 3年次までに身につけた経済学の知識を自分で選択したテーマに当てはめ分析に応用すること。
２. 卒業研究として首尾一貫した論文の書き方を身につけること。
３. ゼミでの報告と討論を通して、就職活動などでも有用なプレゼン能力、コミュニケーション能力を養うこと。
以上の３点を到達目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各自の発表時にコメントするほか、作成された文書については適宜添削指導します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1986年に経済企画庁（現内閣府）に入庁し、国家公務員として30年以上のキャリアを積んでいる。また、経済白書や経済計画、
GDP統計、社会福祉政策にも携わった実務経験から、マクロ経済学、財政学、GDP統計、少子化問題を専門領域としている。本科目では、これらの経
験を生かし、経済データを正しく評価する目を養い、社会で役立てるための基本的な理論から実務的なプロセスまで含めた幅広い授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習においては、卒業研究内容としてデーターを活用した分析を行うことも含みますので、パソコンを利用したエクセル表計算はもとより基本的な統
計処理についても同時に習熟していくことが望まれます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0０

0404020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。各自、必要な文献を用意してください。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営スケジュールや内容について確認し、報告日程を決定しま
す。

ガイダンスに基づいて各自日程を踏まえながら準備を進
めてください。

2時間対面

第2回 卒業論文の執筆要領について解説します。 卒業論文の執筆要領を事前に読んでおいてください。（予
習）
解説後、改めて執筆要領に応じた書き方を常に意識する
ようにしてください。（復習）

4時間対面

第3回 各自選んだ研究テーマと研究計画書の作成方法、記載内容について
確認します。

各自研究計画書をあらかじめ準備しておいてください。（予
習）
解説後、必要があれば修正して発表に耐える形にしてくだ
さい（復習）

4時間対面

第4回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第5回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第6回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面
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第7回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第8回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第9回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第10回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第11回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第12回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第13回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第14回 卒業論文の研究計画書（テーマ、検証した仮説や予想される結果、分
析の方法など）の発表を順次行います。

研究計画書の作成要領に基づいて計画書をよく見直して
ください。（予習）
演習後、教員やゼミ生の指摘に基づいて計画書をすぐ修
正してください（復習）

4時間対面

第15回 各自、研究計画書に基づいて卒業論文作成に順次取り組んでもらいま
す。これまでの発表を踏まえて、卒論作成の注意点について総括すると
ともに、秋学期の卒論スケジュールについて確認します。

今一度卒業論文作成要領を参照し、各自、作業がそれに
沿っているかどうかよく確認してください。

6時間オンデマンド

－489－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 国際経済研究入門（１）

授業の目的及び概要
本演習では、国際経済の各分野において、各自の関心に沿った研究テーマを絞り込むとともに、先行研究を講読する中で理解を深めていきながら、綿
密な研究計画を立て、卒業レポートや卒業論文の内容を構想する。
また、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、金利、などの経済諸指標の連関についても、随時学んでいく。経済諸指標が互いに連動
する関係を習熟しておくことで、経済の動きが見通せ、ビジネスや私生活においても実際に役に立つであろう。

学修の到達目標
卒業研究につき、決定したテーマの下、学期末までに問題意識および章構成が固まり、先行研究講読に着手していることを目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容については、授業の中で解説及び講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「国際経済学」「世界経済論」「国際金融論」「開発経済論」などの国際経済に広く関連する科目を受講しておくことが望ましい。また、「アジア経済概論」
「中国経済論」「アメリカ経済論」「ヨーロッパ経済論」など、世界のあらゆる国や地域の経済について学ぶ講義を履修しておくこともお勧めする。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0304030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは利用しない。

参考書

各テーマに応じて適宜紹介する。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の進め方、報告担当者の割り振り。

卒業論文の執筆にあたって、興味のあるテーマや課題に
ついて、考えておいてください。授業で学んだことや思った
こと、考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理
して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 国際経済研究：研究計画書について 取り上げたテーマについて、参考となる書籍や論文、雑
誌・新聞記事などを調査しておいてください。授業で学ん
だことや思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートや
ファイルに整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第3回 国際経済研究：論文の書き方について(1) 取り上げたテーマについて、参考となる書籍や論文、雑
誌・新聞記事などを収集しておいてください。授業で学ん
だことや思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートや
ファイルに整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第4回 国際経済研究：論文の書き方について(2) 取り上げたテーマについて、参考となる書籍や論文、雑
誌・新聞記事などを読んでおいてください。授業で学んだ
ことや思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートや
ファイルに整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第5回 国際経済研究：研究計画書の執筆 各自のテーマについて、研究計画書の作成を行ってくださ
い。あらかじめ関連する書籍や論文、雑誌・新聞記事など
を読んでおいてください。授業で学んだことや思ったこと、
考えたことなどは、復習としてノートやファイルに整理し
て、まとめておくと良いでしょう。

4時間オンデマンド
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第6回 国際経済研究：発表並びに討論(1) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第7回 国際経済研究：発表並びに討論(2) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第8回 国際経済研究：発表並びに討論(3) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第9回 国際経済研究：発表並びに討論(4) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第10回 国際経済研究：発表並びに討論(5) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第11回 国際経済研究：発表並びに討論(6) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第12回 国際経済研究：発表並びに討論(7) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第13回 国際経済研究：発表並びに討論(8) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第14回 国際経済研究：発表並びに討論(9) 報告担当者は、レジュメを作成し発表の準備をしてくださ
い。その他の受講者は、報告されるテーマについて、あら
かじめ関連するテキストや新聞記事などを読んでおいてく
ださい。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなど
は、復習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと
良いでしょう。

4時間対面

第15回 まとめ並びに総括 これまでの学習を振り返って、学んだこと、分かったこと、
発見したこと、難しかったこと、興味や関心を抱いたこと、
などについて考えておいてください。授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファイル
に整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 金融演習：卒業研究の準備

授業の目的及び概要
この演習ⅢAでは、社会に出てから必要となるレポート作成能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけることができるとともに、ビ
ジネスや社会生活で必要となる日本経済と金融の動きを理解する力を身につけることを目的としています。
具体的には、おもに金融をめぐる諸課題に関して、３年次の演習ⅡBで設定した卒業研究のテーマに関する研究計画書を作成するとともに、研究テーマ
に沿った資料収集・分析を行い、秋学期の演習ⅢBでの卒業論文の完成に向けて準備を進めます。
そのために、ゼミ生がおのおの調査研究を進めるとともに、プレゼンテーションやゼミ生同士のディスカッションなどを通じて研究の深化を行います。ま
た、そうしたディスカッションなどを通じて他のゼミ生の研究内容も学修します。

学修の到達目標
以下の３点を学修の到達目標とします。
・各種の統計データを収集し、分析ができるようになる。
・きちんとしたレポート・プレゼン資料を作成できるようになる。
・説得力のあるプレゼンテーションを行うことができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表された報告はその場でコメントします。また提出されたレポート等は添削した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文の作成に向けての準備期間です。小さくまとめようとしないで、幅広く関心を持ってください。理解できないところは、そのまま放置することなく、
徹底的に調べてください。春学期はそのための期間です。一緒に頑張りましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
研究計画書

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション

演習ⅢＡの進め方を説明します。

・配布資料を復習する。
・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。

4時間対面

第2回 卒業論文の執筆要領

配布資料を用いて、卒業論文の執筆要領を解説し、全体でディスカッ
ションします。

・配布資料を復習する。
・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。

4時間対面

第3回 卒業論文の執筆要領

配布資料を用いて、卒業論文の執筆要領を解説し、全体でディスカッ
ションします。

・配布資料を復習する。
・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。

4時間対面

第4回 卒業論文の執筆要領

配布資料を用いて、卒業論文の執筆要領を解説し、全体でディスカッ
ションします。

・配布資料を復習する。
・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。

4時間対面

第5回 研究計画書の作成要領

動画教材を用いて、研究計画書の作成要領を解説し、それに基づいて
研究計画書を作成します。

・研究計画書を作成する。 4時間オンデマンド
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第6回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第7回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第8回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第9回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第10回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第11回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第12回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第13回 研究計画書の発表

各自の研究計画書をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面

第14回 最近の金融情勢

配布資料を用いて、最近の金融情勢を解説し、全体でディスカッション
します。

・配布資料を復習する。
・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。

4時間対面

第15回 総括

春学期のまとめを行います。

・研究テーマに沿った資料収集や調査研究を進める。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通をしていくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と
素養を習得する。また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を身につける。
これらを通じて，卒業研究を進める能力を習得し，卒業研究を執筆・完成させる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社 ,2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・事前に参考文献に目を通し，興味のあるテーマについて
考えてください。（2時間程度）
・今学期の目標を決めるとともに，研究計画の検討をして
ください。（2時間程度）

4時間対面

第2回 研究報告１ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第3回 研究報告２ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第4回 研究報告３ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第5回 研究報告４ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面
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第6回 研究報告５ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第7回 中間報告会１ ・中間報告に向けて報告資料の準備を行ってください。（2
時間程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第8回 中間報告会１ ・中間報告に向けて報告資料の準備を行ってください。（2
時間程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第9回 研究報告６ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第10回 研究報告７ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第11回 研究報告８ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第12回 研究報告９ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第13回 前期最終報告１ ・前期最終報告に向けて報告資料の準備を行ってくださ
い。（2時間程度）
・授業の中で得たコメントや情報・知識を確認してくださ
い。
・報告資料や分析の修正をしてください。（2時間程度）

4時間対面

第14回 前期最終報告２ ・前期最終報告に向けて報告資料の準備を行ってくださ
い。（2時間程度）
・授業の中で得たコメントや情報・知識を確認してくださ
い。
・報告資料や分析の修正をしてください。（2時間程度）

4時間対面

第15回 振り返り ・オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを行ってく
ださい。
・秋学期の卒業研究完成に向けてどのような改善が必要
か論文を執筆しながら検討してください。適宜の卒業研究
で使えそうな先行研究等を探してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論・行動経済学の応用研究

授業の目的及び概要
ゲーム理論は社会全般を分析可能な，社会科学における非常に強力な分析ツールです。本科目では，これまでの学修成果を十全に活用して，社会問
題や社会的現象等を中心にゲーム理論に基づく独自の分析を行い，卒業論文の形にまとめることを目的とします。
この目的を達成するため，授業では各自の研究報告を中心として，教員や他のゼミ生との議論を通じて，卒業論文の質を高めることを目指します。さら
に，自身の研究を高度な水準で進めるだけでなく，他者の研究に対して意見を述べることを通じて，他者と協働する能力を高めることができます。

なお，本科目で主要な分析ツールとするゲーム理論は，日常生活やビジネスの現場に応用することが容易な理論です。本科目での学修を通じて，人と
の関わりにおける戦略的関係や，企業の戦略的行動などを理解することで，人生で役立つ経済学，すなわち「実学としての経済学」の修得につながりま
す。

学修の到達目標
1．ゲーム理論の基礎を再確認し，独力で社会に関連する戦略的状況を分析することができるようになること。
2．他者の報告を聴いて，自らの意見を踏まえた建設的な提案ができるようになること。
3．卒業論文等，学術的な文章を作成する基礎的な能力を修得すること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
原則として個人による研究報告に対するコメントを通じて，フィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は大学4年間の集大成となる卒業論文の執筆に直結する科目です。卒業論文の執筆には膨大な時間が必要となりますので，早い段階から計画
的に研究を進めるように心がけてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

006040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配付・紹介します。

参考書

研究の状況に応じて適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・シラバスの確認（30分程度）
・今学期の計画立案（90分程度）
・研究計画の確認（2時間程度）

4時間対面

第2回 研究報告１ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者は報告資料を準備してください。
・文献調査（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第3回 研究報告２ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者は報告資料を準備してください。
・文献調査（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第4回 研究報告３ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者は報告資料を準備してください。
・文献調査（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面
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第5回 研究報告４ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者は報告資料を準備してください。
・文献調査（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第6回 研究報告５ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者は報告資料を準備してください。
・卒業研究に関する計算・分析等（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第7回 中間報告会１ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者はPowerPoint等を用いて，中間報告資料を作
成してください。
・卒業研究に関する計算・分析等（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第8回 中間報告会２ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者はPowerPoint等を用いて，中間報告資料を作
成してください。
・卒業研究に関する計算・分析等（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第9回 研究報告６ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者はPowerPoint等を用いて，中間報告資料を作
成してください。
・卒業研究に関する計算・分析等（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第10回 研究報告７ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者はPowerPoint等を用いて，中間報告資料を作
成してください。
・卒業研究に関する計算・分析等（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第11回 研究報告８ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者はPowerPoint等を用いて，中間報告資料を作
成してください。
・卒業研究に関する計算・分析等（2時間程度）
報告後は，指摘された改善点等を資料に反映させて，次
の報告に備えてください。

4時間対面

第12回 中間点検（期末レポートに関する留意事項） ・授業資料にしたがって，自身の期末レポートを確認し，
必要な加筆修正を行ってください。

6時間オンデマンド

第13回 前期末最終報告１ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者はPowerPoint等を用いて，最終報告資料を作
成してください。
・期末レポートの執筆（2時間程度）
報告後は指摘された改善点等を前期末レポートに反映さ
せてください。

4時間対面

第14回 前期末最終報告２ ・研究報告の準備（2時間程度）
報告予定者はPowerPoint等を用いて，最終報告資料を作
成してください。
・期末レポートの執筆（2時間程度）
報告後は指摘された改善点等を前期末レポートに反映さ
せてください。

4時間対面

第15回 振り返り ・期末レポートの執筆
前期末レポートを完成させて，内容の要約を簡単に発表
できるよう準備してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通をしていくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と
素養を習得する。また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を身につける。
これらを通じて，卒業研究を進める能力を習得し，卒業研究を執筆・完成させる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社 ,2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・事前に参考文献に目を通し，興味のあるテーマについて
考えてください。（2時間程度）
・今学期の目標を決めるとともに，研究計画の検討をして
ください。（2時間程度）

4時間対面

第2回 研究報告１ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第3回 研究報告２ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第4回 研究報告３ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第5回 研究報告４ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面
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第6回 研究報告５ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第7回 中間報告会１ ・中間報告に向けて報告資料の準備を行ってください。（2
時間程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第8回 中間報告会１ ・中間報告に向けて報告資料の準備を行ってください。（2
時間程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第9回 研究報告６ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第10回 研究報告７ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第11回 研究報告８ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第12回 研究報告９ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第13回 前期最終報告１ ・前期最終報告に向けて報告資料の準備を行ってくださ
い。（2時間程度）
・授業の中で得たコメントや情報・知識を確認してくださ
い。
・報告資料や分析の修正をしてください。（2時間程度）

4時間対面

第14回 前期最終報告２ ・前期最終報告に向けて報告資料の準備を行ってくださ
い。（2時間程度）
・授業の中で得たコメントや情報・知識を確認してくださ
い。
・報告資料や分析の修正をしてください。（2時間程度）

4時間対面

第15回 振り返り ・オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを行ってく
ださい。
・秋学期の卒業研究完成に向けてどのような改善が必要
か論文を執筆しながら検討してください。適宜の卒業研究
で使えそうな先行研究等を探してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 都市・地域から日本経済の課題を探求する

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済が直面する様々な課題のうち、都市・地域分野を主たるターゲットとし、その基礎知識と課題発見能力、調査・分析力を身に付
けることを目指します。3年次の演習ⅡBで各自が作成したレポート（研究計画）に基づき、卒業論文またはレポートの作成を進めていきます。演習での
報告、ディスカッション、論文・レポートの作成を通じ、社会人として必要な基礎能力やコミュニケーション能力、文書作成・表現能力を高めていきます。

学修の到達目標
・テーマに関する先行研究の内容を整理し、説明できる。
・設定したリサーチクエスチョンについて、自分なりに検証、考察できる。
・調べた結果を、論文・レポートとして論理的にまとめることができる。
・論文・レポートの内容をわかりやすくプレゼンテーションできる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメント、アドバイスします。論文・レポートについては、添削指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文・レポートの完成に向け、授業で設定される課題を着実にこなしていくことはもちろんですが、自ら計画的に進めていくことを望みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

各テーマに応じ、適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の内容・進め方、卒業論文・レポートの執筆要領、報告の割り振り

【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことを整理
して下さい。

4時間対面

第2回 日本経済、都市・地域経済の最新状況と課題 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことを整理
して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 研究報告Ⅰー1 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第4回 研究報告Ⅰー2 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第5回 研究報告Ⅰー3 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第6回 研究報告Ⅰー4 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面
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第7回 研究報告Ⅱー1 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第8回 研究報告Ⅱー2 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第9回 研究報告Ⅱー3 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第10回 研究報告Ⅱー4 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第11回 研究報告Ⅱー5 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第12回 研究報告Ⅱー6 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第13回 期末レポートの作成指導 【予習】各自、研究を進めて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第14回 期末レポートへのフィードバック1 【予習】各自、研究を進めて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第15回 期末レポートへのフィードバック2
演習のまとめ、夏休み中の計画策定

【予習】各自、研究を進めて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通をしていくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と
素養を習得する。また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を身につける。
これらを通じて，卒業研究を進める能力を習得し，卒業研究を執筆・完成させる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社 ,2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・事前に参考文献に目を通し，興味のあるテーマについて
考えてください。（2時間程度）
・今学期の目標を決めるとともに，研究計画の検討をして
ください。（2時間程度）

4時間対面

第2回 研究報告１ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第3回 研究報告２ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第4回 研究報告３ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第5回 研究報告４ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面
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第6回 研究報告５ ・報告担当者は，報告資料を準備してください。（2時間程
度）
・授業の中で得た情報や知識を確認し，自身の資料に反
映させてください。（2時間程度）

4時間対面

第7回 中間報告会１ ・中間報告に向けて報告資料の準備を行ってください。（2
時間程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第8回 中間報告会１ ・中間報告に向けて報告資料の準備を行ってください。（2
時間程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第9回 研究報告６ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第10回 研究報告７ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第11回 研究報告８ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第12回 研究報告９ ・報告担当者は報告資料の準備を行ってください。（2時間
程度）
・授業の中で得た教員からのコメントや情報，知識を確認
し，報告資料や分析に反映して修正してください。（2時間
程度）

4時間対面

第13回 前期最終報告１ ・前期最終報告に向けて報告資料の準備を行ってくださ
い。（2時間程度）
・授業の中で得たコメントや情報・知識を確認してくださ
い。
・報告資料や分析の修正をしてください。（2時間程度）

4時間対面

第14回 前期最終報告２ ・前期最終報告に向けて報告資料の準備を行ってくださ
い。（2時間程度）
・授業の中で得たコメントや情報・知識を確認してくださ
い。
・報告資料や分析の修正をしてください。（2時間程度）

4時間対面

第15回 振り返り ・オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを行ってく
ださい。
・秋学期の卒業研究完成に向けてどのような改善が必要
か論文を執筆しながら検討してください。適宜の卒業研究
で使えそうな先行研究等を探してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 近世・近代イギリス社会経済史

授業の目的及び概要
演習ⅡA・Bの学修を踏まえたうえで、個人ごとに研究テーマを設定し、個別研究を行います。必要に応じて、近世から近代にかけてのイギリスにおける
貧困問題や産業革命と経済成長に関するテキストの輪読も行います。これらの学修を通して、卒業論文の作成を目指します。また、本演習では、GDP・
為替レート・金利などの「経済諸指標とその連動についての理解」をサブテーマに設定しています。歴史事象を検討する中で、そうした経済諸指標とそ
の連動の具体例を見出していきます。そうすることで、現代社会の経済の動きを歴史的な観点から考察する力の涵養を目指します。

学修の到達目標
第一に、社会経済史の手法を理解する。
第二に、一つのテキストをしっかり「読む」力を養成する。
第三に、スライドやレジュメの作成、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通して、テキスト講読から得た知見をまとめ、自身の見解として再構築し
ていくスキルを身につける。
第四に、以上の力やスキルを総動員して卒業論文の執筆に向けた準備をする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業の中で、スライド、レジュメ、プレゼンテーション、ディスカッションに対してコメントをします。質疑応答の時間もその都度確保します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

遅刻厳禁。履修者は自身がゼミの一員であることを自覚し、責任感をもって授業に参加すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
個別研究や輪読のスライドあるいは
レジュメから判断します。00

003060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。授業で用いるテキストはその都度担当教員から配布します。

参考書

特にありません。研究を進めるうえで必要な参考書については適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のイントロダクション（学術的な文章の作成作法、文献の収集、ス
ライドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などについての説明
をします）を行った後に、個人ごとの研究テーマを設定してもらいます。

【予習】演習ⅡA・Bで学修した、学術的な文章作成の作
法、文献収集の方法、スライドやレジュメの作成、プレゼン
テーションの方法などを復習しておくこと。また、自分が関
心ある研究テーマに関連する文献の調査を行うこと。
【復習】学術的な文章作成の作法、文献収集の方法、スラ
イドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などを復
習しておくこと。また、自分が関心ある研究テーマに関連
する文献の調査を行うこと。

4時間対面

第2回 個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集を行います。
十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきます。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第3回 個人ごとに設定した研究テーマに関連する文献調査・収集を行います。
十分な文献が収集でき次第、文献の精読を進めていきます。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献の調
査を行うこと。
【復習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。

4時間対面

第4回 研究に必要な文献を精読しつつ、研究報告に向けた作業を進めます。 【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第5回 ここまでの研究の進捗状況を報告します。合わせて、それに対する質
疑応答を行います。

【予習】研究報告を行うためのレジュメを作成すること。
【復習】質疑応答で得られた課題の改善に努めること。

4時間対面
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第6回 ここまでの研究の進捗状況を報告します。あわせて、それに対する質疑
応答を行います。

【予習】研究報告を行うためのレジュメを作成すること。
【復習】質疑応答で得られた課題の改善に努めること。

4時間対面

第7回 研究に必要な文献を精読しつつ、研究報告に向けた作業を進めます。 【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第8回 研究に必要な文献を精読しつつ、研究報告に向けた作業を進めます。 【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。

4時間対面

第9回 ここまでの研究の進捗状況を報告します。あわせて、それに対する質疑
応答を行います。

【予習】研究報告を行うためのレジュメを作成すること。
【復習】質疑応答で得られた課題の改善に努めること。

4時間対面

第10回 ここまでの研究の進捗状況を報告します。あわせて、それに対する質疑
応答を行います。

【予習】研究報告を行うためのレジュメを作成すること。
【復習】質疑応答で得られた課題の改善に努めること。

4時間対面

第11回 研究に必要な文献を精読しつつ、研究作業を進めます。また、ここまで
の研究の文章化も始めていきます。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。ここまでの研究の文章化も始めること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、文章
の改善に努めること。

4時間対面

第12回 研究に必要な文献を精読しつつ、研究作業を進めます。また、ここまで
の研究の文章化も始めていきます。

【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。ここまでの研究の文章化も始めること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、文章
の改善に努めること。

4時間対面

第13回 ここまでの研究を文章化し、それをもとにした研究報告を行います。 【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。ここまでの研究の文章化も始めること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、文章
の改善に努めること。

4時間対面

第14回 ここまでの研究を文章化し、それをもとにした研究報告を行います。 【予習】自分が関心ある研究テーマに関連する文献を精
読すること。ここまでの研究の文章化も始めること。
【復習】文献の精読をすすめつつ、そこから得られた知見
を自身の研究に反映できるよう整理すること。また、文章
の改善に努めること。

4時間対面

第15回 これまでの研究内容についてのまとめをオンデマンドで配信する動画教
材で行う。

動画教材を視聴した上で、これまでの研究の改善に努め
ること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前鶴　政和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済と経済政策

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済の抱える諸課題を中心に、３年次の演習ⅡBで作成した学期末レポートをもとに研究し、卒業研究の完成を目指します。秋学期
の演習ⅢBでは、卒業論文または5000字以上の卒業レポートを作成する必要がありますので、演習ⅢAはそのための準備を進め、卒業研究の基礎を
構築していきます。
　この演習は皆さんが経済学の専門知識を深め、社会で活躍するために必要な経済問題の解決について考察する能力の修得を図る科目です。演習
のレベルは、ミクロ経済学、マクロ経済学の応用レベルです。

「実学としての経済学」との関係：
　この授業を受講することにより、現実の経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.3年次までに修得した経済学の専門知識をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.卒業研究のテーマを確定し、卒業研究の1次原稿を作成することができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、就職活動に必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された卒業研究の原稿については、添削して返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習の授業内容は、ミクロ経済学やマクロ経済学などの専門知識を用いて行われます。そのため、受講生には、これらの科目の履修を望みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
卒業研究の1次原稿

00

020020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配付します。

参考書

①日本経済30の論点，末廣徹・小黒一正・愛宕伸康，日本経済新聞社，2022年

なし

①9784296115259

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法や内容について確認し、報告日程を決定します。 【予習】この演習のシラバスを事前によく読んでおいてくだ
さい。
【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習してくだ
さい。

2時間対面

第2回 演習Ⅱで学修した内容について復習します。 【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learning Portal
の「確認テスト」を解き、復習を行ってください。

4時間オンデマンド

第3回 卒業論文の執筆要領について解説します。 【予習】卒業論文の執筆要領を事前によく読んでおいてく
ださい。
【復習】授業後に、卒業論文の執筆要領について復習して
ください。

4時間対面

第4回 卒業論文（または卒業レポート）の発表①を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第5回 卒業論文（または卒業レポート）の発表②を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

－506－



第6回 卒業論文（または卒業レポート）の発表③を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第7回 卒業論文（または卒業レポート）の発表④を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第8回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑤を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第9回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑥を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第10回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑦を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第11回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑧を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第12回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑨を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第13回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑩を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第14回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑪を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第15回 授業全般にわたる総括を行います。 【予習】これまでの授業回の配付資料等を事前によく読ん
でおいてください。
【復習】授業後に、これまでの授業回の配付資料等につい
て総復習してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4山垣　真浩

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 社会政策（労働経済、社会保障）にかんする卒業研究

授業の目的及び概要
社会政策に関して自身が選択したテーマに関係する文献を読んで報告していくことをとおして、卒業研究を進めていきます。卒業研究を通して、専門知
識の獲得はもちろん、資料収集力、読解力、文章力ならびにコンピュータ操作能力、仲間との協働力等、今後の人生に行かせるさまざまな技能を身に
つけます。なお、報告者のいない回では、下記のテキストを購読します。
　「実学としての経済学」との関係：卒業研究をおこなうことにより、生きていく上で役に立つ、労働または社会保障に関する専門知識が修得でき、また文
章力、プレゼンテーション、パソコン操作力などが身につきます。

学修の到達目標
「卒業研究」を完成させます。自分の選択したテーマに関して、文献の解読から今どんなことが問題になっているのか理解し、それを表現することが求め
られます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は、大学教育の中軸です。本気で取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

25
卒業論文の研究計画書

00

025050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

どうする日本の福祉政策，埋橋孝文編，ミネルヴァ書房，2020年

参考書

どうする日本の労働政策，櫻井純理編，ミネルヴァ書房，2021年

978-4623089611

978-4623091140

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備。授業15回で２単位の授
業なので、平均して毎週４時間以上の学修時間が求めら
れるが、演習はあなたの主専攻であるから、卒業論文の
完成ために貪欲に取り組んでほしい。

4時間対面

第2回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第3回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第4回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第5回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第6回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第7回 1回目の研究発表全体へのコメント 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第8回 商品の製造現場に関する動画を視聴して、生産技術、機械、作業者の
関わり方に注目して、感想文にしたためる

科学技術振興機構制作のThe Makingの300余りある動画
から、任意の3本を選択する

4時間オンデマンド

第9回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面
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第10回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第11回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第12回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第13回 期末レポートの提出 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第14回 期末レポートへのコメントと意見交換 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第15回 期末レポートへのコメント意見交換 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4朱　東平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学理論の視点から日本経済の諸課題を考える

授業の目的及び概要
経済学理論を勉強する目的の一つは、さまざまな政治、経済、社会現象を経済学の視点から理解し、把握することです。この演習は、こうした応用能力
の育成に重点を置きます。
　この演習では、卒業論文を書くことにより、論理構成力を身につけることを目的としています。日本経済の抱える諸課題を中心に、経済記事の議論を
中心とした学修を続けながら、３年次の演習Ⅱ、とくに演習ⅡBで作成した期末レポートをもとに研究を深め、卒業研究の完成を目指します。秋学期の演
習ⅢBでは、卒業論文を作成する必要がありますので、演習ⅢAはそのための準備を進め、卒業研究の基礎を構築していきます。
　この演習は皆さんが社会人として持つべき専門知識・能力の高度化を図る科目です。演習のレベルは、ミクロ経済学、マクロ経済学の応用レベルで
す。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.3年次までに修得した経済学の基礎理論をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.卒業研究のテーマを確定し、卒業研究の初稿を作成することができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、一社会人として、また、就職活動にも必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートは、添削した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経済学的な分析は、ミクロ経済学やマクロ経済学など基礎理論のもとで行われます。そのため、受講生には、この2科目の履修を望みます。ただし、演
習でも必要に応じて指導しますので、とくに予備知識をもたなければ履修できないことはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0205030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
ラーニングポータルで配布される資料を用いて事前・事後学修に活用してください。

参考書

予習・復習に役立つ教材として、報告内容に応じて以下の参考書の関連内容について理解するようにしてくだ
さい。
①ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
②入門マクロ経済学（第5版），中谷巌，日本評論社，2007年

なし

①9784535558441
②9784535555136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法や内容について確認し、報告日程を決定します。（授業
の進行状況と学生の希望に応じて、以下の内容を変更することもありう
る）

・演習Ⅱで蓄積した「マイノート」の内容を整理するととも
に、秋学期末の感想文をもとに、演習Ⅱで成長した点と今
年度の課題について考えてください
・次回の授業までに、「春学期の目標」を、春学期末に
チェック可能なように作成して「マイノート」に保存してくださ

3時間対面

第2回 ＊卒業論文の執筆要領を理解します。
　卒業論文執筆要領を解説する動画をオンデマンドで配信します。

・卒業論文執筆要領を熟読し理解すること。
・オンデマンド動画を視聴した上で、「基本チェックリスト」
に従い、演習ⅡBで提出したレポートを修正し、ラーニング
ポータルの「レポート」に提出してください。

4時間オンデマンド

第3回 ＊経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）のテーマを確定します①。

・事前に、演習ⅡBで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントと関連資料、そして卒業論文の作成要領を
十分に理解してください。そのうえで、担当教員のコメント
に基づき、文献研究を行い、研究計画を作成してくださ
い。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面
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第4回 ＊経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）のテーマを確定します②。

・事前に、演習ⅡBで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントと関連資料、そして卒業論文の作成要領を
十分に理解してください。そのうえで、担当教員のコメント
に基づき、文献研究を行い、研究計画を作成してくださ
い。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第5回 ＊経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）のテーマを確定します③。

・事前に、演習ⅡBで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントと関連資料、そして卒業論文の作成要領を
十分に理解してください。そのうえで、担当教員のコメント
に基づき、文献研究を行い、研究計画を作成してくださ
い。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第6回 ＊経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）のテーマを確定します④。

・事前に、演習ⅡBで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントと関連資料、そして卒業論文の作成要領を
十分に理解してください。そのうえで、担当教員のコメント
に基づき、文献研究を行い、研究計画を作成してくださ
い。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第7回 ＊経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）のテーマを確定します⑤。

・事前に、演習ⅡBで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントと関連資料、そして卒業論文の作成要領を
十分に理解してください。そのうえで、担当教員のコメント
に基づき、文献研究を行い、研究計画を作成してくださ
い。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第8回 ＊経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）のテーマを確定します⑥。

・事前に、演習ⅡBで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントと関連資料、そして卒業論文の作成要領を
十分に理解してください。そのうえで、担当教員のコメント
に基づき、文献研究を行い、研究計画を作成してくださ
い。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第9回 ＊卒業論文（または卒業レポート）の中間発表を行います①。 ・事前に、研究計画と文献研究の結果に基づき、中間発
表を準備してください。
・担当教員のコメントに基づいて修正を行い、その結果を
学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第10回 ＊卒業論文（または卒業レポート）の中間発表を行います②。 ・事前に、研究計画と文献研究の結果に基づき、中間発
表を準備してください。
・担当教員のコメントに基づいて修正を行い、その結果を
学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第11回 ＊卒業論文（または卒業レポート）の中間発表を行います③。 ・事前に、研究計画と文献研究の結果に基づき、中間発
表を準備してください。
・担当教員のコメントに基づいて修正を行い、その結果を
学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第12回 ＊卒業論文（または卒業レポート）の中間発表を行います④。 ・事前に、研究計画と文献研究の結果に基づき、中間発
表を準備してください。
・担当教員のコメントに基づいて修正を行い、その結果を
学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第13回 ＊卒業論文（または卒業レポート）の中間発表を行います⑤。 ・事前に、研究計画と文献研究の結果に基づき、中間発
表を準備してください。
・担当教員のコメントに基づいて修正を行い、その結果を
学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第14回 ＊卒業論文（または卒業レポート）の中間発表を行います⑥。 ・事前に、研究計画と文献研究の結果に基づき、中間発
表を準備してください。
・担当教員のコメントに基づいて修正を行い、その結果を
学修ポートフォリオの「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第15回 授業全般にわたる総括を行います。 ・発表時に受けた指導に基づき、これまでの研究成果を
期末レポートとしてまとめ、「マイノート」に保存してくださ
い。
・授業終了後は、期末レポートの到達点と課題について整
理・確認してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行いながら、取
り組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

テキストは使用しません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　春学期の目標を立てましょう。
事後学修　春学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 研究計画書の提出について 事前学修　卒業研究の(仮)テーマを考え、参考文献を探し
ましょう。
事後学修　春学期末の研究計画書提出を念頭において、
(仮)テーマに従った研究計画を立ててみましょう。

4時間オンデマンド

第3回 中間報告１ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第4回 中間報告２ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第5回 中間報告３ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第6回 中間報告４ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第7回 中間報告５ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第8回 中間報告６ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第9回 中間報告７ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第10回 中間報告８ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面
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第11回 中間報告９ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第12回 中間報告１０ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第13回 中間報告１１ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第14回 中間報告１２ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第15回 春学期の振り返り 事前学修　春学期に行った研究を振り返って卒業論文の
テーマを決め、卒業論文の研究計画書を作成し提出しま
しょう。
事後学修　卒業論文の研究計画書に従って、参考文献を
準備し、研究を続けましょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行いながら、取
り組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

テキストは使用しません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　春学期の目標を立てましょう。
事後学修　春学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 研究計画書の提出について 事前学修　卒業研究の(仮)テーマを考え、参考文献を探し
ましょう。
事後学修　春学期末の研究計画書提出を念頭において、
(仮)テーマに従った研究計画を立ててみましょう。

4時間オンデマンド

第3回 中間報告１ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第4回 中間報告２ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第5回 中間報告３ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第6回 中間報告４ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第7回 中間報告５ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第8回 中間報告６ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第9回 中間報告７ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第10回 中間報告８ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面
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第11回 中間報告９ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第12回 中間報告１０ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第13回 中間報告１１ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第14回 中間報告１２ 事前学修　(仮)テーマに従って発表準備を行いましょう。
事後学修　(仮)テーマに従った研究を続けましょう。

4時間対面

第15回 春学期の振り返り 事前学修　春学期に行った研究を振り返って卒業論文の
テーマを決め、卒業論文の研究計画書を作成し提出しま
しょう。
事後学修　卒業論文の研究計画書に従って、参考文献を
準備し、研究を続けましょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4伊勢　公人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 環境問題を経済学の視点から考える（応用）

授業の目的及び概要
本科目では，これまでの学修成果を十全に活用して，自治体や国、地域の環境政策に関する課題を分析し，卒業論文の形にまとめることを目的としま
す。
この目的を達成するため，授業では各自の研究報告を中心として，教員や他のゼミ生との議論を通じて，卒業論文の質を高めることを目指します。さら
に，自身の研究を高度な水準で進めるだけでなく，他者の研究に対して意見を述べることを通じて，他者と協働する能力を高めることができます。

「実学としての経済学」との関係
この演習を履修することにより、経済指標にも影響を与える環境問題、環境政策を分析できる力を身につけることを目的としています。

学修の到達目標
卒業論文の執筆を到達目標とします。卒業論文には自ら設定したテーマに基づいた調査・研究を行い，現状を踏まえた分析を行うことが必要です。
さらに分析結果をわかりやすく他者に伝える能力も求められます。1年次の演習から積み重ねてきた学修成果を高い水準で発揮することが，本科目の
目標です。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1987年から民間企業に34年間勤務しており、欧州事務所の副所長を務めた経験を有している。また、経済産業省の受託研究の
プロジェクトリーダーを始め、多くの調査プロジェクトを担ってきた。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は大学4年間の集大成となる卒業論文の執筆に直結する科目です。卒業論文の執筆には膨大な時間が必要となりますので，早い段階から計画
的に研究を進めるように心がけてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0305020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配布，紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 夏休み中の研究成果の確認（2時間程度）
卒業論文執筆に向けた計画の再確認（2時間程度）

4時間対面

第2回 研究報告1 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第3回 研究報告2 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第4回 研究報告3 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第5回 研究報告4 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第6回 研究報告5 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第7回 研究報告6 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第8回 研究報告7 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第9回 研究報告8 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面
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第10回 研究報告9 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第11回 研究報告10 報告資料の準備（1時間程度）
卒業論文の執筆（3時間程度）

4時間対面

第12回 最終報告1 ・卒業論文の仕上げ作業
卒業論文の第1案を完成させてください。
報告予定者はPowerPoint等を用いて，卒業論文等の内
容に関する最終報告資料を作成してください。
報告後は指摘された改善点等を反映させてください。

4時間対面

第13回 最終報告2 ・卒業論文の仕上げ作業
卒業論文の第1案を完成させてください。
報告予定者はPowerPoint等を用いて，卒業論文等の内
容に関する最終報告資料を作成してください。
報告後は指摘された改善点等を反映させてください。

4時間対面

第14回 最終報告3 ・卒業論文の仕上げ作業
卒業論文の第1案を完成させてください。
報告予定者はPowerPoint等を用いて，卒業論文等の内
容に関する最終報告資料を作成してください。
報告後は指摘された改善点等を反映させてください。

4時間対面

第15回 振り返り 卒業研究に関する振り返り（4時間程度） 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4嶋田　裕光

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済の展望と諸課題について考える

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済や地域が抱える諸問題を考えたり今後の展望を行うことを中心に、演習ⅢAで各自報告した研究計画に従って、卒業研究の完
成を目指します。この演習での卒業研究を通じて、経済現象をデータを用いながら自ら分析し、考えをまとめ、プレゼンできる力を身につけることが目的
となります。

学修の到達目標
１. 3年次までに身につけた経済学の知識を自分で選択したテーマに当てはめ分析に応用すること。
２. 卒業研究として首尾一貫した論文の書き方を身につけること。
３. ゼミでの報告と討論を通して、就職活動などでも有用なプレゼン能力、コミュニケーション能力を養うこと。
以上の３点を到達目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された卒業研究の原稿について、添削して返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1986年に経済企画庁（現内閣府）に入庁し、国家公務員として30年以上のキャリアを積んでいる。また、経済白書や経済計画、
GDP統計、社会福祉政策にも携わった実務経験から、マクロ経済学、財政学、GDP統計、少子化問題を専門領域としている。本科目では、これらの経
験を生かし、経済データを正しく評価する目を養い、社会で役立てるための基本的な理論から実務的なプロセスまで含めた幅広い授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文の執筆については、データ分析が不可欠になりますので、パソコンを用いたエクセルによる表計算、統計分析について基礎的な技術を身につ
けておくことを強く薦めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0０

030700

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しません。各自、卒論研究に必要な文献、資料を集めてください。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習の運営方法や内容について確認し、報告日程を決定します。 研究計画書に沿って、各自の卒論執筆のスケジュール管
理を徹底してください。
引き続き卒論執筆に必要な資料収集、文献読み込みを
行ってください。

2時間対面

第2回 卒論執筆にあたっての疑問点や壁にぶつかっていることなどについて、
演習参加者間で共有するとともに、適宜教員から指導します。

あらかじめ、卒論執筆に向けて明確にしておきたい疑問点
やクリアしておきたい課題について整理しておいてくださ
い。
演習後、受けたアドバイスや指導を卒論執筆に適宜活か
して作業を進めてください。

4時間対面

第3回 卒論執筆にあたっての疑問点や壁にぶつかっていることなどについて、
演習参加者間で共有するとともに、適宜教員から指導します。

あらかじめ、卒論執筆に向けて明確にしておきたい疑問点
やクリアしておきたい課題について整理しておいてくださ
い。
演習後、受けたアドバイスや指導を卒論執筆に適宜活か
して作業を進めてください。

4時間対面

第4回 卒論執筆にあたっての疑問点や壁にぶつかっていることなどについて、
演習参加者間で共有するとともに、適宜教員から指導します。

あらかじめ、卒論執筆に向けて明確にしておきたい疑問点
やクリアしておきたい課題について整理しておいてくださ
い。
演習後、受けたアドバイスや指導を卒論執筆に適宜活か
して作業を進めてください。

4時間対面

第5回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面
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第6回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第7回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第8回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第9回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第10回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第11回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第12回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第13回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第14回 卒業論文の発表（内容の深度は進捗状況によります）を順次行います。 卒業論文のレジュメを事前に準備し、演習中に配布できる
ようにしてください。（事前）
演習後、指摘された事項について見直しや修正を行い、
卒業論文の完成に向けた作業を進めてください（事後）

4時間対面

第15回 期限までの卒業論文の提出に向け、論文の形式的な面も含めたチェッ
クポイントとスケジュールの説明をオンデマンドで行いますので、それに
従い各自で最終チェックを行ってもらいます。

卒業論文の提出期限、要件を満たしているかどうか、最
終的な確認を行ってください（事前）
演習（オンデマンド）後、必要に応じて修正を行い、期限ま
での提出に備えてください（事後）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 国際経済研究入門（２)

授業の目的及び概要
本演習では、国際経済の各分野において、各自の関心に沿った研究テーマを絞り込むとともに、先行研究を講読する中で理解を深めていきながら、綿
密な研究計画を立て、卒業レポートや卒業論文の内容を構想する。
また、「実学としての経済学」、具体的にはＧＤＰ、為替レート、金利、などの経済諸指標の連関についても、随時学んでいく。経済諸指標が互いに連動
する関係を習熟しておくことで、経済の動きが見通せ、ビジネスや私生活においても実際に役に立つであろう。

学修の到達目標
卒業研究の提出を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容については、授業の中で解説及び講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「国際経済学」「世界経済論」「国際金融論」「開発経済論」などの国際経済に広く関連する科目を受講しておくことが望ましい。また、「アジア経済概論」
「中国経済論」「アメリカ経済論」「ヨーロッパ経済論」など、世界のあらゆる国や地域の経済について学ぶ講義を履修しておくこともお勧めする。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

007030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは利用しない。

参考書

各テーマに応じて適宜紹介する。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の進め方、報告担当者の割り振り。

自分が取り上げたテーマや課題について、関連する新聞
やニュース記事などに目を通して、最新の情報も収集して
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 国際経済研究：発表並びに討論(1) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第3回 国際経済研究：発表並びに討論(2) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第4回 国際経済研究：発表並びに討論(3) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面
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第5回 国際経済研究：発表並びに討論(4) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第6回 国際経済研究：発表並びに討論(5) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第7回 国際経済研究：発表並びに討論(6) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第8回 国際経済研究：発表並びに討論(7) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第9回 国際経済研究：発表並びに討論(8) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第10回 国際経済研究：研究論文の執筆 各自の研究テーマについて、関連する書籍や論文、雑誌・
新聞記事などを参考にしながら、論文・レポートの執筆に
取り組んでください。授業で学んだことや思ったこと、考え
たことなどは、復習としてノートやファイルに整理して、まと
めておくと良いでしょう。

4時間オンデマンド

第11回 国際経済研究：発表並びに討論(10) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第12回 国際経済研究：発表並びに討論(11) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第13回 国際経済研究：発表並びに討論(12) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第14回 国際経済研究：発表並びに討論(13) 報告担当者は、レポート・論文を作成し発表の準備をして
ください。その他の受講者は、報告されるテーマについ
て、あらかじめ関連するテキストや新聞記事などを読んで
おいてください。授業で学んだことや思ったこと、考えたこ
となどは、復習としてノートやファイルに整理して、まとめて
おくと良いでしょう。

4時間対面

第15回 まとめ並びに総括 これまでの学習を振り返って、学んだこと、分かったこと、
発見したこと、難しかったこと、興味や関心を抱いたこと、
などについて考えておいてください。授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは、復習としてノートやファイル
に整理して、まとめておくと良いでしょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 金融演習：卒業論文の作成・提出

授業の目的及び概要
この演習ⅢBでは、社会に出てから必要となるレポート作成能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけることができるとともに、ビ
ジネスや社会生活で必要となる日本経済の動きを理解する力を身につけることを目的としています。
具体的には、おもに金融をめぐる諸課題に関して、春学期に作成した卒業研究に関する研究計画書に基づいて、引き続き資料収集・分析を行い、卒業
論文を作成・提出します。
そのために、ゼミ生がおのおの調査研究を進めるとともに、プレゼンテーションやゼミ生同士のディスカッションなどを通じて研究の深化を行います。ま
た、そうしたディスカッションなどを通じて他のゼミ生の研究内容も学修します。

学修の到達目標
以下の３点を学修の到達目標とします。
・各種の統計データを収集し、分析ができるようになる。
・きちんとしたレポート・プレゼン資料を作成できるようになる。
・説得力のあるプレゼンテーションを行うことができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表された報告はその場でコメントします。また提出されたレポート等は添削した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文の作成に向けて最後の追い込みです。卒業論文で何を調べて何を書いたのか、どんな苦労をしたのかといったことは、卒業してから何十年
経っても覚えているものです。全力で頑張りましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
卒業論文（あるいは卒業レポート）の
作成・提出00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション

演習ⅢBの進め方を説明します。

・配布資料を復習する。
・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。

4時間対面

第2回 卒業論文の執筆要領

動画教材に基づいて卒業論文の執筆要領を復習し、チェックリストに
沿って卒業論文を点検します。

・現時点までに執筆している卒業論文の内容をチェックリ
ストに沿って点検する。
・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。

4時間オンデマンド

第3回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第4回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第5回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面
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第6回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第7回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第8回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第9回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第10回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第11回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第12回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第13回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第14回 卒業論文の発表

各自の卒業論文をプレゼンテーションし（４人程度）、全体でディスカッ
ションします。

・資料収集や調査研究を進め、卒業論文を作成する。 4時間対面

第15回 総括

秋学期のまとめを行います。

・卒業論文（あるいは卒業レポート）の最終チェックを行い
完成させる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通をしていくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と
素養を習得する。また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を身につける。
これらを通じて，卒業研究を進める能力を習得し，卒業研究を執筆・完成させる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社 ,2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・これまでの卒業研究の進捗状況について確認してくださ
い（２時間程度）。
・今学期の目標を決めるとともに，卒業研究の執筆計画を
検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第2回 卒業論文執筆ガイダンス ・オンデマンド動画を視聴し，卒業論文の執筆要領の確認
を行ってください。
・自身が執筆する卒業論文の内容が執筆要領にしたがっ
ているか確認し，加筆修正を行ってください（4時間程度）。

4時間オンデマンド

第3回 研究報告1 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第4回 研究報告2 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第5回 研究報告3 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第6回 研究報告4 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面
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第7回 中間報告会1 ・中間報告会用の報告資料を準備してください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 中間報告会2 ・中間報告会用の報告資料を準備してください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 研究報告5 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第10回 研究報告6 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第11回 研究報告7 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第12回 最終報告1 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第13回 最終報告2 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第14回 最終報告3 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第15回 振り返り ・卒業研究の振り返りを行ってください（２時間程度）。
・今学期の振り返りを行ってください（２時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4藤田　峻

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ ゲーム理論・行動経済学の応用研究

授業の目的及び概要
ゲーム理論は社会全般を分析可能な，社会科学における非常に強力な分析ツールです。本科目では，これまでの学修成果を十全に活用して，社会問
題や社会的現象等を中心にゲーム理論に基づく独自の分析を行い，卒業論文の形にまとめることを目的とします。
この目的を達成するため，授業では各自の研究報告を中心として，教員や他のゼミ生との議論を通じて，卒業論文の質を高めることを目指します。さら
に，自身の研究を高度な水準で進めるだけでなく，他者の研究に対して意見を述べることを通じて，他者と協働する能力を高めることができます。

なお，本科目で主要な分析ツールとするゲーム理論は，日常生活やビジネスの現場に応用することが容易な理論です。本科目での学修を通じて，人と
の関わりにおける戦略的関係や，企業の戦略的行動などを理解することで，人生で役立つ経済学，すなわち「実学としての経済学」の修得につながりま
す。

学修の到達目標
卒業論文の執筆を到達目標とします。卒業論文には自ら設定したテーマに基づいた調査を行い，現状を踏まえた理論モデル等の設定を通じた分析を
行うことが必要です。
さらに分析結果をわかりやすく他者に伝える能力も求められます。1年次の演習から積み重ねてきた学修成果を高い水準で発揮することが，本科目の
目標です。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。また，グループワークの作業を授業中に進める場合には，適宜
進捗を確認しながらフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は大学4年間の集大成となる卒業論文の執筆に直結する科目です。卒業論文の執筆には膨大な時間が必要となりますので，早い段階から計画
的に研究を進めるように心がけてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

006040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料等は授業中に配付・紹介します。

参考書

研究の状況に応じて適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・長期休み中の研究成果に関する振り返り（2時間程度）
・卒業論文・卒業研究完成に向けた計画・工程の再確認
（2時間程度）

4時間対面

第2回 卒業論文執筆の留意事項 ・授業資料の復習と，自身の卒業論文への反映 4時間オンデマンド

第3回 研究報告1 ・報告資料の準備（1時間程度）
・卒業論文等の執筆（3時間程度）

4時間対面

第4回 研究報告2 ・報告資料の準備（1時間程度）
・卒業論文等の執筆（3時間程度）

4時間対面

第5回 研究報告3 ・報告資料の準備（1時間程度）
・卒業論文等の執筆（3時間程度）

4時間対面

第6回 研究報告4 ・報告資料の準備（1時間程度）
・卒業論文等の執筆（3時間程度）

4時間対面

第7回 中間報告会１ ・報告資料の準備（2時間程度）
・卒業論文等の執筆（2時間程度）

4時間対面

第8回 中間報告会２ ・報告資料の準備（2時間程度）
・卒業論文等の執筆（2時間程度）

4時間対面
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第9回 研究報告5 ・報告資料の準備（1時間程度）
・卒業論文等の執筆（3時間程度）

4時間対面

第10回 研究報告6 ・報告資料の準備（1時間程度）
・卒業論文等の執筆（3時間程度）

4時間対面

第11回 研究報告7 ・報告資料の準備（1時間程度）
・卒業論文等の執筆（3時間程度）

4時間対面

第12回 最終報告１ ・卒業論文等の仕上げ作業
卒業研究の第1案を完成させてください。
報告予定者はPowerPoint等を用いて，卒業論文等の内
容に関する最終報告資料を作成してください。
報告後は指摘された改善点等を反映させてください。

4時間対面

第13回 最終報告２ ・最終報告に向けた資料作成および内容の最終調整
報告予定者はPowerPoint等を用いて，卒業論文の内容に
関する最終報告資料を作成してください。
報告後は指摘された改善点等を卒業論文に反映させてく
ださい。

4時間対面

第14回 最終報告３ ・最終報告に向けた資料作成および内容の最終調整
報告予定者はPowerPoint等を用いて，卒業論文の内容に
関する最終報告資料を作成してください。
報告後は指摘された改善点等を卒業論文に反映させてく
ださい。

4時間対面

第15回 振り返り ・卒業研究に関する振り返り（2時間程度）
・他の受講生の卒業研究に関する復習（2時間程度）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通をしていくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と
素養を習得する。また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を身につける。
これらを通じて，卒業研究を進める能力を習得し，卒業研究を執筆・完成させる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社 ,2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・これまでの卒業研究の進捗状況について確認してくださ
い（２時間程度）。
・今学期の目標を決めるとともに，卒業研究の執筆計画を
検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第2回 卒業論文執筆ガイダンス ・オンデマンド動画を視聴し，卒業論文の執筆要領の確認
を行ってください。
・自身が執筆する卒業論文の内容が執筆要領にしたがっ
ているか確認し，加筆修正を行ってください（4時間程度）。

4時間オンデマンド

第3回 研究報告1 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第4回 研究報告2 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第5回 研究報告3 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第6回 研究報告4 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面
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第7回 中間報告会1 ・中間報告会用の報告資料を準備してください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 中間報告会2 ・中間報告会用の報告資料を準備してください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 研究報告5 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第10回 研究報告6 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第11回 研究報告7 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第12回 最終報告1 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第13回 最終報告2 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第14回 最終報告3 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第15回 振り返り ・卒業研究の振り返りを行ってください（２時間程度）。
・今学期の振り返りを行ってください（２時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 都市・地域から日本経済の課題を探求する

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済が直面する様々な課題のうち、都市・地域分野を主たるターゲットとし、その基礎知識と課題発見能力、調査・分析力を身に付
けることを目指します。演習ⅢAに引き続き、卒業論文またはレポートの作成を進めていきます。演習での報告、ディスカッション、論文・レポートの作成
を通じ、社会人として必要な基礎能力やコミュニケーション能力、文書作成・表現能力を高めていきます。

学修の到達目標
・テーマに関する先行研究の内容を整理し、説明できる。
・設定したリサーチクエスチョンについて、自分なりに検証、考察できる。
・調べた結果を、論文・レポートとして論理的にまとめることができる。
・論文・レポートの内容をわかりやすくプレゼンテーションできる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメント、アドバイスします。論文・レポートについては、添削指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文・レポートの完成に向け、授業で設定される課題を着実にこなしていくことはもちろんですが、自ら計画的に進めていくことを望みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

００

０252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

各テーマに応じ、適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習の内容・進め方、報告の割り振り 【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことを整理
して下さい。

4時間対面

第2回 日本経済、都市・地域経済の最新状況と課題 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことを整理
して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 研究報告1 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第4回 研究報告2 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第5回 研究報告3 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第6回 研究報告4 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面
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第7回 研究報告5 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第8回 研究報告6 【予習】各自、研究を進めて下さい。報告者は報告の準備
をしておいて下さい。
【復習】授業で得た情報やコメントを研究に反映させて下さ
い。

4時間対面

第9回 完成に向けた指導1 【予習】各自、研究を進めて下さい。
【復習】完成に向けた仕上げを行って下さい。

4時間対面

第10回 完成に向けた指導2 【予習】各自、研究を進めて下さい。
【復習】完成に向けた仕上げを行って下さい。

4時間対面

第11回 完成に向けた指導3 【予習】各自、研究を進めて下さい。
【復習】完成に向けた仕上げを行って下さい。

4時間対面

第12回 完成に向けた指導4 【予習】各自、研究を進めて下さい。
【復習】完成に向けた仕上げを行って下さい。

4時間対面

第13回 最終報告1 【予習】最終報告の準備をしておいて下さい。
【復習】提出に向けた最終の仕上げを行って下さい。

4時間対面

第14回 最終報告2 【予習】最終報告の準備をしておいて下さい。
【復習】提出に向けた最終の仕上げを行って下さい。

4時間対面

第15回 演習のまとめ 【予習】演習全体の内容を振り返り、得られた点や反省点
などを考えておいて下さい。
【復習】演習全体で得た知識、情報、自分で考えたことな
どを整理して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 労働市場や雇用政策を経済学的な視点から学ぶ

授業の目的及び概要
本科目では，労働経済学の視点に基づいて，身近な問題から賃金や雇用格差という社会的な問題まで，さまざまな社会問題について考えます。働くこ
とは生活の基礎です。では，なぜ裕福な人とそうでない人がいるのか，仕事を失うとどうなるか，働く意味や働きがいとは何であるか，などの普段の生活
で思い浮かぶ疑問について経済理論に基づいて理解できることを目指します。
また，政府が実施する雇用政策によって人々がどのように影響を受けるかというメカニズムついても理解し自分なりに読み解くことができる。
さらに，実際にデータなどを用いて現実の労働市場での事象が理論通りに起きているのかを確認したうえで，なぜそうなるのかという理由を探求していく
ことを行います。これらを通じて鍛えられる経済学的な論理的思考力，分析力，そして，データの読み取る能力は，大学における学習・研究だけでなく，
就職活動にも役立ちます。

学修の到達目標
日本の労働市場が直面している諸問題を知ることで，日本経済の現状や仕組みについて精通をしていくとともに，労働経済学の分野での幅広い知識と
素養を習得する。また，報告にあたっての資料の作成や発表を通じてプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を身につける。
これらを通じて，卒業研究を進める能力を習得し，卒業研究を執筆・完成させる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループまたは個人による研究報告に対するコメントを通じてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習科目は，受講者の主体的な取り組みを前提として授業が運営されます。ゼミにおける報告資料の準備はもちろん，議論をするために事前のテキス
トの確認など授業時間中だけでは完結しません。そのため，授業以外の時間でも準備が必要です。参加者のみなさんに積極的な授業参加を強く期待し
ます。
履修にあたり，ミクロ経済学，マクロ経済学，労働経済学などの分析手法について知識があることが望ましいですが，必須ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。必要な資料等は授業中に配布・紹介します。

参考書

①「働くこと」を思考する，久米功一，中央経済社，2020年
②労働経済学ー理論と実証をつなぐ ，川口大司，有斐閣 ，2017年
③職業の経済学，阿部正浩・菅万理・勇上和史編著 : 中央経済社 ,2017年
（①については図書館の電子ブックでも閲覧することができます。）

なし

①9784502366413
②9784641165076
③9784502238215

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス ・これまでの卒業研究の進捗状況について確認してくださ
い（２時間程度）。
・今学期の目標を決めるとともに，卒業研究の執筆計画を
検討してください（２時間程度）。

4時間対面

第2回 卒業論文執筆ガイダンス ・オンデマンド動画を視聴し，卒業論文の執筆要領の確認
を行ってください。
・自身が執筆する卒業論文の内容が執筆要領にしたがっ
ているか確認し，加筆修正を行ってください（4時間程度）。

4時間オンデマンド

第3回 研究報告1 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第4回 研究報告2 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第5回 研究報告3 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第6回 研究報告4 ・報告担当者は報告資料の準備をしてください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面
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第7回 中間報告会1 ・中間報告会用の報告資料を準備してください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第8回 中間報告会2 ・中間報告会用の報告資料を準備してください（２時間程
度）。
・卒業研究を執筆してください（２時間程度）。

4時間対面

第9回 研究報告5 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第10回 研究報告6 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第11回 研究報告7 ・報告担当者は，報告資料の準備をしくてください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第12回 最終報告1 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第13回 最終報告2 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第14回 最終報告3 ・卒業研究の提出に向けて修正を行ってください（２時間
程度）。
・授業内で得た知識で卒業研究の修正を行ってください
（２時間程度）。

4時間対面

第15回 振り返り ・卒業研究の振り返りを行ってください（２時間程度）。
・今学期の振り返りを行ってください（２時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4前鶴　政和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 日本経済と経済政策

授業の目的及び概要
この演習では、日本経済の抱える諸課題を中心に、演習ⅢAで作成した卒業研究の1次原稿をもとに、卒業研究の完成を目指します。秋学期の演習Ⅲ
Bでは、卒業論文または5000字以上の卒業レポートを作成する必要があります。
　この演習は、経済学の専門知識を深め、皆さんが社会で活躍するために必要な経済問題の解決について考察する能力の修得を図る科目です。演習
のレベルは、ミクロ経済学、マクロ経済学の応用レベルです。

「実学としての経済学」との関係：
　この授業を受講することにより、現実の経済現象を理解できる力を身につけることを目的とします。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.3年次までに修得した経済学の専門知識をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.卒業研究のテーマを確定し、卒業研究を作成することができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、就職活動にも必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された卒業研究の原稿については、添削して返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習の授業内容は、ミクロ経済学やマクロ経済学などの専門知識のもとで行われます。そのため、受講生には、これらの科目の履修を望みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
卒業研究の最終原稿

00

020020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配付します。

参考書

①日本経済30の論点，末廣徹・小黒一正・愛宕伸康，日本経済新聞社，2022年

なし

①9784296115259

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法や内容について確認し、報告日程を決定します。 【予習】この演習のシラバスを事前によく読んでおいてくだ
さい。
【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習してくだ
さい。

2時間対面

第2回 演習ⅢAで学修した内容について復習します。 【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learning Portal
の「確認テスト」を解き、復習を行ってください。

4時間オンデマンド

第3回 卒業論文（または卒業レポート）の発表①を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第4回 卒業論文（または卒業レポート）の発表②を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第5回 卒業論文（または卒業レポート）の発表③を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面
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第6回 卒業論文（または卒業レポート）の発表④を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第7回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑤を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第8回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑥を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第9回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑦を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第10回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑧を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第11回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑨を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第12回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑩を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第13回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑪を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第14回 卒業論文（または卒業レポート）の発表⑫を行います。 【予習】卒業論文の執筆要領に基づいて、卒業論文（また
は卒業レポート）を事前に作成してください。
【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づいて卒
業論文（または卒業レポート）を修正してください。

4時間対面

第15回 授業全般にわたる総括を行います。 【予習】これまでの授業回の配付資料等を事前によく読ん
でおいてください。
【復習】授業後に、これまでの授業回の配付資料等につい
て総復習してください。

6時間対面

－535－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 近世・近代イギリス社会経済史

授業の目的及び概要
演習ⅢAの学修を踏まえたうえで、引き続き個別研究を行います。必要に応じて、近世から近代にかけてのイギリスにおける貧困問題や産業革命と経
済成長に関するテキストの輪読も行います。これらの学修を通して、卒業論の作成を目指します。また、本演習では、GDP・為替レート・金利などの「経
済諸指標とその連動についての理解」をサブテーマに設定しています。歴史事象を検討する中で、そうした経済諸指標とその連動の具体例を見出して
いきます。そうすることで、現代社会の経済の動きを歴史的な観点から考察する力の涵養を目指します。

学修の到達目標
第一に、社会経済史の手法を理解する。
第二に、一つのテキストをしっかり「読む」力を養成する。
第三に、スライドやレジュメの作成、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通して、テキスト講読から得た知見をまとめ、自身の見解として再構築し
ていくスキルを身につける。
第四に、以上の力やスキルを総動員して卒業論文を執筆する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業の中で、スライド、レジュメ、プレゼンテーション、ディスカッションに対してコメントをします。質疑応答の時間もその都度確保します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

遅刻厳禁。履修者は自身がゼミの一員であることを自覚し、責任感をもって授業に参加すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。授業で用いるテキストはその都度担当教員から配布します。

参考書

特にありません。研究を進めるうえで必要な参考書については適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のイントロダクション（学術的な文章作成の作法、文献の収集、ス
ライドやレジュメの作成、プレゼンテーションの方法などについての説明
をします）を行った後に、個人ごとの研究テーマを設定してもらいます。

演習ⅢAで学修した、学術的な文章の作成の作法、文献
収集の方法、スライドやレジュメの作成、プレゼンテーショ
ンの方法などを復習しておくこと。また、自分が関心ある
研究テーマに関連する文献の調査を行うこと。卒業論文
の執筆に励むこと。

4時間対面

第2回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第3回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第4回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第5回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面
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第6回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第7回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第8回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第9回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第10回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第11回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。
【復習】必要な文献の精読を継続して行うととともに、文章
の作成に励むこと。

4時間対面

第12回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】卒業論文の草稿を完成させること。
【復習】卒業論文の推敲・改善に努めること。

4時間対面

第13回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】卒業論文の草稿を完成させること。
【復習】卒業論文の推敲・改善に努めること。

4時間対面

第14回 卒業論文の執筆に向けた個人研究を進めます。3－4人の研究の進捗
状況報告を行います。

【予習】卒業論文の論文を完成させること。
【復習】卒業論文の推敲・改善に努めること。

4時間対面

第15回 これまでの研究内容についてのまとめをオンデマンドで配信する動画教
材で行う。

動画教材を視聴した上で、これまでの研究を客観的に振
り返り、よかった点、反省点などを見定めること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4山垣　真浩

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 社会政策（労働経済、社会保障）にかんする卒業研究

授業の目的及び概要
卒業研究を通して、専門知識の獲得はもちろん、資料収集力、読解力、文章力ならびにコンピュータ操作能力、仲間との協働力等、今後の人生に行か
せるさまざまな技能を身につけます。
　「実学としての経済学」との関係：卒業研究をおこなうことにより、生きていく上で役に立つ、労働または社会保障に関する専門知識が修得でき、また文
章力、プレゼンテーション、パソコン操作力などが身につきます。

学修の到達目標
「卒業研究」を完成させます。自分の選択したテーマに関して、文献の解読から今どんなことが問題になっているのか理解し、それを表現することが求め
られます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は、大学教育の中軸です。本気で取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
卒業研究の出来栄え。

00

025025

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない。

参考書

指定しない。

ー
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第2回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第3回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第4回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第5回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第6回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第7回 1回目の研究発表全体へのコメント 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第8回 商品の製造現場に関する動画を視聴して、生産技術、機械、作業者の
関わり方に注目して、感想文にしたためる

科学技術振興機構制作のThe Makingの300余りある動画
から、任意の3本を選択する

4時間オンデマンド

第9回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第10回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面
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第11回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第12回 演習参加者の卒業研究テーマの発表 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第13回 卒業研究の提出 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第14回 卒業研究へのコメントと意見交換 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面

第15回 卒業研究へのコメントと意見交換 文献の収集、解読、報告の準備 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4朱　東平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 経済学理論の視点から日本経済の諸課題を考える

授業の目的及び概要
経済学理論を勉強する目的の一つは、さまざまな政治、経済、社会現象を経済学の視点から理解し、把握することです。この演習は、こうした応用能力
の育成に重点を置きます。
　この演習では、卒業論文を書くことにより、論理構成力を身につけることを目的としています。日本経済の抱える諸課題を中心に、経済記事の議論を
中心とした学修を続けながら、演習ⅢAで作成した期末レポートをもとに、卒業研究の完成を目指します。演習ⅢBでは、卒業論文を作成する必要があ
ります。
　この演習は皆さんが社会人として持つべき専門知識・能力の高度化を図る科目です。演習のレベルは、ミクロ経済学、マクロ経済学の応用レベルで
す。

学修の到達目標
この演習は、以下のことを目標とします。
1.3年次までに修得した経済学の基礎理論をさまざまな現実問題の分析に応用することができる。
2.卒業論文を作成することができる。
3.ゼミの報告と討論を通して、一社会人として、また、就職活動にも必要なプレゼン能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートは、添削した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経済学的な分析は、ミクロ経済学やマクロ経済学など基礎理論のもとで行われます。そのため、受講生には、この2科目の履修を望みます。ただし、演
習でも必要に応じて指導しますので、とくに予備知識をもたなければ履修できないことはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0205030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
ラーニングポータルで配布される資料を用いて事前・事後学修に活用してください。

参考書

予習・復習に役立つ教材として、報告内容に応じて以下の参考書の関連内容について理解するようにしてくだ
さい。
①ミクロ経済学（第3版），伊藤元重，日本評論社，2018年
②入門マクロ経済学（第5版），中谷巌，日本評論社，2007年

なし

①9784535558441
②9784535555136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法や内容について確認し、報告日程を決定します。（授業
の進行状況と学生の希望に応じて、以下の内容を変更することもありう
る）

・演習ⅢAで蓄積した「マイノート」の内容を整理するととも
に、春学期末の感想文をもとに、演習ⅢAで成長した点と
秋学期の課題について考えてください。また、卒業論文の
執筆要領について復習してください。
・次回の授業までに、「秋学期の目標」を、秋学期末に
チェック可能なように作成して「マイノート」に保存してくださ

3時間対面

第2回 ＊卒業論文の執筆要領を確認します。
　卒業論文執筆要領を解説する動画をオンデマンドで配信します。

・オンデマンド動画を視聴した上で、「卒業論文チェックリス
ト」に従い、演習ⅢAで提出したレポートを修正し、ラーニン
グポータルの「レポート」に提出してください。

4時間オンデマンド

第3回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います①。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第4回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います②。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面
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第5回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います③。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第6回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います④。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第7回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います⑤。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第8回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います⑥。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第9回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います⑦。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第10回 ＊最新の経済記事について議論します。
＊卒業論文（または卒業レポート）の完成に向けた指導を行います⑧。

・事前に、演習ⅢAで作成した期末レポートに対する担当
教員のコメントを十分に理解してください。そのうえで、卒
業論文の執筆要領を参照しながら卒業論文または卒業研
究の初稿をまとめてください。
・学修ポートフォリオの「マイノート」を利用し、学修成果と
その修正を保存してください。

4時間対面

第11回 ＊卒業論文または卒業レポートの発表を行います①。 ・発表時に受けた指導に基づき、文献研究をさらに深め、
卒業研究または卒業論文の初稿を修正し、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、卒業論文または卒業研究の完了を目指してください。
その結果を「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第12回 ＊卒業論文または卒業レポートの発表を行います②。 ・発表時に受けた指導に基づき、文献研究をさらに深め、
卒業研究または卒業論文の初稿を修正し、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、卒業論文または卒業研究の完了を目指してください。
その結果を「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第13回 ＊卒業論文または卒業レポートの発表を行います③。 ・発表時に受けた指導に基づき、文献研究をさらに深め、
卒業研究または卒業論文の初稿を修正し、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、卒業論文または卒業研究の完了を目指してください。
その結果を「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第14回 ＊卒業論文または卒業レポートの発表を行います④。 ・発表時に受けた指導に基づき、文献研究をさらに深め、
卒業研究または卒業論文の初稿を修正し、「マイノート」に
保存してください。
・授業終了後は、発表の結果に基づいてレジュメを修正
し、卒業論文または卒業研究の完了を目指してください。
その結果を「マイノート」に保存してください。

4時間対面

第15回 全体の総括 ・発表時に受けた指導に基づき、これまでの研究成果を
卒業論文または卒業研究の最終版としてまとめ、「マイ
ノート」に保存してください。
・卒業論文または卒業研究の作成より何を身につけたか
について総括してください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行いながら取り
組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

テキストは使用しません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　秋学期の目標を立てましょう。
事後学修　秋学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 卒業研究（または卒業レポート）の作成と発表、提出について 事前学修　卒業論文の書き方や卒業論文テンプレートを
確認しておきましょう。
事後学修　卒業論文の書き方や卒業論文テンプレートを
確認し、それらに従って卒業論文の執筆を続けましょう。

4時間オンデマンド

第3回 研究成果報告１ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第4回 研究成果報告２ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第5回 研究成果報告３ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第6回 研究成果報告４ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面
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第7回 研究成果報告５ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第8回 研究成果報告６ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第9回 研究成果報告７ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第10回 研究成果報告８ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第11回 研究成果報告９ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第12回 研究成果報告１０ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第13回 研究成果報告１１ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第14回 研究成果報告１２ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第15回 大学での研究の総括
卒業研究(又はレポート)提出

事前学修　大学での研究の総括をしましょう。
事後学修　今後の目標を考えましょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行いながら取り
組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

テキストは使用しません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　秋学期の目標を立てましょう。
事後学修　秋学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 卒業研究（または卒業レポート）の作成と発表、提出について 事前学修　卒業論文の書き方や卒業論文テンプレートを
確認しておきましょう。
事後学修　卒業論文の書き方や卒業論文テンプレートを
確認し、それらに従って卒業論文の執筆を続けましょう。

4時間オンデマンド

第3回 研究成果報告１ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第4回 研究成果報告２ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第5回 研究成果報告３ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第6回 研究成果報告４ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面
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第7回 研究成果報告５ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第8回 研究成果報告６ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第9回 研究成果報告７ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第10回 研究成果報告８ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第11回 研究成果報告９ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第12回 研究成果報告１０ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第13回 研究成果報告１１ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第14回 研究成果報告１２ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備をしましょ
う。
事後学修　卒業論文・卒業レポートの加筆修正をしましょ
う。

4時間対面

第15回 大学での研究の総括
卒業研究(又はレポート)提出

事前学修　大学での研究の総括をしましょう。
事後学修　今後の目標を考えましょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業論文　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4演習ⅢA・B担当教員

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 卒業論文の作成

授業の目的及び概要
「演習ⅢＡ・Ｂ」での報告と教員の指導をもとに，卒業論文を完成させます。提出時期は１月（予定）です。作成の方法等については，「卒業論文執筆要
領」を参照してください。
卒業論文は３年次に選んだ自身の所属ゼミの専攻分野の中からテーマを選び，講義科目で学修した知識や分析手法・思考法に基づき，演習をはじめ
とした各科目で身につけた情報収集力，文献理解力，文章力，分析力，課題解決能力，ICTスキル等を十全に発揮し，自身の集中力と忍耐力の全てを
もって取り組むものです。これは，４年間にわたる大学での経済学に関する学びの集大成というべきものです。
卒業論文の執筆を通して、経済学の専門知識を深め、社会で活躍するために必要な経済・社会に関する課題を洞察・解決する力が身につきます。

学修の到達目標
自身が設定したテーマに関して，これまでの議論を整理し，卒業論文に相応しい水準で，残された課題や自身の意見を述べることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
論文の添削・指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

“質”の高い卒業論文は，「1．的確な課題を発見」し，「2．問題の所在や本質を明らかに」した上で，「3．多くの正確な資料」に基づき「4．論理的に適切な
手法によって考察・分析」を行い，「5．自身の考えを他者に納得させるようなプレゼンテーション」によって公表されます。これらのプロセスは大学におけ
る学びに限らず，就業後に大多数の業務で一般に行われるもので，こうした取り組みを本格的に「学術的」な観点で行うことができる機会は人生の中で
も稀少です。
この機会を十全に活用して，卒業論文を完成させることができれば，大学4年間の象徴的な成果として誇ることができる作品を残すことができるだけでな
く，自身の飛躍的な成長にもつながります。
大学生活の「総仕上げ」として，これまでに身に付けたあらゆるスキルを発揮して，素晴らしい卒業論文を執筆されることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

100
卒業論文

00

0000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

―

参考書

―
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ― ― 6時間対面

第2回 ― ― 6時間対面

第3回 ― ― 6時間対面

第4回 ― ― 6時間対面

第5回 ― ― 6時間対面

第6回 ― ― 6時間対面

第7回 ― ― 6時間対面

第8回 ― ― 6時間対面
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第9回 ― ― 6時間対面

第10回 ― ― 6時間対面

第11回 ― ― 6時間対面

第12回 ― ― 6時間対面

第13回 ― ― 6時間対面

第14回 ― ― 6時間対面

第15回 ― ― 6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
確認試験や期間中の資格試験合格
実績00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面
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第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：ITパスポート関連科目である、情報システム論、ソフトウェア論、ネットワーク論の3つを履修し単位を取得しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
確認試験や期間中の資格試験合格
実績00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面
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第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：ITパスポート関連科目である、情報システム論、ソフトウェア論、ネットワーク論の3つを履修し単位を取得しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
確認試験や期間中の資格試験合格
実績00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面

－552－



第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：ITパスポート関連科目である、情報システム論、ソフトウェア論、ネットワーク論の3つを履修し単位を取得しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
確認試験や期間中の資格試験合格
実績00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面
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第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
実技テスト・課題

00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

－556－



第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
実技テスト・課題

00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式
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第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅣＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
実技テスト・課題

00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式
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第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅣＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
実技テスト・課題

00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式
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第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2藤原　幸則

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 公務員の仕事に関する理解を深めて志望モチベーションを高める。

授業の目的及び概要
近年、日本や地域社会は、従来から進行する少子高齢化やデジタル化にとどまらず、新型コロナウイルス感染拡大防止と社会経済活動の回復の両
立、コストプッシュ・インフレなど新たな課題への対応も迫られています。こうした日本や地域社会全体の方向性を見すえて、そのための制度や政策を国
民や地域のために企画し実行・実現していくという公務員の役割はますます重要になっています。公務員の仕事は、私たちの生活や社会にとってなくて
はならないさまざまな仕事を国民や地域の人々のためにしていく仕事です。それだけにやりがいのある仕事であり、志望する人もたくさんいます。した
がって、この演習のみで合格できるほど公務員試験はやさしくはありません。また、知識をただ暗記し、他者からの指示がなければ行動できない人は求
められていません。つまり、公務員には、幅広い知識の習得を怠らない学習意欲、多くの人の意見に耳を傾け施策について伝えることができるコミュニ
ケーション能力、同僚や関係者と協調しながら社会のためにやりとげる責任感が必要です。そこで、本演習では、公務員の仕事に関する理解を深めて
志望モチベーションを高めるとともに、公務員試験問題を解くために必要な基礎知識や基礎力を学習してもらいます。

学修の到達目標
公務員の仕事に関する理解を深めて志望モチベーションを高める。
自分がめざす分野の公務員について、具体的な志望動機を説明できる。
公務員試験問題を解くために必要な基礎知識や基礎力を修得する（判断・数的推理、文章理解）。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメントやアドバイスをします。確認テストに対しては、授業中に正解を解説し講評もします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

公務員試験は、受験の２年前から対策と準備に取り組むことが望ましいです。そのためには、継続する強い意志が必要です。本演習は、真剣に公務員
試験合格をめざす学生を対象とします。
本演習の学修のみで合格できるほど、公務員試験はやさしくはありません。本演習は、あくまでも公務員志望者のサポーターであり、学生諸君が試験
対策を練り、自習を重ねる必要があることは言うまでもありません。そこで、限られた時間ながら、本演習では、公務員の仕事への理解を深めて志望モ
チベーションを高めるとともに、公務員試験問題を解くために必要な基礎知識や基礎力の修得に全力でサポートしていきます。演習に参加する仲間同
士が励まし合いながら、一緒に頑張りましょう。
なお、本演習で十分にカバーできない時事問題について、政治・行政・経済・社会の動きや出来事に関し、日頃から新聞記事に目を通すことにより、自
分なりの考えを持つようにしてください。
また、自分が志望する行政組織がある程度固まってきたら、ホームページを見て、どのような採用試験があるのか、どのような行政課題があるのかを適
宜チェックしておいてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません。適宜、資料を配布します。

参考書

①公務就職支援室配布の『公務就職ナビブック』
②公務員試験2024年度版　現職人事が書いた「公務員へなりたい人へ」，大賀英徳，実務教育出版，2022年
③公務員をめざす人の本　’24年版，北里敏明，成美堂出版，2022年
その他、適宜、授業中に紹介します。

なし

①なし
②9784788974968
③9784415235677

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
教員・受講生の自己紹介、どのように授業を進行させるかについての
概略を説明します。

【予習】公務員を志望する理由をまとめておいてください。
Learning Portal に掲載する配布資料を事前に読み、必要
な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第2回 公務員の種類と仕事の内容
公務員の種類と仕事の内容について、民間企業との違いやその利点、
採用後の待遇・将来の可能性などを知ってもらいます。

【予習】Learning Portal に掲載する配布資料を事前に読
んでください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。また、次回授業で報告できるよう、自分
が公務員を志望する理由を具体的に考えて整理してくだ
さい。

4時間対面
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第3回 公務員の仕事研究
受講生から公務員への志望理由を報告してもらいディスカッションしな
がら、自分が志望する公務員の種類・仕事・待遇・試験内容・試験スケ
ジュールについてまとめてもらいます。教員からも、適宜、公務員の仕
事内容の補足説明を行います。

【予習】授業で報告できるよう、自分が公務員を志望する
理由を具体的にまとめておいてください。また、 Learning 
Portal に掲載する配布資料を事前に読んでください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で調べたり考えたり
したことなどを整理してください。

4時間対面

第4回 判断推理に関する問題研究① 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第5回 判断推理に関する問題研究➁ 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第6回 判断推理に関する問題研究③ 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第7回 判断推理に関する問題研究のまとめ、確認テストの実施 【予習】確認テストに向けて、これまでの問題を繰り返し解
くなどの必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。確認テストの正解を復習しておいてくだ
さい。

4時間対面

第8回 数的処理に関する問題研究① 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第9回 数的処理に関する問題研究➁ 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第10回 数的処理に関する問題研究③ 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第11回 数的処理に関する問題研究のまとめ、確認テストの実施 【予習】確認テストに向けて、これまでの問題を繰り返し解
くなどの必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。確認テストの正解を復習しておいてくだ
さい。

4時間対面

第12回 文章理解に関する問題研究① 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第13回 文章理解に関する問題研究➁ 【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第14回 最近の時事問題研究、文章理解に関する確認テスト 【予習】Learning Portal に掲載する配布資料を事前に読
んでください。また、確認テストに向けて、これまでの問題
を繰り返し解くなどの必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。確認テストの正解の復習をしておいてく
ださい。

4時間対面

第15回 春学期のまとめ（行政課題把握の手引きを含む） 【予習】Learning Portal に掲載する配布資料を事前に読
んでください。
【復習】春学期の授業で得た知識や情報のポイントを整理
してください。また、夏休み中の時間も利用して、自分が志
望する行政組織について、どのような行政課題があるか
をホームページから調べておきましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2藤原　幸則

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 公務員の仕事に関する理解を深めて志望モチベーションを高める。

授業の目的及び概要
近年、日本や地域社会は、従来から進行する少子高齢化やデジタル化にとどまらず、新型コロナウイルス感染拡大防止と社会経済活動の回復の両
立、コストプッシュ・インフレなど新たな課題への対応も迫られています。こうした日本や地域社会全体の方向性を見すえて、そのための制度や政策を国
民や地域のために企画し実行・実現していくという公務員の役割はますます重要になっています。公務員の仕事は、私たちの生活や社会にとってなくて
はならないさまざまな仕事を国民や地域の人々のためにしていく仕事です。それだけにやりがいのある仕事であり、志望する人もたくさんいます。した
がって、この演習のみで合格できるほど公務員試験はやさしくはありません。また、知識をただ暗記し、他者からの指示がなければ行動できない人は求
められていません。つまり、公務員には、幅広い知識の習得を怠らない学習意欲、多くの人の意見に耳を傾け施策について伝えることができるコミュニ
ケーション能力、同僚や関係者と協調しながら社会のためにやりとげる責任感が必要です。そこで、本演習では、公務員の仕事に関する理解を深めて
志望モチベーションを高めるとともに、公務員試験問題（１次試験）を解くために必要な経済学の基礎知識や２次試験で重視される知的コミュニケーショ
ン能力を学んでもらいます。

学修の到達目標
公務員の仕事に関する理解を深めて志望モチベーションを高める。
公務員試験問題を解くために必要な基礎知識を修得する（経済学関係）。
公務員試験で評価される知的コミュニケーション能力を高める（読む、書く、プレゼン）。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメントやアドバイスをします。確認テストに対しては、授業中に正解を解説し講評もします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

公務員試験は、受験の２年前から対策と準備に取り組むことが望ましいです。そのためには、継続する強い意志が必要です。本演習は、真剣に公務員
試験合格をめざす学生を対象とします。
本演習の学修のみで合格できるほど、公務員試験はやさしくはありません。本演習は、あくまでも公務員志望者のサポーターであり、学生諸君が試験
対策を練り、自習を重ねる必要があることは言うまでもありません。そこで、限られた時間ながら、本演習では、公務員の仕事への理解を深めて志望モ
チベーションを高めるとともに、公務員試験問題を解くために必要な基礎知識や基礎力の学修に全力でサポートしていきます。演習に参加する仲間同
士が励まし合いながら、一緒に頑張りましょう。
なお、本演習で十分にカバーできない時事問題について、政治・行政・経済・社会の動きや出来事に関し、日頃から新聞記事に目を通すことにより、自
分なりの考えを持つようにしてください。
また、自分が志望する行政組織がある程度固まってきたら、ホームページを見て、どのような採用試験があるのか、どのような行政課題があるのかを適
宜チェックしておいてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません。適宜、資料を配布します。

参考書

①公務就職支援室配布の『公務就職ナビブック』
②公務員試験2024年度版　現職人事が書いた「公務員へなりたい人へ」，大賀英徳，実務教育出版，2022年
③公務員をめざす人の本　’24年版，北里敏明，成美堂出版，2022年
④公務員試験　新スーパー過去問ゼミ６　ミクロ経済学，資格試験研究会，実務教育出版，2020年
⑤公務員試験　新スーパー過去問ゼミ６　マクロ経済学，資格試験研究会，実務教育出版，2020年
⑥大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法（改訂第二版），松本茂・河野哲也，玉川大学出版
部，2015年

なし

①なし
②9784788974968
③9784415235677
④9784788937352
⑤9784788937369
⑥9784472405136

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
どのように授業を進行させるかについての概略、ミクロ・マクロ経済学問
題攻略の意義について説明します。

【予習】Learning Portal に掲載する配布資料を事前に読
み、必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第2回 ミクロ経済学問題の研究①
消費者理論

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面
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第3回 ミクロ経済学問題の研究➁
生産者理論（完全競争、不完全競争）

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第4回 ミクロ経済学問題の研究③
市場の理論、市場の失敗

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第5回 ミクロ経済学問題の研究④
ミクロ貿易論

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第6回 ミクロ経済学問題の研究のまとめ、確認テストの実施 【予習】確認テストに向けて、これまでの問題を繰り返し解
くなどの必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。確認テストの正解を復習しておいてくだ
さい。

4時間対面

第7回 マクロ経済学問題の研究①
国民経済計算体系

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第8回 マクロ経済学問題の研究➁
財市場の分析

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第9回 マクロ経済学問題の研究③
貨幣市場とIS-LM分析

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第10回 マクロ経済学問題の研究④
総需要・総供給分析

【予習】前回授業の指示に基づき、問題を解いてみるなど
の必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第11回 マクロ経済学問題の研究のまとめ（経済変動理論の補足を含む）、確認
テストの実施

【予習】確認テストに向けて、これまでの問題を繰り返し解
くなどの必要な準備をしておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。確認テストの正解を復習しておいてくだ
さい。

4時間対面

第12回 知的コミュニケーション能力学習の入門①
テキストの読解と要約の方法を学んでもらいます。

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第13回 知的コミュニケーション能力学習の入門➁
レポート・論文を書く方法を学んでもらいます。

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第14回 知的コミュニケーション能力学習の入門③
プレゼンテーションの方法を学んでもらいます。

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第15回 秋学期のまとめ 【予習】Learning Portal に掲載する配布資料を事前に読
んでください。
【復習】秋学期の授業で得た知識や情報のポイントを整理
してください。また、春休み中の時間も利用して、自分が志
望する行政組織について、どのような行政課題があるか
をホームページから調べておきましょう。

4時間オンデマンド

－571－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 目指す公務員になるために

授業の目的及び概要
近年の公務員試験の流れとしては、一定の知識（教養・専門）を前提として、人物を重視する傾向がさらに強まっています。人柄や熱意、今後のポテン
シャルなどが個人面接や集団面接、グループディスカッションなどによって厳しく見極められるようになっています。また、小論文では時々の政策課題を
鋭く切り取った問題が出されることもしばしばで、普段から公共的な課題についてアンテナを張り、自分なりの考え方を持っておくことの必要性が高まっ
ています。この演習では、自己分析や公務員の仕事を分析することにより、なぜ公務員を目指すのかの動機を明確にするとともに、行政課題について
の理解を深めた上での小論文対策、さらには各種の面接対策など、実践的な公務員試験対策を行っていきます。

学修の到達目標
・公務員採用試験に向けて必要な準備、対策を行い、公務員試験に合格できるレベルに達する。
・公共的な課題に対しアンテナを張り、自分なりの考え方を持てる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメント、アドバイスします。課題に対しては、コメントを付けて返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

目標を共にする者が互いに励まし合い、高め合っていくことを通じ、公務員になりたいというモチベーションを維持できるよう進めていきます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は使用しません。適宜、資料を配布します。

参考書

公務就職支援室配布の『公務就職ナビブック』

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
教員・受講生の自己紹介、演習の内容・進め方、受講者へのアンケート

【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読
み、必要な準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第2回 自己分析 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第3回 志望先の仕事研究 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第4回 模擬エントリーシート作成 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第5回 模擬エントリーシートの振り返り及びそれに基づく議論 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面
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第6回 行政課題研究・小論文対策1－①：行政課題の解説とそれに基づく議論 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第7回 行政課題研究・小論文対策1－②：小論文作成 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第8回 行政課題研究・小論文対策1－③：小論文の振り返りとそれに基づく議
論

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第9回 行政課題研究・小論文対策2－①：行政課題の解説とそれに基づく議論 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第10回 行政課題研究・小論文対策2－②：小論文作成 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第11回 行政課題研究・小論文対策2－③：小論文の振り返りとそれに基づく議
論

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第12回 面接対策1：個人面接の基礎 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第13回 面接対策2：模擬個人面接 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第14回 面接対策3：模擬個人面接の振り返り、議論 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。あわせて，学期末レポートの作成を行っ
てください。

4時間対面

第15回 振り返り 【予習】オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを
行ってください。
【復習】演習で得た知識、情報、自分で考えたことなどを整
理して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34前田　一樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ 目指す公務員になるために

授業の目的及び概要
近年の公務員試験の流れとしては、一定の知識（教養・専門）を前提として、人物を重視する傾向がさらに強まっています。人柄や熱意、今後のポテン
シャルなどが個人面接や集団面接、グループディスカッションなどによって厳しく見極められるようになっています。また、小論文では時々の政策課題を
鋭く切り取った問題が出されることもしばしばで、普段から公共的な課題についてアンテナを張り、自分なりの考え方を持っておくことの必要性が高まっ
ています。この演習では、自己分析や公務員の仕事を分析することにより、なぜ公務員を目指すのかの動機を明確にするとともに、行政課題について
の理解を深めた上での小論文対策、さらには各種の面接対策など、実践的な公務員試験対策を行っていきます。

学修の到達目標
・公務員採用試験に向けて必要な準備、対策を行い、公務員試験に合格できるレベルに達する。
・公共的な課題に対しアンテナを張り、自分なりの考え方を持てる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容に対し、授業内でコメント、アドバイスします。課題に対しては、コメントを付けて返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

目標を共にする者が互いに励まし合い、高め合っていくことを通じ、公務員になりたいというモチベーションを維持できるよう進めていきます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

教科書は使用しません。適宜、資料を配布します。

参考書

公務就職支援室配布の『公務就職ナビブック』

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の内容・進め方、春学期の復習、受講者アンケート

【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読
み、必要な準備をしておいて下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第2回 行政課題研究・小論文対策1－①：行政課題の解説とそれに基づく議論 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第3回 行政課題研究・小論文対策1－②：小論文作成 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第4回 行政課題研究・小論文対策1－③：小論文の振り返りとそれに基づく議
論

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第5回 行政課題研究・小論文対策2－①：行政課題の解説とそれに基づく議論 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面
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第6回 行政課題研究・小論文対策2－②：小論文作成 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第7回 行政課題研究・小論文対策2－③：小論文の振り返りとそれに基づく議
論

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第8回 行政課題研究・小論文対策3－①：行政課題の解説とそれに基づく議論 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第9回 行政課題研究・小論文対策3－②：小論文作成 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第10回 行政課題研究・小論文対策3－③：小論文の振り返りとそれに基づく議
論

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第11回 面接対策1：集団面接、グループディスカッションの基礎 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第12回 面接対策2：模擬集団面接 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第13回 面接対策3：模擬集団面接の振り返り 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。

4時間対面

第14回 公務員試験の申し込み準備 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
て下さい。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理して下さい。あわせて学期末レポートの作成を行って
ください。

4時間対面

第15回 振り返り 【予習】オンデマンド動画を視聴し，今学期の振り返りを
行ってください。
【復習】演習で得た知識、情報、自分で考えたことなどを整
理して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4藤原　幸則

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経済学部専門教育科目

テーマ 目指す公務員の職種理解、行政課題の理解、実践的な試験対策

授業の目的及び概要
公務員試験に向けて、面接・集団討論や論文などに必要な準備・対策を行っていきます。また、公務員志望者として知っておくべき、最新の主要な行政
課題に関する知識を学び、自分なりの意見を言えるようにしていきます。こうした必要な準備に着実な取り組みを行うことで、本試験には自信と気持ちの
余裕を持って臨めるようにします。

学修の到達目標
・公務員試験に向けて、必要な準備と対策を行い、公務員試験に合格できるレベルに達する。
・行政課題に関する情報を把握し、自分なりの考え方を持てる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発言や報告の内容に対し、授業内でコメントやアドバイスをします（必要に応じて授業外でも）。課題に対しては、コメントを付けて戻します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

公務員になりたいというモチベーションを維持しながら、目標をともにする人たちが互いに励まし合い、高め合っていくことで、望む結果を獲得していきま
しょう。
担当教員は、大型プロジェクトや広域行政課題への協力で、行政との折衝・調整に長年の実務経験がありますので、公務員の仕事の実態を伝えられま
す。受講者の公務員志望のモチベーションを維持し、さらには高めていくことに貢献したいと思います。
毎日、テレビニュースを見たり、新聞記事を読んで、時事問題や行政の動き、行政課題について、積極的に情報収集を行ってください。詳しい情報は役
所のホームページに資料等が掲載されていることが多いので、アクセスしてよく見ておいてください。情報収集のアンテナをできるだけ広げておくことが
大切です。気になった時事問題や行政課題等で、うまく調べられないときは、遠慮せずに担当教員に尋ねてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
適宜、必要に応じて、担当教員が資料を配布します。
配布資料は、Learning Portal にも掲載します。

参考書

公務就職支援室配布の「公務就職ナビブック」

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
教員・受講生の自己紹介、演習の内容・進め方、情報の集め方、志望
先と試験日のアンケート

【予習】シラバスや「公務就職ナビブック」を事前に目を通
しておいてください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。志望先と試験日のアンケートにWebで
回答してください。

4時間対面

第2回 公務員の職種理解
公務員制度、公務員の仕事・意義・やりがい

【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。授業で指示した課題について、考えをま
とめてください。

4時間オンデマンド

第3回 志望先の重点施策研究① 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第4回 志望先の重点施策研究➁ 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第5回 面接・集団討論対策① 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面
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第6回 面接・集団討論対策➁ 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第7回 面接・集団討論対策③ 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第8回 論文対策① 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第9回 論文対策➁ 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第10回 論文対策③ 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第11回 時事問題研究 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第12回 行政課題研究① 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第13回 行政課題研究➁ 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第14回 行政課題研究③ 【予習】前回授業の指示に基づき、必要な準備をしておい
てください。
【復習】授業で得た知識や情報、自分で考えたことなどを
整理してください。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】演習全体の内容を振り返り、良かった点、反省点
などを考えておいてください。
【復習】演習全体で得た知識や情報、自分で考えたことな
どを整理してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外インターンシップ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ 東南アジアやオーストラリアでの就業体験を通じ、異文化理解を深め、グローバルマインドを養う。

授業の目的及び概要
海外インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、東南アジア、オーストラリアにある日系企業等で就業
体験を行うプログラムである。海外での実習を通じて将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成するとともに、グローバル人材で求めら
れる素養や態度、価値観について理解を深める。海外の企業、団体、事業所等への派遣にあたっては、学内での事前ガイダンス受講を必須とする。

学修の到達目標
海外インターンシップは、海外の日系企業・事業所等における就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社
会的・職業的自立を意識することを目標とする。さらに、異文化社会における就業体験により、海外でのワークスタイル、海外勤務の職務特性、現地ス
タッフとの協働について理解を深め、グローバル人材で求められる素養や態度、価値観を培う。また、英語コミュニケーション能力の向上、国際的視野
の涵養、海外で活躍できるグローバル人材への準備、そして、最終的には日本国内外での広いフィールドで活躍できることを目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実習中に作成する日誌は、提出後、担当者から返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

海外現地での円滑なコミュニケーションには、一定レベルの英語コミュニケーション能力が必要。そのため、研修前か研修後のTOIEC®受験（IPも可）を
必須とする。
この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、海外インターンシップの基本的な意義目的について理解しておくこ
と。
なお、海外インターンシップは国内でのインターンシップと同様に、社会人としてのマナーが厳しく問われる。さらに、派遣先地域・国の治安状況は比較
的安定しているものの、日本国内とは異なることを肝に銘じておく。そのた

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

指定テキストはありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション・ガイダンス
授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説明
する。併せて、インターンシップの意義と目的について概要を説明する。

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。（30分程度）
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。（30分程度）

1時間対面

第2回 事前研修①（ビジネスマナー講座）
ゲスト講師による講義とグループワークを通じて、ビジネス社会で求め
られる素養、ビジネスマナー、コミュニケーションスキルを養い、社会人
にとって必要な素養・能力等を理解する。

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第3回 事前研修②（現地事情理解講座）
ゲスト講師による講義を通じて渡航先の政治・経済事情、文化、歴史に
関する理解を深める。

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済などの情
報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用や社会情
勢に関心を高めておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第4回 事前研修③（危機管理講座）
海外の治安状況を踏まえ、危機管理に対する基本事項を理解する。

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済などの情
報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用や社会情
勢に関心を高めておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第5回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習①（1日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、派遣先に関わる業界の最新動向
や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面
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第6回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習②（2日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第7回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習③（3日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第8回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習④（4日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第9回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑤（5日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第10回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑥（6日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第11回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑦（7日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第12回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑧（8日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第13回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑨（9日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第14回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑩（10日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行い、体験レ
ポートの作成に活かす。（30分程度）

1時間対面

第15回 レポート作成・提出
企業実習の総括を行うことで、海外インターンシップの成果と課題を認
識する。

【予習】事前学習として、これまでの実習内容の振り返りを
行い、体験レポートの作成に活かす。（30分程度）
【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社会人とし
ての自らのあり方について考える。（30分程度）

1時間対面
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